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一絵本図絵ー

絵本図絵

ニチレンシヤウニンイチダイヅエ

31220 日蓮上人一代園舎萱～陸

大 li快6冊

松亭中村経年著，葛飾矯粛画，日琢序 〈即8)

安政5序・刊

大坂河内屋茂兵衛（心驚橋筋博労町）・加賀

屋善蔵〈同安土町）， 江戸 山城屋佐兵衛〈日

本橋通二町目〉・須原屋茂兵衛（同一町目）・須

原屋新兵衛（同二町目）・須原屋佐助（同四町

目）・須原屋伊八（浅草茅町二町目）・和泉屋金

右衛門（横山町三町目）・出雲寺高次郎（同宣

町目）・丁子屋平兵衛（大惇馬町二町目）・和泉

屋吉兵衛〈芝神明前）・岡田屋嘉七（同）・大和

屋喜兵衛（中橋東中通り下槙木町）

※第 I冊巻頭に総目録あり。刊記に「房州小湊誕

生寺末江戸牛込榎町松柴山大法寺蔵」とある。

また同冊末に賓集堂の出版予告及び尚古堂と賓

集堂の蔵板目録がある。

4-41サ64 さ弐百八拾六全六冊 50銭

フサウクワウトウキヅエ

31221 扶来 皇統 記園舎 前編章～六・後編

壱 ～七大21快13冊

好華堂主人山田意斎著， 柳斎重春画， 松亭金水序

〈前・後〉

嘉よ829前編序，能。長編序・前後編刊

大坂岡田肇玉堂・白田群鳳堂

※各編刊記に書韓11軒の名を連ねるも省略。前編

・後編各々の最終冊の末尾に『大伴金道忠孝園

曾』ほか多数の広告あり。後編の大惣番号札剥

落。

4-41サ67 さ弐百五拾九θ 60銭

ゼンタイヘイキ ヅ エ

31222 前太平記 園舎一～六 半2秩6冊

秋里簸属著・自序，法橋中和画・践，愚山外史序

享和2序，同3自序

書捧不明

※「和泉高／堀J!IJなる蔵書印あり。後補墨書題

策は「前太平記」とする。上記の書名は内題に

よるo 第 l冊表紙に「前太平記／合本／全部六

冊J，「前太平記／六冊」の小札あり。

4-41サ36 大惣番号札原欠か 75銭

オホトモカネミチチユウカウヅエ

31223 大伴金道忠孝園舎 前編ー～五・

後編ー～六 大2秩11冊

好華堂主人山田意驚著，柳清重春画， （前編〉宮田

南北序・画，（後編〉金水道人序

〈前編〉嘉~82)f!J, （後編〉同 2序，前o~u
京河内屋藤四郎（寺町通仏光寺）， 江戸須

原屋茂兵衛（日本橋通萱丁目）・山城屋佐兵衛

（阿武丁目）・須原屋新兵衛（岡武丁目）・山城

屋政吉（同四日市）・英大助（岡本石町十軒店）

・英文蔵（同下谷御成道）・了子屋平兵衛（同

大停馬町或丁目）・岡田屋嘉七（同芝神明前），

大阪河内屋藤兵衛（心粛橋通本町角）・河内

屋茂兵衛〈心粛橋博勢町角）

※前・後編巻末に書林の広告多数あり。

4-41サ 9

亡コ百六拾番仁コ・さ弐百六拾壱後六 60銭

ジンタ＠ウタワウコ。ウ

神功 士三カンタイヂヅエ

31224 皇后 ニ韓退治園舎一～五

大II快5冊

山月庵主人著，葛飾戴斗画，西堪生と生序

天保12序

京河内屋藤四郎（寺町通仏光寺）， 江戸須

原屋茂兵衛（日本橋通萱丁目）・山城屋佐兵衛

（岡武丁目）・須原屋新兵衛〈岡武丁目）・西宮

屋蒲兵衛（同中橋広小路）・岡田屋嘉七（同芝

神明前）・丁子屋平兵衛（同大停馬町武丁目）・

河内屋茂兵衛〈仁コ橋筋博勢町角〉

※第5冊末尾に「震重本通俗雨闘志J他 3部の

広告あり。

4-41サ26 さ口百拾弐全五冊 60銭

クスノキマサツラセンコウヅエ

31225 楠正行戦功園舎前編ー～五・後編

大21挟11冊

法橋西村中和「画圃」，野亭散人「考訂」，西浦武考

前編序

文部。年（前編），品1nuc前編），高す判（後編〉

（前編）大阪伊丹屋善兵衛〈心斎橋通博勢町）

・河内屋茂兵衛（同北久太良町）・河内屋平七

（同南久太良町）・河内屋源七郎〈同北久賓寺

町〉

〈後編〉名古屋美濃屋清七（停馬町）， 江戸

大阪屋茂吉（日本橋砥石店）， 大阪伊丹屋

善兵衛〈心橋粛通博勢町）・河内屋茂兵衛（同

町）・河内屋平七〈同南久太良町）・河内屋源七
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郎（同南久賓寺町）

－絵本図絵，和漢医書一

目〉

※後編第2冊見返しに大野屋の書込みあり。その

他種々の落書きあり。後編の大惣番号札剥落。

4-41サ20 さ三百三拾萱前五O l円

zホンタマモモノガタリ

31226 絵本玉藻謹一～五 半 I秩5冊

法橋玉山著・画・自駿，筏麿道序，滋古序

文化2駿・刊

大坂松村九兵衛〈心粛橋通島之内）・鳥飼市

左衛門（同所）・淀川清右衛門（心斎橋通船場）

・小林六兵衛〈同所）・向井八三郎（新町西口

南ー町〉・多田勘兵衛（同所小演町〉

※柱書「玉藻前J。後補墨書題簸「重本玉藻謹」。

第 1冊に多色刷挿絵2丁あり。第 1冊表紙に

「Eコ番」の小札。

4-41サ 5 さ三百五拾萱全五 60銭

メウケγカシオウ
妙自 セイジヤウジジデシキ

感履 清正員停記初篇ー～五上31227 

・（五下〉 半 l映6冊

天山老人若林葛満著・自駿，石田玉山・玉峰画，治

浪主人序，英柴堂主人政 文ィ~89年・駿
名古屋永築屋東四郎〈本町七丁目）， 和歌山

帯屋伊兵衛（新町二丁目）， 大阪勝尾屋六

兵衛〈心粛橋博労町）， 京小川彦兵衛〈寺町

通四僚上ル）

※第 I冊表紙に「清二番」の小札あり。内題には

上記書名の他に「増補詳解圏曾清正記再板」，

「増補詳解圃曾清正記J，「図曾清正記再板」と

いう題も見える。柱刻も「清正記」と「再板清

正記」の 2種が混じるo

4-41サ19 さ三百三拾八前編 70銭

チンゼイキクチグンキ

31228 鎮西菊池軍記ー～五・後篇ー～五

大2秩10冊

暁鐘成著・画， 濁酔外史序（正篇），松堂散人村直

(1ま〉（後粍7) (1削 （附 文政
9序，同10刊〈正篇），同13序，天保4刊〈後篇）

京本屋宗七 （二僚車屋町）・伏見屋半三郎

（寺町通錦小路下ノレ）， 名古屋永築屋東四郎

〈本町七丁目）， 江戸大阪屋茂吉〈日本橋砥

石店），大阪河内屋平七（南久太郎町六丁目）

〈以土正篇。後篇は永築屋，大阪屋の代りに次

の2書韓が加わる。）江戸了子屋平兵衛（小停

馬町三丁目〉， 名古屋松屋普兵衛〈本町十丁

- 2ー

※正篇終丁に大坂三木文繍堂のあいさつ， 「豪傑

勲功録」「楠正行戦功園曾」の広告あり。序題

「菊池記」また「菊池軍記」。

4-41サ 18 さ三百三拾四前五 1円

エホンネンダイキ

31229 絵本年代記宣～五 大 1峡5冊

秋里鑑島著，賀茂季鷹序，潤粛題言，西村中和画

寛政11「御免J，享和2刊

江戸西村宗七，大坂河内屋太助，京万屋

作右衛門・出雲寺文次郎・瀬尾源八郎・林宗兵

衛・灰方伊兵衛・大橋仁兵衛

4-41サ 6 さ弐百拾弐全五冊 50銭

エホンスガFハラジツキ

31230 絵本菅原賞記ー～六 大 l映6冊

法橋巨勢秀信著・自序 文化7序・刊

京河南四郎兵衛・小川太左衛門，江戸西村

源六・岡田嘉七，大坂森本太助・多国勘兵衛

．前田嘉右衛門・上原大助・中川松之助

※第 l冊に金泥を用いて刷られた序文あるが序者

不明。人物画像3面多色刷。第4～6冊は題簸

に「附録初編」とあり，内容は「不知火草子」

（轡香亭睡仙著，石田玉峯画，黙祷序＝文化7)

旧名「敵討天神利生記」である。

4-41ア60 大惣番号札剥落 30銭

和 漢 医 書

コハウセツギi

31231 古方節義上・中・下 半lI挟3冊

内島保定著・自序，岡瑞鑑校 明和6序，同8刊

京額田庄三郎・梅村三郎兵衛・村上勘兵衛・

山本長兵衛・中野宗左衛門・山本平左衛門

※下冊末に「景湖堂識」の朱印あり。下冊裏見返

しに書名に関する書込みあり。

7-02コ11 た四十壱全三 15銭

シフイセンニフ

31232 習 警 先 入 上 ・ 中 ・ 下 半 I秩3冊

香月啓益著・自序，門人内海春東・相良梅山・藤江

玄雄「筆記」 享保12序，同18刊

京野田治兵衛〈寺町通二傑下ル町）・林権兵

衛〈間之町通御池上ル町）・佐々木惣四郎〈寺



一和漢医書ー

町通姉小路上ル町〉

※内容は医師の心得についてo朱筆書込みあり。

7-02シ10 た四拾番全三 15銭

フクヨメイジロタ

31233 復古明試録 半 lI挟l冊

霊水稲葉先生〈正宗軒〉著・自序，東野諸葛序，上

方清謙宗伯．前田温潤宗現警附 (18 

享和3自序．序，文化元刊

土浦復古清蔵版，京須原屋平左衛門，大坂

敦賀屋九兵衛，江戸須原屋新兵衛

※柱書「明試録」。

7-02フ7 た七拾弐番全壱冊 10銭

シヤウカンロンコタジベγ

31234 傷 寒 論 国字耕一～七 半 l峡7冊

浅野徽元甫（養老先生〉著・自序

寛政3序，同 6刊

名古屋片野東四郎

※柱書下部には「拙竜蔵」とある。初版は寛政3。

7-02シ37 大惣番号札剥落 20銭

ピヤウカエウロン

31235 病家要論上・中・下 半 l秩3冊

伊藤玄恕著・自序，梅巷丹水子玄鞍j書騨駿

元禄8自序・序・刊

京林九兵衛〈東洞院夷川上町〉

※践によれば「病家日用の要を集メ。間俗習の誤

りを耕ず」。民間療法を集めた書。

7-02ヒ8 た四十七番全三 15銭

ニシンデン

31236 二 神 停 上 ・ 中 ・ 下 半 l秩3冊

阿川天羽友仙著・自序 寛政8序，同10刊

大坂塩屋平助（南久宝寺町心斎橋筋）・河内

屋喜兵衛（北久太郎町心斎橋筋〉

7-02ニ l た三十九番全三仁コ 15銭

シユセツヤウジヤウロン

31237 酒 説 養 生論萱～七 半 lI挟7冊

草洲守部正宝「校訂」・自序・白略729手進中村玄春

序 享保14自序・序・政

江戸須原屋茂兵衛・平左衛門

※酒説惣論・酒病論・奇病論より成る。

7-09シ2 た百五拾七全七 50銭

ゼンタイシンロン

31238 全 種 新 論ー～三 半 lI快3冊

「西園署土合信氏著」・自序，「南海陳宅集戸撰」

成豊元〈清）序

書購不明

※柱書によれば各冊冊次は「乾・坤・園」。和刻

本。

7-05セ 3 大惣番号札剥落 10銭

ゾウホ
4鍾フタシンロク

31239 橘腹診録上・下 半 l峡 2冊

大橋貞裕校定，

嘉永3序

「東郭和田先生口授門人筆記」，

佐々木尚雄序

京林芳兵衛（二僚通堺町西入町〉

※巻上の内題「含章鷲腹診録」。 下冊原題策書名

下に「醤談」とある。

7-02フ12 た六拾弐全弐 10銭

コハウヨク

31240 古方翼ー～五 半 l峡5冊

「揖陽野間友真d胸部〈俊粛先捻2手取手記」，

橘春揮序，尾崎嘉駿 寛政4政，同 6序・刊

大阪柳原喜兵衛（心斎橋通北久太郎町）・高

橋平助〈同南久宝寺町〉

※「上冊」 2冊・「中冊」 2冊・「下冊」 l冊より

成る。末尾に柳原の「醤書版目録」あり。

7-02コ14 た弐十三全五 25銭

ギウザンハウカウ

31241 牛山方考上・中・下 半 lI快3冊

被髪翁香月啓益（牛山先生〉著・自序〈元禄12),

那波師曾序（天明 2），松本慎序（天明元）

天明 2刊

大坂鳥飼市兵衛（心斎橋四町目）・浅野弥兵

衛〈高麗橋壱町目）， 京山田三郎兵衛〈｛弗光

寺通寺町西へ入）・葛西市郎兵衛（寺町通五保

上ル町）・河南四良右衛門（堀川通悌光寺下／レ

町）・北村四郎兵衛（五僚通高倉東へ入町）・山

本平左衛門（寺町通蛸薬師下ル町〉

※各巻内題「牛山先生方考」。

7 ---:02キ9 7こ拾五番全三冊 20銭

ハウイベンギ

31242 方意耕義乾・坤 半 ll扶2冊

洛下法橋岡本局竹一抱子著，向晦J表幹軒〉宅問

元禄16序，享保2刊

京 「書林英松堂蔵版」（都南）・新井蒲兵衛

〈京極通五篠上ル町〉

※原題策の書名にのみ角書「配剤」あり。

7-02ホ 5 た五十三番全弐冊 10銭
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ギウザンタワツタウ

31243 牛山活 套上・中・下 半 l秩3冊

被髪翁貞巷香月啓益〈牛山先生〉著，知足散人序，

南薗武吉駿 安ぷ？年・践，両789~u
書擦は31241『牛山方考』のそれの， 鳥飼市兵

衛を除く 6書騨

※書込み甚LO 各巻内題「牛山先生活套」。

7-02キ8 た拾四番全三冊方考共〆書 20銭

ヤウジヤウノ、7

31244 養生法 半 l冊

侍留醤学教頭蘭障松本良順著，隠土楽菊山内豊誠

「校閲補注」 元治元成

写本

※成立年は山内豊城の「追加」の奥書によるO

7-09ヨ3 た百八十一番 5銭

ヨウヤクス チ

31245 用薬須知一～三 半 I秩 3冊

松岡成章（玄達・恕蕎〉著・自序，江村簡易従序，

甲賀敬元・熊谷玄随・江村如圭校

正徳2自序，享保9序，同11刊

京 岡村蒲兵衛（寺町通下御霊前町）・唐本屋

八郎兵衛

7-02ヨ10 た四拾五番全三 10銭

イセイシフエウ

31246 J額生輯要一～五 半 1I快5冊

益軒貝原篤信著．自序，竹田定宅需）．駿 (17 

正徳、元序．践，同 4刊

書離は※参照

※内題「益軒先生鑑定l臨生輯要」。 第 1冊表紙の

大惣番号のある札に「ー名養生論」，別の札に

「養生存E皇室全五」とある。また，刊記の書津

名~ti膨れているが， 「此本養生論ト外題替／

寛政二庚成正月京都小川太左衛門板」の札あり。

7-09イ l た百五十三 20銭

ゾウホエイリ
増補 セウニヒツヨウキ

31247 ゑ入小児必用記付・二～六

半 I軟 6冊

牛山翁香月啓益宅；3月五平子秀房患の杏三折序

元禄16序〈香月），正徳4序〈杏）・刊

京野田治兵衛（寺町押小路下ル町）・秋田屋

甚兵衛，江戸梅村弥右衛門（日本橋南一町目），

大坂秋田屋市兵衛〈心斎橋筋〉
そだてぐさ

※香月序題「小児養育草」， 各巻内題「小児必用

養育草」。第I冊表紙に「香月牛山作／養育草」

の札あり。

7-45シ l た弐拾五全六冊 20銭

坤乾
玄
間
被

叫
生
駒

吋
衛
沖

打
停

E

ヒ
秘
葱承

8
、
子

M
井

出

本

半 1峡2冊

文化9刊

「河川悦太夫神宮本之偲士本井子承蔵」，大坂 丹波

屋柴蔵（谷町三丁目）・加賀屋調助（心斎橋通

北久宝寺町〉

※初版は寛政6。逸名序あり O 序題「衛生論」。

本文内題「秘停大人小児衛生論」。

7-02ヒ2 た五拾九番全弐 10銭

ヤウジヤウダン

31249 養生談

谷了閑（伊7象宇和島楓堂先生〉著

書嘩不明

※刊記の一部分破損。

7-02ヨ7 た百六拾九番 10銭

半 l冊

享和元刊

フジンヤウジヤウ婦人 チジヤヒトワラヒ

31250 養生智者一笑 半 1峡 l冊

著者未詳 延幸725民書，安お3年
写本（池田氏伴高写〉

※内題「知者一わらひ」。題策に「妊身心得之本

也」との書込みあり。大惣番号は「た百七拾壱」

の「壱」を「四」に訂正す。奥書に「東園何某

筆」とある。旧蔵者「伊勢屋忠兵衛」の印あり。

7-02フ6 た百七拾四 5銭

ウンキロンゲンカイ

31251 運策論諺解一二三四・五六七止

大 I秩2冊

岡本一抱子著，小川玄昌序，鮫島玄碩・岡野宅ゑ・

渡部結倫・増野元説校 宝永元刊

京芳野屋権兵衛・村上藤左衛門・風月荘左衛

門

※第 l冊原題策「有運気論奥諺解」。 各巻内題

「素間入式運気論奥諺解」。原体裁は7冊か。第

I冊の原題策は「巻之ー」のものを使用。

7-02ウ3 け弐百三拾五 50銭

セツコウヨヒツ

31252 折肱絵筆 大 1I扶I冊

荘内侍醤 今井信之宗益（花渓今井先生〉著， 男今井

信賢宗保・門人高田瞥官岡田好敬宅護F，樗園宅島

傑粛小南寛政 文政6序・駿，同 7刊

京植村藤右衛門（堀川｛弗光寺下ル町）， 大坂

秋田屋太右衛門（心斎橋筋安堂寺町）， 江戸
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録」・自序， 男寛敦篤春・武市元員校， 諸問直宣元

清序，津栢隠序（宝永4)

享係立自序・序（諸岡），寛副首

和泉屋庄次郎（浅草新寺町〉

※原題策中に「脚気痘癒／麻疹門」とある。版心

に「養浩堂臓」とある。本文は「巻之ー」のみ

で，巻之二を欠く。

7-02セ12 け三百弐拾五全 10銭

ナンケイホンギゲンカイ

31253 難経本義諺解付・二～十二

大 lI扶12冊

岡本矯竹一抱子著，小川玄昌下事・鮫鳥玄碩時習ほ

か校，長岡恭粛清白序 宝永3序・刊

江戸高屋清兵衛（日本橋南詰）， 京中村孫

兵衛（高辻通腐金町）， 大坂池田屋三郎右衛

門（真粛橋筋呉服町角〉

7-02ナ 9 け弐百拾七全拾弐 50銭

センセイサイイハウヒツキ

31254 先醒粛醤方筆記仁・義・薩・智・信

大 1l扶5冊

曲肱道人先醒粛著・自序，長岡恭粛清白序 ） 

正徳4序，同 5刊

京中村孫兵衛〈高辻通腐宅医J
※自序は「笑丑」とあり，延宝元か。上記書名は

原題策にしたがったが，見返し内題は「先程精一蔚

選竪方筆記」，自序題「先醒粛筆記」。

7-02セ32 け弐百四拾弐全五 15銭

ヤウジヤウゾクゲシフ

31255 養 生 俗 解 集上・中・下

大 l帳3冊を合綴 I冊

松尾道益著・自序，松尾氏有好生之政 正徳4刊

大坂腐金屋勝兵衛（高麗橋筋上人町〉

※表紙右上スミに「柳」の小札あり。原題策「養

生俗解集上」の「上」の下に「下」の書込みあ

り。版心は上・中・下に分れていて，もと 3冊

を合綴したものo下巻に自序を附す。絵入り。

上・中巻は漢字片仮名，下巻は草体になってい

る。表紙の見返しに「養生訓四，長命養生記一，

養生談一，養生録四，養生袋，養生論五」の書

込みあり。

7-02ヨ6 け弐百九拾壱 10銭

ナイキヤウソモンゲンカイ

31256 内経素問諺解一之一・一之二・一之

三・二・三之一・四之一・五之ー・六・

四之一・八之一・八之二・三之二・九之ー

・九之二 大2軟14冊

岡本一抱子「塁定J，奥仙蓋松軒門間嘉寛道碩「輯

京芳野屋作十郎・風月荘左衛門

※諸問・津の序題「黄帝内経諺解」， 本文内題

「黄帝内経素間諺解」。

7-02ナ 1 け弐百拾回全部十四冊 30銭

マシンシフエウ

31257 麻疹輯要 大 1軟 1冊

西田耕悦著，西田履道校・序，高安芳章駿

文政5序・践・刊

京吉野屋仁兵衛〈御幸町六角下）， 江戸前

川六左衛門（日本橋通新左ェ門町）， 大坂 敦

賀屋九兵衛（心斎橋南一丁目）・河内屋木兵衛

(1心斎橋通久太郎町〉

7-02マ I け三百拾四全 10銭

銭戸同

u
イ
aAA 

つ’“

、B
ノ

円
h
u

、J

工
l

市

7
0
政寛

的
考
糖

打
纂
肌

川

哨

術明

8

不

お

在
3

所

冊

ケンシュロク

31259 建殊録 大 11険l冊

東洞吉盆先生述・自序，巌恭敬甫編・序，田柴信悪

仲校，武欽鯨序 宝選l63年（いずれも〉

京林宗兵衛〈二条通御幸町西へ入〉

※上記書皐（斯文堂〉の蔵書目録あり。見返しに

旧蔵者「養生館」の貼紙あり。

7-02ケ17 け三百弐拾七全 5銭

コハウセン

31260 古方選萱～四 大 I軟 4冊

大垣藩瞥馬（江馬〉元恭著・自序 成立年未詳

写本（栗里若玄達写〉

※罫線入の用紙を使用。第 l冊表紙に「横書之古

方選とは遺ひ申候様見へ申候」と記された小札

あり。

7-02コ12 け弐百四拾八全四 20銭

ワカンサンゲンエウハウ

31261 和漢纂言要方ー～十 大 I軟10;m
下津翠松軒春抱著・自序 正徳2序，同 5刊

京田中圧兵衛（寺町五僚上ル町〉， 大坂中

林徳兵衛（心斎橋道修町）， 江戸 中村進七

（通本石町十軒店〉

※各冊表紙に所載の病名を打ちつけ書。

7-02ワ2 け弐百弐拾全拾 30銭
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パイサウヒロク

31262 徴 癒秘 録 乾 ・坤 大 l軟2冊

海寧陳司成九詔甫著・自序（崇禎壬申J間 不破

元澄 序 〈 享 制 望 震 百 里 引 が

享保10初刊，安永3再板

京武村嘉兵衛・大和屋又七・菱屋三郎右衛門

※里震序題の書名「梅捷秘録」。

7-02ハ 6 け弐百七拾九全弐 5銭

イガクシヤウデンワクモンゲンカイ

31263 審事正停或問諺解ー～八

大 lI扶8冊

岡本潟竹一抱子著，寺嶋澗龍子治恒校，宅思ヂ賓序

享保13序・刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋南萱町目）， 京

山本長兵衛〈二条通御幸町西へ入）・中川茂兵

衛（姉小路堀川東へ入）・小佐治半右衛門（堀

川松原下ル本園寺前）

※柱書「正停和語齢、」。

7-02イ10 け弐百弐拾六全八 50銭

ホンテウ 4ダγ

31264 本朝警談 大 l帳 1冊

奈須恒徳著，大石千引序，服部甫篭鬼川 (1 4) 

文政5序，同 7政

江戸慶元堂和泉屋庄次郎〈浅草新寺町〉

※絵入り O

7-01ホ 3 け三百三拾三 20銭

イガタグトタ

31265 馨撃愚得上・中・下

縦長（27.4×16. 8cm) I I扶3冊

名古屋玄響著・自序ι藤素安序，小山臨節宅6紛

延宝9自序・序〈伊藤），貞享5刊

唐本屋吉村吉左衛門・永原屋中村孫兵衛

※上・中冊（巻之上〉の内容は「陰陽麿象大論註

疏」，下冊は「提要至論」。

7-02イ4 け弐百六拾七 20銭

カクチ ヨロンゲンカイ

31266 格 致 徐 論諺解付・二～四

大 li扶4冊

岡本為竹一抱子著・自序 元禄9刊

京西村市郎右衛門（六角通西洞院西入町）・

西村九左衛門〈烏丸手洗水町）， 江戸西村半

兵衛（神田新革屋町〉

※全7巻。見返しの内題左右下スミに「タ」の書

込みあり。

7-02カ 7 け弐百四拾七全四 20銭

ウンキロン

31267 運気論

著者未詳

大坂敦賀屋九兵衛〈心斎橋筋〉

※書名は原題策によるが角書部分破損。図入り O

上・下2巻よりなる。内題は「素間入式運策論

奥」。巻上官頭の内題のみ更に「新刊」を冠す

る。初丁に五行に対する記事の書込みあり。劉

温静の原著（自序あのについての注釈書。

7-02ウ 2 け弐百八拾三合壱 20銭

冊
J
刊

l
m
5
 

秩
。
徳

l

正

大

ロタモツジンシ

31268 六物新志上・下 大 1秩2冊

大槻茂質（玄津〉著，杉田翼子鳳序・校，(l~｛~fi道践
天明 6序・抜

大坂兼霞堂

※上冊表紙に「醤」の小札あり。もと附属図書館

にあったときの配架番号は「6-24ロ I (18と

書込みあり）」。

薬学RI け弐百七拾三全弐 20銭

ココンヤウジヤウロタ

31269 古今養性録元・亨・利・貞

大 lI険4冊

通番竹中敬敬昌父著・自序， 男竹中厚編・序， 円人

山田巽校（元・亨・利〉：底力高元泰斗謄父存；69lう

人清噴校〈貞〉 元禄4序〈いずれも），同 5刊

江戸西村半兵衛（神田新草屋町）

※後補墨書題策および柱書「養性録」。早稲田大

学蔵の大惣目録には「十合四」とあり，もと10

冊か。

7-02ヨ 8 け弐百弐拾三 90銭

コクジダンドクロン

31270 園字断毒論乾・坤 大 1I険2冊

甲斐橋本徳伯寄〈三巴先生〉著，江戸溝部盆有山閲，

男橋本保節・門人田中見龍・ Jll手見貞・有毒是淑校，

甲州花渓大機駿 文化11践・刊

江戸西村源六〈本石町四丁目）・松本平助

（江戸橋四日市）・須原屋茂兵衛（日本橋南萱

町目）・須原屋菊三郎（日本橋北室町三丁目）

※痘癌についての書。坤冊は「附録」。内題の振

仮名「かながきだんどくろん」とも。

7-02コ16 け弐百七拾七全弐 10銭
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クワウケイサイキフハウ

31271 康恵済急方上巻・中巻・下巻

大 1軟 3冊

多紀安元丹波元悪著，男務元簡校・駿，佐橋戸

序，藤原清翰序 寛政元序（いずれも〉，同 2刊

江戸須原屋茂兵衛・須原屋伊八・須原屋善五

郎・須原屋嘉助

※柱書「湾急方」。図入り。

7-02サ 5 け弐百五拾回全三 30銭

ゲクワサツエウ

31272 外科撮要 乾・坤 大 l軟2冊

上州青木組制著・自序，前回春鯨 （刷

明和4序・自序，同 5刊

江戸須原屋市兵衛〈日本橋北室町二丁目〉

※坤冊に大坂の吉文字屋市兵衛（心斎橋南二丁目）

の広告あり。

7ー02ケ18 け弐百六拾八全弐 10銭

コケヌツエ

31273 古計努津兄上・下 大 1I扶2冊

山口重匡〈雅築〉著・自序，橘南難関

寛政10序・刊

「山口雅柴議版J, 京銭屋長兵衛〈六角通東

洞院西江入所〉

※上冊表紙に「養」（朱）の小札あり。

7-09コ 1 け弐百七拾全弐 10銭

カ ウ ハ イ ジモンダフ

31274 江波警事問答 半 l秩 l冊

沼波秀憲周達問，好蘭粛江馬元恭答，野村公路序

文化元序，同11刊

「三友国蔵」

※表紙に「大垣江馬／名古屋沼波／問答」と記さ

れた札あり。 『国書総目録』には「医事問答」

として載る。

7-01コ3 け三百四拾五 10銭

イガクテキ

31275 醤率的上・下 ） 大 1I扶2冊

横地正務玄常号法序（寛保2），鹿rt:問先生閲，

若門山人序（同 3），松岡成章践〈延享元），中山元

亨践（寛保3），横地正輔三折・横地守忠三省校

天明元刊

大坂 「郡上文昌堂蔵板」・岩井屋停蔵〈土佐

堀萱町目〉

7-02イ12 け弐百九拾四 10銭

ダウスイサゲン

31276 導水漬言 大 li扶l冊

「東郭和田先生口授／男哲筆受／男宅保 糟戸

亭序 文化2序，向4刊

「含章清蔵」，京林喜兵衛

※水腫・脚気の治療法。

7-02ト8 け三百弐拾三全 5銭

トタイチヨタン

31277 得 一 徐 訓 上 ・ 下

大 11扶2冊を合綴 I冊

村上景吉玄治著，男相恕恒安校 寛長弟。

京林伊兵衛（二僚通柳馬場），江戸前川六左

衛門（日本橋通南三丁目）， 大坂三原孫兵衛

〈新靭油掛町）・尾崎貞次郎（心斎橋通塩町）

・山口又一〈同北久太郎町〉

※原題策のみ用字「？専」。上冊題策中に「養生」と

書込み。上・下2冊を表紙ごと合綴。

7-09トl 〔二二コ六拾九全弐 5銭

宰Jr フジンサンタイキ

31278 被婦人産帯記

直陳朝著

山本泰信

大 lI扶l冊

延宝4刊

※見返しに「児薬」列挙の書込みあり。

7-02フ4 け三百拾弐全 5銭

カウセイピヤウインカウ

31279 校正病因考乾・坤 大 1軟 2冊

後藤良山（敏〉著・自序，徽淘美附言

宝前年，文ィgj4~言，員；h
江戸須原屋伊八（東叡山池之端仲町）， 大坂

河内屋喜兵衛（北久太郎町心斎橋北江入），

京林権兵衛（寺町通二僚下町）・林宗兵衛

（新，烏丸通二僚上ル町）・石田治兵衛（一候通

日暮西江入町〉・堺屋伊兵衛（千本通一候下町〉

※有界9行で， 「養浩園蔵板」。上冊の裏見返し

『嬰児論』（堺屋伊兵衛板〉広告の貼紙あり。下

冊末に「病因考後篇（良山先生医話門人輯録〉

附録（足立柴蓄医話〉全三冊嗣刻」との予告あ

り。

7-02ヒ6 け弐百九拾六全部弐冊 10銭

セキイダン

31280 斥建断 大 li険1冊

畑惟和研安甫著，柳美啓序， E勇恭序・凡例，武Jll

幸II買践 宝暦12序（いずれも）・践

書埠不明

※「斥醤断」とも表記。 31297『竪断』を論難し

た書o
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7-02セ10 け三百四拾全 5銭

チヤウチユウケイロンシフカイソウ

31281 張仲景論集解叢 大 I軟 I冊

平（萩野〉信敏求之甫著，藤正方序，（1者ヂ錫：1県ヂ

純・海東勝校 明和7序，同 8刊

江戸伏見屋宇兵衛〈東叡山黒門前〉

※本文の内題「論集解叢」その下に「張仲景七編

第一」とある。

7-02チ12 け三百三拾弐 5銭

31282 麻疹便覧 大 l軟 l冊

薬師寺書軒正長者；98戸山惟明序ー1799、 ， 

寛政10・ 「開離」，同11序，同12「護行」

大坂松村九兵衛〈心斎橋南一丁目）

7-02マ 5 け三百三拾六θ 5銭

イダウニセンネンガンモタヘン

31283 医道二千年眼目編 14冊

廃棄（昭和32)

30銭

ジンカニフシキ
弓ゐ長官 フクシンジヨ

31284 入式腹診書乾・坤半 l軟 2冊

堀井元仙封時父（源直茂〉著・自序，男元隆直昌校，

竹田知鮮序，一色範通警72) 

寛保2序・自序・政，寛延3刊

江戸池田屋源助（神田鍛冶町二町目〉

7-02フ10 た六十三全弐冊 10銭

メウヤク

31285 妙薬

著者・成立年未詳

写本

大 11扶l冊

津田玄仙著・自序，津田玄林序，佐久間亮采欧

安ネll80長，天般も序・政，高722刊
江戸須原屋市兵衛（日本橋北室町二町目〉

※原題簸・内題「療治茶談後篇」。

7-02リ4 け弐百弐拾九

諸症 レウヂーえダンサンペン

31286(3) 経 験 療 治 余 談 三 編 （1）参照大 l冊

津田玄仙著，北山山本喜六序，（実家松慣序

天明4序（東野），同6刊

大坂和泉屋宇兵衛（心斎橋北詰）・河内屋喜

兵衛（心斎橋筋北久太郎町北江入〉

7-02リ4 け弐百三拾全

イロモウギウ
醤櫨 レウヂサダンシヘン

31286(4) 蒙求療治茶談四編上・下

(1）参照大2冊

南総田村玄仙兼詮著・自序（下）・自威北山山本

信有序（上・下）， 深河播龍序〈上）， (1議ヂ龍玄昌

穎序（下）削 天明 8序議ヂ

・自序）， 寛政3序（上冊の山本・深河）， 同4刊

江戸西村源六（本町三丁目

※下冊は「附録動事治韓」。

7-02リ4 け弐百三拾壱四編弐冊

レウヂサダンゴヘン

31286(5）療治茶談五編 (1）参照大 l冊

田村玄仙兼号案；）玄可動知則序

寛政6序，同 7 「開板」，享和3 「再校」

京吉田新兵衛，江戸西村源六，大坂扇屋

利助・泉屋孫兵衛

※裏見返しに扇屋利助の「野上千里亭蔵書目録」

7-02ミ4 け三百弐拾弐 5銭 あり。

ヒノ、ウフロク
秘方 レウヂサダン

31286(1) 附録療治茶談初篇

大（2）～（7）共 l秩I冊

南総津田玄仙兼詮（積山先生〉著， 碩隆軒山田尚縄

序，池塘平問序，来去津東存政

明和7序（し、ずれも）・践・刊

江戸須原屋市兵衛（室町三丁目〉

※出版目録2丁あり。（1）～（7）あわせて 11扶8冊。

7-02リ4

け弐百弐拾八初全（1）～（7）合わせて30銭

シンケイコウヘン
新鱗 レウヂサダン

31286(2) 後篇 療 治為談 (1）参照大 l冊

-8-

7-02リ4 け弐百三拾弐全

レウヂサダンロクヘン

31286(6）療治茶談六編 (1）参照大 l冊

田村玄仙兼詮著，耕悦西田尚綱序 文化5序・刊

江戸西村源六（日本橋通本石丁）・須原屋伊

八（東叡山池ノ端中ノ丁）， 京吉田新兵衛

（三僚通富小路），大坂泉屋孫兵衛（平野町二

丁目）・扇屋利助〈中橋通瓦町）

※（5）と同板の「蔵書目録」あり。

7-02リ4 け弐百三拾三全

レウヂデサダンゾタヘン

31286σ）療治茶談績編 (1）参照大 1冊

津田玄仙「経験」，三宅貫之「経験」・「筆記」・自序，



佐野埠序，奥田侃憲政

書捧不明

一和漢医書ー

寛政12自序・序・政 江戸足利屋勘六（下谷御成小路〉

※書名は原題策による。序題「牛南先生松蔭醤談」，

内題は「松かけ醤談」。7-02リ4 け弐百三拾四全

31287 坤乾
の
弘
一
剛

山主的生竹
養

ヴ
補
編

制
増
新

大 l軟2冊

松本遊斎著・自序，池田東離亭校・序，小津華鮫

画 天保3刊

京本屋重右衛門（衣棚二条下ル町〉

※下冊扉裏に「天満宮占御閣記」広告。刊記の前

にも本の広告あり。

7-09ヨ2 け弐百九拾全弐 10銭

セイセイダウヤウグヤウロン

31288 生生堂養生論 大 l秩l冊

淡海琴渓中神先生著，喜多村鼎序，安曇均良平駿，

坂井貞道仙・大塚健碩庵校，「元静堂蔵」

文化14序・政・刊

江戸須原屋茂兵衛

7ー09セ l け弐百八拾六全 10銭

セイセイダウシヤウカンヤクゲン

31289 生生堂傷寒約言 大 lI扶l冊

琴渓中神先生「口訣」，安塞均良平「述」，大塚健碩

庵校，秋吉質序 文化2序，同 3刊

江戸須原屋平助，大阪加賀屋善蔵，京堺

屋仁兵衛（三条通柳馬場東入町〉

※堺屋の「尚書堂蔵板書目」 4丁あり。

7-02セ 7 け弐百八拾七全壱 5銭

ジフヤクシンシヨ

31290 十薬神書 大 lI険l冊

「古幽胡雲朝家停」，口神序，養志堂人政

元禄3政

大坂柏原屋輿左衛門〈心斎橋筋順慶町〉

※序題「治携護十薬神書引」。

7-02シ66 け三百五拾番 5銭

シヤウカンヒヤタモン

31291 傷寒百問乾・坤 大 I軟2冊

宋奉議郎朱肱著・自序 宝選7詰j

大坂淀川清右衛門〈心斎橋順慶町〉

※全6巻O 柱書「稽蹴堂蔵板」。

7-02シ30 け弐百九拾三全弐 10銭

7 ツカゲイダン

31292 松蔭警談 大 li扶l冊

雨森宗真著，長岡厚宗宅序Ci1:t山箕警察 ） 

寛政元序〈同10書），同11刊

7-02マ 6 け三百四拾三全 10銭

イアンケイモウ

31293 醤案啓蒙 大 ll扶l冊

堀元厚著 刊年不明

京高屋喜兵衛

※本文に元文元年の記事あり。内容は脈案格式

（洛下医生某）・醤案（堀元厚）・称呼締類（封

井居〉などからなる。裏見返しに高屋の「演古

堂藤書醤書板行目録」あり。

7-02イl け三百四拾六全 5銭

ベンセキイダン

31294 排斥醤断 大 ll扶l冊

田中楽信恵仲甫著，菅原善継序，中部貞治政，本庄

仲連政，菅原成美専輔・福岡貞勝泰事・田中柴恒永

治校 宝暦11成，安永9序・践（中部〉

京めと木屋宗八（寺町通六角上；レ町〉

※『国書総目録』によれば，天明 3刊。

7-02へ4 け三百四拾壱 5銭

ケンギイカ
自信’ タイゲフエウラン

31295・ 醤豪大業要覧天・地・人

大 l秩 3冊

揖江調紳子古林正頑著・自序 宝永元序，同 2明j

京中村氏七兵衛，江戸須原屋茂兵衛，大坂

秋田屋源兵衛

※内題「醤家大業要覧」。天・地冊が巻上・下で，

人冊は「蔵府診詠異考」。

7-02イ5 け弐百五拾六全三 10銭

タンスイシ

31296 丹水子上・下 大 1軟 2冊

名古屋玄醤著・自序，風竹堂人序

貞享4序，同 5刊

吉村吉左衛門

※上冊表紙に「名古屋玄書作／医家要言」と記さ

れた札あり。

7-02タ9 け弐百七拾五全弐 20銭

イダン

31297 墜断 ） 大 ll扶2冊

西肥鶴沖元逸著・自序（延享4), 長門瀧長憧調八

父序，ヰ／J！識序，吉益為則序（鳴l!t；，親和

成序（同 8), 中西惟忠子文政〈同 9) 文化9刊

大坂松根堂加賀屋善蔵（心斎橋通北久太良町）

- 9ー



7-02イ37 け三百四拾弐全 5銭

一和漢 医 書ー

イ ジワタモンタフワ

31298 醤 事 或問答話

春嶺巷江馬元恭著

写本

大 I秩／冊

文化3奥書

7-02イ26 け三百三拾八全 5銭

パ4サウタケツ

31299 徽癒口訣

独購庵著，岡山菱賓序

大坂河内屋喜兵衛〈北久太良町心斎橋北江入）

・播磨屋新兵衛〈博勢町佐野屋橋南江入〉

※巻末に附録「独購庵嚢中秘方」あり。刊記前に

医書4部の広告あり。

大 I秩 Ijffi 
天明 8序

7-02ハ 2 け三百拾八全 5銭

セイプンシヤウカンロン

31300 正文傷寒論 大 ll扶l冊

田中鼎信蓄「校定」，柳田鵬良平（凌雲）「補正」・

序，小西裕泰序，大野脅威

文政9序〈柳田）・駿

復古蓄蔵板

※原題策には角書「校定」あり。

7-02セ30 け三百弐拾九 5銭

セイゴ
II= ィガタセツエウジナン

31301 誤 醤 皐 切 要 指南上・中・下

半 II険3冊

岡本矯竹一抱子著・自序 正選733色面744~u
京中川茂兵衛〈姉小路通堀川東へ入町〉

7-02イ11 大惣番号札剥落 25銭

セイヤウイ ジシフセイホウカン

31302 西洋撃事集成賓！通巻之ー～巻之三

大1秩3冊
ヨハンキス ヤコップ ウヲイツ ヨハン

玉画浬斯雅谷歩伍乙志著・自序，玉画靖力敷
スメツレンチン ア ム ス テ ル ダ ム ヤンスソーンス

鐸敷肱簾丁註，亜木私的児沓白書林陽数宋斯
ハン ヲースペルゲヘンデリキ ヒーロート アプラハム

喚窓私別爾迦・軒凸力凡喜函都・昌蒲刺合大目。
エン イサーカガラール

塩。以索互恰刺児序，浪筆橋本鄭宗吉誇，大高宗粛

元恭校 1709自序， 1741序，文政2刊

江戸須原屋茂兵衛・須原屋伊八，大阪河内

屋義助・河内屋太助

7-43セ l け弐百六拾弐全三 10銭

イ ジワタモシ

31303 醤 事 或 間上・下 大 ll扶2冊

阿岐吉盆為則著・自序，男猷之駿

明和5践，同 6序

京めと木屋宗八〈寺町通六角上ル町〉

7-02イ25 け弐百九拾弐全二 5銭

定安セイエウシヤクギ

31304 醤 精 要 稗 疑 上 ・ 中 ・ 下

大 1軟3冊

慈雲谷趨纏宗敬清原著・自序，久保甲介政新「樟疑J

・自序， 岡本軍合一抱子「重事故序，長岡恭粛清

白序 嘉靖7序〈越），正徳3序くほかの 3序〉

京中川茂兵衛〈姉小路通堀川東エ入〉

※下冊裏見返しに「法橋岡本一抱子選集」として

目録あり。柱書・日本人の序の題「稗疑」。

7-02シ8 け弐百六拾全三 10銭

イハウ
星雲タイセイロンワ コ’セウ

31305 芳大成論和語紗ー～八

大 II険8冊

岡本震竹一抱子著，田村時敏玄真甫序

元禄15序・刊

京小紅屋喜兵衛（堀川通六角下ル町〉

※第 l冊原題策の書名下に「序目」 「全八口」と

ある。

7-02イ54 け弐百弐拾七全八 20銭

Jレイショウベンイゼンクシフ

31306 類 讃 耕 異 全 九 集 上 ・ 中 ・ 下

大 ll扶3冊

月湖著，曲直瀬道三編〈『国書総目録』によるよ幼

寛永10刊

「洛陽三条寺町誓願寺前／新板開之者也」

※上記書名は内題による。後補墨書題策は「類詮

／排異」を角書とする。各巻末の内題および柱

書は「全九集」。全7巻。原体裁7冊か。

7-02セ24 け弐百五拾五全三 20銭

イハウセウカイ

31307 醤法小指

紅杏舎早野玄貞著・自序

写本

※朱筆書込みあり。

7-02イ49 け三百拾七全 10銭

冊
〉
成

l
m
6
 

帳
。
和

l

明

大
）
序

辺

2
mw
閤宝

イハウタイセイロン

31308 醤方大成論乾・下 大 lI扶2冊

虚陵孫氏著，王元福序，中本五兵衛政 (1666) 

寛文6践・刊

中本五兵衛

※上記書名は本文内題による。序題「南北経験曹

- 10ー
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方大成」， 目録題「重刊醤方大成論」。序題の下

に「宗文書堂新刊」とある。乾冊の墨書題策は

「南北経験」を角書にし，下冊墨書題策は「下

醤方大成命」とある。

7-02イ52 け弐百七拾六全弐 10銭

ヘンジヤタシシシンシヨ

31309 肩鵠新鉱書
特大（28.5×21.Ocm) I秩I冊

著者・成立年未詳

写本

※上記書名は題策と目録題による。本文内題「扇

鵠新流鍛書J。
7-02へ2 け三百弐拾八 5銭

シヤウカンレイセイゴ

31310 傷寒例正誤

伊勢洞津筒井順一純朴甫著・自序

書卑不明

大 ll扶1冊

文化元序

※序3丁，本文11丁，附録「孫員備急千金要方傷

寒例」 8丁より成る。

7-02シ33 け三百三拾壱 5銭

キタヤマイアン

31311 北山警案上・中・下 大 lI扶3冊

北山友松子著，孫北山毒庵道｛膚編・序，北村之容跳

序 延享2序（いずれも）・刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋南査町目）， 京

河南四郎右衛門〈堀川通｛弗光寺下ノレ町）， 大坂

大野木市兵衛（心賢橋筋安堂寺町）・高萩安

兵衛（博勢町亀屋〉

※下冊に附録として「大明濁立老人用薬方」あり。

各巻内題「北山友松子署案」。

7-02キ3 け二百六拾六 20銭

キ!Jヤ7 イ ワ

31312 北山墜話 ）大 ll扶l冊

北山？黒隠天仙子芳，陶盆著．自序〈宝永元）， 風竹陳

人序（正借吹山陰豊岡散人天産序（同） (171 

正徳、4刊

大坂村上清三郎，京天王寺屋市郎兵衛，江

戸升屋五郎右衛門

※原題策には角書「新編」あり。各巻内題・柱書

には本書を「前集」とする。

7-02キ21 け弐百六拾三全壱 20銭

トウシンイマシメグサ

31313 痘 疹 戒 草上・中・下大 1秩 3冊

池田錦橋翁著・自序，杉本良仲温序，男・門人ら校

寛政5自序，文化3序・刊

「衆甫堂寂」， 江戸西村源六〈日本橋通本石

町十軒店西側）・角丸屋甚助〈麹町平河二丁目

蛤店）， 京風月庄左衛門〈二条通衣棚角），

大坂糸屋市兵衛（天神橋筋伏見両替町〉

※原題策「園字痘疹戒草」。

7-02ト5 け弐百六拾壱全三 5銭

ジユトウヒツジユンベン

31314 種痘必順排 大 1朕 l冊

筑州説家春朔甫著・自序（寛政5), 呉江警票停序

〈同i6 ），楊逸雲序（同 5），江藤粛序（同 7), 刈

谷正遠公寧政（同 7），連養順政〈同 7)

「造化堂蔵版」， 京出雲寺和泉援（三篠通舛

屋町），，江戸須原屋茂兵衛〈日本橋通一丁目）

・松本平助〈江戸橋四日市）， 大坂敦賀屋九

兵衛（心斎橋筋南二丁目）

※末尾に「種痘醤列名」 27名を挙げる。

7-22シ 1 け三百三拾九全 5銭

7 ンキンイツトウセウ

31315 寓金一統紗 大 1軟 l冊

金難雲林襲著，秋香舘熊谷散人序（1683)

天和3序，貞享元刊

京八尾市兵衛・播磨屋弥三右衛門

※上記書名は序題・柱書・後補墨書題策による。

本文第 l丁オに「新刊寓病回春巻之ー」と題し，

著者名・校者名（門人ら 4名）・書林を記した

あと「高金一統述紗」とある。原体裁4冊か。

虫損あり。

7-02マ 8 け弐百五拾合完 5銭

ヤジナヒグサ

31316 ゃしなひ草ー・ーノ下・二・二ノ下・

三・三ノ下・四・四ノ下・五・五ノ下〈θ

～⑦） (1686) （奈；p冊
梅璃散人著・自序・自践 貞享3序，元禄2刊

京梅村蒲右衛門，金沢塚本治兵衛・半兵衛

※五・五ノ下冊の原題策「婦人養くさJ。 内題

「婦人養草」，「和漢婦人養草J。絵入り。

1-85フ I け弐百弐拾弐全拾 20銭

クワイシュン
日1 ピヤウインシナン

31317 暴病因指南ー～六モムド冊

岡本一抱子著，恭粛序 元禄8序・刊

京西村市郎右衛門（堀川通錦小路上ル町）・

同氏九左衛門，江戸同氏半兵衛
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※各巻内題「高病回春病因指南」。 著者の「述作

書目」を附す。

7-02ヒ7 た十八番全六冊 20銭

タワンコタフキウJvイノ、ウ

31318 官刻普救類方

巻之六・巻之七

林良適・丹羽正伯著，橘親顔序

江戸松曾三四郎・出雲寺和泉援・升屋五郎右

衛門・須原屋治右衛門・高屋清兵衛・小川彦九

郎・和泉屋儀兵衛

※原題震は「官刻」を角書とする。 7-02フ lB 

に同版本あり。

・

冊

刊

下
ロ

い
｛
朕
り
停

各

2
m
h

五
半
。
保

～

↓

与

之巻

7-02フ 1 た四番 40銭

31319 提耳談ー～五 一 半 ll扶5冊

嘗荘荏主人（北尾春圃〉著，加藤正昭序（1807)

文化4序・刊

京林伊兵衛（二傑通）， 大坂森本多助（心

粛橋筋），江戸西村源六（本石町），名古屋

片野東四郎〈本町通〉

7-02テ2 た弐十壱全五冊 20銭

シヤウカンロンコクジカイ

31320 傷寒論園字解付・二～六

半 1秩6冊

雲林院了作「註解」・自序，橋本正隆J需手」・政

明和8序・駿・刊

江戸須原茂兵衛，京出雲寺文治郎・梅村三

郎兵衛・井上忠兵衛・田中庄兵衛・中野宗左衛一

門・額田正三郎，大坂高田清兵衛・梅月市兵

衛

※全10巻および附録。題策中に各巻の小題を記し

ている。

7-02シ36 大惣番号札剥落 20銭

ソウケイテイイ ジセウゲン

31321 叢桂亭醤事小言ー～三・四上・四下

－五～七 半 l秩8冊

原玄瑛昌克著・自序，（鰐彪序，統恵駿 (1削

享和3自序，文化2序，文政3践

京須原屋平左衛門〈二篠通富小路）， 江戸

須原屋伊八（下谷池之端仲町）， 水戸須原屋

安次郎〈下町本町三町目）

※全7巻より成り，筆記者・校正者は巻ごとに異

なるo 第7巻は題策中に「藤方」とあり，男昌

綴の「蘇方序」（文化2）あり。

7-02ソ17 た九番全五 35銭

ソウケイテイコハウマンピツ

31322 叢桂亭古方漫筆乾・坤半 l軟 2冊

原信成著，長惟皐序 天保持，前z~u
大阪秋田屋太右衛門（心斎橋通安堂寺町），

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋通萱町目）・和泉

屋庄次郎（浅州新寺町〉

7-02ソ16 た六拾六番全二 10銭

ヲンピヤウロン

31323 温病論上・下 半 li扶2冊

蝦惟義著・自序，三木全道序

寛政10序，同11自序，同12刊

大坂河内屋太助，名古屋総田屋平右衛門

※大惣番号「六十弐」の「弐」を「萱」に改める。

下冊末に「治験」 （寛政11, 野呂隆基著〉と

「求古堂著者目録」（「八十一難精義」外8点〉

を付す。

7-02オ 8 た六十弐全弐冊 5銭

イガクジユエウセウ

31324 警撃授幼紗乾・坤・家停切紙（上・

中・下〉

饗庭東庵門人雲庵著

「文曾堂蔵版」

半 lI険3冊

刊年不明

※平・坤冊柱書「授幼抄」o,<f{fo~は「切紙緋断」。
「家惇切紙」の末に「宝永六己丑暦二月廿八日

夜正之」と書込みあり。

7-02イ9 た三十八番全三 20銭

ジグワンイセツ

31325 自玩警説 半 Ii扶l冊

杉浦見裏季成父著，佐野尚員等校，佐野崇古序

書皐不明

※『国書総目録』によれば，享約加。

7-02シ2 た七拾三番全壱冊 5銭

コノ、ウセン

31326 古方選 横（13・ 0 ×守；s~fm) I l扶l冊

隆考会野常建子業著・良lf（宝暦川， 緒弐免F
（同11），望三英序（同12），熊坂口駿 安永元政

書態不明

7-02コ36 大惣番号札剥落か 5銭

エンジユサツエウ

31327 延蕎撮要

横 (15.7×23. 3cm) I秩l冊

曲直瀬玄朔著

写本
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※『国書総目録』によれば，刊本の最も古いもの

は慶長4o

7-02ェ10 た百0壱番全壱 5銭

ラウジンヤシナヒグサ

31328 老人養草ー～五 半 1軟 5冊

牛山翁香月啓益甫著，北可昌序，春水老人序

正副主（いずれも）・刊

京安田万助（烏丸通御池下ル町）・粕淵権兵

衛〈八幡町通間之町角〉

※各巻内題「老人必用養草」。

7-09ロ I た百五拾回全五 20銭

クノケフタシン

31329 久野家腹診

久野玄悦著，谷康安序

写本

半 1軟 l冊

安永8序

※罫線入りの半紙を用い，見返しに目次を記す。

序題「久野家腹疹排序」。序の前に「水野宣朗

蔵書」とある。

7-02ヒi た百O五番全壱 5銭

ワクンシヤウカンロン

31330 和訓傷寒論

張仲景原著，玉峯氏付訓，柳軒序

玉峯蔵板

半 lI扶l冊

文化13序・干リ

※表紙改装。内題・柱書「傷寒論」。

7-02シ42 た八拾番 5銭

ウンキサンノマフ

31331 運気算法 半 l軟 l冊

貞蓄香月啓益牛山甫著・自序 享保11序，同12刊

京芳野屋権兵衛・村上勘兵衛・風月荘左衛門

※上記書名は見返し内題による。原題策「運気論

算法俗解」。序題・柱書「運気算法俗解」。内題

「運気論奥算法俗解」。

7-02ウ 4 た四拾弐番全壱 5銭

ヤウジヤウタン

31332 養生訓ー～四

貝原篤信著・自政

永田調兵衛

半 11扶4冊

正徳3刊

※第 l冊の見返しに医書名（養生論以下9点〉の

書込みありo 全 8巻。

7-09ヨ l た百五十一番全部四冊 15銭

ヤウジヤウエウロン

31333 養生要論 半 1朕l冊

鈴木朗著・自序，丹羽最序 天保5自序・序

江戸須原屋茂兵衛（日本橋通壱丁目）・岡田

屋嘉七（芝神明前）， 大坂河内屋喜兵衛〈心

斎橋筋北久太郎町）・河内屋和助〈心斎橋筋安

土町南へ入）， 京風月庄左衛門（二条通衣ノ

棚角）・丸屋善兵衛（三条通寺町西へ入），金沢

松浦善助（上堤町）， 名古屋永築屋東四郎

．（本町通七丁目〉

※末尾に「尾陽東壁堂製本嬰目録」，（古事記伝以

下300余点〉を附す。「張州城巽渡遺戴書印」な

ど旧蔵者印あり。

7-09ヨ4 た百七拾番 5銭

フタショウキラン

31334 腹詮奇覧乾・坤・後編乾・坤

半 1帳4冊

稲葉克文薩著・自序， 旭江淵白亀画（前篇）， 南阿

荒井序，岡常患戸句集〉 (1801) 

（前編〉寛政日序，向12刊，（後編〉 享和元序・刊

和州本屋源左衛門〈高田）， 大坂河内屋喜

兵衛（心斎橋通北久太郎町北へ入）・塩屋平助

〈南久宝寺町北へ入〉

※原題策の書名の下に「腹裡病状図」とあるo

7-02フ8

た五拾壱番前篇弐冊・た五拾弐番後篇弐冊 20銭

フクシンベン

31335 腹診緋乾・坤

久野玄悦著

写本〈原田松軒信種写〉

半 lI扶2冊

宝暦6写

7-02フ11 7こ六十四番全弐 10銭

センデンイツカジユツ

31336 仙停一家術 半 l帳 l冊

大蔵玄信藤高正著，孟津柿原宅展） (1779) 

安永4奥書，同 8序・刊

京小川源兵衛（寺町通六角下ル町〉

※表紙に「中五十番」の小札あり。

7-02セ27 た百六十三全壱冊 5銭

ナイシヤウシンノマフ

31337 内詮診法
和気正路著

写本

※罫線入半紙を使用。

半 l軟 l冊

成立年未詳

7-02ナ 3 た百0弐全壱 5銭

トウキンナウ

31338 護痘錦嚢上・中（正編・績編〉

半 l軟 2冊

石塚投上安著，小川波蓄序，岡了允敏 文政7刊
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京勝村治右衛門〈寺町通松原下ル）， 大坂 7-02フ 3 け弐百三拾六全六 25銭

秋田屋太右衛門（心斎橋安堂寺町）， 江 戸 須

原屋佐助〈日本橋通四丁目）・須原屋茂兵衛

〈同通一丁目〉

※書名のよみ方「ハウサウマモリブクロ」とも。

7-02コ10 た百六拾八全二 .10銭

ホンザウセイカ

31339 本草 正鵠ー～六 半I軟6冊

松平君山〈秀雲〉著，大江資衡序，議谷正卿序，岡

田挺之序 安永5序（いずれも）・刊

名古屋風月孫助，京野田藤八・風月荘左衛

門

※もと附属図書館にあったときの配架番号は「6

-21ホ 9(108あるいは109と書込みあり）」。

薬学 Ho8 た拾六番全六 35銭

ヤクヒンベンワク

31340 薬品排惑乾・坤 半 ll快2冊

大口美明（濯畦〉著・自序，坂石昌賢・後藤昌言校

宝暦4序・刊

大坂渋川清右衛門・北村卯之助

※もと附属図書館にあったときの配架番号は「6

-21ヤ I (203と書込みあり）」。

薬学Y12 た五拾六番全二冊 20銭

ピヨウ
』諸ハウチユウワミヤウホンザウ

31341 崩 庖 厨 和 名木草付～十三

半 11扶13冊

向井元升著・自序，向井元端政， JI頁庵木貞幹序，中

山氏三柳序，三宅道乙子燕序，庸軒嘗直序

寛支白色序・政，両；2年（いずれも），貞孝弘u
小野善兵衛・梶川儀兵衛

※上記書名は原題簸によるが内題など「庖扇備用

倭名本草jともある。序題では「倭名本草」と

も。もと附属図書館にあった時の配架番号は

「6-21ホ 2」。

薬学H17 大惣番号札剥落 55銭

フジンコトプキグサ

31342 婦人乙とぷき草萱・ω・中三・中四

・下五・下村 大II険6冊

香月啓益著，坂部調望序 享保百年u
京菊屋七郎兵衛〈寺町通松原上ル町）・蕃屋

勘兵衛〈寺町通悌光寺下ノレ町〉

※産前産後の心得。第 l冊見返しに「文／婦人養

草拾冊）／：.書込みあり。 『国書総目録』によれ

ば元禄5の自序をもっ異本あり。

ワザイ
宋円キヨクハウハツキゲンカイ

31343 掃局方委揮諺解室～六

大 li扶6冊

岡本矯竹一抱子著，白井元隆校（全）・序，井上養伯

校〈巻之ーのみ〉 宝永5序・刊

江戸須原茂兵衛〈日本橋南萱町目）， 大坂

大塚屋擢兵衛（北漬弐町目〉

7-02キ13 け弐百三拾七全六 20銭

ホンザウ
オt ヒヤクミジユノウゲンカイ

31344 挙百味主能諺解 一・一之末・

二 ～四大I秩5冊

岡本一抱〈為竹〉著，寺島間龍子（治恒〉諺解，結

城純亨序 享ぷ7み都知
京 中川茂兵衛〈姉小路通堀川東へ入町）・西

村市郎右衛門〈堀川通鮪薬師下ル町）・中川調

兵衛

※序題および各巻巻頭は「百味主能師言齢、」。各

巻巻末は「百味主能師言室長、諺解」。柱書は「本

草主能諺解」。巻末に，西村と中川茂兵衛の，

岡本為竹一抱子の述作目録があるが，西村のも

のは別刷り一枚を終了ウラに貼付してし、る。も

と附属図書館にあったときの配架番号は「6-

21ホ12(78と書込みあり）」。

薬学 Ho28 け弐百四拾四全五 20銭

チソクサイセンセイパイタワムジンザウ

31345 知足粛先生梅花無蚕蕨 上・下・

別録 大I軟 3冊

長田徳本著，荻野子元校，和気宅第F，南黒字駿

明和4序，同 5駿・刊

台州園蔵板，京林伊兵衛（二僚通東洞院東江

入〉

※原題策・柱書「梅花無警警j, 内題限日足粛梅

花無量蔵」。各冊に慶長16の著者の奥書あり。

7-02ハI け弐百五拾九全三 25銭

メイイザツチヨセウ

31346 名警雑著紗 上・中・下

特大（28.0×18.5cm) I I扶3冊

著者未詳 慶安2刊

風月宗知

※内題は「明醤雑著抄」とある。王倫（北河舟中〉

著『明醤雑著』に対する注釈書。

7-02メ l け弐百六拾五 15銭

-14-



一和漢医書ー

31347 
ジンセンイゲン

新撰醤言上・下（甲・乙〉

大 11険2冊

文化6序上回悦安著・自序

勢州洞津長野屋勘吉

※各冊末の内題および柱書「醤言」。下冊は内・

外2篇よりなるo

7-02シ56 け弐百七拾八全弐 5銭

キヤウリンヒツダン

31348 杏林筆談（上）・下 大 1軟2冊

古林長喬著・自序，始蘇沈州亭序，杭州、｜趨景清「駿」

寛選729白序，両す年，乾長；1伝，宝都7~u
京八尾清兵衛（西堀川松原上ル町〉

※上記の「政Jは沈州亭の序と著者の自序の聞に

ある。

7-02キ14 け弐百九拾五 10銭

イハウタイセイロンゲンカイ

31349 警方大成論諺解乾・（坤）

大 1秩2冊

享保6刊王元福原著・自序，岡本一抱子著

武村新兵衛

※全5巻。原体裁5冊か。

7-02イ53 け弐百四拾五合二 15銭

セイジンサツエウ

31350 聾診撮要 大 l軟 l冊

（需罪義英元忠著・自序（天村凱 江東柳剛序（同

2），法眼三柳序（同 2），閲甫践（同 2），宅鳴戸

泊校 天和2刊

京寺田輿平次（寺町通二僚上町〉

※上〈音律致）・中（竪ト類）・下（病聾候〉より

成る。原題策に角書「口編〈新編か）」あり。

7-02セ 5 け弐百六拾四合完 5銭

アンプクヅカイ

31351 按腹圏解 大 l軟 l冊

大田晋鷲著・自序，村田嘉言画 文政10序・刊

大坂奥田禰助〈心斎橋通博勢町〉

※裏見返しに上記書障の「松庇関臓版書目」あり。

7-02ア l け三百拾壱 5銭

サウモク
州 ホンザウセイセイカ

31352 木本草正正話番 大 ll険l冊

山岡恭安著，大江資衡序，高秀子厚序，藤幹員・源

十苗・江菅春校

安永6序〈いずれも）・凡例，同 7刊

伊勢山田文塞屋庄左衛門（下八日市場）， 京

銭屋利兵衛（寺町通錦小路上ル丁）・銭屋庄

兵衛〈堀川通綾小路下ル丁）・風月荘左衛門

〈二条通衣棚角）・野田藤八（二条通柳馬場東

入丁〉

※内題に角書なLO もと附属図書館にあったとき

の配架番号「6-21ホ10(82と書込みあり〉」。

薬学 Ho10 け三百三拾四 10銭

ヅカイセ4ゴ
園解 ジンキウパツスイタイセイ

31353 正誤鎖灸援奉大成亡コ・地下

大 1軟2冊

岡本一抱子著・自序 元禄11序，同12刊

大坂岡田三郎右衛門〈心斎橋筋呉服町〉

※原体裁7冊か。丁附によれば巻上之本・末，巻

中之上・中・下，巻下之本・末より成るo

7-02シ53 け弐百四拾九合二 35銭

ジフジケイワゴセウ

31354 十四経和語紗ー～三・附録

大 1帳4冊

岡本一抱子著，摂生堂人序，舎鴇学 (1 3) 

元禄5践，同6序・明j

京小佐治半右衛門宗貞〈堀河通本園寺前〉

※序・践・凡例および大惣番号の後者は「附録」

冊にある。 「附録」冊の原題策は，角書「左十

四経／右経脈篇」で「銅人総穴園」とある。本

文各巻内題は「十四経絡護揮和解」。

7-02シ14

け弐百三拾八合三・け二百弐拾全 40銭

主任 クワウテイメイダウキウケイ

31355 緑黄帝明堂灸経

建安賓桂芳著・自序

大角清兵衛〈佐女牛井通和泉町〉

※内題「新刊黄帝明堂灸経J。

7-02メ 3 け三百四拾七 15銭

冊
）
刊

l
m
3
 

峡

α宝
I

延

大

アンマテピキ

31356 按摩手引 半 I峡 1冊

藤林良伯著，橘春障序 寛長官長，両；出

五禽堂蔵板，江戸須原屋茂兵衛〈通町壷丁目），

大坂尼屋興兵衛〈心斎橋塩町）， 京八文字

屋仙治郎（二条高倉角）・吉田新兵衛〈寺町二

条下ル町〉

7-02ア 2 た七十五全壱冊 10銭
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一和漢医書，西鶴・八文字屋一

センテンコウテンノクケツ

31357 先天後天口決

山本昌盆正道著，逸名序あり

写本

半 l軟 l冊

貞享元奥書

7-02セ29 た百o四番全壱冊 10銭

カナヨミジフシケイ

31358 俵名讃十四経龍・虎 半 11扶2冊

八回泰興著，長津丹陽軒主人序 文化2序・刊

「東都甘泉堂蔵」， 江戸須原屋平助（日本橋

通三了目）， 京 同平左衛門（富小路三条下ノレ

町〉

※元の滑寿伯仁原著の『十四経護揮』を書き下し

た書O 図入り O

7-02シ12 た六拾七番全二 20銭

ワ ラン イワ

31359 和蘭 警話上・下 大 1軟 2冊

伏屋鰍（職先生前擢之進〉協・自序，（1伊
・池高道筆記 享和3序，文化2刊

京巽佐右衛門・山口又市，大坂田原平兵衛

．上田吉兵衛

※書名のよみ方は刊記の書嘩奥書の振仮名によっ

た。凡例では振仮名「をらんいわ」， 小口に書

込み「ヲランタイハ」。

7←01オ 1 け弐百八拾全弐 10銭

ナイクワセンエウ

31360 内科撰要巻之ー～巻之十五

大2軟15冊

逮西玉画浬斯垣我爾徳見著，宇田川玄随課．序，桂

川甫周園瑞閲．序，号誌雲簡廉夫序 (17 

寛政4序〈宇田)II), 同5序（丹

波・桂J!I）・刊〈巻之ー～三）， 同8刊（巻之四～

六），同 9刊（巻之七～九），以下の巻は刊年不明

塊園蔵板，江戸須原屋市兵衛（室町二丁目〉

※序題・各巻内題「西説内科撰要」。

7-22ナ 3 け弐百拾壱全拾五 20銭

西鶴・八文字屋

サイカタゾタツレヅレ

31361 西震俗つれづれ壱～五大 lI険5冊

井原西鶴著，北条園水序・編，書林序

元禄8序（いずれも）・刊

-16-

京田中庄兵衛（寺町五条上ル町）， 大坂八

尾甚左衛門〈堺筋備後町〉

貴 4-42サ 3 あ百五拾弐 3円50銭

命サイカクオリトメ

31362 天西穣織留一～六 大 i軟 6冊

井原西震著・自序，北条園水編・序

元禄7序刊

江戸万屋清兵衛，大坂腐金屋庄兵衛，京

上村平左衛門

※原題策・目録題ともに，巻一・二は「本朝町人

鑑」，巻三以下は「世の人心」の副題を附す。

第 1冊表紙に「仁コ教訓仁コ」の札あり O 第 5

冊見返しに「西鶴著書」列挙など，書込み多しO

貴 4-42サ 2 あ百六番 2円

エイリ
主命サイカクシヨコクノてナ シ

31363 天西震諸園はなし巻ー～巻五

大 H決5冊

井原西鶴著・自序 貞享2刊
ζ くはなしあ』．げば

※内題は「さ近年諸園日出 大下馬」。第5冊は写本，

受入番号は別番号で，大惣本にあらず。その刊

記によれば，書障は大坂池田屋三良右衛門

〈伏見呉服町真斎橋筋角）。

4-42サ 5 大惣番号札剥落 l円

ヒラカナエイリ
ひらかなサイカタテeンジユグルマ

31364 ゑ 入西震停授車ー～五

大 11扶5冊

天狗堂転蓬著・自序 正徳6序・刊

京村上宗吉

※内題には角書なL0 

貴 4-42サ 1 あ百拾五 2円50銭

事全 セケンムネサンヨウ

31365 丈世間胸算用ー～五大 11快5冊

井原西鶴著・自序 元禄5序・刊

京上村平左衛門（二条通堺町）， 江戸高屋

清兵衛（青物町）， 大坂伊丹屋太郎右衛門

（梶木町〉

※全冊とも原題策「受世間胸算用大晦日は一日千金」，

目録題「胸算用大晦日は一日千金」。第 1冊表紙右

上スミに「口口共五冊」の小札ありo第 1・2

・3冊見返しに落書。第4・5冊小口破損あり。

貴 4-42セ 1 大惣番号札剥落 l円50銭



新板 ノザハメイシヨヤキハマグリ

繕入野津名所焼蛤ー～五

大 l秩 5冊

一西鶴・八文字屋一

I円あ三百六拾九

31371 

著者未詳

書捧・刊年不明

※内題「名物焼蛤」。

4-42ノ l

お告サイカクオキミヤゲ

31366 天西鶴置土産ー～五

井原西鶴著・自序，北条園水序

京舛屋青山為兵衛（五条通〉

※団水序の署名右上に「原板ハコ、ニ元禄六酉冬

の日トアリ」と記した小札あり。「三州吉田佐野

氏」など旧蔵者印あり O

4-42サ 3

大 li扶5冊

刊年不明

新板 クスノキマサシゲヤサグンダン

櫓入楠正成艶群談

2円あ百拾三番

冊

刊

五

5

・

～
軟
〉
序

一
I

“4

－
大
仰
聞宝其邑子著，二酉堂序

和泉屋卯兵衛・河内屋喜兵衛
目、i•~ ＂ 、ょを〈？りぎっき

※巻末に「v開始u小栗雑記jの予告あり。「濃州芝

北方参河屋」 「油塩平」など旧蔵者の印あり。

見返しに「亥十一／改百十一」の小札あり。長

谷川強氏『浮世草子年表』によれば， 「大阪出

版書籍目録」に「楠素人軍談」の改題本とされ

ているという。

4-42ク I

31372 

冊
ω刊
田

5
m
5
森

朕
（
享

1

貞

坂

終

大

大

五四日本永代蔵

井原西鶴著

京金屋長兵衛（二条通数屋町），

庄太郎〈北御堂前〉

※題策に「大福新長者教」と副題を記す。刊記の

前に「甚忍記」の広告あり。

貴 4-42ニl あ四百七拾

31367 

l円50銭

I円

サウモクグンダン
草木 シヅノツ7 ギ

平俵名鰭入軍談 しづの爪木

付～七大I秩 7冊

著者未詳，書林松守護F
宝永5序，正徳4刊，安永ごろの再刊

（正徳4刊〉江戸須藤権兵衛（日本橋）， 大

坂松書堂高屋彦太郎（本町一丁目〉

（安永ごろ干の京菊屋七郎兵衛（寺町通松原

大惣番号札剥落

31373 

2円大惣番号札剥落貴 4-42ニ 2

上ル町西側〉

※第 ITに旧蔵者の印 3つあり。巻末に「本朝諸

士百家記前後集二十巻」の予告あり。長谷川強氏

『浮世草子年表』によれば，正徳4刊本は宝永

5刊本の再摺本であるが，安永2刊の『世間

用心記』（菊屋七郎兵衛板）にこの本の広告が

載るという。従って，この本~t再摺の板木をそ

のまま摺った，菊屋七郎兵衛による三摺本であ

る。

プダウデンライキ

武道停来記 巻一～巻四

大 1I扶4冊を合綴l冊

井原西鶴著・自序

書皐・刊年不明
シヨヨヲカ~キウチ

※「諸国敵討」と各巻内題に副題号ゐ挿絵に丹

緑の筆彩を施す。刊記なLo貞享4初刊。

貴4-42フ I 大惣番号札剥落 1円50銭

ニホン
R シンエイタイグラ

31368 ＊新永代蔵ー～六 大 ll扶6冊

鳳誠圏水著・自序 正徳3刊

江戸須原茂兵衛（日本橋南ー町目）， 京丸

屋伊兵衛（索、洛）・平野屋佐兵衛（二条観音町）

※「今世長者鑑」の副題を各冊題策に記すO 第3

冊裏見返し，第5冊見返し，第6冊裏見返しに

落書。

31369 

新板 キンギンネヂプグサ

繕入金銀ねちふくさ

（第8冊欠〉 I円

シンパンエイリ
新板 シンノウハナガツセン

纏入 神農花合戦一之巻～五之巻

半 II扶5冊

寺田虎髭著・自序 明和5刊

大坂正本屋小兵衛（日本橋北江三丁目）・糸

屋源助（博労町心斎橋南江入）， 京菊屋七郎

ヴ

s

あ六百五番全七4-42ソ l

31374 

31370 

章花堂著・自序

書嘩・刊年不明

※内題・柱書は「金玉ねぢぶくさ」。第 1冊第 I

丁の下部破損。著者名は『国書総目録』によるO

4-42キ2 大惣番号札剥落 l円50銭

冊

ω序
7
mげ

七
峡
（
禄

～
l

一万

一
大



－西鶴・八文字屋一

兵衛（寺町通松原上ル町〉， 江戸吉文字屋治

郎兵衛（日本橋三丁目）

4-42シ7 あ三百弐拾八 l円

ジンノマンエイリ
新板 ケイセイセンゴタサク

31375 緯入傾城戦闘策ー～五

半 1朕 5冊

大楽子著 刊年不明

大坂吉文字屋市兵衛〈心斎橋南四丁目）， 江

戸同次郎兵衛（日本橋南三丁目

※『宅業草吉宗手（宝永元年以降）』によれば，

明和7と同8の刊本あり。第 l～4冊末に出版

広告，第5冊末に「定楽堂藤板目録」あり。

4-42ケ I 大惣番号札剥落 1円

カタキウチテンジンリシヤウキ

31376 敵討天神利生記室～五半1峡 5冊

浪ヨ区域間金陵子著・自序 明和6刊

大坂吉文字屋市兵衛〈心斎橋南四丁目〉， 江

戸同次郎兵衛〈日本橋南四丁目〉

※吉文字屋の広告あり。序題「天神利生記」。

4-42カ6 大惣番号札剥落 l円

シンノマンエイリ
新板 ニハカセンニンタハゴトニツキ

31377 絵 入俄仙人駄言日記一之巻～

五之巻 大 11快5冊

閑鶏斎著・自序 刊年不明

江戸奥村喜兵衛（芝神明前）・前川六左衛門

（日本橋通南三町目），大坂西田屋利兵衛〈属

之内銭屋町）， 京野田藤八〈二条通冨小路西

江入町〉

※『浮世草子年表〈宝永元年以降）』によれば，

安永2刊本の刊記を削った後摺本。 『国書総目

録』によれば，菊川秀信画。

4-42ニ l あ三百三拾七 l円

シンノマンエイリ
新板 カコガハホンザウカウモク

31378 檎入加古川本州綱目一之巻～

五之巻 大1軟 5冊

増谷自柴著・自序 明和6序・刊

江戸上総屋利兵衛（小伝馬町三丁目
わかままそたち乙うへん 告ょうくんのらかずこぎ

※各巻内題下に「我偉育後編／教訓能築質」の別

題あり。第 I冊表紙に「気」と書かれた小札あ

り。 『浮世草子年表（宝永元年以降）』によれ

ば，明和6版は同 5刊本の再摺。

4-42カ 4 あ四百四拾壱全5冊 l円

キンコセウセツ
b吐r カラユシキ

31379 ,j，読唐錦

廃棄

4冊

75銭

シンノマンヱイリ
新板 ムカフミズヤミノツプテ

繕入向不見閣の磯ー～五

大 1軟5冊

南海市陰毒野居土門人何某著・自序

明和7序，同8刊

江戸前川六左衛門〈日本橋通南三町目）， 大

坂西田屋利兵衛〈嶋の内かさりや町），京

野田藤八

※第 l冊表紙に「誼談」と書かれた小札あり。

31380 

4-42ム l あ六百壱番 1円

シンノマンエイリ
新板 ノウミンタイヘイキ

31381 捨入農民太平記ー～五

大 l峡 5冊

著者未詳

書埠不明

※刊行は正徳年聞かく『浮世草子年表〈宝永元年

以降）』）。

4-42ノ2 大惣番号札剥落 I円

31382 
チヤウジヤキゲシプクロ

長者機嫌袋 査～六 冊

刊向。．
朕
〉
序

l
m
2
 

大

α永宝福富言粋著・自序

書捧不明

※上記書名は内題による。墨書題策には角書「津

園／浪花」ありo 第 l冊表紙に「浮世／教訓U
「全六冊」と書かれた小札あり。貸本屋の蔵書

印4種あり。

4-42チ 6 あ四百七拾三 l円

ハチマY グドウキジ

31383 八幡愚童訓上・中・下大I帳3冊

著者未詳 寛文4刊

京松長伊右衛門

※柱書「愚童~)l[J。上冊表紙に「神」と記した札

の上から「天」と記した札， 「O九十三」 「全

三冊」の小札あり。また上・中冊裏見返しには

黒い紙片を貼つであり，下冊裏見返しの同じ位

置には「三宅三吉／本」の書込みあり。絵入り。

本書は「縁起。鎌倉末期成立。J（『日本古典文

学大辞典』）。

1-04ハ 2 や九百六十八 3円
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フウリウ
原1 ゴゼンギケイキ

31384 涜御前義経 記 萱 ～ 八 大1軟8冊

浮太郎冠者実名与志（西沢一鳳〉著・自序 (1700) 

元禄13刊

大坂油屋与兵衛・万屋仁兵衛，京腐金屋圧

兵衛・上村平左衛門

※上記書名は第3～6冊の原題策によるo内題に

角書なし。巻ーの目録題「風流義経記」。絵に

わずかに筆彩を施すo各冊に「一宮不求」と書

込みあり。

貴4-42コ5 大惣番号札剥落 2円

シンノマンエイリ

31385 
新板 セケンハハオヤカタギ

縛入世間 母 親 容 気 萱 ～ 五

大 l軟5冊

南圭梅嶺（多田南嶺〉著・自序宝暦2序，同12刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大停馬町三町目），京

梅村三郎兵衛（寺町通五条上ル町〉

※宝暦2刊本の求板再摺本〈『浮世草子年表』）。刊

記の前に『南嶺子』の広告あり。第 1冊見返し

に墨書で、内容紹介。第4冊10丁ウラ，第5冊14

7オモテに描写などを評した落書あり。

4-42セ8 大惣番号札剥落 l円50銭

新板 タノジミキゲシジヤウゴ

31386 檎入朱機嫌上戸付～五

洛下如水序

京高屋五兵衛

大 l軟5冊

宝暦14序・干U

※第5冊裏見返しに「に三百壱ばん」と書込みあ

り。『日本古典文学大辞典』によれば， 本書は

寛文7，京都中村五兵衛版『水鳥記』の板木を

利用し，序を加え，刊記を変えた改題本。『水

鳥記』は地黄坊樽次（茨木春朔〉作。尚30703

『水鳥記』（本書とは異板〉参照。

4-40タl あ六百八番 l円50銭

イ ヌ ハ リ

31387 犬はり乙上・中・下 半 l峡3冊

沙問〈浅井〉了意著・自序，義端序 元禄6序・刊

書捧不明

※仮名草子。絵入りo題策は墨書。巻頭内題は第

l冊「犬はり子」，第2冊「伽稗子跡追」，第3

冊「狗はりこJ。柱書3冊とも「はりこ」。冒頭

「本屋久八」「名古屋上本町／己コ」印あり。

4-40イ5 つ三百拾四 2円

ウキヨオヤヂカタギ

31388 浮世親仁形気壱～五

横（15.8×21.7叩） 1秩5冊

江嶋其積・八文字自笑著・自序 刊年不明

※著者は其積，版元は八文字屋と考えられるo上

記書名は各巻内題によるが，後補墨書題策は

「浮世」を角書とする。旧蔵者「恵甚」などの

印あり。

貴4-42ウ3 ち千八百五拾九 2円50銭

シンパンエイリ
新版 エイグワアソピニダイヲトコ

31389 鰭入予定花遊二代男ー～五

横 (13.3×18. 7cm) I秩 5冊

著者未詳・自序あり，文調画 宝暦5刊

書津不明

※虫損あり。画家名は，巻二の第5丁オモテの挿

絵中に「文調画jとある布袋の軸が描かれてい

ることによる。巻末に『長官襲花護主1芸員』
を予告。

貴4-42エ l ち千三百四拾六全五 3円50銭

アヅ7 ヲトコセンデンマタラ

31390 吾妻男仙停枕ー～五

横 (13.2×19. 6cm) I秩5冊
やぽてんにすむおきゃ〈さんじん (1766) 

野暮店住御客散人著・自序 明和3刊

書埠不明

※第 l冊官頭，第5冊末に「ヤマタ」印あり Q
且いくわむすめょっ曹ま〈ら

「fill停枕後第栄花女世継枕」の予告あり。

貴 4-42ア l ち千三百五拾四 2円

シキダウジユギヤウヲトコ

31391 色道修行男付・二～五

雁金その字著・自序

書捧不明

横 (12.7×18. 5cm) I 1快5冊

※第 l冊表紙剥落のため大惣番号不明。刊年は，

序に「ねのとし」とあり，明和5か（長谷川強

氏『浮世草子考証年表』による）。見返しに絵，

「襲裳斎画Jとあり。第5冊末に「廻園色行脚」

の予告。全冊第 l丁に「安政」の朱印。

貴4-42シ3 ※参照 3円

ヤリ Jマナシサンノマンツヅキ

31392 遣放三番績ー～五

横 (12.7×19. Ocm) 1軟5冊

八文舎自笑著・自序 明和9序・刊

京八文字屋八左衛門（ふや町せいくわんじ下

ル町〉

-19-, 
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※第 1・2・3・5冊末に本の広告あり。

貴4-42ヤ I ち千三百弐拾六 3円

シヨワケメイヂヨタ ノマコ

31393 諸 訳 名 女 多 葉粉ー～五

横 (12.6×18. 8cm) 1 l扶5冊

華亭著・自序 享保21刊

大坂河内屋茂兵衛（Ii院慶町心斎橋角）・せと

物や停兵衛（北久太郎町心斎橋）

※原題策いずれも破損あるいは剥落。第5冊第15

丁挿絵右下に「稽師西村庄右ェ門重信画」とあ

る。「たばこ」の用字は多様。

資4-42シ4 ち千三百四拾全五 I 円50銭

シキダウゴジツヲトコ

31394 色 道後日男一～五

横 (13.0×18. 2cm) I i扶5冊

書感・刊年不明

※『国書総目録』によると江島其積著・西川祐信

画。表紙見返しに「女男色遊と同板也」「壱番」

と書込みあり。番号札がすりきれて，大惣番号

が判読できない。第 l冊題策左下部に「全五」

と書込みあり。各冊題策に破損あり。第5冊の

み墨書題策。第 l～4冊の原題策では書名の左

右に内容を略記している。

貴 4-42シ 5 ※参照 3円

フウリウレンリノタ 7 ツJ＇｛キ

31395 風流連 盟替上之巻・（中之巻・

下之巻〉 横 (15.0×21. 8cm) I i扶3冊

江島其積・八文字屋自笑著・自序 享保20序・刊

京八文字屋八左衛門

※上之巻末に『女教訓三人娘』の予告あり。「千

香」など多数の旧蔵者の書込み・印あり。

貴4-42フ3 ち千八百五拾壱 l円50銭

ハナダスキガンリウジマ

31396 花棒巌柳嶋一之巻～五之巻

横 (15.9×21.4cm) 1 l扶5冊

自笑著・自序〈実際は多国南嶺著〉 元文4序・刊

京八文字屋八左衛門（ふ屋町通せいくはんじ

下ル町〉

※下を折目にした袋綴o絵入り O

貴4-42ハ l 大惣番号札剥落 2円50銭

カタキウチスミヨシグンキ

31397 敵討住吉軍記 萱～五

横 (12.6×18. 2cm) I秩 5冊

西沢一風著・自i政 明和5刊

京野田藤八

※著者名は『浮世草子の研究』 （長谷川強氏〉に

よる。又， 同書によれば，本書（明和3版〉は

『風流御前二代曽我』 6巻のうち前5巻の改題

再摺本。

貴4-42カ 1 ち千三百拾八 2円

新板 セケンムスコカタギ

31398 緯入世間子息気質萱～五

大 l軟 5冊を合綴l冊

江島其積著・自序 正徳5序

京ゑじまや市郎左衛門（四条おたひ、町〉

※5冊を表紙ごと合緩。柱書「世間」。第 l冊見

返しに「むすこかたぎ／百四十七／弐番」と書

込みあり。第 1冊10丁オ， 17丁ウには「結語妙」

などの評語を墨書。第2冊裏見返し『浦属龍宮

もの語』，第4冊見返し『傾城晴子』，第5冊裏

見返し『傾城双子桜』を宣伝する書込みあり。

落書多Lo 刊記の前に『世間娘気質』の広告あ

り。

4-42セ9 大惣番号不明 80銭

31399 

シンr'Iンエイリ
新板 カJレカヤニメンカガミ

纏入 )1]萱二面鏡一之巻～五之巻

大ll扶5冊

八文字自笑・同其笑著・自序

寛保2序・初刊，明和4刊

京八文字屋八左衛門（ふや町通せいぐはんじ

下ル町〉（＝初），大坂舛屋彦太郎（心斎橋南

二丁目角），京金屋治助（寺町通押小路下ノレ），

江戸吉文字屋治郎兵衛（日本橋通二丁目〉

※第5冊本文末に初版の刊記があり，その後2丁

の草紙目録をはさんで裏見返しに明和4の刊記

があるO また第 l冊見返しに舛屋彦太郎の口上

がある。第 l冊第 l丁，「本屋久八」の印あり。

大惣番号札は「八」の札の上に貼付。

4-42カ 8 あ弐百四拾番 80銭

トセイカンベン
渡世 セケンテダイカタギ

31400 勘辞世間手代気質ー～五

大 Il快5冊

江島其積著・自序 享保15序・刊

京菊屋喜兵衛（寺町松原下ル町〉

※『繕本轍帥』 『女風俗玉鑑』の広告が刊記の前

にある。末尾に，気質物51種の名を記した l丁

を附す。

nu 
n
L
 



一西鶴・八文字屋－

ヤマトグンタ「ンコウヘン
倭軍談 クワジツギケイキ

後篇 花賞義経記ー～六

大 1軟6冊

江島其積著 享ぷ152~u
京霞屋喜右衛門〈二条通寺町西入町南側）・

八幡屋清兵衛〈寺町通錦小路上ル町）・菊屋七

郎兵衛（寺町通松原上ル町〉

※第 l冊の表紙右下に朱で「六冊物」と打ちつけ

書。

31405 

80銭

シンパンエイリ
新板 カキノモトヒト ＜ Jv{;lンジヤウキ

檎入柿本人麿誕生記ー～五

半 I軟5冊

八文字屋自笑・同白露著・自序 宝暦12序・刊

京八文字屋八左衛門（楚屋町誓願寺下ル町〉

※第 l冊末に『寄舞妓事始』広告， 第5冊末に

『京町鑑』ほかの広告および「讃本目録」 2丁

あり。

大惣番号札剥落4-42セ 4

31401 

シン，＂！ ンzイリ
新板 ヨジミツヤマトタンゼン

繕入善光 倭 丹 前 一之巻～

五之巻 大 li険5冊

八文字自笑・八文字其笑著・自序 元文6序・刊

京八文字屋八左衛門（ふ屋町通せいぐはんじ

下ル町〉

※第5冊裏見返しに，志保屋三郎兵衛（大坂今橋

せんだの木東へ入〉など， 6書捧による『大坂

名所ひとり案内』等10部広告の貼紙あり。

4-42ヨ l 大惣番号札剥落 80銭

80銭大惣番号札剥落

シンノマンヱイリ
新板 キセキシヨコタモノガタリ

檎入其積諸園物語

4-42ハ 3
80銭大惣番号札剥落か4-42カ 3

一～五

半 ll扶5冊

寛保4刊

31406 

江島其積著・自序

京菊屋喜兵衛（寺町通松原下ル町〉

※序題「諸国物語J。第5冊裏見返しに菊屋の目

録あり。

31402 

シンパンエイリ
新版 カマタラシヨゲイソデニツキ

繕入鎌倉諸萎袖日記一之巻～

五之巻 大 lI扶5冊

八文字自笑・其笑著・自序 寛保3序・刊

京八文字屋八左衛門（ふや町通せいぐはんじ

下ル町〉

※目録題は「営諸塞袖日記」。中村幸彦氏によっ

て多田南嶺作とされる。

4-42カ7

80銭大惣番号札剥落4-42キ l

一之巻～

半 ll扶5冊

自笑・白露自局1同

宝暦13序・刊

京八もんじゃ八左衛門〈悲屋町通せいぐはん

じ下ル町〉

※第 1冊表紙に「百五番」の札あり。第2冊末に

『寄舞妓事始』広告，第3冊末に『京町鑑』ほ

かの広告，第4冊末に『新改役者綱目』の広告，

第 5冊末「讃本目録J2丁あり O

4-42フ8 大惣番号札剥落

31407 

新板 フウリウテイキンワウライ

檎入風流庭訓往来

白露校，

五之巻

八文字屋自笑著，

31403 

シンパンエイリ
新板 ダウジヤウジフリワケヤナギ

槍入 道 成 寺 岐 柳 一之巻～

五之巻 半 1帳 5冊

其笑・瑞笑著・自序 寛延4序・刊

京八文字屋八左衛門（ふや丁せいくわんじ下

ル町〉

※第 l冊末に『開宗算法』，第5冊末に『新撰古

今役者大全』・『優源平歌袋』の広告あり。

4-42ト3 大惣番号札原欠か 80銭

80銭あ弐百五拾七

31408 

一之巻～五之巻

半 l軟 5冊

八文字其笑・瑞笑著・自序 宝暦4序・刊

京八文字屋八左衛門〈獄屋町誓願寺下ル町〉

※第 l冊表紙に「百六番」の札あり。第 l冊末に

『世間長者容気』広告，第3冊末に『頼政現在

空白・『菜花金琴合』広告を附す。見返しに読者

の書込み多し。

4-42フ5

80銭

新板 7ウリウカハナカジマ

檎入風流 川 中 嶋31404 

シンパンヱイリ
新板 ユリワカニシキジ7

絵入 百合稚錦島一之巻～五之巻

半 l朕 5冊

其笑・瑞笑著・自序 宝暦2序・刊

京八文字屋八左衛門〈ふや丁せいぐわんじ下

ル町〉

円＆

31409 

80銭大惣番号札剥落
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※上記序・刊年は『浮世草子考証年表』によるO

序には「さるの初春」とあるのみ。第 I冊末に

『タ霧有馬松』の近刊広告がある。第5冊裏見

返しに「此本は一日付仁コつ L又は五日拾六文

つ Lなり」との書込みがある。

4-42ユ l 大惣番号札剥落 80銭

31410 

ジンノマンエイリ
新板 チユウジヤウヒメチカヒノイトアソピ

槍入中将姫誓糸遊

一之巻～五之巻 半 l軟 5冊

宝暦6序・刊八文字其笑・瑞笑著・自序

京 八文字屋八左衛門〈ふや町誓願寺下ノレ町〉

※第5冊末に『御伽太平記』の広告あり。第 l冊

見返しに「百六十五」の小札あり。

4-42チ 2 大惣番号札剥落 80銭

シンパンエイリ
新板 モザヒサコノテガジハ

31411 檎入 盛久側柏葉一之巻～五之巻

半 l軟 5冊

延享5序・干リ八文字屋其笑・同瑞笑著・自序

京八文字屋八左衛門（ふや町通せいぐはんじ

下ル町〉

※第1・2・5冊末に八文字屋の本の広告，およ

び第5冊末に「目録」 2了あり。

4-42モ 1 大惣番号札剥落 80銭

ジンノマンヱイリ
新板 フウリウアヅマタイゼン

槍 入風流東大全

五之巻

江島其積・八文字屋自笑著・自序

～

冊

刊

巻

5

・

之
軟
〉
序

一
l
m
m

半

α保享

31412 

京八文字屋八左衛門〈ふ屋町通せいぐはんじ

下ル町〉

※「寺町通にしき角／大森屋清兵衛」印あり。見

返しなどに落書甚し。

4-42フ3 あ二百三十二番 80銭

シンノマンエイリ
新板 主主サゴオホジマダイ

31413 檎入 品砂大嶋塞一之巻～五之巻

大 ll険5冊

江島其積・八文字屋自笑著・自序 享長諸島・刊

京八文字屋八左衛門〈ふ屋町通せいぐわんじ

下ル町〉

※第 1冊の表紙上部に「八／ぃ／甲」および「口

口百八十八番五巻」と書かれた小札ありo大

惣の蔵書印のほかに「貸本虎屋」「九次」「伊世

庄」など計5種の印が捺されている。

4-42タ I あ二百弐拾五 80銭

シンノマンエイリ
新板 タガヒセンゴパンゼノプ

31414 繕入互先碁盤忠信

五之巻

其積・自笑著・自序

～

冊

刊

巻

5

・

之
軟
）
序

一I
捌
叩

大

α暦宝

京八文字屋八左衛門〈ふ屋町通せいくはんじ

下ル町〉

4-42タ 2 大惣番号札剥落 80銭

テゥカハンエイ
町家 セケンダンナカタギ

31415 繁栄世間旦那気質 一之巻～

五之巻 半 ll険5冊

永井堂亀友著・自序 明和10序・刊

江戸前川六左衛門（日本橋通南三丁目）， 大

坂和泉屋卯兵衛〈心斎橋北詰）， 京菊屋安

兵衛（寺町三条上ル北角〉

※第 1冊末に菊屋の「板行目録」あり。

4-42セ 2 大惣番号札剥落 80銭

新板 ハナモミヂツルギノホンヂ

檎入花楓銀本地

五之巻

其笑・瑞笑著・自序

～

冊

刊

巻

5

・

之
秩
〉
序

一

I
ω
2

半

ω延寛

31416 

京八文字屋八左衛門（慈屋町通誓願寺下ル〉

※第 l冊表紙に「八」の小札あり。

4-42ハ 2 あ弐百八十八 80銭

シンノマンエイリ
新板 セケンチヤウジヤカタギ

檎入世間長者容質

．二之巻～五之巻

八文字其笑・瑞笑著・自序

）

冊

刊

巻

5

・

之
峡
〉
序

一l
m
4

〈

半

α暦宝

31417 

京八文字屋八左衛門〈悲屋町誓願寺下ル町〉

※第 1冊表紙は上紙が全体的に剥落。第2冊以後

の題策及び各巻内題の肩に「浮世親仁形気後編」

とある。第2・4・5冊末尾に本の広告あり。

4-42セ 3 大惣番号札剥落 80銭

シンノマンエイリ

新板 Y宝どセンピキザル

31418 繕入イ卸別千疋猿ー～五

半 l秩5冊

著者未詳 享保3刊

書捧不明

※刊年は『国書総目録』による。通しの丁附で49

丁， 26話より成り，第 l冊に全体の目録あり。

柱書「物巻ョ」。第 l冊表紙に「奇」の札あり。

4-47コ8 つ三百拾三全五冊 80銭

。白
円’

u



一西鶴・八文字屋一

ゼンペン
言t クワテウヒヤクダン

31419 撮 花鳥 百談ー～五半l軟 5冊

静観堂好話著・自序，東嬰画 延享5岸
京梅村判兵衛（寺町通五篠橋上ル西側〉

※角書「前編」は原題策にのみ存する。各冊原題

策中に「檎（画）入」とある。旧蔵者松屋善兵衛

・林宗兵衛などの印や書込みあり。

4-42カ5 つ弐百七十回全五冊 80銭

シンパンエイリ
新板 ワタナベヒカン

31420 槍入渡遺秘鑑ー～五

半 ll扶5冊

多国一芳著・自序 明和10刊

大坂吉文字屋市兵衛（心斎橋南四丁目）， 江

戸吉文字屋次郎兵衛（日本橋南四丁目

※第 l冊表紙に「八文字やの類作也」と記された

小札あり。内題の角書は「伯母／叔母」。吉文

字屋の目録をはじめ，本の広告多数あり。

4-42ワ l つ八百三十壱全五冊 80銭

ジンノマンエイリ
新板 ヲンナムシヤジユギヤウ

31421 槍入女武 者 修 行 一之巻～

五之巻 半 l朕 5冊

荻坊奥路著・自序 明都1年・刊

大坂吉文字屋市兵衛〈心斎橋南四丁目）， 江

戸同次郎兵衛〈日本橋南四丁目〉

※目録題角書は「雑誌／毒」。 定楽堂〈吉文字

屋〉の「新版嘗世讃本目録」（ 2丁）， 「臓板目

録」（半丁〉を第5冊末尾に附す。第2冊末に

『博物笠』，第4冊末に『永暦大雑書天文大成』

の広告あり。

4-42オ 3 大惣番号札剥落 80銭

シンパシエイリ
新板 ジセウタノジミニツキ

31422 檎入 自笑築日記一之巻～五之巻

半 1峡 5冊

八文字屋自笑・其笑著・自序，自笑自i哉延享4序・刊

京八文字屋八左衛門〈ふや町通せいぐはんじ

下ル町〉

※第 l冊末に『槍本花の鏡』 3冊， 『忠見／兼盛彩

色歌相撲』 5冊の広告あり。第4冊末に『物部

守屋錦輩』 5冊の広告あり。挿絵のいくつかに

は筆彩が施されている。

貴4-42シ6 大惣番号札剥落 80銭

ヤツムネオホシマダイ

31423 八棟大嶋蔓 巻ノー～巻ノ六

大 l秩6冊を合綴I冊

宝永7序・刊三先道春著・自序

「書林喜久本氏」

※冒頭15丁は下部欠損。

4-42ヤ l て六百弐拾弐合 80銭

ヒジマクラ
釆＼ オヤコグル7

31424 愛親子車ー～五 半 l軟 5冊
枕

如搬斎丹青著・自序 明和5刊

江戸雁金屋儀助〈小石川停通院前〉

※第 l冊見返しに「花雲楼蔵書」（墨〉と記す。

4-43ア23 大惣番号札剥落 80銭

セイカイモモチドリ

31425 西界百千鳥 萱之或・三之四・五之六

・七之八・九之拾 半 li扶5冊

難波仙禁著（日出）・自序 成立年不明

写本

※よみは序題に従う。巻頭の内題「票百千鳥」。

4-42サ I 大惣番号札原欠か 80銭

クワイダン
ほ オトギザクラ

31426 該御伽桜一～五 半 lI険5冊

花洛誹林都塵舎（雲峰〉著・自序，昌渓序

書捧・刊年不明

※第5冊第11丁以下欠か。 「深草の名醤」以下，

15話より成る。

4-42カ 2 大惣番号札剥落 80銭

シン，-e..,,:z.イリ

新板 ザ ニ ソ ダ テ カ タ ギ

31427 絵入小児養翫気質ー～五

大 li扶5冊

永井堂亀友著・自序 安永2序・刊

京林伊兵衛（二条通東洞院東へ入町）・大和

屋善七〈冨小路通二条下ル町）・菱屋孫兵衛（御

幸町通御池下ル町）・武村嘉兵衛〈釜座通押小

路下ル町）， 大坂西田屋理兵衛（心斎橋筋大

宝寺町），江戸前川六左衛門〈本町三丁目

4-42シ5 大惣番号札剥落 1円

シン，-eンエイリ
新板 アカエポジミヤコカタギ

31428 絵入赤烏帽子都気質一之巻～

五之巻 半 l秩 5冊

永井堂亀友著・自序 明和9刊

江戸前川六左衛門〈日本橋通南三丁目）， 大

の
白



l円あ五拾五全五冊一名玉はどき

事全ホンテウアウインヒ

文本朝楼陰比事

一西鶴・八文字屋一

4-47ヤ 2菊屋安尽坂和泉屋卯兵衛〈心斎橋北詰），

兵衛〈寺町三条上ル北角〉

※第5冊末に菊屋の「板行目録」あり。
一～五

冊
川
町
刊
柏

5
m
2
 

軟
（
禄
坂

l

元

大

大

31433 

井原西鶴著

江戸高屋清兵衛（日本橋青物町），

原清右衛門〈心斎橋筋）I買慶町〉

※第 l冊の題簸に「大人モノ本」の書込みあり。

4-42ホ 4 あ弐拾弐番 I円50銭

l円

タマガヘヲンナアミガサ

31429 熊谷女編笠付・二～五本7~6r 5冊

錦文流著・自序 宝永3序・刊

江戸須原茂兵衛（日本橋南一丁目）・万屋清

兵衛（日本橋中通角〉・山口権兵衛 CJll瀬石町），

大坂万屋彦太郎（本町一丁目〉

4-42ク2 大惣番号札剥落

大惣番号札剥落か4-42ア2

るウスモミヂ

31434 天うすもみちー～五大1片品F
著者未詳・自序あり 享保7刊

京川勝五郎右衛門（五僚橋通万寿寺町）， 江

戸 間出店通志堂〈日本橋南ー町目）

4-42ウ l 大惣番号札剥落 2円50銭

1円50銭

エイリゲンジワカ源氏 ワコクタ 7 カヅ

檎入和歌和園玉加津羅

冊
の
序
寓

五
対
抑
制
一
坂

一

宝

大浪華書林松寿堂序

江戸高屋清兵衛（日本橋青物町），

屋彦太郎（本町壱丁目〉

※『国書総目録』によると，本書は『本朝美人鑑』

の改題本。

1-85ワ l

31435 

2円

萱～五

大 ll険5冊

サカタ
也子キンピラタイヘイキ

31430 箇金平太平記ー～八大I秩 8冊

著者未詳・自序あり，洛陽書林菊華堂序安永9刊

大坂柏原屋佐兵衛〈心斎橋億馬町）・正本屋

小兵衛〈心斎橋筋南四丁目）， 京菊屋七郎兵

衛（寺町通松原上ル町〉

※刊記前に本の目録（4部〉あり。

4-47サ 1 大惣番号札剣落

新板 忽インヒジ

槍入 呆陰比事

l円50銭大惣番号札剥落

五

’”シンウスユキモノガタリ

檎入新うす雪物語31436 

著者未詳

書障・刊年不明

※刊記は，書卑名を削り取って「開板」とのみ。

第 1冊見返しに大野屋の「かみそめ油代十六

文」などの宣伝がある。

4-47ト4 仁コ千弐百八十四

31431 

大I朕 5冊

竹馬堂守一著・自序 正徳6刊

大坂 向井八三郎（新町西口小演町河内屋〉

※第5冊裏表紙に「此本何方様へ遣シ候共早速此

方へ御返シ可被下候以上」などの書込みあり。

各巻内題下に「みやこ賢女鑑」とある。

4-40シ6 大惣番号札剥落 80銭

一～五

半 li険5冊

由之軒政房著 宝暦3刊

大坂安井弥兵衛（心斎橋筋南久太郎町〉

4-42フ9 大惣番号札剥落 l円50銭

倒
的

新板 フウリウフミヒヤウパン

槍入風流文評判31437 

ヤダンズイヒツ

31432 夜談随筆一～五 大 1J険5冊

林義端著・自序 刊年不明

江戸須原屋茂兵衛（日本橋通萱丁目）・山城

屋佐兵衛（同二丁目）・岡田屋嘉七（芝神明前）

・英大助（本石町十軒店）・須原屋伊八〈浅草

茅町二町目）， 大坂堺屋新兵衛〈南久宝寺町

心斎橋南へ入）・同定七 (JI買慶町心斎橋南へ入）

※大惣番号「七拾五」を「五拾五」に訂正。第 l

冊巻頭に目録あり。全6巻〈巻三・四が l冊）。

『国警護戸録』によると，本書は『玉響子』

（元禄9刊， 6巻6冊〉の改題本。序にも，先

年出版した「玉櫛笥七巻」に続き，今回「玉響

子六巻をいだし」た旨が述べられているo 絵入

り。

l円
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ジン，'Iンヱイリ
新板 ホンテウヒキモノガタリ

31438 槍入本朝 墓 物 語 一之巻～

五之巻 半 ll扶5冊

墨震山人著・自序 安永3刊

江戸山崎金兵衛（通十軒店）， 大坂和泉屋

夕日兵衛（心斎橋北詰）， 京 菊屋安兵衛（寺町

三条上ル丁〉

※第 l冊巻頭に「惣目録」あり。第5冊末に書津

菊屋の「板行目録」 2了を附す。

4-42ホ3 大惣番号札剥落 80銭

シンパンヱイリ
新板 ハナガサネレンリノトリカプト

檎入 花 重 連 理 鳥 賢 一 之 巻 ～

五之巻 大 l峡5冊を合綴2冊

花洛甘笑著・自序 宝暦10序・刊

大坂北田清左衛門（心斎橋筋唐物町〉

※合綴は一・二之巻と三・四・五之巻をそれぞれ

合わせており，ー・四の原題策を使用。

4-42ハ l 大惣番号札剥落 80銭

31439 

クワイダントノヰプタロ

31440 怪談との ゐ 袋 萱 ～ 五 大 l峡5冊

臥仙子文披著，赤羅洞主人序 明和4序，同 5刊

京菊屋長兵衛〈寺町通綾小路下ル丁〉

※墨書題策は「践とのゐ袋」。

4-47カ10 大惣番号札原欠か l円50銭

シンセイヱイリ
新成 アイゴノワカイチダイキ

31441 繕入 あい乙の若一代記

一之巻～五之巻 大 ll扶5冊

八文字屋自笑・江島其積著，逸名序あり ※参照

大坂和泉屋邦兵衛（心さいばし北詰〉

※第5冊末に和泉屋の出版目録を附す。序に「愛

護若の文章は其積自笑が編輯を訂正して今新に

一代記と題す」とある。 『国書総目録』による

と本書は『愛護初冠女筆始』（ 5冊，享保20刊）

の改題本で天明8刊。

4-42ア l あ弐拾四全五 1円

ジンノマンヱイリ
新板 タウセイヲンナカタギ

槍入賞世女容気ー～五

大 l秩 5冊

井原西鶴著 刊年不明

大坂抱玉軒田原平兵衛〈）｜贋慶町萱丁目〉

※『好色五人女』の改題本。第 l冊表紙に「気」

と墨書した札あり。旧蔵者「永楽屋」の印あり。

貴4-42トI あ四百弐拾三 2円50銭

31442 

マ，（ IJクモノカケハジ

31443 絵入雲のかけ橋一～五大 11扶5冊

柳心著 享保頃刊

大坂柏原屋与左衛門 (JI頂慶町心斎橋筋〉

※内題「嘗流雲のかけはし」。著者・刊年は『国

書総目録』による。

貴 4-42グ l 大惣番号札剥落 1円

イマヤウノ、ナノシヲリ

31444 時勢花枝折一～五 大 I峡5冊

1竜月子著．自序，大森画 宝暦m
大坂吉文字屋市兵衛（心斎橋南へ四丁目）， 

江戸吉文字屋次郎兵衛〈日本橋南へ三丁目）

※第 ~1壊手返し内題は丹青刷。第 5冊裏見返しに
宝暦14の吉文字屋刊行案内を載せている。序題

「花乃枝折序」。

4-42シ I 大惣番号札剥落 1円

シンノマンヱイリ
新板 フウゾタハイジンカタギ

31445 檎入風俗俳人気質ー～五

半 ll険5冊

兵作堂亀友著・自序 宝是認詰

京野田藤八（二条通冨小路西へ入町〉

※序題「言葉風俗誹人気質序」。第 l冊の裏見返し

に5部の書名を墨書した札が貼られているo 第

2冊の末尾に『正夢後悔記』の広告あり。

4-42フ2 亡二コ拾番 l円

ジンノマンヱイリ
新板 メツタムジヤウカネマウケカタギ

31446 絵入滅多無性金儲形気ー～五

半 11扶5冊

大雅舎其鳳著・自序 安永3刊

大坂吉文字屋市兵衛（心斎橋南四丁目）， 江

戸吉文字屋次郎兵衛（日本橋南三丁目〉

※第 l冊の表紙中央に「気」と書かれた小札あり。

各巻末に吉文字屋の新刊案内，第5冊の巻末に

「定柴堂新版嘗世讃本目録」 2丁分， 「定柴堂

藤板目録」 1丁分を附す。

4-42メ 2 あ四百三拾四全五冊 l円

キンダイ、オトギヒヤクモノガタリ

31447 筏御伽百物語萱～三

大 1軟3冊

白梅園鷺水著・自序 宝永3刊

江戸和泉接，京菱屋治兵衛（寺町通松原上

ル町〉

※ 6巻より成るo巻末に「諸園因果物語」追て出

zu 
q
G
 



5冊
アキンドグンパイウチハ

商人軍配団

一西鶴・八文字屋一

R
M
』
担
宮
川

J
J

M
U

一輝お

来の由を記す。題祭下部に「日本廻園／行脚如

宝」とあり O 第 1冊一部破損を筆写で補修。

4-40オ 5 大惣番号原欠か l円
60銭4-42シ6

シングワヅイリ
新畜 ウメワカ＜＇Jiu（チタイキ

園入梅若丸一代記

シYノマンヱイリ
新版 リツジンカネノツル

檎入立身銀野蔓一之巻～五之巻

大1朕5冊

安永6刊

一～五

大 I峡 5冊

八文字屋自笑・江島其積著・自序 天明8序・刊

大坂和泉屋卯兵衛〈心斎橋北詰）

※第 I冊末に和泉屋の目録 1丁あり。

4-42ウ2 あ九番 l円

31453 
31448 

永井堂亀友著・自序

京菊屋安兵衛〈寺町三条上ル町〉

※第 l冊表紙中央に「気」と書かれた小札あり。

第5冊巻末の 2T分と裏見返しに菊屋の板行目

録を載せる。

4-42リl

萱之弐・三～六

大 1秩 5冊

著者未詳・自序あり 天和3序・刊

江戸西村半兵衛〈神田新革屋町）， 京同 一

郎右衛門（三条通）・大津屋庄兵衛〈八幡町通）

※自序には「洛下寓居書」とある。改装に伴い本

来の第 l・2冊を合綴したか。

4-47シ7 表紙改装のため大惣番号不明

シンオトギパウコ

新御伽輝子31454 

80銭大惣番号札剥落

31449 

ウメワカ...Jレイツシヤウキ

31455 梅若丸一生記ー～十 犬 ll扶10冊

西向蓄春帳著・東都桑門含蓮社政 安永10刊

大坂吉文字屋市兵衛〈心斎橋南四丁目）， 江

戸同次郎兵衛（日本橋通三町目〉

※第 l冊巻頭に「梅若丸肖像」「妙亀尼遺影」の

画あり。 2冊ずつ全5巻。見返しなどに本の広

告多数。

l円

半 11険5冊

永井堂亀友著・自序 明和7序・刊

江戸奥村喜兵衛（芝神明前）， 大坂西田理

兵衛〈嶋内かさりや町）， 京野田藤八（二条

通富小路西江入町〉

※内題「茶人気質」とも。

4-42フ7 大惣番号札剥落

五

新板 フウリウチヤジンカタギ

槍入風流茶人気質31450 

ライタワウイチダイキ

31456 頼光一代記ー～六 大 l軟 6冊

洛東住素拙散人著・自序 刊年不明

大坂勝尾屋六兵衛〈御堂筋唐物町北江入〉

※第6冊最終了ウラに「戯こうのうくさ」「弘法

ひみつくさ」（江戸吉文字屋次郎兵衛など三

書埠版〉の広告あり。原題策中に「槍入」とあ

る。

60銭あ八番4-41サ 4

一～五

大 lI険5冊

北条圏水著・自序 享保11刊

京菱屋治兵衛〈寺町通松原上ル町〉

※第 1冊に『怪談闘みやげ』など， 30部の目録が

はさみ込まれている。第 l冊表紙に「口千三百

三十一」の小札あり。

4-41カ48

80銭

ヒトヨプネ
ーー汲F クワイダンシヨコクモノガタリ

船 一 怪 談 諸園物語31451 

l円

シンパンヱイリ
新板 シヨダウキキミミセケンザル

檎入諸道聴耳世間猿萱之巻～

五之巻 私学5冊

和誇太郎〈上田秋成）著・自序 明和3序・刊

大坂正本屋清兵衛〈心斎橋筋しほ町〉

丹

O
n
J
U
 

フウリウヨミホン
風流 セケンナカウドカタギ

讃本 世間仲人気質 巻之ー～

巻之五 大 l秩5冊

永井堂亀友著・自序 安永5刊

江戸山崎金兵衛（通十軒店）， 大坂和泉屋

タp兵衛〈心斎橋筋北詰）， 京菊屋安兵衛〈寺

町三条上ル町〉

※見返し内題は丹青刷りの絵入りで，あるいは本

書の広告を貼ったものか。第5冊巻末の 2丁分

と裏見返しに菊屋安兵衛板行目録を附すO

4-42セ 5 大惣番号札剥落か 80銭

あ拾七全六4-41サ65

31457 

1円50銭あ六拾弐番



一西鶴・八文字屋一

※刊記前に『世間妾形気』『諸国廻船便』の予告

あり。第 l冊表紙に「仁コ六番」の小札あり。

4-42シ3 つ八百0六 80銭

新板 セケンコジモトカタギ

31458 絵入世間侍稗気質ー～五

半 l峡5冊

蛙文塞著・自序

書捧・刊年不明

※第5冊末に『小野小町行状記』・『童子用文初学

大成』の広告あり。『浮世草子考証年表』によ

れば，明和8刊，京田中屋半兵衛ほか。

4-42セ l 大惣番号札剥落 80銭

セウダン
坐E イシヤ カタギ

31459 議聾者質気ー～五 半 l峡 5冊

永井堂亀友著・自序 安永3序・刊

京林伊兵衛〈二条通東洞院東へ入町）・武村

嘉兵衛（釜座通押小路下ル町〉
メイイオドケパナシ

※巻之ー内題「名醤戯笑噺」。

4-42シ4 つ八百0弐全五冊。 80銭

トセイデンジユグル7

31460 渡世停授車ー～五 大 1朕 5冊

洛下隠土都塵舎著・自序 元文2序・刊

日植村藤三郎（木知十軒店），大坂藤

屋調兵衛〈高麗橋一町目）， 京 上坂勘兵衛

（四条通御幸町西入町〉

※第5冊巻頭の内題「渡世停授車極秘惇之巻J。

第3冊第2丁の一部，切りとられている。

4-42トl あ四百六拾四 80銭

カヅサノタニサイネンパウ
クワイコクイチヤノヤド 上総園

31461 廻圏一夜宿 西念坊

一～五・約 大 I朕6冊

著者未詳

書捧・刊年不明

※各冊見返しに「細築市印」（朱〉の印あり。第

l冊表紙に「仁コ弐百九十六」の小札あり。

4-47カ2 あ六拾三番 1円

事全チウヤヨウジンキ

31462 丈昼夜用心記ー～三大1朕 3冊

北条圏粋著，湖西繁平序 宝永4刊

京井筒屋庄兵衛・万木次兵衛，江戸須原屋

茂兵衛〈日本橋南ー町目〉

※第 l冊が巻一・二，第2冊が巻三・四，第3冊

が巻五・六より成る。もと 6冊を合綴したか。

第 l冊の見返しに「偽リを工ミ弁舌を以て人を

証らかし金銀を掠め奪ひしかたり事を書集たる

世人之心得ニ成へき本なり」との札が貼られて

いる。

4-42チ 5 あ六百拾七番 2円

ゴニフプキヤラヲンナ

31463 御入部伽羅女乾・坤

湯漬翫水著・自序

老松詫作兵衛

※乾冊損傷が甚しい。全6巻。早稲田大学の大惣

本目録によると「六合二」冊。

4-42コ2 あ百四拾三番 l円50銭

大 l軟2冊

宝永7序・刊

シ7 パラキ

31464 嶋原記上・中・下 大3冊

著者未詳

書捧・刊年不明

※仮名草子。上記書名は内題によるO 墨書題策は

「嶋原合戦記」。

8-28シ6 大惣番号札剥落 60銭

プケグンダン

31465 武家軍談 乾〈巻上巻中合綴）・

坤（巻下〉 大 ll快2冊

著者未詳

書埠・刊年不明

※上記書名は内題による。後補墨書題策の書名は

「革委勇士小鏡」。

8-21フ3 て六百五拾弐全弐冊 80銭

主命イツキウパナ ν 

31466 文一休はなしー・二大 I軟 2冊

著者未詳・自序あり

書津・刊年不明

※4巻より成る。巻之四最終了に「洛陽錦口」と

ありo 柱書「ー休日出」。第 1冊見返しに「一休

語六冊J以下7部の書名を「大のや惣八J署名

で列記。

4-40イ6 ま六百八拾三全弐 60銭

ゾタイツキウパナジ

31467 績ー休はなし

也来編・自序

大坂河内屋高兵衛（心斎橋筋〉

冊
。
序

l
n
v
m
 

軟
〈
保

山
川
享

※4巻より成る。原体裁4冊を I冊に合綴したか。

4-25ソl ま六百八拾四θ 60銭

。白
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井沢長秀（幡竜子〉著，逸名序あり

書捧・刊年不明

カセウキ

31468 可 笑 記萱～四

如｛晶子著

書皐・刊年不明

※大惣番号札と別に「口部四冊一Jの小札あり。

冊
〉
成

4
側
日

峡

α永
l

寛

大

4-40カ 7 け五百四拾八 80銭

31469 
キ
記ヌヵ可

村
休

れ
一

ンタウ坤
戒
談

約
五
講

川
悪
敷

出
善
座

アンゼ

一～六大l軟 6冊

著者未詳 宝ぷ野u
大坂松寿堂彦太郎〈本町萱丁目）（終了），京

菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町西側〉 （裏

見返し〉

※原題鐙角書「五戒／講談」 （第 1・4冊），「座

敷／講談」（第2・3・5・6冊）。全冊の上段

に内題「一休丸鑑」， 第 6冊内題「一休水鑑増

註」または「ー休水鏡註」。第 l冊表紙に「千

四拾番」の小札あり。各冊原題策中に「槍入」

と記されている。

4-25イ l ま六百八拾壱 80銭

キンライブケ
近来 チユウカウェイタイキ

31470 武家 忠 孝 永代記萱～九

半 lI険9冊

宝永元序林園春著，森本東烏序

書韓不明

※第7冊に一部焼損あり。

4-42チ 3 つ五百三十壱 2円

新板 パンプツテンチカガミ

31471 絵入 寓物天地鏡一之巻～五之巻

半5冊

来儀庵佐南峯著・自序 安ぷ137¥u
大坂吉文字屋市兵衛（心斎橋南四丁目）， 江

戸吉文字屋次郎兵衛（日本橋通三丁目），

※各冊末に他書の広告多数。第5冊末には「定柴

堂新版嘗世讃本目録」 2丁あり，吉文字屋2軒

の他に京の銭屋善兵衛（堀川通四条上ル町〉が

名を連ねている。第 I冊表紙に「此書は善事を

なして幸福を得悪事をなして災ひを請し事を書

しおもしろき物語り也」と書かれた札あり。序

題の振仮名のみ「ばんもってんちか Yみ」。

1-82ハ 1 つ五百拾六全五冊 80銭

31472 新 古 事談ー～五

半 1I扶5冊を合綴 l冊

※著者は『国書総目録』による。序に「長明かね

覚物かたりと名付く」とあり，柱書は「鴨」と

ある。第 l冊表紙に「三亡二コ番／五冊」の小

札，その見返しには「名古屋書林／松屋善兵衛」

の蔵書印。

4-47シ8 つ四百0三全五冊 l円

ヒヤウチユウ
言電 ココンブケドウジクン

31473 註 古今武家童子訓前編ー～五

大 I軟 5冊

神田白龍子著・自序 安ぷ詳日
京めと木屋宗八

※第5冊末に後篇の予告を含む書阜の口上がある。

上記書名は各冊原題策などによる。序題は「武

家童子訓」。『国書総目録』によると享前8初本

あり。

8-21コ3 て六百三拾四 80銭

シヨコクカタキウチ
諸国 ニホンプシカガミ

31474 敵討 日本武士鑑壱～五

大 1I扶5冊

元禄9刊椋梨ー雪著・自序

京浅野久兵衛（御幸町二条上ル了）， 大坂

浅野弥兵衛〈高麗橋壱丁目

※書名は原題策による。絵入り。第 l～3冊の目

録の書名は「古今武士鑑」 （柱書は「武士」），

第4・5冊の目録の書名は「孝子鑑」 （柱書は

「孝子」〉になってし、る。第 I冊「序ー」と「ー」

丁が入れ替わる乱丁あり。第 1冊の目録内題下

に「犬著聞集抜書」とあるO

4-42ニ 4 大惣番号札剥落 l円

キンセイチユウギ
近世 シヨシコウハイキ

31475 忠義 諸士興廃記ー～八

大 lI扶8冊

洛九二軒主人鱗長著・自序 享必1fU
江戸須原茂兵衛（日本橋南査町目）・西村市

良右衛門（本町三町目）， 京銭屋庄七良（堀

河通綾小路下ル町〉

※『主主諸家軍配記』の改題本。柱書は「軍配記」

のままO 第 I冊見返しに同書の原題策を貼り，

「トモ」「享保三戊戊年正月穀E」と書込み。

4-42シ 2 て六百拾三 l円50銭

- 28ー



一西鶴・八文字屋ー

ホンテウジジツ
本朝 チユウコウブケコウミヤウキ

31476 事責中興武家功名記萱～五

大 l軟 5冊

著者未詳・自序あり 安永7序・刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋通ー町目〉

8-21チ l て六百三拾五う l円

31477 
主Fr ゾウホハウガクセウ

緩増補方角紗上・中・下

半 l軟 3冊

宗祇法師著，藻虫子序 宝永4刊

京出雲寺和泉操，江戸出店（日本橋南壱町

目〉

※歌枕寄。 目録題「増補名所方角抄J, 本文内題

「名所方角妙」。

4-22ソ 2 れ弐百拾三全三冊 50銭

31478 本朝列仙停乾・坤

半4冊を合綴2冊

目中玄JI顕編・自序 貞享3序・刊

江戸高屋清兵衛（青物町）， 大坂岡田三郎

右衛門（呉服町心斎橋筋角池田屋〉

※表紙改装。第 I冊墨書題策の「乾」の宇の上か

ら「合」と書す。第 l冊表紙には「奇」の貼札。

全4巻。巻之ー最終了に朱書「作者猿リニ本邦

ノ神ヲ賎シ蕃圏ノ夷｛弗ヲ貴ス是今唐ノ韓愈尚有

ラパ如何此罪ヲ定メン必ス死ヲマヌカルベカラ

ス」 「荷モ朝貢ノ：米ヲ盗ス安ゾ死ヲ免レン／作

者モ同罪ナリ」との評語あり。

8-86ホ 1 つ五百三十弐 l円

ラウシカタギ

31479 老子形気ー～五 半 lI扶5冊

新井祐登（白蛾〉著・自序，穂積以貫蹴

宝暦3序・政・刊

大坂吹田屋多四郎（高麗橋萱丁目）・安井嘉

兵衛（淡路町心斎橋角）

※第 l冊表紙に「気」の札あり。「序」に寛保3

成立という。

1-84ロ l つ八百0壱 50銭

ナンシニセンセイゼンシヨ

31480 楠氏二先生全書 大 1冊

種田随柳軒吉豊著・自序

書捧不明

※上記書名は内題による。表紙を改装し，原題策

「賀補二代軍記」を貼付する。巻第十の第10丁

以下欠落，刊記を欠く。序の年次は「寛文龍丁

西二飛」とある。 『国書総目録』によると，寛

文2刊。

8-28ク l 表紙改装のため大惣番号不明 50銭

シンノマンエイリ
新板 シヨジヤウクンコウキ

31481 檎入諸将勲功記章～七

大 l軟 7冊

元文2刊漂白野人著・自序

林氏甚助

※第 1・7冊表紙改装。その他の 5冊の見返しに

は「本五」なる蔵書印あり。

8-21シ5 て四百四拾三全七冊 I円50銭

フウゾクイウセンタツ

31482 風俗遊仙窟ー～四 半 11扶4冊

克斉（寸木散人〉著・自駿，黒去2序 (1 9) 

延享元序・践，寛延2刊

江戸池田屋源助

※第 l冊表紙に「ヶ」の小札あり。

4-25フ3 つ七百六十六全部四冊 60銭

ヘイケモノガタリヒヤウパンカルイ

31483 平家物語評判耳翼線ー～五

大 1軟 5冊

逸竹居土著．白序，雪宅厚ヂ序（17

宝永3序，同 7自序，正徳2刊

「松栢堂蔵版」，京和泉嫁

※第 l冊表紙右上スミに半分剥落の小札あり，

「仁コ百八十」とよめるO また，同冊表紙中央

に「口百五十四」とみえる札が貼られている。

原題策には「頭類平家物語評判」とあり， 柱書に

は「平家評林璃類」とある。

5-06へ4 大惣番号札剥落 75銭

アスカガハ

31484 飛鳥川 大 I帳 l冊

識丁子三柳著・自序 慶安元序，同 5刊

京村上平楽寺（二条通玉や町〉

※上・中・下3巻より成る。もと 3冊を合綴 I冊

か。

1-84ア 2 大惣番号札原欠か 60銭

シプンア7ノサヘヅリ

31485 紫文蚤之輔ー～五（※参照〉

大 ll扶5冊

多賀半七著，鈎酔子序 享保6序，同 8刊

甲斐清水九左衛門（府中柳町三亭目）， 江戸

G
u
 

n
L
 



一西鶴・八文字量一

第 l冊扉題は「神武園象惇」， 各冊内題は「本

朝武家園象停J。第6冊末刊記には「武家園象

停前篇終」とある。各冊末に旧蔵者印。

須原茂兵衛（日本橋南萱町目）

※絵入り。源氏物語注釈。 5冊は「摘趣」・「きり

つほ」・「は Lき木本」・「は Lきき末」・「うっ

せみ」から成り，それぞれ原題策に記されてい

る。

4-30シ2 ふ五百三拾三全五 1円50銭

岬 B ，』・4 司内片品占ヨジサダグンキ

31486 一新田左中将E Y 義貞軍記 大 1秩 l冊

著者未詳

書捧・刊年不明

※上記書名は巻頭内題による。墨書題室長「義貞軍

記」。慶長古活字版〈『国書総目録』による）。

貴8-21ヨ l 大惣番号札剥落 50銭

フクザイモノガタリ

31487 福粛物語

著者未詳

書捧不明

※書名はカード目録による。別名「薬師通夜物

語」。寛永期の飢謹について書いた仮名草子。

貴 1-84フ 1 大惣番号札剥落か 50銭

大 l秩 1冊

寛永20奥書

ニシヤ7モノガタリ

31488 西山物語上・中・下 半 1軟 3冊

建部綾太理著，金龍敬雄序 明和5刊

江戸須原屋市兵衛（室町三町目）・三河屋判

兵衛（芝田町四町目）， 京銭屋七郎兵衛〈堀

川通悌光寺下ル町）・文蓋屋太兵衛〈三篠通室

町西入町〉

※上冊表紙に「言」の小札ありo上冊見返しに綾

太理の文章を批評した書込みあり。

4-30ニ 1 れ弐百0九番全三 35銭

テツジヨキモノガタリ

31489 徹書記物語上・下

正徹著

半 I秩 2冊

寛文2刊

谷岡七左衛門

※歌学書。下冊裏見返しに寛文10の書込みありo

4-22テ l 大惣番号札剥落 30銭

プケ ヅザ ウデン

31490 武家圏象停付～六 半 ll扶6冊

片島武矩著・自序，平住専蓄序

享保3自序・序，同4刊

京山本孫兵衛，大坂谷津十代太郎・西川圧

兵衛

※上記書名は第4冊原題策及び序題などによるO

5-61フ2 大惣番号札剥落 l円

五

キ
寸
巳

ウ
旦
＝
ロ

川町ゎド八

F

H

百

組著
野

1

子

中

川
制
偏

噌
・

4

門
川
円

。u
，官
u
F

冊
心
刊

5
m
4
 

大
（
文寛

※第1冊の表紙に「仁コ百十九」「儒｛弗之四番」

の小札あり。奥書に「承応四年秋始下日 如｛晶

子これを摺書にす」と記し，その後に和歌二首

と「物故武心土峯居土老後加筆／武藤氏西察

書之」との記述あり。

1-84ヒ2 ま弐百五拾七 50銭

ホンテウセウセツ
本朝 りヤウケンキグウ

31492 小説両銀奇遇ー～五

大 l軟 5冊

安永7序，同8刊椿園主人著・自序

京菊屋安兵衛（寺町三条上ル町〉

※読本。末尾に菊屋の板行目録3丁あり。

4-41イ11 大惣番号札剥落 50銭

ヱンキヨケダン

31493司園居戯談ー～五 半 l朕 5冊

池田遊鶴著・自序，愚々湾政 安永10刊

大坂柏原屋佐兵衛〈心斎橋停馬町）， 京菊

屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町〉

※第 l冊裏見返しに「鐸詰修仙霊要銭」の広告

あり。

4-47エ 3 あ六百三番 70銭

ジヨコタカタキウチ

31494 諸園敵討ー～五・六七合

半 11扶6冊

神保氏入道著・自序，藤質大風軒序

貞享4自序・序

書捧不明

※第8巻欠。内題は「武道一覧」，柱書は「姿J。

絵入り。神保氏の序によれば，西沢貞陳の稿を

神保氏が補作したものO

4-42フ 1 大惣番号札剥落 1円

マジリマメハナクソグンダン

31495 雑豆鼻糞軍談 半 l軟 1冊

笑鵬著・自序 明和6刊

京小幡宗左衛門（六角通油小路西へ入町〉

- 20ー



一西鶴・八文字屋，丸本写本台帳ー

※ 5巻より成るo 巻末に『女筆早手本』など3部

の広告あり。見返しに「尾上持主」と書込み。

表紙に「八」の小札あり。

4-25マ 1 あ三百三拾弐 50銭

ジYパγヱ1•J 
新板 トシトクゴエフノマツ

31496 槍入 歳 徳五葉松一之巻～四之巻

半 1峡4冊

其笑・瑞笑著・自序 宝暦3序・刊

（八文字屋〉

※第5冊欠。第 1・2・4冊最終了ウラに『壇浦

女見蓋』など4部の広告あり，第 l冊裏見返し

に「新玉といふはかりにや明行空の昨日にかは

り大路のさま松たて渡して花ゃうれしけなるか

に神代の園の久し」と墨書。第 l冊表紙「八」

「百十四番」の小札あり。

4-・42ト2 あ二百九拾三全四 80銭

丸本写本台帳

※歌舞伎の台l恨の書名には長大な角書が付くことが

多いが，記載の都合上，それらを備考に移して，

標題の優先順位に従わなかった場合がある。また

本項目によく出る「七五三」本とは，一幕ごとの

終了に「しめ」と訓ませるつもりで「七五三」と

墨書してある一群の写本である。

アキパゴンゲンクワイセンパナジ

31497 秋葉権現廻舷語一～六

半 lI扶6冊

宝暦11初演並木正三作

写本

※『国書総目録』には竹田治蔵作とある。六ツ固

まで。それぞれに替名付ありo 座本三桝大五郎

と記す。大惣の半紙を使用。

4-31ア2 仁ゴ百六十弐 60銭

アヰギキヨウカリガネゴニンヲトコ

31498 藍桔梗！高金五紋上・中・下

半 1軟 3冊

安永3初演作者未詳

写本

※上冊扉題にのみ角書「全盛の束帯姿是も来て見

よ／踊場へ集曾し揃へのかたびら」あり。 「七

五三」本。

4-31ア l は百六十五／三番 30銭

アサタサレイゲンキ

31499 浅草霊験記査～四 半 l秩 4冊

篤助（初世奈河篤助〉・徳三（近松徳受〉作

寛政9初演

写本

※七ツ目までO それぞれに替名付あり。「七五三」

本。

4-31ア3 は亡コ六十四 40銭

カメワリサカジタヒモノセキ
亀割坂 アネイモウトダテノオホキド

31500 下籾閥 姉妹達大礎

萱～四

辰岡万作・近松徳史作

写本

冊

演
4
〉
初

決
%
7

1
w政

半

寛

※題策には角書なし。第4冊扉題の用字は「姉妹

伊達大木戸」。「七五三」本。

4-31ア5 口百武拾五 40銭

アプラアキンドクJレワノてナジ

31501 油 商 人 廓 話

四ツ目

作者未詳

写本

※第 I冊裏見返しに「尾張名古屋大舟町麻生屋与

兵衛J，第3冊裏見返しに「大船町松翠堂」と

いう貸本屋の名が記されている。上記書名のよ

みは『国書総目録』によったが，或いは「アブ

ラウリサトモノガタリ」か。

4-31ア7 Eコ百七十六 40銭

口明・二ツ目～

半 1軟 4冊

享和3初演

イ ガゴエノリカケガツ？：パ

31502 伊賀越乗掛合羽萱～五

半 I軟 5冊

奈河亀輔作 安永5初演

写本

※各冊に替名付あり。「掛」字，題策では「懸」

と表記。

4-31イ2 ろじコ五十九 50銭

イガゴエダウチユウスゴロク

31503 伊賀越道中双六

近松半二・近松加助原作

写本

※題簸下に「半本合」と記されている。「七五三」

冊

演
l
）
初

軟
加
3

1
G
明

半

天

本。

4-31イ I 三百六十番 10銭

qu 



一丸本写本台帳ー

イ セオンドコヒノネタノ《

31504 伊勢音頭懸寝銀乾・坤半 ll扶2冊

近松徳受作 寛政8初演

写本

※乾冊はもと 2冊か。「七五三」本。三幕目まで。

それぞれに替名付あり。

4-31イ3 仁コ百三十六 20銭

イ セカイダウゼニカケマツ

31505 伊勢海道銭掛松 （※参照〉

冊

演
3
〉
初

扶
明
4

U
印
文

半

元松屋来助・並木永輔・野田五文作

写本

※各冊の題簸には「口明／二ツ目／三ツ目j 「四

ツ目」「五ツ目」とあるo 第 I冊表紙右上スミ

に「指峰堂蔵書」の番号札あり。五ツ目までそ

れぞれに替名付あり。「津島坂口町小川屋」な

どの印あり。

4-31イ4 0七拾番＠ 30銭

イチノタニフタノぜグンキ

31506 一谷欺軍記ー～四（第5冊を欠く〉

半 1軟4冊

並木宗輔・浅田一烏・浪岡鯨児・並木正三ら原作

宝暦2初演

写本

※第 1冊扉題にのみ角書「須摩の製札／志賀の短

冊」あり O また「全部五冊」とあるが，第5冊

を欠く。各冊に替名付。一名「熊谷陣屋」。

4-31イ5 Eコ百六十五／弐番 40銭

イロクラベノチノヤアハセ

31507 色 競績箭戦ー～七 半 lI扶7冊

初世奈河七五三助・辰岡万作・竹本三郎兵衛作

寛政4初演

写本

※第3冊扉題「色競後日の箭戦」。八ツ目まで、o

それぞれに替名付あれ「七五三」本。小口に

「七五三本六十七」とある。

4-31イ 6 亡コ六十七 70銭

ウマヤヂコムロプシ

31508 騨路小 室節ー～五

作者未詳

写本

※六ツ自まで。それぞれに替名付あり。各冊題策

は「騨」を「撃事j と表記。見返しに「壱番改弐

番」と記す。第 l冊の扉題にのみ角書「東海道

半 li扶5冊

宝暦7初演

に伊達興作／中仙道に丹波輿作」あり。「七五

三」本。

4-31エ 3 仁コ百五十五 50銭

エハウタイコウキ

31509 恵方太功記上・中・下半 1I扶3冊

奈河篤助・待本和七・浜松氏助作 寛政12初演

写本

※五ツ目まで。それぞれに替名付あり。内題の用

字「悪宝」とも。「七五三」本。

4-31エ I ろ百九十弐 30銭

コ。ニンギリゴジフネンキ
五人切 オキミヤゲイ 7 オリジヤウ7

31510 五拾年忌 置主産今織上布

半 1帳2冊

菅専助・豊春暁・若竹笛弱原作 寛政10初演

写本

※大惣の半紙を使用。上之巻・下之巻より成り，

それぞれに替名付あり O 題策には角書なし。

4-31オ 2 仁コ百七番全二 20銭

キヤンコトノマハナカハド

31511 侠詞花川戸

作者・上演年未詳

写本

※第 I冊扉に「九月替り 初日／上幕演松明神の

場」，第2冊扉に「巳九月替り／新吉原の段／

大菩寺塘の段J，第3冊扉に「刑討草稿」と

ある。第1・2冊に替名付あり。『歌舞伎年表』

半 l秩3冊

に不載。

4-31オ 3 三百五番全三冊θ30銭

オモハククJレワカタギ

31512 思花街客性ー～四・別本五ツ目道行

半（第5冊のみ縦長※参照）鵠）5冊

作者未詳 天明4初演

写本

※第5冊は25.7×16.4cm。第 l冊扉題右肩に「ば

んずい長兵衛」とある。第2冊末に「漣」と記

すO 五ツ目までO それぞれに替名付あり。

4-31オ 6 亡コ百三十弐 50銭

オリアハセツヅレノニシキ

31513 織合栓棲錦

三ツ目／打出

作者未詳

写本

※安永5は第2冊の扉に記された年。「桃我」朱

・
冊
〉
写

目

2
m
5

ツ

軟

α永

二

l

安

／

半
明

演
口

〉

初制
元α和明

q
b
 

q
d
 



カタキウチアンエイロタ

敵討安楽録 護端／口明・二ツ目～

四ツ目・五ツ目／六ツ目・七ツ目／大切

半 I峡6冊

寛政8初演

一丸本写本台帳ー

31519 
印あり。四幕まで，それぞれに替名付あり。第

2冊最終了の紙背に「尾州名古屋大須芝居」と

ある。

4-31オ 7
辰岡万作・近松徳蔵作

写本

※上記書名は内題による。第 l冊扉題にのみ角書

「大菊の茶碗は小栗柄十兵衛／小菊の茶碗は花

園三十郎」，各冊表紙にうちつけ書の書名の角

書「小栗柄十兵衛／花園三十郎」あり。各冊裏

表紙に「六冊之内指峰堂」と書込みあり。「書

林指峰堂」朱印あり。八ツ目までoそれぞれに

替名付あり。

4-31カ l

20銭

冊
の
写

3
U
2
 

秩
〈
永

1

安

半

0弐百三拾番弐冊＠

オホアタリムカデヤ7

31514 大賞百足山

作者未詳

写本

※『歌舞伎年表』に不載。第2・3冊はじめと，

第3冊の途中に替名付あり。

4-31オ 4 表紙改装のため大惣番号不明 30銭

坤乾
此
鎧

U

蟻
サ行

宮
刀
塔

－F
 

ホ
－
＼

オ
一
ノ

モゥ
己
ヰ
コ

カ
雪
口

E
K

キ
平

吋
太
綱 60銭

カタキウチウラノアサギリ

31520 敵討浦朝霧萱～四半 l峡4冊

初世奈河晴助・並木重造・奈河勘助・沢嵐市三作

文化12初演

仁コ百十四弐番

冊

演
2
〉
初

軟
m
8

1
0保

半

享

写本

※第2冊以下の内題に角書「那智山／御利生」あ

りO 朱書・尉藤氏などによる抹消・訂正などあり。

五ツ目まで。それぞれに替名付あり。

4-31カ 3 仁コ十七全部四冊 40銭

竹田出雲・松田和吉原作

写本

※「七五三」本。五幕より成り，大序に替名付，

以下の幕は登場人物名のみ記す。

4-31タ l 仁ゴ百七十七三番

31515 

冊

演
4
｝
初

軟
m元

1
0
永

半

安

冊

演
2
〉
初

軟
m
2

1
G
文

半

元

40銭

カタキウチガンリウジ7

31521 敵討巌流島

藤川文三郎作

写本

※五ツ目まで。それぞれに替名付あり。

4-31カ 4 L、百十八

上・下

アフミゲンジシカタカウシヤク

31516 近江源氏身容講緯萱～四

初世並木正三作

写本

※「七五三」本o八ツ目まで。それぞれに替名付

あり。

20銭

ヲンナセツヨウエモンカガ「ミ

31517 女節 用衣 紋考見ー～三

並木五兵衛・並木十輔・並木新蔵作

写本

※第2・3冊の扉題には角書「寄人の業平／関取

の成衡Jあり。「七五三」本。八ツ目まで、。そ

れぞれに替名付あり。

4-31オ 8

40銭

冊

演
3
〉
初

軟
m
9

1
0、氷

半

安

仁ゴ六十六4-31ア6

シヤウメイハ7フヒシモサ'/Jシユカウハツヅレノニシキ

正銘ハ葵下坂 カタキウチコホリヤマゾメ

趣向ハ棲撞錦 敵討郡山染

乾・坤 半 11険2冊

近松徳受・初世奈河七五三助・奈河十九介作

寛政3初演

31522 

カ ガミヤマサトノキキガキ

31518 加賀見山郭察本一～五

初世奈河亀助・近松徳蔵・増山金八作

写本

※第4冊末尾に文化3の記事あり。「七五三」本。

六ツ目まで。それぞれに替名付あり。

4-31カ17 仁ゴ三百五十五

写本

※乾冊表紙に「全部弐冊四十番」の小札ありo七

ツ自まで、。それぞれに替名付あり。

4-31カ 5 ζコ百拾五

30銭

冊

演
5
〉
初

軟
加
9

1
G、氷

半

安

仁コ九十七番

20銭

カタキウチセンジユノスケダチ

敵討千手護助鎮 護端／二ツ目・

三ツ目～六ツ目 半 1T扶5冊

近松徳隻・初世奈河七五三助・奈河十九介作

寛政2初演

31523 

50銭

写本

- 33ー



一丸本写本台帳ー

※上記書名は内題による。表紙打ちつけ書の書名

には角書なしo大惣番号の「弐Jは「壱」から

訂正。各段に替名付あり。

4-31カ13 仁コ百八十弐θ 10銭

半 1朕3冊

宝麿11初演

イロハジシスケ
いろはカネガナルケサノウハサ

新助鐘が鳴今朝の噂

竹田治蔵作

写本

※上・中・下の 3巻より成り，それぞれに替名付

あり。

31528 

※上記書名は表紙打ちつけ書によるが，各冊扉題

には角書「勢州亀山／讃州丸亀」あり。各幕に

替名付あり。小口に「千じの助たち亀山五冊」

の札ありo第 1冊見返しに「若宮芝居中／見料

一日六仁コツ），.J，裏見返しに「明治五申秋／
（署名）

若柴亡二コ／定まらぬ文の心を村時雨」と書込

み。また， 「宮町坂口／味岡久次郎／文貫堂」

の印と書込みあり。第3冊末に「中山友九郎」

の署名あり。

4-31カ 6

三百0三番eso銭

ギシンデンヨミキリカウシヤク

31529 義巨停讃切講釈 半 11険1冊

奈河七五三助・並木正三・辰岡万作・島田橋建作

天明 8初演

テンワウジニコマガイケテンマムラニメヲトイケ

天王寺に駒ケ池
天満村に女夫池

カタキウチカヒノジガ「ラミ

敵討義慾柵 護端口明・

二ツ目～七ツ目 半 1秩7冊

初世奈河晴助・初世奈河七五三助・田辺弥右往〉

文化9初演

50銭大惣番号札剥落

4-31カ1631524 

写本

※内題両傍に「鎌倉山諸候曾合より／圏覚寺焼香

手向迄」とある。二ツ固まで。それぞれに替名

付あり。

写本

※「貫州堂」朱印あり。各冊に替名付あり。

4-31カ 9 百弐十番。七冊 I円

アナカジョクルワプンシヤウ

31530 蹄命曲輪文章

並木五兵衛・並木十助作

写本

3 ※「七五三」本。各冊扉題の用字はまちまちで，

「文章」を「教」とも記す。各冊に替名付あり。

4-31キ I ろ九十八 10銭

10銭

冊

演
7
〉
初

験
問
9

l
G永

半

安

カタキウチホウェイキ

仇討賓永柁

大切〈ー～四〉

作者・上演年未詳

写本

※表紙改装。『歌舞伎年表』所載の「宝永記」か。

各冊に替名付あり。

4-31カ10

亡コ三十九

壱～七

4-31キ5

ロ明・ニッ目・三ツ目・

半 1軟4冊

31525 

冊

演
2
〉
初

験
制
2

1
α
和

半

享

キヤウハプタヘカハリヒナガタ

31531 京羽二重新雛形乾・坤

作者未詳

写本

※上・中・下の 3巻より成る。各巻冒頭に登場人

物名のみ記す。「七五三」本。「新Jを「替り」

とも表記。

40銭

世ラマヤマユイモセノウヒヂンェシハチデウノエセノシヨ!J!J!J

鞍馬山に妹脊の初陳
西八僚の二世の属託

カチドキミパエゲング

勝関李源氏護端／口明・二段目

・三段目・四段目／五段目 半 l秩4冊

奈河晴助作 文化13初演

写本

※「松屋善兵衛」印あり。五ツ自まで。それぞれ

に替名付あり。

百弐十壱e

31526 

20銭

冊

演
5
〉
初

験
問
日

l
u暦

半

宝

百0弐番。

ツユタラウテシグノサカモリ

31532 露太郎天狗酒醗ー～五

並木正三作

写本

※31533『霧太郎天狗酒醸』と同内容。作者名・

初演年は『歌舞伎年表』の同書の記述による。

但し第2・4冊最終了ウラに「近松徳三」と

-34ー

4-31キ2

40銭

冊

演
l
〉
初

秩
加
4

1α
明

半

天

百拾弐②

オハンチヤウエモン
おはん カツラガハレンリノシガラミ

長右衛門桂川連理柵

4-31カ11

31527 

菅専助作

写本



一丸本写本台帳ー

記すo表紙改装。各冊に替名付ありo

4-31ツI Cコ弐十八 50銭

キリタラウテングノサカモリ

31533 霧太郎天狗酒藤、ー～五半 li険5冊

並木正三作 宝暦11初演

写本

※「七五三」本。各冊に替名付ありo 31532参照。

4-31キ3 表紙改装のため大惣番号不明 50銭

ギンカタジテヲノハジメ

31534 銀 閣寺 針始萱～四

竹田治蔵作

写本

※第 1冊目に「本／伊勢忠」の印ありo八ツ目ま

で。それぞれに替名付あり。

半 l帳4冊

宝暦9初演

4-31キ4 ろ百七十七 40銭

クサノハナヒヨクノイジプミ

31535 草花比翼牌

初世奈河篤助等作

写本

半 li険3冊

※『国書総目録』によれば，東大蔵本は文化8写。

各冊に替名付あり。

4-31ク l 口弐百五十六⑤ 30銭

クハナヤトクザウイリフネモノガタリ

31536 来名屋徳蔵入般物語萱～四

半 1軟4冊

並木正三・十輔・荘次・利介・三舛文治作（1 0) 

明和7初演

写本

※「七五三」本。五ツ目まで、。それぞれに替名付

あり。

4-31ク2 仁コ百弐十七 40銭

ケイセイオホウチノヒナガタ

31537 傾 城 大 内 の雛形ー～四

初世奈河亀助作

写本

冊

演
4
〉
初

軟
加
9

1
0、氷

半

安

※受入番号31537から1829046に変更されてし、る。

表紙改装。扉に「中山猪八座／子之二之替」と

ある。各冊に替名付あり。

4-31ヶ2 拾壱番g 40銭

ケイセイサクラノヂンダテ

31538 傾 城 棲 城 砦口明／二ツ目・三ツ目

・四ツ目・五ツ目／大切道行半 l軟4冊

奈河七五三助・川竹友治・並木書輔・近松徳受作

天明7初演

写本

※第 l冊見返しに「天明八未とし新狂言」云々と

ある。「名古屋／門前町／伊勢屋太兵衛」印あ

り。「傾城」を「契情」「けいせい」とも表記。

二ツ目を除く 5幕に替名付あり。

4-31ヶ10 三拾四四冊＠ 40銭

ケイセイカチヲデラ

31539 傾城勝尾寺 口明・三段目・五段目

半 I軟3冊

宝暦11初演作者未詳

写本

※原体裁6冊か。「口明」冊には「二ツ目」が，

「三段目」冊には「四ツ目」が，「五段目J冊

には「六ツ目大切」が合綴されている。各幕に

替名付あり。

4-31ケ3 拾四番写三冊⑤ 30銭

アタケジンペイモタズサンベイ
安獄甚平 ケイセイサトノヲダ7 キ

31540 藻葛三平 傾城廓苧環

口明／二段目・三段目／四段目／大切

半 l峡2冊

並木十輔・山口文鳳・竹本三郎兵衛作 明和6初演

写本

※各段に替名付あり。

4-31ケ 5 は三拾五番全試冊 20銭

ケイセイタルワゲンジ

31541 傾 城 廓 源 氏 宣 ～ 五

近松徳三・初世奈河篤助作

写本

※第 I冊扉題にのみ角書「桐壷の夢噺ハ物草太郎

／第木の孝行ハ金魚屋金八」あり。「傾城」「廓」

の用字は多彩。「七五三」本。

4-31ケ6 仁コ十六番 50銭

冊

演
5
〉
初

秩
鵬

2

1
0
和

半

享

ケイセイジヤガタラプミ

31542 傾城唆曜日巴恋文

所在不明

4-31ヶ4 40銭

ケイセイサツマグシ

31543 傾城挟妻櫛萱～四

近松徳三・並木正三・奈河篤助作

写本

※第 l冊扉題にのみ「御馬揃ひは轡の紋日／間夫

は都の桐様参」という角書あり。「七五三」本。

冊

演
4
〉
初

軟
前
叩

1
0政

半

寛

円。



一丸本写本台帳－

受入番号31543を1829019に訂正。六ツ目まで。

それぞれに替名付あり。

4-31ケ8 口千壱番全四 40銭

ケイセイサトノカハヅ

31544 傾 城 花 街 蛙 壱 ～ 四

藤川山八・中山五八・京山卜平作

写本

半 1軟 4冊

宝暦6初演

※六ツ自主で。それぞれに替名付あり。「七五三」

本。

4-31ヶ11 は三十六番 40銭

ケイセイジツゴケウ

31545 傾城賓悟教花之巻・（二ツ目）・風之巻

奈河七五三輔・増山金八作

写本

冊

演
3
〉
初

軟
叩
2

1
0
明

半

天

※第2冊表紙改装。第 l冊表紙に「天明寅年／傾

域賞語教／二之替花之巻」，第3冊表紙に同

じく「風之巻」と打ちつけ書。第 1・3冊裏表

紙に「大坂道頓堀中之芝居／座本山下金作」と

ある。第3冊裏見返しに「美濃舎」と書込み。

四ツ目まで。それぞれに替名付あり。

4-31ケ12 は四十五番R 30銭

ケイセイシノパズガイケ

31546 傾城忍術池口明・弐ツ目／三ツ目・

四ツ目・大切 半 1I扶4冊

並木五兵衛作 天明5初演

写本

※各冊内題には「いなは出口へおくらんと／夕暮

方の廓の気色」との角書あり。「和田合」の書

込みあり。各幕に替名付あり。第2冊見返しに

書込み「大坂道髪堀角芝居」云々とあり。

4-31ヶ13 仁コ十七番 40銭

ケイセイハ Jレノトリ

31547 傾城青陽集鳥ー～七 半 I軟 7冊

近松徳史・奈河七五三助・辰岡万作作 寛政6初演

写本

※第 1冊扉題にのみ「其頃の寄開ハはでな男と三

人り連／懸て思ひハ昔のあぶみその名にめで L」

との角書あり。扉の記事に従えば各冊の内容は

ー「口明」二「弐ツ目」三「三ツ目」四「護端」

五「五ツ目」六「大切」七「六ツ自」。錯誤あ

り。 33649参照。

4-31ケ28 表紙改装のため大惣番号不明 70銭

ケイセイタカサゴノウラ

31548 傾城高砂浦上・下

藤川山八・佐倉戸文作作

写本

冊

演
2
〉
初

秩
m
2

1
α
和

半

明

※下冊扉題の右左に「明和二年酉二月四日より／

京都四傑南側芝居沢村国太郎座」とあり，上

冊二ツ目扉題右に「明和四年亥正月十八日より

名古屋門前町大須地内ニテ名代和泉屋座本富士

松民蔵」とある。三ツ目までo それぞれに替名

付あり。

4-31ケ15 仁コ拾五番 20銭

ケイセイタレトフジミ

31549 傾城誰伏見萱～四

並木千柳・並木五兵衛作

冊

演
4
〉
初

軟
m
3

1
0政

半

寛

写本

※内題の用字は多様。「七五三」本O 『国書総目

録』では作者「初世並木五瓶」。五ツ目まで。

それぞれに替名付あり。

4-31ケ16 亡二コ六番 40銭

アネコヒヂイモウトカヨヒヂ
姉恋路 ケイセイチゴガフチ

31550 妹通路 傾城稚児測

一－－、ー，-L...・ーノ、、 冊

演
6
〉
初

軟
m
2

1
0
明

半

天筒井三鳥・筒井半二作

写本

※「天明弐年寅正月十七日つる屋喜右衛門八文字

屋八左衛門板」の絵尽くし 4丁を官頭に附す。

七ツ目まで、。それぞれに替名付あり。

4-31ケ18 表紙改装のため大惣番号不明 60銭

イセノシンクラウミノノシヤウクラウ
伊勢真九郎 ケイセイチビキノカネ

31551 美濃正九郎 傾城千引鐘

一～四

十寸見千四・築京助・沢村綾助作

写本

半 li険4冊

延享元初演

※題策と第 l冊内題に角書なLO 五ツ目まで。そ

れぞれに替名付ありo

4-31ケ19 い仁ゴ九番θ40銭

31552 

アタケジンベイモタズサンペイ
安巌甚平 ケイセイツタノヤ7 ミチ

藻葛三平 傾城蔦山通

乾・坤

作者未詳

冊

演
2
〉
初

朕
叩
2

1
0
明

半

天

写本

※五ツ固までo 四ツ目と五ツ自の間に「審会議安

長お」 9丁がある。それぞれに替名付あり。

民

u
q
u
 



一丸本写本台帳ー

4-31ヶ21 仁コ九番θ20銭

ケイセイトカクゲダイノハジマリ

31553 傾城書外頭始 口明・武ツ目～

五ツ目 半 1I扶5冊

奈河亀助・奈河七五三助・春樹元助作安永8初演

写本

※各冊に替名付ありo 書名，「頭」字ママ。

4-31ケ22 仁二二五番 50銭

ケイセイナタネノオホヨセ

31554 傾城菜種燥ー～五 半 li扶5冊

辰岡万作作 天明6初演

写本

※第 l冊内題にのみ角書「嶋原小蝶／熊手小蝶」

あり。第 l冊見返しに「口上此本御覧之上早

速御返し可被下候外様に御又かし之儀御断申上

候右之通奉願上候以上亥十月吉日」の貼紙あ

り。「七五三」本o 六ツ目まで、。それぞれに替

名付あり。

31555 

作者未詳

写本

4-31ケ23 大惣番号札剥落 50銭

ケイセイネヤモノガタリ

傾城間物語一～四 半 ll扶4冊

天明元初演

※罫線入り半紙を使用。第 l冊内題の左右に内容

を略記している。『歌舞伎年表』では「閏物語」。

五ツ目まで。それぞれに替名付あり。

4-31ヶ24 0弐拾番全四冊θ40銭

ケイセイハコデンジユ

31556 傾城箱停授上・中・下半 1軟3冊

瀬川如皐・奈河篤助・並木正三・近松徳三作

文化元初演

写本

写本

※第 1冊扉題にのみ角書「不破／名古屋」あり。

「七五三」本。五ツ固まで。それぞれに替名付

あり。

4-31ヶ39 ろ仁コ弐番 40銭

ケイセイハナヤツハシ

31558 傾城花八橋乾・坤

〈口明／中入・三ツ目／四ツ目／大切〉

半 l秩2冊

作者・上演年未詳

写本

※第 l冊表紙に「井筒姫／なり平」の小札あり。

各幕に替名付あり。口明の扉題の左右には内容

を略記，上部には「しみつかうつけかさい女の

つよきハ恋路つなかれ牛込なる名孔雀三郎一子

の弱忠義にかくまき虎形石」とある。 2冊共に

「書林指峰堂」の朱印あり。

4-31ケ26 亡コ百六十三θ20銭

ケイセイヒメハジメ

31559 傾城飛馬始一～三 半 1朕3冊

寛政元初演近松徳受・並木五兵衛作

写本

※第 I冊扉題にのみ角書「粟嶋の若殿は廓の先陣

／蚊田の嫁御は閏の勝関」あり。「七五三」本。

四ツ自主で。それぞれに替名付あり。

4-31ケ29 は三百弐十三 30銭

ソノフノモモコタニノウメ
菌生桃 ケイセイコシヂノアケボノ

31560 小谷梅 けいせい北圏曙

壱～四半ll扶4冊

奈川七五三助・辰岡高作・並木書輔作 寛政元初演

写本

※五ツ目まで、。それぞれに替名付あり。「七五三」

本。題策と，二ツ目・三ツ自の扉題には角書な

しo

4-31ヶ30 仁＝ヨ十番 40銭

※33484が同作の絵入根本。『歌舞伎年表』によれ

ば「「九州鐘ヶ岬」の作り替狂言也。この時阿

波座質屋某へ強盗込入，鎗を遣し事あり。それ

を取組し也」。七ツ目まで。それぞれに替名付

ありo 「箱」は「笛Jとも表記。第 l丁扉題に
ケイセイモモヤマニシキ

31561 傾城桃山錦 護端／口明・
めいてき きっ

のみ角書「よふこ鳥の名笛／いなおふせ鳥の吉
けん Eうる

銀〆も』ちとりの香燈」があり，扉題両傍に内

容を記す。「桃我」「伊勢屋太兵衛」印あり。

4-31ケ25 O;t三番② 30銭

ケイセイハナノエアハセ

31557 傾城花檎合壱～四 半 l軟4冊

並木十輔・中村阿契・並木吾八作 安永2加

- 37ー

ニツ目／三ツ目・四ツ目／大切

半 I軟3冊

スケ正三作 宝暦11初演

写本

※第 l冊扉に「座本市山助五郎」とある。市山座

での上演は明和5o各幕に替名付あり。

4-31ヶ32 仁牙十番 30銭



一丸本写本台帳ー

カンタンノイツキヨタニシユダウフヂヨノイロクラベ

郁郭の一曲に
31562 衆道婦女の色くらへ

ケイセイヤナギザクラ

けいせい楊柳棲 上之巻・中之巻・

下之巻 半 1軟p冊

辰岡万作・近松徳夏作 寛政5初演

写本

※各冊表紙打ちつけ書の書名には角書なしO 「桃

我」の印あり。下冊末に「主人中村重助／狂言

作者／市外和七／並木七五三柳／奈川十造」と

書込み。五ツ固まで。それぞれに替名付あり。

四ツ自の末尾に「名木ヶ原之白雪Jの記事あり。

4-31ケ33 0弐拾七全三＠ 30銭

31563 

ソノノハナヨメクワダンノハナムコ
薗花嫁 ケイセイヤマトザウジ

萱花笠 けいせい倭荘子

一～五・口

筒井半二・並木十輔・同五兵衛作

冊

演
6
〉
初

軟
捌
4

1
G
明

大

天

写本

※「ー～五」の通し番号から外れる l冊には番号

札「Eコ弐十弐番＠」と，「三段目同替せりふ

〆弐段合」の小札を表紙に貼付。この冊は三ツ

目の替台詞を 2部合綴したものo 五ツ目まで、0

替名付はほとんど登場人物名のみ。

4-31ケ35 仁コ百弐拾弐 60銭

ケイセイユキミルヤマ

31564 傾城曾警山萱～五

並木五瓶・近松徳三作

写本

※第 1冊扉題にのみ角書「虎と見て石に／立矢の

有物を」あり O 第 5冊扉題「契情雪見るやまJ。

「七五三」本。七ツ目まで、。それぞれに替名付

冊

演
5
〉
初

軟
明
日

1
0政

半

寛

あり。

4-31ケ37 仁ゴ十弐番四番 50銭

ゲ，ンペイハシラゴヨミ

31565 源平柱礎暦上・中・下半 11扶3冊

並木五瓶・松井由輔作 寛政7初演

写本

※「七五三」本。三ツ目まで。それぞれの冒頭に

登場人物のみ列挙。

4-31ケ40 仁コ百六十壱 30銭

ケン7ハシサトノタ．イツウ

31566 挙揮廓大通ー～四

市岡和七・九二助・勝助作

写本

冊

演
4
）
初

軟
m
2

1
α
和

半

享

※書名のよみ方は第 l冊扉題の振仮名による。末

尾に「享和二戊年二月京四傑北側芝居三の替り

／嵐三吉座」とある。四ツ固まで、。それぞれに

替名付あり。 31640参照。

4-31ヶ42 こコ百三十番 70銭

コヒニヨウノマウソメワケタヅナ

31567 轡女房染分手綱壱～三

半 ll険3冊

吉田冠子・三好松、話討乍 宝麿元初演

写本

※第 1冊のはじめ 7Tに絵尽くしとその原題策を

貼付（「癒女房染分手綱檎巻全」）。「七五三」本。

「大序」の扉題には角書「振袖乳人／留袖招婦」

あり。七ツ固まで、。それぞれの替名付は登場人

物名のみ。

4-31コ5 仁ゴ百八十七壱番 30銭

コイモミヂヲグラノシキシ

31568 濃紅葉小倉色紙 大仁コ・試ツ目

半 li険6冊

文化13初演

～六ツ目

初世奈河晴助作

写本

※「森田」印あり。第 l冊は「口切」と「大序」

から成り，各冊裏表紙に「七冊之内」と記され

ていることからして，元は分かれていたか。各

幕に替名付あり。

4-31コ3 L、亡コ六全六冊 60銭

ゴダイリキコヒノフウジメ

31569 五大力恋封目上・中・下

並木五瓶作

冊

演
3
〉
初

険
制

6

1
G政

半

寛

写本

※上記書名は各冊題策による。『歌舞伎年表』そ

の他には「五大力恋械」として出る。各冊に替

名付あり。

4-31コ2 仁コ三十五 30銭

カナザウシコクセンヤジツロク

31570 俵名草紙園性爺貫録 ー～四

半 ll扶4冊

竹田治蔵・市山ト平作 宝暦10初演

写本

※「七五三」本。五ツ目まで。それぞれに替名付

あり。

4-31カ15 仁コ十三 40銭



一丸本写本台帳ー

ヲンナフウゾクモシゼン

31571 娼風俗文選

三郎兵衛・並木五瓶作

一～四 冊

演
4
〉
初

帳
叩
元

1
0政

半

寛

写本

※大序・二ツ目・四ツ自の扉題には角書「杜丹ハ

奥様／山吹ハ傾城／有薬ハ於妾」あり。「七五

三」本。 「名古屋／門前町／伊勢屋太兵衛」印

あり。表紙改装。五ツ目まで。それぞれに替名

付あり。

4-31オ 9 百五十番 40銭

コウメヨシベヱ
小 梅 コピ主主ゾメクリダシコモン

31572 由兵衛娼余染繰出小紋上・中・

下 半l秩3冊

竹本三郎兵衛・並木十輔作 明和6初演

写本

※五ツ目まで。それぞれに替名付あり。

4-31コ4 仁コ弐百七十弐 30銭

コレタカシンワウマジユツノカンムリ

31573 惟高親王 魔 術 冠 口 明 ／ 二 ツ 目 ・

三ツ目／四ツ目 半 lI険2冊

並木正三作 明和3初演

写本

※原4冊を 2冊に合綴。「永東」印あり。各幕に

替名付あり。

4-31コ6 百五十八全四冊は 20銭

サツ 7 プシゴニンキリ

31574 薩摩節五人切子乾・坤半lI扶2冊

作者未詳 天明 8初演

写本

※「七五三」本。扉では 2冊を「上乃巻」「下の

巻」とする。両冊冒頭に登場人物名のみ列挙。

4-31サ l 仁コ百七十八 20銭

サンジフサンネンキタモトノシラシポリ

31575 j↑十三年忌挟白絞

半 I軟3冊

並木永輔・野田甚六・松屋平助作 元文5'?w演
写本

※五ツ目までo それぞれに替名付ありo 各幕扉題

には角書「上代染模様／幾久松館縄」あり。

4-31サ 7 口百七十萱θ30銭

オジユンデジベエ
おしゅんせマハシカドデノヒトフジ

31576 侍 兵 衛 娘曳門出調上・下

半 l軟2冊

寛政10初演作者未詳

写本

※上記書名の角書は上冊扉題によるo 各冊題策お

よび下冊扉題には角書なL0 「口」と「詰」の

2幕より成り，ともに冒頭に登場人物名のみ列

挙。「七五三」本。

4-31サ 4 仁コ百三十七 20銭

シマメグリウソノキキガキ

31577 嶋廻戯聞書ー～五

初世並木五瓶作

冊

演
5
〉
初

峡
間
6

1
α
政

半

寛

写本

※五ツ目まで。それぞれに替名付あり。

4-31シ3 い百九十壱 50銭

シヤウウツシクJレワハツケイ

31578 生寝廓八景ー～六半1朕6冊

作者・上演年未詳

写本

※第 l冊扉題にのみ角書「高尾山の饗臆は稲野谷

半兵衛／黄栗山の料理は八百屋半兵衛」あり。

六ツ目までo 各冊に替名付あるが，四ツ目以下

は登場人物名のみ。 「七五三」本。

4-31シ5 表紙改装のため大惣番号不明 60銭

シンザウイモセノナカグミ

31579 新造妹脊の中酌上・下

半 ll扶2冊

作者・上演年未詳

写本

※「七五三」本。『歌舞伎年表』に不載。「口」と

「詰」より成り，それぞれ冒頭に登場人物名の

み列挙。

4-31シ 6 口弐百九十三弐冊 20銭

31580 

ヨクラウギツネメヂヨラウギツネ
与九良狐 シンチヨクヨメイリコカヂ

小女良狐 神勅嫁入小鍛冶

半 I朕 I冊

作者未詳 文化10初演

写本

※「七五三」本。「護端」「口」「詰」より成る。

「口」には替名付ありo 「詰Jには登場人物名

のみ列挙。

4-31シ7 口弐百九十四θ 10銭

スミダガハゴニチノオモカゲ

31581 隅田川績悌上・下半l峡2冊

奈河七五三助・増山太郎七作 天明 4初演

写本
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※上冊扉題にのみ「吾妻世話事／宮古時代事」な

る角書あり。「七五三」本。四ツ目までO 各幕

に替名付あり。ただし大切〈四ツ目〉は登場人

物名のみ。

4-31ス 1 ろ三百0壱番弐番 20銭

ヲンナセイゲンヨシダ7 ツワカ
女清玄 スミダガハハナノゴジヨソメ

31582 吉田松若 隅田川花御所染

上・中・下 半 ~1蕊3 冊
四世鶴屋南北作 文化11初演

写本

※大野屋の半紙を使用。扉に「二番目狂言」とあ

る。上冊冒頭にのみ替名付あり。本文，中途で

切れる。

近松徳三・奈河篤助・二世並木正三作寛政10初演

写本

※第 1・3・4冊見返しに「三番」と書込み。書

名の用字は多様。第 l冊見返しに貸本屋の書込

みあり。第5冊見返しに②印あり。大惣の半紙

を使用。ー～四で七ツ目〈大切〉まで。それぞ

れに替名付あり。

4-31タ6

口三十弐（ー）／百三十弐番（封決場〉 50銭

冊

演

下

3
）
初

・
扶
m
2

中

1
0保

b

半

天

チ
牛
リ

ウ－一一口
件
敵カ子。コ稚

チ
幼

ウ汁
羅
生

列
毘

一
ぺ
金
利

詳

7

未

問

者
訂

作

4-31ス2 弐百0弐θ30銭 写本

チハガハイハガハ
千羽川 セキトリセンリヤウノボリ

31583 岩 川 関 取千爾峨

半 l朕 1冊

金治・重助作 明和6初演

写本

※上の巻・中の巻・下の巻より成り，それぞれの

冒頭に登場人物名のみ列挙。「七五三J本。冊

子下部一部破損を補修しである。

4-31セ I 三百拾弐番G 10銭

タカキヤノマシチシホノカラス

31584 高蓋橋血汐の烏ー～五半 l峡 5冊

初世並木正三作 宝暦3初演

写本

※第 1・2冊扉題にのみ角書「雷電源八／八十嶋

吉平」あり O 「七五三」本。『国書総目録』には

「高台橋蚊烏， （角書〉八十嶋雷電」として載

る。六ツ目まで。ニツ目以下の各幕冒頭では登

場人物名のみ列挙。扉題では「政」字も使用。

4-31タ 2 仁コ百弐十八 50銭

タケノアキヨシハラスズメ

31585 竹穐吉原雀上・中・下〈ー～三〉

半 I秩3冊

作者未詳 寛政4初演

写本

※題策中に「改」の印あり。各巻に替名付あり 0

4-31タ3 仁コ百三十八 30銭

ダテ スガタ ハ ギ ノエドヅ7

31586 伊達模様萩之江都祷

封決場

一～四・

半 lI扶5冊

※題策の角書は「金毘羅／御利生」。上・中冊の

裏表紙見返しに「操冠舎」の書込みあり。 3冊

ともに「短仁コ」の朱印あり。五ツ固まで。そ

れぞれに替名付ありo朱筆書込みありo

4-31チ l せ三百五十－8 30銭

チユウシンフタ1＇¢グラ

31588 忠臣双葉蔵ー～四

辰岡万作作

写本

※「七五三」本。七ツ目まで。それぞれの冒頭に

登場人物名のみ列挙。扉題の用字多様。

4-31チ 3 い三百五十七全四 40銭

冊

演
4
）
初

軟
m
4

1α
政

半

寛

ダイグワンジヤウジユ
大願 テンガヂヤヤムラ

315鈎 成就 殿下茶屋家 同明・

或幕目～五幕目・大切

並木十輔・並木五兵衛・奈河亀輔作

大 1朕 6冊

天明元初演

写本

※「名古屋／伊勢屋太兵衛／門前町」の印あり。

各幕に替名付あり。口明の扉題右に「天明二寅

年二ノ替」とあるO

4-31テ 1 百五十九I@ 60銭

テンマングウナタネゴタウ

31日o 天満宮菜種御供ー～四

冊

演
4
〉
初

軟
m
6

1
0、氷

半

安並木吾八・中邑阿契・辰岡万作作

写本

※第 I冊のはじめ6丁に「座本小川吉太郎」とあ

る絵尽くしを附す。大序の扉題の左右にのみ角

書「筑紫飛毒の奇瑞／八百七十五年神廻」あり。

「七五三」本。九ツ目までO それぞれに替名付

- 40ー
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あり。 33488参照。

4-31テ3 い百六十壱 40銭

トミガヲカコヒノヤマピラキ

31591 富 岡 懸 山 関上・中・下

初世並木五瓶作

写本

冊

演
3
〉
初

峡
明
日

1
0政

半

寛

※五ツ目まで、。それぞれに替名付あり。各幕扉題

には角書「玉屋新兵衛／三関屋小女郎／出村新

兵衛」あり。上冊見返しに「一ほん三口一十八

匁」の書込みあり。

4-31トl L、八十九 30銭

31592 

レ－7
 

ツサキ
、

’
’
ノ

ス
是
是

M
V

行
行

ν
正
正

一
一
楠
楠

ツサキ，J スみ〆

ト パカリハナノヨシノヤマ

同計略花芳野山上之巻・下之巻

半 I峡2冊

初世並木五瓶作 寛政4初演

写本

※「文貫堂」印あり。両巻に替名付あり。

4-31ト2 大惣番号札原欠か 20銭

ナベマツリテイヂヨタラベ

31593 鍋 杷貞 婦競 壱 ～ 四 半 Ir扶4冊

並木吾八・中邑阿契・辰岡高作作 安永6初演

写本

※七ツ目まで、0 それぞれに替名付あり。第 l冊末

に「持主／奈川Uなどと書込み。

4-31ナ 2 口百三十八 40銭

ユワウモンハウタノラクガキ

31594 二王門端歌雑録ー～五半 1帳5冊

並木十輔・奈河亀助・並木五兵衛作 天明2初演

写本

※「七五三」本。第 l冊見返しに「三番」と書込

みありo 第一～第四・道行第五第六・第七・第

八大切という構成で，それぞれに替名付あり。

4-31ニ l 口八十壱 50銭

ニグワツダウアカツキノカネ

31595 二月堂暁鐘ー～四半I峡4冊

松屋来助・中国五八作 延享3初演

写本

※「七五三」本。五ツ目まで、。それぞれに替名付

あり。

4-31ニ 2 口八十弐番 40銭

ハナハサクラギアカホノシホガマ

31596 日 本 花 赤 城 塩 竃 ー ～ 四

中邑阿契・並木五兵衛作

写本

冊

演
4
〉
初

秩
m
6

1
0永

半

安

※表紙改装。第 1冊扉に「巳春大坂角芝居藤川座

新狂言」とある。五ツ固まで。それぞれに替名

付あり。各幕扉題には角書「候名手本清書／忠

臣講釈抜書」あり。さらに題名の右下に「いろ

は文字」，左下に「四十七段績」とある。

4-31ニ3 は百六十七 40銭

キプンオシヅ
紀文 サトコトパアハセカガミ

:i1597 お賎青棲詞合鏡上・下

初世並木五瓶作

冊

演
2
〉
初

軟
叩
9

1
0政

半

寛

写本

※「七五三」本。上冊表紙に「万字屋八ツ橋／佐

野次郎左衛門」なる小札ありo上冊は「上の巻」，

下冊は「中のまき」・「下の巻」より成り，各巻

に替名付あり 0

4-31サ 2 仁コ百七十九θ 20銭

ハコネレイゲンイザリノアダウチ

31598 箱 根 霊 験 鷺 仇 討 ー ～ 五

半 lI扶5冊

司馬芝受原作 享和元初演

写本

※「七五三」本。八ツ目まで。それぞれ冒頭に登

場人物名のみ列挙。

4-31ハ I 口三百六十弐 50銭

ハデタラベイシカハゾメ

31599 艶競石川染ー～四

近松徳三・並木正三・辰岡高作作

写本

冊

演
4
〉
初

秩
四
郎

半

寛

※罫線入りの半紙を使用。第 l冊に同名の絵尽く

し4丁（中本〉を綴じ込んでいるoそれは「八

文字屋八左衛門板元」で「京四条北側東の芝

居」，表紙に筆彩を施している。七ツ固まで。

それぞれに替名付あり。

4-31ハ 3 仁ゴ十五θ40銭

ハナノミヤコキヨミヅヨガイチヤウ

31600 花洛清水夜開帳

作者未詳

写本

冊

演
3
〉
初

秩
蹴
7

1
0
保

半

天
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※「七五三」本。表紙改装。「ミヤコキヨミヅヨ

ガイチヤウ」とも呼ぶか。四ツ目まで。それぞ

れに替名付あり。

4-31ハ 5 亡コ百五十番 30銭

モミヂアキパハナシ

31?01 紅楓秋葉話

作者・上演年未詳

写本

※表紙改装。七ツ目までO それぞれに替名付あり。

各冊扉題には角書「廓に花月の香合／名に月本

ムハ 半 li険6冊

の歌合」あり。

4-31ハ 6 百六十三番 60銭

ヒピキノナダイリフネJマナジ

31602 響灘入松噺ー～四半l峡4冊

奈河七五三助作 寛政3初演

写本

※「七五三」本。六ツ固まで。それぞれに替名付

ありo ただし二ツ目・四ツ目は登場人物名のみ。

4-31ヒ2 口百九十六θ40銭

ヒメコマツネノヒノアソピ

31603 姫 小 松子日の遊乾・坤半 1I扶2冊

吉田冠子・近松景鯉・竹田小出雲・近松半二・三好

松洛原作 宝暦8初演

写本

※乾冊終了に「文化三丙寅年正月大吉日〈中略〉

作者奈川七五三助」とある。「七五三」本。序

詰・二ノ口・二ノ詰・三ノ口・三ノ詰より成り，

それぞれ冒頭に登場人物名のみ列挙。

4-31ヒ3 仁コ百七十壱 20銭

ホウデウゴダイキヨリアヒパナジ

31604 北係五代記舎説ー～四

奈河亀助・並木吾八作

写本

冊

演
4
〉
初

軟

m
5

1
0永

半

安

※「七五三」本。五ツ目まで。それぞれに替名付

あり。

4-31ホ I Cコ十五番 40銭

マヒアフギナンカパナシ

31605 舞扇南柄話萱～七 半 11扶7冊

近松徳三・初世市岡和七作 文化5初演

写本

※第 l冊扉題にのみ角書「赤根半七／笠屋三勝」

あ れ 作 者 包it）『国書総目録』に拠る。『歌舞

伎年表』文化7再演の項には徳三・三四助作と

ある。「七五三」本。七ツ目まで。それぞれに

替名付あり。

4-31マ2 Eコ百弐十九 70銭

マツジタカヘイヂレシガヒヤウパシ

31606 松下嘉平治連歌評判ー～四

半 ll険4冊

安永5初演初世奈河亀助等作

写本

※大序・二ツ目・二ツ目ノ詰・三ツ目詰・四ツ目

口・大切より成り，それぞれに替名付あり。た

だし四ツ目口・大切では登場人物名のみ。二ツ

目ノ詰・大切の扉題には角書「愛宕山にて吟逆

意／本能寺にて得巻首」あり。「七五三」本。

4-31マ l 亡コ百十九 40銭

ミヤヨケンプツザヱモシ

31607 洛陽見物左衛門ー～五半li険5冊

並木五兵衛作 天明 4初演

写本

※「七五三」本。第 I冊扉題にのみ角書「愛護／

増補」あり。六ツ目まで、。それぞれの冒頭に登

場人物名のみ列挙。

4-31ミl ろ口四十壱 50銭

ムカシムカシソネザキムラノウハサ

31608 往古曽根崎村噂上・中・下

半 l軟 3冊

天保5初演近松半二・近松善平原作

写本

※上冊扉題にのみ角書「天満屋おt拐ど平野屋徳

兵衛」あり。浄瑠璃の初演は安永7。「七五三」

本。各冊に登場人物名のみ列挙。

4-31ム I L、亡コ八十三 30銭

31609 

サトミイスケタルヤオセγ
里見伊助 メイサクキリコノアケポノ

樽屋お仙 名作切寵曙

乾・坤（上之巻・下之巻〉

近松徳三作

冊

演
2
〉
初

朕
m
元

1
0和

半

享

写本

※上記書名は題策による。乾冊扉題の角書は「宝

永年中伏見の喧嘩／開たか聞たか月は十六夜」。

「七五三」本。乾冊に替名付。坤冊には登場人

物名のみ列挙。

4-31メ I Cコ八十八番θ20銭

メイプツシグレノハマグリ

31610 名物時雨蛤萱～障

作者未詳

冊

演
4
〉
初

峡
間
3

1
0政

半

寛
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写本

※五ツ自までo それぞれに替名付あり。早稲田大

学蔵『大惣本目録』に「開発廓歩尺ト同物」と

ある。第 l冊第2丁オモテに「桃我」の蔵書印

あり。

4-31メ 2 う百八十番⑤ 40銭

メイボタセンダイハギ

31611 伽羅先代萩萱～六

奈河亀助作

写本

※第 1冊扉題にのみ角書「奥州秀衡／跡目宇論」

あり。「七五三」本。第 l冊扉裏に「作り替傾

城陸玉川／又伊達姿萩の江戸妻」と記した小札

あり。「名木仙肇萩」とも表記。大序・序詰・

二ノ口・二ノ詰・三ノ口・三ノ詰・四ノ口・四

ノ詰・五段目大切より成り，それぞれに替名付

冊

演
6
〉
初

軟
m
6

1
G、氷

半

安

あり。

4-31メ 4 仁コ百五十六 60銭

ゲ支
rι

・咽・
ル
十
刈

メ
和
切

チ

－

J

J
m
l
 われ本一

I

W
日
第

p

引

～

作

三

本

2

正

写

白

木

出

並

目

冊

演

ツ

6
〉
初

武

峡

m
2

－
G
、氷

明

半

安

口

※第2冊見返しに「尾州清書院芝居来ル二月十六

日ヨリ／長州赤間関／房州金帯橋／日本第一和

布苅神事／績六幕／明十六日大入／今日札揃拾

六文」と書込み。各冊に替名付ありo

4-31メ 6 亡コ百八十弐 60銭

メ デタタカシクケイセイノハジマリ

31613 目出度かしく傾城始ー～四

半 1秩4冊

明和6初演並木利助・境屋善平作

写本

※「七五三J本。五ツ固までo それぞれに替名付

あり。

4-31メ 7 ろ百七十九番 40銭

ユヤゴゼンタヒラノモンピ

31614 熊野御前平紋日乾・坤半1秩2冊

並木永輔・松屋来助作 寛ぷ122w演

写本

※各冊扉題には角書「宮古島原／鬼界鳥原」あり。

四ツ目までO 二ツ目以外に替名付あり。「本屋

久八J印あるも，墨で塗抹。

4-31ユ l 仁コ弐百八十四θ20銭

31615 

ハンベヱコイナ
半兵衛 ユフスズミテシホノカヤ

小いな夕涼蛍蚊牒査～三

半 1秩3冊

明和5初演作者未詳

写本

※上記書名は内題によるo題策には角書なしo各

冊に替名付あり。『歌舞伎年表』には「夕涼盗

改長」として載る。上記の振仮名は『国書総目

録』による。第3冊裏見返しに「明和五子年／

六月替／京四条北側芝居／尾上久米助座／尾上

紋太良座」とある。

4-31ュ2 い仁コ百八十六 30銭

イウゼンゾメザシキハツケイ

31616 優然染座敷八景乾・冊半 I軟2冊

奈河亀助・初世奈河七五三助作 天明 3初演

写本

※「七五三」本。四ツ目まで。それぞれに替名付

あり。『国書総目録』によれば角書「小いな／

半兵衛」。

4-31ユ 3 ろ弐百八十七 20銭

下上
げ
園打見絹

昨

立
古
到木

7

並

出

世

剖

初

冊

演
2
〉
初

峡
間
6

1
G政

半

寛

写本

※「七五三」本。上之巻（上冊〉， 中之巻・下之

巻（下冊〉より成り，それぞれに替名付あり。

4-31ヨl は弐百三十九 20銭

ヨリ 7サヌエモノガタリ

31618 頼政鶴物語 大序或冊目・三冊目／

四冊目・五冊目～七冊目

初世奈河晴助等作

冊

演
5
〉
初

朕
m
4

1
0政

半

文

写本

※各冊表紙の打ちつけ書の書名の上に「時鳥名を

も／雲井に／登るかな／弓張月の／いるに任せ

て」とある。第 l冊表紙に「文政四年巳八月朔

日ヨリ／北新地芝居ニて／尾上馬之助／嵐橘三

郎鍔」とある。また「繕入」とあるが絵はな

い。各幕に替名付あり。

4-31ヨ2 百弐十六 50銭

ヤマトコトパスイコデン

31619 和訓水潜停萱～四 半 li険4冊

五十五十輔作 安永5初演

写本

※各冊見返しに「弐番」とある。振仮名は『歌舞
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伎年表』によるo 第一・二ツ目・三口小幕・三

ツ目・三段目の切・四ツ目より成り，それぞれ

に替名付あり。

4-31ワ i ろ百0七 50銭

ワタリゾメキンタイケウ

31620 渡始錦帯橋

作者未詳

写本

※「七五三」本。ロ・詰より成り，それぞれに替

名付あり。

冊

演
l
〉
初

軟
叩
8

1
α
化

半

文

4-31ワ2 ろ弐百三十壱 80銭

丸本版本台帳

アヅマミヤゲウツシエクワイダン

31621 東主産湾総怪談室～六

半 1朕 6冊

九柴山人作・自序 文治3w演

大和布屋善兵衛・伊勢屋孫三郎・文翰屋康成

※各巻の内題「累ヶ淵轡柵」。この外題による初

演は弘イ~836；また，嘉ぷ829伝があるo 多色刷口
絵あり。

4-31ア 4 む三百四十番五冊 60銭

イロ ハカナ ヨ ツ ヤ ク ワ イ ダy

31622 いろは俵名四谷怪談萱～五・

（後編〉査～五 半 1秩10冊

鶴屋南北作，春梅斉北英画

文返すら演，（正編〉天鰐〉刊， （後編〉同幹q

名古屋松屋善兵衛〈本町通）， 京鉛屋安兵

衛ぐ寺町通御池上ル）， 大阪河内屋太助（心

斎橋唐物町〉

※正編・後編各第 l冊に多色刷の口絵および替名

付あり。各巻内題は「繕本いろは偲名四谷怪

談」。各編第5冊末に出版目録あり。また，後

編第l冊末に『三都役者大評判記』の広告あり。

4-31イ7 む三百仁コ 1円

オソメヒサマツウキナノヨミウリ

31623 於染 久松色讃販査～五

半 I峡5冊

鶴屋南北作，花笠魯介〈文京〉序，歌川園貞画

文化10初演，天保2序・刊

江戸鶴屋喜右衛門（通泊町）， 名古屋松屋

善兵衛〈本町），京訟屋安兵衛（寺町通御池），

大坂河内屋太助（心斎橋通唐物町〉

※第 1冊は序・多色刷口絵・文化10興行時の替名

付・文政3興行時の替名付・画工園貞の文・歌

祭文〈生玉野口屋板〉から成り，第2～5冊が

本文。文化10替名付によれば作者は南北のほか

に棲田治助・槌井瓢七・花笠魯助・勝浦周蔵。

第5冊末に河内屋の広告あり O

4-31オ l む三百四拾三全六冊 50銭

シノイ牛7 ）レホン
雑劇 オホモングチヨロヒガサネ

31624 院 本 大 門 口 鎧 襲 巻 之 萱 ～

巻之七 半 li扶7冊

並木宗輔・並木楽輔作，暁鐘成画

寛保3初演，文政9刊

大坂河内屋太助（心鷲橋保唐物街〉

※第 l冊見返しに替名付あり。三色刷口絵3丁あ

り。第7冊末に河内屋の出版広告2Tあり。

4-31オ 5 む三百三十六大門口七冊＠ 70銭

ヱホンカケハシモノガタリ

31625 童木桟道物語ー～六 半 1軟 6冊

松好斎半兵衛画 刊年不明

名古屋松屋善兵衛（本町十丁目）， 京鉛屋

安兵衛〈寺町通御池上ノレ）， 大阪塩屋長兵衛

（心斎橋通伝馬町〉・河内屋太助（心斎橋通唐

物町〉
ヱホンカラニシキアキパパナシ

※巻之一巻頭内題のみ「檎本花楓秋葉話」。『国書

総目録』によれば文品9版（ 7冊〉・天誌訟法

(7冊〉あり。第6冊の見返しなどに「木曽桟

秋葉御利生／片岡我童」などと書込み。各内題

下などに「東書房」の朱印あり。第 l冊に替名

付，第6冊末に河内屋の目録2丁あり。

4-31ェ 2 む三百拾三全六冊 60銭

カタキウチウラノアサギリ

31626 敵討 浦朝 霧 壱図・武門・三津・

四封・伍通・陸川i・七都 半 1I扶7冊

奈河晴助作，春江驚北英画文1ti12初演，天保854tU
大坂文金堂〈河内屋〉森本太助（心斎橋唐物

町〉，名古屋松屋善兵衛（本町通〉，京鉛屋

安兵衛〈寺町通御池上ル〉

※第2・4・6冊の原題策は「ほのほのとうらの

朝きり」。第 l冊に多色刷口絵4丁と替名付あ

り。第5冊末に薬の広告。第7冊末に出版広告
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3Tあり 0

4-31カ 2 む三百四十六浦朝霧七冊 70銭

カタキウチタカネノタイコ

31627 敵 討高音鞍 前編査～五・

後編萱～五 半 l軟10冊

初世奈河七五三助・並木三四助・近松要助作，梅窓

園貞芳画 文化5初演，天保12刊

尾張松屋善兵衛，京吉野屋仁兵衛・鉛屋安

兵衛，大阪河内屋太助（心斎橋唐物町〉

※各巻内題は「復讐高音鼓」で，替名付では更に

角書「富士／浅間」が付く。前編後編各第 l冊

に多色刷口絵4丁づつあり O

4-31カ7 む三百五拾六全五冊 l円

カタキウチチカヒノシガラミ

31628 敵討義懸柵 前編宣～五・

後編宣～五 (1812) 半 I味忠男
春梅粛北英画 文化9初演，天保8刊

大坂河内屋太助（心斎橋唐物町）， 京 鉛 屋

安兵衛・吉野屋仁兵衛， 名古屋松屋善兵衛

（本町十丁目

※『歌舞伎年表』によると晴助・七五三助作で，

『国書総目録』によると初世奈河晴助・初世奈

河七五三助・田辺弥七の作。前後編各第 1冊に

多色刷口絵，前編第 1冊に替名付あり O 後編末

に出版広告3丁あり。

4-31カ8 前編五冊む三百五十壱

／後編五冊む三百五十弐 I円

カツラガル、レンリノジガ「ラミ

31629 桂川連理柵ー～五半 l軟 5冊

菅専助原作 、 天明 4初演

書捧・刊年不明

※第 l冊に多色刷口絵2丁半と替名付あり。替名

付の書名に角書「二世の心中／お半長右衛門」

あり。第5冊，内題では巻次が「後編宣之巻」

とあり，以下の巻を欠く。

4-31カ12 む三百六拾七壱番 50銭

カミカケテチカヒノツマグシ

31630 定結納爪櫛ー～四・（四之下）・

五ノ上・五ノ下 半 l軟 7冊

奈河晴助作，梅枝軒泊鴬序，宅謹詳重洲月185) 

文化11初演，同12序・刊

名古屋松屋善兵衛，京鉛屋安兵衛，大坂

塩屋長兵衛・河内屋太助

※「四」冊と「五ノ下」冊末に刊記があり，「五

ノ下」冊の書障は塩屋と河内屋のみ。原題策は

「必あふと後の文／添て送りし一品は／神かけ

て誓爪櫛」。第 I冊に多色刷口絵と替名付あり。

4-31カ14

む三百弐十壱前編四冊／む三百廿弐後三 70銭

ケイセイアソヤマザクラ

31631 契情遊山棲 ー～七・後編巻之萱～

巻之六 半 2軟13冊

南々川貞広・歌川貞芳画

寛政9初演，（前〉天保10刊，（後〉同11刊

大阪河内屋太助（心斎橋唐物町〉， 京鉛屋

安兵衛（寺町通御池上ノレ〉 ・吉野屋仁兵衛，名

古屋松屋善兵衛（本町十町目〉

※前後編各第 l冊に多色刷口絵および替名付ありo

替名付の書名には角書「小西が好色／加藤が軍

術」あり。各編末に出版広告ありo

4-31ケ 1

む三百五拾四七冊／む三百五拾五六冊 1円30銭

ケイセイアマノハゴロモ

31632 契情天羽衣萱～七 半 l軟 7冊

梅枝軒泊鴬序，柳費重春画 天保4初演・刊

名古屋松屋善兵衛（本町通）， 京鉛屋安兵

衛（寺町通御池上ル）， 大阪河内屋太助（心

斎橋唐物町〉

※冒頭に多色刷口絵 2丁半および替名付あり。末

尾に出版広告3丁あり。

4-31ヶ38 む三百四十五全七⑤ 70銭

エホンコガネノシャチホコ

31633 絵本黄金繍ー～七半 1帳 7冊

暁鐘成作，春奴斎北洲・春陽斎北敬・春貞画 (1820〕

文政3刊

大阪河内屋太助（心斎橋通唐物町四丁目〉

※上記書名は内題によるO 墨書題策には「傾城黄

金繍」とある。第 1冊に多色刷口絵2丁半と替

名付あり。第7冊末に出版広告2丁あり。その

広告末尾には，河内屋以外に，名古屋松屋善

兵衛〈本町十丁目）， 京鉛屋安兵衛〈寺町通

御池上ル）， 大坂塩屋長兵衛（心斎橋通伝馬

町〉の名が列挙されている。

4-31ケ 7 む口百三拾 70銭

ケイセイサノ ノフナハシ

31634 傾城佐野の船橋一～七半 1秩 7冊

奈河七五三助作，南々川貞贋画 (1812) (1838) 

文化9初演，天保9刊
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名古屋松屋善兵衛〈本町十丁目）， 京鉛屋

安兵衛〈寺町通御池上ル〉・吉野屋仁兵衛，大

坂河内屋太助（心斎橋唐物町〉

※各巻の内題「繕本傾域佐野の船橋」。原題策の

用字「傾城」「契情」両用。第 1冊に多色刷口

絵 4丁半と替名付あり。第7冊末に出版広告3

丁あり。

4-31ケ 9 む三百五十三全七 70銭

ケイセイスハウノダイリ

31635 けいせい素抱堅一～七半l軟7冊

奈河七五三助・奈河宅男作，柳斎宅霊戸

安永6初演，文政14c天保2）刊

大坂河内屋太助〈心斎橋通唐物町）， 京鉛

屋安兵衛（寺町通御池上Jレ）， 名古屋松屋善

兵衛（本町十丁目〉

※第 l冊に多色刷の口絵と替名付あわせて 5丁半

あり。見返し内題には角書「大幅組には態慕の

春雨／小袖組には愛情の名月」あり。第6冊末

に薬の広告3丁，第7冊末に出版広告2丁あり。

4~31 ケ 14 む三百四十弐素抱瑳七冊 70銭

七之巻

画

汗
淵
鵠

ガ

ケ

隙

ゴ
児
判
。

チ
稚
作一一

6

半

白

井

出

筒

半 Ir扶7冊

天明 2初演，天保3刊

大阪河内屋太助（心斎橋通唐物町〉

※第 l冊に多色刷の口絵と替名付あわせて 4丁半

あり。原題策「けいせい稚児淵」，替名付では

これに角書「姉轡路／妹通路」が付く。第3冊

末に薬の広告，第7冊末に河内屋らの出版広告

あり。

4-31ヶ17 む三百四十四ちごが淵七冊 70銭

ケイセイツクシノツ7 ゴト

31637 けいせい筑紫孝夫 〈前編〉ー～五・

〈後編〉ー～六 半 l軟11冊

長谷川貞信画 文化11初演，弘化元刊

大坂文繍堂河内屋平七

※前後編各第 l冊に多色刷口絵3丁と替名付あり。

後編の大惣番号札剥落。「松坂／新町／織戸金

兵衛」の印あり。刊年は『国書総目録』によるO

替名付の書名には角書「臆永年中大磯に／花燈

ぷ藍傷／其比流行朝宍の／唱歌を」あり。「九

の月九日襲」や「喜議仕入所寝屋治助」の広

告札あり。

4-31ケ20 む三百六拾五初篇五冊 l円10銭

ヱホシ
お金ヤマトサウジ

31638 ；長倭荘子ー～六 半 Ir険6冊

浅芦園画 文化15刊

大坂河内屋太助〈心斎橋通唐物町〉

※第 I冊に多色刷口絵2丁半と替名付あり。原題

策「鮫傾城倭荘子」，替名付では「草案審けい

せい倭荘子」。第6冊末に河内屋の出版広告あ

り。

4-31ケ34 む三百弐十八倭荘子六冊 60銭

ケイセイユキミルヤ7

31639 けいせい舎稽山前編査～七

半 l軟7冊

近松徳三作，五蝶亭貞康画寛政10初演，天保13刊

名古屋松屋善兵衛〈本町十丁目）， 京鉛屋

安兵衛〈寺町通御池上ル〉・吉野屋仁兵衛，大

阪河内屋太助〈心斎橋唐物町〉

※第 I冊に多色刷口絵3丁半と替名付あり。原題

策「契情」「傾城」また，「ゆきみる山」とも書

く。

4-31ケ36 む三百五拾八七冊 70銭

ケシマハシサトノダイツウ

31640 拳 揮廓 大通 ー～四・後編ー～三

半 I秩7冊

狂画堂藍世H画

享和2初演，（初〉文化12刊，（後〉同13刊

大坂塩屋長兵衛〈心斎橋通伝馬町南エ入〉

河内屋太助（唐物町南ェ入〉
はやZりうた

※各巻内題「雑唱歌長崎土産」。後編末の広告に

名を連ねる書躍は上記以外に，江戸鶴屋喜右

衛門〈通油町）・西村輿八（馬喰町三丁目），名

古屋松屋善兵衛（本町十丁目）， 京鉛屋安

兵衛（寺町通御池上ノレ）。 31566参照。初編第 l

冊に多色刷口絵3丁と替名付あり O

4-31ケ41 む三百弐十口廓大通初編四冊

／三百弐十四θ廓亡コ後篇三冊 70銭

ゴタ’イリキ

31641 五大力壱～四

松好斎半兵衛画

半 ll扶4冊

刊年不明

大坂塩屋長兵衛（心斎橋通北久太郎町北江入）

・河内屋太助（唐物町南江入〉

※墨書題簸中に「ー名／いつまで草」と書込み。

各巻内題は「戯場いつまで草（壁生草〉」。第 1

冊の見返しに文金堂の口上，第 l了が発句，以

下2丁半が多色刷口絵，続いて替名付あり。
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「五大力恋繊」の初演は寛ヂ60早稲田大学蔵

の大惣本目録には「文化五」と注記あり。

4-31コl む三百拾五全四冊。 40銭

オシュンデンベヱ
お 俊 t~＇＂ハシカドデノヒトフシ

31642 停兵衛 娘曳門出調査～参

半 I軟3冊

戯場好の一人本利序 寛政10初演，刊年不明

名古屋松屋善兵衛，大坂塩屋長兵衛（心斉

橋通北久太郎町北江入〉・河内屋太助（心斉橋

通唐物町南江入〉

※口絵3丁半ばかりでなく，本文中の挿絵も多色

刷。口絵に続いて替名付あり。第3冊見返しに

「昔語質屋庫」の広告札あり。

4-31サ 3 む三百拾七全三冊。 20銭

サンカツグシ

31643 三勝櫛 （前編〉萱～四・（後編五～八）

半 I軟 8冊

曲亭馬琴序，浪華春好粛画 文化8序

（前編）名古屋松屋善兵衛〈本町十町目），

大坂塩屋長兵衛（心斉橋通北久太郎町北江入）

・河内屋太助〈唐物町南江入〉

（後編〉上記のほかに，江戸鶴屋喜右衛門

（通油町）・西村興八（馬喰町三丁目），京鉛

屋安兵衛〈寺町通御池上ル〉

※各巻内題は「三勝櫛赤根色指」。第 l冊に多色

刷口絵3丁あり。後編の大惣番号札は，第5・

6冊に同番号のものが貼られているO

4-31サ 5 三勝櫛前編む三百拾八全四

／三勝櫛後編む三百拾九全四 80銭

31644 
ヱホンサンジツコクヨフネ／／、ジ7 リ
絵本三拾石燈始 ー－＇...・一一・戸、dノ、、

半 1軟 6冊

並木正三作，瞬鐘成画 文政4刊

大阪文金堂森本太助〈心斎橋通唐物町〉

※第6冊末の出版広告には文金堂以外に，名古屋

松屋善兵衛〈本町十丁目）， 京鉛屋安兵衛

（寺町通御池上ル）， 大阪塩屋長兵衛（心斎

橋通侍馬町〉が名を連ねている。上記書名は各

巻内題による。墨書題策「三十石夜舟始」。第

I冊に多色刷の口絵と替名付あわせて 3丁半あ

り。替名付の題には角書「源八渡／平太堤」あ

り。

4-31サ 6 む三百三拾壱 60銭

ニガホヱボン
似商 シパヰイモセノクルマキ

31645 吉本戯場妹背通事事ー～四

半 Il扶4冊

浅山芦園画 文化3初演，同10刊

名古屋松屋善兵衛（本町十丁目）， 京鉛屋

安兵衛（寺町御池上ル）， 大阪塩屋長兵衛

（心斎橋通伝馬町〉・河内屋太助（心斎橋通唐

物町〉

※上記書名は原題策による。見返し内題「京羽二

重新雛形／槍本妹脊通輔」。各巻内題「諮妹背

通縛」。見返し内題下に替名付あり。多色刷口

絵，第 1冊に 3丁，第4冊途中に 3丁あり。末

尾に出版広告2丁半あり。

4-31シ 1 む三百二拾番全部四冊⑤ 40銭

シュンケイアサヂガハラ

31646 春景浅茅原ー～六 半 li扶6冊

笑門亭編・自序，青陽斎芦園・喜多川北麻自画

文化5刊

京武村吉兵衛，大坂加賀屋蒲助・布屋忠二

郎・山田屋嘉右衛門・河内屋太助

※後補墨書題策は「春景」を角書とする。「三州

岡崎花月堂」「名古屋本伊Jの印あり。

4-31シ4 亡コ百拾四全六冊 60銭

サイコクリツシヘンマキノニ
西国立志編 ソノイロドリウキノカウエキ

31647 巻ノ武 其粉色陶器交易

上・中・下 半 1軟3冊

佐橋冨三郎作・自序，白水康信画 明治5刊

京村上勘兵衛（東洞院通三篠上ノレ〉・神戸源

右衛門（堺町通御池下ノレ〉・近藤四良兵衛（洛

東下河原）・吉田勘兵衛（寺町通御池下ル）

遠藤平左衛門（富小路通三条下ノレ〉・福井孝祐

（寺町通三条上ル〉・伊東久兵衛（寺町通御池

下ル），以上は下冊裏見返しの「蛮行書皐」で

下冊末には更に全国の書林名を列挙している

（東京書林12，大阪書林12，諸国書林8，京都

書林16)

※上冊に多色刷口絵2丁半あり。

4-31ソ l む三百七拾全三θ 30銭

チユウシンイロ ノ、 シジフナナモジ

31648 忠臣伊呂波四拾七訓（前篇）査～五

・後篇萱～七

初世奈河七五三助作，重春画

載文堂

冊

演
ロ
〉
初

軟
叩

3

2
0政

半

寛

月

tA－
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〈ん

※内題「忠臣いろは四十七訓」。作者・画者は

『国書総目録』による。前・後篇各第 1冊に多

色刷口絵4丁づつあり。

4-31チ 2 む三百六拾萱五冊

／む三百六拾弐七冊 l円20銭

ナツマツリナニハカガミ

31649 夏祭浪花鑑ー～伍 半 ll扶5冊

長谷川貞信画 延享2初演，嘉永 6flJ 

名古屋松屋善兵衛（本町十丁目）， 京 鉛 屋

安兵衛（寺町通御池上ル）， 大坂河内屋太助

〈心斎橋通唐物町〉

※第 1冊に多色刷口絵3丁と替名付あり O 各冊表

裏の見返しに出版広告。上記書障は第3冊裏見

返しによる。『歌舞伎事典』によると，原作は

並木千柳・三好松洛・竹田小出雲。

4-31ナ 1 む三百仁コ 50銭

ヱホンダテクラベカシクノベニカ、キ

31650 絵本競かしくの紅麹ー～五

半 lI扶5冊

近松徳三作 文政10刊

大阪河内屋太助（心斉橋唐物町）， 名古屋

永楽屋東四郎（本町六丁目）， 江戸伊勢屋忠

右衛門（木挽町）， 京山城屋佐兵衛（蛸薬師

高倉西へ入町〉

※墨書題策「競かしくの紅趨」。第 I冊の口絵3

丁，第 l丁オモテだけが多色刷。脇題策に替名

付。作者は『国書総目録』による。第 l冊の見

返しは『針刺賓』の広告。

4-31タ4 む三百三十八全五冊 50銭

ダテクラベイセモノガタリ

31651 競 伊勢 物 語萱～七 半lI険7冊

初世奈河亀輔等作，暁鐘成画

安永4初演，文政11刊

名古屋松屋善兵衛〈本町十丁目）， 京 鉛 屋

安兵衛（寺町通御池上ノじ）， 大坂河内屋太助

（心斎橋通唐物町〉

※第 I冊に多色刷口絵3丁と替名付あり。第7冊

末に出版広告あり。そこには上記3書障のほか

に，大坂塩屋長兵衛〈心斎橋通億馬町〉の名

が見える。作者名は『国書総目録』による。

31652 

4-31タ 5 む三百三十九全七冊θ 70銭

メイシヨヅエハナノコノジタ

奮礎花大樹
後編ー～六

前編萱～六・

半2軟12冊

並河七五三助作，春梅斎北英画（問2) (1835〕

寛政4初演，天保6刊

名古屋松屋善兵衛（本町通）， 京鉛屋安兵

衛（寺町通御池上ル〉， 大阪河内屋太助（心

斎橋唐物町〉

※前編の大惣番号札判読不能。前編各冊の脇題策

は役者の似顔絵，但し第2・3冊は剥落。前・

後編各第 l冊に多色刷口絵と替名付，各第6冊

に出版広告あり。

4-31メ 3 後篇む三百五十番 l円20銭

ニッポンダイイチ
日本 メ カリノシンジ

31653 第一 和布苅神事ー～七

半 ll扶7冊

並木正三作，暁鐘成画・校安永2初演，文政10刊

名古屋松屋善兵衛〈本町十丁目）， 京訟屋

安兵衛（寺町通御池上ル〉， 大阪塩屋長兵衛

（心斎橋通停馬町〉・河内屋太助（心斎橋通唐

物町〉

※上記書名は見返し内題による。原題策には角書

なし。第 l冊に多色刷口絵および替名付あわせ

て5丁あり。第7冊末に出版広告。

4-31メ 5 む三百三十七全七 70銭

モモチドリ
百・ b ナ Jレトノシラナミ

31654 手鳥鳴門の白浪ー～八

半 l軟 8冊

柳斎重春画 寛政9初演，文政12刊

大坂塩屋長兵衛（心斎橋通停馬町）・河内屋

太助〈心斎橋通唐物町）， 京鉛屋安兵衛（寺

町通御池上ル）， 名古屋松屋善兵衛（本町十

丁目〉

※第 l冊に多色刷口絵と替名付あり。第8冊末に

出版広告あり。

4-31モI む三百四拾百千鳥八冊 60銭

浄瑠 璃 丸 本

※本学附属図書館の和書の分類においては「4-28

マ」を浄瑠璃丸本にあて，その中で l～101の番

号を与えた軟に 1～8冊ずつ，書名のアイウエオ

順に大惣本も非大惣本もとりまぜ、て収めている。

したがって，以下の記事で〈他口冊と合 1軟〉と
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したのは，同じ軟に同配架番号の浄瑠璃丸本がほ

かに口冊収められているということである。なお，

備考に載せた丁数は最終了の丁附に拠り，必ずし

も実際の丁数と同じとは限らない。初演年などは

『国書総目録』『義太夫年表』を大いに参考にし

たが，いちいちは断わっていなし、。

アアチユウシンナンシノハタ

31655 鳴呼忠臣楠氏策

半 l冊（他3冊と合 1峡〉

浅田一鳥・竹本三郎兵衛・若竹伊輔・ J~~j七作

明和8初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大停馬町三丁目）， 大坂

阿波屋平七〈心斎橋南三丁目〉

※七行本。 93丁o 内題下に「座本豊竹和歌三」と

ある。 31656に同書十行本あり。作者のうち，

「浅田一鳥」は書込み。

4-28マ l 二百五十三 20銭

アアチユウシンナンシノハタ

31656 鳴呼忠臣楠氏旗

半 I冊（他3冊と合 l朕〉

竹本三郎兵衛・若竹伊輔・八民平七作

明和8初演・刊

書捧不明

※十行本。 61丁O 31655に同書七行本あり。

4-28マ l 二百五十三番② 20銭

ヘイケラウェイゲンジクワンゲン
平家朗詠 アヒオヒタツワノマツ

31657 源氏管弦 相生轡の松

半 l冊（他4冊と合 l軟〉

作者未詳 安永7刊

菱屋治兵衛・菊屋七郎兵衛・正本屋九兵衛

※七行本。 90了。

4-28マ 3 三百三十四番G 20銭

アイゴノワカメイカノカチドキ

31658 愛護稚名歌勝関 半 1軟 l冊

竹田外記・吉田冠子・中邑間助・近松半二・三好松

、洛作 宝暦3初演・刊

書捧不明

※七行本。 95下。第 I丁に口上と初中後役割あり。

4-28マ 1 七十五番R 20銭

アカネゾメノナカノコモリヰド

31659 茜染野中の隠井

半 l冊（他3冊と合 lI扶〉

原因由良助作，並木宗輔添削 元文3初演

書捧・刊年不明

※六行本。 70丁O 墨書題策は「白兵事茜染野中の

隠井⑤」。題名「一一ーカクレヰ」とも。

4-28マ l な六百六拾壱② 20銭

アカマツヱンシンミドリノヂンマタ

31660 赤松園心緑陣幕

半 1冊（他3冊と合 1帳〉

文耕堂・三好松制下 元文元初演

京山本九兵衛（二条通寺町西へ入丁）， 大坂

山本九右衛門〈高麗橋二丁目仁コ〉

※七行本。 90丁O 竹本上総少接・竹田出雲接の奥

書あり。

4-28マ I 大惣番号不明 20銭

エンシウヨナキイシサンシウヤツコテヤヤ
遠州夜時石 ！$ゲンダヘイヂガツセン

31661 山州奴茶店 悲源太平治合戦

半 l冊（他3冊と合 l朕〉

並木周蔵・安田蛙桂・浅田一鳥作延享4初演・刊

書庫不明

※七行本。 90丁O 内題下に「豊竹越前少操直伝」

とある。

4-28マ 2 大惣番号札剥落 20銭

アシヤダウ7 ンオホウチカガミ

31662 産屋道満大内鑑

半 l冊（他3冊と合 ll扶〉

竹田出雲作

書捧・刊年不明

※十行本。 70丁O 墨書題策「議あしや道満大内

鑑」。

4-28マ 2 な八十番⑧ 20銭

アフミノタニゲンゴラウプナ

31663 近江園源五郎鮒

半 l冊〈他4冊と合 I秩〉

菅専助・豊春助・梁塵軒作 安永8初演・刊

書捧不明

※七行本。 103丁o 内題下に「座本豊竹此吉」と

ある。

4-28マ4 な三百三拾九θ 20銭

アベノセイメイヤマトコトパ

31664 安倍晴明倭言葉

半 1冊（他4冊と合 lI扶〉

二歩堂・近松半二・北窓後一・竹本三郎兵衛・三好

松洛作 宝暦11初演・刊

京 山本九兵衛（二保通寺町西へ入丁〉，大坂
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山本九右衛門（堺筋日本橋北へ三丁目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛〈大惇馬三丁目〉

※七行本。 92了。内題下に「竹田出雲操」とある。

4-28マ 4 大惣番号札剥落。 20銭

アベノムネタフマツラノキヌガサ

31665 安倍宗任松浦釜

半 1 冊（他 4 冊と令7~7~）
並木宗輔作 元文2初演

書捧・刊年不明

※七行本。 95丁O

4-28マ 4 大惣番号不明 20銭

アヤメノ 7ヘミサヲノユミハリ

31666 菖 蒲前操弦

半 I冊（他3冊と合 l軟〉

竹田出雲・吉田冠子・中邑闇助・近松半二・三好松

洛作 宝暦4初演・刊

京 山本九兵衛〈二僚通寺町西ェ入丁）， 大坂

山本九右衛門〈堺筋道日本橋北ェ三丁目〉，

江戸鱗形屋孫兵衛（大惇馬三丁目〉

※七行本。 95了。竹本大和擦・竹田出雲操の奥書

あり。

4-28マ 5 七十六番R 20銭

アヤノマキモノカグラノタイコ
文章巻物 アハシマケイヅヨメイリヒナガタ

31667 神楽太鼓 粟嶋譜嫁入雛形

半 I冊〈他4冊と合 II険〉

竹田出雲・三好松洛・並木千柳作寛延2初演・刊

京山本九兵衛（二条通寺町西へ入丁）， 大坂

山本九右衛門〈高麗橋二丁目

※七行本。 94丁O 竹田出雲擦の奥書あり。

4-28マ 4 九十五0 20銭

ヤグチゴジツ
正己円 アラミタマニツタノシントク

31668 後百荒御霊新田神徳
半 l冊（他3冊と合 1軟〉

東都福内鬼外・同門人森羅万象・浪花二二事tr作，福

内鬼外（平賀源内〉自政 安永8初演・刊

江戸 山崎金兵衛・伏見屋善六〈通本石町十軒

店〉

※七行本。 99了。内題下に「結城座」とある。

「名代結城孫三郎／座本吉田専蔵」の奥書あり。

4-28マ 5 な四百九番0 20銭

アントクテンワウユミヤノミツギ

31669 安徳天皇兵器貢

半 1冊〈他3冊と合 1軟〉

梅野唯風・潤仁軒作 天明7初演・刊

京 今井七郎兵衛〈寺町通松原上町〉・八木治

兵衛〈同）， 江戸前川六左衛門（日本橋通三

丁目）・山崎金兵衛（本石町十軒店），大坂玉

水源治郎〈北演仁コ〉

※七行本。 100丁o 内題下に「座本竹本千太郎」

とある。

4-28マ5 三百八十八番G 20銭

イガゴエダウチユウスゴロタ

31670 伊賀越道中繁六

半1冊（他4冊と合1帳）

近松半二・近松加作作 天明3初演・刊

書捧不明

※七行本。 102了。内題下に「座本竹本太市」と

ある。

4-28マ6 な三百九十七番③ 20銭

ヨミキリカウシヤク
讃切 イガコ・ェノリカケガツパ

31671 講釈 伊賀越乗掛合羽

半1冊（他4冊と合1朕〉

近松東南作 安永6初演・刊

大坂大津屋佐々井治郎右衛門（長堀由要橋北

へ入），江戸山崎金兵衛（本石町三町目）・鱗

形屋孫兵衛（大停馬町三町目）

※七行本。 105了。作者は『近世邦楽年表』によ

る。内題7下に「座本豊竹此吉」とある。

4-28マ6 な百五十番＠ 20銭

ゾウホ
4蛍シヤウウツシアサガホパナシ

31672 講生写朝顔話
半1冊（他5冊と合 11険）

山田案山子遺稿，翠松園主人校常s;Jj,,( c1s 
天保3初演，嘉永3刊

大阪玉水源治郎・紙屋輿右衛門，京平野屋

茂兵衛（六角柳馬場）， 江戸松本平助（日本

橋四日市），大阪綿屋喜兵衛（北堀江市ノ側）

・加島屋清助（北浜西横堀松町）

※七行本。 105了。竹本重太夫重政の奥書あり。

また，原題簸に「竹本重太夫直停」とある。

4-28マ46 五三五e20銭

カヘイジオサガ
嘉平次 イタタマシンヂユウ

31673 おさが生玉心中

半1冊（他4冊と合1軟）

近松門左衛門作 正徳、5初演

書捧・刊年不明

※七行本。 47了。
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4-28マ 7 な七百七拾壱θ 20銭

イシダヅメシヤウギグンパイ

316~4 石田詰将莱軍配
半1冊（他4冊と合1軟）

万象亭・隅田喜四郎・中田林七・し葉曳・双本千竹

・泰鬼眼作 天明 3初演・刊

江戸松本屋高吉（新材木町煙州河岸）・上総

屋利兵衛（江戸橋四日市）

※七行本。 85了。内題下に「座元豊竹東治」とあ

る。見返しに「東畦蔵」朱印あり。

4-28マ7 三百五十六9 20銭

マタノリウイシウチサナダオピクミウチ
股野流石打 イシパシヤ7 ヨロヒガサネ

31675 真田帯組打 石橋山鎧襲

半1冊（他4冊と合1軟）

為永太郎兵衛・並木宗輔作寛保2初演，安永3刊

書埠不明

※七行本。 96了。第1丁と第96丁は書写による補

修。内題下に「座本豊竹肥前橡Jとある。

4-28マ7 な三百九十番＠ 20銭

イ セへイジネンネンカガミ

31676 伊勢平氏年々 鑑
半1冊（他4冊と合1軟）

竹田出雲作 享保11初演，刊年不明

京ヒコ屋治兵衛（寺町通松原上Jレ町）

※十行本。 57了。はじめに「兵衛佐ちごよろひj

2丁あり。

4-28マ 6 大惣番号不明R 20銭

イチノタニフタパグンキ

31677 ー谷殿軍記

半1冊（他4冊と合1峡）

浅田一烏・浪岡鯨児・並木正三・難波三蔵・豊竹甚

六・故人並木宗輔作 宝暦元初演，享和2刊

書捧不明

※十行本。 70了。内題下に「座本豊竹越前少按」

とある。「玉照堂」印あり。

4-28マ7 な八番⑤ 20銭

イトザクラホンチヤウソダチ

31678 糸 棲本 町育

半1冊（他4冊と合1軟）

紀上太郎作，達田耕二補助 安永6初演・刊

上綿屋利兵衛（江戸橋四日市賓小路）

※六行本。 107了。第86丁以降は書写による補修。

内題下に「座元豊竹新太夫」とある。作者・補

助者・初演年・刊年は『国書総目録』による。

4-28マ8 四百四十四0 20銭

イマカッ、ホンリヤウネコマタヤカタ

31679 今川本領猫魔舘

半1冊（他4冊と合1軟）

文耕堂・三好松洛・浅田可啓・竹田小出雲・千前軒

作 元文5初演・刊

書皐不明

※七行本。 96丁。墨書題策剥落し，中にはさみ込

まれている。同l険に同書十行本あり。

4-28マ8 三四R 20銭

イマヲサカリコヒノヒザタラ

31680 今 盛 態 緋 棲

半1冊（他4冊と合1軟）

菅専助・梁塵軒・豊春助作 安ぷ1s9fU
書障不明

※七行本。 45了。内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

4-28マ 8 大惣番号不明。 20銭

イJレカタ’イジンミヤコアラソヒ

31681 入鹿大臣皇都静
半1冊（他3冊と合1朕）

竹田出雲作 寛保3初演・刊

書津不明

※七行本。 94了。朱の書込みあり。

4-28マ9 三百廿ニ＠ 20銭

ジダイ 7キヱセワモヤウ
時代蒔槍 イロハグラミツグミサカヅキ

31682 世話模様 いろは蔵三組盃

半1冊（他3冊と合l軟）

近松半二・近松金三・近松東南作安永2初演・刊

書捧不明

※七行本。 96了。内題下に「座本竹本染太夫」と

ある。

4-28マ 9 八十四θ 20銭

コウボフダイシ
弘法 イロハモノガタリ

31683 大師 いろは物語

半1冊（他3冊と合1軟）

佐川藤太作 文化4初演・刊

江戸松本平助（四日市）， 大坂天満屋源次

郎（西横堀船町） ・大津屋治郎右衛門（心斎橋

南江五丁目）・天満屋安兵衛（平野町御霊筋西

へ入）・和多量喜兵衛（北堀江市之側）

※七行本。 103了。「名古屋／杉之町／池田屋文左

衛門」の印あり。内題下に「太夫元鶴沢伊之助」
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とある。

4-28マ 9 五百o二＠ 20銭

ウ ガダウシヤゲンジカガミ

31684 字賀道者源氏鑑

半1冊（他4冊と合1軟）

福松陶芋作 宝暦9刊

書捧不明

※七行本。 103了。

4-28マ10 弐百五十四θ 20銭

ウダイシヤウカマクラジツキ

31685 右大将鎌倉実記

半1冊（他4冊と合l軟）

竹田出雲作 享保9初演

書捧・刊年不明

※十行本。 56了。表紙改装。

4-28マ10 大惣番号不明 20銭

ナイスケテガラノフチ

31686 内助手柄測

半1冊（他4冊と合l軟）

豊竹腰、律・三笠悪吉・並木斎治作 明和2初演・刊

書捧不明

※七行本。 91了。内題下に「座本豊竹越前少按」

とある。

4-28マ10 な三百七十九＠ 20銭

ウチヒヤタノぜンフジダイコ

31687 内百番富士太鞍

半 I冊（他4冊と合 li扶〉

松貫四・吉田角丸作 天明3初演・刊

書購不明

※七行本。 63To

4-28マ10 四百六十八0 20銭

ウツ会エスガタアシカガゾメ

31688 鷹｛画足利染

半 I冊（他 1冊と合 1I険〉

浅田一鳥・黒蔵主・三津飲子・難波三蔵・豊竹臆律

作 宝暦7初演・刊

書車不明

※十行本。 70了。内題下に「座本豊竹越前少撮」

とある。

4-28マ11 大惣番号不明⑤ 20銭

ウラシマタラウヤマトモノガタリ

31689 浦嶋太郎倭物語
半 l冊〈他 l冊と合 11扶〉

為永太郎兵衛＝「作者J，浅田一鳥・豊岡珍平・為永

千蝶＝「文者」

書捧不明

※七行本。 89了。各巻の丁附はそれぞれ，初ノ十

八，二ノ二十，三ノ廿一，四ノ廿六，五ノ四丁

まで。『国書総目録』によれば，延享2初演・

干!Jo
4-28マ11 な三十五＠ 20銭

エゾユシキフリソデヒナガタ

31690 蝦夷錦振袖雛形

半 l冊（他3冊と合 l帳〉

玉泉堂・吉田二一・吉田冠子作 明和6初演・刊

書障不明

※七行本。 100了。内題下に「座本豊竹東治」と

ある。

4-28マ12 弐百九十番θ 20銭

エ ドジマンコヒノアキンド

31691 江戸自慢懸商人

友三郎・鬼眼作

書捧不明

半 l冊（他3時品会l帳〉

安永6初演・刊

※六行木。 81To内題下に「座元豊竹東次」とあ

るo第 1丁に「京都伊藤伊」などの印あり。

4-28マ12 大惣番号不明 20銭

ヱンギノミカドヒキヨクノピハ

31692 延喜帝秘曲琵琶

半 l冊（他3冊と合 ll扶〉

紀甘谷作 延享2初演・刊

大坂天満屋源二郎・堺屋勘四郎（西横堀船町）

※七行本。 84了。見返しに「座本太夫明石越後操」
ねじりぴとほかすがの

とある。見返し内題にのみ角書「傍人春日野／
うたびとはあふきかやま

歌人逢坂山」あり。

4-28マ12 三百弐十五番 20銭

エンノギヤウジヤオホミネザクラ

31693 役行者大峯桜
半 l冊（他3冊と合 lI扶〉

竹田外記・門人近松半二・竹田文四作

宝暦元初演，寛延4刊

書捧不明

※七行本。 103了。第 I丁と最終了に「万治」の

印あり。表紙に「貸本」の小札あり。

4-28マ12 七番~ 20銭

ヲグリハングワンクルマカイダウ

31694 小栗判官車街道

半 1冊〈他3冊と合 1軟〉
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千前軒・文耕堂作

書嘩不明

元文3初演

－浄瑠璃丸本一

※七行本。 89了O 31695に同書十行本あり。

4-28マ13 二百四十g 20銭

ヲグリハングワンクルマカイダウ

31695 小栗判官車街道

半 l冊（他3冊と合 l軟〉

元文3初演千前軒・文耕堂作

書埠不明

※十行本。 62To31694に同書七行本あり。

4-28マ13 弐四十 20銭

オホヤマジャクソン
大山 オサメダチホ7 レノカガミ

31696 石尊 納太万誉鑑

半 l冊（他4冊と合 I軟〉

紀上太郎・平原屋東作・松貫四作 安永8初演・刊

江戸春松軒西宮新六（本材木町一丁目〉・伏

見屋普六〈本石町三丁目〉

※七行本。 105丁O 「名代薩摩屋小平太／座本豊竹

新太夫」の奥書あり。

4-28マ15 三百四十一② 20銭

ヲ ダヤカタフタゴニツキ

31697 小田舘愛生日記

半 l冊（他3冊と合 ll扶〉

明和7初演・刊菅専助作

書捧不明

※七行本。 96丁O 内題下に「座本扇谷和歌太夫」

とある。

4-28マ13 弐百九十四番θ20銭

31698 

ヤチげ
結
屋

露
首
紺

同
七
七

U
文
文

〕一戸坂

町
江
大

チプ

ヲトコダテイツツカリガ「ネ

男イ乍五腐金

半 l冊（他4冊と合 1軟〉

竹田出雲操作 寛保2初演，刊年不明

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側）， 江戸

鱗形屋孫兵衛（大停馬町三丁目

※十行本。 61To原題議書名下に「竹本播磨按直

惇／菱屋治兵衛新板」とある。刷りの状態悪し。

31699に同書七行本あり。

4-28マ15 大惣番号札剥落かg 20銭

エドプンシチモトユヒオホサカプンシチコウヤ

江戸文七警結
31699 大坂文七紺屋

ヲトコダテイツツカリガネ

男作五腐金
半 1冊（他4冊と合 li扶〉

竹田出雲操作 寛保2初演・刊

京 山本九兵衛（二篠通寺町西へ入丁〉， 大坂

山本九右衛門（高麗橋二丁目出店〉

※七行本。 86丁。原題策書名下に「竹本筑後操直

停／山本九兵衛新口」とある。 31698に同書十

行本あり。

4-28マ15 仁コ六百三十五 20銭

キジヤウタワンモロコシニツキ

31700 鬼上官漢土日記

半 I冊（他4冊と合 11扶〉

近松柳助・近松松輔作 寛政8初演・刊

書津不明

※七行本。 111了。墨書題策「鬼上官唐土日記」。

4-28マ15 な四百八拾五＠ 20銭

ヲノノコマチミヤコノトシダ7

31701 小野小町都年玉

半 l冊（他3冊と合 lI扶〉

紀海音作

書障・刊年不明

※七行本。 66行。それぞれの巻は，ーノ廿七丁，

二ノ八丁，三ノ十二丁，四ノ九丁，五ノ十了ま

で、。著者は『国書総目録』による。第 l丁は書

写による補修。

4-28マ13 九百三十弐番＠ 20銭

ノぐンダイソガ「ダイニノぜンメ

高代曽我 オハンチヤウヱモン

31702 第二番目 おはん長右衛門

半 1冊（他4冊と合 l秩〉

森羅万象・双木千竹作 天明元初演

書捧・刊年不明

※七行本。 45了。題策改装O 作者および初演年は

『国書総目録』による。「文貫堂」印あり。

4-28マ14 大惣番号不明 20銭

31703 

ケイセイガタポノイハレタソヤアンドウノハジメ

鶏声／ト窪謂
黄昏行燈始

ヲミナヘシエニジノスケダチ

女郎花縁助太万
半 1冊〈他4冊と合 ll険〉

松貫四・紀中葉・真羽亭市喜作，樹下石上補助

文化4初演・干日
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大阪河内屋太助〈心斎橋筋唐物町）， 江戸

j寅松屋幸助（目白同店通油町〉・多田屋利兵衛

〈堀江町四丁目〉

※六行本0 130丁o奥書に「名代結城孫三郎／座

元竹本三五郎」とある。

4-28マ16 五百三Cd 20銭

ヲトコムスピカンスケジ7

31704 雄結勘助嶋

半 l冊（他4冊と合 li扶〉

浅田一鳥・浪岡鯨見・並木素柳・豊竹甚六作

宝暦3初演・刊

京菱屋治兵衛〈寺町松原上ル西側北より〉

※十行本。 70To原題簸書名下に「豊竹越前少操

／豊竹筑前少停直停／菱屋治兵衛新板」と記す。

内題下には「八冊綴／座本豊竹越前少操」とあ

る。見返しに「永田某」の書込みあり。 31705

に同書七行本あり。

4-28マ14 な弐百0三⑧ 20銭

31705 

ヲトコムスピカンスケジマ

雄結勘助嶋

半 l冊（他4冊と合 l軟〉

浅田一鳥・浪岡鯨見・並木素柳・豊竹湾奈C
宝暦3初演・刊

山本九兵衛

※七行本。 103丁。墨書題策「雄結勘嶋／豊竹越

前少操直停／正本山本九兵衛板元」。内題下に

は「八冊綴／座本豊竹越前少接」とある。 31704

に同書十行本あり。

4-28マ14 二百0三② 20銭

アウシウヒテーヒラウノ、ツノノ、ナムコ

31706 奥茄秀衡 有 香 靖

半 l冊（他4冊と合 1秩〉

元文4初演並木宗輔作

書捧・刊年不明

※七行本。 91丁o

4-28マ16 四百四十五θ 20銭

オウジンテンワウヤツノシロノ、タ

31707 薦、神天皇八白幡

半 l冊（他4冊と合 ll険〉

文耕堂作 享保19初演，刊年不明

京 山本九兵衛（二条通寺町西へ入丁）， 大坂

山本九右衛門（高麗橋二丁目出店〉

※七行本。 96丁o原題策書名下に「竹本筑後援直

停／山本九兵衛新板」とあるO 竹田出雲操清定

の奥書ありo右肩破損。

4-28マ16 二百三三② 20銭

ダイダイリオホトモノマトリ

31708 大内裏大友員烏

半 l 冊（他 4 冊と今1~2~）
竹田出雲作 享保10初演

書捧・刊年不明

※七行本。 87丁O 同軟に同書十行本あり。

4-28マ59 九十三番＠ 20銭

オホトモノワウジギヨクザノタツ

31709 大友皇子玉座靴

半 1冊〈他4冊と合l帳〉

紀海音作 享保7初演，刊年不明

大坂西津九左衛門（上久宝寺町三丁目〉

※七行本。 82丁O 豊竹上野少援の奥書あり。

4-28マ15 な八百拾五三番 20銭

ヲンナセミマル

31710 女蝉丸

西沢一風・田中千柳作

書砕・刊年不明

〉

演

軟
〉
初

l
U
9
 

合

α保
と

享

冊d
佳他

／

t

、
冊半

※七行本。 88了。

4-28マ16 弐百三十番大i@l 20銭

ウキナノアカネゾメゴジフネンキ
浮名茜染 ヲンナマヒツルギノモミヂ

31711 五十年忌 女舞銀紅楓

半 1秩 1冊

延享3初演・干リ

明不

作

車
堂

書

山
山
中

品
川

m’
春

※七行本。 81丁。第 l丁オモテは書写による補修。

4-28マ17 な百四拾三θ 20銭

チフガ7
 

カけ
淵
淵

ク
ケ
ケ

ド
釜
鎌

フ
M
川

M
川

ザリ加問

カウシウヤジ

つ臼
噌
E
ムn

t
 

守
4
ム円。

クワイケイコキヤウノニシキ

会稽故卿錦

半 l冊（他4冊と合 1軟〉

近松柳作・ーツ田車上作 寛政5初演・刊

京菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル丁）， 大坂

正本屋小兵衛（心斎橋塩町角〉・本屋卯之助

〈同〉

※七行本。 100了O 内題下に「座本豊竹此母」と

ある。

4-28マ20 四百四十R 20銭
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アササハノカキツパタタルワノヨザクラ
浅沢の杜若 クワイケイタガノホマレ

31713 吉原の夜桜 舎稽多賀誉

半 1冊（他4冊と合 l軟〉

奈河七五三助作 寛政9初演・刊

多田屋理兵衛・上総屋利兵衛

※七行本。 106了。内題下に「座本竹本金蔵／後

見竹本政太夫」とある。題策に「濁八敵討」と

書込みあり。

4-28マ20 四百八十四＠ 20銭

アネハゼンセイイモトハシンザウ
姉ハ全盛 クワイケイミヤギノニジキ

妹ハ新造 舎稽宮城野錦繍31714 

半 l冊〈他4冊と合 lI扶〉

佐川藤太作 文化2初演・刊

大坂 山本九菓亭・玉水源治郎（北浜西横堀船

町），京今井七郎兵衛（寺町通松原上町），江

戸松本平助（日本橋四日市〉

※七行本。 104了。原題策に「元祖竹本義太夫／

太夫竹本浦太夫／座本竹本組太夫／直停／玉水

源次郎新板」とある。全巻にわたり朱の加筆あ

り。

4-28マ20 四九九② 20銭

カ ヒゲンジサクラグンパイ

甲斐源氏桜軍配31715 

半 I冊（他5冊と合 1軟〉

浅田一鳥・黒蔵主・三津飲子・難波三蔵・豊竹臆律

作 宝暦6初演・干リ

書捧不明

※七行本。 97丁o 内題下に「座本豊竹越前少按」

とある。

4-28マ22 二百四十二② 20銭

カハサキヤヒコザウヲノムラヤコキン

31716 
川崎屋彦三
小野村屋古今

カヘジヤウガイトノ ジグレ

替唱歌糸の時雨

半 l冊〈他5冊と合 ll険〉

近松半二作 天明 2初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛〈大伝馬町三丁目）， 大坂

停法屋吉九郎（今橋筋西横堀〉

※七行本。 55丁o原題鏡下部に「座本近松門左衛

門／太夫竹本染太夫／直惇／寺田吉九郎新版」

とある。見返しに「持主」による書込みあり。

4-28マ22 八百三十番 20銭

カガミヤママサトノキキガキ

加々見山廓察本31717 

半 1冊（他3明ふ戸1峡〉

中村魚眼作 寛政8初演・予j

大阪加島屋清助（北浜西横堀船町〉・山本九

華亭・玉水源治郎・紙屋輿右衛門，京今井七

郎兵衛（寺町通松原上町）， 江戸松本平助

〈日本橋四日市〉

※七行本。 99丁o 内題下に「座本竹本愛蔵」とあ

る。原題鏡下部に「元祖竹本義太夫／座本竹本

愛蔵／直停／正本所紙屋輿右ヱ門」とある。

4-:-28マ18 な四百八拾壱＠ 20銭

ツポネイハフヂチユウラウヲノへ
局岩藤 カガミヤマコキヤウノニシキヱ

中老尾上 加 Y見山旧錦絵31718 

半 l冊（他3冊と合 1軟〉

容楊黛作 天明2初演・刊

江戸春松軒西宮新六（本材木町一丁目〉

※七行本。 94丁。内題下に「座本豊竹新太夫」と

ある。 「名代薩摩屋小平太／座本豊竹新太夫」

の奥書あり。

4-28マ18 な三百九拾六＠ 20銭

カキノモトノキソウグヤウアサヒグルマ

柿本紀僧正旭車31719 

半 l冊（他4冊と合 1朕〉

為永太郎兵衛・浅田一鳥・豊岡珍平・需是f山麓作

延享元初演・明j

書皐不明

※七行本。 93了。 31720に同書十行本あり。

4-28マ20 な二百七拾九θ 20銭

カキノモトノキソウジヤウアサヒグJレマ

柿本紀僧正旭車31720 

半 l冊（他4冊と合 lI扶〉

為永太郎兵衛・浅田一鳥・豊岡珍平・無是j山震作

延享元初演・刊

京菱屋治兵衛〈寺町松原上ル西側〉

※十行本。 61了。 31719に同書七行本あり。原題

議下部に「豊竹越前少操直惇／菱屋治兵衛板行」

とある。表紙見返しに「持主高橋大九郎」と書

込みあり。

31721 

紀海音作

4-28マ20 弐百七十九 20銭

花山院都巽

半 1 冊（他 3冊と令7~5r)
正徳5初演



一浄瑠璃丸本一

兵衛〈大伝馬町三丁目〉

※七行本。 50丁O 内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。第 l丁は書写による補修。

4-28マ22 大惣番号不明θ20銭

書埠不明

※七行本。 75丁o

4-28マ18 な八百拾六G 20銭

カタキウチツヅレノニジキ

31722 敵討濫棲錦

半 I冊（他4冊と合 l軟〉

文耕堂・三好松洛作 元文元初演，刊年不明

京 菊屋七郎兵衛（寺町通常男ヂノレ町西側〉

※十行本。 51丁O 見返しに明和9の出版広告（破

損により書名不明〉あり。表紙右上に「ヒゴ

八」の小札あり O 原題策下部に「竹本筑後操直

侍／竹本大和接相停／菊屋七郎兵衛板」とある。

31723に同書七行本あり。

4-28マ21 大惣番号不明⑤ 20銭

カタキウチツヅレノエジキ

31723 敵討濫複錦

半 l冊（他4冊と合 1朕〉

文耕堂・三好松洛作 元文元初演

書捧・刊年不明

※七行本。 70丁O 31722にl司書十行本あり。

4-28マ21 五十八番θ 20銭

カタキウチハルノスミヨシ

31724 讐 報春住吉

半 1冊（他4冊と合 l峡〉

兎角亭東喬作 寛政8初演・刊

書捧不明

※七行本。 100丁。後補墨書題策「茶屋仇報春住吉」。

「文貫堂」などの旧蔵者印あり。

4-28マ21 な四百八十弐＠ 20銭

コンピラゴリジヤウ
金目比羅 カタキウチヲサナモノガタリ

31725 御利生 敵討稚物語

半 l冊（他4冊と合 ll扶〉

近松半二・竹本三郎兵衛作 明和元初演・刊

書捧不明

※七行本。 75丁O 内題下に「竹田出雲擦」とある。

巻頭に風月堂旧蔵印および書込みあり。

4-28マ21 な百拾弐＠ 20銭

オハンチヤウエモン
おは ん カツラガハレンリノジガラミ

31726 長右衛門桂川連理柵

半 l冊〈他5冊と合 11扶〉

菅専助作 安永5初演・刊

大坂佐々井治郎右衛門（長堀白愛橋北へ入），

江戸 山崎金兵衛（本石町三丁目〉・鱗形屋孫

カ ナウツシアヅチモンダフ

31727 仮名寓安土問答

半 I冊（他4冊と合 Il扶〉

近松半二・近松東南・近松能輔・若竹笛拐作

安永9初演・干リ

書捧不明

※七行本。 101丁O 31728と同版O

4-28マ19 四百六G 20銭

カ ナウツシアヅチモンダフ

31728 仮名湾安土問答

半 1冊（他4冊と合 I軟〉

近松半二・近松東南・近松能輔・若竹笛弱作

安永9初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三丁目）， 大坂

停法屋吉九郎（今橋筋西横堀〉

※七行本。 101丁。原題簸下部に「座本竹田高口

口／太夫竹本春太夫／太夫竹本染太夫／直停／

寺田吉九郎新板」とある。内題下に「竹本染太

夫正章」とある。 31727と同版。

4-28マ19 四百0六② 20銭

カ ナデホンチユウシングラ

31729 般名手本忠臣蔵

半 l冊（他4冊と合 I映〉

竹田出雲・三好松洛・並木千柳作 寛延元初演・刊

書嘩不明

※七行本。 99了。 31730・31731に同書十行本あり。

第 l丁オモテに「柏屋兵助」ほか旧蔵者印あり。

全巻にわたって不審紙・朱の加筆あり。

4-28マ19 な百五拾或R 20銭

カ ナデPホンチユウシングラ

31730 俵名手本忠臣蔵

半I冊（他4冊と合 I帳〉

竹田出雲・三好松洛・並木千柳作 寛延元初演

書捧・刊年不明

※十行本。 70了。 31729に問書七行本あり。また，

31731に同書十行本（再版本〉あり。

4-28マ19 な百五十二号 20銭

カ ナデホンチユウシングラ

31731 俵名手本忠臣蔵

半 1冊（他4冊と合 l軟〉

no 
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u
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竹田出雲・三好松洛・並木千柳作（1748)

寛延元初演，同41司j

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側〉

※十行本。 70丁。内題上に「再版」とある。見返

しに菱屋の『越真一文字』の広告を材す。

31729・31730参照。
4-28マ19 な百五十二 20銭

カマクラオホケイヅ

31732 鎌倉大系園

半 1冊（他4冊と合 l秩〉

為永太郎兵衛＝「作者」，浅田ー鳥・豊岡珍私持永

千蝶＝「文者」 寛保2初演

書埠・刊年不明

※七行本。 95丁o

4-28マ23 二七 20銭

カ マタ ラヒ ジア ヲトゼニ

31733 鎌倉比支青砥銭

半 l冊（他4冊と合 ll扶〉

安田蛙文作 享保18初演

書捧・刊年不明

※七行本。 87了。

4-28マ23 三百壱番⑧ 20銭

カマクラヤマミドリノカチドキ

31734 鎌倉山緑翠勝関

半 I冊〈他4冊と合 11扶〉

安永4初演・刊三久作

書購不明

※七行本。 91丁o 内題下に「座本豊竹新太夫jと

ある。「堀仁」などの旧蔵者印あり。

4-28マ23 弐百廿八番θ20銭

カノマノタワンジヤフヂトガツセン

31735 蒲冠者藤戸合戦

半 l冊（他5冊と合 11険〉

並木宗助・安田娃文作 享保15初演，刊年不明

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル町西側〉

※十行本。 61丁O 小口に「先代萩五Jと墨書。

4-28マ22 二四十七R 20銭

スケロタアゲマキ
町ftザケ カミコシタテリヤウメンカガミ

31736 議逗 紙子仕立関面鑑

半 l冊（他4冊と合 ll扶〉

明和5初演・刊菅専助作

書埠不明

※七行本。 61To墨書題策には角書なし。内題下

に「座本豊竹此吉」とある。

4-28マ23 六百二十八R 20銭

カラウタアフミハツケイ

31737 詩近江八景

半 l冊〈他3冊と合 Il扶〉

為永太郎兵衛・浅田一鳥・豊岡玲平・但見仙震作

延享2初演・刊

京亡二二コ〈寺町松原上ル西町〉

※十行本o61丁。見返しに宝暦8の大惣の書込み

あり。同映に同書七行本あり。

4-28マ24 大惣番号不明 20銭

カラニシキエンタヨノイサヲシ

31738 唐錦艶書功
半 l冊〈他3冊と合 11扶〉

司馬芝受作 寛政6初演・刊

京菊屋七郎兵衛〈寺町通松原上ル町）， 江戸

西宮新六〈本材木町一丁目）， 大坂本屋卯

之助〈心斉橋塩町〉・勝尾屋六兵衛（御堂筋唐

物町北江入〉

※七行本。 95丁。豊竹麓太夫の奥書あり。

4-28マ24 四四九＠ 20銭

31739 

カプJ
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セJ
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チ向，，シ内
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’
ヤジ

カラヤマトキキガキザウシ

韓 和聞 書帖

半 l冊〈他3冊と合 ll険〉

若竹笛拐・丹青堂作 天明7初演・刊

京今井七郎兵衛（寺町通松原上町〉・八木治

兵衛〈同）， 江戸前川六左衛門（日本橋通三

丁目），大坂玉水源治郎（北浜西横堀船町）

※七行本。100了。竹本政太夫・豊竹此太夫の奥書

あり。内題下には「座本竹本千太郎」とある。

終了に「大府鷹羽氏」と書込みあり。裏表紙

に同氏の落首あり。

4-28マ24 四百二番② 20銭

カJレカヤダウシンツクシノイヘヅト

31740 苅萱桑門筑紫練

半 l冊（他5冊と合 11扶〉

享保20初演・刊並木宗輔作

紙屋輿右衛門

※七行本。 93丁。内題上に「再版」，下に「座本

豊竹越前少操」とある。裏表紙を欠く。 31741

に同書十行本あり。

4-28マ25 七十二θ 20銭

- 57ー
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カJレカヤダウシシックジノイへヅト

31冗1 苅萱桑門筑紫車業

半 1冊〈他5冊と合 1軟〉

享保20初演並木宗輔・丈輔作

書皐・刊年不明

※十行本。 65To朱の書込み・不審紙あり。

4-28マ25 大惣番号不明＠ 20銭

カハチノタニウパガヒ

31742 河内国姥火

半 l冊繕）5冊と合 1軟〉

松田和吉作 正徳3初演，刊年不明

京山本九兵衛〈二条通寺町西へ入丁）， 大坂

山本九右衛門（高麗橋二丁目出店〉

※七行本。 88丁。

4-28マ22 な百弐十九R 20銭

タワングンイツトウシ

31743 官軍一統志

半 I冊〈他5冊と合 1軟〉

黒蔵主作 宝暦14初演・刊

大坂正本屋小兵衛〈長堀心斎橋北詰）， 江戸

鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三丁目〉

※七行本。 90丁O 内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。題策下部に「豊竹越前橡／豊竹筑前操

／直停／正本屋小兵衛」とある。

4-28マ25 大惣番号不明② 20銭

タワンハツシウツナギウ7

31744 関八州繋 馬

半 l冊〈他5冊と合 1峡〉

近松門左衛門作 享保9初演，刊年不明

京山本九兵衛（二条通寺町西入ル町〉

※十二行本。 33丁o原題策に「竹本筑後操／直之

正本」とある。

4-28マ25 仁コ三番0 20銭

ギヲンサイレイシンカウキ

31745 祇園祭裡信仰記

半 I冊〈他5冊と合 l軟〉

中巴阿契・豊竹臆律・黒蔵主・三津飲子・浅田一鳥

作 宝暦7初演・刊

書捧不明

※十行本。 70丁。内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。同軟に同書七行本あり。

4-28マ26 な百三拾四~ 20銭

ギンウ付
堂
記

川
間
縁

内
三
郎

ン
十
太

汁
三
平

サフタンサ

P
O
 

A
吐

司

t円。
ギヲンニヨウゴココノヘニシキ

祇園女御九重錦

半 l冊〈他5冊と合 1秩〉

若竹笛弟・中邑阿契作 宝暦10初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛〈大伝馬町三丁目）， 大坂

仁二二ご】（心斎橋南四丁目〉

※七行本。 100丁。内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。

4-28マ26 な八百三拾壱 20銭

カナデホン
偲名ギジノカキゾへ

31747 手本義士の書添

半 l冊（他5冊と合11扶〉

賀雀堂扉風裏形作・自序 享保3初演・刊

江戸松本平助（四日市）， 大坂天満屋安兵

衛（平野町御霊筋西江入〉

※七行本。 100了。題策下部に「座本豊竹房太夫

／太夫豊竹麓太夫直停／正本所天満屋安兵衛

新板」とある。

4-28マ26 四百九拾七番g 20銭

キシノヒメマツクツワカガミ

31748 岸姫松轡鑑

半 l冊（他4冊と合 11険〉

豊竹臆律・若竹笛弱・稲松藤助・浅田一鳥・黒蔵主

・並木永輔作 宝暦12初演・刊

書卑不明

※七行本。 100丁o 内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。所々朱が入っている。墨による汚損あ

り。

4-28マ27 百拾五g 20銭

キタハマメイブックロフネ，-iナジ

31旬9 北漬名物黒松噺
半 l冊〈他4冊と合 l軟〉

明和6初演・刊菅専助作

書捧不明

※七行本。 66了。内題下に「座本豊竹代吉」とあ

る。

4-28マ27 四百八＠ 20銭

キヌガサジユエイグンキ

31750 蓋毒永軍記

半 l冊（他4冊と合 lI扶〉

菅専助・近松半二作 安永5初演・刊

書卑不明



※七行本。 96了。内題下に「座本豊竹此吉」とあ
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る。

4-28マ27 三百0四番G 20銭

オハナハンシチ
おはな キヤウハプタへムスメカタギ

31751 半七京羽二重娘気質

半 l冊〈他4冊と合 lI扶〉

近松半二・竹本三郎兵衛作 宝暦14初演・刊

書捧不明

※七行本。 87丁。内題下に「竹田出雲」とある。

31752は同版， 31753は同書十行本。第2丁は書

写による補修。

4-28マ28 ム二百六十九0 20銭

オハナハンシチ
おはな キヤウハプタヘムスメカタギ

31752 半七京羽二重娘気質

半 l冊〈他4冊と合 I軟〉

近松半二・竹本三郎兵衛作 宝暦14初演・刊

書嘩不明

※七行本。 87了。内題下に「竹田出雲」とある。

巻頭に「風月堂記」印あり。 31751と同版，

31753に同書十行本あり。

4-28マ28 な弐百六十九番② 20銭

オハナハンシチ
おはな キヤウハプタヘムスメカタギ

31753 半七京羽二重娘気質

半 l冊（他4冊と合 1朕〉

近松半二・竹本三郎兵衛作 宝暦14初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側北より〉

※十行本。 70丁o 内題下に「竹田和泉」とある。

31751・31752に同書七行本あり。

4-28マ28 大惣番号不明＠ 20銭

キヤウミヤゲメイシヨヰヅツ

31754 京土産名所井筒

半 l冊（他4冊と合 1軟〉

享保14初演長谷川千四作

書埠・刊年不明

※七行本。 70了o 同軟に同版の本あり。

4-28マ28 な百九十五⑤ 20銭

クスノキ7 サジゲグンノマフジツロク

31755 楠正成軍法賞 録

半 1冊（他5冊と合 ll扶〉

享保15初演，刊年不明並木宗助・安田蛙文作

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル町西側〉

※十行本。 70丁o

4-28マ29 な三百三拾番＠ 20銭

ヂヂイハヤマヘシパカリニパパアハカハヘセンタクニ

祖父は山へ柴刈に
31756 祖母は川へ洗濯に

クスノキムカシJ~ナジ

楠昔噺

半 l冊（他5冊と合 1軟〉

並木千柳・三好松洛・竹田小出雲作

延享3初演・刊

書埠不明

※七行本。 99T。同軟に同書十行本あり。内題下

に「五節句五段績」とある。

4-28マ29 な八拾五 20銭

ウメヤジプウキナノイロアゲ

31757 梅屋渋浮名色揚

半 I冊〈他5冊と合 1軟〉

松田和吉作

書捧・刊年不明

※はじめの 2丁は「薬売小梅の昔」と題する八行

の正本。第3丁から七行の「梅屋渋浮名色揚松

田和吉作」で，通しの丁附があり，全部53丁。

見返しに彩色の人物画あり。題策に「クスリウ

リウメノコハル」と書込みあり。

4-28マ29 な四十四R 20銭

クメノセンニンヨシノザクラ

31758 久米仙人吉野桜

半 l冊（他5冊と合 ll扶〉

寛保3初演・刊為永太郎兵衛作

書捧不明

※七行本。 92丁。「風月堂記」印など数種の印あ

り。

4-28マ29 な七拾壱＠ 20銭

タイヘイキスミヨシノマキ
太平司 クルマガヘシカツセンザタラ

31759 住吉巻 車還合戦桜

半 I 冊（他 3 冊と合 11~）

享保18初演文耕堂作

書埠・刊年不明

※七行本。 93丁。

4-28マ30 二百八拾八番＠ 20銭

コクダカハセンゴヒヤタサツスウハシジフシチ

石高ハ千五百
31760 冊数ハ四十七

サトゲシキユキノチヤノユ

廓景色雪の茶舎

半 l冊（他 5冊と合 l軟〉

若竹笛弱・丹青堂・梅野下風作 天明 7初演・刊

京今井七郎兵衛（寺町通松原上町〉・八木治

n
u
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半 l冊〈他5冊と合ll扶〉 閲覧。

近泰半二・八民平七・寺田兵藤・竹田文吉・竹本三

郎兵衛作 明記758初演・刊

書皐不明

※十行本。 64了。同軟に同書七行本あり。内題下

に「座本近松門左衛門」とある。大惣番号の上

兵衛（同）， 江戸前川六左衛門〈日本橋通三

丁目），大坂玉水源治郎（北演西横堀魁町〉

※七行本。 100丁O 内題下に「座本竹本千太郎／

豊竹此吉」とある。見返しに「尾州／名古屋御

園六丁目／井筒屋清兵衛」の印あり。

4-28マ41 四百番うR 20銭

グンジユツデグチノヤナギ

31761 軍術出口柳

半 l冊〈他3冊と合 l秩〉

菅専助・安田阿契・若竹十九・若竹笛弱作

安永4初演・刊

大坂正本屋小兵衛（日本橋北江三町目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛〈大伝馬町三町目〉

※七行本。 102丁o 内題下に「座本豊竹此吉」と

ある。

4-28マ30 な九百弐十弐 20銭

グンパフフ グミサイギヤウ

31762 軍法富士見西行

半 l冊（他3冊と合 li険〉

並木千柳・小川半平・竹田小出雲作

延享2初演・刊

京山本九兵衛（二条通寺町西へ入丁）， 大坂

山本九右衛門〈高麗橋二丁目出店〉

※七行本。 100丁O 竹田出雲操清定の奥書あり。

同軟に同書十行本あり。

4-28マ30 亡二コ十番R 20銭

ケイ セイアコ ヤ ノ マ ツ

31763 傾城阿古屋の松

半 l冊（他5冊と合 li険〉

近松半二・竹本三郎兵衛作 宝選立お演・刊

大坂山本九菓亭，京今井七郎兵衛（寺町通

松原上町），江戸松本平助〈日本橋四日市），

大坂玉水源治郎（北浜西横堀船町〉

※七行本。 82丁O 内題下に「座本竹田出雲」とあ

る。

4-28マ31 な三百四十壱R 20銭

ケイセイアハノナルト

31764 傾城阿波の鳴門

に朱で「う」と書込まれている。

4-28マ31 弐百十三② 20銭

ケイセイアフギフジ

31765 けいせい扇富士

半 1冊（他5冊と合 1秩〉

故人竹田千前軒・玉泉堂・吉田仲二作

明和7初演・刊

江戸亡二コ衛〈小伝馬町三丁目

※七行本。 95丁O 内題下に「座本豊竹新太夫」と

あり， 「弐百六十七全一」と書込み。大惣番号

は背のものによった。刊記の作者名に並んで、

「操吉田文三郎Jとある。

4-28マ31 二八十0 20銭

クJ
q
 

レJ

’’
 い

い
誉
徳

U

名
霊

何
臣
狐

メ
忠
白

ンシウチ

円

nu
ハh
u

月

t円。
ケイセイヲグラノシキジ

契情小倉の色紙
半 l冊（他5冊と合 ll険〉

山田案山子・春の家有粛作 天保首初演・刊

書障不明

※内題下に「詠草拾二葉」とある。

4-28マ32 な五百三十四番② 20銭

ケイ セイコヒノヒキヤク

31767 けいせい恋飛脚

半 1冊（他 5冊と合 1I険〉

菅専助・若竹笛婦作 安ぷ7'f｝初演・刊

大坂西津九葉軒，京今井七郎兵衛〈寺町通

松原上町）， 江戸前川六左衛門〈日本橋通三

丁目）， 大坂玉水源治郎（北演西横堀船町〉

※七行本。 50了O 内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

4-28マ31 六百五十三θ 20銭

ケイセイコクセンヤ

31768 傾城園性爺

紀海音作

〉

明

峡

不
I

年

合

刊

ル」冊

演
5
〉
初

他
m
2

（

α保
冊

享

半

大坂西津仁二コ（上久宝寺町三丁目〉

※七行本。 75丁O 豊竹上野少撲の奥書あり。館内

4-28マ31 な八百弐拾三＠ 20銭

ケイセイシ7，ぜラカヒルガツセン

31769 傾城嶋原蛙合戦

近松門左衛門作

半 1冊〈他5冊と合 li険〉

享保4初演

- 60ー
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書捧・刊年不明

※七行本。 77了O 墨書題策は「嶋原蛙合戦Jで，

左上に「四百八十番」とあるのを抹消している。

4-28マ32 な七百五十六＠ 20銭

ケイセイムケンノカネ

31770 傾城無間鐘

半 l冊《他5冊と合 li扶〉

紀海音作 元禄13初演，刊年不明

大坂西津九左衛門（上久宝寺町三丁目〉

※七行本。 89丁o 豊竹上野少擦の奥書あり。

4-28マ32 な八百二卜四番。 20銭

ゼンタイヘイキサンジフタクワンメ
前太平記 ゲンケシチダイシフ

31771 舟九巻目 減家七代集

半 l冊（他5冊と合 ll扶〉

並木宗助・安田蛙文作 享保16初演

書津・刊年不明

※七行本。 96了。

4-28マ32 弐百四十三9 20銭

ゲンジオホサウシ

31772 源氏大草紙

福内鬼外作

書捧不明

半 l冊（他5冊と合 I軟〉

明和7初演・刊

※七行本。 90丁O 内題下に「座本豊竹東治」とあ

る。

4-28マ33 三百四十R 20銭

ゲンソウタワウテイホウライノツル

31773 玄宗皇帝蓬莱震

半 l冊（他5冊と合 l軟〉

紀海音作 享保8初演

書捧・刊年不明

※七行本。 81丁o

4-28マ33 三百四十三R 20銭

ニッポンゴザン日本 ケンニンジクヤウ

31774 五山建仁寺供養

半 1冊〈他5冊と合 lI扶〉

西沢一風・田中千柳作 享保8初演

書捧・刊年不明

※七行本。 86丁O 内題下の作者名の右に「桜田雨

内」と書込みあり。墨・朱の書込み多しO

4-28マ33 な百九拾査② 20銭

マツヨヒジジウヤサクランド
待宵侍従 ゲンベイヌノピキノタキ

31775 優美蔵人 源平布引瀧

半 1冊（他5冊と合 li扶〉

並木千柳・三好松洛作 寛延2初演・刊

書捧不明

※七行本。 95丁o 原題策汚損。裏見返しに「豊竹

筆子太夫」と墨書。 31776に同書十行本あり。

4-28マ33 四百九番 20銭

マツヨヒジジウヤサクランド
待宵侍従 ゲンペイヌノピキノタキ

31776 優美蔵人 源平布引瀧

半 l冊（他5明ふヂ1軟〉

並木千柳・三好松洛作 寛延2初演・刊

京菱屋治兵衛〈寺町松原上ル西側）， 江戸

鱗形屋孫兵衛（大停馬町三丁目〉

※十行本。 70丁O 31775に同書七行本あり。

4-28マ33 な五拾弐番θ 20銭

コヒデンジユプンプノヂンダテ

31777 議停授文武陣立

半 l冊（他5明ふ合l軟〉

菊水軒・奈川七五三助作 寛政2初演・刊

大坂山本九菓亭，京今井七郎兵衛〈寺町通

松原上町），江戸松本平助（日本橋四日市），

大坂玉水源治郎（北浜西横堀船町〉

※七行本。 95丁O 題策下部に「元祖竹本義太夫／

座本竹本徳、松直惇／正本所玉水源次郎板」とあ

る。

4-28マ36 な四百十七番 20銭

コヒニヨウノぜウソメワケタヅナ

31778 恋女房染分手綱

半 l冊（他4冊と合 1軟〉

吉田冠子・三好松洛作 寛延4初演・刊

書捧不明

※十行本。 70丁。 31779と同版。

4-28マ37 な九番＠ 20銭

コヒニヨウ，＇｛ウソメワケタ‘プナ

31779 恋女房染分手綱

半 l冊（他4冊と合 l軟〉

吉田冠子・三好松洛作 寛延4初演・刊

書~不明

※十行本。 70丁O 31778と同版O 初丁・終了に破

損あり。

4-28マ37 九番 20銭



コヒムスメムカシハチヂヤウ

31780 慾娘昔八丈

－浄瑠璃丸本一

書捧・刊年不明

※十行本。 65丁O

半 l冊（他4冊と合 l秩〉

松貫四・吉田角丸作 安永4初演・刊

江戸森川太右衛門（日本橋通三町田〉

※六行本。 78丁O 内題下に「座本豊竹新太夫」と

ある。

4-28マ37 二百0六~ 20銭

コ．ヱツグンダン

31781 呉越軍談 半 l冊（他5冊と合 1帳〉

紀海音作 享保6初演，刊年不明

大坂西津九左衛門（上久宝寺町三丁目〉

※七行本。 80丁。豊竹上野少擦の奥書あり O

4-28マ34 百六七θ20銭

コクセンヤカツセン

31782 園性爺合戦

半 l冊（他5冊と合 lI険〉

近松門左衛門作 正徳5初演

書皐・刊年不明

※七行本。 103丁O 同軟に同版後刷り本あり。

4-28マ36 な七百三十七うθ20銭

アサヒナトウベヱケンクヲヤゴラウヱモン

朝比奈藤兵衛ゴタサイシキムスメアフギ
31783 喧 嘩屋 五 郎右衛門極彩色娘扇

半 l冊〈他4冊と合 ll扶〉

竹田出雲・二歩堂・近松半二・北窓後－－；7;0J'r本三郎

兵衛・三好松洛作 宝暦10初演・刊

※七行本。 99丁。内題下に「竹田出雲」とある。

これ以外の作者は巻末に「千前軒門人」として

列挙されている。「尾州大野／高須賀町／羽根

屋忠左衛門」などの印あり。

4-28マ36 大惣番号不明 20銭

ゴサンネンアウシウグンキ

31784 後三年奥州軍記

半 I冊（他5冊と合 lI険〉

並木宗助・安田蛙文作 享保14初演，刊年不明

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル町西側〉

※十行本。 70了。同軟に同書七行本あり。題策下

部に「豊竹上野少操直停／菱屋治兵衛新板」と

ある。見返しに「箕嶋蔵書」と書込みあり。

4-28マ34 な参拾萱番 20銭

ゴシヨザクラホリカハヨウチ
31785 御所桜堀川夜討

半 l冊〈他5冊と合 li扶〉

文耕堂・三好松、洛作 元文2初演

ワ
UF

O
 

4-28マ34 大惣番号不明⑤ 20銭

31786 

、耳ザ，，シ，ノH
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寝
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一
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義

ト
源
源

ヨ，ノモナ

コセシヂヤウカネカケノマツ
古戦場鐙懸の松

半 I冊（他5冊と合 l軟〉

竹田出雲・二歩軒・近松半二・北窓後一・竹本三郎

兵衛・三好松洛作 宝暦11初演・刊

書捧不明

※七行本。 96丁O 内題下に「竹田出雲」，終了に

「千前軒門人」として他の作者名を記す。表・

裏見返しに「此本何方へ参申候とも」云々の貸

本屋の書込みあり。「玉山堂記」などの印あり。

同軟に同書十行本あり。

4-28マ34 な百三十七番＠ 20銭

31787 

キプカ叫
伎
伎

υ舞
舞

カ
歌
歌

件
女
男

虻
関
関

汁
下
上

キセモ

コソデグミクワンネラモンベイ
小袖組貫練門平

半 l冊（他5冊と合 li扶〉

竹田出雲・吉田冠子・中邑閏助・近松半二・三好松

制乍 宝暦4初演・刊

書捧不明

※七行本。 92丁O 同軟に同書十行本あり。

4-28マ35 な弐百拾番＠ 20銭

アネハミヤギノイモウトハシノプ
姉は宮ぎの ゴタイヘイキシライシパナシ

31788 妹はしのぶ 碁太平記白石噺

半 1冊（他5冊と合 l朕〉

紀上太郎・容楊黛・鷲烏旭・烏亭駕馬：1志子環作

安永9初演・刊

江戸春松軒西宮新六（本材木町一丁目〉

※七行本。 125丁O 内題下に「座本豊竹新太夫」

とあるO 見返しに「永井本家蔵」と書込みあり。

4-28マ35 な三百八十三 20銭

ゴタイヘイキヒサゴジツロク

31789 後太平記瓢貫録

半 l冊（他5冊と合 11扶〉

菅専助・若竹笛弱作 安永元初演・刊

大坂正本屋小兵衛（日本橋北江三町目〉， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大惇馬町三町目〉

※七行本。 73丁O 内題下に「座本豊竹此吉」とあ



る。
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4-28マ35 百十一番θ20銭

J 』 h h ..... ~，占 Z乙コモチヤマウノマ

31790 －五百番~内’子もち山うば
半 l冊〈他5冊と合 lI扶〉

近松門左衛門作 正徳2加，刊年不明

山本九兵衛

※十行本。 33了。奥書一部破損。内題下に「竹本

筑後援直」とある。

4-28マ35 な七百四十壱＠ 20銭

カフガノサプラウイハヤモノガタリ

31791 甲賀三郎窟物語

半 I冊〈他4冊と合 li快〉

竹田出雲・文耕堂作 享保20初演，刊年不明

京 山本九兵衛（二条通寺町西へ入丁）， 大坂

山本九右衛門（高麗橋二丁目出店〉

※七行本。 86丁。題策剥落。「竹田出雲按清定」

の奥書あり。中途より紙の疲弊度が増し，朱が

入る。前後半別の冊であったものを，寄せ合わ

せた本か。

4-28マ37 百四十番 20銭

キクチオホトモ
菊池 コンレイソデカガミ

31792 大友姻袖鏡

半 I冊（他 I冊と合 ll扶〉

千前軒（竹田出雲）門人近松半二・三好松洛・竹田因幡

．竹田小出・竹田平七・竹本三郎兵衛作

明和2初演・刊

※七行本。 92丁O 内題下に「座本竹田因幡接」と

ある。同軟に同版本あり。その刊記によれば，

書捧は，京 山本九兵衛（二篠通寺町西江入丁），

大坂吉川宗兵衛（北久太郎町中橋筋）， 江戸

鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三丁目〉

4-28マ38 八十二番R 20銭

サガミニフダウセンピキイヌ

31793 相模入道千疋犬

半 I冊（他4冊と合 li険〉

近松門左衛門作 正徳4初演

書皐・刊年不明

※七行本。 90丁o見返しには人物画，裏見返しに

は花の絵が描かれている。裏見返しには「作本

屋八兵衛版」とインクの書込みあり。 31794に

異板の七行本あり。

4-28マ40 百六十九＠ 20銭

サガミニフダウセンピキイヌ

31794 相模入道千疋犬

半 l冊 M1!4)4冊と合 I朕〉

正徳4初演，刊年不明近松門左衛門作

京山本九兵衛（二僚通寺町西江入町）， 大坂

山本九右衛門〈高麗橋仁二コ〉

※七行本。 90丁O 「竹本筑後援」の奥書あり。「停

吉」「若藤」などの印あり。 31793に異板の七行

本あり。

4-28マ40 な七百四拾八θ20銭

サガテンワウ

31795 嵯峨天皇

近松門左衛門作

書捧・刊年不明

※七行本。 91丁o はじめの 8丁は書写による補修。

『国書総目録』には「嵯峨天皇甘露雨Jとして

半 l冊〈他4冊と合 l峡〉

正徳、4初演

載る。

4-28マ39 大惣番号不明。 20銭

ユウシヤウノカネミチ7 ウジヤウノ 7 トリ
勇将兼道 サキガケカネガミサキ

31叩6 猛将真鳥 魁鐘岬

半 1冊〈他4冊と合 11険〉

菅専助・若竹笛賜・豊芦州作 明和7初演・刊

書捧不明

※七行本。 93了o 巻末の作者名の右に「三好泰治」

と書込みありo内題下に「座本豊竹若太夫」と

あるo

4-28マ40 弐百九十八⑤ 20銭

キヨミヅセイゲン
清水 サクラヒメシヅヒメサクラ

31797 清源 依姫賎姫桜

半 1冊（他5冊と合 l秩〉

若竹笛弱・豊竹庭、律・中邑阿契作宝暦10初演・刊

書捧不明

※七行本。 96了O 内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。「風月堂記Jなどの印あり。 31798に問

書十行本あり O

4-28マ41 百四四θ 20銭

キヨミヅセイゲン
清水 サクラヒメシヅヒメサクラ

31798 清源 依姫賎姫桜

半 i冊（他5冊と合 11険〉

若竹笛弱・豊竹臆律・中邑阿契作宝暦10初演・刊

京菱屋治兵衛〈寺町松原上ル西側北より〉

※十行本。 70丁o 題賃貸下部に「豊竹越前少操／豊

竹筑前少操直停／菱屋治兵衛新板」とあるo

q
u
 

po 
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31797に同書七行本あり。見返しに旧蔵者「源

九郎」のことわり書あり。

4-28マ41 仁コ四⑤ 20銭

サクラヒメミサヲタイゼン

31799 桜姫操大全

半 I冊（他5冊と合 1軟〉

松貫四・友三郎・鬼眼作 安永5初演・刊

書嘩不明

※七行本。 95了O 内題下に「座本豊竹東治」とあ

る。「成山堂」印あり。

4-28マ41 な三百七拾弐⑤ 20銭

ヨドノツギハシオピトリイケ
淀継橋 サクラヒメミヤコカガミ

31800 帯取池 棲姫花洛鑑

半 1冊（他5冊と合 Il扶〉

佐川藤太・梅枝軒作 文化4初演・刊

江戸西宮屋新六，京菊屋七郎兵衛，大坂

和多屋喜兵衛（北堀江市之側〉

※七行本。 103丁O 題策下部に「太夫本竹津大作

／和多屋喜兵衛新板」とある。見返しに本書を

解説する書込みあり。

4-28マ41 五百四番＠ 20銭

サヨゴロモヲシドリノツルギパ

31801 狭夜衣鴛鳶銀麹

半 I冊（他4冊と合 l軟〉

並木宗輔作 元文4初演

書韓・刊年不明

※十行本。 66丁O 初丁に破損あり，書写により補

修。 31802に同書七行本あり。

4-28マ39 な六十八＠ 20銭

サヨゴロモヲシドリノツルギパ

31802 狭夜衣鴛鴬銀麹

半 l冊（他4冊と合 ll扶〉

並木宗輔作 元文4初演

書捧・刊年不明

※七行本。 100丁O はじめから 8丁および最終了

は罫線入り半紙を用いての書写による補修。

31801に同書十行本あり。

4-28マ39 大惣番号不明 20銭

31803 

ヒタチオピヨナキイシ
常陸帯 サヨノナカヤマツリガネノユライ

夜暗石 小夜中山鐘由来

半 1冊〈他4冊と合 ll扶〉

近松半二・三好松洛・竹田伊豆・並木永輔・竹田小

出・竹田平七・竹本三郎兵衛作 明和3初演・刊

京 山本九兵衛（二保通寺町西江入丁）， 大坂

古川宗兵衛（北久太郎町中橋筋）， 江戸鱗

形屋孫兵衛（大停馬町三丁目〉

※七行本。 92了O 内題下に「座本竹田伊豆操」と

ある。「風月堂記」の印あり。 31804に十行本あ

り。

4-28マ39 五十四③ 20銭

ヒタチオピヨナキイジ
常陸帯 サヨノナカヤマツリガネノユライ

31804 夜暗石 小夜中山鐘由来

半 l冊〈他4冊と合 li扶〉

近松半二・三好松洛・竹田伊豆・並木永輔・竹田小

出・竹田平七・竹本三郎兵衛作 明和3初演・刊

江戸費所／鶴屋喜右衛門（通油町）， 京板

元／鶴屋喜右衛門（二僚通寺町角〉

※十行本。 63To内題下に「座本竹田伊互接j と

ある。 31803に七行本あり。

4-28マ39 五十四c 20銭

サノレマルダイフシカノマキフデ

31805 猿丸太夫鹿巻牽

半 1冊（他5冊と合 Ir扶〉

文耕堂・三好松洛作 元文元初演，刊年不明

江戸西宮新六〈本材木町一丁目〉

※七行本。 90丁。「名代薩摩屋小平太／座本豊竹

新太夫」の奥書あり。

4-28マ42 口百四十六R 20銭

サンゴタプサウヤツコノウケジヤウ

31806 三園無愛奴請吠

半 l冊（他5冊と合 ll険〉

近松東南・安田阿契・若竹笛拐作安永5初演・刊

書捧不明

※七行本。 115了O 内題下に「座本豊竹此吉」と

ある。表裏見返しに「杉之町鍵屋東四郎」の書

込みあり。同軟に同書十行本あり。

4-28マ42 な百0七番＠ 20銭

サングンキキヤウガハラ

31807 三軍桔梗原

半 i冊（他5冊と合 l軟〉

桜井頼母（内題下）・春帥堂・戸田吾文・松岡千助

・岩瀬左門・文滴堂（巻末〉作 延享2初演・刊

書砕不明

※七行本。 83丁o「万金」印あり。

4-28マ42 三百十八θ20銭

-64ー



一浄瑠璃丸本一

イロハギヤウジヤウキ
以呂波 サンシウピヤウプガウラ

31808 行扶記 讃州扉風浦

半 l冊（他5冊と合 ll扶〉

江群堂・豊竹磨、律・豊臨水・若竹笛射作

安永7初演・干日

書捧不明

※七行本。 105丁。内題下に「座本豊竹此吉」と

ある。

4-28マ42 三百三十三θ20銭

ゲンパチノワタシヘイダノツツミ
源八渉 サンジツコクヨフネノハジマリ

31809 平太堤 三拾石総始

半 I冊（他5冊と合 ll扶〉

寛政4初演・刊ゃなぎ事近松柳作

書捧不明

※七行本。 97丁o内題下に「座本豊竹此母／太夫

豊竹此太夫」とある。

4-28マ42 な四百三三θ 20銭

サンセウダイフヨシハラスズメ

31810 山桝太夫霞原雀

半 l冊（他 l冊と合 I軟〉

作者未詳 享保5初演
書捧・引j年不明

※七行本。 60丁O 表紙改装。内題下に「豊竹上野

少捺」とある0

4-28マ43 大惣番号不明 20銭

サンジヤウダイフゴニンムスメ

31811 三荘太夫五人嬢

半 l冊（他 I冊と合 l軟〉

竹田出雲作 享保12初演

書捧・刊年不明

※七行本。 105丁O

4-28マ43 八十壱＠ 20銭

カハキマサムネカタナノユライパiセヲヲウハイカイノランシヤウ

河井正宗万由来
31812 芭蕉翁俳諮濫腸

シガノカタキウチ

志賀の敵討

半 I冊（他5冊と合 l軟〉

安永5初演・刊紀上太郎作

大坂柏原屋佐兵衛（心斎橋伝馬町）， 江戸

駿河屋藤助（牛込御細工町〉

※七行本。 85丁。内題下に「座元豊竹新太夫」と

ある。旧蔵者「本勝」の印あり。

4-28マ44 な三百四拾弐θ 20銭

ヒ，J 切
取
恋

い
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陣
初
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の
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文
歌

ヂ

m
九
名

J
’’
 ンモジ

円
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O
O
 

円

ο
シキシマミサヲグンキ

しきしま操軍記
半 l冊（他5冊と合 l秩〉

豊竹醸律・並木斎治作 明和2ら演・刊

大坂正本屋小兵衛〈日本橋北江三丁目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三丁目〉

※七行本。 97丁o 内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。見返しに「本主石屋茂兵衛」の朱の書

込みあり。

4-28マ45 な二百十八番＠ 20銭

ゴタイヘイキジフサンタワンメ
後太平記 ジダイオリムロマチニシキ

31814 十三巻目 時代織室町錦繍

半 l冊（他5冊と合 1峡〉

近松半二作 安ぷ拘演・刊

京山本九兵衛（二条通寺町）， 江戸山崎金

兵衛（本石町十軒店〉・鱗形屋孫兵衛〈大伝馬

町三丁目），大坂天満屋源治郎（西横堀船町）

※七行本。 100了。

4-28マ44 三百八十四＠ 20銭

ジダイセワヲンナセツヨウ

31815 時代世話女節用

半 l冊（他5冊と合 ll快〉

玉泉堂・吉田二一・吉田冠子作 明記769ら演・刊

書捧不明

※七行本。 98了。

4-28マ44 な三百拾九θ 20銭

シツケガタサムラヒカガミ

31816 8美方武士鑑

半I冊〈他5冊と合 I軟〉

近松半二・松田ばく・寺田兵藤・築善平・竹本三郎

兵衛作 明記すら演・刊

書捧不明

※七行本。 95丁。内題下に「座本竹田栄蔵」とあ

るo 31817に同書十行本あり。

4-28マ45 百三十三番⑤ 20銭

シツケカ．タサムラヒカガミ

31817 援方武士鑑

半 l冊〈他5冊と合 ll扶〉

近松半二・松田ばく・寺田兵藤・柴善兵・竹本三郎

兵衛作 明記192ら演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側）， 江戸

鱗形屋孫兵衛（犬伝馬町三丁目〉

F
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O
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一浄瑠璃丸本一

竹田出雲作

書捧・刊年不明

※七行本。 88丁O 題簸剥落。

4-28マ46

※十行本。 65丁。内題下に「座本竹田栄蔵」とあ

る。 31816に同書七行本あり。

4-28マ45 大惣番号札剥落＠

20銭

ジユテンドウジマタラコトノぜ

酒呑童子枕言葉
半 I冊（他5冊と合 1秩〉

近松門左衛門作 宝永4初演，刊年不明

京 山本九兵衛（二傑通寺町西へ入了）， 大坂

山本九右衛門〈高麗橋二丁目出店〉

※七行本。 85了。竹田出雲操清定の奥書あり。

4-28マ46 七五－(d 20銭

三十三

31823 

20銭

シテンワウジレイジンザクラ

四天王寺伶人桜

半 1冊〈他5冊とヂ l軟〉

中邑阿契作 明和6初演・刊

大坂正本屋小兵衛〈日本橋北江三丁目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大惇馬町三丁目

※七行本。 70丁O 内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

31818 

ジユンシヨクエドムラサキ

潤色江戸紫

半 1冊〈他5冊と合 1軟〉

為永太郎兵衛（内題下〉・浅田一鳥・宅思ヂ平・但

見仙穣（巻末〉作，為永千蝶践 延享元初演・刊

大坂西津九左衛門（心斎橋南四丁目西側〉

※七行本。 98了。豊竹越前少操の奥書あり。

4-28マ46 十三θ20銭

31824 

20銭

モノノベモリヤシヤウトタタイシ
物部守屋 シテンワウジガランカガミ

聖徳太子 四天王寺伽濫鑑

半 l冊（他5冊と合 l帳〉

並木正三〈内題下〉 ・秋田正平・松田宅語〉・並木翁

助〈巻末〉作 宝暦7初演・刊

大坂大和屋利兵衛（本町室町目南側〉・仁コ

〈長堀中橋亡コ〉

※七行本。 121了。本文中に朱墨の書込みあり。

旧蔵者の朱印が塗抹されている。

4-28マ44 な三百七拾番＠

三百十弐番θ4-28マ44

31819 

シヤウトクタイシエデンキ

聖徳太子給停記
半 l 冊〈他 5 冊と令7~7rc)

享保2初演

20銭 31825 

近松門左衛門作

書捧・刊年不明

※七行本。 87了O

ジヤウネクラベアネガハヅキγ

性根競姉川頭巾
半 1冊（他5冊と戸 l軟〉

近松半二・柴善平・八民平七作 安永3初演・刊

京山本九兵衛（二僚通寺町）， 大坂吉川宗

兵衛（博労町筋心斎橋）， 江戸鱗形屋孫兵衛

〈大停馬町三丁目）， 大坂天満屋源治郎（西

横堀船町〉

※七行本。 55丁。題策下部に「竹本義太夫直惇／

吉川宗兵衛板J, 内題下に「座本竹田縫之助」

とある。「サトウ」などの印あり。三段目「堂

嶋の段」に集中して朱の書入れあり。

4-28マ47 大惣番号不明。

20銭四七三＠4-28マ47

31826 

シアタナナシ7 ヲサナヂンドリ

塩飽七嶋稚陣取

半 l冊（他5冊と合 l軟〉

竹田文吾・北脇紫人・ー来堂・八民平右読〉

安永5初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側）， 江戸

鱗形屋孫兵衛〈犬伝馬町三丁目〉

※十行本。 70了O 題策下部に「座本竹本高治郎／

太夫竹本春太夫／太夫竹本染太夫／直停／鶴屋

喜右衛門版」とある。見返しに「箕島蔵書」と

書込みあり。

4-28マ45

31820 

20銭

半 l冊（他5冊と合 lI扶〉

元禄8初演

な三百七十一番

ジヤカニヨライタンジヤウヱ

釈迦如来誕生舎

近松門左衛門作

書捧・刊年不明

※七行本。 94了。内題下に旧蔵者朱印あり。

4-28マ45 四百五十＠ 20銭

31821 

20銭

時代シンウスユキモノガタリ

世話新うすゆき物語

半 1冊（他5冊と合 l秩〉

31827 

P
O
 

F
O
 

シユツセヤツコヲサナモノガタリ

出世握虎稚物語

半I冊（他 5冊と合 l朕〉

31822 



－浄瑠璃丸本一

文耕堂・三好松洛・小川半平・竹田小出雲作

寛保元初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側北より〉

※十行本o63丁。同軟に31828ほか同書七行本2

冊あり。

4-28マ48 な拾番③ 20銭

ジダイセワ
時代シンウスユキモノガタリ

31828 世話新うすゆき物語

半 l冊〈他5冊と合 1秩〉

文耕堂・三好松洛・小川半平・竹田小出雲作

寛保元初演・刊

大坂山本九菓亭，京今井七郎兵衛〈寺町通

松原上町〉，江戸松本平助（日本橋四日市），

大坂亡二コ源治郎

※七行本。 86丁O 題策下部に「竹本筑後操直停／

玉水源次郎新版」とあるO 同軟に同版本と同書

十行本（31827）ありo

4-28マ48 な十番⑦ 20銭

ジングウクワウゴウサγカンゼメ

31829 神功皇后三韓責

半 l冊〈他5冊と合 I帳〉

紀海音作 享保4初演

書埠・刊年不明

※七行本。 89丁o 「風月堂記J印あり。

4-28マ47 大惣番号不明 20銭

シシヂユウカミヤヂヘヱ

31830 心中紙屋治兵衛

半 l冊（他5冊と合 Ii険〉

近松半二・竹田文吉作 安永7初演・刊

書捧不明

※十行本。 39丁o31831に同書七行本あり。内題

下に「竹本染太夫正章」とある。

4-28マ47 な六百六十六番0 20銭

シンヂユウカミヤヂヘエ

31831 心中紙屋治兵衛

半 I冊（他5冊と合 11扶〉

近松半二・竹田文吉作 安永7初演・刊

大坂山本九菓亭，京今井七郎兵衛（寺町通

松原上町），江戸松本平助（日本橋四日市），

大坂玉水源治郎〈北浜西横堀船町〉

※七行本。 61丁O 内題下に「竹本染太夫」とある。

31830に同書十行本あり。

4-28マ47 二百七十② 20銭

31832 
内
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半 l冊（他5冊と合 1軟〉

近松門左衛門作 宝永5初演，刊年不明

山本九兵衛

※八行本。 32丁。「風月堂記」印あり。

4-28マ48 大惣番号不明R 20銭

シンヂユウヨヒカウシン

31833 心中宵庚申

半 l冊（他5冊と合 lI扶〉

享保7初演近松門左衛門作

書捧・刊年不明

※七行本。 47丁o 31834に同版本あり。但し内題

「宵庚申」。

4-28マ48 大惣番号札剥落。 20銭

ヨヒカウシン

31834 宵庚申

近松門左衛門作

書捧・刊年不明

※七行本。 47丁。 31833に同版本あり。但し内題

「心中宵庚申」。墨書題策には角書「お千代／

半兵衛」あり O 内題上に「名古屋／一筆堂／本

町七丁目」の印あり。

4-28マ48 な七百八拾弐⑤ 20銭

半 1冊〈他5冊と合 ll扶〉

享保7初演

シンヨシノ、ラセjj「ハノアダウチ

31835 新吉原瀬川復讐
半 1冊（他5冊と合 lI扶〉

司馬芝受作，「作者補助近松要助並木春助」

文化3初演・刊

江戸松本平助（四日市）， 大坂天満屋源治

郎（北浜西横堀魁町）， 京墨屋吉兵荷〈松原

通数屋町角〉・鶴屋喜右衛門（寺町通二僚上ル

町）・菱屋治兵衛（寺町通松原上ル町）・菊屋七

郎兵衛〈寺町通松原上ル町）・菱屋孫兵衛（御

幸町姉小路上ル町〉

※七行本。 53丁O 題簸下部に「太夫竹本義太夫相

停／板元京州帝屋五軒仲間」とあり，奥書には

「太夫豊竹麓太夫」とある。

4-28マ49 な六百仁コ0 20銭

ゾウホオソメヒサマツ

おそめ
31836 増補久松新板歌祭文

半 l冊（他5冊と合 lI扶〉

佐川魚「巴作 文化元初演・刊
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江戸西宮新六（四日市）， 京菊屋七郎兵衛

（寺町松原上ル丁）， 大坂和多屋吉兵衛（北

堀江市之側〉

※七行本。 61To31837に同書異版七行本あり O

題策下部に「座本陸奥茂太夫／太夫豊竹麓太夫

／相惇／正本所和多屋喜兵衛新板Jとある。内

題下に「座本陸竹茂太夫」とあるO

4-28マ49 な六百六十九G 20銭

オソメヒサマツ
お非 ジンパンウタザ‘イモン

31837 久松新版歌祭文

半 l冊（他5冊と合 1秩〉

近松半二作 安永9初演・刊

京山本九兵衛（二僚通寺町）， 江戸鱗形屋

孫兵衛（大停馬町三丁目）， 大坂天満屋源治

郎〈西横堀船町〉

※七行本。 65了。題策下部に「竹本義太夫直停／

玉水源次郎板」とある。 31836に同書「増補」

版七行本あり。

4-28マ49 な六百六十八。 20銭

シノタ。コタラウコヤマノ、ウタ’ワン

信田小太郎 シンパンカサネモノカヲリ

31838 小山判官 新板累物語

半 i冊（他5冊と合 li険〉

並木良輔〈内題下〉・一二三軒・八州堂・三巣坊

（本文末〉作 寛延3初演・刊

大坂西津九左衛門（心斎橋南へ四丁目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大停馬三丁目〉

※七行本。 103了。

4-28マ49 三百四十六Id 20銭

シンヒヤクニンイツシユ

31839 新百人一首
半 l冊（他5冊と合 ll扶〉

紀海音作 初演年・刊年不明

大坂西津九左衛門（上久宝寺町三丁目〉

※七行本。 90丁O 内題下に「豊竹上野少操直停」

とあるO

4-28マ49 な八百三十三番θ 20銭

31840 

－ア必〆コナ司
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J
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一
作
作

？
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女
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4
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妓
操

同
昔
今

司
ノ，ノキプカジカム

スガタクラベデイリノミナト

容競出入機

半 l冊（他5冊と合 l帳〉

並木丈輔・豊岡弥平・安田蛙桂・浅田一烏作

延享5初演・干日

。。
£
U
 

大坂西沢九右衛門（心斎橋南四丁目〉

※七行本。 98丁o見返し内題右に「豊竹越前少操

藤原／紫事長J, 左に「大字七くだりけいこ本」と

あり，それらの下に太夫名列挙。「イ彦Jなど，

！日蔵者の印あり。所々に朱の書込みあり。

4-28マ51 弐百六十五 20銭

コンピラゴホンヂ
金批羅 γユトタキンサヌキデンキ

31841 御本地崇徳院讃岐停記

半 l冊〈他5冊と合 I軟〉

竹田出雲・吉田冠子・中邑閏助・近松半ニ・三好松

洛作 宝暦6初演・刊

京 山本九兵衛（二条通寺町西江入丁）， 大坂

山本九右衛門（堺筋日本橋北江三丁目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三丁目〉

※七行本。 97丁O 竹本大和嫁宗賢と竹田出雲操清

定の奥書ありo 同軟に同書十行本あり。

4-28マ51 仁コ十五R 20銭

ミヤコラウェイアヅマタワンゲン

都朗詠 スミヨシタンジヤウセキ

31842 東管弦 住吉誕生石

松井星照作

冊

刊

朕

演
1
）
初

半
川
元

μ
延寛

京 山本九兵衛（二傑通寺町西へ入了〉

※七行本。 90丁O 題策下部に「竹茂都大隅直停／

山本九兵衛新板」とある。見返しに「相生轡の

審の外題替也」と記した札を貼付o

4-28マ52 三百三十四R 20銭

スマノダイリフタゴユンゼイ

31843 須磨内裏誘弓勢

半 l冊〈他5明ふヂl軟〉

宝暦14初演・刊寺田兵藤作

書捧不明

※七行本。 90丁O 内題下に「座本北本和泉」とあ

る。第 1丁表に「書債に二コ」なる印あり。表

紙に「仁コ四番」の小札あり。墨書題策「一一

ふた葉弓勢」と誤記。

4-28マ51 二百四十θ20銭

スマノミヤコゲンベイツツジ

31844 須磨都源平軍事蹟

半 1冊〈他5冊と合 lI扶〉

文耕堂・長谷川千四作 享保15初演

書捧・刊年不明

※十行本。 67丁O 途中半丁欠損あり。

4-28マ51 拾五 20銭



一浄瑠璃丸本一

セ イ ワ ゲ ン ジ ジ フゴ ダン

31845 清和源氏十五段

半 1 冊（他 4 冊と令7~7~）
並木宗助・安田蛙文作 享保12初演

書皐・刊年不明

※七行本。 68丁o 最終了は罫線入り半紙を用いて

の，書写による補修。

4-28マ53 な拾壱番θ 20銭

セキトリセンリヤウノボリ

31846 関取千丙 l!t裁
半 1冊（他4冊と合 l帳〉

近松半二・三好春洛・竹田文吉・竹田小出・八民平

七・竹本三郎兵衛作 明和4初演・刊

大坂山本九菓亭・玉水源治郎（北浜西横堀船

町），京今井七郎兵衛（寺町通松原上町），江

戸松本平助（日本橋四日市〉

※七行本。 93丁o題策下部に「竹本義太夫直停／

玉水源次郎新版」， 内題下に「座本竹田文吉」

とある。 31936(2）参照。

4-28マ53 な百二十R 20銭

セキトリニダイノショウプヅケ

31847 関取二代勝負附

半 l冊〈他4冊と合 ll険〉

八民平七・並木互丈・並木宗子・並木宅這作

明和5初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三丁目）， 大坂

瀬戸物屋伊兵衛〈日向町土橋筋東z入〉

※七行本。 34丁。原題簸には角書「秋津島／鬼ケ

議」があり，下部に「並木正吉座直停／瀬戸物

屋伊兵衛板」とある。内題下に「額並木正三J

とある。内題上に旧蔵者印あり。

4-28マ53 弐百十五番~ 20銭

セツシウワタナベハシタヤウ

31848 摂州渡蓬橋供養
半 l冊（他5冊と合 l軟〉

豊丈助・安田蛙桂・浅田一鳥作 寛延元初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側北より〉

※十行本。 70丁。内題下に「豊竹越前少按」とあ

る。 31849・31850に同書七行本あり。見返しに

「寛政四歳子六月十七日貞為」の書込みあり。

4-28マ54 五十一＠ 20銭

セツシウワタナベハシタヤウ

31849 摂州渡遺橋供養
半 l冊〈他5冊と合 lI扶〉

豊丈助・安田蛙桂・浅田一鳥作 寛延元第演・刊

江戸吉文字屋治郎兵衛（日本橋通三丁目），

京高屋仁右衛門（祇園門前〉

※七行本。 95丁O 見返し内題の右に「豊竹越前少

操」とある。 31848に同書十行本， 31850に同版

本あり。

4-28マ54 大惣番号札剥落③ 20銭

セツシウワタナベハシクヤウ

31850 摂州渡蓬橋供養
半 1冊（他5冊と合 l峡〉

豊丈助・安田蛙桂・浅田一鳥作 寛延元初演・刊

書障不明

※七行本。 95了。内題下に「豊竹越前少按」とあ

る。 31848に同書十行本， 31849に同版本あり。

見返しに口絵あり。

4-28マ54 な五拾査0 20銭

セツシウガツパウガツグ

31851 摂州合邦辻

半 l冊（他5冊とヂ l峡〉

菅専助・若竹笛朗作 安永2初演・刊

大坂正本屋小兵衛〈日本橋北江二町目）， 江

戸亡三二コ（大停馬巳二コ〉

※七行本。 50丁o 内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

4-28マ54 な六百七十六番＠ 20銭

ツノクニナガラノヒトパシラ

31852 摂津園長柄人柱

半 l冊〈他5冊と合 ll扶〉

並木宗助・安田蛙文作 享保12初演

書$・刊年不明

※七行本。 90了o 本の背に「三木」と書込みあり。

4-28マ54 大惣番号不明。 20銭

セ ワコトノマカンソグンダン

31853 世話言漢楚軍談

半 l冊（他4冊と合 1r扶〉

竹田外記（内題下）・三好松洛・近松君為・中邑閏

助・吉田冠子〈巻末〉作 宝暦2初演・刊

書鼎不明

※七行本。 91丁O 巻末に「持主合羽氏」と書込み

あり。全篇に亘って，朱で「ノリ」「タメ」な

どの書込みあり。同l扶に同書十行本あり。

4-28マ53 三百四拾五R 20銭
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ゼンタネンアウシウカツセン

31854 前九年奥州合戦

半 l冊（他 1冊と合 1軟〉

浅田一鳥・黒蔵主・七才子・難波三蔵：1票伊庭律作

宝暦7初演・刊

書捧不明

※七行本。 98了O 内題下に「座本豊竹越前少操」

とあるO

4-28マ55 百五θ 20銭

マヘダイリジマワウジヤウウツシ

31855 前内裏嶋玉城遷
半1冊（他 l冊と合 li扶〉

豊田新介・土木待買作 享保17初演，刊年不明

大坂作本屋八兵衛（谷町四丁目〉

※七行本。 92丁。『国書総目録』等では，作者に

「藤田与八」が加えられている。伊藤出羽橡の

奥書ありo

4-28マ55 な三百弐十三② 20銭

ソガアフギハツケイ

31856 曽我扇八景

半 l冊〈他戸冊と合 1峡〉

近松門左衛門作 宝永3初演，刊年不明

大坂山本九兵衛・山本九右衛門〈高麗橋壱丁

目〉

※七行本。 82丁。竹本筑後按の奥書あり。

4-28マ56 四百四三＠ 20銭

ソカ’トラガイシウス

31857 曽我虎が磨

半 1冊（他5冊と合 ll扶〉

近松門左衛門作 宝永7初演

書購・刊年不明

※八行本。 79了。終丁は書写による補修。

4-28マ56 三百二十九 20銭

ソガクワイケイザン

31858 曽我舎稽山

半 I 冊〈他 5 冊と令7~~r)
近松門左衛門作 享保3初演

書捧・刊年不明

※七行本。 93丁O

4-28マ56 百仁ゴ0 20銭

オハットクベエ
おはつ ソ ネ ザキモヤウ

31859 徳兵衛曽根崎模様

半 l冊（他5冊と合 II扶〉

若竹笛弱・浅田一鳥・福松藤助・黒蔵主・中邑阿契

作，豊竹越前少操践 宝暦11初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛〈大伝馬町三丁目）， 大坂

西津九左衛門（心斎橋南四丁目

※七行本。 85丁o内題下に「座本豊竹越前少按」

とある。一部に朱の書込みあり。「梗生」の朱

印あり。

4-28マ56 大惣番号不明。 20銭

ソメモヤウイモセノカド7 ツ

31860 染模様妹背門松

半 l冊〈他5冊と合 11険〉

菅専助作・白抜 明和4初演・践

大坂西沢九葉軒，京今井七郎兵衛（寺町通

松原上町），江戸松本平助（日本橋四日市），

大坂玉水源治郎（北浜西堀松町〉

※七行本。 48丁。題策下部に「豊竹若太夫直停／

玉水源治郎新版」とある。内題の左上に「再板」

とあり，本書の刊行は明和4より下るか。内題

下には「座本豊竹此吉」とある。

4-28マ56 六百三十八番② 20銭

サウマノタラウミ 1-Iエプンダン

31861 相馬太郎李文談

半 l冊（他5冊と合 lI険〉

並木永輔・浅田一鳥・浪岡蟹蔵・並木素柳・豊竹千

筋作 宝暦4初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三丁目）， 大坂

西沢九兵衛（心斎橋南四丁目〉

※七行本。 103丁。豊竹越前少操・豊竹筑前少操

の奥書あり。『義太夫年表』によれば「将軍太

郎東文談」と同ーの浄瑠璃。

4-28マ56 な百拾三② 20銭

ゲンベイミツガナへ
源平 タイケンモンヨイクサ

31862 三鼎 待賢門夜軍

半 l冊（他4冊と合 1軟）

並木宗助・安田蛙文作 享保17初演，刊年不明

書捧不明

※七行本。 90丁O

4-28マ58 弐百九十七番＠ 20銭

キクヨリセガハウヰメサママヰルツノヨリキタマゴベエサママヰル

きくより瀬川采女様参る
31863 そのより貴田孫兵衛様参る

タイコウエンジヨアハセ

大功艶書合
半 l冊（他4冊と合 l秩〉

芝屋芝曳・千代古道作 天明7初演・刊

大坂本屋卯之助（心斎橋塩町角）， 江戸前
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川六左衛門〈日本橋通三丁目）， 京菊屋七郎

兵衛（寺町通松原上町）， 大坂和泉屋善兵衛

（堺筋備後町〉

※七行本。 110丁O 内題下に「座本竹本高作」と

ある。

4-28マ58 四百o-R 20銭

タイコウゴニチノハタアゲ

31864 太功後編の旗鴎

半 l冊（他4批ヂl朕）

近松柳・近松湖水軒・千葉軒作 寛政11初演・刊

江戸松本平助（四日市）， 京菊屋七郎兵衛

〈寺町通松原上ル町）・菱屋治兵衛（同町），大

坂紀伊国屋善助（鳥之内玉屋町）・和泉屋善

兵衛（堺筋備後町〉

※七行本。 109丁。内題下に「座本豊竹諏訪太夫」

とある。

4-28マ58 四百九十－R 20銭

タイヘイキカウモク
太平司 オホタフノミヤアサヒノヨロヒ

31865 網 目 大塔宮蟻鎧

半 I冊（他4冊と合 I軟〉

竹田出雲操・松田和吉作，近松門左衛門添削

書捧・刊年不明

※七行本。 88丁o題策右下に「三」と書込みあり。

4-28マ59 十八θ20銭

ダイプツデンパンダイノイシズエ

31866 大仏殿万代石楚

半 1冊（他4冊と合 ll扶）

西沢一風・田中千柳作 享保10初演

書堕・刊年不明

※七行本。 86了o豊竹上野少擦の奥書あり。墨書

題策「大仏殿万代楚」。はじめの 2丁は書写に

よる補修。

4-28マ59 な二百四十四番。 20銭
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タイヘイキキタスイノマキ

太平記菊水之巻

半 l冊〈他4冊と合 ll扶〉

竹田小出雲（内題下）・千前軒門人二歩堂・近松半二

・北窓後一・竹本三郎兵衛・三好松洛（巻ヂ〉作

宝暦9初演・刊

書捧不明

※七行本。 98丁。

4-28マ59 大惣番号不明R 20銭
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タイヘイキチユウシンカウシヤタ

太平記忠臣講緯

半 l冊〈他4冊と合 lI扶〉

近松半二・三好松洛・竹田文吉・竹田小出・筑田平

七・竹本三郎兵衛作 明和3初演・刊

大坂吉川宗兵衛〈北久太郎町中橋筋〉

※七行本o 100丁O 内題下に「座本竹田文吉」と

ある。同軟に同書十行本あり。

4-28マ60 な百五拾八e20銭

ハンゲツヲトコハンゲツヲンナ
上十五日男 タイヘイキマタラコトパ

31869 下十五日女 太平記枕言

半 l冊（他4冊と合 l朕〉

安田蛙文（内題下）・一二三軒・野沢磨集）（巻末〉

作 宝暦2初演・刊

書捧不明

※七行本。 91了。角書のよみ方は『義太夫年表』

によった。すなわち「絵尽による」。

4-28マ60 な百三十番θ 20銭
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タイヘイナJレト ノフナウタ

太平鳴戸の舷誠

半 l冊（他5冊と合 lI扶〉

寛政5初演・刊司馬芝受作

書津不明

※七行本。 96丁。

4-28マ60 四百三十九＠ 20銭

タヒヤテイワゥサイタンピラキ

31871 鯛屋貞柳歳旦陶

半 1冊（他5冊と合 II険）

菅専助・若竹笛弼・安田阿契・近松半三保〉

安永5初演・干日

書捧不明

※七行本。 111了。内題下に「座本豊竹此吉」と

ある。他の貸本屋の印がある。

4-28マ60 三百八十七番θ20銭

ダテニシキゴジフシグン

31872 伊達錦五十四郡

半 1冊（他4冊と合 1朕〉

竹田外記（内題下）・三好松洛・近松半二）・中邑閏

助・吉田冠子（巻末〉作 宝暦2初演・刊

月

t
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書捧不明

※七行本。 95丁O 初めの l丁半は書写による補修。

4-28マ57 大惣番号不明R 20銭

ダジヤウニフダウヒヤウゴノミサキ

太政入道兵庫岬31873 

半 1冊（他4冊と合 Il快〉

竹田小出雲・竹田正競作

書埠・刊年不明

※七行本。 91丁O 同l扶に同書十行本あり。「謹照

堂」「玉照堂」などの印がある。

31874 

4-28マ57 五十六番c 20銭

キシヤウハウベンポンカキオキジユリヤウボン

起請方便品
書置寿量品

ダテムスメコヒノヒガノコ

伊達娘懸緋鹿子

半 l冊（他4冊と合 Ii険〉

菅専助・松田和吉・若竹笛釘作 安永 2初演・刊

書皐不明

※七行本。 93丁o 内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

31875 

4-28マ57 大惣番号不明＠

ウトウノヤスカタマチシノプノニシキギヅカ

うとふの安海街
しのぶの錦木墳

タマカヅラシチニンケシヤウ

玉黒髪七人化粧

20銭

半 1冊〈他5冊と合 l軟〉

佐川藤太・吉田新吉作 文化5初演・刊

江戸松本平助（四日市）， 大坂天満屋源治

郎（西横堀松町）， 京菱屋治兵衛〈寺町通松

原上ル丁）・墨屋吉兵衛〈松原通冨小路西へ入）

・吉野屋勘兵衛（四条通寺町西へ入〉

※七行本。 96了O

4-28マ61 五百五番。 20銭

タカウヂシヤウグンニダイカガミ

尊氏将軍二代鑑31876 

半 1冊（他5冊と合 1秩）

並木宗助・安田蛙文作 享ぷ諮ら演，刊年不明

京菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町西側〉

※十行本。 69丁O 本文中に朱の書込みあり。原題

策の上から，大惣の墨書題策を貼ってし、る。

4-28マ60 二五七 20銭

タヒラノコレモチガイヂンモミヂ

平惟茂凱陣紅葉31877 

半 l冊（他5冊と合 1秩〉

千前軒門人竹田出雲・吉田冠子・近松景宅1;lc松半二

・中邑閏助・三好松洛作 宝暦6初演・刊

京 山本九兵衛（二候通寺町西江入了）， 大坂

山本九右衛門（堺筋日本橋北江三丁目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大惇馬三丁目）

※七行本。 102了。題策下部に「竹本筑後援直停

／竹本大和操相停／山本九兵衛新版」とある。

「書債指峯堂」の蔵書印あり。

4-28マ61 百廿七＠ 20銭

ヱホンゾウホ
槍本 タマモノマへアサヒノタモト

増補玉藻前犠挟31878 

半 l冊（他5冊と合 I軟〉

浪岡橘平・浅田一鳥・安思存桂作，梅枝軒：l義手太

添削 寛延4初演・初刊，文化3再板

書捧不明

※七行本。 97丁O 内題下に「三園績／五冊物／鶴

沢伊之助」とあるo31879に初刊本あり。

4-28マ61 五百拾五θ 20銭

ナスノカリピトナスノカリウド
那須野狩人 タマモノマヘアサヒノタモト

那須野猟師 玉藻前蟻訣31879 

半 l冊（他5冊と合 I秩〉

浪岡橘平・浅田一鳥・安田蛙桂作寛延4初演・刊

書韓不明

※七行本。 100了。内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。 31878に再板本あり。

4-28マ61 な七十七＠ 20銭

タムラ7 ロスズカガツセン

31880 田村麿鈴鹿合戦

浅田一鳥・豊田正識作

書捧・刊年不明

半 l冊（他4冊と合 1r) 
寛保元初演

※七行本。 91丁O 31881に同書十行本あり。

4-28マ58 百九八θ20銭

タムラマロスズカカツセン

31881 田村麿鈴鹿合戦

半 l冊（他4冊と合 l秩）

浅田一鳥・豊田正蔵作 寛保元初演，刊年不明

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側北より〉

※十行本。 64了。墨書題集に「あこぎ／平次」の

角書あり。 31880に同書七行本あり。

4-28マ58 な百九拾八＠ 20銭

- 72ー



チタサムスピムカシヱザウシ

千種結奮画JJitP紙
半 1冊〈他5冊と合 Il扶〉

北協素仁・中邑阿契・若竹笛拐作 明和gk演・刊

大坂正本屋小兵衛〈日本橋北江三町目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛〈大億馬町三町目〉

※七行本o55丁。内題下に「座本豊竹此吉」とあ

るo題策下部に「豊竹若太夫／豊竹此太夫／直

口／正本屋小兵衛口」とある。

4-28マ63 大惣番号札剥落 20銭

－浄瑠璃丸本一

31887 

オソメヒサマツ
おそめタモ トノシラシポリ

久松挟の白しぼり

半 l冊（他5冊と合 1軟〉

宝永7初演

31882 

紀海音作

書捧・刊年不明

※九行本。 26丁o

4-28マ61 20銭

チゴゲンジダウチユウグンキ

見源氏道中軍記

半 1秩〈他5冊と合 1朕）

・門人三好松洛・竹田小出雲

延享元初演・刊

31888 

竹田出雲接（内題下）

（巻末〉作

書皐不明

※七行本。 99To

4-28マ63

キントキハラウムシヤキシピラハワカムシヤ

公時老武者
公平若武者

タンジウテテウチグリ

丹茄爺打栗

半 l冊（他5冊と戸 l軟〉

竹田小出雲・三好松洛作 寛保3初演・刊

書嘩不明

※七行本。 90丁o

4-28マ61

な八百五拾壱⑧

31883 

20銭大惣番号札剥落＠

20銭

チユウギヅカチカヒノオホイシ

忠義墳盟約大石

半 l冊（他5冊と合 Il扶〉

若竹笛弱・中村魚眼・並木千柳作，唯我濁楽主人政

寛政9初演・刊

百二十二②

31889 

タンノマヨサタマツヨノ コム

丹波与作待夜のとむろぷし

半 ll扶l冊

宝永 4初演ヵ

31884 

近松門左衛門作

書庫・刊年不明

※八行本。 36了o

4-28マ62

オシュンデンベエ
おし凶ん チカコ・ロカハラノタテヒキ

停ズ衛近頃河原達引

半 l 冊〈格品Fと合 ~1取
中村重助作 天明 2初演，同 5刊

大坂安子屋宇兵衛（南堀江唐金橋筋）， 江戸

中山清七（霞町新通南側）・中嶋屋伊左衛門

（堺町南側〉

※七行本。 65丁o 天明2に「豊竹八重太夫中の芝

居」で、初演されたものを出版したものの由，奥

書に記す。豊竹越前少嫁・豊竹肥前接の奥書あ

り。

書皐不明

※七行本。 105丁。

4-28マ64

20銭七百拾九中e

20銭

コハルヂヘヱ
こtまるチユウゲンウハサノカケダヒ

治兵衛中元噂掛鯛

半 l冊（他5冊と合 11扶〉

三好松洛・竹本嘉蔵作 明和6初演・刊

京山本九兵衛〈二僚通寺町西江入丁）， 大坂

吉川宗兵衛（北久太郎町中橋筋）， 江戸鱗

形屋孫兵衛（大停馬町三丁目〉

※七行本。 45了。内題下に「竹本義太夫座／再興

座本竹本綱太夫」とある。

4-28マ63 な六百弐拾壱＠

四百八十三番。

31890 

31885 

20銭
20銭六百弐拾四番e
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4-28マ63

チュウシンイロハジツキ

忠臣伊巴波賞記
半 l冊（他5冊とヂ l秩〉

福内鬼外作 安永4初演・刊

江戸 山崎金兵衛〈通p本石町十軒店）・松本

屋万吉（新材木町姻草河岸）・並河善六〈通p

本石町十軒店〉

※七行本。 97丁O 内題下と奥書に「座本豊竹東治」

31891 

円。
可

t

31886 

山東京停校合・序

江戸蔦屋重三郎（通油町〉

※七行本。義太夫部分が8丁o絵入り。京伝が入

手した義太夫正本を校合出版したものという。

4-28マ63 大惣番号札原欠 20銭

半 l冊（他5冊と合 l軟）

事和4序



一浄瑠璃丸本一

尽今井七郎兵衛（寺町通松原上ル町〉， 大坂

正本屋西津小兵衛〈心斎橋南へ四丁目〉

※七行本。 91丁o 題策下部に「座本豊竹此母／太

夫豊竹此太夫／直停／正本屋小兵衛板J, 内題

下に「座本豊竹此母」とある。冒頭に「尾州／

書林／吉田屋又平」 「尾州／名古屋／書林三塁

とある。

4-28マ64 な四百三十四番θ 20銭

チユウシンコガネノタンザク

31892 忠臣 金短冊

半 1冊〈他5冊と合 ll険〉

並木宗助・小川丈助・安田蛙文作 享保存ら演

書捧・刊年不明

※七行本。 89了。 31893に同書十行本あり。

4-28マ64 な六拾四番θ20銭

チユウシンコガ「ネノタンザタ

31893 忠臣金短冊

半 l冊〈他5冊と合 l峡）

並木宗助・小川丈助・安田蛙文作 享保存ら演

害基幹・刊年不明

※十行本。 67了o31892に同書七行本あり。

4-28マ64 六十四＠ 20銭

チユウジンゴニチパナシ

31894 忠臣後日噺

半 1冊（他5冊と合 ll扶）

北脇素仁・中巴阿契・豊剤、｜・若竹笛物）

明和9初演・刊

京菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町西側〉

※十行本。 30丁。内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。見返しに貸本屋「源九」の書込みあり。

4-28マ64 仁コ弐拾弐② 20銭

チュウジンフタノぜグラ

31895 忠臣双葉蔵

半 l冊〈他5冊と合 I秩）

作者未詳 寛都市j

京菊屋七郎兵衛〈寺町通松原上ル町）， 大坂

勝尾屋六兵衛（御堂筋唐物町北江入）・塩屋

林兵衛〈心斎橋筋順慶町北江入）・本屋卯之助

（心斎橋筋塩町東北角）・大津屋治郎右衛門

〈心斎橋筋南江五丁目）・和田屋喜兵衛〈心斎

橋北堀江市之側）

※読本浄瑠璃o寛前2ら問題の当り狂言を浄瑠璃

じたてにしたものo節付けはない。もと 2冊を

l冊に合綴。七行本。 102丁o

4-28マ64 四四七θ 20銭

テウコタヒダリノコガタナ

31896 離 刻 左 小 万

半 1冊〈他4冊と合 l秩）

花洛菅専助添削， 柳太郎作事近松ゃなき）千葉軒、・嘗

時退座若竹笛弱・並木千柳作 寛政3初演・刊

堂」の印がある。

4-28マ65 四百弐十壱＠ 20銭

31897 

ムコギミハゲンケノルイエフヨメギミハヘイケノオチウド

聾君ノ、源家の類葉
嫁君J、平家の落人

テフハナガタメイカノシマダイ

蝶苔形名歌嶋塞

半 l冊〈他4冊と合 l秩〉

若竹笛弱・中村魚眼作 寛政5初演・刊

大坂佐々井治郎右衛門〈心斎橋南へ五丁目），

江戸西宮新六〈本材木町一丁目）

※七行本。 95丁o「座本豊竹築治郎」の奥書あり。

4-28マ65 な四百四十六番⑤ 20銭

ササり
縫
江

γ
白
彫

引
の
の

ヌ
紫
妻

内
築
吾

，，
， hr 

h
グ叩

，

O
O
 

Q
d
 

nδ 円。
チンゼイハチラウホマレノユンゼイ

鎮西八郎審弓勢

半 1冊（他4冊とヂ 1軟〉

佐藤太作 文化5初演・刊

大坂山本九菓亭，京今井七郎兵衛〈寺町通

松原上町），江戸松本平助〈日本橋四日市），

大坂玉水源治郎（北浜西横堀船町）

※七行本。 96丁o内題下に「座本竹本の太夫」と

ある。

4-28マ65 五百0六番＠ 20銭

チンゼイハチラウモロコジプネ

31899 鎮西八郎唐土舷

半 l冊〈他4冊と合 lI扶〉

紀海音作 享保5初演，刊年不明

大坂西津九左衛門〈上久宝寺町三丁目

※七行本。 86丁o 「井川屋」ほかの貸本屋の印あ

り。「豊竹上野少按」の奥書あり。

4-28マ65 三三Id _20銭

チンゼイハチラウユミヤワウライ

31900 鎮西八郎射性来

半 l冊〈他4冊と合 l軟）

春州堂作 延享4初演・刊

大坂天満屋玉水源二郎（西横堀舟町〉

※七行本。 95丁。見返し内題右に「太夫陸竹小

d
生n

t
 



－浄瑠璃丸 本一

和泉」とある。はじめから15丁迄部分的に破損。

補修されている。

4-28マ65 弐百四十一R 20銭

ツヅレノニシキイ 7ヤウオリドメ

31901 栓棲錦今様織留

半 l冊〈他4冊と合 l軟〉

入我園我入・長谷川夏秋作，並木翁輔駿 〉

天明元初演・刊

江戸山崎金兵衛（石町三丁目十軒店）， 京

山本九兵衛（二篠通寺町西江入丁）， 大坂長

谷川武市郎（南錦屋町）

※七行本。 96丁O 竹本政太夫の奥書あり。「舛宗」

印あり。

4-28マ66 二百口六θ20銭

ツノピタヒウラミノジヤヤナギ

31902 角 額 嫉 蛇柳

半 1冊（他4冊とヂ l秩〉

竹本三郎兵衛作 明和8初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛〈大伝馬町三丁目）， 大坂

阿波屋平日〈心斎橋口三丁目〉

※七行本。 93丁o 末尾の作者名の両側に「三ツ谷

鼎／平並一統」と書込みありo 内題下に「座本

豊竹和歌三」とある。豊竹嶋太夫・豊竹駒太夫

の奥書あり。

4-28マ66 百三番θ20銭

ゴタイへイキシジフハチクワンメ
後 太平記 ツノクニメヲトガイケ

31903 四十八巻目 津園女夫池

半 l冊（他4冊と合 ll険）

近松門左衛門作 享保6ら演

書捧・刊年不明

※七行本。 91丁o最終了ウラは書写による補修。

4-28マ66 な仁コ弐拾五9 20銭

ツマカサネカウパイコソデ

31904 裾重紅梅服

半 l冊〈他4冊と合 l峡）

浅田一鳥・但見弥四郎作 延享4初演・明j

書捧不明

※七行本。 55丁O 旧蔵書の印あり。見返しに彩色

の人物画あり。表紙に作者名を記した小札あり。

4-28マ66 大惣番号札剥落。 20銭

ツマガサネナニハハチモンジ

31905 梧重浪花八文字

半 l冊〈他4冊と合 l1扶〉

八民平七作 明和6初演・刊

書捧不明

※七行本。 96丁。内題下に「座本竹本綱太夫」と

あるo

4-28マ66 な四百五十六② 20銭

テンチテンワウカリホノイホリ

31906 天智天皇苅穂、蓬
半 1冊（他3冊と合 l朕〉

並木永輔（内題下）・浅田一鳥・浪岡警嘉手・豊竹

上野（巻末〉作 宝暦4初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大停馬町三丁目）， 大坂

西津九左衛門〈心斎橋南四丁目

※七行本。 103了。内題下に「座本豊竹越前少操J

とある。

テンジンキ

31907 天神記
近松門左衛門作

書津・刊年不明

※七行本。 86丁o

4-28マ67 三百拾三<d 20銭

半 1冊〈他3冊と合 lf)

正徳3初演

4-28マ67 な七百四十弐<d 20銭

ドツコノダロタイチダイノぜナシ

31908 蝕鈷駄六一代噺

半 1冊（他5冊と合 l軟）

吉田仲二・松貫四作 安永3初演・刊

書捧不明

※七行本。 85丁o 内題下に「座本豊竹東治」とあ

る。墨書題簸には角書「小野／道風」あり，内

題の右上にもこれを書込んである。「本屋久八」

の印あり。

4-28マ68 な三百九拾九θ20銭

トノヅクリセンヂヤウガタケ

31909 殿造千丈獄

半 I冊〈他5冊とヂ l軟〉

豊竹臆律・黒蔵主作 明和6初演・刊

京菱屋治兵衛〈寺町通松原上ル西側北より〉

※十行本。 65丁。内題下に「座本豊竹万三」とあ

る。題策改装。

4-28マ68 二百一② 20銭

トウカイダウシチリノワタシ

31910 東海道七里艇梁

半 l冊〈他5冊とヂ l軟〉

近松半二・築善平・八民平七作 安永4初演・刊

書津不明

※七行本o100丁o墨書題策は「東海道七里の渡」。
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演劇博物館の目録では同書を「一一しちりのふ

なばし」とする。内題下に「座本近松半二」と

ある。

4-28マ68 な百八拾番θ20銭

タウガネモヱモンアヅマカヅラ

31911 唐金茂衛門東髪

半 I冊（他5冊と合 1秩）

桜井頼母・並木和輔作 延長すら演，高す判

書皐不明

※七行本。 96丁o最終了は書写による補修。

4-28マ68 な二百廿番② 20銭

ダウグヤ オ カ メ

31912 道具屋お亀

作者未詳

半 l冊（他5冊と合 1軟）

天明 2刊

書捧不明

※六行本。 115了。内題下を切りとった跡がある。

題策改装。

4-28マ68 三百八十六 20銭

ダウジヤウジゲンザイウロコ

31913 道成寺現在蛇鱗

半 l冊（他2冊と合 ll扶）

浅田ー鳥・並木宗輔作 寛ぷ722k演

書躍・刊年不明

※十行本。 70丁O 同軟に同書七行本あり。

4-28マ69 百十八うc 20銭

ダウチユウカメヤマノ守ナシ

31914 道中亀山噺

半 1冊〈他2冊と合 li険）

近松半二作

書捧不明

安永7初演・刊

※七行本。 91丁o 内題下に「竹本染太夫正章」と

ある。

4-28マ69 三百四十七R 20銭

ナスノヨイチサイカイスズリ

31915 那須興市西海硯

半 l冊（他5冊と合 1峡）

並木宗助・同丈助作

書皐・刊年不明

※七行本。 93了。

享保19初演

4-28マ70 五十九② 20銭

ナツイシヤウカリガネゾメ

31916 夏 衣 裳 腐 染

半 l冊（他5冊と合 I秩〉

- 76-

寺田兵蔵作

書捧不明

明和7初演・刊

※七行本。 70丁O はじめに絵尽くし（丁附は三か

ら七オモテまで〉を附す。内題下に「座本竹本

春吉」とある。内題上に角書「男作／五腐」を

書込んでいる。

4-28マ70 な二百九十六R 20銭

ダンシチクロベエツリフネサブイツスントクベヱ

圏七九郎兵衛
釣 船 三 婦 ナツマツリナニハカガミ

31917 一寸徳兵衛 夏祭浪花鑑

半 1冊（他5冊と合 1秩〉

並木千柳・三好松洛・竹田小出雲作 (1745) 

延享2初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側）， 江戸

鱗形屋孫兵衛（大侍馬町三丁目〉

※十行本。 61丁O 31918に同書七行本あり。

4-28マ70 弐亡コ七R 20銭

ダンシチクロベヱツリフネサプイツスントクベヱ

圏七九郎兵衛
釣船三婦 ナツ7 ツリナニハカガミ

31918 一寸徳兵衛 夏祭浪花鑑

並木千柳・三好松洛・竹田小出雲作

延五725ら演・干リ

書埠不明

※七行本。 101丁O 31917に同書十行本あり。

4-28マ70 弐百廿七番③ 20銭

ウメカノ、シンシチ
梅川 ナツモミヂレンリノマクラ

31919 新七 夏 楓連 理枕

半 l冊〈他5冊と合 ll険〉

浅田一鳥・安田蛙桂・豊田正助・難波三蔵作

寛延3初演・刊

正本屋九左衛門

※七行本。 75丁以下破損。内題下に「座本豊竹越

前少操」とある。 31920に同書十行本あり O

4-28マ70 三百o八 20銭

ウメカハシンシチ
梅川 ナツモミヂレンリノマクラ

31920 新七 夏楓連盟枕

半 l冊〈他5冊と合 ll扶〉

浅田一鳥・安田蛙桂・豊田正助・難波三蔵作

寛延3初演・刊

京菱屋治兵衛〈寺町松原上ル西町〉

※十行本。 50丁O 内題下に「座本豊竹越前少接」

とある。 31919に同書七行本あり。

4-28マ70 大惣番号不明R 20銭



一浄瑠璃丸本一

※七行本。 110丁O 内題下に「座本豊竹越前少操」

とあるo 巻末の作者連名の端に「近松光軒」と

書込みあり。

4-28マ71

アニモガツポウオトウトモガツパウ

兄も喝JL
弟も合邦

ナニハメイシヨコセキノツジ

浪華名所古跡辻
半 l冊（他5冊と合 l軟〉

中村魚眼作 寛政5初演，同6刊

京菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町）， 江戸

西宮新六（本材木町一丁目）， 大坂本屋卯

之助〈心斎橋筋塩町〉・勝尾屋六兵衛（御堂筋

唐物町北江入〉

※七行本。 88丁。「座本鶴津三根吉」の奥書あり。

4-28マ71 口四五二0 20銭

20銭弐百九十五＠

31926 

ナツユカタセイジフラウゾメ

夏浴衣清十郎染

半 l冊（他5冊とヂ l軟）

菅専助・豊春助作 安永7初演・刊

大坂大津屋佐々井治郎右衛門〈長堀白奨橋北

へ入），江戸 山寄金兵衛（本石町三町目）・鱗

形屋孫兵衛（大停馬町三町目）

※七行本。 50丁。内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

31921 

20銭な六百四十壱e4-28マ71

31922 

冊

演
l
〉
初

峡
協
同

1
0保

半

享

ナントジフサンカeネ

南都十三鐘31927 

並木宗輔・安田蛙文作

書捧・刊年不明

※七行本。 102丁。

4-28マ72

半 1冊（他3冊と合 l軟〉

並木鯨児・並木正三作，浅田一鳥・並木宗輔添削

寛延4初演・刊

大坂西沢九葉軒，京今井七郎兵衛（寺町通

松原上町），江戸松本平助〈日本橋四日市），

大坂玉水源治郎（北浜西横堀松町〉

※七行本。 90丁O 題策下部に「豊竹若太夫直停／

玉水源次郎新板」とある。内題下に「座本豊竹

越前少接」とある。

4-28マ73

20銭な九拾弐番θ

ニチレンシヤウニンミノリノウミ

日蓮聖人御法海31928 

ヲノノスミヤキフカクサノカハラシ
小野炭焼 ナナコマチ

深草食師 七小町

半 l冊（他5冊と合 11扶〉

竹田出雲作 享保12初演，刊年不明

京 山本九兵衛（二傑通寺町西へ入丁）， 大坂

山本九右衛門（高麗橋二丁目出店〉

※七行本。 92了O 内題の下に「旭扇」と書込まれ，

墨書題策はそれを受けて「七小町旭扇」として

いる。

20銭

31923 

20銭口四十五4-28マ71

20銭な弐百三拾弐θ

ニッポンフリソデノハジ7 リ

日本振袖始31929 

ナニハプンシヤウユフギリヅカ

浪花文章タ霧塚

半 l冊（他5冊と合 lI扶）

浪岡橘平・浅田一鳥・安田蛙桂作 寛延4初演・刊

書埠不明

※七行本。 90丁。内題下に「座本豊竹越前少接」

とある。見返しに口絵あり。

4-28マ71

ナナクサワカナノイサヲシ

七草若菜功

半 1冊（他5冊と合 1軟〉

津鬼角・樹下石上・春永慶佐作，双木工集戸助

天明 2初演・刊

江戸松本屋高吉（長谷川町新道〉

※七行本。 87丁o終了に「口演」あり。内題下に

「座本豊竹東治」とある。墨書題策には角書

「日本勇将／唐土猛将」あり。

4-28マ71 な三百五拾五θ

31924 

半 l冊（他3冊と合 I軟）

享保3初演近松門左衛門作

書障・刊年不明

※七行本。 83丁O 墨書題策の書名下に「邪神／口

停」とある。はじめの 3Tは書写による補修。

4-28マ73 二＠θ20銭

-77-

20銭

ナニハマJνコガネノニハトリ

難波丸金鶏

半 I冊（他5冊と合 l軟）

若竹笛拐・豊竹磨、律・中邑阿契作宝暦9初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛〈大停馬町三丁目）， 大坂

西津九左衛門〈心斎橋南四丁目

三百六⑤

31925 
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アフミゲンジ
近江 ニホノウミカウミヤウスズリ

31930 源氏 鳩 湖高名硯

半 1冊（他3冊と合 ll扶〉

近松湖水軒・近松梅枝軒作，近松柳添私。1)

寛政13初演・刊

江戸松本平助〈四日市）， 大坂天満屋安兵

衛（平野町御霊筋西へ入）・本屋清七（心斎橋

塩町角）・本屋林蔵（！｜買慶町北へ入〉

※七行本。 94丁O 内題下に「座本豊竹諏訪太夫」

とある。題策下部に「座本豊竹諏訪太夫直停／

正本所／本屋清七／本屋林蔵／新板」とある。

4-28マ73 四百九十二② 20銭
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ハギダイミヤウケイセイノカタキウチ

萩 大名傾城敵討

半 l冊（他5冊と合 lI険〉

近松半二・近松東南・三好松洛・松田才二：1説ヂ三

郎兵衛作 明和7初演

書捧・刊年不明

※七行本。 93丁o初丁は書写による補修。最終丁

破損。内題下に「座本竹田新松」とある。

4-28マ74 四百二十五 20銭

タヌキヲシヤウノクワンゲテウパケヂザウノリヤタヱンギ

狸和尚勧化帳
31932 化地蔵略縁起

パケクラベウシミツノカネ

化競丑漏鐘
半 l 冊〈他 5 冊と合 ~1拡；

曲亭馬琴作・自駿 寛政12刊

江戸蔦屋重三郎（常磐橋御門本町筋下ル八町

目通油町〉

※八行本。 60丁。扉は丹青刷りの絵入り O 浄瑠璃

仕立ての読本〈『義太夫年表』 2' p. 156）。扉

の裏に板元の口上あり。挿絵あり。見返しに広

告札「ゆびやみの薬」「ちとめ庇薬」あり。

4-28マ74 む百五十七θ20銭

ハコネレイゲンヰザリノアダウチ

31933 箱根霊験建仇討

半 l冊〈他5冊と合 I峡）

享和元初演・刊司馬芝受作

書皐不明

※七行本。 108丁。おわり 5丁は下部が破損し，

補修されている。不審紙や朱の書込みあり。

4-28マ74 な四百九十三番⑤ 20銭

ミノヤミカツアカネヤハンシチ
美濃や三勝 ハデスガタヲンナマヒギヌ

31934 あかねや半七 艶容女舞衣

半 l冊（他5冊と合 l軟〉

竹本三郎兵衛・豊竹臆律・八民平七作（172) 

安永元初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛〈大伝馬町三丁目）， 大坂

阿波屋平七（心斎橋南へ三丁目）

※七行本。 71丁O墨書題集は角書「三勝／半七J。

内題下に「故豊竹越前孫、座本豊竹定吉」とある。

4-28マ74 な六百0八番② 20銭

ハデスガタカ7 クラブンダン

31935 端手姿鎌倉文談

半 l冊（他5冊と合 l軟）

安永6初演・刊菅専助作

書皐不明

※七行本。 96丁。内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

4-28マ74 大惣番号不明⑤ 20銭

ヘイケノイウクンゲンゾノダイジン
平家遊君 ハナイタサジユエイノハJレ

31936(1) 源氏大尽 花 軍書 永春

半（2）と併せて l冊（他6冊と合 li険〉

故人吉田冠子作 明和4初演・刊

書障不明

※「関取千両峨」と合刻。（2）参照。七行本。第31

7オモテまで、。同丁ウラから第93丁までが（2）。

内題下に「座本竹田文吉」とある。

4-28マ75 百廿番＠ (2）共20銭

ゴジヤウノレリ
後浄 セキトリセンリヤウノポリ

31936伊）瑠璃関取千丙峨

近松半二・三好泰洛・竹田文吉・竹田小出・八民平

七・竹本三郎兵衛作 明和4初演・刊

書塵不明

※七行本。 62了。（1）のあとに合刻されている。

4-28マ75

フタノマレイジンアヅマノヒナガタ

31937 莞伶人吾妻雛形

半 l冊（他5冊と合 I秩〉

並木宗助・同丈助作 享保18初演

書捧・刊年不明

※七行本。 84了。表紙に「盛久／藤永／仁コ／安

宅」と刷られた題策が残る。「名古屋／門前町

／伊勢屋太兵衛Jの印あり。

4-28マ77 百十四＠ 20銭

- 78ー
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ハナタラベイセモノガタリ

31938 競伊勢物語＠

半 l冊（他5冊と合 ll険）

奈河亀助（内題下）・辰岡万作・奈河真蔵・奈河丈

助・吉井勢作（巻末〉作 安ぷ5針演・刊

大坂大津屋溝口治郎右衛門（長堀阿蒲陀橋北

江入〉

※七行本。 80丁O 「座本嵐t松治郎／後見中村歌右

衛門」の奥書あり。「狂言作者仁コ」の序（安

永4）あり。三段目より大切まで、。「本屋利兵

衛」印あり。同軟に同書の上冊（大惣本ではな

Lうあり。

4-28マ77 三九五 20銭

31939 
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ハナクラベメイクノアマゴヒ

花 競名句零

半 l冊（他6冊と合 lI険〉

演釣亭門人浅ー蓬・森竹釣虹作 文ィt836k演・刊

京須原屋平左衛門（富小路三保下ル町）， 大

坂勝尾屋六兵衛（心斎橋筋博労町）， 江戸

音羽屋佐七（葺屋町）・西宮新六〈本材木町一

町目）

※六行本。 45丁O 題簸に朱で「五百一番」と書込

みあり。内題下に「座本大薩摩吉右衛門」とあ

る。

4-28マ75 な六百拾弐番② 20銭

シミヅキヨハルキヨミヅセイゲン
清水清玄 ハナケイヅミヤコカガミ

31940 清水清玄 花系園都鑑

半 1冊（他6冊と合 l軟〉

竹田出雲〈内題下）・二歩軒・近松半二・北窓後一

・竹本三郎兵衛・三好松洛（巻末〉作

宝暦12初演・刊

京菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町西側〉

※十行本。 50丁。 31941に同書七行本， 同軟に同

版本あり。見返しに貸本屋の挨拶あり。「六十

一＠」の小札あり。題策下部には「竹本儀太夫

直停／菱屋治兵衛板」とある。

4-28マ75 な六十弐番 20銭

31941 

シミヅキヨハルキヨミヅセイゲン
清水清玄 ハナケイヅミヤコカガミ

清水清玄 花系園都鑑

半 l冊（他6冊と合 1峡〉

竹田出雲〈内題下）・二歩軒・近松半二・北窓後一

・竹本三郎兵衛・三好松洛〈巻末〉作

宝暦12初演・刊

京 山本九兵衛（二篠通寺町西江入丁）， 大坂

山本九右衛門（堺筋日本橋北江三丁目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛〈大停馬三丁目〉

※七行本。 75丁。 31940および同軟のもう 1冊に

同書十行本あり。「取次所／名古屋／上長者町

／井野屋六兵衛」の蔵書印あり O

4-28マ75 六十弐番c 20銭

ハナダスキクワイケイノカチンゾメ

31942 花裕舎警掲布染

半 l冊（他5冊と合 Ir険〉

菅専助・若竹笛弱作 安永3初演

書躍・刊年不明

※七行本。 95了。朱・墨の書込みあり。

4-28マ76 な百廿八番G 20銭

コンピラリシヤウキ
金昆羅 ハナノウヘノホマレノイシプミ

31943 利生記 花上野誉の石碑
半 I冊（他5冊と合 11険〉

しば受・筒井半幸作，演町亭連中璽侯多臓・玉事業子

補助 寛政元刊

大坂佐々井治良右衛門（四ツ橋南詰西ェ入），

江戸西宮新六（本材木町一丁目）・上綿屋利

兵衛（江戸橋四日市）

※七行本。 106丁。内題下に「座元豊竹東治」と

ある。天明8初演初刷本の後刷本。内題上に朱

で「壱番」と記されている。

4-28マ76 な四百七十八 20銭

ハナモミヂミヤコモヤウ

31944 花楓都模様
半 l冊（他5冊と合 l軟〉

菅専助作 寛政3初演・刊

京今井七郎兵衛（寺町通松原下ル町）， 大坂

正本屋西津小兵衛（心斎橋南へ四丁目〉

※七行本。 55了o奥書のみ書写による補修。内題

下に「座本豊竹此母」とある。見返しに貸本屋

「源九郎」の挨拶の書込みあり。

4-28マ76 仁コ弐 20銭

ハナワサンシンラゲンジ

31945 翠和讃新羅源氏

梁塵軒作

書庫不明

半 1冊（他5冊と合 1軟〉

寛延2初演・刊
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※七行本。 48丁O 内題下に「豊竹越前少嫁」とあ

る。 31946に同書十行本あり。はじめの 5丁に

破損あり，書写補修されている。

4-28マ77 大惣番号札剥落＠ 20銭

ノ、ナワサンシンラゲfンジ

31946 整和讃新羅源氏
半 l冊（他5冊とヂ l軟）

寛延2初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側北より〉

※十行本。 30丁O 内題下に「豊竹越前少操」とあ

る。 31945に同書七行本あり。

4-28マ77 六百0九＠ 20銭

梁塵軒作

ノ、ンクワノチヲトコカjj「ミ

31947 繁花地男鏡

半 l冊（他5冊と合 li扶〉

守川文臓・中井粂治・春木元輔作安永8初演・刊

書捧不明

※七行本。 85丁。内題下に「座本竹本政吉」とあ

る。

4-28マ77 三百四拾弐③ 20銭

マンコシヤウグンモロコシニツキ

31948 万戸将軍唐日記

半 l冊（他2冊と合 l軟）

浅田一鳥・但見弥四郎・梁塵軒作延享4初演・刊

書躍不明

※七行本。 105了。「山口町／津園屋／清五郎」他

の印あり。

4-28マ78 大惣番号札刺落＠ 20銭

ノぜンシウサラヤシキ

31949 播州皿屋鋪

半 l 冊〈他 2 冊と令1M~0
為永太郎兵衛・浅田一烏作 寛保元初演

書捧・刊年不明

※七行本。上之巻27丁，中之巻30T，下之巻23了。

4-28マ78 四百六九⑧ 20銭

バンパノチユウダコウバイエピラ

31950 番場忠太紅梅簸
半 l冊（他2冊と合 l軟〉

若竹笛朗・中巴阿契作 宝暦13初演・刊

書捧不明

※七行本。 95丁O 内題下に「座本豊竹越前少嫁」

とある。

4-28マ78 な百弐十六番＠ 20銭

ヒガシヤマドノヲサナモノガタリ

31951 東山殿幼稚物語

半 l冊（他4冊と合 l軟〉

菅専助・豊春助・竹本三郎兵衛・豊竹臆律作

安永9初演・干U

書捧不明

※七行本。 96了O 内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

4-28マ80 三百三五θ 20銭

ヒガシヤ7 ドノムロ7 チガツセン

31952 東山殿室町合戦

半 I冊（他4冊と合 ll険〉

紀海音作 享保7初演，刊年不明

京山本九兵衛（二篠通寺町）， 江戸鱗形屋

孫兵衛（大惇馬町三丁目）， 大坂天満屋源治

郎（西横堀松町〉

※七行本。 78丁O 第61Tを欠く 0

4-28マ80 な八百三十五番 20銭

ゴチeンハキウシウチリハハチダウ

御陣九州
地理八道

ヒコサンゴンゲンチカヒノスケダチ

彦山権現誓助創

半 l冊（他4冊と合 1I扶〉

梅野下風・近松保蔵作 天明 6初演・刊

書嘩不明

※七行本。 113丁O 内題下に「座本竹本千太郎」

とある。初丁オモテは書写による補修。

31953 

4-28マ80 な三百七拾四番 20銭

ヒダカガハイリアヒザタラ

31954 日高川入相花王

半 l冊〈他5冊と合 I軟〉

千前軒門人竹田小出雲・近松半二・北窓私）・竹本三

郎兵衛・二歩堂作 宝暦9初演・刊

京山本九兵衛（二篠通寺町〉， 江戸鱗形屋

孫兵衛（大惇馬町三丁目）， 大坂天満屋源治

郎〈西横堀松町）・吉川宗兵衛（同〉

※七行本。 94丁o 題策下部に「竹本仁二コ／吉川

宗兵衛板」とある。同軟に同書十行本あり。

4-28マ79 な百拾番＠ 20銭

ヒトマルパンゼイノウテナ

31955 人丸寓歳牽

半 1冊（他4冊と合 l軟〉

豊竹臆律・浅田一鳥・中村阿契・黒蔵宅7；♂才子・

若竹笛弱・福松藤助作 宝暦11初演・刊

hu 
oo 
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書卑不明

※七行本。 97丁O 内題下に「座本豊竹越前少援」

とあるO

4-28マ80 百二十四R 20銭

ヒパリヤ7 ヒメステ7ツ

31956 鵡山姫舎松

半 l冊綿P冊と合 l軟〉

並木宗輔作 元文5初演，刊年不明

大坂西沢九左衛門（心斎橋南四丁目西側〉

※七行本。 97丁o豊竹越前少操の奥書あり。見返

し内題の上に「亀印五百三」と書込みあり。同

軟に同書七行本あり。

4-28マ81 な弐百弐十弐う⑦ 20銭

トキハゴゼンユヤゴゼン
常盤御前 ヒメコマツネノヒノアソピ

31957 熊野御前 姫小松子日の遊

半 1冊（他6冊と合 1朕〉

吉田冠子・近松景鯉・竹田出雲・近松半二・三好松

制乍 宝麿7初演・刊

書捧不明

※七行本。 97丁o31958に｜司書十行本あり。

4-28マ81 な六番＠ 20銭

トキハゴゼンユヤゴゼン
常盤御前 ヒメコ 7ツネノヒノアソビ

31958 熊野御前 姫小松子日の遊

半 l冊（他6冊と合 l秩〉

吉田冠子・近松景鰹・竹田出雲・近松半二・三好松

洛作 宝暦7初演・刊

書障不明

※十行本。 70To31957に同書七行本あり。

4-28マ81 な六番＠ 20銭

ヨシ..，，.，レニドノキキガキ

31959 日吉丸二度清書

半 l冊（他5冊と合 l軟〉

近松ゃなぎ・近松加造・近松梅枝軒作

享和2初演・刊

江戸松本平助（四日市）， 大坂大津屋治郎

右エ門（心斎橋南へ四丁目〉・天満屋安兵衛

〈平野町御霊筋西江入〉

※七行本。 100丁O 題策下部に「座本豊竹房太夫／

太夫豊竹麓太夫／直停／正本所天満屋安兵衛新

版」とある。

4-28マ79 四百九十五R 20銭

メイシヨゴヂンユキノマスガタ

31960 比良御陣雪舛形

半 l冊（他5冊と合 l軟〉

梅野下風・スケ中村魚眼作 寛政10初演・刊

京菊屋七郎兵衛（寺町通松原下ル丁）， 大坂

亀屋善七（御池通萱丁目〉・和多屋喜兵衛

（北堀江市之側〉

※七行本。 115丁o 題策下部に「座本豊竹越太夫

／太夫豊竹麓太夫／直惇／正本所和多屋喜兵衛

板」とある。

4-28マ79 四百八十七＠ 20銭

31961 

J
q
 

コ，ノンキ，J 内
服
幣
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御
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紺
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指

ンコH
J
 

J
’’
 ウヤシ

ヒラガタケユキミノヂンダテ

比良獄雪見陣立

半 I冊（他5冊と合 l秩〉

芝屋芝史・梅野下風作 天省すら演・刊

京 今井七郎兵衛（寺町通松原上町）・八木治

兵衛（同）， 江戸前川六左衛門（日本橋通三

丁目）・山崎金兵衛（本石町十軒店），大坂玉

水源治郎〈北漬西横堀船町〉

※七行本。 100丁o内題下に「座本竹本千太郎」

とあるo角書のよみ方は『義太夫年表』によるO

4-28マ79 な三百七十五⑤ 20銭

サカロノマツエビラノウメ
逆櫓松 ヒラカナセイスイキ

31962 矢簸梅 ひらかな盛衰記

半 l冊（他6冊と合 l軟〉

文耕堂・三好松洛・浅田可啓・竹田小出雲・千前軒

作 元文4初演・刊

書態不明

※七行本。 93丁O はじめの 4丁とおわりの 3了は

書写による補修。巻末に「元文四三歳四月十一

日／天明二五年マテ三十三年ニナル／五月四日

於三王興行」と書込みあり。 31963・31964に同

書十行本あり。

4-28マ81 百九十三θ 20銭

サカロノ 7 ツエピラノウメ
逆櫓松 ヒラカナセイスイキ

31963 矢簸梅 ひらかな盛衰記

半 1冊（他6冊と合 l帳〉

文耕堂・三好松洛・浅宅嘉手・竹田小出雲：1l戸軒

作 元文4初演・初刊，寛政5再板

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側〉

※十行本。 70丁O 題策下部に「竹本義太夫直停／
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菱屋治兵衛板」とある。 31962に同書七行本，

31964に異版の十行本あり O

4-28マ81 己二コ三 20銭

ヒラカナ セ イ ス イ キ

31964 ひらかな盛衰記

半 l冊（他6冊と合 lI扶〉

文耕堂・三好松洛・浅田可啓・竹田小出雲・千前軒

作 元文4初演・刊

京菊屋七郎兵衛（寺町松原上ル西側〉

※十行本。 70丁O 31962に同書七行本， 31963に異

版の十行本あり。

4-28マ81 な百九十三番 20銭

ヒルガコジ7 プユウモンダフ

31965 蛭小嶋武勇問答 半 lI扶l冊

竹田小出雲・吉田冠子・近松半二・三好松洛・竹田

瀧彦作 宝暦8初演・刊

書捧不明

※七行本。 98丁。

4-28マ82 な九十一番＠ 20銭

ゾウホ
4曽 フ ジニツキシヤウブガタナ

31966 福富士日記菖蒲万

半 l冊（他5冊と合 l軟〉

千1lii軒門人並木永輔・竹田平七作 明和2初演・刊

書障不明

※七行本。 93丁O 内題下に「竹田出雲嫁」とある。

初丁オモテ部分的に書写補修。「近江屋」の印

あり。

4-28マ83 四百二十七⑤ 20銭

フヂハラノヒデサトタハラノケイヅ

31967 藤原秀郷俵系園

半 l冊議F冊と合 1軟〉

並木宗助・安田蛙文作 享保14初演，刊年不明

大坂正本屋九左衛門（心斎橋南へ四丁目西側）

※七行本。 103丁O

4-28マ83 な弐拾六θ 20銭

フタゴス ミダガハ

31968 繁生隅田川

近松門左衛門作

半 l冊（他5冊と合 11扶〉

享保5初演，刊年不明

京山本九兵衛〈二篠通寺町）， 大坂吉川宗

兵衛（塩町通心斎橋）， 江戸鱗形屋孫兵衛

（大停馬町三丁目〉

※七行本。 81丁O 題策下部に「竹本筑後操直停／

吉川宗兵衛新板」とある。「亡コ査丁目／唐本

屋」の印あり。

4-28マ83 な七三五0 20銭

カミヤヂヘエキノクニヤコハル
紙屋治兵衛 フタツアフギナガラノマツ

31969 紀伊国屋小春 双扇 長柄 松

半 I冊（他5冊と合 Ir扶〉

並木永輔・浅田ー烏・難波三蔵・三津宅柔）・浪岡黒

蔵主・豊竹上野作 宝暦5初演・刊

書捧不明

※七行本。 93丁O 内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。

4-28マ83 六十三R 20銭

フタツテフテフタJレワニツキ

31970 双蝶蝶曲輪日記

半 I冊（他5冊とヂ l秩〉

竹田出雲・三好松洛・並木千柳作寛延2初演・刊

書捧不明

※十行本。 70丁O 「名古屋宮町／鍛冶屋町東エ入

／浅田屋九兵衛」など貸本屋の印あり。

4-28マ84 百五十三＠＠ 20銭

コイナハンベエ
j、いな フタツモンカタミノスゴモリ

31971 半兵衛愛紋僅巣箆

半 I冊〈他5冊とヂ 1朕〉

菅専助・中島阿契作 明和6初演・刊

書購不明

※七行本。 30了。内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

4-28マ84 な六百五拾五＠ 20銭

フタリシヅカタイナイサグリ

31972 燦静胎内括

半 l冊縫P冊と合 1軟〉

近松門左衛門作 正徳3初演，刊年不明

大坂山本九兵衛・山本九右衛門（高麗橋壱丁

目〉

※七行本。 80丁o 「竹本筑後橡」の奥書あり。墨

書題策「ふたば静胎内館」。

4-28マ84 な七百三拾六0 20銭

フテッ、ジメイロノ、ソ カ恭

31973 筆始いろは曽我

筒井半二作

書捧不明

半 l冊（他5冊とヂ l軟〉

寛政3初演・刊

※七行本。 100丁。終了に「座本竹本折太夫」と

- 82ー
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並木千柳・三好松、洛作 寛延3初演・刊

4-28マ84 な四百弐拾θ20銭

タンジヤウノウメソセイノマツ
誕生梅 フリソデテンジンキ

31974 蘇生松 振袖天神記

半 l冊（他5冊と合 1軟〉

近松半二・近松桃南・松田才二・三好松洛作

明和6初演・刊

京 山本九兵衛（二燦通寺町西江入丁〉・吉川

宗兵衛（亡二コ橋筋〉

※七行本。 95了。 31975に同書十行本あり。他の

貸本屋の印あり 0

4-28マ84 弐百六十五番⑧ 20銭

タンジヤウノウメソセイノマツ
誕生梅 フリソデテンジンキ

31975 蘇生松 振袖天神記

半 I冊（他5冊と合 ll扶〉

近松半二・近松桃南・松田才二・三好松洛作

明和6初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側北より〉

※十行本。 64丁O 31974に同書七行本あり。題策

下部に「竹本義太夫直停／菱屋治兵衛新版」と

ある。

4-28マ84 亡コ六十五② 20銭

プレツテンワウフナヨソホヒ

31976 武烈天皇蟻

半 I冊（他3冊と合 lI扶〉

元文5初演為永太郎兵衛作

書捧・刊年不明

※七行本。 100丁。『義太夫年表』によれば「鰭振

山姿石／玉穂都花匡」とし、う角書があったか。

同軟に同書十行本あり。

4-28マ85 な弐拾五番＠ 20銭

フウゾクタイヘイキ

31977 風俗太平記

半 l冊（他5冊と合 l軟〉

為永太郎兵衛（内題下〉・浅田ー鳥・宅思ヂ平・小

川半平（巻末〉作 寛保3初演・刊

書捧不明

※七行本。 96丁o同l扶に同書十行本あり。

4-28マ83 な拾六＠ 20銭

ミナモトノヨリノプミナモトノヨリチカ
源頼信 プンプヨツギノウメ

31978 源頼親 文武世継梅

半 I冊（他3冊と合 l軟〉

書捧不明

※十行本。 70丁o 31979に同書七行本あり。

4-28マ85 四十弐R 20銭

ミナモトノヨリノブミナモトノヨリチカ
源頼信 プンプヨツギノウメ

31979 源頼親 文武世継梅

半 l冊（他3明ふヂ I峡〉

並木千柳・三好松洛作 寛延3初演・刊

書捧不明

※七行本。 100丁O 31978に同書十行本あり。

4-28マ85 な四十弐番θ 20銭

ヘイケニヨゴノシ7

31980 平家女護嶋

近松門左衛門作

書捧・刊年不明

※七行本。 82了。

4-28マ86 大惣番号不明。 20銭

冊

演
l
）
初

峡
m
4

1
ο
保

半

享

ホンケガヘリムカシコヨミ

31981 本卦復昔暦
半 I冊〈他6冊と合 1r扶〉

北脇素仁・梁塵軒・中邑阿契作 明部lk演・刊

大坂正本屋小兵衛〈日本橋北江三町目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大停馬町三町目〉

※七行本。 70丁O 内題下に「座本豊竹此吉」とあ

るO 題鏡下部に「豊竹若太夫／豊竹此太夫／直

停／正本屋小兵衛板」とある。

4-28マ87 百七十五番0 20銭

ホンダヨシミツヤマトカガミ

31982 本田善光日本鑑
半 1冊（他6冊と合 ll扶〉

為永太郎兵衛作 元文5初演

書捧・刊年不明

※六行本。 101丁。おわりの 2了は書写による補

修で，もとは100丁か。

4-28マ87 百四十一R 20銭

アネハワカタサイモトハハツネ
姉若草 ホンチヤウイトヤノムスメ

31983 妹初音 本町糸屋娘

半 l冊〈他6冊と合 I秩〉

佐川藤太・佐川荻丸・吉田新吾作文イ2おら演・刊

京八木治兵衛（寺町松原上ル）， 江戸松本

平助（四日市）， 大坂玉水源治郎〈西横堀舟

町）・小林六兵衛（心斎橋博労町〉 ・玉置清七

円。。。



－浄瑠 璃 丸 本一

（心斎橋塩町角〉・康問安兵衛（平野町御霊筋

西）・前田喜兵衛（北堀江市場）・佐々井治郎右

衛門（心斎橋南江五丁目〉

※七行本。 107丁o 題策下部に「元祖豊竹越前少操

相停／大反正本板元中」とある。内題下に「太

夫本豊竹喜代太夫」とある。

4-28マ87 五百十三g 20銭

ホンテウゴスイデン

31984 本朝五翠殿
半 I冊（他6冊と合 1秩〉

紀海音作 刊年不明

大坂西津九左衛門（上久宝寺町三丁目

※七行本0 86丁o 内題下に「豊竹上宅記宇」とあ

る。『義太夫年表』によれば，享保16上演。お

わりの 4了は「浄留利古今之序」。他の貸本屋

の印多数あるが，墨で塗抹。

4-28マ87 な八百十一番＠ 20銭

ホンテウサYゴタシ

31985 本朝三園志

近松門左衛門作

書捧・刊年不明

※七行本。 81丁o

半 l冊（他4冊と合 ll険〉

享保4初演

4-28マ88 大惣番号札剥落＠ 20銭

イツキウヲシヤウニナガハシンヱモン
一休和尚 ホンテウタンドタセン

31986 蜂川新右衛門 本朝檀特山

半 l冊（他4冊と合 l軟〉

並木宗助・安田蛙文作 享保15初演

書癖・刊年不明

※七行本。 93丁O

4-28マ88 な六拾九e20銭

タケダシンゲンナガヲケンシン
武田信玄 ホンテウニジフシカウ

31987 長尾謙信 本朝廿四孝

半 l冊（他4冊と合 lI扶〉

近松半二・三好松洛・竹田因幡・竹田小出・竹田平

七・竹本三郎兵衛作 明和3初演・刊

書皐不明

※七行本。 98丁O 内題下に「座本竹田因幡操」と

ある。 31988に同書十行本あり。

4-28マ88 な九十番＠ 20銭

タケダシンゲンナガヲケンシン
武田信玄 ホンテウニジフシカウ

31988 長尾謙信 本朝廿四孝

半 l冊〈他4冊と合 1軟〉

近松半二・三好松洛・竹田因幡・竹田公思）．竹田平

七・竹田三郎兵衛作 明和3初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側）， 江戸

鱗形屋孫兵衛（大停馬町三丁目〉

※十行本o65To見返しに『議真一文字』なる

書の広告あり。題策下部に「竹本筑後操直停／

竹本大和操相停／菱屋治兵衛新版」とあるO 内

題下に「座本竹田因幡橡」とある。 31987に同

書七行本あり。

4-28マ88 大惣番号札剥落 20銭

ホンテウハンヂヨノアフギ

31989 本朝斑女築

半 l冊（他4冊と合 1J扶〉

為永太郎兵衛作 寛保元初演，刊年不明

大坂正本屋九左衛門（心斎橋南四町目西側〉

※七行本。 96丁O 「伊勢屋太兵衛」など他の貸本

屋の印あり。

4-28マ88 三六三g 20銭

ミヲヅタシナユハイカダ

31990 湾標浪花筏

半 l冊（他5冊と合 ll扶〉

梁塵軒・若竹笛弱・中邑阿契作 明和8初演・刊

書購不明

※七行本。 73丁O 内題下に「太夫豊竹若太夫／座

本豊竹此吉」とある。「本屋久八」の印あり。

4-28マ90 な六百六十四 20銭

ミウラノオホスケコウパイノタヅナ

31991 三浦大助紅梅約

半 l 冊（他 4 冊と令7~0r)
長谷川千四・文耕堂作 享保15初演

書津・刊年不明

※十行本。 66了O 同配架番号の別の軟に同書七行

本あり。

4-28マ89 大惣番号不明。。 20銭

ピヂヤウゴゼンカウジユマル
美丈御前 ミガハリユミハリヅキ

31992 幸寿丸 身替担張月
半 l冊〈他2冊と合 ll扶〉

西沢一鳳・田中千柳作 享保10初演

書障・刊年不明

※七行本。 84了。

4-28マ89 二二九g 20銭

-84ー



－浄瑠璃丸本一

ミケンジヤクゾウノミツギ

31993 眉間尺象貢

半 l冊（他2冊と合 l軟〉

竹田出雲接・長谷川千四作 享保14初演

書捧・刊年不明

※七行本。 99丁。

4-28マ89 二百二十－8 20銭

31994 

う
衛
衛

門
兵
兵

ル
新
新

匂
谷
村

げ
玉
出

ヤ〆々

ミクニコヂヨラウアケポノザタラ

三園小女郎曙桜

半 1冊〈他3冊と合 1軟〉

難波三蔵・豊竹上野作 宝暦5刊

書韓不明

※七行本。 100丁。内題下に「座本豊竹越前少操」

とあるO 同軟に同書十行本あり。

4-28マ89 百九十四R 20銭

センシウオタヰチヤヤセツシウテンガチヤヤ

泉州小田居茶屋
31995 摂州殿下茶屋

ミツカタイヘイキ

三日太平記

半 l冊（他5冊と合 lI扶〉

近松半二・三好松洛・八民平七・竹本主祭手衛作

明和4初演・干H

書捧不明

※十行本。 64丁。初了および第2了の上部破損し，

書写により補修されている。内題下に「座本竹

田文吉」とある。同軟に同書七行本あり。

4-28マ90 な三百四十五＠ 20銭

ミパエゲンジコンワウザクラ

31996 貫生源氏金王楼
半 1冊（他5冊と合 l軟〉

寛政10初演，刊年不明福内鬼外作

京 須原屋平左衛門（三僚通富小路下ノレ町），

大坂玉水源治郎（北演西横堀魁町）， 江戸

上締屋利兵衛（日本橋四日市〉・西宮新六（本

材木町査丁目〉

※七行本。 76了o 題策下部に「元祖豊竹肥前操／

座元豊竹東治／正本所西宮新六版」とあるo

4-28マ90 五百番二 20銭

ミヨシチヤウケイキヌタグンダン

31997 三好長慶確軍談

半 l冊（他5冊と合 l軟〉

宝麿12初演・刊梁塵軒作

江戸鱗形屋孫兵衛（大停馬町三丁目）， 大坂

西津九左衛門（心斎橋南へ四丁目〉

※七行本。 90了o内題下に「座本豊竹越前少捺」

とある。題策下部に「豊竹越前少捺／豊竹筑前

少按／直侍／正本屋九左衛門板」とある。

4-28マ90 三百五十弐0 20銭

ウメノヨシベヱ
梅 野 ムカヒカゴチシゴノアカネゾメ

31998 由兵衛迎駕寵死期茜染

半 l冊（他3冊と合 ll扶〉

竹本三郎兵衛・寺田平競作 明和8初演

書捧・刊年不明

※七行本。 66丁まで。 67丁以下を欠く。内題下に

「座本豊竹和歌三」とある。

4-28マ91 四百0七0 20銭

ムカシウタイマモノガ「タリ

31999 むかし唄今物語

半 l冊（他3冊と合 lI険〉

大原和水・双木千竹作 ／ 安永10初演

書捧・刊年不明

※七行本。 95了。終丁落丁と思われる。また，は

じめの 3了小破損。内題下には「豊竹東治」と

あったか（『義太夫年表』による）。

4-28マ91 四百十番＠ 20銭

ムカシヲトコカスガ「ノコマチ

32000 昔男春日野小町

半 l冊（他3冊と合 l軟〉

竹田出雲・竹田瀧彦（内題下〉・竹田小出雲・北窓

後一・竹土丸・近松半二（巻末〉作 (1757) 

宝暦7初演・刊

書捧不明

※十行本。 70丁O

4-28マ91 三百五⑤ 20銭

32001 

イハヰサナイアカホシミツヱモン
岩井左内 ムカシモヤウカメヤ7 ゾメ

赤星満右ヱ門 往昔模様亀山染

半 l冊（他3冊と合 11扶〉

三冬庵自在・吉川晴虹・森竹今日志・玉泉学作

明和7初演・刊

大坂大和屋吉兵衛（天神橋筋泰屋町〉・小堀

屋源助（大手筋織屋町）， 江戸奉本屋高吉

（長谷川町新道〉・上締屋利兵衛（江戸橋四日

市〉

※七行本。 117丁O 題策下部に「元祖豊竹肥前接／

座元豊竹東治／上総屋利兵衛版」とある。

po 
oo 



4-28マ91 三百三十二／弐番 20銭

一浄瑠璃丸本一

寛延2初演・刊

ツJレガノトホヤマタワラクノカヅラキ
敦賀の遠山 メイヒツケイセイカガミ

32002 花洛の葛城 名筆傾城鑑

半 1冊〈他3明各戸l軟〉

吉田冠子・中邑閏助・三好松洛作宝暦2初演・刊

書埠不明

※七行本。 76丁O

4-28マ91 八十八番θ20銭

シラキゴソパチパンズ4チヤウベエ
白 井擢八 メグロヒヨクツカ

32003 幡随長兵衛 騒山比翼塚

半 l冊（他3冊と合 1I扶〉

森鯛象改源平藤橘・海ー沫・吉田鬼眼：1議F耕二作

安永 8初演・刊

江戸上総屋利兵衛（江戸橋四日市〉

※七行本。 110丁O 題策下部に「豊竹東治座正本

／松本屋高吉／上縮、屋利兵衛／新版」とある。

4-28マ91 な九百四十弐 20銭

セイシヤウナゴンフヂハラユキナリ
清少納言 どグムゲンジウグヒスツカ

32004 藤原行成 牙源氏驚塚

半 l冊（他3冊と合 lI扶〉

浅田一鳥・黒蔵主・七才子・中巴阿契？烏伊律作

宝暦9初演・刊

書購不明

※七行本。 93丁。内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。

4-28マ91 な百弐拾壱θ 20銭
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円。 モチ7 ）レチヤウジヤコガネノカンザシ

持丸 長者金奔綴

半 l冊（他4冊と合 l軟〉

近松ゃなぎ作 寛政6初演・刊

京菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町）， 大坂

正本屋小兵衛（嶋之内岩田町〉・播磨屋善助

（同）・和多屋喜兵衛（北堀江市之側〉

※七行本。 90丁O 内題下に「座本豊竹此母／太夫

豊竹此太夫」とある。

4-28マ92 な四百四拾八R 20銭

ジフデウゲンジ
十帖 モノグサタラウ

32006 源氏物ぐさ太郎

半 I冊（他4冊と合 1軟〉

浅田一鳥・安田蛙桂・豊丈助・豊正助・難波三蔵作

書癖不明

※七行本。 105丁O 内題下に「座本豊竹越前少捺」

とある。本文前に 7丁半の芝居絵本が合綴され

ている。同軟に同書十行本あり。

4-28マ92 百六番⑤ 20銭

モミヂガリツルギノホンヂ

32007 絶狩銀本地
半 l冊（他4冊と合 l軟〉

近松門左衛門作

書捧・刊年不明

※七行本。 94了。

4-28マ92 な七百五十八番 20銭

カ ラオリニホンノテキキ

32008 唐土織日本手利

半 l冊（他4冊とヂ l軟〉

並木千柳・中邑魚眼作 寛政11初演・刊

大坂山本九菓亭，京今井七郎兵衛（寺町通

松原上町），江戸松本平助（日本橋四日市），

大坂玉水源治郎（北漬西横堀松町〉

※七行本。 76丁o竹本政太夫の奥書あり。内題下

に「座本竹本染太夫」とある。

4-28マ92 な四百八拾九θ20銭

ヤマザキヨ ジベエネピキノカドマツ

32009 山崎与次兵衛書の門松

半 l冊（他6冊と合 l軟〉

近松門左衛門作 享保3初演

書障・刊年不明

※七行本O 43了。

4-28マ93 大惣番号不明。 20銭

シヨニチ
会η ヤマシロノクニチクシヤウヅカ

32010 百山城の園畜生塚

半 l冊（他6冊と合 II扶〉

竹田和泉操（内題下） ・千前軒門人近松王ゐ・竹本三

郎兵衛（巻末〉作 宝暦13初演・刊

書捧不明

※七行本。 95丁。

4-28マ93 百六十θ 20銭

ヤマトウタタケトリモノガタリ

32011 日本歌竹取物語

半 i冊（他6冊と合 l軟〉

八民平七・茸源七・竹田新四郎作安永6初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛〈大惇馬町三丁目）， 大坂



一浄瑠璃丸本一

惇法屋吉九郎（今橋筋西横堀〉

※七行本。 93丁。内題下に「竹本染太夫改章直停」

とある。題策下部に「座本竹田高治郎／太夫竹

本春太夫／太夫竹本染太夫／直停／寺田吉九郎

新版」とある。

4-28マ93 三三六g 20銭

ヤヘガスミナニハノハマヲギ

32012 八重霞浪花漬荻

半 l冊（他6冊と合ll扶〉

豊丈助・安田蛙桂・豊正助・浅田一鳥作

寛延2初演・刊

書捧不明

※七行本。 85了。 32013に同書十行本あり。内題

下に「豊竹越前少操」とある。見返しに口絵あ

り。

4-28マ93 改な六百五拾壱R 20銭

ヤヘガスミナニハノハマヲギ

32013 八重霞浪花演荻

半 l冊（他6冊と合 1軟〉

豊丈助・安田蛙桂・豊正助・浅田ー鳥作

寛延2初演・刊

書捧不明

※十行本。 50丁o32012に同書七行本あり。内題

下に「豊竹越前少援」とあるo

4-28マ93 な九百拾九.20銭

ヤマトウタツキミノマツ

32014 倭歌月見松

半 l冊（他6明主ヂl映〉

菅専助・安田阿契・若竹笛拐作 安永4初演・刊

大坂正本屋小兵衛（日本橋北江三町目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三町目〉

※七行本。 100丁。題策下部に「太夫豊竹若太夫／

座本豊竹此太夫／正本屋小兵衛版」とあるO

4-28マ93 三九二R 20銭

ヤマトガナアリハラケイヅ

32015 倭俵名在原系園

半 l冊（他6冊と合 ll扶〉

浅田一鳥・浪岡鯨児・並木素柳・豊竹甚六作

宝暦2初演・刊

書皐不明

※七行本。 103丁。内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。

4-28マ93 な百拾六θ20銭

シマノてラノセイロウニケイセイノロウジヤウト
タマガハノセフタタニガウケツノクワイガフヲ

嶋原の青棲に契情の龍城と
32016 玉川の妾宅に豪傑の曾合を

ユヒカツココウヤノケイヅ

綴織 紺屋 譜

半 l冊（他4冊と合 l朕〉

中村魚眼・並木千柳・紀上太郎・唯我濁巣・若竹笛

期作 寛政11初演・刊

京藤井孫兵衛（御幸町御池下ル町〉・八木治

兵衛（寺町通松原上ル町）， 江戸前川六左衛

門（日本橋通三丁目・西宮新六〈本材木町一

丁目），大坂宮崎半兵衛（心斎橋筋安堂寺町）

・武田宗輔（心斎橋筋南久太郎町〉

※七行本。 103丁O 題策下部に「座本岡太夫／竹

本政太夫／直停／武田宗助新板」とある。内題

下に「座本竹本岡太夫」とある。

4-28マ94 四百八十八＠ 20銭

ユキヒラソナレマツ

32017 行平犠馴松

半 l冊〈他4冊と合 ll扶〉

文耕堂・竹田正競・三好松洛作 元文3初演

書芸春・刊年不明

※七行本。 99丁o 本の背に「桧垣氏」と書込みあ

り。同軟に同書十行本あり。

4-28マ94 な弐十番＠ 20銭

ユラノミナトセンゲンチヤウジヤ

32018 由良漆千軒長者

半 l冊〈他4冊と合 lI扶〉

竹田小出雲（内題下〉・二歩軒・近松半二・北窓後

一・竹本三郎兵衛・三好松洛（巻末〉作

宝暦11初演・刊

京 山本九兵衛（二条通寺町西入ル丁）， 大坂

山本九右衛門（堺筋日本橋北江三丁目）， 江

戸鱗形屋孫兵衛（大伝馬三丁目〉

※七行本。 91了。旧蔵者「万徳」印あり。

4-28マ94 五十三番R 20銭

ユ リワカカウライグンキ

32019 百合稚高麗軍記

半 1冊（他3冊と合 lI扶〉

為永太郎兵衛＝「作者」，並木宗輔・浅田一鳥＝「文

者」 寛ぷ722ら演・刊

大坂正本屋九左衛門（心斎橋南四丁目西側〉

※七行本。 96丁O 「豊竹越前少操」の奥書あり。

4-28マ95 大惣番号不明 20銭
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一浄瑠璃丸本一

ユフギリアハノナルト

32020 夕霧阿波鳴渡

半 I冊（他4冊と合 I軟）

近松門左衛門作 正徳2初演

書捧・刊年不明

※はじめの 5丁半は l頁8行，以下は 9行。 30丁O

表・裏見返しに「持主」の書込みあり。

4..:.._28マ94 な七百八十番＠ 20銭

イウシヨタカ 7 クラヤ7

32021 有職鎌倉山

半 l冊（他3冊と合 ll扶〉

菅専助・中村魚眼作 寛成完る演・刊，前2主板
京菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町）， 江戸

松本平助（四日市）， 大坂天満屋安兵衛

（平野町御霊筋西へ入〉

※七行本。 96丁O 内題下に「座本豊竹此母」とあ

る。「本柴」の印あり。

4-28マ95 大惣番号不明 20銭

キシヤウジリヤタカタソデエンギ
亀鉦事略 ユヅウダイネンプツ

32022 片袖縁起 融通大念｛弗

半 l冊（他3冊と合 li扶〉

佐川藤太作，吉田新吾添削 文化8初演・刊

書捧不明

※七行本。 45丁。内題下に「豊竹悦太夫」とある。

内題上に朱で「壱番」と書込みあり。題策下部

に「豊竹越前少操相停／本屋清七版」とある。

4-28マ95 五百九番R 20銭

ヨシツネコシゴエジヤウ

32023 義経腰越欣
半 l冊〈他4冊と合 lI扶〉

(1754) 

千館荘主人守常作・自駿 宝暦4初演・践

京菊屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町西側〉

※十行本。 39丁o 内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。

4-28マ96 な弐六八⑤ 20銭

32024 

ダイモツノフナヤグラヨシ
大物船矢倉 ヨシツネセンポンザクラ

吉野花矢倉 義経千本桜

半 l冊〈他4冊と合 l帳〉

竹田出雲・三好松洛・並木千柳作延享4初演・刊

書串不明

※七行本。 100丁O 末尾16丁にわたり上部破損。

32025に同版本あり。

4-28マ96 百0壱 20銭

H
J
 

ヤナ引
倉
倉

れ
矢
矢

－
ヲ
魁
花

山口物野

汁
大
吉

，，， モィf々

戸

h
uo’山

口
Uワ臼円。

ヨシツネセンボンザタラ

義経千本棲
半 l冊（他4冊と合 11扶〉

竹田出雲・三好松洛・並木千柳作延享4初演・刊

書捧不明

※七行本。 100丁O 内題下に「再版」とある。 32024

に同版本あり。

4-28マ96 な百壱 20銭

ヨシナカクンコウキ

32026 義仲勲功記

半 l冊（他4冊と合 lI険〉

浅田一鳥・黒蔵主・七才子・難波三蔵・豊竹醸律作

宝暦6初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大伝馬町三丁目）， 大坂

西沢九左衛門〈心斎橋筋四丁目〉

※七行本。 101丁o内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。内題の上に「再刊」とある。 32027に

同書十行本あり。

4--'--28マ96 仁コ九g 20銭

ヨシナカクンコウキ

32027 義仲勲功記

半 l冊（他4冊と合 11扶〉

浅田一鳥・黒蔵主・七才子・難波三蔵：1柔や臆律作

宝暦6初演・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル西側北より〉

※十行本。 70丁。内題下に「座本豊竹越前少操」

とある。 32026に同書七行本あり。

4-28マ96 大惣番号不明＠ 20銭

ヨシノシヅカヒトメセンボン

32028 吉野静人目千本

半 1冊（他6冊と合 l朕〉

松貫四・吉田仲三作 安永4初演・刊

書津不明

※七行本。 95丁。内題下に「座本豊竹東治jとあ

る。

4-28マ97 三九－g 20銭

ヨシノノミヤコヲンナクスノキ

32029 吉野都女楠

半 l冊〈他6冊と合 1軟〉

宝永7初演，刊年不明近松門左衛門作

大坂作本屋八兵衛（南谷町〉

※七行本。 90丁o竹本筑後橡の奥書あり。同l扶に

。。。。



同書十一行本あり。

一浄瑠璃丸本一

屋喜右衛門（二条通寺町角〉

4-28マ97 三百二十七 20銭

ヨブコドリヲグリジツキ

32030 呼子鳥小栗賞記

半 l冊（他6冊と合 1帳〉

安永2初演・刊菅専助・若竹笛弱作

書捧不明

※七行本。 72了。内題下に「座本豊竹此吉」とあ

る。

4-28マ97 な三百番＠ 20銭

ヨリマサツイゼンノシノて

32031 頼政追善芝

半 l冊（他6冊と合 Ir扶〉

西沢一風・田中千柳作 享保9初演

書捧・刊年不明

※七行本。 90丁。初丁の一部破損し，補修されて

しる。終了にも小破損あり。

4-28マ97 弐百八十七8 20銭

ゾウホ
＋酋ヨウメイテンワウシヨクニンカガミ

32032 漏用明天皇職人鑑
半 1冊〈他6冊と合 lI扶〉

近松門左衛門作 宝永2初演・刊

京山本九兵衛（二条通寺町西へ入町）， 大坂

山本九右衛門〈高麗橋弐町目出店〉

※次第に行数を増し，八行から九行，十行を経て

十一行となる。 70丁o 題策下部に「竹本筑後操

直停／山本九兵衛新板」とある。

4-28マ97 大惣番号不明。 20銭

ランジヤタイニツタケイヅ

32033 蘭蒼待新田系園

半 l冊（他2冊と合 II険〉

近松半二・竹田平七・竹本三郎兵衛作

明和2初演・刊

書捧不明

※七行本。 96丁。内題下に「座本竹田因幡操」と

ある。 32034に同書十行本あり。

4-28マ98 七十八＠ 20銭

ランジヤタイニツタケイヅ

32034 蘭蒼待新田系園

半 l冊〈他2冊と合 1朕〉

近松半二・竹田平七・竹本三郎兵衛作（175) 

明和2初演・刊

江戸売所鶴屋喜右衛門（通油町），京板元鶴

※十行本。 64丁o 見返しに朱で「（大惣印〉／百十

五号／一冊」とある。内題下に「座本竹田因幡

操」とある。 32033に同書七行本あり。

4-28マ98 大惣番号不明 20銭

ラクヤウヒサゴネンプツ

32035 洛陽瓢念イ弗

半 l冊（他2拡ヂ1軟〉

宝麿13初演・刊梁塵軒作

書庫不明

※七行本。 96丁O 内題下に「座本豊竹越前少接」

とある。表紙に「仁コ六十七」の小札あり。

4-28マ98 二百六十五g 20銭

ネノトシネノヒ
子の歳 リツシュンヒメコマツ

32036 子の日立春姫小松

半 1冊（他3駄ヂ1秩〉

青江堂・原羽裳・吉田冠子作 安永9初演・刊

京菱屋七郎兵衛（寺町通松原上ル町西側〉

※十行本。 70丁。題策下部に「竹本義太夫直惇／

菱屋治兵衛板」とある。 32037に同書七行本あ

り。

4-28マ99 な三百四十八R 20銭

ネノトシネノヒ
子の歳 リツシュンヒメコマツ

32037 子の日立春姫小松

半 l冊〈他3冊とヂ l軟〉

青江裳・原羽裳・吉田冠子作 安永9初演・刊

京山本九兵衛（二僚通寺町）， 江戸鱗形屋

孫兵衛（大停馬町三丁目）， 大坂天満屋源治

郎（西横堀船町〉

※七行本。 101丁o.32036に同書十行本あり。「文

貫堂」の印あり。見返しに「永田源九郎持主」

と書込みあり。

4-28マ99 な三百四十八⑤ 20銭

シヤウトクタイシ
聖錨 メグミノイケミヅ

32038 太子 利生の池水
半 l冊〈他3冊と合 l軟〉

八民平七作 明和7初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大儀馬町三丁目）， 大坂

糸屋源助（博勢町心斉橋筋〉

※七行本。 30了。内題下に「座本竹本春吉」とあ

るo題策下部に「竹本春吉／竹本春太夫／直停

／糸屋源助新板」とある。 32039に同版本くた

nu 。。



だし55了まで収める〉あり。

一浄瑠璃丸本，黄表紙一

どめないものが多く，主に『探躍黄表紙絵題簸集』

によって書名を確定した場合も少なくない。4-28マ99 六百弐拾五番⑤ 20銭

シヤウトタタイシ
聖錨 メグミノイケミヅ

32039 太子 利生の池水
半 1冊（他3冊と合 1秩〉

八民平七・寺田兵藤作 明和7初演・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大停馬町三丁目）， 大坂

糸屋源助〈博勢町心斉橋筋〉

※七行本。 55了。内題下に「座本竹本春吉」とあ

るo 題策下部に「竹本春吉／竹本春太夫／直停

／亡コJとある。第30丁までが一冊目で八民

平七作，七月廿五日の日付あり， 32038と同版

本。第31丁より「利生池水二冊目」で，八民・

寺田の作，八月十二日の日付あり。

4-28マ99 亡二コ五R20銭

ワカミドリアヒオヒゲンジ

32040 撤棄葉相生源氏

半 l冊（他 l冊と合 li険〉

福内鬼外作・自駿 安必3ら演・刊

江戸 山崎金兵衛（本石町三丁目十軒店〉

※七行本。 76丁O 内題下に「座本豊竹東治」とあ

るO 巻末に福内鬼外戯作の目録がある。刊記の

刊年の部分，上から紙片を貼付けて天明 5に訂

している。

4-28マ100 三百五十八R 10銭

ワダカツセンヲンナマヒヅJレ

32041 和田合戦女舞震

半 I明訓1冊と合 I軟〉

並木宗助作 元文元初演カ，刊年不明

大坂西沢九左衛門（心斎橋南四丁目〉

※七行本。 95丁O 見返しに「座本豊竹越前少操

藤原繁泰／太夫豊竹筑前少接藤原為政」とある。

上記作者は『義太夫年表』によった。

4-28マ100 な六拾七番0 10銭

黄 表 紙

大惣本以外の冊子もまじえて数部ずつ画に入れられ

ているが，ここでは各画における部数などについて

は記述しない。「4-43サ」が黄表紙に与えられた

配架番号で 1～13がその画の番号である。なお，大

惣本の黄表紙は表紙改装などにより題策の原状をと

32042 

モツトモセカイテユウシングラ

尤世界
忠臣蔵

テ 7へヅケアカホノシホカラ

手前漬赤穂の権

中l袋2冊

寛政7刊画朗春勝
’

K
衛

序

兵

自

吉

下

・

本

・

著

榎

上

平坪

戸

亭

江

膳本

※両冊とも絵題策剥落し，上冊表紙にうちつけ書

「あかう」，袋に「赤穂上下」とのみある。

4-43サI 大惣番号札剥落 30銭

32043 

シンノマンアダカタキ
新／仇 テウチシンソパ

版／敵 手打新蕎麦前編・後編

各上・中・下

南仙笑楚満人著，豊康画

中 l袋6冊を合綴1冊

文化4刊

江戸和泉屋市兵衛（神明前〉

4-43サ I 大惣番号不明う 30銭

アダクラベユメノウキハシ

32044 仇競夢浮橋上・下

中 l 袋 2 冊を合唱7~9~
安永8刊著者・画工未詳

江戸西村与八

※「尾州／名古屋／かのや」「かのや」印あり。

「持主／永治郎」の書込みあり。

4-43サ l 大惣番号不明 30銭

アラヤマミヅテングノハジマリ

32045 荒山水天狗鼻祖上・中・下

中 1I扶3冊

曲亭馬琴著・自序，北尾政美画 寛政5序・刊

江戸大和田（大停馬二丁目〉

※柱書「てんくつ。上冊題策の書名上部に「丑春」

（寛政5）と記されている。

4-43サ I 四百六十八G 30銭

イツシンノ ムナザンヨウジジヤクトンチサイベヱ

32046 一心のむな算用磁鉄頓智才兵衛

（上・中・下）

虚呂利著・自序，長喜画

書皐不明

※表紙改装。

中 l袋3冊を合綴 1冊

寛政7序・刊

4-43サ l 口百六十四θ30銭

- 90ー



一黄表紙一

イ ヅニツキアサヒゲンジ

32047 伊豆日記旭源氏上・下

中 l袋2冊を合綴 l冊

南柏笑楚満人著，勝川春亭画 享都3~u
江戸榎本吉兵衛

※表紙を欠く。上記書名は巻頭の内題による。

4-43サ l 大惣番号不明 30銭

グンUノクチキリヘイケノロピラキ

源氏口切 イマハムカジキツネノヨパナシ

32048 平家炉開 今昔狐夜噺

上・中・下 中 1I険3冊を合綴I冊

十返舎一九著・画，雪亭主人政 寛政9刊

江戸榎本吉兵衛

※初丁に板元の口上あり。その角書は「源氏炉開

／平家ロ切J。
4-43サ l 大惣番号不明 30銭

ウソハツピヤタノマンジンイチザ

32049 嘘八百寓神一座上・下 中2冊

柴山人馬笑著，式亭三馬閲・序，歌川豊園画

寛政9序・刊

江戸和泉屋市兵衛（神明まへ〉

4-43サ l 口口記帳。 30銭

エドノハルイチヤセンリヤウ

32050 江戸春一夜千両（上）・中・（下）

中 l袋3冊を合綴1冊

山東京惇著・自序，まさのぶ（北尾政演〉画（1786)

天明6刊

江戸蔦屋重三郎（通油町〉

※上冊表・中冊裏・下冊表の各表紙が失われてお

り， 3冊を合綴した上から表紙を新装している。

4-43サ 2 大惣番号不明 30銭

オトシパナシエリタチゴメ

32051 笑府衿裂米

馬琴著・自序，北尾政美画

書卑不明

※「赤本」と自称する。柱書「いつはりなし」。

4-43サ 2 大惣番号不明 30銭

冊
の
序

l
n
5
 

袋
内
い
政

I

寛

中

ヂゴクイチメン
地獄 カガミノジヤウハリ

32052 一面 照子浄頗梨（上・中・下〉

中I袋3冊を合綴 l冊、

山東京停著・自序，北尾政演画 寛政元刊

江戸蔦屋重三郎

※最終丁落丁。後補墨書題策「黄四百十ノ内／か

L見の常はり」。袋には「京停作／小野室惇」

とある。

4-43サ 2 り四百十番 30銭

オハンガベニ

32053 於半紅上遍上・中・下・下遍上・下

中l袋 5冊を合綴 l冊

感和亭鬼武著・自序，北川美丸画 文化6刊

江戸村田次郎兵衛（通油町〉

※「叙」題「敵討於半紅」。

4-43サ 2 りにコθ 30銭

セイハフシヤレユモメウザイ

老賓製法 オヤノカタキウチマタカウヤク

32054 滑稽妙剤 親讐跨膏薬

（上）・中・下 中 1袋3冊を合綴 l冊

式亭三馬著・自序，歌川豊康画 文化2産）・刊
江戸西宮新六

4-43サ 2 大惣番号札剥落 30銭

オヤノカタキウツノミヤモノガタリ

32055 父讐宇津宮物語※参照

中 l袋5冊を合綴 1冊

｛鬼イ晶子肖略著，曲亭馬琴校，歌川豊園画 寛政13刊

江戸鶴屋喜兵衛（通油町〉

※第2冊以下の本文官頭には②～⑤と番号がある。

第2・5冊のみ原題策が残り，それぞれ「父讐
どだんつづきじゃうる

宇津宮物語，中」「宇津宮四五之巻／五働浄瑠
りぎかや

璃酒捧，下」とある。

4-43サ 2 り仁コ拾弐θ 30銭

オヤノカタキウツノヤマヒコ

32056 親讐撃山魅前編（上・中〉・下・

後編上・下 中5冊

南柚笑楚満人著，一柳粛豊麗画，狂歌堂主人序 ） 

文化3刊

江戸西村屋与八（馬喰町〉

※前編の上・中冊の題策剥落。後編の原題策は

「後編撃山魅」。

4-43サ 2 り百六拾六θ 30銭

オヤコヅカゼンペン

親子塚 ~＂：＿三モノカ＂!-2 ・
32057 前編各雪物語

オヤコヅカコウヘン
親子塚 シュンセツモノガタリ

後編春雪物語

各上・中・下 中 l袋6冊

南柚笑楚満人著，歌川豊虞画 文化元刊

江戸和泉屋市兵衛

4-43サ 2 り百五拾九θ 30銭

- 91ー



紙一表｝黄

上・中・下・
コウヘンキンシノツメヌヒ

後編金糸之詰縫上・下中 I袋 5冊

楚満入門人面徳賓夫成著，南柏笑楚満人序，豊慶画

文化2序・刊

カタキウチキンシノツメヌヒ

敵討金糸之詰縫32064 
アフムガ ヘ シ プ ン プ ノ フ タ ミ チ

あふむ返し文武の二道上・中・下

中 l袋 3冊を合綴 1冊

恋川春町著・自序，北尾政美画 寛長引
江戸蔦屋重三郎（通泊町〉

※合綴に際し原表紙を失ったままである。刷状態

粗悪。

32058 

江戸榎本吉兵衛（大てんま〉

4-43サ 4 大惣番号不明う〈後篇上冊〉 30銭

ゼンベン
肯ti カタキウチカウカウグJレマ

編イ丸報孝行車上・中・下

中 I袋 3冊を合綴 I冊

南柚笑楚満人著，歌川豊国画，狂歌堂四方真顔序

享和4刊

32065 

30銭

冊
）
刊

l
m
3
 

綴
。
和

合

享

を冊

司

、

円

L

－
・
袋

上

l中

り六百廿四θ4-43サ 2

グワカイヘイケモメノガタリ

画解平家物語32059 

江戸西村屋与八（馬喰町二丁目〉

※下冊の表紙の見返しに「甲子春新版目録」あり。

4-43サ 3 り三百四十三う 30銭

30銭大惣番号札原欠

榎本吉兵衛

4-43サ 3

詳

戸

未

江

者著

カタキウチダイクラウrぜナシ

32066 敵討代九郎日出 中l袋 l冊

面徳斎著，歌川豊園画，南柚笑楚満人序文イenu
江戸西村与八（馬喰町二丁目〉

※見返しに書障西村の『手紙之文言』の広告あり。

絵題策下部に「前」とある。全15Tで原体裁3

冊を合綴 l冊か。

4-43サ 4

冊
）
刊

l
制
一
克

綴
。
和

合

享

下

酌
円。

中

袋中

上

カタキウチウメノツギホ

敵討梅 之 接

南柚笑楚満人著，豊康画

江戸和泉屋市兵衛

※3冊を表紙ごと合綴。中冊の絵題策剥落。

4-43サ 3 大惣番号不明う 30銭

32060 

ゼンペン
肯ti カタキウチアコヤノマツ

編復讐阿姑射之松（上）・中・下

中 1袋 3冊を合綴 I冊

文化2序・刊 辛仔 カタキウチドモリノワタシゼンベン

版 敵 討 遠 森 渡 前 編

シンノマンカタキウチ
新／敵 コウヘンドモリノワタシ

版／討 後編遠森之渡

上・（中）・下 中 l袋6冊を合綴2冊

南仙笑そまひと著，豊康画 文ィgs,rお
江戸和泉屋市兵衛（芝神明前〉

※前後編とも各3冊を表紙ごと l冊に合綴。後編

中冊のみ絵題策剥落。

4-43サ 4

30銭

上・中・下・

り仁コ拾八

32067 

32061 

馬琴著・自序，豊麗画

江戸仙鶴堂（通油町〉

※上冊表紙欠損。初丁上部に「馬琴／始十五丁／

＠」の小札あり。

4-43サ 3 30銭

カタキウチイハデノウメガカ

敵 討富 手の梅香 前編上・中・下・

後編上・下 中 l袋 5冊を合綴 l冊

竹塚東子著・自序，歌川豊麗画 文ィ，~825お
江戸西宮新六

4-43サ 3

大惣番号不明

32062 

カタキウチフタノぜノマツ

32068 復讐二葉の松 中1袋 1冊

眉寿亭著・自序，北尾政美画 天崩744伝的知
江戸仙鶴堂鶴屋喜右衛門（通油町）

※見返しに「ゑ／百拾弐番ふろく」と書込みあり。

柱書九、はらき」。全25丁で原体裁5冊を合綴

l冊か。

30銭大惣番号不明う

30銭大惣番号不明う

前編上・（中）・下・

カタキウチカ。ンリウジマ

敵打巌流鳥
カタキウチゴニチノ〈ナシ

報讐後日 話

32063 

30銭り三百拾八θ4-43サ 3

後編上・（下）

中l袋 5冊を合綴 I冊

寛政13刊

。白
Q
U
 

30銭

十偏舎一九著・画・自序

江戸岩戸屋源八（横山町二丁目

4-43サ 4 り弐百三



一黄表 紙一

シンノマンカタキウチ
新／敵 ロカサネチユウカウテイ

32069 版／討二重忠孝貞※参照

中 l袋9冊を合綴 l冊

南仙笑楚満人著，一柳驚豊麗・一陽鷲豊園画 ） 

文化4刊

江戸和泉屋市兵衛（芝神明前三嶋町〉

※本書の構成は「三重忠孝貞初編」 「中編三重忠

孝貞J「三編三重忠孝貞」各上・中・下の 9冊。

4-43サ 4 大惣番号不明う 30銭

フクジウ
f信 ヤサシガウラ

32070 肇矢指浦 中l袋 l冊

十返舎一九著，歌川豊園画，書建築邑堂序 (1 6) 

文化3序

江戸築巴堂（村田次郎兵衛〉

※表紙を欠く。前編のみ。末尾に後編の予告あり。

柱書に 5丁ずつ，巻ー～巻六の別が示されてお

り，原体裁6冊を合綴l冊か。

4-43サ 3 り二百六十二う 30銭

ム h ~ 占咽ιセツシウガ「ツノマウガツジ

32071 H 伝説’摂州合邦辻※参照

中 I袋5冊を合綴 l冊

十返舎一九著，芝南楚序，歌川豊園画 享和3刊

江戸榎本吉兵衛

※表紙を欠く。序によれば5丁ずつ前編上・中・

下・後編上・下の構成だったか。第15丁欠。

4-43サ 4 大惣番号不明 30銭

カルカヤスミゾメニツキ

32072 苅萱染衣日記上・中・下

中 l袋3冊を合綴l冊

南柚笑楚満人著，勝川春英画 寛政5刊

江戸榎本吉兵衛

※各冊見返しに「此本何方江参候共早速御返し可

被下候頓首」（下冊〉などと書込みあり。中冊

には「井津屋作左衛門」と記す。

4-43サ 4 り六百九十 30銭

カンニンプクロヲジメノゼンダマサンベン

32073 堪忍袋緒〆善玉三編中 1袋 1冊

山東京停著，北尾重政画 寛政5刊

江戸蔦屋重三郎（通油町）

※第4丁破損。全15丁で，原体裁は上・中・下3

冊を合綴1冊か。

4-43サ 4 大惣番号不明う 30銭

キツネノヨメイリ

32074 きつね嫁入上・下

中l袋2冊を合綴 1冊

十偏舎一九著・（自画か）・自序 寛政11序・刊

江戸村田次郎兵衛

※上下冊とも絵題策剥落。上記書名は上冊表紙の

うちつけ書きによる。内容は『穴賢狐縁組』に

同L-o

4-43サ 5 り五百三拾四 30銭

ギハヒカルヤコウノタマ

32075 義光夜功珠上・中・下中 I袋3冊

十偏斎一九著・画 刊年不明

江戸村田次郎兵衛

※柱書「忠しん」。

4-43サ 5 り五百三十二 30銭

クラベコシナリヒラガタ

32076 競腰業平形（上）・中・下

中 I袋3冊を合綴 1冊

棲川慈悲成著・自序，歌川豊園画 寛政13序・刊

江戸西村輿八（馬喰街〉

※3冊を表紙ごと合綴，上冊題策剥落。

4-43サ 5 り六百七十五 30銭

ソレモキヤウトコレモトウト
夫京都 ケ ン プ ツ ザ エ モ ン

32077 是東都 見物左衛門

（上・下〉

陀々羅大尽色主著，歌川豊園画

冊
〉
刊

2ω

ロ

袋
μ政

1

寛

中

江戸西村与八

※上冊表表紙と第 I丁を欠く。下冊絵題策剥落。

4-43サ 5 大惣番号不明 30銭

ヱホンタイコウキ

32078 絵本太功記

芝山人虚目利著，長在画

書捧・刊年不明

※上記書名は表紙うちつけ書によるo最終了ウラ

に「故人芝全交追善」と記す。袋には「五臓」，

本書に内読まれた付せんには「塁丁事芝全交

腹内，寛政六」とある。 『国書総目録』の「芝

全交腹内」の記事は本書の著者・画者と一致す

中 I袋 l冊

る。

4-43サ 5 大惣番号原欠か 30銭

主仔 ゴタイソウシメテコレホド

32079 巌五幹惣〆市是裡 （上）・中・

（下） 中l袋3冊を合事 l冊

七珍寓宝著・自序，北尾政美画 寛政2序・刊
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一黄表紙一

江戸榎本吉兵衛

※合綴の表紙には中冊の絵題祭を残している。

4-43サ 5 大惣番号不明 30銭

コピトミノ7 コゴメザクラ

32080 小人園毅楼上・下

中 l袋 2冊を合綴 l冊

山東京停著，北尾重政画 寛政5刊

江戸蔦屋重三郎（通油町〉

※上冊見返しに「名古屋／中嶋屋／天王寺町」の

印あり。

4-43サ 5 り四百九θ 30銭

32081 

ナカムラシウカクオモカゲノカヘリサキ

中村秀害 ゴヒヤウパンタカヲノモンガク

面影帰咲 御評判高雄文覚

冊
）
刊

l
引

3

綴
れ
い
政

合

寛

を冊円。袋中上・中・（下）

寓宝著，北尾政美画

江戸鶴屋喜右衛門（通油町〉

※3冊を表紙ごと合綴。下冊は絵題策剥落。

4-43サ 6 口廿七番 30銭

ゴメイワクココロノオニタケ

32082 悟迷惑心之鬼武上・下

中 1袋2冊を合綴 l冊

感和亭鬼武著，浸酒棲摘華序，歌川豊康明85) 

文化2序・刊

江戸榎本吉兵衛〈大伝馬町〉

※上・下2冊を表紙ごと合綴。

4-43サ 6 大惣番号札原欠か 30銭

コンガウリキシプダウノイシズエ

32083 金剛力士武道礎前編上・中・下・

後編上・下

守信亭赤城山人著・自序，歌川豊康画

中 l袋5冊

文化2序・刊

江戸西宮新六

4-43サ 6 り三百廿九 30銭

コンタンテオリシマ

32084 紺丹手織縞上・中・下 中 l袋 3冊

畑之主人真芋介著・自序，北尾重政画

寛政5序・刊

江戸大和田（大停馬二町目〉

4-43サ 6 り六百七十二θ 30銭

コ ン ド ハ オ ニ ム スコ

32085 今度 者鬼息子上・下

南柚笑楚満人著，豊圏画

江戸和泉屋市兵衛〈神明前〉

4-43サ 6 大惣番号札原欠か 30銭

冊
）
刊

2
閉

9

袋

ο政
1

寛

中

コウジジマトキニアヰゾメ

32086 孔子縞子時藍染（上・中・下）

中 l袋 3冊を合縁l冊

山東京停著・自序，北尾政演画 天的判
※参照，

※表紙改装。『黄表紙絵題策集』によれば書皐は

上・中冊が榎本吉兵衛，下冊は大和田。大惣の

後補墨書題策「こう子縞／大名しま」。

4-43サ 6 仁ゴ弐十七θ30銭

ナガイキウケヤイキンキンセカイ

長生請合 サカツテイルタカラノヤマブキ

32087 金々世界 J惇 入 賓 山 吹

上・中・下 中 1袋3冊

樹下石上著，歌川豊園画，式亭三馬序

寛政9序・刊

江戸西宮新六（本材木町一丁目〉

※絵題鎮の書名上部に「巳新版」とある。

4-43サ 7 大惣番号札原欠か 30銭

サクラガハハナシノチヤウトヂ

32088 楼川話帳綴上之巻・下之巻

中 I袋2冊を合綴 l冊

棲川慈悲成著・自序，豊園画 寛政13序・刊

江戸西村輿八（馬喰街〉

※内容の一部に筆彩あり。

4-43サ 7 大惣番号札原欠か 30銭

サルノシリキンピラゴパウ

32089 猿尻金平牛努（上・下）

中 I袋 2冊を合綴 l冊

芝棲川慈悲成著，歌川豊園画 寛政5刊

江戸西村与八

※上冊表表紙・下冊裏表紙を欠く。下冊絵題策も

剥落。柱書「さるの尻」。

4-43サ 7 大惣番号不明 30銭

ジチノナガレモツケノサイハヒ

32090 質流思外幸上・中・下

中 l袋3冊を合綴 l冊

十遍舎一九著・自画・自序 寛政13刊

江戸岩戸屋（横山町二丁目

※3冊を表紙ごと合綴。

4-43サ 7 大惣番号札原欠か 30銭

ゼンカウホフシツネヅネグサ

32091 全交法師つねつね草（上・中・下）

中3冊を合綴 1冊

芝全交著，北尾重政画 寛政6刊

江戸鶴屋喜右衛門
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－黄表紙一

※3冊とも絵題簸剥落。第 l冊の後補墨書題策は

「芝全交つねつね草J。

4-43サ 7 り六百拾六θ 30銭

シパゼンカウユメノムダガキ

32092 芝 全 交 夢 寓書上・中・下

中l袋3冊を合綴l冊

式亭三馬著・自序，歌川豊園画 寛政9刊

江戸和泉屋市兵衛（神明前〉

※3冊を表紙ごとこよりで合緩。

4-43サ 7 大惣番号札原欠か 30銭

ホクコクジユンレイウタハウベン

32093 北園順麓唄方便
所在不明

※早大の目録によれば「順礼（北国順礼縁起）」。

該当の黄表紙は 4-43サ 7画中になく，書名は

『黄表紙絵題簸集』などに照らして上記のもの

と考えられるo 馬琴著，北尾重政画，寛政g~u. 
中本3冊（上・中・下）。

4-43サ 7 30銭

ジフニカグラヲサナカルワザ

32094 十二神楽稚軽業上・中・下

中 1袋3冊を合綴 l冊

護団芋助著・自序，北尾重政画 寛長753~u
江戸大和田安右衛門（大侍馬二丁目〉

※上・中・下3冊を表紙ごと合綴。上冊表紙に

「寛政五葵丑」の小札あり。

4-43サ 7 大惣番号不明 30銭

ジ ヤウ ダン シツコナシ

32095 滑稽しつこなし上・中・下

中l袋3冊を合綴 l冊

十返舎一九著・自序・自画，「改名月麿筆」 (18附

文化2刊

江戸山口屋忠助（馬喰町三丁目〉

※3冊を表紙ごと合綴。下冊末に版元山口屋の口

上あり。

4-43サ 7 り五百五番θ 30銭

ケフハニジフハチニチ
今日ハ 之リグリゴヨウジン

32096 廿八日 尻採御用神上・（下〉

芝全交著，歌川豊園画

江戸和泉屋市兵衛

中 l袋2冊を合綴 l冊

寛政5刊

※巻頭に「用神之縁起」を載せる。 2冊を表紙ご

と合綴。ただし下冊絵題策剥落。

4-43サ 7 り六百十五番G 30銭

ジンタハナジ

32097 甚句はなし 中 l袋 1冊

北尾政演画

書皐・刊年不明

※上記書名は袋による。改装表紙の書名は「はな

し」。甚句に，絵を添えたもの。

4-43サ 7 大惣番号不明 30銭

カタキウチスルガノハナ

32098 敵討駿河花上・中・下

中l袋3冊を合綴 l冊

伊庭可笑著，北尾政演画 安永10刊

江戸岩戸屋源八（浅草茅町〉

※合綴に際して表紙を改装したと思われる。大惣

番号札にあたる札があるが，白紙。

4-43サ 8 ※参照 30銭

スハノウミキツネクワイダン

32099 諏訪湖狐怪談後篇ー～五

中l袋5冊を合穣 l冊

十返舎一九著・自序，勝川春亭画 文化5序・刊

江戸村田屋治郎兵衛

※第 1・3冊の絵題策は前編の上・下（前編は序

によれば文化4刊〉のものを貼付。第5冊の絵

題簸は後編下のものO

4-43サ 8 仁ゴ壱θ30銭

ゼンアクジヤシヤウオホカンヂヤウ

32100 善悪邪正大勘定

中l袋3冊を合綴1冊

東来三和著・自序，北尾重政画 寛政7序・刊

江戸蔦屋重三郎

※表紙に落書甚Lo小さな札に墨書された書名は

「大かんぢゃう」。

4-43サ 8 大惣番号不明 30銭

ゼンアタフタツノリヤウヤク

32101 善悪両良薬（上）・下

中l袋2冊を合綴 l冊

十偏舎一九著・自画 寛政11刊

江戸岩戸屋
ぜんあくふたつのりゃうやく

※上冊の題策剥落。墨書題策「善悪二津ノ良薬」。

柱書は「ひんふく上」「ひんふく下」。下冊の絵
ぜんあくふたつのりようやく

題策には「未春」とあり，書名「善悪両良方」。

4-43サ 8 り六百廿二 30銭

センリヒトハネイサミノテツベン

32102 千里一例勇天蓬（上）・中・（下）

中l袋3冊を合綴 l冊
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一黄表紙一

十偏舎一九著・画・自序 寛政8序・刊

江戸和泉屋市兵衛（芝神明前〉

※3冊を表紙ごと合顔，ただし下冊表表紙は欠落。

また，上冊絵題策は磨滅。

4-43サ 8 大惣番号札剥落か 30銭

ソクセキミミガクモン

32103 即席耳事問上・（中・下）

中 l袋3冊を合構ムF
市場通笑著・自序，北尾政美画 寛政2刊

江戸ったや（通油町〉

※上冊の絵題策のみ存する。 「中・下」は「上」

の字の右左に墨書。

4-43サ 8 り六百五十四9 30銭

カウシン
民主 ゾウホオホエヤマモノガタリ

32104 信増補大江山物語上・中・下

中 l袋3冊を合問。F
十返舎一九著・画 寛政12刊

江戸榎本吉兵衛

※丁附「十一」より「廿五」まで。本書は『需大

江山幾野記行』上・下 2巻の続編である。

4-43サ 8 大惣番号札剥落か 30銭

ダイシカツ、ラナデPシコノマナシ

32105 大師河原撫子話前編（上・中・下）・

後編（上・中・下〉

中1袋6冊を合綴 l冊

曲亭馬琴著・「引首」・自序，酔ヰ譲外画（18

文化2成，同3序・刊

江戸耕書堂（蔦屋重三郎〉

※表紙すべて欠落。上記書名は「ヲ｜首」題および

序中に引く題によるO 後編第7丁表に『四天王

剃盗異録』『勧善常世物語』『三園一夜物語』の

広告あり O

4-43サ 8 り百三拾弐＠ 30銭

ダイプツモチ

32106 大（弗餅※参照中 l袋2冊を合綴 l冊

芝全交著（前半8丁半ぶん），きよろり著（後半5

丁）

書捧・刊年不明

初丁オモテ頭部に書障の略号あるが，詳細未詳o

4-43サ 8 り四百廿六 30銭

トゥカイダウゴヨフサンツギニンゲンイツシヤウコ.，，フネン

東海道五十三騨 タカピクハナシ

32107 人間一生五十年 凸凹話

上・中・下 中l袋3冊を合評 l冊

山東京停著・自序，北尾重政画 寛政10序・刊

江戸蔦屋（とをりあぶら町〉

※大惣番号札原欠，小札あるも白紙。画者名は

『国書総目録』による。各冊の絵題策中に「惣

地春のあけぼのぞめ／めで、たきもやうもん所」

とある。

4-43サ 8 ※参照 30銭

ジツベンシヤゲサタノタネホン

32108 十偏舎戯作種本（上・下〉

中I袋2冊を合綴 l冊

十返舎一九著・画・自序 寛政10序・刊

江戸榎本吉兵衛

※後補題簸「一九たね本」，柱書「たね本」。「口上」
むだ

「しゃれの部」「方言の部」「ぢぐちの部」より

成る。

4-43サ 8 大惣番号不明 30銭

シンJマンヤワ
新／夜 ワカクサグンダン

32109 板／話雅種軍談（ー）・二～五

中 11袋5冊を合綴l冊

井久治茂内著 刊年不明

江戸西村与八

※第 I 冊表紙を欠く。以下の冊~ti柔和ごと合綴。
『国書総目録』によれば，天明 7成。書名の用

字「若草」とも。

4-43サ13 大惣番号不明 30銭

チヤジ カゲンヤクワリノてンヅケ

32110 茶事加減役割番附上・下

中 1袋 2ff

七珍高宝著・自序，歌川豊圏画 寛政2刊

江戸伊勢治（伊勢屋次助〉

※中冊（第6～10丁〉を欠く。ただし下冊の丁

附は「中十一・中十二・下十三・下十四・下十

五了」。

4-43サ 9 大惣番号札剥落か 30銭

テンガヂヤヤホマレノアダウチ

32111 殿下茶店馨仇討上・中・下

中 l袋3冊を合綴1ff 

※著者・画者の異なる 2種の黄表紙を合綴したも

の。書名は袋によるoそれぞれ本来の書名未詳。

改装表紙の打ちつけ書は「大’悌」，後半柱書は

「大ふつ」とある。芝全交著である前半の末尾

の部分，錯脱あるか。きよろり著である後半の 十遍斉（十返舎一九〉著・画・自序 寛政11刊
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一黄表紙一

江戸岩戸屋

※各冊裏表紙欠落。上記書名は上・中冊表紙絵題

策による。下冊の絵題集では「殿下茶屋春仇討」。

上冊見返しに「先年御首地ニ而芝居興行」云々

の書込みあり。

4-43サ 9 大惣番号札剥落か 30銭

三三唱占－~＇ .. , ,, ... = --・-=1"...テンナルカナギシン／へ4ゼ4

32112 ’忠臣議後.＂8＇天哉義心平成

上・中・下

恒酔夫著，北尾〈政美〉画

冊
〉
刊

3
m
3
 

袋
。
和

I

享

中

江戸永毒堂西村屋輿八（馬喰町二丁目）

※第3冊裏見返しは西村屋の「葵亥春新版繕隻紙

目録」。

4-43サ 9 り六百五十壱θ 30銭

ニタヤ7 プシキツネノシカヘシ

32113 賓山伏批狐修怨上・下

中 l袋 2冊を合綴 l冊

唐丸子（瞬書堂唐丸〉著・自序 寛長諸島・刊

江戸蔦屋重三郎（とをりあふら町〉

※絵題策中に「惣地春のあけぼのそめ／めで、たき

もやうもん所」とある。

4-43サ10 り六百三十六θ 30銭

ノリノチカヒリンヱノアダウチ

32114 法誓輪廻仇討上・中・下

中 1袋3冊を合綴 l冊

十返舎一九著，自立庵天九序，歌川豊康画

文化3序・刊

江戸岩戸屋喜三郎（横山町二丁目

※上冊表裏見返しに「寅春新刻」の岩戸屋の「稗

史目録」あり O

4-43サ10 り弐百拾五 30銭

アカポンノムカシヤ空シヤアヲホンノシンキヤウゲン

赤本昔俳優
青本新狂言

ケクラベハコネ’カプキ

怪化競箱根戯場上・中・下

中 l袋3冊を合綴I冊

式亭門人楽山人馬笑著・自序

書皐不明

32115 

※上記著者は下冊末丁によるO 上冊原題策中には

「三馬作」とある。刊年は各冊原題策中に「辰

新版」とあるが，未詳。下冊裏表紙欠落。本文

中に筆彩。

4-43サ10 り六百十六う 30銭

パケモノミセピラキ

32116 化物見世開 （上）・下

中 I袋2冊を合綴I冊

十偏舎一九著・画・自序 寛政12序・刊

江戸村田次郎兵衛

※上冊表紙を欠く。本文も一部破損。

4-43サ10 大惣番号不明 39銭

～＂， . .，ハナイクサムメノサキガケ

32117 訪問i花闘戦梅魁（上）・下

中 1袋2冊を合綴 I冊

笑丸著・画 寛政8刊

江戸ったや（通油町〉

※上冊表紙を欠く。著者・画者名・刊年は『国書

総目録』による。上冊序には「辰乃初春Jとあ

る。（寛政8は丙辰。） 『黄表紙絵題策集』では

山口屋，寛政11刊に同題のものあり。

4-43サ10 大惣番号不明 30銭

ハナシ

32118 はなし

著者未詳

書障・刊年不明

※上記書名は後補墨書題策による。第5了までは

絵入りで，柱書「よしつね」。第6・7・8丁

は柱書「春の山」で，「かみなり」 「ひとりも

の」などのはなしを集めたものo

4-43サ10 大惣番号不明 3.0銭

中 l袋 l冊

ハナシ

32119 はなし

著者未詳，橋本千鳥画

江戸西村屋

中 l袋 i冊

刊年不明

※半丁 l話で， 10了に20話を収める。絵の一部に

彩色。袋には「落語」とある。

4-43サ 10 大惣番号不明 30銭

32120 
ハナノシタナガモノガタリ

鼻下長物語上・中・下

中 l袋 3冊

寛政4刊芝全交著・自序，北尾重政画

江戸つるや（通油町〉
けいょうかしてかげくちびるをうどかす

※絵題策中に「形容化景唇動」とある。下冊

裏表紙に「本主 尾陽金城南住／里暁」と書込

みあり。

4-43サ10 り六百十壱＠ 30銭

月
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プンプニダウマンゴクトホジ

文武二道万石通
中 1袋3冊を合綴 I冊

朋誠堂喜三二著・自序，喜多川行麿画 天明 8刊

江戸耕書堂蔦屋重三郎（通油町〉

※原表紙を全て欠く。末尾 l丁半は狂歌・絵本等

紙一表黄

ハナモミチ、フタリアンカウ

花紅葉二人鮫鯨上・中・下

中I袋3冊を合綴 I冊

魚堂序 文化2刊

32126 32121 

内新好著，喜多川月麿画，

江戸岩戸屋源八

4-43サ10

ヒコサンゴンゲンチカヒノスケダチ

彦山権現誓助剣一～（五）

中 l袋5冊を合綴 l冊

偶備子著・自序，北尾重政画 、寛政9序・刊

江戸蔦屋重三郎

※表紙上部に「十四口敵討」の小札あり。第 1冊

見返しに「持主小津永次郎」の書込みあり。第

5冊裏表紙欠損。

4-43サ 11 

の目録。表紙見返しに「代拾文也

神戸法治郎」と書込みあり。

4-43サ11 仁コ百五三 30銭

紙拾七枚／

30銭大惣番号札原欠か

し U ••• h ホシカプトヤコヱノカチドキ

語版星発八聾歓上・下

中 1袋2冊を合綴 1冊

寛政8刊

32122 

32127 

著者未詳

江戸蔦屋重三郎〈通油町〉

※武将13名の絵と解説より成る。絵に朱筆が入れ

られている。

4-43サ11

30銭り三百拾七

30銭

上・下

中 l袋2冊を合綴 l戸
寛政11刊

大惣番号札原欠か

十返舎一九著・画

江戸岩戸屋源八

※丁附は「十六～廿五」で、後編にあたるが，前編

については未詳。著・画者は『国書総目録』に

よる。

ホシツキヨカマタラヤマ

星月夜鎌倉山32128 

ヒンプクミヅカケロン

貧福水掛論

十偏斎一九著・自序・画

江戸榎本吉兵衛

※3冊とも絵題簸剥落。旧蔵者署名・印多数あり。

袋・墨書題簸・柱書に「貧福」とある。上記書

名は『国書総目録』による。下冊の裏表紙を欠

く。早稲田大学の大惣本目録に本書を『貧福婿

蛤返』とするのは誤り O

4-43サ11

冊

刊

綴
）
序

合
間

9

を
。
政

コ

冊

寛

寸

l
q
u

恥

袋
ぃ
～
中

32123 

30銭

中 l袋3冊を合綴 I冊 l

山東京停著・自序，北尾重政画 寛政6刊

江戸蔦屋（通油町〉

※後補墨書題策および柱書「まくなしJ。

4-43サ11 り四百三十九 30銭

大惣番号札原欠か

（上・中・下〉

4-43サ11

チユウシングラゼンセノマクナジ

忠臣蔵前世幕無32129 

30銭

（上・中・下〉

中 I袋3冊を合綴 I冊

安永7刊

り五百六番θ

林生著，鳥居清経画

江戸鱗形屋孫兵衛

※上記書名は早稲田大学の大惣本目録によるO 本

書に書名標示なLO 上冊表紙・下冊裏表紙など

欠落。袋には「福そう」とある。

4-43サ11 大惣番号不明

コガネヤマフクザウジツキ

黄金山稿蔵賓記32124 

ウソカラデタマコトノサウシ

虚生賓草紙

中 1袋3冊を合綴 l冊

山東京停著・自序，北尾重政画 寛政9刊

書捧不明

※表紙すべてを欠く。袋および柱書「まこと」。

4-43サ11 大惣番号不明 30銭

32130 30銭

上・中・下

中I袋 3冊

文化2刊

ジニツキソガノヤジロ

富士日記曽我社32125 

シ7 ガハタイヘイゾウホアダウチ
嶋川太平 ミダウマヰリオヤツノタイコ

増補仇討 御堂詣未刻太鼓

前編上・（中）・下・後編（上）・中・下

中6冊

32131 
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面徳脅夫成著，勝川春亭画

江戸榎本吉兵衛〈大てんま〉

※丁附は「十一」から「廿五」まで。 『国書総目

録』によれば『伊豆日記旭源氏』の後編。

4-43サ11 り六百七十0 30銭



一黄表紙 一

式亭三馬著，門人古今亭三鳥校，歌川豊贋画

文化5刊

江戸西宮新六〈本材木町一町目〉

※上記書名は扉によるo前編上冊の絵題策の書名

は「嶋川太平敵討御堂詣未刻太鼓J。後編中・

下冊の絵題簸の書名は「島川太平」。

4-43サ12 口百拾弐θ30銭

キ・レヅ川
競
錦

出
達
棲

ω伊
樟

中
本
本

町
正
床

ホh

，
 

ヤシ

ワ
u

qu 

噌
E－合ワ白円。

ムカシガタリフデノアヤツリ

宿昔 語宅操上・下

中 I袋2冊を合綴 l冊

山東京侍著・自序，北尾政美画 寛政5刊

江戸蔦屋重三郎（通油町〉

※下巻末に京停作「貧福両道中之記」 （上・中・

下）の広告あり。見返しに落書。

4-43サ12 大惣番号札原欠か 30銭

ザ父七
親

州
勢

サ咲抑花
山
一
土
日

ω
古

詳

3

未

m
凶
器

中 I袋 l冊

寛政9刊

江戸西村与八

※上記書名は表紙絵題策による。柱書は「花さき

ぢ』」。題策の上部に「蕎」とある。第 I丁上

部に「再板」とある。上記刊年は『黄表紙絵題

簸集』による。

4-43サ12 大惣番号札原欠か 30銭

ムカシレウリタヌキノスヒモノ

32134 昔料理狸吸物上・（下）

中 l袋 2冊を合綴 l冊

楼川慈悲成著・自序，歌川豊園画 寛政7刊

江戸西村与八

※題策の上部に「永書」とある。

4-43サ12 大惣番号札剥落 30銭

アクダ7 コウヘン
悪魂 ニンゲンイツシヤウムナザンヨウ

後編 人間一生胸算用

（上・中・下〉 中 l袋3冊を合綴I冊

山東京停著・画・自序 寛お1判

32135 

江戸蔦屋重三郎（通油町〉

※柱書「むなさん用」。

4-43サ12 大惣番号不明 30銭

ヤホヤオシチ
八百や カラタリキヤウゲン

32136 お七加羅操狂言（上・中・下〉

中 I袋3冊を合綴 l冊

築邑堂邑二著，栄松斎長喜画 享和2刊

江戸村田次郎兵衛

※原表紙欠落。袋の題は「八百屋お七」。一部に

筆彩。また，汚損あり。

4-43サ12 大惣番号不明 30銭

画康

シ

し

瞳

ナ

な

駒

ハ
寸
品

－
一
則
市

ヨ世

l著

7

け

日

た

位

鬼

中 1袋 l冊

文化3序か

江戸蔦屋重三郎

※大惣番号・書名ともに墨で打ちつけ書。序には

「寅のはつ春」とある。絵入りの落し日出集。

4-43サ12 り千八百十三 30銭

ヨリマサイチダイキ

32138 頼政一代記（ー～五）

中 l袋 5冊を合綴 l冊

刊年不明南仙笑楚満人著・自序

江戸榎本吉兵衛

※改装された表紙に「頼政一代記」と打ちつけ書。

また，「む仁コ始十丁欠」の貼札があるが， 第

10丁までは欠なく，第20丁が欠。裏見返しに

「寛政七年卯五月吉田馬琴画」と書込みあり。

最終丁ウラに「名和長年一代記」近刻の旨記す。

あるいは『頼政名歌芝』 （楚満人著，榎本，寛

政 7刊，上・中・下3冊〉に同じか。

4-43サ12 り弐拾七 30銭

ウラシ7f1.ラウ
浦島 三ツノミヤコナ7 グサハチノキ

32139 太郎品宮遁鉢木（上）・中

・下 中 l袋3冊を合綴 l冊

山東京惇著・自序，北尾重政画 寛政5刊

江戸鶴屋喜右衛門（通油町〉

※上冊の絵題策は欠落。序題に角書なく，振仮名

「リウグウナマグサハチノキ」となっている。

柱書は「りうぐう」。

4-43サ 13 り四百壱θ 30銭

チタサイラウタカラノヤ7 プキイロ

32140 竹粛老賓山吹色上・中・下

中 I袋3冊を合綴 I冊

築地善交著，北尾重政画，薮内竹粛序 寛政6刊

江戸鶴屋（通油町〉

4-43サ13 り六百三十0 30銭

ロクサツガケトクヨウザウシ

32141 六冊掛徳用草紙上・中・下

中 l袋3冊を合緩 l冊

nuu 
Q
U
 



－黄表紙，幕府写本一

曲亭馬琴著・自序（五大力・切落日出とも）， 哲嘉季
政画 享和2序

江戸蔦屋重三郎

※上記書名は第 1丁裏「よみよう」による。表紙

が改装されており，後補題策に書名「徳用草し」
ご

と下記大惣番号が併記されている。本書は「五
だいりきみつのよみ己ゑ うりきれまうしそろきりおとしぱなし

大力三音訓讃」と「買切申候切落日出」から成る

が，挿絵をはさんで上部に「五大力」本文が，

下部に「切落日出」本文が配され，それぞれが別

個に進行する形式となっている。

4-43サ 13 り四百五十七0 30銭

ワタヲンジヤタキカウノヒキフダ

32142 綿温石 音効報係上・中・下

冊
）
刊

3
脚

2

袋

ο和
l

享

中

式亭三馬著・自序，歌川豊康画

江戸和泉屋市兵衛
サキダツテヨリ

※絵題策中の書名の右に「自先達／御吹聴」とあ

る。

4-43サ13 り六百拾弐θ 30銭

ハヤカハリカコガハホンザウ

32143 早化加古川本蔵上・（中）・下

中 l袋 3冊を合綴 l冊

十返舎一九著・自序，喜多川月麿画 文化6刊

江戸 岩 戸 屋

※中冊絵題策は剥落，下冊絵題策の書名は「加古

川本蔵」。序の題「加古河本蔵建立之序」。

4-28サ10 大惣番号札剥落か 30銭

幕府写本

五

げ
佐
木

ベ
ロ
刀

打
本ワ話幻駿

著

4

軒

M

音］

認

瑞

半 1峡 5冊

宝暦6成

写本

※著者名・成立年は『国書総目録』によるO 大惣

の半紙を使用。徳川家に関する故事を集めた書O

5-63ス2 大惣番号札剥落 30銭

ミカハキテキエウ

三河記摘要一～六 半 11扶6冊32145 

写本

※本文の10巻を第 l～4冊に配し，第5・6冊は

「参河記摘要附録」ι5巻から成る。内容は徳川

家の合戦記。第5冊の冒頭に「武陽隠士」によ

る「三河記摘要ノ引」を付す。第 l～4冊には

朱筆の書入れがある。旧蔵者「屋／本徳」印あ

り。

5-62ミ l ゆ三百四拾壱全六 50銭

ギヨタテキインケン

32146 玉滴隠見付～二十

著者未詳

写本

※雑史。巻之一目録題の下に「又名士林談叢」と

半 2軟20冊

ある。大野屋の半紙を使用。

5-61キ l 大惣番号札剥落 2円

コレイトメガキウツシ

32147 古例留書寓査～四 半4冊

写本

※上記書名は各冊題策によるo 第 l冊内題「評定

所古例白書j。受入番号，上記「32147」の上に

「消Jの印が押され，新たに「1808516」が与

えられている。

2-03ヒ6 ゆ八百三拾五全四 30銭

シンクンメイワシフ

32148 神君名話集乾・坤

写本

※大惣の半紙を使用。家康公の伝記。

5-63シ 4 ゆ八百四拾九全弐 30銭

半 ll快2冊

プエイヒロク

32149 武英秘録天・地・人 半 l峡 3冊

写本

※武家の逸話を集めた書o全8巻。

5-63フ l 口弐拾六全三 10銭

ヒゼンノタニシマパラキ

32150 肥前圏嶋原記 冊
〉
写

半
。
保－字

写本（吉田氏写〉

※島原の乱の記録。巻頭内題「肥前園嶋原切支丹

記有増」。

8-28ヒ2 ゆ弐百八拾五全 15銭

モミヂシフ

32151 もみち集上・下 半 l峡 2冊

写本

※慶長15から明和4までの事件書留め。罫線入り

半紙を使用。

5-61モ l 大惣番号札剥落 30銭
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本一

写本

※大坂の陣に取材した読本O

4-41サ38 ゆ弐百弐拾回全拾六

写府一幕

半 l軟 4冊

天保15年
55銭

冊
）
駿

3
m
m山

半

ο暦宝

キウサウケンカロク

32158 鳩巣献可録天・地・人

室鳩巣著，南涯都山編・践

写本

※室鳩巣の策書を集めたものo

2-42ケ 4 ゆ八百三拾七全三

ヒタチオピ

32152 常陸帯ー～四

藤田東湖（彪〉著・自序

写本

※大惣の半紙を使用。内容は徳川斉昭の事蹟。

5-62ヒ3 ゆ八百三拾弐 20銭

冊
）
成

2
m
4
 

峡
μ
徳

1

正

大

タイヘイサク

32153 太平策乾・坤

物茂卿（荻生但保〉著

写本

※政治論。
ブソウシフギヨク

武叢拾玉萱～拾

特大（30.0×21. 7cm) l I扶10冊

著者未詳・自序あり

写本

※渡違数馬・大石内蔵助などの仇討の実録。

5-63フ 7 き百弐拾全拾 60銭

15銭

32159 

15銭や千五拾壱全弐2-42タ l

白河侯美言葉 冊
〉
成

l
η
6
 

軟
。
保

l

享

大32154 

半 l軟 2冊

イウヒロク

32160 有斐録

写本

※31192に異本がある。乾冊第 1T.に「名古屋／

本市／書林」の印があるが抹消。

5-62ユ 1 大惣番号札剥落θ

写本

※題簸右横に「半紙ニ写L.！＞..表題白川仁政録ト有

り」と書かれた小札あり。朱の書込みあり。虫

損o

乾・坤

5銭大惣番号札剥落2-42シ 2

15銭

半 11快4冊

元禄2序・成

ゲンケニツキ

32161 源家日記

忠恒編・序

写本

※『家忠日記』の抄出本。

5-10ヶ3 大惣番号札剥落

壱～四

冊

書
1
）
奥

秩
m
6

1
0保

半

享

写本

※大惣の半紙を使用。朱の書込みあり。題策右横

に「白河侯美言葉ト合／白川仁政録ト有」と書

かれた小札あり。奥書に「右件者水戸前中納言

光園卿所示家臣之篠令也／享保六年辛丑五月九

日」とある。

2-42シ 5

ジヤウスイタンデウレイキ

常水君条令記32155 

30銭

半 l軟 l冊

マツタ．ヒラカイウンロク

32162 松平開運録

写本

※徳川家の始祖の伝および徳川家康の事績。上記

書名は題債によるO 内題「松平崇宗開運録」。

5-62マ 3 ゆ三百八拾弐 IO銭

5銭

坤

半2冊

大惣番号札剥落

ゴリュウザツキ

乾・五竜雑紀

シリュウザツキ

四竜雑紀

（藤堂家停〉

写本

※上記書名は題策による。内題「藤堂和泉守殿家

停」。大野屋の半紙を使用。

（井伊記〉

．写本（周政写〉

トウダウカデン・ヰイキ・ クゼヒロユキサク

藤堂家停・井伊記・久世康之作

半 lI扶3冊を合綴I冊

天和3奥書

カチユウデウモク

家中傍目

32163 

写本

※『四竜雑紀』の題策に「下ハ五竜J，『五竜雑紀』

の題策に「上ハ四竜」とある。ともに徳川家の

軍事記録。前者の表紙には「百弐十五」の小札，

後者の題策右には「大坂御陳之記録也」と書込

みあり。

32156 

8-28シ3

ゆ弐百七拾三番・ゆ弐百七拾四番 30銭

宝暦5写半2軟16冊
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一～十六

タイヘイチユウグワイデン

太平中外停32157 

著者未詳



一幕府 写 本一

（久世一一〉 寛文4成

写本

5-15トl ゆ三百八拾七番 15銭

7 ツダヒラキ

32164 松平記上・中・下 半 i軟 3冊

阿部定次著

写本

※徳川｜家康の事績などO

5-62マ 2 ゆ三百六拾七全三 25銭

プケシヨジトメオボエ

32165 武家諸事凶莞 半 l冊

写本

※上記書名は題策による。内題は「諸事留覚」で，

その両傍に「延賓四年／辰之十二月改之」とあ

る。

2-03フ 2 大惣番号札剥落 10銭

ゲンベイトウサンケケイヅ

32166 源平藤三家系図ー～四半 l軟 4冊

写本

※「藤原姓系圃」「清和源氏系園」「村上源氏峯読

源氏宇多源氏清和源氏平家系園」 「平氏系園」

の4書をまとめ，表紙を新装して上記の統一の

書名を与えたものO 表紙には上記冊次の他に，

順に「藤原」「源氏清和」「諸源，平家」「平家支

流」と記されている。第 2冊の元の表紙には大

惣番号札剥落跡と「蔵」の貼札がある。

5-64ヶ2 ※参照 60銭

キキガキリウアウジフ

32167 聞書榔楼集

李栄堂編か

写本

※「日羽家蔵」などの朱印あり。

半 i軟 l冊

安永9成

2-03キ l 大惣番号札剥落 10銭

プケタワンチョウキ

32168 武家勧懲記 θ～⑦

写本

半2軟10冊

延宝3序

※「高石己上衆将之噂或ハ園郡地形之厚薄等」

（序〉を記す。第 l冊は序と「園郡数量之巻」・

「教法之巻」・「目録」。第2冊以下に巻 I～39

を収め，各冊題策に収録巻を示す。各冊本文中

に小札貼付による訂正が非常に多L、。第 1冊見

返しに本書の内容を紹介する貼札がある。旧蔵

者朱印あり。

5-65フ 2 ゆ三百弐拾回全拾冊 50銭

ヘンネンタイリヤク

32169(1）編年大略 半 li扶l冊

写本

※尾張藩史。慶長 5～元禄13の記事を収録。

5-15へl

表紙改装の為大惣番号不明 (2）共40銭

へンネンタイリヤク

32169(2）編年大略 半他4冊と合 lI扶l冊

写本

※尾張藩史。題策の脇に「慶長五年庚子より慶安

三年亡二コ⑮Jの貼札がある。 30450の第 l～

4冊と同帳。

5-15へ2 大惣番号不明

プケクワイホウロク

32170 武家懐宝録 半 l冊

写本

※「武家宜位御昇進之次第」など 9項目より成る。

2-03フ l ゆ四百七拾弐全 10銭

ケイチヤウプカン・ョリトモコウゴチセイチヤウロク

32171 慶長武鑑・頼朝公御治世町線・
キヤウトコ’シヨジゴ言。イクワンロク

京都御所時代貫緑 半 11扶l冊

写本

※上記書名は墨書題策によるが，原体裁は 2冊で

そのうち第 I冊は内容上「慶長武鑑」に相当す

るもの，第2冊は第 l冊と小異ある「慶長武鑑」

に上記の後2書を附したもの。大惣の半紙を使

用O

5-65ケ l 大惣番号札剥落 20銭

トクガハキ

32172 徳川記上・下 大 lI扶2冊

写本

※32192参照。朱引きを施すd

5-62トl き百四拾四全弐 25銭

イヘタダキ

32173 家忠言己 θ～＠ 一 大 1軟14冊

松平忠冬著・自序，林子宅（；53~ （常I？忠房需 8)

寛文3序，同 5自序，同 8践

写本

※上記書名は各冊題築による。全25巻で各冊題策

に収録巻次を示す。内題は，第 l～ 5巻「家忠

日記増補J，第6～25巻「家忠日記追加」。序題

「家忠日記増補追加」。
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5-10イ l き百拾六全拾四 75銭

一幕府写本一

ゴネンプ ・トクガハネンプフ

32174 御年譜ー～五・徳川年譜附尾

序

四

自

十
・

・
著

二

直

十

義
～

源譜

本

年

写

御

冊
）
序

回
附

3

軟
μ
保

3

正

大

〉譜年御

※（御年譜〉大惣番号き百拾八全五。

（附尾〉大惣番号札剥落。上記書名は各冊後補

題簸による。各冊内題は「御年譜附尾」。全25

巻で各冊題簸に収録巻次を記す。後補題策は最

終冊を「十四」とするが「十三」の誤り。

5-62ト9 ※参照 90銭

キ ヨ ス ノ ゴ ニ ン ズウ

32175 清須之御人数

横（14.6×21.2cm) 1軟 1冊

写本

※上記書名は題策による。内題は「松平薩摩守忠

吉公御人数J。原表紙を残したまま表紙改装。

5-65キ l ち千九百三拾弐 10銭

オヤクダカナラピニオヤタメイシハイヅケ

32176 御役高井御役名支配附

横（14.0×20. Ocm) 1 l扶1冊

写本

※尾張藩の官職の石高などの記録。

5-65オ 3 ち千九百三拾八完 10銭

オ ヤ ジ キ ヅ ケ

32177 御屋敷附横（13.6×20. Ocm) 1軟 l冊

写本

※上記書名は題簸によるo題策に「所書／知行付」

と記されているO 扉には「御家中所附」。裏見

返しに「文武半三戊子歳／仲秋吉辰日／春夏／

人上荏三笑」と書込まれている。尾張藩士のい

ろは順の住所録。

5-65コ4 ち千九百三拾九 10銭

プケシツヤタ

32178 武家執役前録・（後録〉

横（13.5×19. 5cm) I I扶2冊

写本

※幕府の官職の名簿。

5-65フ3 大惣番号札原欠 20銭

プゲンチヤウ

32179 分限帳

所在不明

冊

20銭

プゲンチヤウ

32180 分限帳 横（14.5×21. 5cm) 1 I扶3冊

写本

※①『分限帳』 （大惣番号ち千九百三拾三）， ② 

『辞草分限帳』（同ち千九百四拾回全），③『重要

分限帳』（同ち千九百四拾五全〉の 3冊を収め

る。②表紙に朱で「写済」と記した貼札がある。

上記の大きさは①のものO ①は綴葉，②③は袋

綴じ。

5-65フ7 ※参照 30銭

リウェイヒカン

32181 柳営秘鑑 θ～＠ 半 Il険6冊

菊池弥門著・自序 寛保3年
写本

※上記書名は第 l～3冊題策による。内題は「ま

柳営秘鑑」。また第4～ 6冊の題策と第5・6

冊の内題「後編櫛営秘鑑J，第4冊内題「難後

編柳営秘鑑」。各冊題策に収録巻次を記す。第

l冊見返しに「武家勧懲記」の内容を紹介する

貼札がある。第3冊末丁に大野屋の書込みあり。

5-17リ5 ゆ四百八番全六 40銭

七付
キ
圭
一
ヨ

M
町

民

情

汁

陣

智

円
御
浴

付

坂

却

材
大
一
統文

本

2

高

写

日

堂

m
M

藤

半 2軟 7冊

明和8序

※上記書名は各冊題策による。第 l・2冊は内題

「大坂冬御陣覚書」で大野屋の半紙を使用。第

3冊，内題は「大坂夏陣御先手勤方覚」で，表

紙に「を御陣諸」の貼札があり，また本書の

成立事情について記した序があるo

8-28オ l 大惣番号札剥落 50銭

ウシウアキタホウレキキキガキ

32183 羽州秋田宝暦聞書上・下

半 ll扶2冊

写本

※下冊の本文内題は「羽茄秋田宝暦騒動記J，末尾

には「宝暦開書」，各冊目録題は「羽州宝暦聞

書」， また上冊脇題策に「又ノ名杉直臆秘録／

羽州秋田杉」とある。上冊表紙に「全弐冊」

「仁コ十一番」の貼札がある。大野屋の題策用

紙を使用。目録のみ罫線入りの半紙を使用。

4-41シ l み百八拾四全弐θ 30銭
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本一

翁若年之作と云大に非なり」とある。針妙・茶

の間・町女・百華・そうかについて述べた書。

4-42エ l 大惣番号札剥落 5銭

写府一幕

半 l軟 I冊

半 l，，決 l冊
オホトモキ

32191 大友記

著者・成立年未詳

写本

※『国書総目録』によると，「九州治乱記」・「九

州治乱物語」の異称がある。

5-15オ l ゆ百八十六番

ケイチヤウキ

32184 慶長記

写本

※泰紙，題策剥落跡「慶長記全」と朱で打ちつけ

書き。表紙右下に「大津」と打ちつけ書きがあ

り，末丁に「尾陽大津氏（印）Jとある。

5-10ケ 2 大惣番号札剥落 15銭

10銭

大 lI快2冊上・下

シマノマラキ

32185 嶋原記

写本

※各冊末に旧蔵者印。

8-28シ 4
32192 

10銭大惣番号札剥落

ケイゲンツガン

慶元通鑑 一二・三四・五六・七八

半 ll険4冊

写本

※慶長・元和年間の記録。

5-11ケ 1 ゆ四百弐拾四全四

32186 

30銭

トウセンキゲフ

32187 東遷基業ー～三拾 半6朕30冊

佐久間健〈東野散人濁立膏〉著・自序・自践

享~1~序，両誌訟
20銭

キンシカセイロタ

金氏荷政録

写本
※徳川家康の事績。

5-62ト6
冊
）
序

7
ω
9
 

綴

σ暦
合

宝
を冊。。帳

叱

半

32193 
2円き百拾萱全三拾

無名山介著・自序

写本

※第 l冊は 2冊を合綴して 1冊とする。本来の第

l冊には「護端」と「金森氏系統」を収めてい

るo 金森騒動の実録。

4-41シ 7

半 II扶i冊

延享4成

32188 

著者未詳

写本

※上記書名は題策による。扉には「巴星録J，末

丁には「巴星録実記」とある。

5-63ハ l 大惣番号札剥落

イタクラホソカノ、
板倉 デンチユウニンジヤウキ

細川 殿中刃傷記

30銭

半 11険10冊

宝暦10序

大惣番号札剥落

ヘイカサワ

3219-4 兵家茶話 （ー）・二～十

日夏繁高著，逸名序あり

写本

※大惣の半紙を使用。序に「兵家茶話全部廿巻」

とあるが，本書は第10冊末「巻十九大尾」で終

わっている。

5-63へI

5銭

ゲンドウスイコデン

32189 玄同水湖停

著者未詳・自政あり

写本

※上記書名は内題によるo題策では「玄同水器伝」

であり，その下に「柿木金助一代記」とあるO

4-41シ 8 み弐百七拾番θ 10銭

半 l軟 l冊

70銭

冊

〉
4

部

峡

渡
1

序

（

半
竪
）
序

部
制
6

渡
。
同

ゆ三百弐拾三全部拾冊

ミカハフタノ《ノマツ

32195 三河二葉松童～四

佐野知尭著・自政，小笠原基長序，

元文5駿，

-104ー

写本

半 II扶l冊
エイタイグラ

32190 永代蔵

横井也有著か

写本

※逸名の序・政・奥書がある。末尾に「此書野有



一幕府写 本一

※大惣の半紙を使用。政後に「右二葉松加喜之連

名」として「小笠原大弐基長」以下の名を挙げ

る。その中の「渡辺休白臥立」は即ち序者「渡

部竪」か。上記書名は各冊題策による。序題そ

の他は「三河園二葉松」。

5-83ミ2 ゆ九百四拾三全四 60銭

プケコハフ

32196 武 家 古 法 萱～五 半 lr扶5冊

著者・成立年未詳

写本

5-17フ2 大惣番号不明 40銭

ザントウケイダン

32197 残 燈 傾 談 壱～六 半 l軟6冊

著者未詳

写本

※『国書総目録』によると寛保元成。

5-63サ 2 大惣番号札剥落 50銭

タイクンゲンカウロク

32198 大君言行録 上 ・ 下 半 l軟2冊

成立年不明

写本

※大惣の半紙を使用。上記書名は各冊の題策及び

内題によるO 上冊見返しには「南龍院様言行録

二巻」とあり，また各冊題策下部に「針山遺

事岡本」とある。『国書総目録』によると著者

は真如。

5-62タ l ゆ八百四拾七全弐 25銭

オチボシフフロタ

32199 落穂、集附録査～三（上・中・下）

半 l軟3冊

写本

※大惣の半紙を使用。「近世吏賓」部を収める。

『国書総目録』によると，『落穂集』は大道寺

友山（重祐〉著，享保13成立の見聞記。

5-63オ 1 ゆ四百三拾七全三 20銭

リウェイ
却H キキガキザツキ

32200 箸聞 書雑 記上・下 半 ll扶2冊

著者未詳

写本

※上冊の第 1丁に「延賓ス申年より聞書／年号月

日／次方不同」とある。

5-17リ2 大惣番号札剥落 30銭

七査
会抗日燭

竹
野

プ武
本

1

写

ワ臼 半 ll険7冊

※『日本古典文学大辞典』によれば編者は未詳だ

が，一説に木村高敦（毅斎）。また宝永6序と

あるが，本書は序を欠く。全30巻。「藤本伊八」

の印あり。

5-63フ9 ゆ三百三拾六全七 40銭

セイダン

32202 政談ー～八 半8冊

物部茂郷芸．自序・自践：

写本

※大野屋の半紙を使用。『日本思想、大系36荻生但

f来』によれば「成立は，牧野善兵衛『徳川幕府

時代書籍考』その他は享保7(1722）年説を採

るが寧ろ享保12(1727）年頃と考えられ，また

諸本は，写本（写年を明記するもの〉としては

宝暦9(1759）写のものが，刊本としては安政

6 (1859）刊のものが，各々最も早い。」

2-42セ 2 ゆ八百拾弐全八 30銭

プリンインケンロク

32203 武林隠見録 （一二三）・四五六七・

八九十十一・十二十三十四十五・

十六十七十八十九 大 11扶5冊

斉東野人著・自序

写本

※『国書総目録』に享保3自序とあるが，本書の

自序には年時を記さずo

5~63 フ 10 き百三拾五全五 30銭

ケイチヤウイライプゲンカウ

32204 慶長己来分限考

張州城西隠士著・自序

写本

※内題は「分限考J。題策には「明治二十分一

御直命写」ともあるが，本書中に該当する部

分なしo

半 I冊

天明元成

2-03ヶ2 ゆ六百八拾七全 20銭

ゴカウサツノウツシ

32205 御高札之寓 半 l朕 l冊

写本

※内題は「高札之写」。表紙右上に「新」，右下に

「三十七奇~842小札あり。『国書総目録』によ
ると，天保14刊の版本が存する。

5-15コ l ゆ八百七拾四番全 10銭

-105ー
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／全十二辛丑孟敵刻成／東都訂書堂蔵梓」とあ

る。 『日本古典文学大辞典』によると，編者は

大野広域，前編は天保11，後編は天保12にそれ

オチポシ7

32206 落 穂集 天・地・人

大道寺友山著

写本

※下記の大惣番号は天冊見返しにある。人冊表紙
（百カ）

の大惣番号札は剥落，天冊表紙にも「口口」の

小札あり。

半 lI険3冊

享保13成

5-83オ 1 一番⑤ 25銭

スイフコウケンサク

32207 水府公 献策上・中・下 半 3冊

徳川費昭著

写本

※『国書総目録』に天保9成とある。大野屋の半

紙を使用。朱の書込みあり。

2-42ス l 大惣番号札剥落θ 15銭

メイクンチユウシンザツセウロク

32208 名君 忠臣雑齢、録付・二～六

半 11扶6冊

深津庸著・自序，龍道人題辞 寛記法
写本

※大惣の半紙を使用。

5-63メ 2 大惣番号札剥落9 50銭

ホウサケンモンザツチヨ

32209 蓬左見聞雑著

猿1侯蓄〈高力種信〉著・自駿

写本

※記事内容は明和9から安永 8まで。自践に「こ

の本は先年人に与えた自分の日記の写しである

が，誤写・遺漏など多いので自ら書き改めある

いは書き加えた云々」という旨を記す。筆写は

複数の手に成る。

半 II扶l冊

5-11ホ l 亡コ番 15銭

シ
紙

吋
直
示

丸町一一一

町
家
冊
一

ケ
武
秘
編

プ

必

M
V

nu 
n
L
 

O
L
 円。 （前編）ー～四・

半 7冊

写本

※前編第 1冊初丁表に「青標紙前編之上／峡之銘

（以上朱）／高言語、思青標吊完／（後略）J，同裏に

「標帯之裏書（朱）／天保庚子春新刻／競青標

紙完／禁商領限三百部」， また後編第 l冊初丁

表に「青標紙後編之上（朱）／天保辛丑春新刻

／麓青標紙後編／（後略）J，同裏に「青標紙後

編書目／（中略〉忠廼屋蔵板／猿不許出冊」，更

に後編第3冊末丁裏に「天保十一庚子季冬脱稿

ぞれ小型折本として刊行された。

2-03ア l

ゆ四百弐拾七初編全四冊・ゆ四百弐拾八番 50銭

リウェイヒロタ
姐E得手 トノヰプクロ

32211 秘録殿中袋壱～帥 半 4冊

写本

※第4冊が所在不明。大野広域編で天保12に刊行

された同じ名前の書とは内容を異にする。内容

は壱「御定書弁人数書」， 弐「御門番規定書秘

録」，三「諸白問答其外心得留」。

2-03ト3 ゆ四百弐拾壱全四 20銭

トクガハカイウンロク

32212 徳川開運録

写本

※上記書名は題簸によるo 内題は「松平崇家開運

録」。表紙右上に「0口九十二」の貼札あり。

罫線入り半紙を使用。

半 11険l冊

5-11ト3 ゆ三百八拾四番 10銭

32213 

ハヤジダウジユンナンクワウノぜウ
林道春 デンチユウモンダフ

南光坊 殿 中 問 答

乾・坤 半 2冊

写本

※大惣の半紙を使用。林道春と南光坊天海の神仏

をめぐる議論。

lー26テ 2 ゆ四百五拾八全弐9 15銭

エイハイロク

32214 栄巌録壱～五

写本

※上記書名は各冊題策により，その下部に第 1・

2冊「思栄之部」， 第3～5冊「巌絶之部」と

記されている。内題は第 l冊に「恩栄録」，第

3冊に「康絶録」。慶応元までの記事が見られ

る。大惣の半紙を使用。

5-65エ 1 ゆ三百五拾弐全五 40銭

半 ll扶5冊

シヨサツトメ

32215 書札留 半 II険I冊

写本

※慶安から天和にかけての，幕府要職者あての書

簡と，尾張藩主あての書簡集。

4-09シ3 ゆ四百八拾三全 20銭
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ゴテンニンゴシンカイ
リウェイ 御轄任 セウロク

32216 榔管御進階小録 半 li快I冊

写本

※文政10の記事を収める。朱・青の書込みあり。

5-65リ1 大惣番号札原欠 30銭

U

文
村
諮
問

打
起

本

7

写

ヮ“ヮ“円。
半 II険I冊

※関が原合戦の関係の起請文を集める。

5-11キ l 仁コ百六拾八 10銭

ン
げ
H
川

ク
苛
W

M
清崎

ゴ
御

本

8

写

り

ι
ワ白qu
 

半 l冊

※上記書名は題策による。内題は「東照御遺司HJ。

逸名践あり。大惣本ではないが 1-84ト2『徳

川家康遺訓』（写本，半 l冊）も同内容。

1-84トl ゆ四百八拾五番 10銭

ナニハメイジヤウロタ

32219 浪花名城録 半 l峡 1冊

写本

※末丁に「輔虎堂」と書込みあり。表紙の題策剥

落跡に書名打ちつけ書。

8-28ナ 4 ゆ弐百七拾弐全 15銭

タワンプンシシン
寛文 リウェイニツキ

32220 四辰 柳営日記

写本

半 l朕 l冊

※表紙有毒F「口番」の貼札ありo 表紙中央に

「寛文四辰之年／正月中御城書之写」と朱書，

小口に「寛文キロむよ的「公方之儀式」と墨書。

本文末尾には「寛文八年申ノ仲春廿五日書之早」

とある。

5-11カ 2 大惣番号札原欠か 20銭

トウセウグウゴキロク・リウェイヤワ

32221 東照宮御記録・柳管夜話・

ケイコウゴグンレイサダメ

敬公御軍令定半 11険3冊を合綴 l冊

写本

※上記書名は題策に並記さ位五いるo 「東照宮御

記録」は内題がないが宝暦11の戸村淳の奥書あ

り。「柳管夜話」には「寛延二巳四月／渋谷隠

岐守筆記」と奥書あり。「敬公御軍令定」の内

題は「、源敬公様桓軍書合鑑御戴燦之大概」。 初

丁に「十里口管」の朱印あり。

5-62ト5 ゆ四百九拾三全 15銭

タイヘイヒラン

32222 太平秘覧

自八至十終

写本

自萱至四・自伍至七・

半 l軟 3冊

※第 1冊表紙右上に「O百九十」の貼札あり。各

冊初丁に「四日市／太秦堂／札ノ辻」の印あり。

4-47タ l ゆ四百四拾番全三θ 25銭

記
録

門
賞

ゥ
入
A

コ
ノ
e

本

3

写

円

Lヮ“qu
 

半 I軟 l冊

※題策下部に「公賓厳秘録トハ異本也」と書込み

あり。『近代公実厳秘録』と『諸家深秘録』か

ら数条づっ抄出。

5-63コ7 ゆ四百七拾壱全 10銭

32224 

写本

シヨケシンピロク

諸家深秘録ー～五 半 1軟 5冊

※上記書名は各冊題策などによる。各巻 l冊，全

5巻。第2～5巻，巻末内題は「深秘録」。諸

大名の逸話など。『日本古典文学大辞典』によ

ると，二十四巻で著者・成立年とも未詳，写本

で伝わるとし、う。

4-41シ11 ゆ三百五拾三全五θ 25銭

キンダイプキヨキ

32225 近代武挙記上・下

武蔵野之隠土某序

写本

半 1軟 2冊

延宝8序

※下冊題策の傍に大惣番号札剥落跡あり。七思！土

徳川家の系図に傍系諸公の伝を付す。元禄3の

記事が見えるo 下冊は徳JII家康の伝。

5-62キ 3 ゆ三百七拾回全弐 30銭

キ
記灼

輿
h
h

玉
本

6

写

円
L 半 I軟 I冊

※題策傍に「研管婦女停抜翠」の貼札あり。初丁

に「薮蚊蔵」の印あり。『国書総目録』による

と安永10成。

5-63キ3 ゆ四百七拾三全 15銭

32227 日光協都枕

写本

大 II険l冊

※逸名自序があり，「書本」の「日光郎郭枕」を

増補した旨を記す。

4-41シ16 き百五拾六番 20銭
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本一写府一幕

ゲンタワンニツキ

32234 元寛日記

写本

※上記書名は各冊題策による。内題は第 I・2冊

~~6fs?G和田知3）第 3 ～ 5 冊が「寛永日記」。元
和元から寛永20までの記事を収める。

5-11ヶ6 ゆ九百三拾五番全五

25銭

半 1J険5冊

大惣番号不明1-84セ 7

五

タダオキプユウモノガタリ

32228 忠興武勇物語

写本

※表紙右上に「口い番」の貼札あり。細川忠興

(1563-1645）の伝記。逸名序あり。 •32236参照。

5-62タ 4 ゆ三百八拾六番 10銭

半 lI扶I冊

25銭

冊
）
写

8
u
叩

帳
。
政

l

文

半
ω一以ο禄

八

元

スンプセイジロク

32235 駿府政事録

後藤元次著

写本

※大野屋の半紙を使用。慶長おふら高給で、の記

事を収める。

5-11ス l

半 Il扶l冊

シラカハクワンカイロク

32229 白川勧戒録

写本

※見返しに旧蔵者印あり。内容は「松平越中守様

御家中江之御渡」（朱の宅禽芦込みあり），「松平

越中守殿心得書」（天明 8奥書）， 「松平越中守

殿禁裏御造営掛リ御勘定奉行御作事奉行吟味役

江御申述候口上覚書」より成るo

2-03シ10 大惣番号札剥落
35銭

ホソカハケグンコウキ ・ミヅノカツナリプコウキ

細川家軍功記・水野勝成武功記

半 lI険l冊

大惣番号札剥落
10銭

お面 カウキジリヤク

番高貴事略

（細Jll－）著者・成立年未詳

（水野一一〉水野勝成著

写本

※「細川家軍功記」は『忠興武勇物語』（32228参

照〉と同内容だが，字句に異同がある。「水野

勝成武功記」は『国書総目録』によると『水野

勝成自記』と同じ。 「水野一一」の初丁に「恋

茶軒J，末丁に「菅原／口」の印。

5-62ホ l ゆ三百八拾八番

寛永18成

32236 半 li険l冊32230 

写本

※文政10の諸土の昇進などの記録。上記書名は題

策によるO 内題は「高貴事墨」。

5-17リ3 ゆ四百七拾五全 15銭

半 l映2冊

写本

※両冊題策剥落。上記書名は剥落跡に朱の打ちつ

け書。宝永から享保の記事。上冊扉に事件の関

係者「小林新助」「藤原頼兼」の名を示す。

京都ク I 大惣番号札剥落か 15銭

上・下

ク ジキ

公事記32231 

20銭

一・二半 ll扶2冊

トウセウグンカンハチダイキ

32237 東照軍鑑八代記

写本

※大野屋の半紙を使用。逸名自序あり。その中に

「我幼より源君に仕へJとある。

5-61ト1 ゆ四百五拾四全弐 20銭

半 lI扶l冊

半 l軟 5冊五

キテウケンフ。 ヒカン

32438 照朝賢婦秘鑑

武陵逸土鴻著・自序

写本

※柳沢騒動物の実録。

4-41シ 5

コゲンキ

32232 古諺記

写本

※『国書総目録』によると，別題「故諺記」「牛

込家伝」「時楽記」「慕昔集」，著者は牛込重恭，

『遺老物語』の内。早稲田大の大惣本目録によ

れば「柳営古諺記J。

4-47コ I

センキンギヨタヒシフ

32233 千金玉秘集

写本

※政論。別名「本佐録」として『日本思想大系』

28に翻刻あるが，そこに含まれていない序文や

注を有する。見返しに「此書二代将軍秀忠御上

意ニ付本田佐渡守正信書上有之，諸人心得ニ可

成之事也」と記された札ありo

10銭大惣番号札剥落。

乾・坤

ブケコウパウキ

32239 武家興亡記

写本

※戦国期から江戸初期までの武将について石高と

略伝を記す。

40銭み百弐拾壱全五＠

半2冊

半 1I扶10冊ー～十
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一幕府写本一

5-61フ I 大惣番号札剥落 20銭

ヲリタ クシノぜノ キ

32240 折たく柴の記萱～十二半 lI扶12冊

源君美（新井白石〉著・自序 享ぷ匙筆

※上記書名は第 I冊内題などによるO 題策には

「折焼柴」（第 1～6・11・12冊）， 「遠里堂苦

斯場」〈第7・8冊），「をりたくしば」（第9・

10冊）などとある。序に「丙申の十月四日に筆

を起しつ」とある丙申は享保元と考えられ，本

文末に「正徳六年丙中五月下構筆を絶つ」とあ

るのは内容上の終結期日と見なすべきものであ

るとし、う（『国史大辞典』など）。本文末に「文化

二年乙丑九月日投／黒田文雅鳥居寅忠」の書込

みがある。第 l冊見返しにも「明治三年七月日

／鉄費題仁コ」として書込みがある。

5-62オ 2 大惣番号札剥落。 25銭

プトクタイセイキ

32241 武徳大成記萱武～廿九三拾

半2軟15冊

阿部豊後守正武「奉行J, 林春常・人見友元・木下

JI贋蓄「書記」・践 貞享3駿

写本

※全30巻を 2巻ずつ15冊に配し，巻次を「査試」

「三四」のごとく並べたものを各冊題策中に記

すO 各冊とも表紙や見返しに目録を記す。践に

本書の成立事情を記す。

5-62フ 1 ゆ三百弐番全部拾五冊 35銭

タウダイキ

32242 嘗代記一二～十九廿 半2軟10冊

写本

※『国書総目録』によれば著者は伝松平忠明。全

20巻だが各冊に 2巻ずつ収め「一二」「三四」～

「十九廿」を冊次とするO

5-62ト8 大惣番号札剥落 30銭

ケイトタヘン

32243 警徳編付～二十五・附録萱～三

半 ll扶28冊

深田正論著・自序，（附録〉汽著書巨著・（賦

文化4序，天保5附録序

写本

※第10冊以下には大惣の半紙を使用。上記書名は

第 l冊序題などによるo 第10冊以降の題策には

「啓徳編」とある。徳川l家康ほか名君の言行を

集めた書。

-109-

5-61ケl （正篇〉表紙剥落のため大惣番号不明

－（附録〉ゆ八百弐番附録三冊 1円

ジヤウワエウカン

32244 正和要簡 目録序起・ー～八・九十

半 1朕10冊

赤松範元著，審粛河清序 元総長

写本

※天正12から元和2までの記録。

5-10シ 2 大惣番号札剥落 40銭

ケイゲンキ

32245 慶元記宮・商・角・徴・羽

半 Il険5冊

写本

※慶長・元和年間の記録。 『国書総目録』によれ

ば，著者は北条氏長。

5-10ケl ゆ九百三拾四全五 40銭

プトタヘンネンシフセイ

32246 武徳編年集成ー～四十五

半9帳45冊

木村高敦著，信陽大宰純序 元文5序

写本

※第 l冊と第16冊の表紙右上に貼札の剥落跡があ

り，第31冊の表紙同箇所に「三篇十五冊六十四

ヨリ九十三迄」との貼札がある。全93巻を45冊

に配し，各冊題策に所収の巻を記す。

5-62フ 2 ゆ三百査全四拾五冊 l円50銭

ミカハキイカウシフヰロク

32247 三河記異考拾遺録

写本

半 ll険l冊

明和4写

※題策の書名および内題は上記の通りだが，末尾

に「右此三ケ寺物語町屋太田氏慮持之」とある。

『国書総目録』によると，別名「参河記拾遺録」

・「三河三ケ寺物語」。表紙に「Eコ二」の小札

あり。

5-10ミ2 ゆ三百七拾三全 10銭

タワンチユウヒサク

32248 官中秘策序目・ー～三十三

西山元文著・自序

写本

半3軟34冊

安永 4序

※序目冊に，自序とは別に「西山物語」として著

者の言が伝えられる。

5-17カ 8 大惣番号札剥落 I円50銭



一幕府写本，和軍書類一

ゴカフ

32249 御家譜ー～十八 半2秩18冊

山田正修仲宗L著・自序，君山松で棄罪士龍序

宝暦5自序，明和8序

写本

※「世良国家譜Jc 2巻 l冊）・「松平家譜」 (12巻

6冊）・「徳川家譜」（21巻11冊〉から成り，各

冊題策にその書名と所収の巻及び通算の冊次を

記す。上記の統一書名は第 l冊見返しにあるも

のO 両序の題は「世良田松平徳川三家譜」であ

る。

5-11コ l ゆ六百壱全拾八 2円50銭

和軍書類

ヨシサダクンコウキ

32250 義貞勲功記萱～拾三 大 ll扶13冊

馬場信意〈玄隆〉著・自序・自践 享ふ~727年・政
菊屋七郎兵衛・西村屋利右衛門・菱屋治兵衛

※査は目録。第2・3冊見返し等に松屋太兵衛に

よる落書あり 0

4-41サ73 大惣番号札剥落 l円50銭

トウゴクタイヘイキ

32251 東園太平記萱～十八 大2峡18冊

杉原親清著，園枝清軒「重訂」・序

寛ぷ完長，延主；。年，宝ぷ136~u
久保田九郎左衛門

※全16巻。

4-41サ 63 大惣番号札剥落 1円

カウゲンプカン

32252 江源武鑑萱～十八，但し四・十五は上

・下 2分冊

佐々木氏郷著か

荒木利兵衛

冊
）
刊

別
問

2

帳
。
暦

3

明

大

※第 l冊墨書題策下部に「全弐拾冊」と記す。

5-15コ2 て三百弐拾九 l円50銭

ソガモノガタリヒヤウパン

32253 曽我物語評判付～十五大2帳15冊

馬場玄隆信意著・自序 正前年・刊

江戸古川進七郎（通本石町十軒店）・田井利

兵衛（二候通御幸町西江入町）・金屋平右衛門

4-40ソl 大惣番号札剥落 l円

-110ー

ヨシツネコウハイキ

32254 義経興屡記ー～十二 大2軟12冊

小幡邦器著・自序 元暴諸島，高出

書皐不明

※自序には「廷尉興慶記」と呼び，家伝の「廷尉

貫録」のー古本（著者不明〉に基づき，是正を

加えたものとし、う。題策下部に「共十二冊」と

書込みあり。

4-41サ74 て四百拾七 l円

ヲグリジツキ

32255 小栗賞記首巻（序目録）・萱～十二

大 1軟13冊

畠山泰全著，穂積以貫序・「参考」

享保18序，同20刊

大坂寺田輿右衛門（心斎橋筋停馬町）・松村

九兵衛（心斎橋南江萱丁目）

※首巻に「平姓小栗系園」「小栗家臣園讃」「小栗

賓詑徳目録」あり O

4-41サ 8 大惣番号札剥落 50銭

ケンモングンセウ

32256 見聞軍抄萱・巻二～巻八大 li扶8冊

三浦茂信（浄心〉著・自序 寛支判
京書林堂風月

5-63ケ3 て六百十壱 75銭

タケダサンダイグンキ

32257 武田三代軍記ー～廿二大2帳22冊

片島武矩（深淵子〉著・自序正念r55伝享前o~u
大坂松村九兵衛・大野木市兵衛・淀川清右衛

門

※第 l冊表紙欠。内題「甲源武田三代軍記」とも。

4-41サ39 大惣番号不明 I円50銭

シンベントウゴクキ

32258 新編東園記萱～十 大 l軟10冊

播龍子（井沢長秀〉著，虚松散人序正徳2序・刊

京柳枝軒茨域信清（小河多左衛門〉

4-41サ30 て三百五拾三全拾 70銭

キ
記
部

作
軍
泊

村
士
口
博

カ
土
晶
子
，詳

9

未

お

者

位

著
冊

刊

軟
）
序

l
胸

9

大
。
文官泊

吉田四郎右衛門

※後補墨書題簸「窓嘉吉軍記」。柱書「嘉吉記」。

巻末の内題「赤松記」。序によれば，家に古く

から伝わる本の甚しい誤りを正し，加点したも

のという。



5-09カ 2 大惣番号札剥落 20銭

一和軍書類一

タイカフキ

32260 太閤記ー～十一 半2軟11冊

小瀬甫庵著＜1fi!6f・自践，，（1翠ザ意常護手心政（1661)

元和2自股，覚永2序，同 3践，万治 4刊

山田参郎兵衛

※全22巻。序題「豊臣記」。

5-10タ l 大惣番号札剥落か 1円50銭

アサヰサンダイキ

32261 浅井三代記付～十五1州大l常おF
著者未詳，山雲子序 貞享5序，元禄2刊

江戸富野治右衛門

※序題「題浅井軍記首」， 各巻内題「浅井三代軍

記J，柱書「浅井記」。

5-15ア l 大惣番号札剥落 75銭

ココングンリモンダフ

32262 古今軍理問答ー～七

漂白野人〈江島為信〉著・自序・自駿

槍双紙屋喜左衛門

※絵入り。

冊
〉
刊

7
悶

5

帳
。
文

1

寛

大

8-21コI 大惣番号札剥落 1円

キ
コ
い

ウ－－＝ロ

灼
庫
県

叫

栄

治

ン
文
了
、
」
〈

缶
長
一
一

行
倉
十

リ
ド
鎌
ト
帥

，A
1

L

／

『

・

β

板

入

二

著

川
新
檎
・
笑

に

一

白

屋字文、－K

）

冊

刊

巻

昭

之
牧
）
序

一l
市

2

（
大
。
享延

32263 

京八文字屋八左衛門〈ふ屋町通せいくわんじ

下ル町〉

※各巻内題下に「武徳鎌倉旧記後編第十三〈～第

廿四）」とある。

4-41サ15 大惣番号札剥落 1円50銭

ゼンタイヘイキ

32264 前太平記 一之二～舟九之四十（θ～

＠） 大 3峡20冊

冗亭子藤元元著

書津・刊年不明

※30371参照。

4-41サ34 大惣番号札剥落 l円25銭

サンシヤウグンカイ

32265 三将軍解萱～八

松田秀任著・自序・自政

京荒木利兵衛（寺町通〉

冊
）
刊

8
附

2

帳
。
暦

l

明

大

※上杉謙信・武田信玄・織田信長の「三家の軍法」

を述べた書o

8-21サ 3 て弐拾壱 75銭

シンゲンゼンシフ

32266• 信玄全集 目録・ー～二十二・目録喜

大 3峡24冊

著者未詳

書皐・明j年不明

※各巻頭の内題「甲陽軍鑑全集」。柱書「全部抄」。

「信玄全集目録喜」は本書とは別内容で， 大惣

番号「て三番共廿冊」。

8-21コ7 て弐番全弐十三 2円

へイケモノガタリ

32267 平家物語査～拾弐

著者未詳

京書埠堂（二燦通〉

※絵入り。

5-06へ1 て三百七拾五全拾弐冊θ l円20銭

大2県伊
延宝5刊

ホンテウ
オr ナンカイチランキ

32268 語南海治脅し記序目録・ー～十七

大 l峡18冊

香西成資「輯述」・自践，竹田定直序

寛文3駿，正徳4刊，安永2改板

京辻井吉右衛門（寺町通松原上Jレ町）・小川

太左衛門〈誓願寺通獄屋町東へ入町）・山田卯

兵衛（二候通車屋町角）・林構兵衛（間之町御

池上ル町）・林喜助〈同）

※本書は植松左衛門尉資信，三谷彦兵衛尉景近，

片山是右衛門尉久則ら古老の説や父祖の言い伝

えなどに基づく。「足利将軍家来由記」より秀

吉四国・九州平定まで。第 l冊見返しに「此書

は南朝太平記の績集といふべき書也摂河泉紀和

すべて南閤所々の争戦足利末代戦園之世迄を記

す」と記した貼紙あり。内題に角書なしo

5-15ナ 2 て三百弐拾五 l円50銭

キクチデンキ ・サツサデンキ

32269 菊池停記・佐佐停記 ー～五・

六上・六下・七～十 半 ll扶11冊

播龍子井淳節長秀著・自序・自駿，竹鳩散人序，漠

亭野黙子序 宝永5序（いずれも），同7践

京茨木多左衛門（六角通御幸町西へ入ル町）

※柱書「菊池佐佐停記」。 第 l～7冊内題「菊池

停記」。第6冊系図，第7冊花押。第8～11冊

内題「佐佐停記」。第10・？I控民伊録「歴代事

跡略」。「佐佐停記」は天正15～16の記事。

5-15キ l 大惣番号札剥落 1円
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一和軍書類ー

ゼンゼンタイヘイキ

32270 前々太平記ー～六・七八・九～廿ー

大2軟20冊

建春山人橘域著・自序 正徳5序・刊

江戸須原茂兵衛（日本橋南萱丁目）， 大坂

毛利回庄太郎（北御堂前），第6冊のみ写本

※第 I冊は序・惣目録と巻ーの冊を，第7冊は巻

七と巻八の冊を合綴。

4-41サ33 て三百六番＠ l円

コングンリンイツトタセウ

32271 古今軍林一徳紗序目録・一・二三・

四五・六七・八・九・十十一・十二十三・

十四・十五十六・十七十八（θ～③）

山本内蔵助源尚勝著・自序

京岡本半七

※軍書。自序の下部に破損あり。

大2軟12冊

明暦2序

8-21コ2 て九番全拾弐 l円

タイヘイキ

32272 太平記ー～二十一 大 3軟21冊

著者未詳，逸名序あり

書基幹・刊年不明

※第 l冊は序・名義弁来由・餌巻・惣目録より成

る。以下の冊は全40巻， 2巻ずつを l冊とする。

書込み多L0 

5-08タ 2 大惣番号札剥落 2円

イシダグンキ

32273 石田軍記 萱～十一・十二十三・

十四十五

著者未詳

書購・刊年不明

※『国書総目録』によると元禄11刊

大 l軟13冊

4-41サ 2 て三百七拾四全拾三冊 l円

ヂユウヘンオウニンキ

32274 重編癒仁記（序総目録）・一～或拾

大2軟21冊

小林正甫著・護題，君主戸序，源武宅援） (17 

宝永3序．護題，同 5駿，同8刊

書捧不明

※第 1冊の題策剥落。第2・3冊は前集，第4～

8冊は慶集，第9～11冊は後集，第12～21冊は

積後集。

5-09シ l て三百弐拾六共弐拾査冊 1円50銭

ホンテウプリンデン

32275 本朝武林停萱～二十五大3軟25冊

諏訪忠晴著・自序 延宝7序

梅林堂

※第 l冊冒頭と第25冊末に「濃川、I/参河屋／芝北

方」の印がある。著者名は『国書総目録』によ

る。

5-61ホ 2 て三百三拾四 I円50銭

ゴコク
圭荏シヨケカウミヤウキ

32276 醤諸家高名記章～十五大2略法伊
樋口好運著 正徳、4刊

書捧不明

※絵入り O 刊記の前に『護園太平記前編』の広告

あり。

4-41サ29 て三百六拾五 2円

タダノマンヂユウゴダイキ

32277 多田満仲五代記ー～十大li扶10冊

多国兵部著，瀧川育子欽政 元禄4政・刊

茨木太左衛門・浅野久兵衛・田中庄兵衛

※内題は「多国五代記」。柱書は「漏仲五代記」。

4-41サ37 大惣番号札剥落 1円50銭

プケウゼンシヨ

32278 武教全書室～六

特大（29.2×18.5cm) 1 l扶6冊

山鹿素行著・「後序」

写本

※筆彩図入り。第 1冊末尾に「武州住／藤原安信

法師／謹白」とある。「後序」は第2冊末尾に

ある。

8-21フ l て百拾四全六冊 50銭

ゴタイヘイキ

32279 後太平記※参照 大3朕22冊

多々良一龍（南宗庵〉著・自序，井上氏家正警護）

元禄5刊

平野屋佐兵衛・丸屋源兵衛

※目録 1冊，天部が萱之武～十一之十二の 6冊，

人部が十三之四～廿五之六の 7冊，地部が廿七

之八～四十一ノ或の 8冊より成るO 通し番号

（ム査～ム廿二〉の書込みあり。

4-:-41サ23 て三百拾七全弐拾弐冊 2円

プモンコウガク

32280 
武門 州へイプパウキ

後皐太平不忘記萱～十

大2r10冊

相良就輿著・自序，尾崎氏正豊序 宝永3序・刊
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一和軍書類一

京富永清兵衛（二条通）， 大坂三崎半兵衛

（平野町），江戸崎川庄兵衛（黒門前〉

※内題「武門太平不忘記」。序題「太平不忘記J。

柱書「武門不忘記J。

8-21フ16 て拾壱番全拾 l円50銭

キンダイセイセツサイギヨクワ
近代正説 プシヤウカンジヤウキ

砕玉話 武将感吠記32281 

宣～拾大I軟10冊

備州熊津淡庵子著，和田正予序 正徳6序・刊

大坂柏原屋清右衛門・河内屋宇兵衛

※序題「砕玉話」， 内題「近代正説砕玉話」また

は「砕玉話議」。

5-63キ9 て三百九拾三全部拾冊 75銭

ワシウシヨシヤウグンデン

32282 和 州 諸 将 軍停壷～十二大2軟12冊

閑雲子著・自序 宝 お 年

書捧不明

※宅怒加（大尾）欠。 『国書総目録』によれば宝

永4初刊。第 I冊墨書題策下部に「共拾三冊」，

見返しに「全部十三冊」と墨書。

5-61ワ I て三百七拾三9 1円

サイコタセイスイキ

32283 西 園 盛 衰 記ー～十七 大2軟17冊

馬場玄隆信意著 宝ぷ1判
京 山岡勘右衛門（寺町通二僚上ル町）， 江戸

小河彦九郎（日本橋南萱町目〉

※内題は「西圏諸家盛衰記J, 柱書は「鎮西諸家

武備J。
4-41サ24 て三百五十八 1円50銭

32284 語停集一之二・三之四

特大（29.7×20. 2cm) 1 l扶2冊

逸名自序あり

写本

※第 l冊題策上に「武家物語とも」，同第 I了に

「文武家物語とも云jの札がそれぞれ貼られて

いるO 序に「語りったへを聞集て此一巻となし

ぬれは語停集とそ名付侍らへとも外題をは武家

物語共云なるへし」とある。第2冊末に！日蔵者

朱印あり。

5-63コl て六百八拾六全弐 30銭

センシウカジノヰオ毛テカツセンノシダイオボエガキ

32285 泉州樫之井表合戦之次第覚書

特大（28.1×20.lcm) 1冊

亀田高綱著（泉州一一〉

貞享4写，寛永 5成〈泉州、トー〉

写本（二階堂命明写〉

※上記書名は内題により，題策には「覧書」なL0 

表紙に「弐百五十」の小札， 「泉州、｜樫之井表合

戦之次第／弐百五拾弐番／若江道明寺八尾合戦

覚書／一冊」の札あり。 「若江道明寺矢尾合戦

之覚書J，「若江矢尾口之合戦之覚書」を附す。

8-28セ 6 て五百六拾四番 10銭

チクゼン
卒F「 ムナカタク。ンキ

32286 議宗像軍記 (1703"f i引F
著者未詳，被髪翁禾日甫序 元禄16序，向17刊

京川嶋屋半兵衛〈押小路通〉

5-15ム l 亡コ五百廿六 15銭

ナンタイヘイキ

32287 難太平記天・地 大 lI快2冊

今川了俊著，力石忠一序応永1識，貞お6長・刊

京茨木多左衛門，江戸富野治右衛門

※序・九例の題名「校正難太平記J。「巌山真屋」

の朱印あり。

5-08ナ 3 大惣番号札剥落 20銭

ヨジグンキ

32288 三好軍記上・中・下 大 I秩 3冊

福長済蓄玄清著，桃渓山人序 寛弟2序，前3お
京中野太郎左衛門（五僚寺町〉

※上冊の冒頭に細川家・三好家の系図を附す。序

題・目録内題・柱書は「三好記J。

5-09ミ 1 て四百七拾七 30銭

シンシウ
在~ カノ、ナカジ7 ゴセンキ

32289 州！河中島五戦記ー～三大3冊

著者未詳 正ぷ3~u
大坂野村長兵衛〈高麗橋一丁目〉

※上記書名は各冊原題策による。目録題「信州、河

中島合戦記」。柱書は「北越太平記」で，『国書

総目録』によると本書は『北越太平記』からの

抜粋書。第 l冊見返しに「弐百拾七」の貼札。

8-28カ 2 て四百七拾八 40銭

ワコクグンキ

32290 倭園軍記

卜部兼倶著・奥書

林生堂

大 I軟 l冊

宝徳2奥書，寛文9刊

※大惣番号左傍に「軍」（朱〉の小札あり。
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8-21ワ 1 て五百三拾弐 20銭

一和軍書類一

オウニンキ

32291 磨、仁記上・（下）

特大（28.5×19. 7cm) I 秩 2 冊を合警6~3~

著者未詳・自序あり 寛永10刊

書捧不明

5-09オ 1 て五百七番合 25銭

メイトクキ

32292 明 徳記 上・中・下

特大（27.7×19.5cm) I常ふF
寛永9刊著者未詳

書捧不明

※上冊表紙に「共三冊」の小札あり。各冊の見返

しに「恵空上人／遺物／善水」の書込みあり。

上冊本文に朱で振仮名の書込みあり。

5-09メ l 大惣番号札剥落 25銭

ジヨウキウキ

32293 承久記上・下大11扶2冊を合綴l冊

著者未詳

書捧・刊年不明

※整版本。

5-07シ l て五百六番 25銭

32294 

カフヤウクeン
Eヨ カハナカジマカツセンヒヤウ／~ン

陽川中嶋合戦評判
軍

半 l冊

貞享4序・刊柳田可石著，深津貞好序

江戸深津貞好

※上記書名は原題策によるが一部破損。内題に角

書なし。原題策，書名の右に「井信玄謙信備立

之闇」とある。

8-28カ l た七百三十五 10銭

アウウグンキ

32295 奥羽軍記ー～四 大 Ir扶4冊

著者未詳， 向陽林子序（第 l冊），法印権大僧都玄

慧序〈第2冊）， 端亭子了的政（第 I冊）， 警語学

（第4冊〉 (1661) (1662) 貞和3序

（玄慧），寛文元序〈林子），同 2践（了的）・刊

京林和泉操時元（今出川〉

※第 l冊序と践の書名「奥羽軍志J, 内題「陸奥

話記」。第2～4冊内題「奥州後三年記J，絵入

り。

5-06オ 3 て五百三番全四 l円

タイヘイキ

32296 太平記釦巻・萱～四拾 大8帳41冊

著者未詳

書躍・刊年不明

※釦巻に総目録，各冊に目録ありo絵入り。「萱」

冊の表紙見返しに「太平記評判／同大全／参

考太平記」の書込み， 「四拾」冊の末尾に「此

一部之筆者口兵衛書之」とある。

5-08タ4 て三百十番全部四十一冊 5円

タイヘイキヒヤウJ守ン

32297 太平記評判 目録・ー～四十・恩地左

近太郎聞書〈十七・廿七は上・下， :Jtf五は

本・末に2分冊〉 。 大8峡45冊

今川駿府守入道心性著か・奥書，大運院大借法師践，

逸名践あり（，恩地一一〉

文明 2奥書，（恩地一一〉寛文10政

書鼎不明

※内題は「太平記評判秘停理重量紗」。朱引きあり。

第45冊は後補墨書題祭「太平記評判 恩地楠物

語J, 内題は「思地左近太郎聞書」，柱書は「思

地巻」とあるo

5-08タ 5 て三百拾弐番 4円

キ
コ
い

d
z
＝ロ

ザ日
約
陣
原

イ
一

z
tに

－7
一一
n

的
一
口
問
著

8

信

mu

田

辺

大

冊

刊

秩
〉
序

1ω
日

半
。
禄一五

京水玉堂

※内題の右に「加藤主計頭正貫録」とある。柱書

は「日記」。本文は上・中・下3巻と附録より

成るo刊記には「五条橋詰書林開版」とある

のみ。

5-13コI た七百六拾六全壱 30銭

ワチユウェイリ
和注 ゲンペイジヤウスイキ

32299 ゑ入源平盛衰記ー～廿四

横（13・5×19.4佃） 3暗記F
著者未詳 宝永4刊

京伊藤七郎兵衛（押小路御幸町西へ入Jレ町）

・辻三郎兵衛（二保高倉東へ入fレ町）

5-06ケ 2 合本共四冊θ 2円

タイヘイキ

32300 太平記序目錦巻・付～拾

横（比O×19・9cm)2需品F
著者未詳，逸名序あり，書林の駿あり 元禄11刊

「洛陽書林等開板」

※絵入り。本文は全40巻で， 4巻を l冊とする。

5-08タ 3 ち千百弐拾弐全拾壱 l円
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－和軍書類一

ホウデウゴダイキ

32301 北傍五代記萱～十

三浦茂信〈浄心〉著・自序

風月庄左衛門

大 Il扶10冊

万治2刊

※絵入り。柱書は「北条記」。第 l冊の見返しに

名古屋の永楽屋東四郎の『高葉集墨鮮目録全

二冊』の広告の貼紙あり。第10冊の裏見返しに

旧蔵者の朱印，尾州大野屋の「ゆびやみの薬」

の広告印および書込みあり。

5-09ホ l 口三百八拾口全拾冊 1円50銭

ホクリタ
北シチコクシ

32302 陸七園志萱～武拾 大2軟20冊

馬場（玄隆〉信意著・自序 宝永7長・刊

江戸須原氏茂兵衛（日本橋南一丁目）・玉置

次郎兵衛〈増上寺表門前）， 京山岡四郎兵衛

（二僚通御幸町西江入町〉

※各巻の内題と序題は「北圏全太平記」， 柱書に

は「績北国」とある。

4-41サ68 大惣番号札剥落 l円50銭

フサウギシンデン

32303 扶桑義臣停口・ー～（十四）

半2軟15冊

片島深淵子武矩著，穂積己貫序，（1~~氏序，藤口序
享保4序（いずれも〉

書捧不明

※各冊内題は「赤城義臣停」。 32308と同文異版で，

32308には存する自序を欠く。

5-61セ 3 大惣番号札剥落 75銭

七
キ記吋正

刊

誌

伺

序

ン
日
主
、
白
同

セ
訓
ギ
占

か
績
著玄

4

又
ω
橋

m
M

古

大 lI扶7冊

※参照

京八文字屋清兵衛〈東洞院五条上ル〉

※別名「清正記」。第7冊本文末に落丁あるか。

序に「令薬事文四乃暦までは」とあるが，本文

末に貞享3の記事がみえる。著者名は『国書総

目録』による。本文中に書込み多Lo第 l冊表

紙に「全七冊」の小札あり。

5-62ソ I て四百四拾六 1円

ニホンヒヤタシヤウデンセウ

32305 日本百将停抄萱～七大lI扶7冊

向陽林子（鷲峯〉著・自政 明選完政，寛支料。

荒川宗長

※柱書は「百将停抄」。

5-61ニ 5 て四百三拾七 50銭

ホンテウプケヒヤウリン

32306 本朝武家評林 一～四十六・（系園）

五萱 冊

刊
日

・

峡
）
序

5
m
m
 

大

α禄一克慶長軒遠藤元閑敬休子著・自序

大坂岡埜安兵衛

※上記大惣番号の札は「系闘」第 l冊表紙に存す

るo 「系園」 5冊の内題「本朝武家評林大系園」，

墨書題策「言本朝武家評林」。

5-63ホ2 て三百三番系園共五拾萱冊 2円50銭

ソウケンキ

32307 線見記 巻ーノ二～巻廿ーノ廿二・

序子洞竹政

三

自
廿
・

巻

著春

本

信

写
山遠

冊
）
序

、，Fd
F
O

日
ω
3

帳
。
同

ワ
ω半

〉
践

師

2ο享貞

※別名「織田軍記」 「織田治世記」。 甫庵「信長

記」を取捨し，併せて古老の所説を考証したも

のo第 l冊見返しに「口上／何方様も此本借テ

御讃可被下候／大野屋惣八J, 第3冊見返し

「此本外へかす事御断申候」など墨書。堀尾義

晴に関する記事を記した紙をはさみ込んで‘いる。

5-10ソl 大惣番号札剥落 60銭

セキジヤウギシンデン

32308 赤城義臣停序・一～十四大 1峡15冊

片島深淵子武矩著・自序，穂積巴貫序，平住氏序，

藤口「後叙」 σ序」冊末）

享ぷ131首序，副主（己貫・平住）・「後叙」

書鼎不明

※柱書「四十六臣停」。原題策は各冊とも剥落。

32303参照。

5-61セ 2 て九百六拾全拾五 40銭

シヤウモンキ

32309 将門記

廃棄

間

40銭

へイケモノガタリ

32310 平家物語（ー）～廿

著者未詳

写本

※各冊題策に「長門本」と記す。第 l冊表紙破損。

大惣の印なLo 第 l冊巻頭に「平家物語之事」

と題して長門本が正本であることを述べた文あ

大 2軟20冊

り。

5-06へ2 大惣番号不明 7円50銭
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一和軍書類，和軍写本一

ゾクワウダイイチラン

32311 績王代弐覧

十十一・十二

片山園然著・自序

一～六・七八・九・

冊
）
序

印
刷
元

帳
。
化

1

文

大

書購不明

※原題簸本文内題は「積日本王代一覧」。

5-11ソ5 て三百七拾番全部拾冊 30銭

川記
付
太

ア
P
＼

ン

rrノ

デ
ル

F

ン
田
町
怖
一

件
院

ヨ
ー
に

す
税
制

ル
宜
門

詳

2
未

回

者
包

著

冊
）
刊

l
m
2
 

帳
。
文

l

寛

大

京 田中清左衛門（室町通鯉山町〉

※絵入り。柱書「穴太記」上・下2巻より成り，

原体裁は2冊か。原題策下部に「上下巻」とあ

る。

5-09ア4 て五百弐拾壱 25銭

和軍写本

ツウソ’夕
、商 アサヒナカウライグンダン

32313 溶朝比奈高麗軍談乾・坤

大 11険2冊

著者・成立年未詳

写本

※全10巻。

4-41サ42 大惣番号札原欠 30銭

チュウシウグンキ

32314 中州軍記第一冊・三之四～七之八

半 1軟 4冊

著者未詳，三条西寅隆批語，紹巴駿，逸名序あり

元亀3駿

写本

※毛利家の伝。元亀3の「大僧正」の識語あり。

5-1.0チ l 大惣番号札剥落 25銭

ケイチヤウグンキ

32315 慶長軍記ー～十四

植木悦（東林耕人〉著・自序

写本

※全28巻o 2巻ずつ1冊とする。

4-41サ21 き百弐拾七番 75銭

冊
）
序

M
制

8

帳
。
文

2

寛

大

32316 
セキガハラカツセンジキ

関ケ原合戦誌記 一二～九十・

十一二三・十四五六・十七八・十九二十・

-116-

二十一二・二十三四・二十五六七七おF
峯賀高亮（孤驚〉著 貞享4成

写本

※著者・成立年は『国書総目録』による。

8-28セ 1 き百弐拾四全部拾弐 l円

ゲンポンタウゲンキ

32317 元本鳥原記ー～十

野子著・自駿，逸名序あり

写本

※第4冊内題「元本山鳥記」， 第8・10冊内題

「山鳥記」。践文中で本書を「天草物語」と称

大lO?J
寛永20践

する。

8-28ケ 3 大惣番号札剥落 70銭

ケイチヤウチランキ

32318 慶長治乱記乾・第二冊大 ll扶2冊

井上重政著 成立年不明

写本

※彩色図入り。第2冊題策は後補。乾冊題策に

「0慶長軍記トハ異也J，見返しに「此本慶長

軍記とハ違ひ申候」と書込みあり。乾冊表紙に

「口百四十七」の小札あり。全6巻。著者名は

『国害総目録』による。

5-11ケ 3 き百四拾六全弐 30銭

ナニハセンキ

32319 難波戦記巻ー～巻五

特大（29.6×20・9cm) I軟戸冊

万年頼方・二階堂行憲著 寛文12成？

写本

※著者名・成立年は『国書総目録』によるo 「津

陽坂口町小川屋」など蔵書印3種あり O

8-28ナ 5 大惣番号札原欠か 50銭

シユシヨナカ。タ テカツセンキ

32320 ①首書長久手合戦記・

ピシウナガタテセンキ

③尾ナH長久手戦記大2冊を合綴l冊

①著者・成立年未詳

写本

※上記書名は合綴の表紙の打ちつけ書による。本

文内題「長久手記」。

②「根岸直利編木村高敦校正」

写本

※末尾の本文に「丁亥ノ夏」とある。正保4成か。

8-28シ 5 き百五拾四番 30銭



一和軍写本一

セキガハラカツセンホンデンニツキ

32321 関ケ原合戦本停日記 大 1冊

著者・成立年未詳

写本

8-28セ 7 き百弐拾五番 5銭

ナガタテキ

32322 長久手記 大 l民l冊

享保10写か

写本

※巻頭内題「尾張州長久手記J。 題策， 「手」を

「乎」に誤る。

8-28ナ l き百五拾三番 5銭

ノ シ ユ ゴ キ

32323 美濃守護記

著者未詳

写本

※扉と後補題策では「美濃主護記」で， 「主」を

「守」に訂正。大惣番号も「き弐拾壱全」から

下記のように訂正。奥書に「粟野大竜寺淳岩和

尚之記也醐繁文而写之／園田安之家蔵也Jとあ

冊
）
写

l
m一克

軟
。
徳

l

正

大

る。

5-15ミl き弐拾弐全 10銭

ナニハセンキカキイレ

32324 難波戦記書入

著者未詳

半 ll快l冊

成立年不明

写本

※表紙に「亡ゴ十一」の小札あり。

8-28ナ 6 ゆ弐百七拾壱 20銭

…一・室田

打
球
以

ハ
軍

げ
激

げ

長

著方

5

重

m
M

木

m
M

鈴

半 l軟 l冊

成立年不明

写本

※巻末に「此本亡父鈴木重方長歌熟見有議論之後

州案埋久予矯清書猶彼地悉見ス／己亥如月書

重武」と識語あり。本文に朱の書込みあり。

8-28ナ 3 ゆ弐百五拾弐番 20銭

ミカタガハラジツキ

32326 味方原賓記
著者未詳

写本

※表紙に「仁コ十八」の小札あり。

8-28ミ l ゆ弐百五拾六全 10銭

半 1軟 l冊

キ
「
巳

J

－＝－ロ
－2
原

ガ
箇

時
間
関

詳

7

未

m
記

者

m
M

著

冊
｝
写

l
m山

6

半
。
明天書切明

。
長慶

写本

8-28セ 3 ゆ弐百六拾三全 20銭

ケイチヤウグンキ

32328 慶長軍記宣～三

植木悦〈東林耕人〉著

写本

※著者名・序の年は『国書総目録』によるo 但し

本書には序を欠く。

8-28ケ l 大惣番号札原欠か 40銭

冊
〉
序

3
側

8

半
。
文寛

サイゴタタイヘイキ

32329 西園太平記

馬場信意著

写本

※全5巻。上記著者名は『国書総目録』によるo

各巻末と第 l巻半ばに旧蔵者印ありo各巻内題

と序題は「西国七将軍記J。表紙に「仁コ四」

半 lI扶i冊

の小札あり。

4-41サ25 ゆ百八拾五番 10銭

ト キサイトウリヤタグンキ

土岐斎藤客軍記 半 1秩 l冊32330 

著者未詳

写本

※朱の書込みあり。内題は「美濃園土岐斎藤墨軍

記」。

5-11トl ゆ百七拾六番全壱 20銭

チンゼイゴグンキ

32331 鎮西御軍記ー～十七 半2軟17冊

著者未詳

写本

※全35巻。第 l冊から第16冊までは各冊に 2巻ず

つ，第17冊には三十三・三十四・三十五の 3巻

を収めている。各巻内題は「豊臣鎮西御軍記」。

第 I冊表紙に「薩摩征伐Jの小札あり。

4-41サ62 ゆ百弐拾番＠ l円

セキガハラキタイゼン

32332 関原記大全一～十六

宮腰秀興著・自序

写本

※巻之壱・弐各 I冊，巻之三以降巻之三十まで，

各 2巻を l冊に収める。序に羽林忠勝が林道春

・春斎・春徳と共に編した『関原始末記』をも

とに，諸家の伝記を勘案して作したとする。第

半16冊
(1690) 

元禄3序

3冊初に書込みあり。

8-28セ 2 大惣番号札剥落θ 75銭
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－和軍写本一

ナガ クテグ ン キ

32333 長 久手軍記ー～七

著者・成立年未詳

写本

※内題「長久手始末記」る

8-28ナ 2 ゆ弐百五拾壱全七冊 40銭

半 11扶7冊

ヱツガホングワンジジツロク

32334 越賀本願寺実録ー～十五

半2秩15冊

著者未詳

写本

※第 1冊のみは表紙改装。全10巻。各巻内題はす

ベて「越賀本願賞記」。

5-10エ l 大惣番号不明 75銭

サトミグ ンキ

32335 里見軍記

七～十五

著者未詳

写本

※落書多数あり 0

4-41サ27 ゆ百三拾弐全拾三冊 55銭

査・弐・三四・五六・

半2秩13冊

± プケセイスイキ

32336 2千武家盛衰記上ー～上十五・ニー～

二十五 半4帳30冊

著者・成立年未詳

写本

※全30巻。第二部の第 l冊から第15冊に巻之十六

～巻之三十を配す。それらの題策「武家盛表記」。

罫線入り半紙を使用。冊により落書あり。第 l

冊の表紙破損。

5-11コ2 大惣番号不明 I円

イシヤマグンカン

32337 石山軍鑑ー～十五

立甘軒著・自序，逸名序あり

冊
）
写

日目叫
3

半
。
保天

写本

※全30巻。巻之一「親驚聖人御系園」。『国書総目

録』によれば明和8自序。書写者「七十一翁」

の奥書あり。大野屋の半紙を使用。

8-28イ l ゆ百口拾番＠ 60銭

アサクラシ 7 ツキ

32338 朝倉始末記萱～八

著者・成立年未詳，自序あり

大 1軟 8冊

写本

5-10ア l 大惣番号札剥落 75銭

ヒヤウグンキ

32339 肥陽軍記

著者・成立年未詳

写本

※綿目録・巻之ーの内題下に「ー名龍造記」とあ

--'-ー一・〔d /'¥  大 lI扶6冊

る。

5-15ヒ3 て五百五拾八全六 l円

モウリケノキ

32340 毛利家之記

特大（28.4×20. 5cm) 1 l扶I冊

著者・成立年未詳

写本

※表紙に「口百十五」の小札あり。朱の書込みあ

り。系図および巻一・二より成る。

5-61モ 2 て五百六拾五全 30銭

イガ「ランキ

32341 伊賀乱記上・中・下

特大（別×20.6cm) 1略ふF
著者未詳，逸名序あり，岡田氏奥書 享保10写

写本（持主岡田氏写〉

※全5巻。各巻内題「伊乱記」。朱の書込みあり。

5-15イ l て五百六拾弐全三 60銭

モガミグンキ

32342 寂 上 軍 記 ー ～ 五

著者未詳・自践あり，逸名序あり

写本

※天和3の書写奥書は本書を「寂上義光軍記」と

称する。また本書は『国書総目録』には「最上

義光物語」として出る。第 l冊見返しに近江屋

新兵衛による『事都年中泰詣記』の広告の刷り

物を貼付。各冊第 l丁に「西六条／悌具屋町通

冊

書

F
D
由
国
同

軟
側

3

1
0和

大

天

／魚店下ル町／和泉屋」の印あり。

5-15モ l て五百六拾壱全五 40銭

コクカ チランノマツエウセウ

32343 薗家治乱抜要抄ー～四大 I帳4冊

著者・成立年未詳

写本

※「持心治国之法」「野戦」「難戦之類」などより

成る。軍記類より評を抄したもの。朱の書込み

あり。各冊末に「徳」の印あり。第 1・2冊末

に遊白多L0 

8-21コ5 て百弐拾三番 75銭

コウカイダイトウキ

32344 弘 関 大 統 記 第 一 巻 ～ 第 十 五 巻

大2秩15冊
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一和軍写本，兵書一

下西城不歎子著・自序，世酔閑人岸竜男主F
延宝8自序・序

写本

※自序に「采天文年中以来所出諸家軍評寧鑑市，

揖之競弘聞大統記」という。

5-11コ4 大惣番号札剥落 75銭

ホンテウセイスイキ

32345 本朝盛衰記初編ー～拾六・弐編（ー）～

拾五・三編（ー〉～（拾五）・四編（ー）～拾五

・五編（ー）～拾五 半10朕76冊

著者未詳〈※参照），逸名序あり〈五編第 1冊〉

成立年不明

写本

※上記書名に角書あり，初編のみ「泰平真撰／難

波秘録J，弐編～五編「大坂／御陣」。大惣番号

は， 弐編「ゆ弐百七番／弐編拾五冊J，三編は

番号札剥落，四編「ゆ弐百九番／四編拾五冊」，

五編「ゆ弐百拾番／五編拾五冊」。 各編30巻か

ら成り， l冊につき 2巻を収めるが，初編は第

l冊・第2冊ともに巻ーおよび巻二をおさめる。

（但し内容異なる。〉初篇第 l冊巻ー「真田左衛

門佐系圃」の注は「浪華隠士／和雲龍軒著」，

第 I冊巻二序に評あって「虎猛勇軒著J, 同冊

同巻「真田謀計秘停の評説」は「東都柳橋 明

徳斎」。第2冊巻壱全15丁は彩色人物画に伝を

附す。内題は初篇第 I～6冊「本朝盛衰記大全」。

初編第 l冊のみ朱書・白墨で誤を訂する。近世

初期の雑史。大野屋の半紙を使用。

4-41サ70

ゆ弐百六番初編拾六冊〈弐編以降※参照） 2円65銭

兵 書

ワタナベカンベヱプヘンオポエガキ

32346 渡遺勘兵衛武遁覚書 大Il扶1冊

渡辺勘兵衛著 成立年未詳

写本

※頭部に書込みあり。

5-63ワ 1 て六百八拾九全 10銭

ムシャモノガタリ

32347 武者物語上・中・下 大 I秩 3冊

松田一巣入道秀任著 承約4長書，明選626~1

京荒木利兵衛（寺町通〉

※下冊に「軍歌」を附す。奥書に，古き侍の物語

から名将名士の噂を書きとめ本書を成した由を

述べる。画図入り 0

8-21ム2 て六百六拾弐 50銭

エウカンセウヅシキ

32348 要鑑抄園式

津田高州図

写本

冊

書
l
｝
奥

秩
m
2

1
0永

半

安

※題策に「主主情先生記」と記す。奥書に「右要鑑

抄拝聞之園，修練の為記置もの也」 （原漢文〉

とある。武具・城壁等の図を集めた書o

8-22ヨ 1 て百三拾壱全 5銭

ヘイハフアウギセフケイ・シンジユプツアウギセフケイ

32349 兵法奥義捷径・神儒偽奥義捷径

半 lI扶2冊を合綴l冊

文政3引j松田兵部平幸照著・自序

捲川乗雲斎蔵

※前者を「乾之巻」，後者を「坤之巻」とする。

8-21へl た七百五拾五全弐 20銭

ヘイハフ
斤て トウカシフ

32350 、法登俵集 大 lI扶l冊

寺田市右衛門正浄著・自践，春渓村道格玄徴序

享ぷ14年
写本

※表紙に「口百三十九」の小札あり。

8-71へ4 て百三拾七全 5銭

ヘイハフモンダフ

32351 兵法問答

著者未詳

中野是誰

※巻末内題および題策下部に「古職問答」とある。

題簸には更に「写本とは違ひ申候」とある。表

紙に，内容の合戦の名を記した札と「兵」（朱）

大 Ir扶l冊

明暦2刊

の小札あり。

8-21へ2 て八拾八全 10銭

タウリウグン／.／／フコウシヤシヨ・ タウリウグン.t"Iフコウ

32352 ①嘗流軍法功者書・②嘗流軍法功
シヤショウマノリタヅナヒシヨ・ グンノマフ ,1＇（ シヨ

者書馬乗手縦秘書・③軍法馬書
メイイツクワンシヨ

明一巻書 大 ll扶1冊

①小笠原昨雲勝三著・自政，逸名序あり，②沙弥輿

元相伝奥書（応ネ~i17~ 文生144), ③出羽園山上入道
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著 ①慶安2刊

書丘ハ

①京林長右衛門（寺町通〉

※墨書後補題策「義武士道功者書Jo ①は巻之上

・下より成り，全235条。「群書／要語」を「採

取」したものO ③巻末内題「軍法馬書」。②③

図入り。

8-21ト2 大惣番号札剥落 10銭

チクリン

32353 竹林（ー）～四

著者未詳

写本

※上記書名はl扶に与えられたものo 第 1・2冊の

題簸剥落，それぞれの内題「嘗願衆生之弁」

「歌知射之事」。第3冊題策「森中王巻之弁J,

第 4冊題策「綜父母巻之弁」。弓術書。

冊
〉
か

4
m
写

帳
。
7

1

永

大

安

8-71チ l て百弐拾壱共四 20銭

クスノキマサシゲイツタワジノシヨ

32354 楠正成一巻書
著者未詳

書捧・刊年不明

大 l軟 l冊

8-21ク2 て八拾三番 10銭

オホツボリウパハウパツロタセウ

32355 大坪流馬方援擁抄 冊

書
l
）
奥

秩

mm

大

敗

写本

※大坪流馬術。

8-71オ l て百三拾五 10銭

ケウジジフゴケン・ コウミヤウ

32356 ①教示十五件・②功名

大2冊を合綴lfffi 
明和3序①二本松右仲著，義元序

②著者・成立年未詳

写本

※表紙に「三百三十七番」の小札あり。①巻頭に

「始嘗所御城主肥州唐津江御所替／此書ハ水野
ザト

家御年寄二本松右仲殿／御隠居梅邑山海郎ト御

変名／御家督御養子江御教訓書也」と書込みあ

り。

1-84キ3 て百三拾六 10銭

ヘイダウキ

32357 兵道記

明石三郎兵衛尉著

大 Ii扶l冊

延宝2成

写本

※内題 F兵導記」。大惣番号を記した札に「此兵

道記ハ不動智とハ違候」と墨書o

8-71へ3 て百四拾四番 10銭

グンパフノマキコウカウオボエガキ

32358• 軍法之巻口講覚書 半 l民l冊

中尾久右衛門伝授，逸名の奥書あり 享保11奥書

写本

※内題「軍法之巻釈覚書」。本書の内容は「小幡

流軍之初門」で，伝授者中尾は神谷久左衛門法

名存心の高弟（奥書による）。

8-21ク6 大惣番号札原欠か 5銭

タ ン キ ヒ カ フ コ デ ン

32359 単騎被甲古停

著者未詳

半 li扶l冊

元文2写

写本（士、源写〉

※冒頭に「嘗家鎧温奥之巻」の一文を附すO 図入

り。

8-22タ2 た八百三拾八全 5銭

タンモウシゲフセウ

32360 訓蒙士業紗 ー・ニ・三上・三下・

四 ～八半I秩8冊

多々良真任著・自序，持思文雄序，A戸好践（1 6) 

享保17・1自序，同20序，元文元政

「起龍堂蔵版」

※第7冊末尾に「阿川新介編述書取次／江府日本

橋南一丁目升屋五郎右衛門／洛陽寺町通二条下

所栗山弥兵衛Jの書込みあり。図入り。

8-21グ 9 大惣番号札剥落 35銭

カフヤウグンカンケツエウホン

32361 甲 陽 軍 鑑 結 要 本 一 ～ 九 大l軟 9fll 
小幡景憲著か 寛文元刊

江戸本屋善右衛門（新両替町二町目〉

※各冊内題「甲陽軍鑑末書結要本J。 朱の書込み

あり。著者名は『国書総目録』によるO

8-21コ9 て拾四番 40銭

ピジンサウ

32362 美人草上・下 大2冊

多賀高忠著，逸名の奥書あり （川4) (1780) 

寛正5奥書，安永9刊

京循古堂

※内題によれば別名「美人雑」「就弓馬儀大概開

書」。全225条より成るO 各冊末に「口木氏記」

朱印あり。

8-71ヒI て七拾壷全弐 25銭
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丘ハ

プグコデン

32363 武具故停 大 l朕 l冊

真野安代著・自序・自践，男安導捻）山本正当三勢。

宝暦2自駿，寛政3践

書聾不明

※記紀，績日本紀，三代実録などにみえる武具の

故実を抜粋したもの。表紙に「仁コ四百七」の

小札あり。

8-22フ 3 て八拾六番 20銭

グンパフゴクヒデンジヨ

32364 軍法極秘停書ー～七 大 II険7冊

竹中半兵衛著・自序・奥書，竹中久作奥書 〉

慶安2刊

京西村又左衛門（寺町誓願寺前〉

※第 I冊表紙に「竹中半兵衛軍法之書」と記され

た小札あり。第3冊の内容は図のみ。

8-21グ 5 て三拾七全七 50銭

ハチヂンヅセツ

32365 八陣聞説乾・坤

山協重顕著，洛編戸見素序

大和屋伊兵衛

冊
）
序

2
附

7

峡

ο文
1

寛

大

※図入り。各冊初丁に「購松堂」の朱印あり。

8-21ハ 2 て六拾八全弐 25銭

32366 古戟得失論
半3冊を合綴l冊

森則房著 元組担
江戸万屋清兵衛《日本橋万町〉

※奥書「右箇書は余部七冊余あり。然、れ共先是を

分て三冊開板し侍る。此次は近々さし出すべき

もの也。」とある。第2・3冊の墨書題策は

「霊古戦録」。第 l冊官頭2丁の目録および第

2冊末の本文5丁は筆写による補訂。第 l冊の

見返しに「合戦評論／古職得失論績扇也」と書

込みあり。『合戦評論』は元禄16刊。

8-28コ2 大惣番号札剥落 15銭

プダウ
王！＂ゲイジユツ 7!J.パハジメ

32367 蓬季芸術二葉始上・下

半 l 秩 2 冊を合格7~6fffi
古萱軒緩水著・自序 宝暦6刊

江戸須原屋茂兵衛

※絵入り。

8-71フ2 大惣番号札剥落 20銭

書一

ユウカンセウ

32368 雄鑑抄ー～廿六

特大（28.5×此 7叫 3略箆戸
北条氏長著・奥書 正保2成

写本

※内題「兵法雄鑑」。全52巻。この外に，「微妙至

善」 2巻あるも「兵法之秘事成故不顕之」と奥

書にいう。図入り。

8-21へ5 て百0六番 75銭

カツセンカウミヤウキ

32369 合戦高名記ー～六

半 6 冊を合管7~gfffi
白龍子神田勝久著・自序 正徳、3刊

江戸赤井又三郎（長谷川町〉

※原題策角書「新板／評林」。第 I冊初丁オモテ

に「黄書」印ありo 6冊を表紙ごと合綴。

8-21カ4 大惣番号原欠か 60銭

ソンシクワンレイ

32370 孫子管室霊ー～七 大 1 ）~7 冊
砕玉軒佐枝予重】「集注批評」・自序（享保？），竹軒

木寅亮序（同14），東海神逸原資序〈同 9），杉島氏

成政（前15
写本

※竹軒の序題「管議抄ノ序」。

8-21ソ4 て百拾三全七 40銭

シチシヨ

32371 七書孫子・呉子・司馬法・尉練子・六輔

・三略・大宗問答（ー～七〉 大 l略sigjffi
同那口伯虎序 万治2刊

野田弥兵衛尉

※「呉子」「大宗問答」冊は墨書後補題策。「大宗

問答」内題は「唐太宗李衛公開封」。

8-21シ l 大惣番号札剥落 30銭

クスノキケゼンシヨ

32372 楠家全書ー～八 半2秩8冊

開武隠士種田氏随柳軒吉豊著・自宅制

寛文9序，天和3刊

田中勝兵衛

※第 l冊見返しに「桶二代記」と書込みあり。同

冊初丁に「本山田」朱印あり。

8-21ナ I 大惣番号不明 40銭

ヘイジユツエウタン

32373 兵術要訓乾・坤 大 ll扶2冊

安建正寛著・自序，両日斎山口景徳政
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一兵書，料理書一

天明6践，寛政2序・明j

玉英舘識板，江戸野田七兵衛〈日本橋通二町

目），大坂渋川清右衛門〈心斎橋順慶町），京

野田藤八（二条通富小路西江入町〉

※乾冊表紙に「口三十一」の小札あり。

8-71へ2 て六拾弐全弐 10銭

カフヤウグンカンマツジヨシフカデウ

32374 甲陽軍鑑末書集箇篠（ー）～三・

カフヤウグンカン7 ツジヨゲクワン

甲陽軍鑑末書下巻四～八

大 li険8冊

著者・成立年未詳

写本

※「末書集箇傑」は19条より成り，第 I冊は後補

題策には「完」とあるが第5条まで、。第2・3

冊はそれぞれ「第自六品至十二品」 「第自十三

品至十九品」。「末書下巻」はうち 3冊が上でそ

れぞれ「九品ノ内一二三」 「九品ノ内四五六」

「九品ノ内七八九」， 2冊が中で「九品ノ内四

五六七」「九品の内八九Jc題策への書込みによ

る）。旧蔵者朱印あり。

8-21コ11 大惣番号札剥落 30銭

ず覚。ケベモ勺 h 唖－ ,, 

32375 武撃啓蒙初録 半 l冊

越前力丸弾正主義〈東山〉著・自序〈寺忍元），藤原

則徳序〈文化3)(1stl>~ 紀信豪序〈文化元）， 努力丸

靖大吉郎践（享和2），同人吉川常践〈享和元）

文化6刊

京額田正三郎・窟西一郎兵衛

※巻末に「寓京力丸弾正著」とある。「平安白

山街力丸氏青松塾蔵書嬰目」あり。「男靖大吉

郎」の「士家心得」を末尾に附す。

1-84フ3 た四百六拾三番 5銭

セウユウダイユウ・ヂンチユウザツシフキ

32376 小勇大勇・陣中雑集記

半 l峡 2冊を合綴 1冊

著者・成立年未詳

写本

※上記書名は題策によるo 前者の本文は「小勇之

巻」「大勇之巻」から成る。そのそれぞれに

「目録之序」があるが，逸名。後者の内題「陣

中雑集録」。

8-21シ6 た八百四拾六 5銭

河
童
日

ノ之
セ
侍

ク

ロ

詳

用
法
同

作

軍

出成

計

者

位

著

半 l朕 l冊

写本

※内題・小口に「甲陽軍鑑」とある。同書に関す

る口伝の集。

8-21ク4 た八百三拾六 5銭

クスノキケグンガクノシヨ

32378 楠家軍学之書上・下 半 li快2冊

源光直著

写本

※上冊は「事城取巻」 4巻，下冊は r：兵簡L之巻」

「草地形巻」「草足軽巻」「皇軍制巻」。下冊内題

「楠家軍事秘書」。

8-21ク l た八百弐拾四全弐 5銭

寓花録（ー）～七 半2秩7冊32379 

著者未詳

写本

※第2冊以下の各冊表紙に，内容の項目を記した

紙を貼付。第 l冊表紙には「野全七巻」と打ち

つけ書。寛永～享保頃のf談話」の聞書集。

4-47ハ 2 大惣番号札剥落 4円40銭

オホツポリウホンセイヰンキキガキ

32380 大坪流本政院聞書
著者・成立年未詳

写本

※馬術書。

半 li険I冊

8-71オ 2 た八百四拾壱 15銭

料 ヨ主
Eヨ理

トウフヒヤタチン

32381(1）豆腐百弥 縦長（22.1×12.5cm) 1冊

醒狂道人何必醇著，曹鼎子九氏序

天明元序，同 2刊

江戸山崎金兵衛〈通本石町十軒店〉， 京西

村市郎右衛門〈堀川l錦小路上町〉・中川藤四郎

（堀川六角下町〉， 大坂藤屋善七ぐ高麗橋萱

町田〉

※絵入り。続編は（2）参照。見返しに朱で「三百十

二号／二冊〈大惣印〉」とある。
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9-69ト1 大惣番号札剥落か (2）共50銭

一料理書，往来書ー

9-69ホ 1 や千十番 20銭

トウフヒヤクチンゾクヘン

32381(2）豆腐百珍績篇

縦長（21.9×13.Ocm) 1峡 1冊

醒狂道人何必醒（二斗庵下物〉著・自序天的3~u
江戸西村源六（通本町三丁目）・山崎金兵衛

（本石町十軒店〉， 京西村市郎右衛門（堀川

錦小路上町）・中川藤四郎〈堀川六角下ル町〉，

大坂北尾善七（高麗橋萱町目〉

9-69ト1 ち八百弐番

イモヒヤタチン

32382 いも百珍

所在不明

1冊

9-69イ1 20銭

タヒヒヤタチンレウリヒミツノ守コ

32383 鯛百弥料理秘密箱乾・坤

半 1秩2冊

景甫序 天明i常・刊

江戸西村源六〈通本町三丁目〉， 大坂柏原

屋清右衛門〈心斎橋順慶町北へ入丁〉， 伊勢

内神屋三四郎，京木村吉兵衛〈東洞院通二候

上ル町） ・中川藤四郎（堀河通六角下ノレ町〉

西村市郎右衛門（堀、河通錦小路上ル町〉

※『江戸時代料理本集成資料篇』の解題によれば

作者は器土堂主人。上冊末に「養牌丸」下冊見

返しに「技量黒油」の広告札あり，取次所大

野屋嘉兵衛〈尾州名古屋本町七丁目〉。

9-69タ 1 ち八百三全弐 50銭

コンダテシフ

32384 献立集 横（12.1×17.9cm) 1冊

山音亭著・自序 文化15序，文政2刊

江戸前川六左衛門〈新右衛門町〉， 大坂松

本平四郎〈高麗橋四丁目〉， 京中川藤四郎

〈堀川六角下ル町〉・中川新七（同所〉

※原題策には角書「精進／料理」あり，序題・目

録題「精進献立集」。「中川文林堂」の書目 2丁

あり。

9-69シ 1 ち八百三口弐 25銭

ノ、ウチヤウシヨロク

32385 庖丁書録 大 1峡 1冊

林道春著 慶安5~u 
「昆山舘道可鹿士鎧板」

※表紙に「千弐十七」「柳」の小札あり。裏見返

しに「安房坊」の書込みあり。

レウリ
唾f:l カセンノタミイト

32386 垣歌せんの組糸
横 (13.0×18.0cm) 1峡 1冊

冷月庵〈谷水〉著・自序・自蹴 ｛出7) (1748) 

延享4政，寛延元刊

江戸出雲寺和泉接〈日本橋通ー町目〉

9-69 J) 1 ち八百三十壱 30銭

村
丁

付
庖

M

人
吋
素

い
μ

理
吋料

明

7

不

犯

在
位

所

l冊

9-69小別 5銭

コウヘンメイシユ
後篇 テヅタリシユハフ

32388 名酒手造酒法 中1冊

十返舎一九著・自序 文化10刊

江戸鶴屋喜右衛門〈通油町〉・西村源六（本

石町二丁目〉 ・島村平蔵（通油町〉・村田屋治

郎兵衛（同所〉・小川奥右衛門〈本所花町〉

※序題の角書は「手製集／後編」。巻末に，十返

舎一九撰『堂莱言手製集』の広告あり。絵入り。

8-06テ 1 ち八百弐十五G 15銭

往 書来

シミンワウライ

32389 四民往来士上・士下・農・工・商

半 1峡5冊

網錦粛中村平五（三近子〉著・自序・画（129) 

享保14序・刊

京文蓋屋治郎兵衛（堀川通錦小路上ル町〉

木村市郎兵衛（同通高辻上ル町〉・文蔓屋源治

郎

※原題室長に角書「万海／宝蔵」あり。

4-09シ 1 よ四拾九全五 50銭

イマガハドウモウカイ

32390 今 川 童 蒙 解 上 ・ 中 ・ 下 半3冊

蕪菜軒狸謄著・自序，垂竿舎釣夫政（1754)

宝暦4序，同 5刊

江戸松田治右衛門〈室町三丁目〉・大坂屋平

三郎（同〉
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※絵入り。中冊やや汚損。

一往来書，大工書ー

※柱書「庭訓抄」。

1-84イ 7 そ九百拾弐全三 25銭

判来
w
役ノ野ジ士

フ
菅
田

筆

1

子

鈎

散

位

置
冊
）
刊

1
m
7
 

帳
。
宝

1

延

大

江戸本屋三右衛門（通油町〉

※『日本教科書体系』第4巻によれば正絹7加。

4-09フ 1 大惣番号不明 15銭

辛仔 シキカナワウライ

32392 縦四季 仮 名 往 来 上 ・ 中 ・ 下

大 11扶3冊

置散人著，置散人門弟松葉軒筆書・校・政

延宝6駿

江戸井筒屋三右衛門（通油町）

※『日本教科書大系』第6巻に翻刻の底本では，

書津名が「通油町吉田文三郎」になっている。

上冊題策協に内容を紹介する小札らしきものの

剥落跡あり。

4-09シ 2 こ 50銭

プンクワシンコク
文化 ジド夕刊ヤウゾロヘカウシヤク

新刻 児讃古状揃講縛

大 1帳 1冊

高井伴寛思明〈蘭山）編・自序 文ィ~836長・刊
江戸 前川六左衛門〈日本橋新右衛門町〉・花

32393 

屋久次郎〈東叡山下五条天神前）

※原題策の書名両脇に「文句改正」「平侵名附」

とある。「本文九札目録」を記した脇題策あり。

巻末に出版広告あり。柱書「改正古状揃抄」。

序題「正文古状揃」。口絵「浅草寺御境内略園」

あり。

4-09コ1 こ九百五拾七 5銭

オイヘセイトウ

御家 シヨサツプン~~
32394 正統書札文侍 大 1軟 1冊

梅崖十時先生著，風月堂主人序，筆臨江駿

享和元刊

尾張大観堂・風月堂

※目録 1丁半あるが小破損。 37種の文例集。末尾

に「亀井善之助」と書込みあり。

4-09シ4 大惣番号不明 20銭

テイキンワウライセウ

32395 庭訪！？生来抄上・下

注者未詳・自序あり

書捧・刊年不明

大 1秩2冊

4-09テ3 こ九百四拾全弐冊 20銭

ドウモウシチシヨ

32396 童蒙七書 大 1軟l冊

星泉斎梅龍田井尚存著？自序，海野行言放，小宮山

昌世君延甫序寛逆説序，宝選お年・抜，前l~U
星泉粛蔵板，江戸前川六左衛門（日本橋南弐

町目〉

※原題策には角書「四民／必用Jあり。脇題策に

【薬事頭書」として目録をしるす。末尾に「天

明三卯八月川村氏持主」と書込みあり。

1-51ト16 大惣番号札剥落 25銭

カウキヤウドウジクン

32397 孝経童子訓 大 11扶l冊

上河正揚著・白抜，下河遺拾水書・画

安よす訟，天探知

京山本長兵衛〈二条通悲屋町東エ入北側）・

近江屋次郎吉（悲屋町通三条上ル二丁目〉

※絵入り，筆彩を施す。はじめの 2丁小破損あり。

1-66コ104 大惣番号札剥落 30銭

コマツナイダイジンケウクンジヤウ

32398 小松内大臣教訓状 大 1峡 1冊

治ぷ139長，寛よ2o~u
京堤六左衛門（要法寺前町〉

※後補墨書題策には「小松殿教訓状」とある。表

紙に「柳」の小札あり。

1-84コ5 大惣番号札剥落 10銭

イマガハゲンカイ

32399 今川諺解 大 11扶1冊

山岡元隣（昌陽軒）著・白抜元議629訟，享長廷判

京八幡屋四郎兵衛（寺町通御池上ノレ所〉

※後補墨書題策には「今川諺解大成Jとある。落

書多し。

1...:_84イ 6 こ九百五拾六 15銭

大 工 重主
匠ヨ

ゾタセツセイゴ

俗説 シヤ村山ヨウキ

32400 正誤 匠家必用記上・中・下

半 l軟 3冊

美作図津山立石定準著・自序，爵皐原益友諒甫序
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一大工書，伝授書ー

宝暦5自序，同6序・刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋通一町目〉

※巻末に『神道湯津爪櫛』の広告あり。

8-07シ1 そ五百七拾弐 40銭

伝 授 重主
匠ヨ

32401 

タイヘイクワウキ
太平 ヒヤツコウヒジユツ

慶記 百工秘術上・中・下

半 1軟 3冊を合綴1冊

入江貞庵著，燕雀費山郭序 享保8序，同9刊

江戸竹田藤助（南紺屋町〉

※巻尾の内題「百工秘術前編」。 上冊「智工門」

「器工門」， 中冊「食工門」 「女工門J, 下冊

「繕工門」「雑工門」より成る。図入り。 3冊

を表紙ごと合綴。

8-85ヒ1 そ四百四十四 20銭

セホウタイセイ
世賓 パンキンスギハヒプクロ

32402 大成寓金 産 業 袋 一之巻～

半 1秩6冊（六之巻〉

三宅氏也来著・自政，洛西兼山序 ） 

享保17序，寛政12刊

京銭屋吉兵衛（寺町二条上ノレ〉， 大坂 日野

屋彦左衛門（北久太郎町心斎橋東〉

※第6冊末に「後編績編之略目録J及び「後編」

予告あり。第6冊のみ表紙改装。第1冊表紙に

「仁コ智術」の小札及び協題策剥落跡あり。

8-59マ 1 そ四百三十四θ 30銭

モロコシヒジノ ウ ミ

32403 唐土秘事の海日・月

半 1軟2冊を合綴1冊

多賀谷環中仙著・自序

大坂和泉屋卯兵衛〈心斎橋北詰〉

※2冊を表紙のまま合綴。第1冊は丁附に従えば

落丁多数。『国書総目録」によれば享漏出。

見返しなどに落書多し。

8-85トl そ四百九十三全弐冊 10銭

イロハデンジユ

32404 以呂波停授 上・下 半 1軟2冊

武陵書林宣揚堂主人序 宝前7長・刊

江戸竹川藤兵衛・大坂屋平三郎

※序に著者不明という。

4-65イ 1 よ百拾弐番全弐冊 20銭

32405 

チンジユツ
k サンゲプクロ

請さんげ袋上・下

半 1軟 2冊を合綴1冊

刊年不明環中仙い三著・自序

京含霊軒（著屋停兵衛〉

※座敷芸を集めた書。絵入り。下巻末に「含霊軒

蔵板目録」あり。落書き移し。

8-85サ 1 そ四百九十壱全弐冊 30銭

メウジユツハタプツセン

32406 妙術博物釜 θ～＠ 半1軟7冊

著者未詳

書捧・刊年不明

※絵入り。「錦嚢寓代賓鑑」「神変仙術錦嚢秘巻」

「秘事指南車」「秘事思案袋」「智恵枕」「鎮火

用心車」の6部を集めた書。 θはいろは引きの

索引の「目録」。＠～＠に通しの丁附を与え原

題策にτ数の従・至を記している。

8-85ミ1 そ四百三十弐全七 50銭

キンナウチジユツゼンシヨ

32407 錦嚢智術全書⑧～＠ 半 1軟 7冊

著者未詳 天明 8刊

大坂吉文字屋市兵衛（心斎橋南四丁目〉

※第1冊は節用集式の索引の「目録」。第2冊は

「百工秘術前篇J, 第3・4冊は「拾玉続智恵

海」（柱書は「続智恵海」），第5冊は「拾玉新

智恵海」（柱書は「新智恵海」〉，第6・7冊は

「増補拾玉智恵海」〈柱書は「智恵海」〉。第2

～7冊に通しの丁附を与え，墨書題策に丁数の

従・至を記している。各冊見返しなどに出版広

告多数。

8-85キ1 そ四百三拾壱 50銭

ワコク
翁1 チエタラベ

32408 i園智恵較上・下 半2冊

環中仙著・自序 享保12刊

京 ひしゃ治兵衛（寺町松原上ル西側北より〉

※絵入り。上冊表紙に大惣番号札以下に何かの番

号を記した札あり。序題「和園智恵角方」。

8-64ワl そ四百九十弐全弐冊 10銭
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－伝授書，算術書ー

ワカンネンヂユウ
和漢 シユジ巳エウ

82409 年中修事秘要 半 1朕 1冊

大江文披〈匡弼〉著・自序，豊臣秀時抜

天明2序・刊

京吉野屋為八〈寺町通五条上ル丁〉

※早稲田大の大惣本目録には「ー名仙術不老伝」

とある。絵入り。

8-86ワ1 そ五百八十弐 15銭

オンヤウジテウホフキ

82410 陰陽師調法記
横（10.8×16.5cm) 11扶1冊

元禄14刊

京書林米川森岡貞久〈四傑上ル弐町目堀川｜〉

※諸種のまじない125種を収めた書。（但し目録に

は132種あり。〉逸名序あり。後補墨書題策には

「績見阻調法記」，別紙に「ー名陰陽師調法記」

と記す。『国書総目録Jは森岡貞久を著者とす

る。絵入り。

8-85イ 1 へ百五拾四番全 5銭

算 術 書

32411 市
叩乾

的
好

材百
仇
一

行
一
元

り天 冊
）
写

2
附

9

半

ο政文西尾喜宣著

写本

※奥書に「文政九年成八月写之勝川仁コ持」とあ

る。図入り。旧蔵者印あり。

6-41テ1 大惣番号札剥落 10銭

シンセンテイセイ
新撰 サシパフケイコヅヱ

32412 訂正 算法奪古園舎半 1即1~
摂府暁鐘成著・図 天保2刊

「浪華耕転堂／玉淵堂／石倉堂合梓」 （見返

し〉， 京吉野屋仁兵衛・伏見屋半三郎・山城

屋佐兵衛，江戸小林新兵衛，丁子屋平兵衛，

名古屋永楽屋東四郎・松屋善兵衛，堺住吉

屋調三郎，大坂檎皮屋友七・河内屋源七郎・

河内屋喜兵衛

※図入り。見返し内題および原題策に「百家通用

直指便蒙」とある。脇題策あるが磨滅。

6-41サ 1 そ四百六十八 10銭

ヒデンサンジヨ

32413 秘停算書

著者未詳

写本

半 1軟 1冊

※図入り。

6-41ヒ2 大惣番号札剥落 10銭

キ タゲンノマフチヤウケンヅハフ

32414 規矩元法町間園法 弐・武・参・三

－ 伍半1朕5冊

著者未詳

写本

※図入り。上記書名は第1冊の題策による。第2

冊題簸は「表停口義」，第3～5冊題策は「別

停口義一（～三〉」。

6---:-41キ1 そ四百七拾五共五冊 25銭

サンノマフトクカウロタ

32415 算法得幸録（前編〉上・下

半1秩2冊

岸通昌著．自序 安よ
「和口川、｜南都岸輿三右衛門通昌蔵版」， 名古屋

風月孫助（本町壱丁目〉， 江戸前川六左衛門

〈日本橋南へ三丁目〉， 大坂和泉屋卯兵衛

〈心斎橋北詰〉， 京菊屋七郎兵衛〈寺町通松

原上ル丁〉・菊屋安兵衛〈寺町通三条上ル丁〉

※図・挿絵入り。

6-41サ 4 そ四百七拾壱全弐冊 10銭

32416 

リタプンヱンキ
ずでt;:'i・ リヤウチテピキグサ

園器量地手引草 半 1冊

津藩村田佐十郎恒光著，土井恰序 嘉永6序・刊

大坂河内屋茂兵衛〈心斎橋博勢町〉・河内屋

喜兵衛（心斎橋北久太郎町〉， 江戸須原屋茂

兵衛〈日本橋通童町目〉・同伊八〈浅草茅町〉

・同佐助〈日本橋通四丁目〉・岡田屋嘉七〈芝

神明前〉・小林屋新兵衛（日本橋通二町目〉・

英屋大助（本石町十軒店〉・山城屋佐兵衛〈日

本橋通二町目〉・山城屋政吉〈南停馬町査町目〉

※図入り。見返しには「皐市堂梓」とある。

8-09リ1 大惣番号不明 5銭

ギヨクセキツウカウ

32417 玉積通考上・中・下 半 1軟 3冊

蘭腕〈伯ー〉著・自序，幡谷良政

寛院長・抜，綿布
名古屋三星屋藤助（本町五丁目〉

※柱書は「玉積考上〈中ー・下〉」。
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6-41キ2 そ四百七拾五全三冊 25銭

一算術書一

セイエウサYパ7

32418 精要算法上・中・下 半 1秩3冊

藤固定資著・自序〈安おう，安嶋直園訂・肢（同〉，

田中一貫夫序〈同〉，林信有序（品7れ 天般もj

京植村藤右衛門〈堀川通高辻上ル町〉， 大坂

浅野菊兵衛〈高麗橋壱丁目〉， 江戸植村善

六（通石町十軒店〉

※巻末に山崎金兵衛（本石町十軒店）の目録あり。

図入り。

6-41セ 1 そ四百六拾五番 25銭

セキリウ
艮呂 ヒカイセイサンJ~フ

32419 i 非改精算~~ 半 1軟 1冊

藍水神谷定令元卿著・自序，安直圏序

天明6自序・序，同7刊

江戸山崎金兵衛（本石町十軒店〉， 大坂河

内屋喜兵衛（心斎橋北久太郎町〉， 京 天王寺

屋市郎兵衛〈寺町通五傍上ル町〉

※朱の書込みあり。

6-41ヒ1 そ四百六十九 5銭

チウサンシナン

32420 箸算指南 半 1冊

千野乾弘著・自序 明和4序・刊

江戸吉文字屋治郎兵衛〈日本橋通三丁目〉，

大坂藤屋弥兵衛（高麗橋査丁目〉・柏屋佐兵

衛〈心斎橋筋〉 ・河内屋茂八〈同〉

※6-41チ 6に同版本あり。序に朱の書込みあり。

6-41ト1 そ四百六拾六寿算 5銭

シフギヨタ
会与 ザンJ~フドウジモン

32421 宝算法童子問首巻・ー～五

半 1秩6冊

村井中漸著・自序，平千里抜

安よお年．天的3政．高744¥u
京天王寺屋市郎兵衛（寺町通五僚橋詰町西側〉

※図・挿絵入り。首巻題策には小さく「日用算口

（破損）」と刷られている。末尾に水玉堂（天王

寺屋）の「暦算書目」 1丁あり。

6-41サ 3 そ四百六拾弐全六 40銭

キウクワサンケイ

32422 九華算経乾・坤

北川孟虎文皮著

写本

※図入り。内題「敷書上〈下〉」。奥書に「此書二

冊
）
写

2
m
m
 

帳
。
化

1

文

大

本為子恭懇望書以授鷲／文化十年美酉冬十一月

文皮〈印〉」とある。

6-41ス1 こ九百八拾五全弐冊 10銭

チハウ
科h シンキソクリヤウノ、7

32423 芳新器測量法上・下大 1秩2冊

五十嵐篤好著，成荏序〈安政 3），逸名氏序〈同），

五十嵐豊生訂・抜（上冊，品部， 高嶋正秋訂・肱

〈同 3），里木義輔肢（同4) 安政4刊

「鳳吟堂戴梓」，金沢八尾屋喜兵衛〈上堤町）

・近岡屋太兵衛〈上安江町〉

※図入り。下冊原題策下部に「六位十分／八線表」

と刷られている。下冊の内容は「八線真数表」

（柱書〉で，つまり三角関数表。巻末に「家翁

著書表目」あり。

8-09シ1 大惣番号札剥落 10銭

チシンサンノマフ

32424 知新算法 大 1冊

北川孟虎著

写本

※図入り。朱の書込み・訂正あり。書写未了。内

題は「知新算法巻」。

6-41チ 1 大惣番号札剥落 10銭

プケサンジユツエウクン

32425 武家算術要訓

著者未詳

写本

※本文誤脱を貼紙によって補訂している。

冊
〉
書

1
側
奥

帳
。
元

1

禄

大

元

6-41フ 1 て百三拾九 10銭

コンジプンJレイジユウ

32426 古今事文類家※参照 大100冊

祝穆・富大用・祝淵編，菊池東均校点・肢，林羅山

政 寛文6刊

京八尾勘兵衛友久

※構成は，前集21冊（目録2冊および60巻〉・後

集20冊（目録2冊および50巻〉 ・績集13冊〈目

録1冊および28巻〉・別集14冊〈目録1冊およ

び32巻〉以上祝穆編，外集8冊〈目録1冊およ

び15巻〉 ・新集15冊〈目録2冊および36巻〉以

上富大用編，遺集9冊（目録1冊および15巻〉

以上祝淵編。内題に「重刻補遺古今事文類緊」

「新編古今事文類緊」とある。

10ー04コ2 大惣番号札剥落 13円
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一書目 ， 書画一

※裏見返しに「延賓七年未／正月求之／下平秀朝」

と書込みあり。書 日

ベンギシヨモクロク

32427 排疑書目録仁・義・礼・智・信

半 1秩 5冊

中村富平著・自序 宝お9年，点。知

京中村孫兵衛（高辻通腐金町〉

※冊次は原題策へ書込まれている。内容は巻之上

(3冊〉，中・下〈各 1冊〉よりなる。

4-49へ1 そ八百四拾八全五 50銭

ニホンシヨジヤクカウ

32428 日本書籍考

向陽林子（林驚峯〉著

荒川宗長

※表紙に「目」（朱）の札あり。蓄事記・古事記

から天正記・太閤記までの簡略な解説をしるす。

戸レ
l
l句

M
H
H
U

π
H）
エ
l

1
間

7

軟
。
文

1
出
向
ん

大

4-49ニ 2 や四百六十弐 20銭

32429 

廃棄

ケイテンダイセツ

経典題説 1冊

1-60ケ 1 20銭

ワノ、ンシヨグヤクカウ

32430 倭板書籍 考上・下

大 1軟 5冊を合警ふF
元禄15刊幸島宗意著

京木村市郎兵衛

※上冊見返しに「巻次」一覧あり，下冊にも「下

巻目次」を書込んでいる。

4-49ワ 1 や四百拾九 1円50銭

シヨジヤタモタロク

32431 書 籍 目録

横（13.2×19.2crn) 1秩 1冊

書癖・刊年不明

※表紙破損。上記書名はl扶に施されたもの。目録

の丁の柱書には「書物目録」とある。朱・墨の

書込みあり。

4-49シ 7 大惣番号不明 20銭

シンJマンゾウホ
新板 シヨジヤクモクロタ

増補書籍目録

横（9.5×19.4crn) 1軟 1冊

刊年不明

京山田市郎兵衛（寺町通二傍上ル町〉

32432 

4-49ソ2 へ百九十六 20銭

書 画

ワカンケンプ

32433 和漢研譜一冊・二冊・三冊

大 1軟 3冊

石希聴、噂父編・自序，栗山柴邦彦序，源元凱序

寛長7＇；／）自序，品すた〈栗山〉 ・刊

京小川多左衛門・林伊兵衛・梅村宗五郎・西

田荘兵衛・鵜鶏想四郎・林喜兵衛

※硯の図嚢。「研林」なる一文とその小引を附す。

奥書右に「績和漢硯譜嗣出」とある。

8-42ワ 1 こ弐百三拾八全三 1円10銭

32434 

所在不明

り
昨
見

勺便
判
定

仰
臨
金

山
げ
今
蹟

加
古
墨 3冊

8-42小別 30銭

一
μ
監一見

心
使

判
定

加
白
壁

叫
蹟

U
U

墨
一一一折ロ

セ
先

明

5

不

純

蹄

s~42小別 25銭

イガンサイカイヒン

32436 恰顔粛介品上・下 半 1軟 2冊

松岡玄達（恕庵〉著・自序，官戸元ら警78) 

元文5序，宝暦8抜・刊

京 野田浦兵衛〈寺町通二傑下ル町〉・野田藤

八（二傍通富小路西江入町〉

※蟹・蝦・亀・貝の博物誌。もと附属図書館にあ

ったときの配架番号は「6-21カ4(119と書込

みあり〉」。序・肢の題と柱書は「介品」。挿絵

あり。

薬学 I6 そ九百六拾八全弐 30銭

セキインシフギ

32437 石印集誼上・下 半2冊

芽州木母馨著，曇斎道人序，宍腎人政

宝暦2序・践，天明7刊

大坂渋川清右衛門〈心斎橋順慶町柏原屋〉

※図入り。第2冊原題策は「石印集義」，序題・
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書

内題は「鍛筆集誼（義〉」 （上冊内題の用字は

「鎮」〉。上冊表紙に「方」「仁コ六十一」の小

札あり。

8-45テ2 そ九百七拾九全弐 30銭

クワンガヒヤクタン

32438 観鷲百語萱～伍
慶津牒知慎著・自序・自肢

享保10序，同11奥書，同19~友

大 l軟 5冊

書捧不明

※書に関する和漢の故事100話をおさめる。『国書

総目録』によれば享保2向。

8-43カ4 や四百三十五 60銭

ベイアンポクダン

3担39 米蓬墨談巻ー～巻三 半 1峡3冊

市河米庵著，佐藤坦序，池桐孫序，門人津徳基・島

親長・尾惟徳校 文ィ，~s92年〈いずれも〉・刊
※8-43へ2に同版本あり（第3冊重複，続編共

7冊〉。各巻内題は「墨談」。

8-42ホ3 よ八拾弐全三 25銭

ショウシウヱンシヨダン

32440 松秀園書談上・中・下大 1秩3冊

雪粛牒侯〈正賢〉著，時賜肢

寛政4識語，同5肢・刊

江戸須原屋善五郎，名護屋永楽屋東四郎

8-43シ8 や四百三十七 30銭

ホンテウメイコウボタホウ

32441 本朝名公墨賓上・中・下

冊
）
政

3
M
2
 

帳
。
保

1

正

大

逸名政あり

写本

※板本からの写本。

8-43ホ3 や四百四拾五全三 30銭

ワカンイン‘Yクシ

32442 日手漢印重量上・中・下 中1軟 3冊

刊年不明

京林久次郎（車屋町通夷川角）

※上巻のみ題策改装。序に落丁あり。『国書総目

録』によれば万治2序の写本・版本がある。

8-44ワ1 大惣番号札剥落 50銭

インセイフセツ

32443 印正附説 大 1冊

明稼陵甘腸旭著，劉光君原校，淡海竺常序

万暦24成．宝暦13序・刊
(12年＝1762)

「宝暦壬午秋浪華木氏兼霞堂蔵版J. 京林伊

画一

兵衛

8-45イ 3 大惣番号札剥落 10銭

インパンヒケツシフ

32444 印判秘決集 大 1軟 1冊

野州佐野大聖密院

享保17成（本文〉，寛保3成（増補）・刊

江戸吉文字屋次良兵衛（日本橋南通三丁目〉

※巻末に「増補印判秘決集」と，吉文字屋市兵衛

の「人家ニ求メ置テ重宝成書ノ目録」を附す。

見返しにも出版広告あり。

8-82イ l や四百弐拾六 10銭

シンセンゾウホ
ヰ5 ワカンシヨグワイ 号シ

32445 議増補和漢書章一覧前・績

横（6.7×16.5cm)2冊

石文山人著，谷壮太郎増輯，南骸野史序（績冊〉

明治14序，同16刊

編輯人東京府平民谷壮太郎（神田直皆川町

五番地〉， 出版人 大阪府平民 高橋平三郎

（神田直今月i小路一丁目三番地寄留〉， 護免人

松田幸助（東京書林〉

※本文巻頭内題，前冊「喜和漢書章一覧J・ 績冊

「義和漢書重一覧」。

8-42小別大惣番号札原欠。 10銭

シンゾウワカンシヨグワシフラン

32446 新増和漢書董集覧

横（7.0×16.3cm) 1冊

天保3序．同6刊古筆了意作・自序

「華木舘蔵」

※原題策と巻頭内題は「新増」を角書とする。序

題は「書画集覧」。協題策に「部類目次」あり。

8-42小別ち千五百五全 10銭

一
μ

瞥
見

w
集

灼
画

一一幸一一目

立
漠

ワ和

明

7

不

必

在

切

所
1冊

15銭

ゾクシンセンワカンシヨグワイチラン

32448 績新撰和漢書画一覧

横（6.6×16.2cm) 1冊

文隆園主人著．南骸野史序

文政4序・凡例，同5刊

「文隆園蔵」， 名古屋 美濃屋市兵衛・藤屋惣

助，関紅屋伊兵衛，岐阜藤屋久兵衛

※原題策は「震書章一覧」。 巻頭内題「義和漢書
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一書画，神道一

章一覧J。
8-42小別ち千五百三全 10銭

ワカンシヨグワカインプ

32449 和漢書童家印譜

横（7.4×16.4cm)1冊

駒村晴耳著・自序 刊年不明

「長生堂蔵」

※原題策「和漢書童印譜」。序題「書画家印譜」。

目次題「和漢名家書画印譜」。巻頭の内題「名

家書董印譜」。目録を記した脇題策あり。

8-42小別ち千五百七全 13銭

神 道

主i; ジンギフクキリヤウ

32450 緩神祇服紀令 半 1映1冊

清原宣賢著

書捧・刊年不明

1-05シ35 大惣番号札剥落 10銭

ワテウモトツグサ

32451 和朝木津草天・地・人半 1軟 3冊

人見英積著・自序，増穂寂仲〈残口〉宅捌

享保13自序・刊

京 岡本半七（五僚橋通東洞院之角〉・ー富市

郎兵衛〈四僚立賓〉， 江戸小川彦九郎（日本

橋二町目〉

※上記書名は見返し内題による。原題策は「安本

津草」。奥書左上に「績本津草追付板行Jとある。

天冊表紙に「天」「口十六番」「全三」の小札あ

り。

1-05モ 1 よ弐百三十八全三 20銭

ウザウムザウ

32452 
有像 ホコラサガシ

無像小社探上・下

似切斎残口著・自序

書津不明

半 11扶2冊を合綴1冊

享保元刊

※2冊を表紙とともに合綴。各冊原題策に「檎入」

とある。第1冊表紙「神」の小札あるが，その

上に「天」の小札を重ねて貼付，別に「神二十」

の小札あり。

1-05ホ1 大惣番号札剥落 15銭

シヨコク
吾芸 ヌケマヰリユメモノガタリ

32453 歯抜参夢物語 半 1秩1冊

是道子題著・自序，無号法手作践，一睡軒肢

明和8序・抜くいずれも〉・刊

京菊屋安兵衛〈寺町通三条上ル町北角〉

※刊年左に『赤烏帽子都気質Jの広告あり。見返

し内題右に「室み高教訓問答」とある。同配架

番号〈別秩〉に30730『援参考安物語返苔』 3冊

あり。巻末に菊屋の「板行目録」あり。

1-05ヌ 1 よ弐百七十五0 10銭

シシヨク
"illt カマハラヒ

324国 語加魔赦天・地・人半1略1fst1fr
十寸穂寂仲著・自序 享保3刊

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋通ー町目〉

※奥書右に書障の広告あり。各冊第1丁に「文鳩

堂」の印あり。天冊見返しに神道書の書名列挙

の書込み，人冊末に天崩8＇！／の持主の書込みあり。

1-05シ9 大惣番号札剥落 30銭

ナカトミノハラへイプキセウ

32455 中臣j被気吹抄上・下・附録全

半 1帳3冊

多田利見著・自股，植松宗南・植松宗清校 (1 39) 

元文4抜

写本

※第 1冊表紙に「天」 「口四十三」の小札あり。

虫損。第3冊附録は享保19長，多国義俊著「創

襖耕」。

1-05ナ 1 よ三百0豆番全三 10銭

ジンガタソ y ギロク

32456 神学存疑録 (17制半1県st*

多国利見著，能勢貞八満治序元文3序，明和3写

写本（兼盤写〉

※版本からの写本で，もとの書障は「底的川勝通

志堂（五条橋通高倉西ェ入所〉， 元文3刊J。三

巻と「附篇故実問答一通」より成る。巻ーのあ

とに，序と引用書目がある。

1-05シ33 大惣番号札剥落 20銭

シンジコジツ

32457 神事故賓 半 1峡 1冊

著者未詳

写本

※題策なく表紙に「神事故賓年成判」と打ちつ

け書。
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一神

1-05シ39 大惣番号不明 10銭

シンケイヅ

32458 神系園

著者未詳

写本

※上記書名は墨書題策および扉〈もとの表紙か〉

によるが，軟に与えられた名は，巻頭の表の名

「熊野新宮十二社隼競」を誤って採用している。

終丁ウラに「紀州新宮／三方社家／社家一薦」

半 1軟 1冊

文化8写

の記事および旧蔵者印あり。

1-04グ 1 よ三百七番 10銭

イセダイジングウシンイ キ

32459 伊勢大神宮神異記乾・坤（上・下）

大 1朕 2冊

度曾延佳著 寛文6奥書・刊

「伊勢度曾郡沼木郷一志杉本正永板行／野田弥

兵衛板行」

1-04イ 1 や七百八十二全二 15銭

冊
）
写

1
m
8
 

帳
。
同

大
）
成

市

3
hu
保

的

抄

享

付訣タロイ
意州大

灼
道

ン由，
シ
＋
小
』

M
唯32460 

著者未詳

写本

※題策「唯一神道口訣抄全」。表紙に「天j の小

札あり。

1-05ユ 2 や八百七十壱 10銭

ユイイツシンタウヒキユミメイゲンノ クデン

32461 唯一神道引弓鳴弦之口停

大他 1冊と合 1朕 1冊

著者未詳

写本

※表紙右上スミに「天」の小札あり。 32519と同

軟。

1-05ユ 5 や八百七十二 10銭

シンタウガクソク

32462 神道撃則

萎倉精舎文雄著，河北経義政

大 1帳 1冊

享保18肢

京谷口七老兵衛〈松原通悲屋町西江入町〉

※表紙に「天」の小札あり。書込みはなはだし。

1-05シ45 や八百廿五 8銭

サンサイショジンホンギ

32463 弐才諸神本紀上・下 大 l秩2冊

寺島良安著・自序 享保8序，同14刊

「婿州大坂杏林堂蔵板j, 大坂 河内屋茂兵衛

〈心斎橋筋〉

道

※後補墨書題簸には「通俗三才諸神本紀」とある。

丁附を見ると上冊がもとは2冊，下冊がもとは

3冊であったらしい。柱書「諸神本紀」。

1-05ツ 1 や七百三拾七全二 40銭

カイコクシントカウ

32464 開園神都考乾・坤（巻之ー・巻之二）

半1軟 2冊

度曾正身口授，膜井正英・川寄正世・宇野賓兄筆受

写本（二宮守恒写〉

※「勢州山田御文庫役人因有テ」云々との書写者

識語あり。「弐宮蔵書」の朱印あり。

1-05カ 1 大惣番号札剥落 50銭

ホンメイゲンシン
本命 ホクトシチセイジンフデン

32465 元辰 北斗七星神符停
半 1軟 1冊

江匡弼文披著・自序 安ぷ5年・刊

京 梅村宗五郎（御幸町通｛弗光寺上ノレ町〉

※絵入り。刊記前に出版広告あり。

8-82ホ3 よ三百五十四全壱冊θ 10銭

シユゲンインダウシフ

32466 修験引導集

著者未詳

京中野六右衛門

※内題「山伏道葬送行列次第」。表紙右上に「口

弐十弐J（墨〉・「仏」〈朱）の小札あり。刊記，

中野六右衛門の横に別刷りで「六角通御幸町西

江入町／本屋岡権兵衛」とある。

1-26ヤ 2 大惣番号札剥落 5銭

半 1冊

刊年不明

ゴガタシンケイヅデン

32467 五岳真形園停 半 1冊

大江匡弼著・自序，杜方照序 安永4自序・刊

江戸山崎金兵衛（通石町十軒店〉， 大坂荒

木佐兵衛〈北久宝寺町〉， 京梅村市兵衛〈寺

町通松原下Jレ町）

※表紙に「神百三十弐」の小札。逸名肱あり。内

題「道蔵経五議真形図停」。神仙思想。絵入り。

8-86コ1 よ三百六十五全壱冊 15銭

ジンタウカンエウシフ

32468 神道肝要集上・中・下大 1軟3冊

著者未詳

書捧・刊年不明

※第 1冊のはじめ 3丁に「高額私文集」が混入。

上冊表紙に「天」「口十二」の小札あり。

1-05シ13 や七百五十七全三 30銭
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一神

シンコタケツギヘン

32469 神園決疑編上・中・下大1秩3冊

龍瀬近著・自肢，（mff運母島）英中玄賢序 J£1 91) 

延宝元政．同 5序 0自主日〉， 元禄4刊

古藤七郎兵衛

※上冊表紙に「天」「O九十一」の小札あり。

1-05シ10 や七百六十六全三 20銭

シンパン
調千 ダイコクテンレイゲンキ

32470 最大黒天霊験記上・中・下

半3冊

八十八歳老翁（空無〉著・自序 享保2序，同 3刊

江戸浅倉文兵衛（浅草観音前広小路〉

※内題「大黒福徳霊験記」。

1-26タ 1 よ三百四十四全三冊 30銭

シンタウミヤウモクルイジユセウ

32471 神道名目類家抄ー～六

大 1軟 6冊

城西野殿某著・自序 元禄12序，正徳4刊

京伏見屋藤右衛門，大坂伏見屋藤次郎

※第 1冊表紙に「O九十四」「天」の小札あり。

内題には「紗」字も用いる。図入り。第3冊末

に別刷りで「己上重師中山市左衛門喜次園」と

ある。

1-04シ 5 や七百十七番全六冊 50銭

吋
巻ダ手

ヲ
ザ
宇
著堅

2
太

U
利

也

浅

大他 1冊と合 1軟 1冊

貞享2刊

平野屋佐兵衛

※表紙に「天」「口六十八」の小札あり。

1-05オ 1 や八百弐十番 10銭

イナ7
議活ミタマノタネ

32473 主美田聞の種大他2冊と合 1軟 1冊

玉田永教著，一隻斎至峰貞亮序 寛政9年
書捧不明

※絵入り。序題・柱題「みたまのたね」。裏見返

しに「秀穂舎玉田氏蔵書目録」 8部を録す。旧

蔵者印あり。、表紙に「天」「仁コ百二十五」の小

札あり。

1-05ミー4 や八百十番 15銭

ヤマトヒメノミコトノセイキ

32474 倭 姫命世記 大 1軟 l冊

称宣五目麻自著（「神護景雲二年」〉， 度舎主雑明写

（大治4），度曾神主章尚写〈丁処歳5年〉， ト部朝

臣写（応ぷ2~）. （逸名「奉写之」奥書，元部う，

道一

藤原信景写〈元禄s), 熱田神宮祢宜若山安道写

（同12)

写本

※若山安道奥書のあとに「本字ハ藤原信景之於写

也／点者／門人／大原氏武直之於写也」とある。

1-04ヤ1 や八百七十番 5銭

シヤウトタタイシジフシチケン，マフチユウ

32475 聖徳太子十七憲法註 大 1冊

「濃州大慈山小松輝寺比丘潮音註」・自序

寛文10序・刊

江戸戸嶋惣兵衛（室町三丁目〉

※上記書名は墨書題策による。本文内題「聖徳太

子十七憲法J，、末尾内題「十七憲法註」， 序題

「太子憲法」。表紙に「律」（朱〉， 「口千十一

番」・「柳」（墨〉の小札あり。

1-26シ24 や千壱番 10銭

シンタウデンジユヒシヨ

32476 紳道停授秘書 大 1帳 1冊

林道春著，源勝長写宝ぷ72与．品7）「目録」奥書

写本

※表紙に「天」の小札あり。宝永4の東氏の奥書

あり。

1-05シ49 や八百七十六 20銭

下上
ドロ
u

s

－－＝ロ
村
陽カ河り幡

ザ八

著

7
堂

U

松

沼

雲

冊
〉
刊

2
m
4
 

軟
は
保

1

享

大

京田中庄兵衛（寺町五条上ル丁〉， 大坂中

林徳兵衛〈道修町真斎橋筋〉

※上冊表紙右上スミに「仁コ四十四」の小札あり。

絵入り，一部筆彩。「上」本文にさきだっ官頭

9丁に絵図と「老僧随開筆記」などあり。

1-04ハ1 や七百八十一全二 30銭

ナカトミノハラヘゲンカイ

32478 中臣抜諺解乾・坤 大 1軟 2冊

楊雪巷山本豊安著・自序・自朕元様3肢，同4刊

京田中庄兵衛

※表紙に小札あり，「神」と書いたものか。

1-05ナ10 や七百九十一全二 15銭

ロタコンシヤウジヤウオホハラヘシフセツ

32479 六根清浄大毅集説上・下

大 1朕2冊

延宝8刊匹回以正著・自序

京永田長兵衛

※序は「寛文上章閤茂捧始生日」の成立。下冊裏
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一神 道一

見返しに「古本責買／尾州名古屋本町七丁目／

大野屋嘉兵衛」の札あり。

1-05ロ1 や七百八十九全二 15銭

ゴチンザシダイ キカウギシフセツ

32480 御鎮座次第記講義集説大1軟 1冊

安井五山子述 寛治2民書
写本

※服部八大夫の奥書あり。内題「御鎮座次第紀講

義集説」， 背書きに「御鎮座次第講義集説」，

小口に「御鎮座次第紀秘記」とある。表紙に

「天」「口七十」の小札あり。

1-04コ1 や八百七十七 20銭

カイマイセウ シンタウヒシヨ

32481 開昧抄・神道秘書

半 11扶2冊を合綴1冊

寛延元写〈開昧抄〉吉川惟足著

写本〈野間氏某写〉

※鏡味弥兵衛による元禄pの書写奥書と藤原房智

による享保20の書写奥書がある。上記著者名は

『国書総目録』による。

〈神道秘書〉 元禄6写

写本

1-05カ2 大惣番号札剥落 15銭

クワンケズイオウデン

32482昔家瑞臆停元・亨・利・貞半 1軟4冊

著者未詳 文化8与
写本〈沙門万秀写）

※上記書名及び冊次は各冊題簸などによる。「元」

冊内題は「菅家瑞磨、録巻之上」。各冊末に「沙

門万秀書」「上野山利生院沙門万秀持所／書之」

などとあるが，いずれも墨で塗沫。

5-62カ 5 大惣番号札剥落 20銭

シンタウタイイセウ

32483 神道大意抄

藤原足彦著

写本

※大野屋の半紙を使用。最後丁に「神道長上卜部

二位兼敬卿讃大意抄和歌」と， 「姉小路前中将

噺翁」の和歌を載せている（享保 5）。

半 1軟 1冊

享保2成

1-05シ47 大惣番号札剥落 10銭

h
T
答

ン
回
目
H
V

毛

Rμ
当
幽

わ一ニプ
併

内
儒

w
神

詳

本

mm

株

写

辺
明
者

冊

書
1
）
奥

秩
加
元

l
Q保

半

寛

1-05サ 1 大惣番号札剥落 5銭

ナカドミノ、ラヒセウ

32485 中臣稜抄 半 1秩 1冊

榎並光成著，仁木枯之進将恒肱

寛文11成，延宝3肢，同 5刊

江戸林左兵衛（新雨替町）

※表紙に「天」の小札あり。書名の読み方は本文

の振仮名によった。

1-05ナ12 大惣番号札原欠か 10銭

シンタウイチマイキシヤウ・ ワタラヘノハシ・

32486 ①神道一枚起請・②度舎の橋・

サンゴクコンザツベンワクヅシキコウヘン

③三園混雑弁惑園式後編

半 1軟 3冊を合綴 1冊

ヱー童同
）
奥

ω
6
 

0
和明

）
序

仁
川

nu

刷

H
q
G

U
保享

序自著
μ
割
引薦洗路大岸①

 

京西村平八

②伴部安崇（八重垣翁〉著

江戸西村又右衛門（本町三丁目）

(1737) 

元文2刊

※絵入り。合冊の墨書題集の書名は「神道渡舎の

橋」。

③久野郵政著・自序 安永 9刊

伊勢山田藤原長兵衛・文塞屋庄左衛門

※合冊の墨書題策の書名は「三園耕惑図説」。絵

入り。一箇所頭註があるが，上部切断されてい

る。

1-05シ44 大惣番号札剥落 10銭

ナカトミノハラへカウギ

32487 中臣核講義

講義者未詳

半 1軟 1冊

享保20写

写本
（抹消）

※奥書に「藤原天足彦門葉／仁コ（在原尽彦謹記

之〉固」とある。朱書をまじえる。

1-05ナ11 よ三百廿三番 20銭

イナリダ’イミヤウジン
稲荷 ゴリシヤウキ

32488 大明神 御利生記 半 1秩 1冊

憧粛原田高慧（又は高局1素〉 (1805) 

寛政2「附録J成，文化2刊

京河南儀兵衛（三条寺町西入ル丁〉

※巻頭内題は「稲荷大明神神験思頼記〉」。絵入り。

1-04イ4 よ弐百七十八全壱 10銭

シチフクジンデンキ

32489 七福神停記 半 1秩 1冊

増穂寂仲著・自序・自政 元支727怠品す長
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道

／全」と書込み。表紙に「天」「口六十七」の

小札あり。

一神

書癖不明

※刊記なし。絵入り。表紙に「天」の小札あり。

1-05シ 2 よ弐百七拾四全壱 15銭 15銭

上・下

大 1I険2冊を合綴1冊

菅原僧都信国著・自序，源春海序）

元禄9自序，

京野田弥兵衛（寺町二条下ノレ〉，

太兵衛（石町拾軒店〉

※表紙に「天」「神五十五」の小札あり。

1-05ナ14 や八百七番

同12序・刊

江戸野田

や八百六番1-04ョ2

中臣 j放嚢櫛32495 
タ’ジヤウケイミンカッカウヒロク

32490 太上恵民甲庚秘篠 半 1軟 1冊

江匡弼著・自序，閥富翁抜 安永 6序，同7刊

江戸山崎金兵衛〈通石町十軒店）， 大坂吉

文字屋市兵衛〈心斎橋南四町目〉，・京 近江屋

市兵衛（堀川通四傍下Jレ町〉・銭屋庄兵衛（堀

川通綾小路下ノレ町〉

※序題「甲庚秘銭」。

8-86コ3 15銭

大 1峡 1冊

明和6序

サンカウアツタダイジンエンギ

32496 参考熱田大神縁起

伊藤信民著・自序，秦鼎校

名古屋永楽屋東四郎〈玉屋町〉

※永楽屋の「製本目録」を附す。

1-04サ l や八百三十壱

20銭

大 l軟 6冊

刊年不明

ホンテウジンジヤカウ

32491 本朝神社考

羅浮子道春著・自序

京上村次郎右衛門〈二傍通玉屋町〉

※上（ー・二〉中（三・四〉下（五・六〉の全3

巻。各冊に目録を付す。中巻（第3冊〉にも自

序あり。

1-04ホ1

よ三百五拾九番

」．

－＂－＇／、

10銭

冊
）
写

1
脱

5

軟
は
禄

1

元

大

シヨシンコンゲンセウ

32497 諸神根元抄

著者未詳

写本

※表紙に「天」「神六十九」の小札あり。

1-04シ 1 や八百六十壱

ハチマンタ1ウホンギ

八幡宮本紀

．四～六・附録

貝原好古著， 安枕嵩主人序〈元禄4), 

原篤信序（同8）：松下見林政〈同4)
大坂毛利田正太郎

※序・肢は「附録」冊におさめられ．更に好古の

「八幡宮本紀題J（元禄2）なる一文，および

逸名政（書捧か〉あり。

1-04ハ 3 よ弐百0壱全八

60銭

一・二・三之上・三之下

半 1峡 8冊

筑州損軒貝

元禄10刊

や七百十六番全六冊

32492 

50銭

冊
）
刊

1
ω
2
 

帳
。
保

l

正

大

目録・

ジンジヤカウ

32498 神社考

林道春著・自政

京 田原仁左衛門〈二候通鶴屋町〉

※表紙に「天」「神五十一」の小札あり。

政・本文の内題は「神社考詳節」。

1-04シ 2 や八百十四番 20銭
75銭

コアサ 7 ジヤサタブミ

小朝熊社沙汰文

荒本田盛澄校

写本

※表紙に「天」「神百三十六」の小札あり。朱に

よる書込みあり。『国書総目録』には「小朝熊

社神鏡沙汰文」として載る。

1-04オ 1 や八百七十九

1軟 1冊

享保2写

ーノ’
但

書

庁
J

）
奥

印
刷
一
克

×
U
安

五

慶

nu 。，u
〆t
、、

長縦

32499 
冊
）
刊

4
m
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軟

ω宝
1
延

大

レイガワホンギ

32493 麓綱本紀

潮音等著

江戸戸島惣兵衛〈室町三丁目〉

※本書は「先代蓄事本紀」の巻五十七一六十に該

当する。

1ー03セ 2

一～四

シユシヨカイセイ
首書 ヤウフクキ

改正 陽復記乾・坤

縦長（28.0 × 19.2叫 1 常品冊を合警1fo~
度曾延佳著，山本康足政 寛文11肢，宝永7刊

伊勢山田文蓋屋次郎兵衛・藤原長兵衛

※内題に角書なし。原題策は乾冊のもので、「坤

25銭や九百五拾四全四

20銭

上・下

大 1軟 2冊

元禄3序，同4刊

ロクコンシヤウジヤウノぜラヘフウエフセウ

六根清浄 j放風葉抄

真野時綱著・自序

-134-

32500 
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一神 道一

京永田調兵衛（錦小路新町西へ入町〉， 名古

屋木村五良兵衛（本町両替町角〉

※頭部に書込みあり。各冊表紙に「生」と書込み

あり。

1-05ロ3 や七百八十八全二 15銭

アソグウセイアモンダフ

32501 阿蘇宮井蛙問答上・下大 11扶2冊

阿蘇宮神主従五位上宮内藷著・自序 延宝4年・刊

京 丁子屋三郎兵衛（京極通四傍上ル大文字町〉

※上下冊とも墨書題策に角書「神道」とある。

1-05ア 1 や七百八十七全二 15銭

ムミノセツ

32502 夢寂説 大他 1冊と合 1軟1冊

跡部光海著，伴部安崇抜 享保8抜・同 9刊

江戸杉浦三郎兵衛（日本橋南ー町目〉

1-05ム 1 や八百十八番 10銭

ジンダイヅカイ

32503 神代園解 大 1峡 1冊

真野時綱著・自序 元禄3序，同4刊

京永田調兵衛（錦小路新町西へ入町〉，名古屋

木村五郎兵衛〈本町両替町角〉

※度曾延佳著・自序（明暦2）「神代之園」の解

を記したもの。同序には「度舎延良」とある。

「度曾延佳」は時綱の自序による。表紙に「天」

「神七十一」の小札あり。

1-05シ43 や八百廿六 10銭

シ
士
山

け
社タ大

詳

4

未

印

者

包

著
冊
）
写

1
m
3
 

帳
。
保

1

寛

大

写本

※出雲大社に関する雑録。元文2ら谷垣守の奥書

のあと，寛保3の「五十鈴国祝穂野萱生由奮

蔵」とある。表紙に「口百四十九」の小札あり。

1-04オ 3 や八百六十六 30銭

的
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紗…
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叫シ
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5

清

印

本
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松

大 1軟 1冊

書捧・刊年不明

※著者名は『国書総目録』による。初刊は慶説。；

表紙に「天」「百弐十七番」の小札あり。後補

墨書題策の用字「抄J。

1-05サ 2 や八百十三番 10銭

シシトチヤウレイキ

32506 神都長嶺記 半 1軟 1冊

秦定賢著 寛政4成，同8与
写本

※表紙に「神」の小札の上から「天」の小札が貼

られている。本文と同筆と思われる頭書書入れ

に「今寛政八年」と繰り返し書かれている。

1-04シ4 大惣番号札原欠か 8銭

シンタウタイイキキガキ

32507・ 神道大意聞書

吉川惟足述，不破雌益記

写本

※表紙に「神三十八」の小札あり。見返しに「元

神高起 ト部兼直撰」と貼札あり。講義は寛文

九己酉年十一月十九日，下総国葛西ノ本圧菅谷

八郎兵衛亭にて行われた。朱引きあり。

1-05シ46 大惣番号札剥落 8銭

半 1峡 1冊

寛文9長

忽
A
ロ

ン
日
吋
噌

モ
日
ド

セ
侍

ヒ
秘
肢

パパ明

E

W

神
著良

ω
誕

R
u
d
E
 

mω

度

半 1朕 1冊

万治3肢

写本

※大野屋の半紙を使用。『国書総目録』によると

別名「神宮秘伝問答」。

1-05シ37 大惣番号札剥落 5銭

ジンダイモンダフ

32509 神代問答 大 1帳 1冊

著者未詳

写本

※見返しに「普泊院日地」とあり。末尾に享保お

の記事あり。

1-04シ3 や八百六十弐 10銭

ジンタウタイガイトタシンノキ

32510 神道大概得心紀

著者未詳

写本

※頭注あり。表紙に「天」「神七十三」の小札あ

冊
）
成

1
m
2
 

帳
。
保

1
享

大

り。

1-05シ48 や八百六十四 10銭

クジゲンギパツスイ

32511 奮事玄義抜率

特大（29.0×21.lcm) 1軟 1冊

友部安崇著・自序 宝お9年

写本

※内題「蕎事本紀玄義抜率」。

1-03ク1 や八百八十番 20銭
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道神

政海光部

門
川
州
跡

…
一
恵
広

純
一
風
自

れ
神
著義

2
忠

5

松

沼

新

冊
）
抜

朕
Q
序

4
i
Q
U
 

大

保享

江戸小川彦九郎〈日本橋南二丁目〉

※墨書題策には角書「乾坤」あり。上・下2巻よ

り成る。見返しに「中山氏」と書込みあり。

1-05カ3 大惣番号札剥落 15銭

ベンポクセウ

32513 緋ト抄
出口〈度会〉延経著

写本

※表紙に「口四十一番」の小札あり。奥書に「本

云」として，紀音害松軒雲郷が享保2に，益弘

本をもって書写した由，記されている。

1ー05へ1 や八百七十三 20銭

大 11険1冊

シンガタタイギ

32514 神準大義 大 1帳 1冊

春華棲尊理著，多国義俊序，知鴻冥鵠抜

寛保元序・刊

京銭屋儀兵衛〈堀川高辻上ル町〉

※表紙に「天」「神六十五」の小札あり。内題・

柱書「神学太義」。

1-05シ34 や八百廿三 8銭

> - - ...... ーリーム『~·『 L いミョ，、：；メセウ

32515 ~陳／福間／御嘆御代始紗
大他 1冊と合 11険1冊

一条兼良著，大外記奥書

文明10・寛正2奥書，宝永8刊

京今井七郎兵衛（京極松原），伊勢山田藤原

長兵衛〈一志〉

※原題簸中に「御即位／大嘗舎」とある。表紙に

「口五十」「天」の小札あり。ただし「天」は

「有」（有職の意か〉に訂正。神道書の目録あ

るが，「在所取次」の書捧は上記のうちの藤原

と「京寺町松原下Jレ菊屋喜兵衛」。虫損甚し。

同版本（ 5-17ミ1）と同l扶。 『国書総目録』

によれば本来の書名は「代始和抄J。

5-17ミ2 や千五番 5銭

ヱイリ
お金シンコクイシウスウタ

32516 丈神歯石臼歌 大 1軟 1冊

藤原蕎富著，天埜承宅底；松宅薬事故，（三野撲政，

香寛利図 宝暦元成，同 9序，同10抜（三部）

名古屋菱屋久兵衛（本町九丁目〉

※112首より成る。一首は七・七・七・五の音律

を有す。絵入り。朱でカナ遣いの誤りを所々訂

正している。表紙に「天」 「神六十一」の小札

あり。

1-05シ38 や八百廿四 15銭

トユケグウギシキチヤウ

32517 止由気宮儀式帳 大 1軟 1冊

度会五月麻巴等著 延長話k，寛ぷ官民書

写本

※宮写兎毛砂田写。奥書の書名「雨宮儀式帳」。

表紙に「天」「神百三十五」の小札あり。

1-04ト1 大惣番号札剥落 30銭

ピシウ
臣ツシマサイキ

32518 ffl津島祭記

真野時縄著，松陰亭主人序

永田調兵衛・木村六右衛門

※内題「尾州津l嶋天王祭記」。表紙に「天J「口五

大 1秩 1冊

正徳元序，同2刊

十八番」の小札あり。

1-04ヒ1 や八百十九番 15銭

ユイイツシンタウミヤウポフエウシフ

32519 唯一神道名法要集

大他 1冊と合 1軟 1冊

卜部兼倶著 明暦元刊

京林和泉操〈今出川）

※著者は『国書総目録』による。表紙に「天」の

小札あり。原体裁は2冊か。 32461と同l扶。

1-05ユ4 や八百四番全一 15銭

32520 

ゲンシンノぜンキ クケツセウ

元紳寓起口訣紗上・下

大他 1冊と合 1軟 2冊

享保3成吉菅夫重弘著

写本

※奥書「享保三戊成孟冬廿五日帥藁畢／吉菅夫重

弘」とある。上冊表紙に「天」の小札あり。下

冊表紙に「や八百」と書きかけた大惣番号札あ

り。内題下に「或名兼直大意」とある。 1-05

ケ 1「元浄秘惇」と同帳。

1-05ケ 2 や八百六十三全二 25銭

り訣
吋
要
味

付
道

E

W

神

著
人

1

散

防

曲

企

同

沼

尚

冊
）
肢

l
m元

帳
ω宝

1

延

大

書捧不明

※表紙に「天」「神五十六jの小札あり。

1-05シ50 や八百廿壱 8銭
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一神道，易・方位・天文一

吉田靭慎編・自序・自肢

書捧不明

シンタウサウサイシキジツ

32522 神道葬祭式賓
藤原千何哉奥書

写本（中雅長写〉

※書写奥書には「右一巻従俵天足翁借之授与之寓

畢」とある。表紙に「中七十二」の札あり。内

題「神道葬種」。

冊
）
写

1
叩

2

軟
hu
延

1
寛

半

書
〉
奥

日
叩

8
u禄一克

1-05シ14 大惣番号札剥落 5銭

シンタウカイ

32523 神道解 半 1冊

写本

※表紙，題策剥落跡に書名が打ちつけ書きされ，

その下に「静湾先生」とある。『国書総目録』

によると，斎宮必簡著，文化5序で同8に刊行

されている。

1-69シ47 大惣番号札剥落 20銭

ジンゾタガフロン

32524 真俗合論 半 1軟

杜多法上著・自政，龍口隠士序

文政 8序・政，同lO~J
松阪無礎光社蔵板

※仏教の側から神道を論じた書。

1-26シ34 そ千七拾弐全 8銭

ゾウエキベンポタセウゾタカイ

32525 増益鉾ト紗俗解上・下半 1軟2冊

吉見左京太夫源幸和述

元文4序・成，寛延2「追下」

写本

※序に卜部家吉田神道の虚妄を正親町従一位公通

卿の教えと，文献によって考証するという。筆
ユキタカ

者「尾州正四位下行左京太夫源朝臣吉見幸和」，

号「風水山人」という。虫損甚し。

1-05ソ 1 大惣番号札剥落 20銭

タンゲンセウ

32526 探玄抄（ー）・二～十三 半2秩13冊

著者未詳

写本

※大惣番号札は「神代巻かうしゃく」なる札とと

もに第13冊の表紙にある。日本書紀神代巻の注

釈書。虫損甚し。

1ー03タ2 よ三百番全拾三 50銭

ユイイツ
日伴 ジンタウゾクゲ

32527 二神道俗解ー～五・六附録

半 1軟 6冊

貞享2政・同3序

1-05ュ1 大惣番号札剥落 30銭

キメンノレイケン
鬼面 ミプノシヤテンデン

32528 霊験 壬生謝天停査～五

半 1軟5冊

菊丘臥山人江文披著・自序 天明7序・刊

京吉野屋勘兵衛（柳馬場六角下ル町〉・野村

屋伊兵衛〈高倉｛弗光寺上／レ町〉， 大坂 塩屋喜

助（心斎橋筋久宝寺町〉

※読本。絵入り。『つれつれ昨か川』など 3書の

広告あり。「永東」の蔵書印あり。

4-41サ71 大惣番号札剥落 30銭

易・方位・天文

カウウンシシヤウ

32529 考運指掌巻ー～巻六 半 1朕6冊

「早川氏」著，縫梅巷丹水子序 元禄4序・刊

江戸西村理右衛門（大停馬町三町目〉， 京

武田治右衛門（五条通，烏丸東へ入ル町）

※図入り。大惣番号はもと「よ八百0弐番全六」

を改めている。各冊脇題策に目録あり。

8-82コ3 よ千四番全六 1円25銭

ハツケホウライセウ

32530 八卦蓬莱紗 半 1軟1冊

非雨亭斧麿著・自序 宝永 6序

大坂浅野禰兵衛〈高麗橋査町目〉

※巻ー～巻五および「八卦下」から成る。図・

絵入り。巻末に「星文堂蔵板目録」あり。

8-84ノ、 3 よ千四拾壱 30銭

ワカンレキゲンカウ

32531 和漢暦原考 大 1帳 1冊

下毛石井光致（磯岳亭主人〉著・自序，理希巽校

文政12序，同13刊

江戸須原屋茂兵衛

※図入り。 6ー04ワ2に同版本あり。

6-04ワ1 け八拾六番全 10銭

ポシネンハウヰキツキヨウ
戊子／方位 スウヒキヤウ

32532 年／吉凶趨避鏡 大 1軟 1冊

渡遠赤松〈之道）著・自序，馬舎通政，神谷輔明校
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－易・方位・天文一

関 文政9序・抜 京田原仁左衛門（二燦通鶴屋町〉

名古屋東壁堂，「張南石潰含章亭蔵版」 ※図入り。墨の書込み多し。各巻内題は「トll元

※図入り。原題策は「字趨避鏡全」。朱・墨の二 亀紗」。

色刷り。 8-81ホ 2 け弐拾壱番 70銭

8-82ス2 げ八拾七番 15銭

シンエキセウ

32533 心易抄 半 1朕 1冊

〈宋〉部康節著，劉刻序，逸名序あり，註者未詳

書捧・刊年不明

※図表入り。上記書名は柱書・墨書題策による。

劉刻の序題は「心易梅花歎」。「梅花益停」「尾

州名古屋／橘町住／都築重春」と書込みあり。

8-81ノ、 2 け七拾弐番全， 25銭

ハウカンヒデンシヨ

32534 方監秘停書上・中・下

大 11扶3冊

松浦純逸〈琴鶴〉著・自序，松浦逸成・松浦宅~~pc
天保10序

「観溝関蔵」

※「方襲類要附録」「方監秘停書〈上・中・下〉」

より成る。後者は図のみ。下巻末尾に「此書為

施門人／不許賓買者也」の印あり。各冊題策右

に上「上元甲子年ョリ突酉年迫」，中「甲子正

月ョリ戊辰十二月迫」， 下「己巳正月ヨリ突酉

十二月迫」と墨書の小札あり。大惣印なし。図

に墨・朱の書込み多し。

8-82ホ7 大惣番号不明 60銭

ハウカンヒケツシフセイ

32悶方塞秘訣集成 (1817）大 1常ムF
吉田元祐著・自序 文化14序，文政6刊

江戸須原屋茂兵衛，大坂敦賀屋九兵衛・河

内屋八兵衛・藤屋調兵衛・藤屋善七

※図表入り。一部墨朱の二色刷り。

8-82ホ 6 け九拾三番全壱冊 15銭

シチジフニコウ

32536 七十二候 上・中・下・七十二候抄

（一～四）

久佐道允著・白抜

書捧不明

※絵入り。

冊
）
肢

4
脳

4

軟

α文
1

寛

大

6-04シ2 大惣番号札剥落 50銭

四
キ
亀

作一五
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M
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未
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認

著

冊
）
刊

4
附

6

朕
。
文

1

寛

大

カイセイゾウホ
改正 ガウトウチヤウレキ

32538 増補麓頭長暦 大 1映 1冊

小泉松卓著・自序

貞享5序・原刻，寛延3重彫，文化13補刻・刊

京勝村治右衛門，大阪秋田屋太右衛門・塩

屋喜助・奈良屋長兵衛

※図入り。原題策は「増補頭書長暦」。柱書は

「首書長暦」。

6-04ソ 1 け八拾弐番 50銭

カンキヤタ
自責 ニンサウヒツワ

32539 蓉人相筆話 大 1秩 1冊

新山退甫道人著，弟千之・門人内藤無角校，岡白駒

序〈明記銘， 南海陶山序〈宝岸部， 芥換宅芝F
〈明和元〉 明和元刊

「天橋窟蔵板」， 京梅村三郎兵衛〈寺町通松

原下ノレ〉， 江戸須原屋茂兵衛〈日本橋通一丁

目〉

※絵入り。原題策「人相筆話」。序題に「韓客神

相編J。
8-83ニ3 大惣番号札剥落 15銭

ギ
義

制

精

ゆ

け

れ一験

E

u
h

経

著白
号

・惇

R

O
琴

引
批
浦

辺

松

大 1映 1冊

天保13序

「浪華松浦観溝閣戴板J

※内題・墨書題策は角書「方皇室／家相」を附す。

「松浦琴鶴著述書目録」あり。

8-82ケ 1 け九拾壱番 20銭

J、ウカンクケツシヨ

32541 方翠口訣書 大 1峡 1冊

松浦琴鶴著，松浦逸成・松浦逸順校 刊年不明

「浪華松浦観濡関蔵板」

※図表入り。末尾に「松浦琴鶴著述目録」あり。

8-82ホ4 け八拾八番 20銭

サンサイハツピセウヨウ

32542 三才設秘紗要上・下 大 2冊

苦村元長著・附言，藤時憲序，石川俊明政

文1~825知言，員す年・抜・刊
京野田藤八郎（二｛傑通富小路西入町〉・西尾

六兵衛〈富小路竹屋町下町〉・教来寺調兵衛
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－易・方位・天文一

（同町〉

※上冊見返しに「中華家相之書を園字解にして八

宅八門口卦之法を以て本朝之家相に引合し用ひ

安くさとして初学之構梯となすべきの書也」と

書込みあり。

8-84サ 1 け五拾五全弐 30銭

キツノ守ウセフラン
τ年寸亨 ハウソクシエウ

32543 義勇方則指要 大 1冊

黒田昌輯，田宮悠述，宇仁館信富訂正・政，石津亮

澄序 文化13刊

大阪敦賀屋九兵衛〈心斎橋通南二丁目〉・河

内屋八兵衛（心斎橋通南久宝寺町〉・藤屋璃兵

衛〈高麗橋萱丁目）・藤屋善七（同町〉

※図表入り。巻末に四徳書堂蔵板？象額目録あり。

8-82ホ9 け九拾番 15銭

シウエキメイゴキヤウ

32544 周易命期経 大 1軟 1冊

承応4写

写本

※奥書に「承臆乙未番陽駕求閑人正因秀関／誌

愁楽軒代安窓〈印〉」とある。表紙改装。

10了表に「周易命期経嬰私抄駕求閑人抜集」

とある。

8-84シ 1 大惣番号不明 15銭

テンケイワクモン

32545 天経 或問 乾・坤 大 1朕2冊

瀞子六著，芭山張自烈爾公序，董中人余車種膚序，桐

域方以智密序，康昌掲喧子宣序，三山巌宗望志駁序，

牧仲父政 成立・書写年不明

図15丁分整板刷，他は写本

※乾冊表紙「天文」の小札あり。朱・墨の書込み

あり。

6-04テ4 け五拾八全弐 30銭

ホキナイデンセウ

32546 重箪内侍紗 上・中・下 大3冊

著者未詳 覚永 6刊

京菊屋勝太夫〈三僚寺町本能寺内〉

※上記書名は後補墨書題策による。柱書と，中－

下冊末内題は「箪箪抄」，上冊末内題は「箪箪

内侍抄」。

8-82ホ 2 け四拾番全三冊 60銭

亨一克
ギ
儀同暦ジ時内授

九九改正

カ

ヴ
4日q

G
 

q
u
 

カイセイ
司令 ジユジレキキヤウ

歪授時暦経利．貞 大 1軟4冊

宋滞．王鵡等惰，黄汝良．周如砥校刊 寛文ロ

京太和屋重左衛門〈二｛傑通土橋町〉

※「元史」第五十二巻（暦志第四〉が元，第五十

三巻（同第五〉が享，第五十四巻〈同第六〉が

利，第五十五巻〈同第七〉が貞の各冊にあたる。

図表入り。

6-04シ3 け弐拾回全四冊 40銭

レキガタハフスウゲン

32548 暦学法敷源 萱～伍〈法源門上・中・

下，数源門上．下〉 大 1峡5冊

中西敬房著．自序，中西宅窓F (1782 (17 

安永9序，天明2朕，同7刊

京天王寺屋市郎兵衛（寺町通五僚橋詰上ル町）・

加賀屋卯兵衛（寺町通四燦上ル町〉

※図表入り。

6-04レ1 け弐拾番全部五冊 40銭

ハウカンベンゼツ

32549 方塞耕説 大 1軟 1冊

松浦琴鶴著・自序，松浦逸成・逸順校

天保5序・刊

「浪華観溝閣蔵板」，京田中屋専助，江戸

須原屋茂兵衛，大阪藤屋璃兵衛・藤屋善七・

河内屋八兵衛・敦賀屋九兵衛・井筒屋和助

※内題に角書「神殺／撰要」あり。

8-82ホ8 け八拾九番 15銭

センジツケウエウ
撰日 ジユジレキタケツ

32550 教要 授時暦口訣 大 1略よF
小泉松卓著・白抜 享保元政

大坂高橋平助〈心斎橋通南久宝寺町〉

※高橋平助の「興文堂護行書目」および他の出版

広告 1了を附す。内題は「撰日教要録口説授時

暦法J。
6-04セ 2 け八拾四番全 10銭

テンモンリヤタセツ

32551 天文墨説 大 1軟 1冊

却歪商主曳著 刊年不明

名古屋 「却型寓蔵板／彫工 竹呂軒／製本所

風月堂」

※表紙改装。末尾の「附説」に「明和六年」と見
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－易・方位・天文一

れている。

6-04テ 1

える。大惣印なし。「黄書」の印あり。

6-04テ10 大惣番号不明

フウウノフコタジベン

風雨賦園字鶏乾・坤（闇翼・賦）

（上・下〉 大 1帳 2冊

中西如環敬房著・画・自序 安お6伝部7~u
京加賀屋卯兵衛〈建仁寺町四候下ノレ武丁目〉

※坤冊末に「中西華文軒蔵版目録」〈加賀屋） 2 

15銭け弐拾三全四冊

32557 

10銭

サンセイゾタカイ

32552 三正俗解 大 1軟 1冊

中根嘩彦圭著，土木散人序，源元寛訂・肢

元暴696年，明利769計・肢

瀬尾源兵衛，大坂 田原平京「容塾蔵版」，

兵衛

丁あり。※表紙に「暦」（朱〉の小札あり。

6-04サ 3 け八拾五番全 25銭

テンモンギロン

32558 天文義論上・下 大 11扶2冊

西如先生著，野源翁残夢抜 正信2伝
京茨城多左衛門〈六角通御幸町西江入町）

※下冊末に大坂の河内屋太助〈心斎橋唐物町〉の

「森本文金堂蔵板目録」 2丁あり。

6-04テ8 け五拾三全弐

け六拾壱全弐6-04フ215銭

大 1軟 1冊

享保14長

タイリヤクテンガタミヤウモタセウ

32553 大略天墜名目抄

西川忠次郎正休著

「松葉軒」〈柱書〉

※題策下部に「天経或間附録」とある。朱の書込

みあり。

シヨカ。クテンモンシナン

32554 初翠天文指南ー～五

馬場信武著，東開退士孤山居士序

大坂鳴井茂兵衛（梶木町〉

※図入り。 各巻内題「初事天文指南室長」。

「天文指南室長、」。

6-04~.5 

20銭

テンケイワクモンチユウカイ

天経或門註解

10銭

冊

刊

F
0

・

秩
m
序

I
U
3
 

大

永宝

け九拾弐番全6-04テ2

序巻・圃巻上・下

大］軟3冊

東阿入江惰保叔著・自序，望三英序

寛延3自序・序・刊

江戸嵩山房小林新兵衛（日本橋南二町目角）

※末尾に「嵩山房蔵板目録」 2丁あり。

6-04テ6 け三拾壱全三

32559 

柱書

シユミセンギメイナラピニジヨワゲ

須菊山儀銘井序和解 巻之上・

巻之下 大 1峡2冊

無外子樺園通著 刊年不明

大坂海部屋勘兵衛（新町砂場〉， 京橘屋儀

兵衛（御幸町押小路下町〉・林権兵衛（寺町二

傍下ル町）・菱屋孫兵衛〈御幸町御池下ル町〉，

江戸須原屋茂兵衛（日本橋室町目〉， 和歌山

紹田屋平兵衛

※上冊裏見返しに多田勘兵衛の『須禰山儀園』の

広告あり。 32625参照。

1-26シ8

30銭け拾弐番全部五冊

30銭

シカンカウ

32560 支干考 大 11扶1冊

粛藤宇八郎敬天著，男得衆・大島光福校，龍淵森厳

子師序，機岡瀬観序 寛長153年・刊

名古屋 永楽屋東四郎（本町通七町目玉屋町〉

※刊記の書障名は削られている。永楽屋の目録を

附す。

32555 

サンゲンネンゲツ
＝コ苛二 ホンメイテキサツソクカン

32561 if~ 本命的殺即鑑大1帳 1冊

松浦琴鶴著・自序，同逸成・逸順校

天保守弘前s~u
「浪花観濡閣蔵版」，京銭屋惣四郎，江戸

須原屋茂兵衛，大阪藤屋調兵衛・藤屋善七

．河内屋八兵衛・敦賀屋九兵衛・井筒屋和助

※「松浦琴鶴先生著述書譜」 1丁あり。

8-82ホ11 け七拾七番全

15銭け八拾番全8-82シ 1

20銭け五拾七全弐

テンケイホエン
天経 テンガクシエウ

補桁天事指要

20銭

冊

貞

4軟

利

1

・
大

亨一克
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32556 

西村遠里著，本保以守子鎮序

安ぷ1Enx・序，員？知

江戸須原屋新兵衛，大坂吉文字屋市兵衛，

京美濃屋治右衛門・銭屋善兵衛

※松永国華という人が享和2；こ朱で、注などを書入



一易・方位・天文一

ハツケヒデンセウ

32562 八卦秘停紗 一・二之三・四五・

六七八 大1軟4冊を合綴1冊

著者未詳 承応元刊

「高野山往生院／揖津園屋重兵衛板」

※内題および柱刻は「八卦抄」。第1冊表紙に

「八卦雑書／〆九巻之内／常光院／什物」とう

ちつけ書。各冊末に「イセ秀賢房」あるいはそ

れを消して「金海」と書込みあり。

8-84ハ 2 け弐拾弐番 40銭

テンドヅセツ
天度 ニットウツウレキ

32563 園 説日 束通暦乾.~31大 1 略ふF
杉村長郡著・自序 享保16序，同17刊

江戸須原屋茂兵衛，京前川仁兵衛・梅村爾

右衛門

※上記書名は乾冊原題策による。坤冊原題策の角

書は「新刻／改口（正カ）」。

6-04ニ 1 け口拾六番 30銭

ユメアハセエンジユプクロタイセイ

32564 夢合延寿袋大成 1冊

所在不明

8-84ュ1 15銭

エキジユツクワツ1＜：フ
易術 ジツゲツケデンセウ

32565 活法 日月卦侍室長、前編・後編

小1軟 2冊

庭田見龍子著・自序治編〉，越第話内豊机序

寛延3序，宝暦4自序，文政10刊

大坂浅野禰兵衛（高麗橋萱町目〉・井狩佐吉

※前編は浅野の単独版，後編は浅野・井狩の合版。

柱刻は「卦停妙」。

8-81シ2 ほ三拾壱前編・ほ三拾弐後編 15銭

カタヌキノウラキボクノウラ
肩稜占 ヤンエキセン

32566 亀ト占 伸易占小1軟 1冊

新井白翁著・自序 明和3「御免」，同7）「新刻」

大坂浅野調兵衛（高麗橋一丁目）・野村長兵

衛（同丁）・渋川彦太郎（心斎橋南二丁目角）

※絵入り。見返しに「神亀龍馬」とある。末尾に

渋川彦太郎の「松寿堂蔵板書籍目録」を附す。

8-84シ2 ほ三十三算木拾弐本添 15銭

エキジユツダンソタ

32567 易術断則 小1秩 1冊

著者未詳，浪華隠士ト甫序

文化8官許，同 9序・刊

京野田藤八（二条通富小路）， 江戸須原茂

兵衛〈日本橋一丁目〉， 大坂浅野調兵衛〈高

麗橋一丁目〉

※藤屋浅野繭兵衛の「星文堂蔵書目録」 10了を附

す。

8-81エ 7 ほ四拾壱番 15銭

サイケダン

32568 歳卦断 中1冊

井田亀皐「口授」・自序，清水道勝凡例，岡田某肢

天明2自序，同4凡例，同6政・刊

京西村市郎右衛門（堀川通錦小路上ル町〉

野田藤八〈二条通富小路西江入町〉・木村吉兵

衛〈東洞院通二条上ル町〉

※「井田亀学先生著述目録」 1丁あり。

8-82サ 1 ち百拾五 10銭

アテモノ ヘイケモノガタリ
射ココロオボエ 平家

32569 護乙〉ろおほへ 物語

小1峡 1冊

室町一扇著・自序 文化14序，文政2刊

江戸英屋平吉（本石町十軒店）・竹川藤兵衛

（日本橋通武丁目〉・山田佐助（両園吉川町〉

・西村宗七（本石町拾軒店〉・若林清兵衛（馬

喰町三丁目〉

※末尾に室町一扇の著作物の広告あり。

8-84ア 1 ほ五十三番目銭

クワンテイレイセンミタジタイゼン

32570 関帝霊銭御闘大全 小1軟 1冊

小野木の何某著，鶴仙子序 享保10序・刊

京天王寺屋市郎兵衛（寺町通五僚橋詰町〉

※上記書名は序題による。はじめの5丁「関帝霊

議経題辞」あり。墨書題策「闘帝霊畿」。

8-84カ2 ほ五十弐 10銭

主Fr ゾウホイダウベンエキ

32571 1員増補警道便易 小1軟 1冊

平津随貞著，平津左内校，随鳳平津左仲肢，宅ゑF
あり 明和7序

京箸屋勘兵衛，大坂藤屋調兵衛，江戸須

原屋市兵衛，名古屋永楽屋東四郎〈本町通玉

屋町）

※巻頭内題「警道便易和解」。「平津随貞先生著述

書」目録半丁，「東壁堂蔵版目録」 1丁あり。

8-84ソl ほ四十三 10銭
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エキジユツムダン

32572 易術夢断 小1秩 1冊

片岡如圭基成著，稗貫〈賞カ〉道校・序，田龍輔校

・附言 明和4刊

京永田調兵衛（錦小路新町西江入所〉

8-84エ 1 ほ四十弐 15銭

ホンケハヤミモクロク

32573 本卦早見目線 小1秩 1冊

林生軒美伯著・自序・白抜 文化元序・抜

書態不明

8-84ホ 1 は五拾六番 10銭

ガウトウゾウホ
麓頭 エキガクセウセン

32574 増補易学小笠

廃棄

10銭

カサウヒロク

32575 家相秘録乾・坤 小1軟2冊

疋田慶明著・自序 天明2刊，同 3序

京秋田屋平左衛門，江戸山崎金兵衛，大坂

藤屋調兵衛（高麗橋一町目〉 ・泉屋卯兵衛

〈長堀心斎橋北詰〉

※乾冊見返しに家相の本5部を紹介する書込みあ

り。館内閲覧。

8-82カ6 ほ七十壱 15銭

初
体
現

戸
沙

d
’l

司
S
A
，

山
術

討
日
勿

明

6

不

貯

在
2
戸庁

q
u

－ロ
υ

1冊

8-81エ 8 15銭

シンセンインヤウハツケナラビニセウ

32577 新撰陰陽八卦井抄乾・坤

中1秩2冊

寛文3刊著者未詳

書卑不明

※墨書題策「新撰八卦抄」。柱書「八卦抄」。

8-84シ 3 ち百0弐番 30銭

吋註
一一評

廿
ヨ
マ
序

キ

E
Z

・屯

山
花
白

川
一
梅
草
創蛾

8

白

町

井

旬

新

冊
）
序

1
目白ロ

秩
。
暦

1

宝

ム中

江戸山崎金兵衛〈通本石町十軒店〉， 大坂

浅野繭兵衛〈高麗橋一丁目〉

※巻末に「星文堂蔵版目録」 5丁あり。

8-81ノ、 1 ち百0九番 15銭

エキイツカゲン

32579 古易一家言

廃棄

15銭

コエキセイギ

32580 古易精義 中1軟 1冊

新井白蛾著．宅~）·自抜，森白淵宅756) (17 

寛延4自序．九例，宝暦6序，同7自抜
（山） （石）（十軒）

江戸口崎金兵衛（本口町口口店〉， 大坂浅

野調兵衛〈高麗橋一丁目〉

※「星文堂蔵版目録」 5丁あり。

8-81コ2 ち百拾三番 10銭

コエキセイギシナン

32581 古易精義指南上・下 中1秩2冊

新井篤光著，新井白蛾閲，員勢彦右衛門モ78) 

寛政10序・刊

江戸北津伊八〈東叡山池之端〉， 京野田藤

八〈二僚通富小路西入〉， 大坂浅野禰兵衛

（高麗橋一丁目〉，金沢松浦善兵衛（堤町〉

※柱書「精義指南」。下冊末に料理書の目録半丁

あり。

8-81コ3 ち百拾四 25銭

ゾウゾク
＋尚 ポタゼイマウキヨウ

32582 議ト笈盲誌上・下小l帳2冊

平津随貞「口授」．仲祇徳校・3た3）随運堂俊仰広4)

宝暦3序・朕．安永3刊

京箸屋勘兵衛，大坂藤屋繭兵衛，江戸須

原屋市兵衛，名古屋永楽屋東四郎（本町通玉

屋町〉

※「東壁堂蔵板目録」 1丁を附す。序のあとに

「安永三年甲午初秋再増績訂正上梓而己」とあ

る。

8-81ソ 2 ほ四十番全弐 15銭

ゾウホシヨシキ
増補 サウテイ立ゲデン

32583 諸色相庭局下宮m ts~1ffr 
玉江漁隠編・自序 寛政13自序，享和元刊

大坂藤屋嘱兵衛（高麗橋一丁目〉・小万屋六

兵衛（御堂筋瓦町〉・塩屋長兵衛（北久太郎町

心斎橋筋北へ入〉・河内屋太助（唐物町心斎橋

筋南へ入〉

※目録題「諸色相庭高下停」，序題「高下停」。投

機に関する占い。

9-64シ 1 ほ四十九 10銭

-142ー



一易・方位・天文一

コエキサツピヤウデン

32584 古易察病停 中l峡 1冊

紀州便道著・自序， 金龍序，門人田中谷水・鹸量凡

例 寛政10自序・序，同12刊

名古屋永楽屋東四郎〈本町通玉屋町）， 江戸

北津伊八郎（東叡山池之端）， 京野田藤八

郎〈二傍通富小路西へ入〉， 大坂 浅野菊兵衛

（高麗橋萱町目〉

※「東壁堂蔵版目録」 1丁あり。その目録に名を

列ねる書擦は永楽屋の他に，京箸屋勘兵衛，

大坂藤屋蒲兵衛，江戸須原屋市兵衛。

8-84コ1 ち百六拾四 15銭

ニンゲンイツシヤウクワフクノウラナヒ

32585 人間一生禍福 Z卜 小1軟 1冊

江匡弼文披著・自序 天明元序・刊

大坂吉文字屋市兵衛〈心斎橋南四丁目〉， 江

戸山崎金兵衛（通本石町十軒店〉， 京大和

屋嘉右衛門（寺町通錦小路上ル町〉

※本文内題「法秤軽重貴賎命格人間一生禍福Z卜」。
8-84ニ 1 ほ四十五 15銭

エキガクセウセンシヤウイカウ

32586 易学小笠象意考 中1軟 1冊

圏域山人便道（紀州i孤害義生〉著.~1忠今増野
序 寛政8自序，文化5序，同 9刊

名古屋片野東四郎〈本町〉， 和歌山 田中平

右衛門（新町三丁目〉， 京野田藤八（二傍通

冨小路〉，大坂浅野菊兵衛（高麗橋壷丁目〉

※序題いずれも「象意考J，柱書「易皐象意考」。

「星文堂蔵書目録」 10丁を附す。

8-81エ 5 ち百0六番 15銭

ココンハツケシフスイセウ

32587 古今八卦拾穂抄 半 1軟 1冊

洛東隠士玄貞著 享保16刊

京 中野宗左衛門・西村太右衛門・藤屋治兵衛

8-82コ2 よ千九拾七 15銭

カサウヅカイ

32588 家相園解乾・坤 中1軟 2冊

松浦久信著・自序（寛政7), 松浦園祐校・序（同

1払伊津友暮序（同元〉，犬飼谷六三郎序（明J
寛政10刊

江戸西村宗七，京斎藤庄兵衛，大坂浅野

瀬兵衛（高麗橋一丁目〉・上田卯兵衛（心斎橋

北詰〉・藤津重兵衛〈同博労町〉

※題策は「大惣」と刷られた紙に墨書。館内閲覧。

8-82カ2 ち百四拾弐番 20銭

ピヤウサウルイサン

32589 病相類纂 (1806) 中1軟 1冊

横山草醤長柴由章著・自序（文化3), 源寵序， 活

々堂晃序（同4) 文化5刊

京鉛屋安兵衛，伊勢津山形屋停右衛門

※図入り。

7-02ヒ11 ち百三十三番目銭

シウエキタンカイ

32590 周易家解 中1峡 1冊

吉川祐三著・自序，村上周青校 明和 2序，同 3~U
江戸山崎金兵衛〈通本石町十軒店〉， 大坂

浅野漏兵衛〈高麗橋萱丁目〉

※「星文堂戴版目録」 5丁を附す。

8-81シ6 ち百拾壱番 20銭

ネンヂユウウンキシナン

32591 年中運気指南 中1秩 1冊

岡本為竹一抱子著・自序 正徳4序，同5刊

京 中川茂兵衛〈姉小路通堀川東江入町〉

8-82ネ 1 ち百弐拾壱全 10銭

カトラクシヨシヤウスウゼンシヨ

32592 河園洛書象数全書

著者未詳

写本

※題策「河洛象敷全書完」。

8-81カ3 よ千百壱全 10銭

半 1秩 1冊

河
童
日

産相判大げ
書

抑
首印

棄

m
M

廃

1冊

15銭

ジンエキツウヘン
人易 ハツケシヤウチユウシナンセウ

32594 通襲 八卦掌中指南紗ー～五

半 1秩5冊

馬場信武著，逸名序あり 元禄16序・刊

京教来寺

※全5巻。巻之ー～四の内題は「通襲八卦掌中指

南」。第五冊の内題は「秘密符法」。序題と柱書

「八卦掌中指南」。第4冊末に「書梓風月堂」

と書込みあり。図入り。

8-82ハ 2 よ千八番全五 50銭

序月董舘主
同湖人

付録

F

ヒ

秘

草

創

ウ
寸
寸
コ
リ
T
主

サ

ネ

先休

M
W

六

店

輩
出

浪
半 1峡 1冊

宝暦13序
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一易・方位・天文一

写本

※図入り。人相。

8-83ソ 3 よ千九拾八番 15銭

エキソピゲン
易稀 センパフエウリヤク

徴言占法要略 幹・支32596 

半 1軟 2冊

高松芳孫〈貝陵〉著，桃里木下辰弘J村臆：1出F
正鵠・下村是義校 文政13序，天保2刊

京 「易蘇堂蔵版」・吉田屋治兵衛（二傍通堺

町〉，江戸和泉屋庄次郎（浅川新寺町〉，名古

屋永巣屋東四郎（本町七丁目〉， 大坂藤屋

禰兵衛〈高麗橋査丁目〉

8-84セ 3 よ千六拾弐全弐 20銭

レイカン
信雪 タワンオンセンサンジフニケノウラナヒ

意観音銭三十二卦占32597 

大 1軟 1冊

厚見道純著・自序，黄柴晦岩序

書離不明

元禄7序

8-84カ1 よ千七拾壱全壱 20銭

32598 

ダイシヤウクワンギテンシチダイリヤクセウ
大聖歌喜天 ロクジフシセン

七大利益抄 六十四銭

半 1軟 1冊

豊南修員言士直至老人著・自序，劇場清信士某甲政

明和3序，同4刊

大坂石原茂兵衛（心斎橋南一丁目〉

※内題「大聖歓喜天六十四銭」，柱書「六十四銭」。

8-84タ 1 よ千六拾九全壱 15銭

テンヂクレイカンタワンオンセン

32599 天竺霊感観音畿 半 1軟 1冊

、寛文2抜著者未詳，三竿軒一任子肱

書捧不明

テシガタモンダフセフケイロン

32601 天翠問答捷経論

著者未詳

「八木藤板」〈柱書），京

三衛門

※内題は「天学初学問答」。

抄」。

6-04テ3

ニチョウレキダン

半 1軟 1冊

天保13刊

近江屋佐太郎・中尾

別名「大略天学名目

よ千百番全壱 10銭

32602 日用暦談 半 1秩 1冊

小林随景著・自序 延享5序，寛延2刊

「随景門峰松軒蔵版／欣栄軒安雅繍梓」， 名古

屋藤屋停兵衛（本町通〉

6-04ニ 2 よ千七拾五全壱 15銭

シンコクコレキベンラン

32603 新刻古暦便覧 半 1軟 1冊

中根元圭著・自肢，江南雄済序

貞享2序，同4白抜，享保17刊

江戸清兵衛店，京梅村瀬右衛門

※末尾に「小倉氏藤性董」なる署名と「小倉」

「東菅Jll」の朱印あり。九例の題は「新撰古暦

便覧」，柱書は l撚古暦」。享保13b_,1,降の暦は

一部墨書で，宝暦6以降は半紙を追加して暦を

記入している。

6-04シ 6 よ千八拾四番全 15銭

ウンキ、ニチョウセイウベンラン

32604 嘉日用晴雨便覧 半 1軟1冊

北勢山田住延寿軒紙盛子著・自序・白抜，東毛出ヂ

浮木序 正穂、5序

書捧不明
へんらん

※股中に本書を「日用晴雨耕覧」と記す。

8-82ニ 2 よ千七拾弐全壱 15銭

カイセイクワウエキ
改正 シンセンハツケタイゼンヒミツパコ

※践に「濃州大慈山小松寺之正本ヲ以テ校正ス」

と言う。表紙に「＠壱番」の小札あり。
32605 慶益 新撰八卦大全秘密箱

32600 

著者未詳

8-84テ1 よ千六拾七 10銭

シユシヨホチユウ
首書 テンモンハツケセウ

補注 天門八卦紗 半 1軟 1冊

貞享2刊

京中村孫兵衛〈高辻通腐金町〉

※巻上内題「天門八卦秘痔齢、J。巻下内題「首書

天門八卦秘停紗」。図入り。書込み多し。丁附

からみて，原体裁2冊を合綴したか。

8-82テ1 よ千四拾三 15銭
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半 1軟 1冊

周ト著・自序 寛延元序・刊

京菊屋七郎兵衛・菱屋治兵衛・河南四郎右衛

門・風月庄左衛門

※絵入り。終了オモテは裏見返しに刊記とともに

切り貼りされている。

8-82シ3 よ千四拾弐 20銭



一易・方位・天文一

カサウヒツヨウ

乾・坤

家相 ハウカンセイギタイセイ

必用方翠精義大成32606 

松浦東鶏久信著・自序，

半 1秩1冊

悶園祐校，菊谷葛殴古溝序，

晃観公達甫序，季子明喬「追加」

享和2 自序，同 3序〈菊谷・晃観〉，同 4~U
京著屋儀兵衛〈三条通御幸町〉， 江戸山城

屋佐兵衛〈日本橋四日市〉， 大坂敦賀屋九兵

衛〈心斎橋通南二丁目〉・藤屋弥兵衛〈高麗橋

通一丁目〉・河内屋八兵衛（心斎橋通南久宝寺

町〉

※坤冊末に河内屋の「崇高堂蔵板目録」 1丁あり。

8-82ホ 5 よ千五拾弐全弐 20銭

ヅセツケウジユ

上・中・下

図説 カザウタイゼン

教授家相大全32607 

半 1朕3冊

松浦久信著・自序，松浦園祐校，南部正宣序，八木

為貞肢 寛晶弘序，享岩史年・政，品s22~u
江戸北沢伊八（東叡山池之端〉， 京能勢儀

兵衛〈寺町三条下ル町〉， 大坂上田卯兵衛

（心斎橋北詰〉・菅利助（心斎橋通安堂寺町）・

北尾善七（高麗橋一丁目〉・浅野弥兵衛（同町）

※各巻内題・各序題・肢題「家相国説大全J。 下

冊末に「松浦東鶏先生向泉隣先生著述目録」半

丁あり。

8-82カ4 よ千三拾三全三 30銭

半 1朕1冊

シウエキアラヰキキガキ

周易新井問書32608 

写本

※裏見返しに「新井翁聞書／野間氏」と記す。

8-81シ4 よ千九拾三全壱 30銭

サウハフヒケツ

32609 相法秘訣 半 1軟 1冊

菅沼穀風著，住田元端校， 那波祐昌序

宝暦元刊，同2序

京梅都三良兵衛・藤津三良兵衛，大坂松村

九兵衛

※図入り。朱の書込みあり。

8-83ソ4 よ千七拾七全壱 25銭

ケカウモンダフ

32610 卦交問答巻上・巻下 半 1軟 2冊

平津随貞著，菅原俊仰録・序，北敬堂主人政，一貫

粛滋野幸嘗校 宝前3年・肱

「莫辰棲戴版」， 江戸 小倉屋金兵衛〈本石町

四丁目大横町〉

※表紙改装。墨書題策・内題「ト盆卦交問答」。

巻下末に「随貞先生述作書目」半丁あり。

8-81ホ1 大惣番号不明 30銭

チリフウスイ
地理 カサウイチラン

32611 風水家相一覧乾・坤半 1軟 1冊

松浦琴鶴著・自序，会男逸成・逸順校

天保4序，同5刊

京田中屋専助，大坂井筒屋和助・藤屋弥兵

衛・河内屋喜兵衛・藤屋善七・藤屋徳兵衛

8-82カ1 よ千五拾八全弐 25銭

ジユルイサンカウ
粟類 バイクワシンエキシヤウチユウシナン

参考 梅花心易掌中指南32612 

査～五半1秩5間

部康節原著，時習粛源〈馬場〉信武著・白抜，泉田

梅翁序 元選s96序・肢，品おら刊，寛部1¥u
京永田調兵衛〈錦小路通新町西へ入町〉・上

坂勘兵衛（四傍通選屋町東へ入町〉

※柱書「掌中指南」。第3・4冊見返しに墨書の

目録紙片が貼られている。

8-81ハ 3 よ千九番全五 40銭

元・亨・利・貞

コエキダンジゲン

古易断時言32613 

半 1軟4冊

新井白蛾著・自序，葛殴高道昂伯起序，田中白責政

明和6自序，同 8序・抜・引j

大坂 星文堂〈藤屋浅野瀬兵衛〉 （高麗橋萱町

日〉

※貞冊末に「星文堂蔵版目録J4丁あり。

8-81コ5 よ千弐拾六全四 60銭

ハツケタイカウモク

32614 八卦大綱目 乾ー・先二・離三・

震四巽五・吹六・艮七・坤八半 11扶7冊

渡部東伯秀嘗著 正道官泊

京柊屋伝兵衛（四条坊門通高倉西入町〉

8-84ハ 1 よ千三番全七 75銭

サウハフシウシンロタ

32615 相法惰身録ー～四 半 1秩4冊

水野南北著・自序，青脊小谷宗清肢

文化9序・抜，同10刊

京勝村治右衛門（寺町松原下ル町〉， 江戸

須原屋伊八〈東叡山池之端〉， 大坂 敦賀屋九
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一易・方位・天文一

兵衛〈心斎橋南一丁目〉・扇子屋利助〈中橋通 8-82カ3 よ千三拾回全三 35銭

瓦町）

※柱書「南北相法極意ー～四」， 序題「南北相法

極意抜粋j, 巻之二・三巻頭内題「南北相法惰

身録」。

8-83ナ 1 よ千弐拾三全四冊。 40銭

コエキセンピヤウキハン

32616 古易占病軌範乾・坤 半2冊’

井上主殿教親著・自序（文化13), 男観圏孟光校・

肢忽f4), 井上鴻粛亮重凡例〈同叫 開重季序

（同 g), 佐和世魚序（同叫 木場好古附宅3
13) 文政2刊

京植村藤右衛門，江戸須原屋伊八・前川六

左衛門，加州八尾屋喜兵衛，大坂藤屋蒲兵

衛（蔵板〉，名古屋永楽屋東四郎〈蔵板〉

※巻頭内題及び柱書「占病軌範」。

8-84セ 2 よ千四拾九全弐 20銭

ベンモウセフケイ
便業 コエキセン

32617 捷径 古易釜乾・坤

半 11険2冊

山田美喬著，徽猷山人序，永澄永昌校 (1 12) 

文化9序・刊

大坂浅野弥兵衛〈高麗橋一丁目〉

※；t申冊末に「星文堂蔵版目録」 5丁あり。

8-81コ4 よ千四拾五 25銭

グワエキレイカ Y

32618 霊易震鑑 半 1秩1冊

元禄14刊部尭夫著

京中村七兵衛〈五傍醒井〉

※巻之上・巻之下より成る。

8-81カ2 よ千七拾番全壱 15銭

シ ウエ キ シ ヒ グ

32619 周易著秘事 半 1映1冊

松聾軒津高嘉琴著・自序 延宝6序・刊

京中川茂兵衛（姉小路通堀川東へ入町〉

※上・下2巻より成り，各巻頭内題「易蕃秘事」。

8-81ェ24 よ千六拾六0 15銭

プJ‘，ザウゼンシヨ

32620 家相 全書上・下・附録 半 1軟3冊

長田藁雀著・自序，皆川原弘oaf?道人角南誌）

享和3自序，文化元序・抜

書捧不明

※序の一部と附録冊最終了破損。画入り。内題

「家相園解全書」。

32621 
チョウテイコレキベンランピカウ

重訂古暦便覧備考

半 1朕 3冊

苗村丈伯著・自序 元禄5序・刊

大坂伊丹屋太郎右衛門，京吉野屋次郎兵衛

．大和屋勘七郎

※上記書名は内題による。第 1・2冊の原題策は

「欝寵古暦便覧備考謹」， 第3冊原題策は

「箭鐸古暦便覧備考」。各冊第lTに「義湛J

の印あり。

6-04シ4 よ千弐拾七全三 20銭

ワカン
委nハツケシヨセウタイセイ

32622 議八卦諸紗大成ー～四

半 1朕4冊

岡村氏己東軒著・鳴；）下部玄害序，秦和閑宅倒

元禄7序〈いずれも〉・肢，同 8刊

京小佐治半右衛門（堀川通本園寺前〉， 大坂

古本屋清左衛門〈心粛橋筋〉， 江戸 牒屋三

郎兵衛（東叡山黒門前〉

※各巻内題「和漢八卦諸抄参考大成J, 柱書「八

卦大成」〈序および目録部分〉，「八卦集註」〈本

文部分〉。

8-82ワ 1 よ千弐拾五全四 1円

セイメイ
議与 ツウへンセシ

32623 崩通変占 一（秘停巻〉 ・三～五

（ト詩）

管天子著・白抜

京風月堂〈二条通観音町〉

半 1秩5冊

貞享3刊

※第1冊初丁には「清明通変占又云神明通変占」と

ある。絵入り。

8-84セ 1 よ千七番全五 55銭

リツヘウソクケイ
立表 レキジツゲンカイ

32側 測景暦日諺解 半 1 略7~9?1
柳精子著 寛政元刊

江戸 蔦屋重三郎〈常盤橋御門本町筋下ル八丁

目通油町〉

※図入り。柱書「暦日詳解」。

6-04レ2 よ千七拾四全壱 10銭

シンコク
生存 シユミセンノヅカイ

32625 豹須禰山園解

高井蘭山著・自肢，富家恭序

半 1秩 1冊

文化6序・政
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一易・方位・天文一

江戸星運堂花屋久次郎〈下谷竹町〉

※原題策は「霊須菊山園解」。表紙「中四十弐番」

の小札あり。 32555参照。「高井蘭山先生著書」

目録1丁半あり。

1-26シ9 よ千九拾九全 15銭

ザウセウ
名診 ニンサウコカガミタイゼン

32626 疹人相小鑑大全 半 1秩 1冊

喜多村氏江南軒著，難波山人序

天和4序，貞享元刊

江戸山崎金兵衛，大坂敦賀屋九兵衛〈心斎

橋南一丁目）

※末尾に敦賀屋の「文海堂蔵版議額目録」 1丁半

あり。

8-83ニ1 よ千七拾八全 20銭

ニチョウセイウベンラン・ニンサウヅカイ

32627 日用晴雨便覧・人相園解

半 1秩1冊

〈日用晴雨便覧〉延寿軒紙盛子著・自序，東王山主

浮木序 正徳5序

〈人相国解〉著者・成立年未詳

写本

8-83ニ2 よ千九拾壱合壱 15銭

ハチモントンカフヒケツ

32628 八門遁甲秘訣 半 1秩1冊

水野政和著

写本

※図入り。朱筆を交える。

8-82ハ 3 よ千九拾六全 20銭

パゼン i •.• 

32629 馬前詞撞
著者未詳

半 11険1冊

寛文6刊

京 福田市右衛門〈二条通烏丸東へ入ノレ町〉

※裏見返しに「不合之時」などの書込みあり。墨

書題策に「銭ニテ占」と書込みあり。

8-84ハ 4 大惣番号札剥落か 15銭

キyギンカイウン
金銀 オキナイデン

32630 開運 終筆内停

安天星名著・自序，芦屋高慢序

書捧不明

半 1秩 1冊

安永9自序・刊

※内容は戯文。絵入り。伊勢屋忠兵衛の印あり。

4-25オ 1 そ千七拾六全 5銭

ハウテンカン・ハウチカン

32631 方天塞・方地塞 〈上・下〉

著者未詳

写本

大 1秩 2冊

8-82ホ10 よ千五拾六全弐 20銭

ホキザツシヨ

32632 筆筆雑書 半 1軟 1冊

著者未詳

写本

※「右一保以岡部河内守一徳本書寓／文化三正月

／検校保己ー」との奥書あり。裏見返しに「増

補改暦／人正蓄三笑」と記す。大惣印なし。

8-82ホ 1 大惣番号札原欠 10銭

サウガクハツキ

32633 相翠蓄を揮天・地・口〈躍・智・口〉

大 1秩 3冊

野田元隆長勝著・自序，橘元周序

安永6自序，同7序・刊

京 梅村三郎兵衛〈寺町通松原下ル町〉・林擢

兵衛〈間町通御池上ル町〉， 大坂 松村九兵衛

〈心粛橋一丁目〉， 江戸 前川六左衛門〈日本

橋南三丁目）

※第3冊題策剥落。第 1冊本文前に「相法神心論

要言五傍」〈吉田素琴・中村梅山述〉あり。各巻

内題は「神心論相事護揮」。大惣番号札にある

『相法神心論』 2冊は不明。

8-83ソ 1 け拾七番相法神心論共五冊 50銭

ハツケサンミツリヤタゲセウ

32634 八卦三密略解齢、

横（13.0×18.8cm) 1軟 l冊

慧明著，謙亭小宮山昌世君延序 明和2序・刊

江戸前川権兵衛〈本石町三丁目〉

8-82ハ 1 ち百拾八番目銭

エキセンヒケツ

32635 易占秘訣乾・坤 大 1軟 2冊

熊阪定湾伯美著・自序，（島宇秀君賞弘；F （刷

安永6自序，寛政8序，同10刊

江戸北津伊八郎（東叡山池之端〉， 京野田

藤八郎（二条通富小路西〉・渋川輿左衛門 (II買

慶町五丁目〉， 大坂 浅野菊兵衛（高麗橋壷丁

目〉

※乾冊見返しには「悦粛／杉山員雄蔵」，坤冊見

返しには「室小路花栄／菅原愛雄麗」と書込み
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あり。

一易・方位・天文，歌書一

書癖不明

8-81ェ10 け五拾壱全弐 30銭

シウエキジヨクワダシノマフ

32636 周易序卦断法乾・坤 半 1朕 2冊

高松辰楽著・自序 文政7序，同8刊

「平安易蘇堂蔵版J，京植村藤右衛門，江

戸須原屋伊八，大阪藤屋弥兵衛

※柱書「序卦断法J。

8-81シ 5 よ千五拾九全弐 20銭

歌 室田

サイギヤウホフシカシフ

32637 西行法師家集ー～（四）半 1軟4冊

僧西行著 延宝2刊

永田長兵衛

※第1冊春・夏，第2冊秋・冬・恋，第3・4冊

。
唯
和

J
t
q
A
q
 

4-23メ2 大惣番号札剥落 10銭

サンカヒヤタシユ

32641 山家百首 大 1朕 1冊

文化9写

写本〈源常安写〉

4-23ヤ 2 れ百廿壱 10銭

カモノチヤウメイシ7

32642 鴨長明集

書卑・刊年不明

半 1軟 1冊

※初丁に「上下合本全部也」と書かれた小札あり。

4-23カ5 れ九拾三番 20銭

コキンワカシフデンジユ

32643 古今和寄集停授 半 1秩1冊

写本

※巻頭内題「古今和詞集停授切紙」。虫損。

4-22コ4 れ百廿四 30銭

スミヨシヒデンノマキ

32644 住吉秘侍巻 半 11険1冊

室暦11写

写本
4-23サ 2 大惣番号札剥落 30銭

32638 
シンクマツシマホウナフワ カ

新玉津嶋奉納和歌
半 1軟3冊

享保4写

写本〈藤原章伊写）

※第1冊巻頭に「享保四年六月二十七日／新玉津

嶋社奉納和歌」， 巻尾に「享保四妥年十一月十

三日／社頭森川右兵衛藤原章苧」とある。

4-23シ14 れ百十一番全三冊 25銭

コキンワ カシフジョキキガキ

32639 古今和歌集序聞書 半 1軟 1冊

享保18写

写本〈浄賢寺住定演写〉

※『古今秘伝集』の内の一部を写したと『国書総

目録』にいう。巻末に，古今和歌集仮名序・真

名序の本文を附す。仮名序・真名序には，朱の

句点あり。

4-23コ8 れ百十八 10銭

メイシヨワ カタンポンキウゲンセウ

32640 名所和歌探本求源抄上・下

半 1秩2冊を合綴1冊

淵田不戚著・自序 元禄2序

※紫霞粛前因〈辻久五〉が摂州住吉安立町筆工貞

堂老人より侍受を受けた書が更に「予」へ伝え

られたもの。

4-22ス2 れ百廿五 10銭

イウサイヲウキキガキ

32645 幽斎翁問書上・下

半 1軟 2冊を合綴1冊

佐方宗佐著・自序，有賀長伯校・抜 享保2刊

京高屋作右衛門

※柱書「幽斎公開書」。大蔵卿二位法印口述， 佐

方宗佐筆録の書を慶津長孝が筆写，長孝自筆の

本を長伯が校合して，刊行したと，抜文にいう。

4-22ユ 1 れ七拾番 10銭

テイカキヤウタカウタ

32646 定家卿鷹歌三百六十首

藤原定家詠

大他 1冊と合 1軟 1冊

寛永13刊

書捧不明

※巻頭内題「鷹三百首j。柱書「鷹J。32647と合

峡。

4-23タ 1 大惣番号札剥落 10銭
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書歌

サイヲンジタカウタ

32647 西国寺鷹歌ー百首

大他 1冊と合 1軟 1冊

寛永13刊西園寺公経詠，実兼注

書態不明

※巻頭内題「鷹百首」。柱書は「鷹西」。 32646と

合帳。

4-23タ2 大惣番号札剥落 10銭

ギヨクワイワカ

32648 御舎和歌延享武年 半 1軟 1冊

延享2成

写本

※延享二年正月の和歌御舎始から同年六月聖廟御

法楽に至るまでの御曾和歌記録。

4-23エ 2 れ百0四番 10銭

ヰンゴチャクタウヒヤタシユ

32649 院御着到百首 半 1軟 1冊

享保5成

写本

※扉に「享保五年／院御所御着到百首第二度」と
ある。

4-23キ4 れ百六番全 10銭

ゲンロクギヨクワイワカ

32650 元禄御会和歌 半 1軟 1冊

元禄4～正徳5成

写本

※全巻に亘り補訂多数あり。天満宮御法楽・玉津

嶋御法楽・天満宮御法楽・御首座・元禄九年仙

洞御会・にコ年仙洞御会始・元帳十年内裏御会

始・仙洞御会始元続十一年・公宴和歌御会始

・仙洞和歌御会始正徳五年より成る。見返し

の紙背に「近代和歌」とある。

4-23ケ 1 れ百0五番 10銭

詠

坤

淵真

乾

茂賀

w
集

時

ιツ
ム
寸

E

か
漫
一
隅契

日

僧

出

巻

市

白

上

半 1峡 2冊

延宝9成，安永4写

写本〈林員築写）

※各巻頭・巻末に訂正・書込みあり。上巻巻頭は

「｛事吟集額議自！（.！金目集」とある。下巻巻頭

は「高吟集坤之巻賀茂真淵寄集」とある。下巻

巻末は「釈契沖」を消して「高吟集終」となお

す。不審紙あり。乾冊表紙「上巻契沖／下巻真

測」の小札あり。上巻末に書写者の識語あり。

4-23マ3 れ百三十一 15銭

ナンザウザンシフ

32652 難戴山集

小沢董庵著・自序・自肢

写本

冊
）
成

1
m
2
 

帳
。
明

1

天

大

4-22ナ2 れ百拾七番全 10銭

ギヨクワイワカ

32653 御舎和歌上・下 半1軟 2冊

享保5成，同10写

写本

※各冊末に旧蔵者印あり。享保五年正月十七日よ

り同年十二月二十一日までの御会記録。上巻末

に「中院大納言通期卿より来由」と記す。

4-23キ3 れ百弐番 10銭

コキンワカシフキキガキ

32654 古今和歌集問書 半 1軟 1冊

天明5写

写本（中川常香写〉

※題策に「れ百」と書込まれている。巻末に「古

今注一部／冷泉流之相停」とある。識語に藤原

貴光蔵書を借りて中川常香が写したという。

4-23コ7 れ百十九番 10銭

ダイゴハナアソピモノガタリ

32655(1）醍醐花遊物語半1帳（2)(3）と合綴 1冊

写本

※成立年未詳。巻頭内題「秀吉公醍醐花見之事」。

(2)(3）と合綴。

4-30タ2 れ百廿八 (2)(3）共15銭

シヤウグンケゴピヤウブワ カ

32655(2）将軍家御昇風和歌

通県・光栄・公福・為久詠

写本

(1739) 

元文4成

4-30タ2

トヤ7 ノ

32655(3）戸山のはる

佐野義行著

写本

寛成153長，享活s33与

4-30タ2

ワカシヨクゲンセウ

32656 和歌職原紗ー～五 半 l秩5冊

今出川晴季著（序による〉，逸名序あれ 万宅語界
子「追加序」 貞享4序

書捧不明

※『国書総目録』によれば吉田定俊編。第4・5

冊は「追加」。追加にのみ絵入り。
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一歌

2-03ワ 1 そ八百六拾七番 30銭

タメイヘシフ

32657 為家集ー～八（春・夏・秋・冬・態・

雑上・難下・ー百首〉 半 1秩8冊

藤原為家詠 元禄7刊

京 出雲寺和泉操〈三傑通升屋町〉

4-23タ5 れ十四番全八冊 35銭

ホムキノヤシ7

32658 穂向屋集 4冊

廃棄

35銭

モミヂアハセ

32659 紅葉合 大 1軟 1冊

著者未詳

写本

※物語。「室町末，天正頃の写か」と徳江元正氏

推定。「同内容にて『玉水物語』を称するもの，

国文学研究室（頴原文庫本，白描絵入本〉・図

書館〈江戸中期以降の写，奈良絵本をうっせる

ものか〉・天理図書館〈写本〉などに存す」と

いう〈挟み込みメモ〉。『国書総目録』には「玉

水物語」の項に所載。

4-30モ1 大惣番号札剥落 15銭

ニセイワカチユウ

32660(1）二聖倭歌注 大 1軟（2)(3）と合綴1冊

下河遁長流著，圏慈序，頭陀野鴨主務） (17 

寛文7肱，天明 8序

書捧不明

※序題「神仏二聖和歌注」。聖徳太子の片岡歌に

ついての注釈書。

4-23シ15 大惣番号札剥落 (2)(3）共15銭

コキンサウデンノ シダイ

32660(2）古今相停之次芳

写本

※「三重」から「七重」まで。目録にしるす「初

重・二重」を欠く。天品633ゐ「宗明判／律党益

御房」，「漁腸子宗明」の極め書あり。旧蔵者

「王華園」の朱印あり。

4-23シ15

ダウジヤウガタワカシフ

32660(3）堂上方和寄集

写本

※巻末に「講師局香朝臣／題者民部卿／奉行光栄」

とある。
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4-23シ15

ワカンラウェイシフ

32661 和漢朗詠集上・下 大2冊
藤原公任撰 寛文13初刊

京 中村七兵衛（＝初刊〉・菊屋七郎兵衛〈寺

町通松原上ル西側I])（＝再刊〉

※見返しに朱で「③六百廿五号／二冊」と書込み

あり。巻末に2丁の菊屋七郎兵衛「俵名本抜書

目録Jあり。「鈴木重孝蔵書」朱印あり。

8-43ワ 1 大惣番号札剥落 15銭

ワカシヨクモツホンザウ

32662 和歌食物本草巻之上・巻之下

大 1秩2冊を合綴1冊

編者未詳 寛永1~u 
書癖不明

※裏見返しに旧蔵者の書込みあり。 7-09ワ1に

寛永19の改刻本あり。

7-09ワ2 け弐百八拾壱合 30銭

サンカシフ

32663 山家集上・下 大 1軟 2冊

西行詠 刊年不明

京風月荘左衛門（二｛傑通衣棚）

※上冊表紙に「歌集」（朱〉の小札あり。各巻頭

内題「山家和歌集」。

4-23サ 4 ふ弐百四拾八全弐 50銭

ワ カダイリンセウ

32664 和歌題林抄上・下 大 1秩2冊

能因概編，慶融奥書〈弘安弘日野光継奥書

（天文3），大宮英季奥書（宝暦7），槍渓居宅底）

宝暦7刊

大坂平瀬新右衛門〈大坂魁町〉

※上記の正本奥書は，上冊本文前に置かれている。

見返しに「能因法師編輯／大宮正三位英季卿御校

正」とある。原題策には角書「能因／法師」あ

り。

4-23ワ 1 ふ三百三拾六全弐 15銭

フヂガハゴヒヤクジA セウ

32665 藤川五百首齢、 大 1秩1冊

藤原定家・藤原為家・藤原為定・阿｛弗尼・三条西実

隆詠，編注者未詳，逸名序あり 寛文7刊

西脇半兵衛

※表紙に「寄」他3枚の小札あり。

4-23フ 2 ふ弐百六十壱全 30銭



アンゲンオンガノキ

32671(2）安元御賀之記

藤原隆房著

写本

※「御幸三記」の内。安治）の記事。

4-30キ2

(2)(3）共15銭仁コ四番4-30キ2

書一一歌

大 1軟2冊
サワエフシフ

32666 霜葉集上・下

藤原〈河辺〉清意編・自序， 平常操肢 (1 2〕

文政5序・肢

写本

※扉ウラに「＠一一八五／二冊」（朱〉の書込み

あり。当代歌人の作を10巻〈四季・覇旅・恋・

雑〉に分けて編集したもの。

4-23ソ5 大惣番号札原欠か 20銭 キタヤマギヤウカウキ

32671(3）北山行幸記

藤原経嗣著ヵ

写本

※「御幸三記」の内。

ゴミヅノヲヰンギヨセイシフ

後水尾院御製集

4-30キ2

半 1軟 1冊

宝暦13写

コキンワカシフキリガミ

古今和歌集切紙32672 

上・下〈乾・坤〉

大1朕 2冊

上冊表紙に

後水尾院詠

写本

※本文巻頭内題「後水尾院御歌集」。

「膏」の小札あり。

4-23コ14

32667 

写本〈松田主馬亮写〉

※大野屋の半紙を使用。

4-22コ1 大惣番号札原欠か

35銭ふ弐百八十三

コキンワカシフヒナコト

古今和歌集ひなことは

32673 

頓阿著

書皐不明

※表紙に「寄」「千三百四十三」の小札あり。第

1冊はじめの2丁は書写による補修。各冊見返

しに「守貞」なる書込みあり。

4-22セ 1 ふ弐百拾壱全五

15銭

冊
）
刊

5
側
元

帳
。
安

1

慶

大萱～四・五六井蛙抄

大 1峡 2冊

32668 

尾崎雅嘉校注・自抜

書捧・刊年不明

4→ 23コ10

ナイシドコロゴホフラタ
内侍所 セシシユワカ

32669 御法楽 千首和歌

桜町天皇勅撰

写本

※奥書にいわく「右千首和歌為 内侍所御法柴／

棲町帝勅選也／賓暦九己卯年六月写之（朱印〉」。

4-23ナ 1 ふ弐百八十九 15銭

45銭

冊
〉
写

1
四

9

帳
。
暦

1

宝

大

大惣番号札原欠か

35銭

キヤウゴ書チユウナゴンゴヒヤ~~ヲイキ
京極中納言 ツイゼンワカナラピニシ

五百回忌 追善和歌井詩32674 

柳沢吉里等詠

写本

※巻頭には「元文五年八月二十日 京極前中納言五百

回忌追善和歌宗家勧進」とある。巻末には「元

文五年八月二十日 京極黄門五百回忌追善Jとある。

表紙に「寄」の小札あり。

4-23キ2 ふ弐百八拾五

大 1軟 1冊

元文5成特大（29.4×21.0cm) 1軟 1冊
コキンデン

32670 古今停

写本

※墨書題策の右の後補題策に「古今集停授」とあ

る。表紙に「寄」の小札あり。

4-22コ2 ふ三百八拾四 15銭

15銭

冊

書
2
）
奥

秩

ωm

l
hぃ享

大

永

ウキヤウノダイプカシフ

32675 右京大夫家集上・下

建礼門院右京大夫詠，藤原利永奥書

書捧・刊年不明

※上冊表紙「建裡門院の御集也全弐冊」と書かれ

た小札あり。下冊表紙改装，ただし原題策は残
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シユガクヰンゴカウノ キ

32671(1）修学院御幸之記

半 1秩（2)(3）と合綴1冊

文政7成加茂直兄著

写本

※「御幸三記」〈題策下部〉の内。大野屋の半紙

を使用。表紙に「歌」「修学院御幸之記」の小

札あり。



書歌

しているo

4-23ウ 1 ふ弐百四拾弐全弐 25銭

ワカモンダフ

32676 和歌問答

特大（27.5×20.3cm) 1峡1冊

藤原清輔著

写本

※「奥儀抄」の抄録。表紙に「吾」の小札あり。

4-22ワ10 ふ三百八拾弐 10銭

サンプセウノセウ

32677 三部抄之抄百人一首上・下（乾・坤〉

特大（27.7×18.6cm) 1峡2冊

書捧・刊年不明

※『三部抄之抄』（ 5巻5冊〉のうちの2冊。内

題は「小倉山荘色紙和奇抄」。上冊表紙に「寄

千百七十九」の小札あり。

4-23サ 6 ふ百拾七全弐冊 20銭

シヨガタワカジキ

32678 初肇和歌式ー～七 半21扶7冊

有賀長伯著・自序 正徳3刊

京中野六右衛門，江戸須原茂兵衛，大坂

柏原清右衛門

※各冊題策下部に「讃方／詞寄」とある。

4-22シ4 れ十七全七 30銭

ワカセウヒデン

32679 和寄抄秘停 冊

書
l
〉
奥

峡
間

7

1
Q
文

半

寛

写本

※奥書に「寛文七年夏九月上旬／浅井一圏斎判／

和寄抄秘惇」とある。

4-22ワ4 大惣番号札原欠か 20銭

サクラマチヰンギヨシフ

32680 楼町院御集

桜町天皇詠

写本

※題策剥落，書名は表紙に打ちつけ書。

半 1朕 1冊

4-23サ 3 れ百十番 20銭

ギョクワイワカ

32681 御舎和歌天・地 半 1朕2冊

寛保元成

写本

※元去す年正月より寛ぷ完年12月までの御会記録。

題策下部に天冊は「自元文六年正月至六月J,

地冊は「自寛保元年七月至十二月」と書込まれ

ている。

4-23カ6 れ百。三番全二 15銭

ワカロクプセウ

32682 和歌六部抄ー～六 半 1朕6冊

刊年不明

林和泉橡

※各冊の内容を題策に記している。一「和寄式

（定家卿〉」，二「正風体抄〈定家卿）J，三「和

寄庭訓〈定家卿〉」，四「八雲口伝〈為家卿〉」，

五「和葺口停（阿｛弗〉」，六「近来風排抄（摂政

良基公〉」。

4-22ワ11 大惣番号札剥落 40銭

ムラサキシキプカシフ

32683 紫式部家集上・下 半 11扶2冊

紫式部詠，加藤虚卿序，田中氏村栄抜

元禄9序・干リ

江戸秋田屋十兵衛

※上冊表紙に「言Jの小札あり。

4-23ム2 れ七十五全弐 30銭

キンカイワカシフ

金椀和歌集上・下 半 1軟2冊

貞享4刊

32684 

源実朝詠

北村四郎兵衛

4-23キ20 れ七拾八番全弐冊 50銭

テイカ
守恒 ワカフウテイセウ

32685 家和歌風駄抄上・下半1需品F
伝藤原定家著 元禄10刊

江戸万屋清兵衛

※『国書総目録』には「桐火桶」の項に所載。絵

入り。「久木」「河内屋金兵衛」の印あり。

4-22ワ7 れ七十六全弐 30銭

ワカテナラヒ

32686 和歌手習上・下 半 1軟2冊

著者未詳 寛文4刊

京ゑさうしゃ喜左衛門（東洞院三本木三町目）

※書名は上冊巻頭と上下冊柱書に「和歌手習」。

但し上冊巻頭書名は塗抹されて「和歌初心種」

に変えられている。墨書題策には「和歌初心種J。

背に「和寄の手習」。上・下冊共さらに， 「和

歌の手習上〈下〉」と書かれた後補の題策あり。

4-22ワ12 仁コ全弐 30銭

セントウゴチャクタウヒャクシユ

32687 仙洞御着到百首 半 1軟 1冊

享保5成
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一歌

写本

※内題「院御着到百首」。また，映に与えられた

書名は「享保五年院御着到百首」。

4-23キ5 れ百四拾番全 15銭

ヒトマロヒミツセウ

32688 人丸秘密抄

著者未詳

京栗山伊右衛門・森田長左衛門

4-22ヒ1 れ八十八壱冊 20銭

半 1峡 1冊

元禄5刊

ナギサノタ 7

32689 渚の玉巻之ー～巻之五

半 11扶5冊を合綴1冊

編者未詳，雪翠画 宝ぷ7~u
京新井弥兵衛（京極通五条橋詰町〉

※『国書総目録』によれば，宝よ725伝があるとい

う。後補墨書題策は「裂渚農玉」。

4-22ナ 3 れ廿九番全五冊合壱 25銭

ワカメイシヨエイカク

32690 和歌名所詠格（一二）・三四

半1秩2冊

瑞立湾廉長著・自；政

書捧・刊年不明

※全4巻4冊を2冊に合綴。各巻内題「名所詠格」。

第 1冊巻頭に「詠格大意」・目録あり。絵入り。

各冊表紙に「玄玄堂思J墨書あり。 『国書総

目録』によれば，正徳3刊本あり。

4-22ワ9 れ四捨番全弐 20銭

ジンr'Iン
辛汗 ムミヤウセウ

32691 1員無名抄上・中・下半 1秩 3冊

著者未詳 元議1%J
江戸 山口権兵衛〈日本橋川瀬石町〉

※鴨長明の『無名抄』にあらず。和歌などに関す

る故事をあつめた書。下冊末に「世話字尽」あ

り。

4-22ム 1 れ六拾三番全三 30銭

ミモスソガハウタアハセ・

32692 御裳濯河歌合・
ミャガハウタアハセゾクサンジフロタパン

宮河歌合績三十六番半1秩 1冊

（御裳濯河〉西行詠，藤原俊成判

〈宮河〉西行詠，藤原定家判

写本

※題策には「御裳穫河宮河歌合前後・全」とある。

32693参照。

書一

4-23ミ2 大惣番号札原欠 20銭

ミヤガハウタアハセゾクサンジフロタパン・

32693 宮河歌合績三十六番・
ミモスソガハウタアハセ

御裳濯河歌合 半1軟 2冊

〈宮河〉西行詠，藤原定家判

（御裳濯河〉西行詠，藤原俊成判

写本

※墨書後補題策は「宮川歌合乾〈坤〉」とある。

32692参照。

4-23ミ3 れ百廿九鑓援 20銭

エイガタイホンヒケツ

32694 詠歌大本秘訣

著者未詳

写本

冊

か
1
）
写

軟
川
元

1
u保

半

享

※表紙に「寄」の小札あり。巻末に風観斎長雅か

ら近文へ，高屋長徹から大嶋長融へ相伝の旨の

奥書あり。

4-22エ4 ふ弐百九拾五 15銭

ギヨタシフシフ

32695 玉拾集上・中・下

著者末詳

写本（中岡氏輔右写〉

※連歌寄合集。

4-22キ3 れ百壱番全三冊 25銭

半 1峡 3冊

延宝2写

ワカアウギセウ

32696 和寄奥義抄（巻一二・三四〉

半 1秩 2冊

刊年不明細川幽斎述，烏丸光広記

江戸万屋清兵衛〈日本橋万町〉

※慶長年間成。別名「耳底記」。墨書題策には角

書「鎗入」があり， 「光慶卿」と傍記。大惣番

号札は巻三と四の冊に付され，裏見返しに「文

化三／丙寅／長月中旬／佐野忠良〈朱印〉／求

之」と墨書。

4-22ワ 1 れ八十弐番全二 25銭

コライフウテイセウ

32697 古来風鉢抄壱～三

藤原俊成著

京小崎七左衛門・田中市左衛門

※第2冊表紙に「中百四十六jの小札あり。第1

冊末丁裏に朱で「木下氏持之」と書込みあり。

奥書は「建仁元年五月日／依式子内親王仰被進

半 1秩 3冊

元禄3刊

之」。
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4-22コ7 大惣番号札剥落 35銭

室国歌

テイカナンダイ
定家 フヂカハ己ヤクyユセウ

32698 難題 藤河百首齢、上巻・中巻・

下巻 半 1秩3冊

切臨曳〈和田以悦〉著・自抜元和5政，正徳s~u 
京出雲寺和泉按（三条通舛屋町）， 江戸同

〈日本橋南一丁目〉

※定家の「藤河百首」の注釈。

4-23フ3 れ五拾三番全三冊 30銭

ジノノハグサ

32699 しの〉葉草上・中・下を7~8~3 冊
著者未詳，玉山堂序 宝永5序・刊

永田調兵衛・梅村市郎兵衛

※絵入り。第1冊表紙「古キ寄物語の古事をあっ

め書たる本也」との札あり。同見返しにも「神

仏霊夢之和歌又ハ名寄等感臆有し事其外古キ名

高の物語其由来之古事をあつめたるをもしろき

本也」の札があり，文泉堂と書込みあり。 3冊

いずれも初了に「書捧文教堂」の印あり。

4-22シ 1 れ六拾六 25銭

ホリカハヰンジラウヒヤクジユ

32700 堀河院次郎百首上・中・下

半 1軟3冊

源顕仲・藤原仲実・源俊頼・源忠房・源兼昌・常陸

・大進詠，細Jll玄旨精） (16附 ） 

永久4成，慶長5奥書，延宝4刊

京林和泉橡

4-23ホ 2 大惣番号札剥落 30銭

32701 
安Hヒヤク！）.イジフエウセウ

抵百題拾要齢、

冊
）
刊

7
飢

4

帳
。
禄

化

半

克

六

編者未詳，逸名序あり

山口茂兵衛・長谷川惇兵衛

※別名「明題拾要抄」。歌題別，いろは引。

4ー23ワ2 大惣番号札剥落 40銭

7 7 ノモクヅ

32702 海人藻芥

所在不明

3冊を合綴1冊

5-17ア 1 35銭

トウヤシウシ7 !). 

32703 東野州拾唾

東常縁述，宗祇聞書

水田甚左衛門

半 1秩 1冊

元禄6刊

※奥書「文明十自年十一月十六日」。別に書埠の

奥書あり。絵入り。

4-22ト2 れ九拾番 30銭

ワカノモノガタリ

32704 和歌の物語 半1秩1冊

桂秀樹「口授」 延享5長
写本

※歌学。奥書に「右歌の物語一巻延享戊辰夏桂先

生秀樹の許にて口授し筆記之畢不可出於別席人

数之外也云々」とある。別名「名賢和歌秘説」。

4-22ワ5 れ百廿三 10銭

タナパタアキノツキ

32705 七夕秋之月 半 1扶 1冊

写本

※七夕に関する和歌・狂歌・発句を諸書から抜き

書きしたもの。罫線の刷られた半紙を使用。紙

背に点取俳諮の句および点印あり。

4-23タ4 そ千四拾九全 10銭

コキンデン

32706 古今停上・中・下

特大（28.4×20.lcm) l l険3冊

写本

※上冊表紙に「歌学」〈朱〉の小札あり。彩色入

りの絵あり。

4-22コ3 ふ三百七拾壱全三 25銭

コキンシフセウ

32707 古今集抄

写本

※『古今和歌集』仮名序・真名序の注釈。

4-23コ2 ち千六百舟四 10銭

中1峡 1冊

貞応2奥書

ワカヒケツ

32708 和歌秘決 中1朕1冊

写本

※和歌作法・歌会における慣例などを記す。短冊

の並べ方を図を用いて説明する箇所あり。内題

「和歌口停之支」。

4-22ワ 6 れ百廿弐 15銭

ラサウシフ

32709 薙窓集上・下・徐白 半1朕3冊

横井也有（「時般愚詠／退隠後改並明」〉

写本

※上・下には歌文，儀自には漢詩をおさめる。上

冊末に「たれこめ草」，下冊末に「末の露」な

る文章を附す。
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4-23ラ1 れ百拾四番全三冊 25銭

一歌 書ー

4-25ナ 1 ち四百七十三 10銭

キリヒヲケ

32710 桐火桶

伝藤原定家著

京仁左衛門〈二条通〉

冊
）
刊

1
L
M悶

R
U

－
－
」
配
噌
i

帳
。
永

1

寛

大

※書皐奥書あり。末尾に「萩園蔵」の印あり。裏

見返しに「下村久富」と記名。表紙に「寄」の

小札あり。

4-22キ4 ふ三百五拾八 20銭

セゲンモンダ7

32711 世諺問答

特大（27.5×19.9cm) 1朕 1冊

一条兼良著，逸名践あり

写本

※『国書総目録Jによれば天文13長。

5-17セ 1 や千九番 15銭

ゾウホワカミチジ JI.' ベ

32712 増補和寄道しるへー～四

小1軟4冊

飛鳥井雅親〈栄雅〉編，酔露堂（河瀬〉菅雄増補・

序 刊年不明

京 吉田三郎兵衛・和田庄三郎，江戸 安浦

仁コ衛〈通石町〉

※上記編者は『国書総目録』による。

4-22ソ4 大惣番号不明 25銭

ジヤウドシンシユウギヨタリンワカシフ

32713 浄土真宗玉林和歌集 中l軟 1冊

先啓編，稗耕恵序 寛返す色品19o~u
京著屋勘兵衛（烏丸五条下ル二丁目〉・菊屋

喜兵衛〈寺町通松原下ノレ〉・銭屋庄兵衛〈西堀

川｛弗光寺上ル〉

※上記書名は各巻内題による。原題策上部破損。

序題「玉林和歌集」。柱書「玉林集」。「和楽斎

図書館」の朱印あり。

4-23シ7 ち六拾四番 10銭

ナガウ!Jrt カシフ

32714 長唄馬歌集 中1朕1冊

畔川子著・自序，もしほ屋主人序，逸名抜あり

文政7自序・刊

京吉野家仁兵衛・吉野家勘兵衛・山城屋佐兵

衛，大坂玉屋市兵衛

※絵入り。践に「日かくれると飛ありくふくろ町

にすみし色男なにはの旅やとりにしるす」と言

う。

テイカカリュウ
定家 メイ戸ワカサンピヤタシユヒセウ

32715 家隆名所和歌三百首秘抄

春・夏・秋・冬・恋・雑 半 1朕6冊

紹巴法師著，打波軒序 , 享保年間刊

京河南四郎右衛門（堀河通｛弗光寺下ル町〉

※内題「建保名所三百首抄」。絵入り。刊記の年

次「享保」とのみ。

4-23メ 1 れ拾八番全六冊 30銭

ナジノモトシフ

32716 梨本集ー～五 半 1軟 5冊

梨本〈戸田〉茂睡著・自序，源朝臣政

元禄11奥書，同12股，同13~U
江戸平野屋吉兵衛

※第1・4冊の原題策上部に「ゑ入」と書込みあ

り。絵入り。歌語を挙げて説明し，例歌を示し

た書。

4-22ナ 1 れ廿六番全五冊 50銭

ウタプクロ

32717 うたふくろー～六 半 1軟6冊

北謹二世成寄〈富士谷御杖）著・自序 寛政5刊

京北村四郎兵衛・武村嘉兵衛・西村平八・山

田屋卯兵衛・佐々木惣四郎・天王寺屋葛西市郎

兵衛〈寺町五傑上ル町）

※「水玉堂（天王寺屋市郎兵衛〉蔵坂和歌連俳書

目」 1丁あり。

4-22ウ3 れ弐拾四番全六冊 50銭

ワカシチプノセウ

32718 和歌七部之抄※参照 大1朕8冊

承応元刊

書捧不明

※各冊題策下部にそれぞれ次のようにある。第 1

冊「ー詠歌大概」，第2冊「二秀歌大排上J，第

3冊「二秀歌大鉢下」，第4冊「三百人一首上」，

第5冊「三百人一首下」， 第6冊「四未来記／

雨中吟」，第7冊「五三体和歌」，第8冊「六結

題百首」。第1冊〈巻頭内題「詠歌大概抄」）は

『詠歌大概』歌論部の抄物。第2・3冊〈巻頭

内題「秀歌盟大嬰」〉は『詠歌大概』「秀歌盟大

墨」の抄物。第4・5冊（内題「小倉山庄色紙

和歌抄」〉は「百人一首」の抄物。第6・7・

8冊はそれぞれ「未来記」・「雨中吟」，「三体和

歌J，「結題百首」の抄物。尚，第5冊には文明
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書一

書捧不明

※各冊内題「袋草紙」。

十二」の小札あり。

4-22フ 1

一歌

(1認宗祇奥書，第8冊には称名院奥書並びに文禄

3宗草食奥書あり。

4-22ワ3

第 1冊表紙に「千三百四

40銭大惣番号札原欠か

50銭

上・下

石塚龍磨政

文政2序・肢

大 11扶2冊

ふ三百弐十壱全四

エ
校
時

ホ百一一大

イ

五

靖

ノの

4
A

付
竹
誌規

4

尚

吃

村

沼

竹

一・二・三四・五・六

大 1秩5冊

万治3刊

ジンセンロクデフ

新撰六帖

藤原家良編

中野五郎左衛門

※各冊内題は「新撰六帖題和歌」。

4-23シ12 ふ弐百拾六全五

32719 

書皐不明

※下冊に穴があいている。

4-23タ3 ふ弐百四拾五全弐 20銭

冊
）
政

2
6
2
 

軟
は
化

1

弘

大上・下

Jレカガミ

32725 布留鏡

橘蔭道著・白抜

「鴬蛙園文庫」

※旧蔵者朱印あり。

4-23フ4

25銭

カセンフタノマセウ

32720 歌仙二葉抄上・中・下大1秩3冊

平春幸著・自序，紀宗直抜 延ますか，文ィgs92~U
大坂松根堂加賀屋善蔵（心斎橋通北久太良町）

※三十六歌仙の歌体について。下冊に穴があいて

いる。

スズノヤシ7

32726 鈴屋集ー～九

本居宣長詠，本居春庭序，本居大平肱

寛副首（ー～五），享＊0833伝
「須受能耶蔵板J, 江戸須原茂兵衛〈日本橋

通萱丁目〉，京 銭屋利兵衛（寺町通四僚上ノレ〉，

伊勢松坂柏屋兵助（日野町〉

※大惣番号が第4冊に「ふ拾七共弐冊J, 第6冊

に「ふ拾八共弐冊」， 第8冊に「ふ拾九共弐」

と附されている。第1冊表紙に「居」の小紙あ

り。頭部の余白に書込みあり。原題策中に内容

を記す。

4-23ス1

20銭

大 1軟 9冊

ふ弐百五拾全弐30銭

ウヲノシホガヒ

浦農志保貝 上・中・下・〈拾遺〉花

・鳥・風・月 大2軟 7冊

熊谷直好詠，三井議拘・正編序〈弘化2), 陸奥

介景恒拾遺序〈安政3），尾張国つしまの里人茂之

政

ふ弐百三拾壱全三4-20カ2

32721 

「夢華園蔵」（正編〉， 「長春亭蔵」〈拾遺〉， 名

古屋永楽屋東四郎，大坂河内屋喜兵衛・河

内屋和助・秋田屋太右衛門・伊予象屋善兵衛〈正

編〉

※正編末に「発行書捧」 12軒を列挙。拾遣は刊記

を欠く。各冊に「茂松園記」の印あり。

4-23ウ6 ふ百九拾九全三冊他ニ拾遺

・ふ弐百番拾遺四冊 1円50銭
1円80銭

上・中・下

大 1朕 8冊

本居室長著，藤原理！~’七奈津門序，宅患F
寛政3成，同7正編刊，同 9折添刊

名古屋風月堂孫助（本町査丁目〉

※新古今の歌の注釈。一～五の内題「新古今集美

濃の家っと」。

4-23ミ1 ふ百九拾弐折添共〆八冊

・ふ百九拾三共三 1円30銭

ふ拾六共三冊（※参照〉

五一
円
添

列
折

円
果
衣
門
委

い
家
い
家

ノ
の
ノ
の

ノ
濃
ノ
濃

ミ
美
ミ
美

32727 カノ、ヤジ

32722 嘉波也之路ー～五

契沖著，小沢童庵序，前波黙軒序

寛政8序（黙軒〉，同9序（麗庵）・刊

「羅風亭梅運堂松寄亭蔵版」， 江戸須原

屋伊八，大坂高橋喜助，京葛西市郎兵衛・

吉田四郎右衛門

※第5冊末に「契沖阿闇梨選書品目」を附す。書

名は「河社」などとも表記。

4-69カ1 ふ三百拾六全五

大 1峡5冊

50銭
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書

宇治五十槻荒木田神主久老著，永井幸直序，囲内秀

真政 天明 8成，寛政3序・肢，同6刊

大坂播磨屋新兵衛〈博労町佐野屋橋筋〉

※「議足蔵書」朱印・「城戸蔵」朱印あり。表紙

に「歌学」〈朱〉の小札あり。

4-23ツ 1 ふ三百六拾番

一歌

大 1軟2冊を合綴1冊

正保2刊

上・下悦日抄32728 

15銭

大 1軟（2)(3）と合綴1冊

寛政4践

タマクラ

32734(1）手枕

本居宣長著，大館高門肢

書皐不明

※（2)(3）参照。表紙右上に「居〈墨〉歌学（朱）J

の貼紙あり。

4-30タ1

15銭

7 ンエフシ7 トホタフミノウタカウ

32729 寓葉集遠江歌考 大 1秩 1冊

賀茂真淵著，内山真多都序，夏目聾磨抜

文政2序，同3抜・刊
(2)(3）共20銭

ノリナガタクウタアハセ・ミナモトノジタガフウ？／ナアハセ・

32734(2）範永宅歌合・源 j頃馬名合・
スミヨシウタアハセ

住吉歌合

大惣番号不明

書皐不明

※表紙に「居」の小札あり。序題は「遠江歌考序」。

4-23マ10 ふ三百六拾弐 10銭

享和2刊

京竹茜棲・揺芳堂

※巻頭内題横に「真蹟臨本」とある。三者はそれ

ぞれ忠家，俊忠，西行書。

ゴギンワガシ7

32730 吾 吟我 集上・下

石田未得著，緑峠園主人序

慶安2成，宝暦7序，安永5刊

大坂柏原屋佐兵衛

※「室小路花栄蔵」と書込み・蔵書印あり。狂歌

集。

大 l軟 2冊

コクンオホノぜラヒコトパ1

32734(3）古訓大被詞

中尾義稲著・自序 文化13序・刊

「多計能屋蔵板」，尾張片野東四郎

※「松本鳥亀」の朱印，「棲戸蔵版」の印あり。

4’ー30タ 1

4-30タ 1

30銭ふ七百四拾三全弐

ホリカハヰンヒヤクシユワカ

堀川院百首和喜子

4-25コ1

カ モカリウウメアハセ

32735 賀茂下流梅合 大 1峡 1冊

賀茂真淵編，大石千引序 文長す色高すお

江戸小林新兵衛（日本橋通二町目〉・英平吉

〈本石通十軒店〉・同文蔵（下谷御成道〉

※序題「うめあはせの序」。表紙に「和文」〈朱〉

の小札あり。英平吉の「和書目録」 13丁を附す。

4-23ウ5 ふ四百四拾弐 20銭

上・中・下

大 1峡3冊

雲堂大居土政慶安3肢

32731 

藤原公実・大江匡房ら詠，

西国勝兵衛

4-23ホ3 ふ弐百三拾弐全三 20銭

7 サウシフェフシフ

扶桑拾葉集系園上（目録〉・下・壱～

十三・十四上・十四下・十五～三十

ケンチユウミツカン

32736 顕註密勘
顕昭注，藤原定家補

京和泉接林時元〈今出川〉

※第1冊表紙に「寄学」（朱〉の小札あり。巻頭

書名は「古今秘註抄」。第 1冊原題策下部に

「定家卿／顕昭法師／両抄」とある。

4-23コ1 ふ三百0八全八

大 1峡 8冊

明暦3刊

一～八

大6軟33冊

参議源朝臣徳川光国卿編，兵部卿幸仁親王序

元禄2序

十一～十四上・十五～二十六は板本で書捧不明，

それ以外は写本

※内容については『国書総目録』叢書目録を参照。

4-21フ 1 ふ四百0壱番 7円30銭

32732 

50銭

ツキノオチノぜシヨクニホンコウキノウタカウ

槻の落葉績日本後紀歌考

大 1峡 1冊

-157-

伝藤原基俊著

書埠不明

※上冊表紙に「寄」「O千百五十一」「さらしな之

記」の小札，見返しに「さらしな之記ー名悦目

抄」と書込みあり。基俊・樟阿・藤原氏・妙阿

．為氏・為世の相伝奥書あり。

4-22エ 5 ふ三百三十五全弐

32733 



一歌

マシェフコトノマノカイ

32737 寓葉詞解 大 1朕1冊

著者未詳

写本

※万葉集巻ー～十の語を挙げ解説した書。表紙に

「寄」の小札あり。

4-23マ7 ふ三百八拾壱 15銭

ザツワシフ

32738 雑和集上・中・下 大 1朕3冊

著者未詳

書捧・刊年不明

※上冊表紙に「口三百三十九」「全三口Jの小札

あり。刊記部分を欠く。

4-22サ 2 ふ三百弐拾七全三 30銭

セイノ、タジ7

32739 清白集 大1映1冊

）
序

附

3
hu
同

）
政

序
凶
2

穀

ω化
倉

弘
大編、、ムャq東伊肢由

同著回
国成林中

書捧不明

※成昌の歌・詩・文を収める。

4-23セ 1 大惣番号札剥落 10銭

ツキ7 ウテ’ワカシフ

32740 月詣和歌集春・夏・秋・冬

大 1軟4冊

賀茂重保撰，橘千蔭序，平春海抜 (1808) 

文化5序・政・刊

京遠藤平左衛門（富小路三傍下ノレ〉， 江戸

遠藤平助〈日本橋南三丁目〉・小林新兵衛〈日

本橋二町目〉・英平吉〈神田鍋町〉

※冬の巻末尾に清水漬臣による附考〈文化5成〉

あり。

4-23ツ2 ふ弐百弐拾弐全四 50銭

ワカ
壬口 ゴシンピセウ

32741 抵古語深秘抄ー～十 半 1秩10冊

悪藤一雄編・自序・自肢 元禄15刊

京出雲寺和泉操，江戸同店〈日本橋南壱町

目〉

※原題策下部に各冊の内容を記している。一・二

「秘蔵抄J，三「新撰髄脳／莫停抄／和寄肝要」，

四「後鳥羽院御口停／定家和歌式」， 五「正風

排抄／和寄庭訓」，六「家隆口停／近来風排抄」，

七「壁玉集／簸川上」，八「八雲口停／よるの

つる」，九「耕雲口停／桂明抄」，十「八雲一言

記／和菩二言集／同用意」。

書

4-22ワ2 れ六番全拾 50銭

サウアンシ7モウギウゲンカイ

32742 草庵集蒙求諺解ー～十五

半3秩15冊

頓阿法師詠，香川宣阿著・自序，香川景新増訂

享保9序

書捧不明（32743に同じか〉

※各巻内題は「草庵和歌集蒙求諺解J。32743に続

篇あり。

4-23ソ2 れ弐番 45銭

ゾタサウアンシフモウギウゲンカイ

32743 績草庵集蒙求諺解ー～五

半 1峡 5冊

頓阿法師詠，香川宣阿著，香川景新増訂享保 8刊

京 武村新兵衛（西堀川通松原上ル町）・財間

加兵衛（寺内通妙顕寺前町〉

※32742に正編あり。表紙に「十六～二十」（朱〉

の小札あり。各巻内題「績草庵和歌集蒙求諺解」。

4-23ソ1 大惣番号札原欠 15銭

カリンリヤウザイシフ

32744 歌林良材集上・中・下半 1帳3冊

一条兼良著・自序 宝永元刊

江戸万屋清兵衛〈日本橋南詰〉

※上冊見返しに「天台／沙門／園如」という書込

みと朱印あり。絵入り。

4-22カ7 れ六拾番全三冊 30銭

32745 

ゾウホ
4蛍ウタマタラアキノネザメ

弱歌枕秋の寝覚

半 1軟 3冊

有賀長伯著・自序 明和 8~U
大坂松村九兵衛（心斎橋南壱町目〉・鳥飼市

兵衛（心斎橋南四町目〉

4-22ウ5 大惣番号札原欠か 55銭

32746 

ホソカハイウサイ
細川 ライガタイガイセウ

幽粛 詠歌大概抄

冊
）
刊

3
制

8

帳

α文
1

寛

大

三条西実枝講，細川幽斎編

京風月庄左衛門

※第 1冊表紙に「寄Jの小札あり。

4-22ェ3 ふ三百弐拾六全三 30銭

ホソカハゲンシ
細川 キキガキゼンシフ

32747 玄旨聞書全集ー～五

大 1軟 5冊
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編者未詳

京青木勝兵衛

延宝6刊

一歌書，徒然草ー

4-22キ2 大惣番号札剥落 50銭

※第 1冊表紙に「千三百四十四」の小札あり。

4-22ホ1 ふ三百拾七全五 50銭

シンカ
宰仔 プルイゲンエフシフ

32748 録部類現葉集巻ー～巻十六

半 2秩16冊

享保20刊伯水堂梅風編・白抜

江戸万屋清兵衛（日本橋南ー町目〉， 京北

尾八兵衛〈寺町通五傍上ル丁〉

※内題は「部類現葉和歌集」。

4-23フ 1 れ八番全拾六冊 60銭

カシラガキサイハン
頭書 ゾウホワカダイリンセウ

32749 再版 増補和歌題林抄

十一 半2軟11冊

一条兼良編，北村季吟増補

宝永s?m刊，安永6告刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋壱町目〉， 京北

村四郎兵衛〈五僚通塩竃町〉

※内題には「増補題林抄」とも。

4-22ソ3 れ三番全拾一冊 60銭

ニテイキ

32750 耳底記上・中・下

細川幽斎述，烏丸光慶記

京林和泉操

※大惣番号札，墨で「そ」を「れ」に， 「六百四

十五」を「六拾四番」に訂している。

4-22ニ2 そ六百四十五全三冊 30銭

半 1峡3冊

刊年不明

トウヤシウキキガキ

32751 東野州聞書ー～五 半 1軟5冊

東常縁著 元禄7刊

京銭屋四郎兵衛〈河原町〉， 江戸銭屋五郎

兵衛〈芝〉

※第 1冊表紙に「言／随筆」の小札あり。逸名の

「序例」あり。

4-22トI そ六百0壱全五 30銭

キヨスケザ73'ンシフ

32752 清輔難談集 上之ー・上之二・下之ー

－下之二

藤原清輔著，逸名序あり

書捧不明

※第1冊の見返しに「和歌威徳物語／和国玉かっ

ら／梨本集」と書込みあり。

半 1朕4冊

貞享2刊

徒 草然

ツレヅレグサシヨセウタイセイ

32753 徒然草諸抄大成 一二～一九廿

（全20巻2巻づっ 1冊〉 大 1秩10冊

浅香山井著 貞－￥：658判
京 武村新兵衛・吉田四郎右衛門・谷口七左衛

門・田中庄兵衛

※第1冊表紙破損。原体裁は各巻 l冊の全20冊か。

10ー05ツ 5 大惣番号不明 1円50銭

ツ レヅレグサシンチユウ

32754 つれつれ草新註ー～四 大4冊

清水春流著・自序 寛支666色品677~1
中野氏市右衛門尉

※各冊に落書あり。内題「寂実草新註」。

10ー05ツ 6 ふ八百七拾七全四 50銭

ツレヅレグサ

32755 つれつれ草乾・坤

吉田兼好著

書捧不明

※見返しに「＠／三百廿三号／二冊」と朱の書込

冊
）
刊

2
師

2

大
。
保正

みあり。

10ー05ツ 1 大惣番号札剥落 15銭

ツレてヅレノサン

32756 つれつれの讃序・ー～八 大 9冊

東華坊支考著・自序・自抜〈渡辺弘4)

元禄7序，宝永8抜

京柏屋勘右衛門（寺町押小路上ル町〉・同勘

九郎

※一～八が本文。別に「讃之序」〈柱書） 1冊。

本文頭部に書込み多数。

10-05ツ 9 ふ八百五拾八全部九冊 70銭

ノヅチ

32757 野槌 上之ー～八・下之ー～五〈ー～

十三〉

林道春著・自序・自肢，逸名序あり

書埠・刊年不明

※徒然草の註釈書。本文頭部に書込みあり。

冊
）
序

日
制
7

軟
Q
和

1
一克

大

10ー05ノ1 ふ七百拾三番 1円
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一百人一首，国書・和書ー

百人一首

ヒャタニンイツシユチユウカイ

32758 百人一首注解上・下半1帳 2冊

著者未詳

写本

※下冊末に「九拾軒町」と書込みあり。

4-23ヒ6 れ百三拾弐 50銭

サガノャマプ

32759 嵯峨の山布見上・中・下

大 1軟 3冊

藤原彦麻呂著・自序，源元凱序，平景看抜，木川勝

子抜，村上真澄抜 文化13）自序・抜（村上〉

「芦之仮庵蔵板／製本所銀座町二町目松屋要助」，

江戸 英平吉〈本石町十軒店〉・山田佐助〈両

国吉川町〉

※内題「百人一首嵯峨の山ぶみ」。

4-23サ 1 ふ百0九全三冊 30銭

ヒャクニンイツシユシツチユウ

32760 百人一首集註上・下半l軟 2冊

酔月園嘉基著・自序，鈴木朗序 （即1) (1822) 

文政4奥書，同5序

写本

※大惣の半紙を使用。序題「百首集註」。

4-23ヒ4 れ百三十三 20銭

ヒャタニンイツシユヒセウ

32761 百人一首秘抄

著者未詳

写本

冊

書
1
〉
奥

秩
m
3

1
u和

大

明

※頭部書込み・不審紙あり。罫線入りの用紙を使

用。

4-23ヒ7 大惣番号札剥落 20銭

ヒャクニンイツジユ『＂＇－ －占占 L リ 日占司均占~り

32762 百人一首忌中歌fill／同六寄品i
大 1軟 1冊

写本

※大惣印なし。朱の振仮名あり。内容は「百人一

首」に「古寄仙」「中歌仙」「中六寄仙」「古六

菩仙」を附す。『国書総目録』に「中院通期写J

という。

4-23ヒ1 大惣番号札原欠か 10銭

ヒヤクニンイツシユメイギ

32763 百人一首明疑上・下 大1秩2冊

編者未詳

写本

※拾穂抄・改観抄など諸注の集成。上冊表紙に

「喜子」の小札あり。

4-23ヒ8 ふ百弐拾六全弐 20銭

ヒヤクニンイツシユセウ

32764 百人一首抄上・中・下大 1軟 3冊

丹山隠士〈細川幽斎〉著・白抜

慶長元肱，寛永8刊

京杉田良庵玄与（東洞院諏訪町〉

4-23ヒ5 ふ百拾三全三 15銭

ウヒマナピ

32765 うひまなび 上之ー・上之二・中之ー

・中之二・下之終〈θ～⑤〉 大l軟5冊

賀茂真淵著・自序 明和2成，天明元刊

江戸須原屋市兵衛〈室町三丁目〉， 京勝村

治右衛門〈寺町通松原下ル町〉

※第1冊題策に「百人一首」と書込み，また，表

紙に「居」の小札あり。

4-23ウ2 ふ百0六共五冊 50銭

ヒヤクニンイツシユシ7スイセウホチユウ

32766 百人一首拾穂抄補註ー～六

大 11扶6冊

北村季吟著・自肱，谷口元談補註・序

天~o完長，元長7年，延探知
江戸桝屋五良右衛門，京桝屋孫兵衛（寺町

通松原上ル町〉・梅村三良兵衛〈寺町通松原下

ル町〉

4-23ヒ3 .b百0五全六 20銭

国書・和書

タマカツ 7

32767 玉かつま 目録・童～十四大2軟15冊

本居宣長著，本居；萄麻呂政，植松有信政

（目録〉刊年不明，名古屋永楽屋東四郎

（査～参冊〉寛政6~u，「宇憲容蔵板J，名古屋
藤屋吉兵衛（本町七丁目〉， 松坂伊豆田屋

瀬三郎〈中町〉・柏屋兵助〈日野町〉

（四～六冊〉書捧・刊年不明
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一国書・和書一

（七～九冊〉寛政11刊，野田藤八・林伊兵衛・

蒲生金七・林安五郎

（十～十二冊〉享和4刊，「鈴之屋蔵板」，林伊

兵衛・柏屋兵助・山形屋停右衛門

〈十三・十四冊〉文ィ的。長，長881伝（高麻日），

同9伝（植松〉，「鈴の屋蔵板」

※「四」「七」冊表紙に大惣番号札剥落跡あり。

4-69タ 1 ふ拾壱番（「萱J冊）

・ふ拾四（「十」冊〉 2円50銭

コジキデン

32768 古事記簿目録上・中・下・ー～四十四

－「三大考古事記惇十七附巻」 大10軟48冊

本居宣長著

（目録〉文ィ~s5s~U，「鈴乃屋蔵板」
（本文〉天保認知，名古屋 永楽屋東四郎〈本

町通七丁目〉， 江戸 同出店（日本橋通本銀町

二丁目〉

（これ以外の「護行書林J），江戸須原屋茂兵

衛（日本橋通査丁目〉・山城屋佐兵衛（日本橋

通二丁目〉・岡田屋嘉七〈芝神明前〉，大阪 河

内屋喜兵衛〈心藤橋筋北久太郎町〉・河内屋和

助〈心薦橋筋安土町南江入〉， 京風月庄左衛

門〈二条通衣ノ棚角〉・俵屋清兵衛（楚屋町通

姉小路上ル〉

※最終冊末に「東壁堂製本嬰目録記」あり。「尾

張神祇局印」あり。

5-05コ4 大惣番号札制j落 13円

ホンテウトンジ

32769 本朝遜史上・下 大2冊

林靖（讃耕粛〉著・自序・自肢，埜三竹子菅序，菊

庫逸民金節肢万部0)13序・抜，寛支633年，前知

谷岡七左衛門

※本朝の隠者51人の伝。柱書「遜史」。上冊表紙

に「停」（朱〉の小札あり。

史閲国史か5-13 や五百全弐冊 50銭

コシセイプン

32770 古史成文一～三

平田篤胤著・藤原貞直序

「塾蔵版」

冊
｝
序

3
m
6
 

秩
α政

1

文

大

※「伊吹遁屋先生及門人著述刻成書目」を附す。

『国書総目録』によれば文化8伝立。第1冊見

返しに「＠／六百四十七号／三冊」 〈朱〉の小

札あり。

5-05コ5 大惣番号札剥落か 35銭

32771 
クズパナ

くす花上・下 大 1朕2冊

本居宣長著・自肢，市岡多気彦政 安ぷず白抜

名古屋永楽屋東四郎〈本町通七丁目〉

〈これ以外の「護行書林」〉江戸須原屋茂兵

衛（日本橋通一丁目〉ー山城屋佐兵衛〈同通二

丁目〉・岡田屋嘉七〈芝神明前〉， 大阪河内

屋喜兵衛〈心斎橋筋北久太郎町〉・河内屋和助

（心斎橋筋安土町南江入〉， 京風月庄左衛門

〈二条通衣ノ棚角〉・俵屋清兵衛〈越屋町通姉

小路上ル〉

※永楽屋の「製本嬰目録Jあり。

1-05ク 1 ふ四拾六番全二 25銭

下上

サ
中
。

グ
ぐ
著

ジ
い
U

1
ノ

ハ
は
綻

ト

と

部建

りムπ
袋

泥

中

畑

中

大 1朕 2冊

明和7刊

京梅村市兵衛（寺町下ル町〉・菊屋安兵衛

（寺町姉小路角〉・梅村宗五郎〈御幸町仏光寺

上ノレ町〉

※俳論書。表紙に「O千百八十」（墨〉・「俳」

〈朱〉の小札あり。

4-24ト1 ふ七百五拾六全弐 25銭

シンプウヰダン

32773 神風遺談上・中・下 大 1軟 3冊

菊地寛三郎著，立原朴二郎画 安永2成，同3刊

「立原氏蔵梓」， 江戸 須原屋伊八〈浅草茅町

二町目〉

※上冊見返しに「童／竹碕五郎兵衛槍巻／日蓮註

童讃」とある。下冊のみ「摸重Jに「渡遺笑兵

衛」が加わる。

5-13シ 1 大惣番号札原欠 35銭

モジコ．エノカナヅカヒ

32774 字音かなつかひ 大 1軟 1冊

本居宣長著．自序，須賀直見宅附 (17 

安永4自序．序，同5刊

松坂 柏屋兵助〈日野町〉・田丸屋正蔵（本町〉，

京銭屋利兵衛〈寺町四条上／レ町〉，「弘所」に

は上記の田丸屋が欠け，江戸 須原茂兵衛〈日

本橋通宣丁目〉が加わる

※自序の書名に「モジゴヱノカナヅカヒ」と仮名

を振っている。

4-64シ2 ふ三百五拾壱O全 20銭
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一国書・和書ー

フリワケカ・

32775 ふりわけかみ

小沢麓庵著・自肢

大 11険1冊

寛政8成・干リ

京吉田四郎右衛門〈二傍通富小路東へ入町〉

※表紙に「居」の小札あり。

4-62フ 1 ふ三百五拾七 20銭

タマアラレロン

32776 玉あられ論 大 1軟 1冊

優婆塞竺憧（加藤千蔭〉著，賓田村のくすし践

寛政4抜，文化12刊

「松下園競板」， 名古屋松屋普兵衛〈本町十

丁目

※「玉あられ論」「玉霞附論」の 2編より成る。

4-62タ2 ふ六拾九全壱 20銭

ベンタ7アラレニロン

32777 鉾玉譲二論 大 1朕 1冊

三井高蔭著 文化13刊

「松下園蔵板」， 名古屋松屋善兵衛〈本町十

丁目〉

※上記書名は内題による。原題策は「弁玉あられ

論」。「鈴屋門人尾張社中著述目録」を附す。

4-62へ1 大惣番号札原欠 20銭

タフモンロク

32778 答問録 大 1峡 1冊

本居宣長著，千村仲雄訂・序，本居太平序，鈴木股

肱 刊年不明

名古屋永楽屋東四郎〈本町通七丁目〉

※「尾陽東壁堂蔵目録之内歌書之部」を附す。

『国書総目録』によると，安永6成。

4-69ト1 ふ七拾六全壱 20銭

32779 
7 タラノヤマ

まくらの山 大 1秩 1冊

本居宣長詠・自抜 寛政12抜，享和2刊

松阪柏屋兵助〈日野町〉，京銭屋利兵衛

（寺町通四僚上ル町〉・河南儀兵衛（三憐通御

幸町西江入町〉

※歌集。題策下部などに「桜花三百首」とある。

4-23マ 1 ふ八拾弐全壱 20銭

コタイカウ

32780 園意考 大 1冊

賀茂真淵著 文化3刊

「琴屋社中蔵板」， 大坂 河内屋儀助〈心斎橋

通南本町〉

※表紙に「居」の小札あり。淡海野公蓋による漢

文の「讃加茂真淵園意考」〈天明宅提）および

源稲彦による「排讃圏意考」〈文化3成〉をも

収録。

1-88コ4 ふ八拾五全壱 30銭

コゲンテイ

32781 古言梯 大 1秩 1冊

揖取魚彦著，藤原宇万伎序，賀茂真司誌） (17 

明和元成，同2序

江戸須原屋市兵衛（室町三丁目〉， 大坂柏

原屋清右衛門〈心斎橋順慶町〉

※原題策下部に「再考」とある。表紙に「歌学」

（朱〉の小札あり。巻末に書籍目録2丁あり。

4-63コ1 ふ三百五拾五 25銭

アウアウヒツコ

32782 嘆々筆語一・二篇 大 1秩2冊

野之口隆正・西田直養・岡部東平・義門著，岩倉具

集序〈ー篤〉，正三位有功序（二篤〉

天保13序（いずれも〉・刊

「佐紀乃屋蔵板」〈ー篇〉， 京近江屋佐太郎

〈寺町通悌光寺上ル〉〈両篇〉

〈以下はー篇の「諸国寅弘書捧」〉大坂河内

屋儀助・藤屋普七，和歌山坂本屋記一郎，姫

路灰屋助治，江戸和泉屋吉兵衛

二篇の刊記では「蕩根堅室蔵板，雪之屋開版」，

近江屋と京勝邑治右衛門〈寺町通〉を並記，

また，「諸圏貰弘書房」としてー編の灰屋助治

が脱け，大阪河内屋茂兵衛，岡山片上屋孫

兵衛，熊本橘屋儀助が加わる

※二篇見返し内題，書名右に「諸家随筆」とある。

4-69オ 1 ふ五拾六全弐冊 30銭

カミヨノ 7サゴト

32783 神代正語上・中・下 大 1秩 3冊

本居宣長著・自序，栗田土満序，宅新秋抜

寛政元自序，同2刊

「木綿苑蔵板」

※刊年は『国書総目録』による。

5-05カ1 ふ三拾五全三冊 35銭

アガタヰザツロタホセウ

32784 勝、居雑録補抄

長野美波留著・自序

江戸英平吉郎〈本石町十軒店〉

※賀茂真淵の雑録に標注を加えたもの。巻末に

「寓笈堂英遵蔵板目録」 8丁を附す。表紙に

冊

序
1
）
自

験
問
9

1
0化

大

文

「居」の小札あり。
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一国書・和書ー

4-69ア 1 ふ三百五拾四 30銭

ウヒヤ＂？ 7ミ

32785 字比山踏 大 1冊

本居宣長著 寛政10成

「須受能屋蔵板」， 江戸須原茂兵衛〈日本橋

通査丁目〉， 京銭屋利兵衛（寺町通四傍上ル

町〉，松坂柏屋兵助〈日野町〉

※『国書総目録』によれば寛政日泊。

1-88ウ1 ふ七拾三全壱 20銭

ジンダイキウズノヤマカゲ

32786 神代紀警華山蔭 大 1秩 1冊

本居宣長著 寛組幹j

「鈴乃屋蔵板」，松坂柏屋兵助〈日野町〉，京

銭屋利兵衛〈寺町通四保上ル町〉・河南儀兵

衛〈三傍通御幸町西へ入町〉

※柱書「うすの山蔭J。

5-05シ2 ふ八拾三番全 25銭

テイセイイヅモフ ドキ

32787 訂正出雲風土記上・下大1軟 2冊

千家俊信著，本居太平序 文化3長・刊

「梅之舎蕨板」， 江戸 須原屋善五郎〈白銀町

二丁目〉， 名古屋風月孫助〈本町一丁目〉・

永楽屋東四郎〈玉屋町）， 大阪 河内屋喜兵衛

〈心斎橋北久太郎町〉， 出雲 和泉屋助右衛門

〈梓築〉・沢屋卯兵衛〈松江〉，松坂 柏屋兵助

（日野町〉， 京銭屋利兵衛〈三燦通楓馬場東

入町〉・河南儀兵衛（三棟通寺町西へ入町〉

※巻末に「寛政九年七月十五日校合畢」とある。

序題・柱書は「出雲風土記」。

5-83テ 1 ふ五拾八全弐冊 50銭

ジラヌヒカウ

32788 不知火考 大 1軟 1冊

中島慶足著，遠震陳人序，長瀬真幸序，木下相宰序，

藤原永章抜，僧黄泉肢

天保6序〈遠震・木下〉・政（いずれも〉・刊

「十千堂蔵」，江戸英大助〈江戸通十軒店〉，

大阪秋田屋太右衛門（心斎橋通）

※色刷の地図・景図2面あり。木下相宰序は，そ

の説明。「橿園大人著述目録」 1丁半あり。

5-83シ4 ふ八拾六全壱 20銭

コンアンメイセキカウ

32789 今按名蹟考ー～五 大 1軟 5冊

岩橋秀栄著・自序，日野正二位政，長原忠陸（著者

の甥〉抜

寛政2長〈日野〉，文化2訟〈長原〉・刊

「弱府敏恵亭戴板J, 和歌山 加勢田屋平右衛

門〈新通三丁目〉・帯屋伊兵衛〈新通二丁目〉，

京菱屋孫兵衛〈御幸町姉小路上ル〉， 江戸

和泉屋庄次郎 f浅草新寺町〉， 大阪大津屋治

郎右衛門〈心斎橋南江五丁目〉・奈良屋長兵衛

〈本町四丁目〉・河内屋太助〈心斎橋筋唐物町）

5-83キ6 ふ三百拾五全五 50銭

チヨノスミカ

32790 千世の住慮上・下 大 1軟2冊

岡異人熊臣著，源椿正舎序，配川信芳「附録」著，

三好義英政 天保s.r年・刊

「棲舎蔵板」

※下冊は「附録対問」と「後書」と「書目」より

成る。

1-05チ 1 大惣番号札原欠か 25銭

ワミヤウJレイジユウセウ

32791 和名類衆抄ー～五 大 1軟 5冊

源順著・自序，那波道園校，羅浮散人序

元和3序

大坂瀧川清右衛門〈心斎橋筋順慶町〉

※大惣番号中「〆六冊」の 6冊目は32792にあた

る。

4-85ワ5 ふ弐拾三〆六冊 75銭

ワミヤウルイジユウセウザンベン

32792 和名類衆抄残篇 大 1峡 1冊

源順著，稲葉通邦「謄写」・抜

寛長1°3伝，享省為。
京銭屋惣四郎，大坂柏原屋清右衛門，江戸

須原屋市兵衛，名古屋永楽屋東四郎（玉屋

町〉

※内題「尾州大須宝生院戴倭名抄残篇」。

4-85ワ6 32791の大惣番号参照 75銭

カナタイイセウ

32793 俵字大意抄

村田春海著・白抜

「織錦粛蔵板」

大 1軟 1冊

享和元政，文化4刊

※表紙に「和学」の小札あり。

4-63カ2 ふ七拾四全壱 20銭

タマタシゲ

32794 玉くしけ 大 1秩 1冊

本居宣長著，横井千秋序 寛政元長・刊

「名古屋越智慶海蔵板J, 江戸須原屋茂兵

衛（日本橋一丁目〉，松坂柏屋兵助〈日野町〉，
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一国書・和書一

名古屋藤屋吉兵衛〈玉屋町〉

※表紙に F居」の小札あり。

1-05タ 1 ふ六拾七全壱 15銭

コクガウカウ

32795 園競考 (1787) 大！ぷ／間
本居宣長著 天明7初刊，寛政11再刊

松坂柏屋兵助〈日野町〉， 京銭屋利兵衛

（寺町通四篠上ル町〉

※裏表紙見返しに宣長の著述目録あり。

5-82コ5 ふ六拾壱全壱 20銭

タマアラレ

32796 玉あられ 大 1軟 1冊

本居宣長著，三井高蔭序 寛政4刊

松坂柏屋兵助〈日野市〉， 京林伊兵衛（二

憐通柳馬場東入町〉・銭屋利兵衛〈寺町通仏光

寺下ノレ町〉

※見返しに「⑧／九二七号／一冊」〈朱〉の書込

みあり。裏見返しに「本居先生著述書目」を附

す。

4-62タ 1 ふ六拾八番全 20銭

テンソトジヤウベンベン

32797 天祖都城排ミ

本居宣長著

名古屋永楽屋東四郎〈玉屋町〉

※柱書「都城弁ミ」。永楽屋の目録1丁あり。

冊

書
1
）
奥

軟
加
4

ー
は
和

大

明

5-05テ 1 や八百弐拾八全 15銭

ニツチユウギヤウジリヤタゲ

32798 日中行事客解 大 1軟 1冊

大石千引著，玄且序，松の屋のあるじ序，永本寛光

政 文部）序〈いずれも〉・肢・刊

「星庫蔵板i
(1527) (1554) 

※本文末に大永7の藤資直，天文23の沙弥，慶長

<5sn;s平胤信，寛~625)G7)源定和の相伝奥書あり。
図入り。

5-17ニ 2 や千六番 20銭

コクテウカセγロク

32799 園朝佳節録

松下見林著・白抜

大坂森田庄太郎（北御堂前〉

※表紙に「故」の小札あり。日本の年中行事を漢

冊

刊

噌

4

・

軟
）
政

l
u
5
 

大
仰
享貞

文で解説しているo

5-17コ39や千十四番 20銭

ニッポンセントカウ

32800 日本選都考

平本定智著，十玉粛賀障政

書津不明

冊
）
肢

1
ω
9
 

軟

ω散
大

※柱は「遷都考」，内題は「日本歴代遷都考」。刊

記は「洛陽書捧刊行」とのみあって，書捧名

は削られている。

5-03ニ16 や千十七番 15銭

ワ ジココシツウレイゼンシヨ

32801 倭字古今通例全書一～八

半 1軟 8冊

橘成員著・自序，山崎保宅蕊・序，増築戸伴益敏政

元禄8自序．同9序・政・刊

江戸中川恵隆

※上記書名は見返し内題による。原題策は「倭字

通例書」。第1冊の表紙下部に「散三／共八本」

の小札あり。

4-63ワ2 よ弐十弐番 50銭

ゴダウベン

32802 悟道緋上・下 半 1軟 2冊

平田篤胤講談， 門人等筆記， F~~~~；島元吉 ·ti査幹
吉周序 〈上〉文化10成，（下〉同 8成

「伊吹適屋蔵板」

※上冊内題は「悟道緋講本」。下冊の題策下部に

「尻口／物語」とあり，同内題に「尻口物語」

とある。柱書は上巻「悟道排」下巻「悟道排附」。

下冊末に「伊吹酒屋先生及門人著述刻成之書目」

1丁あり。

1-05コ1 ふ九拾五番全弐 20銭

ジンダイノマキヂキシシヤウカイ

32803 神代巻直指詳解ー～四

大 1軟4冊

著者未詳・自序 元禄10刊

京小佐治半右衛門（堀川通本園寺前〉， 大坂

古本屋清左衛門〈心痛橋筋〉・河内屋平兵衛

（同所〉

※巻頭内題「日本書紀巻第一直指詳解」。

1-03シ4 や七百五拾弐全四冊 50銭

シヅノイハヤ

32804 志都の岩室上・下 半 1軟2冊

平田篤胤講談，門人筆記，早田弘道序，奥山宅語学

文化8成

伊吹酒屋蔵板

※内題は「志都能石屋講本話量」。下冊末に「伊
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一国書・和書，有職ー

吹週屋先生及門人著述刻成之書目」 1丁あり。

1-05シ3 ふ九拾六番全弐冊 30銭

コダウタイイ

32805 古道大意上・下 半2冊

平田篤胤講談，門人等筆－記，小津三折俊秀序

文政7成

伊吹適屋蔵板

※序についで平田銭胤による「古道大意由縁」あ

り。下冊末に「伊吹適屋先生著述刻成之書目及

巻数」 1丁あり。

1-88コ3 ふ四拾番全弐 30銭

サンゴホンゴタカウ

32806 三五本属考上・下

平田篤胤述，門人等校

写本

※内題下に「酒井氏記」の朱印あり。 『国書総目

録』によると版本に文久2版，慶応2版，刊年

冊
）
成

2
ぉ

6

峡
。
保

1

天

大

不明版があるという。

5-42サ 1 ふ九拾九番全二 30銭

ウマノナアハセカイ

32807 馬名合解

本居大平著

書捧不明

冊
〉
刊

l
L
巾

nu

－
－

0
0
噌
，
ム

朕

u化
1

文

大

4-23ウ4 ふ七拾八全壱 15銭

ココンエウミカウ

32鈎8 古今妖魅考ー～三 大 1峡3冊

平田篤胤著，門人等校，柱審正序（1828) (1831) 

文政11成，天保2序

伊吹・適舎蔵板

※ 1-29コ4(2）には同書四之巻～七之巻〈大］.I扶

4冊，写本，大惣本にあらず）を収める。本文

前に平田鉄胤の「此書の成れるゆゑよし」あり。

第 3冊末に「伊吹能舎先生著撰書目」 「門人著

書類」を附す。

1-29コ4(1) ふ三拾八全三 50銭

セイセキガイロンカウホン

32809 西籍J既論議本一～四

平田篤胤著

写本

※内題下に「平田先生講談門人等筆記」とある。

成立年は『国書総目録』によった。一名「儒道

大意J;,

1-88セ 1 ふ弐拾九番全四冊 40銭

大4冊

文化8成

シホンジキヤウ

32810 古史本辞経ー～四 大 1朕4冊

平田篤胤著，杢斎西宮先序，田中定秋序， 男識胤・

孫延胤校 嘉説先（西宮〉・刊

伊吹酒屋蔵板

※内題下に「亦云五十音義訣」とある。第4冊末

に「伊吹適屋先生及門人著述刻成之書目」あり。

4-63コ3 ふ三拾番全四冊 60銭

ケイヨウセウ

32811 後蝿抄ー～五・附録 大 1峡6冊

塙保己ー著・自序，静寛堂のあるじ序

文化8)13序・序，嘉永2刊

書捧不明

※本文前に「鐙蝿抄引用書目」を示す。日本の外

交・軍事の歴史を述べた書。

5-13ケ 1 て八百七拾全六冊 50銭

ジンダイキアシカピ

32812 神代紀葦牙ー～三 大 1軟3冊

栗田土満著・自序，本居大平序，青柳種信政

文N,s;r°）自序，品すた，品2長・刊

江戸須原茂兵衛，大阪高橋喜助・岡田儀助

・葛城長兵衛，京河南儀兵衛

※第 1冊表紙に「神代の巻かうしゃく」の小札，

見返しに本書を紹介する「慮士虚政」の書込み

あり。

5-05シ 1 や七百六拾番 40銭

サキタケノベン

32813 さき竹の耕 大 11略ムF
本居宣長著 寛政10成

松阪文海堂柏屋兵助（日野町〉

※内題は「伊勢二宮さき竹の排」。成立年は『国

書総目録』によった。

1-04イ 2 ふ七拾七番0 10銭

有 職

五

灼
一
矢
口

ン間
内
容
貝

－
古
峨

げ
職
イ

付
有
著方

4

貞

剖

勢
認

伊

半 1朕 5冊

元文3践

写本

※大野屋の半紙を使用。

5-17ユ 1 ゆ六百三拾弐全五 1円
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有

シヤタへイキ

32815 酌 井 記ー～四 大4冊

伊勢貞順著，伊勢貞益抄，伊勢貞宅環P
宝暦9識語〈貞丈〉

写本

※図入り。

1-86シ11 大惣番号札剥落 1円50銭

プザツキホチユウ

32816 武雑記補注上・中・下 大3冊

伊勢貞丈著・自序・自肢長津伴雄補校・序？政

宝品す白抜，弘ィt8n京，嘉ぷ弘u
「絡石舎蔵版J. 江戸須原屋茂兵衛・山城屋

佐兵衛・須原屋伊八・岡田屋嘉七，京勝村治

右衛門・上阪庄次郎，若山 阪本屋喜一郎，大

阪秋田屋太右衛門

※図入り。

1-86フ 1 仁ゴ拾三全三 75銭

タワンシヨタピカウ

32817 官職備考 ー ～ 七 半 1軟7冊

三宅帯万著・自序 元禄8刊

京 永田調兵衛（錦小路通新町西エ入町）・上

坂勘兵衛（押小路通御幸町西エ入町〉・梶川儀

兵衛〈堀川通｛弗光寺下ノレ町）

※内題は「本朝官職備考」，柱書は「本朝官職考」。

2-03ホ3 そよ八百三十壱全七冊 30銭

カウセイシヤウゾクシフエウセウ

32818 校正 装束拾要紗上・下

大塚嘉樹校

冊
）
刊

2
m
m
m
 

峡
仏
政

1

寛

大

江戸須原屋伊八

※慶長：良寛前7ら識語あり。内題・柱書「装束

拾要抄」。

5-17コ15 や九百八十五全二 35銭

。冊
例

制
任

大

制
成州大川

解
れ
諺

M

日
沖

p

m貞
永

ヂ

G
d
 

nδ ワ臼円。

環翠軒宗尤著・自序

書捧・刊年不明

※内題「御成敗式目諺解J，柱書「式目抄」。

2-03チ 5 や九百三拾六全六 1円

ホンテウ
寸r ジヤライイヌオ7モノキ

32820 議射裡犬追物記 〈上〉・下

半2冊を合綴1冊

嶋津久通述，林春斎記・政 元禄10刊

職ー

栗山宗兵衛

※上冊表紙に「亡コ百十三」の小札あり。

1-86シ10 大惣番号札剥落 20銭

ワカ
安nシヨクゲンセフケイ

32821 読職原捷経上・下

半 1軟2冊を合綴1冊

大江資衡（久川靭負）著，くさふせの龍鵠ヂえ序

天明3序・刊

江戸須原屋茂兵衛，大坂大野木市兵衛・浅

野蒲兵衛，京風月荘左衛門・近江屋治郎吉

2-03ワ2 そ九百七拾六全弐θ15銭

シヤウジカイ，，.，， ...内門み

32822 姓氏解弁雲録
宇野鼎〈明霞〉著，子管践

京議嶋卯右衛門

※内題は「姓氏解」。表紙に「琴／共二本」の小

札あり。

5-64シ 5 よ百拾七番全弐冊 30銭

冊

刊

の
白
・

朕
川
政

1
H
U
5
 

半

文元

下上

シヨクゲンセウベンギ

32823 職 原 紗 鉾 疑 上 ・ 中 ・ 下 大3冊

壷井義知著・白抜， 下賀茂蘇主＜1117!:序， A手散人

「政」〈本文前にあり〉 享保2肢，同 3序・刊

京唐本屋宇兵衛

※内題・柱書「職原紗耕疑私考」。 原題策左下ス

ミに「卯」と刷られている。

2-03シ7 や九百六拾三全三 30銭

コジツジ7エウ

32824 古 賞 拾 要 一 ～ 五 大 1朕5冊

写本

※内容は『続史籍集覧』八収録の「故実拾要」全

15巻〈篠崎東海著〉からの抄出。第 1冊表紙に

「有職」〈朱〉の小札あり。

5-17コ1 や千七十一企五 75銭

イウソクシウチユウセウ

32825 有職袖中妙ー～六

著者未詳

小笹平右衛門・川勝五郎右衛門

冊
〉
刊

6
m明日

軟

ω禄
1
一元

※大惣印なし。

5-17ユ 2 大惣番号札原欠か 30銭

カイセイ
~ ヒヤクレウタンエウセウ

32826 主百寮訓要抄（1側 七6~3;m
二条良基著 康正元奥書，寛文3刊

野田弥兵衛
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－有 職ー

2-03ヒ3 大惣番号札剥落か 10銭

リヤウシカウ

32827 令私考ー～五 大5冊

写本

※ー名「令義解私考」。『国書総目録』によれば

壷井義知著，享保9政。但し，本書には践文な

し。

2-03リ4 や千七拾弐 1円

プモン
王子レイヨウセイドジフ

32828 円建用制度集上・中下半1略嘉戸
著者未詳 享保12写

写本（山本格安写〉

8-22フ5 ゆ九百六拾壱全弐 20銭

ゴザウェイキ

32829 御造営記上・中・下

特大（27.6×20.2cm) 1軟 3冊

著者未詳 寛政2～3成

写本

※上記書名は内題および中・下冊墨書題策による。

上冊の題策には「喜御造営記寛政」とある。

「寛政元年御造営記」で本館カード目録に入る。

中冊の奥書に仁寛政二年八月日 儒負臣柴邦彦

記」とある。また，下冊官頭に寛政3の「今上

皇帝御詠」あり。

京カ 6 や千五十三全三 40銭

ゴソクタイオメジノキ ・カタゴセウ・キン

32830 御束帯御召之記・覚悟抄・禁
チユウノコジツリヤクキ

中之故賓略記大1朕3冊を合綴1冊

写本

※三書それぞれ別筆。

5-17オ1 や千六十二 30銭

カザリセウ

32831 傍紗上・下

特大（28.4×20.0cm) 1朕 2冊

土御門通方著 享保20写

写本

※上冊表紙に「弐百五十九」・「有」の小札あり。

5-17カ3 や千五十五全二 60銭

ニハンモンダ7

32832 二判問答

特大（29.6×19.6cm) 1 I扶1冊

写本

※同書『群書類従』第十七輯所収本によれば，二

階堂判官政行間，後成恩寺関白兼良公御答。

5-17ニ 1 や千六十八 10銭

ヘイギキダン

32833 平義器談上・下 大 1軟 2冊

伊勢平蔵貞丈著・自序， 塙保己ー序，嫡孫平貞春訂

明和8自序，享和2刊

江戸翫月堂堀野屋仁兵衛〈本石町四丁目大横

町〉

※上冊表紙に「千百四十八」の小札あり。下冊紙

面に破損あり，書写により補修してある。上は

「平家物語」，下は「義経記Jの武具に関する

記事。

8-22へ1 て七拾三全弐 20銭

ガイウ7 ンロ夕

32834 雅遊漫録一～七 半7冊

大枝流芳著，大江都庭鐘序 宝暦5序，同臼

大坂渋川清右衛「う〈心斎橋筋順慶町〉．大賀

惣兵衛〈南新町一丁目〉

※第1～3冊に「田氏家蔵」朱印あり。

8-64カl そ八百三十回全七冊 70銭

シヨタタワンシ

32835 職官志ー～六 大 6冊

蒲生秀賞著，阿波介以文序，倉沢安政 (1835) 

天保6序・刊

大坂加賀屋善蔵（心斎橋通安土町〉

※第6冊の政文に落丁あり。第1冊表紙に「有職」

〈朱〉の小札あり。

2-03シ2 や九百三十七全六冊 35銭

ギシキ

32836 儀式ー～十 大 1朕10冊

阿波介藤原以文校，男有孝同志者等再校天保5刊

京 出雲路文治郎・佐々木惣四郎・林喜兵衛，

大坂吉田善蔵

※見返しに「＠／三百五十四号／十冊」と朱の書

込みあり。

5-17キ4 大惣番号札原欠 1円50銭

32837 

ガウトウヂユウカイ

重要 %す議活安芸芸
上・下 大2冊

讃人於雲子著・白抜

書捧不明

宝永元抜

※内題および柱書は「増註職原紗」。全5巻。原

体裁5冊を合綴2冊か。
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史閲国史さ 5-14 や九百八拾三全二 35銭

一有職，仏書一

プケジキ

32838 武家事紀一～五十八〈※参照〉

特大（29.2×20.3cm)8秩52冊

写本（題策のみ整版〉

※冊次，二十九と三十，四十ーと四十二，四十七

と四十八，五十と五十一，五十五と五十六，五

十七と五十八が，それぞれ1冊。寛延4の朱印

がある。「小室氏頭書印」 「本多蔵書印」〈朱〉

あり。大正4出版の山鹿素行先生全集刊行会

『山鹿素行全集』所収の「武家事紀」によると，

山鹿素行著，延宝元ら自序あり。本書に序なし。

5-03フ5 大惣番号札原欠か 55円

エンタイリヤタ

32839 園太暦 目録上・下・延慶四～延文五

特大（28.3×21.lcm)6軟37冊

洞院公賢著，按察使前原奥書

写本

5-04エ 3 大惣番号札原欠か 20円

ホンテウドリヤウケンカウカウ

32840 本朝度量権衡考※参照 大7冊

狩谷望之著

写本

※各冊題策は順に「本朝度考全」「本朝量考／本

朝権衡考全」「本朝度量権衡致附録上之上（上之下

・中・下之上下）」「本朝度量権衡致図全J。

6-48ホ1 大惣番号札原欠か 15円

カウリヤウピカウ

32841 講令備考ー～十六 大16冊

稲葉通邦・河村秀根・石原正明・神村正都等著

写本

※各冊の表紙に「東二十一」及び「律令部／第十

六／共十六本」の札あり。各冊初丁に「和学講

談所」の朱印あり。著者は『続々群書類従』第

六による。本書には序を欠く。

2ー03コ10 大惣番号札原欠か 19円33銭

仏 書

ロ路
幻
入

件
直

仰
心約

後

詳

2

未

組

者
沼

著

大 1冊

書捧・刊年不明

※表紙に「禅仏百八十二」の小札あり。

1-25ホ2 ま六百拾七全日銭

ンタ。ウヲジヤウカナホフコ

32843 1帯林湛道和尚加那法語 大 1冊

湛道常然著 安永4刊

京菊屋安兵衛（寺町通三条上ル町〉

※第10丁ウラに「花園末枝勢州三重郡禅林寺蔵板」

とある。第11丁より「無相娘児省悟歌」。末尾

に「菊英館蔵板目録抜書」あり。原題策下部に

「附録／省悟歌」とある。表紙に「禅」の小札

あり。

1-25タ5 ま六百三拾三 10銭

Z
Aロ

モ閉
山一ニ

ザ

廿

著石

4

疎

鎚
宮
川

沼

夢

大 1冊

観応ごろ成，正保5刊

書捧不明

※上記の著者・成立年は『国書総目録』による。

表紙に「禅」の小札あり。

1-25ニ 1 ま六百弐拾七 10銭

エイヘイカウソ
永平 シヤウポフゲンザウギヤウヂヘン

32845 開直正法眼蔵行持篇七7~71ll
道元著，玄透郎中校・識語 天明7刊

「掻陽 ｛弗眼蔵版」

※上・下より成る。原題策に「禅」と書込みあり。

1-25シ 8 ま六百o八全 15銭

ダイジヨウボダイジウ

32846 大乗菩提舟上・下

著者未詳

京吉野屋惣兵衛

※表紙に「｛弗」「禅」の小札あり。

1-25タ3 ま五百八拾六全弐 20銭

大2冊

貞享元刊

エイヘイカウソ

32斜7 室主謀道長
道元著，玄透自日中校・序

摂津｛弗眼禅寺蔵版

※裏見返しに旧蔵者朱印あり。表紙に「柳」「仏

冊

刊

4
E

ム
・

大
）
序

帥∞

8
u明天

六百八十三」の小札あり。

1-25へ5 ま六百o三全 10銭

ホウグシフ

3捌 8 反故集上・下 七6~1~
鈴木正三〈石平道人〉著 寛文11刊

京堤六左衛門〈寺町二条上町〉
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一仏

※別称「石平反故集」。上冊表紙に「仏弐百九十

一」「全二冊」の小札あり。

1-25ホ1 ま五百八拾九全弐 25銭

エイへイソシ
永平 仰向ヨウペンシフモンゲ

32849 祖師撃道用Jυ集聞解 大 1冊

面山瑞芳述・自序，慧観記，可翁曳円髄抜

明和3序・肢，同4刊

京 河南四郎右衛門〈堀川通｛弗光寺下ノレ町〉

長村半兵衛（同町〉・小川多左衛門〈六角通御

幸町西エ入町〉

※表紙に「禅」「梯」「仏弐百三十」の小札あり。

1-25カ3 ま六百0五全 15銭

マウアンヂヤウ

32850 盲安杖 大 1冊

鈴木正三著，堵庵序 承応4良書，安永7年

「千載房蔵板」， 京 山本長兵衛（二条通蒐屋

町東入町〉・森口勘兵衛（松原通柳馬場東入町〉

・脇坂庄兵衛〈二条通堺町東入町〉・淡海治郎

吉〈蒐屋町通御池上ル町〉・平井文蔵（堀川通

松原上ル町〉

※承応4版に手島堵庵の序ならびに注を補刻した

ものと思われる。原題策に「禅宗」と書込みあ

り。見返しに「鈴木正三和尚七部之書」など書

名を示した札を貼付する。

1-25モ2 ま六百三拾九 10銭

下上
24阻

川
物
り

可
・
恵
あ

M
M
政

ヵ一
r十

向

ロ

フ
7
や

』

．

詳

1

未

部

者

認

著
大2冊

正保5刊

書捧不明

※内題の用字は「不可得物語」。仮名草子。上冊

表紙に「禅」「仏弐百七十八」の札あり。

1-25フ1 ま五百九拾三全弐 20銭

シヤヲイチコタシホフゴ

32852 聖ー圏師法語

圏爾耕圏著

水田甚左衛門

※表紙に「禅」「悌」「仏弐百七」の小札あり。

内題「東福聖ー圏師ノ法語」。別称「〈聖一国

師〉坐禅論」。末尾に朱印あり。

大 l冊

正保5刊

1-25シ6 ま六百五十九 10銭

ケウヤウシフ

32853 孝養集上・中・下〈萱・或・参〉

大3冊

質強要偽撰 寛ぷ仇

書一

京林甚右衛門〈三条通菱屋町ふ屋〉

※第1冊表紙に「真言」「口三百廿三」の小札あ

り。「カウヤウシフ」とも。

1-26キ3 ま四百三拾七全三 40銭

カシラガキ
百百 テウセイデン

328弘 善完誓停

大木食以空著

「山州山崎観音寺識板」

大 1冊

寛文11長

※末尾に観音寺僧による「首」なる一文を附す。

1-26チ 3 ま四百七拾四 10銭

ネンプツダイゴピエウザウ

32855 念悌醍醐秘要蔵 大 1冊

諦忍著・自政 延蔀6伝，都知

京津田吉左衛門〈知恩院門前〉・茨木多左衛

門〈六角通〉，名古屋藤屋停兵衛〈本町〉

※表紙に「真言」「口百四十一」の小札あり。第

1丁と裏見返しに「白雲」の印あり。

1-26ネ 3 ま四百七拾九 15銭

カヲセイカウリャi1
校正 シヤウミヤウネンプツキドクゲンショウジフ

32856 考略稽名念｛弗奇特現議集

上・下 大2冊

隆亮著，蓮渓寅載序，湛澄序，鶴賓洲肢，棲蓮居政

正徳2年（いずれも〉・政（賓洲〉・刊

京津田吉左衛門〈知恩院対門〉

※「文教堂J印あり。各冊見返しに「直乗房所持

／武巻之内」と書込みあり。

1-26シ185 天台ま四百五十八全弐 20銭

32857 
ダンギモドリ

談義もとり上・下 大 1峡2冊

洞空著，蓮盛抜 元禄3肢・刊

京秋田屋五郎兵衛〈寺町和泉式部前〉

※上冊表紙に「O三百六十三」の小札あり。絵入

り。

1-26タ7 ま三百十二番 25銭

地天
日筆

M

随
吋
辱り忍8

著

目

ω

竜

m
M

愚

大2冊

安永7刊

京津田吉左衛門〈知恩院古門前〉

※天冊表紙に「浄」の小札あり。同見返しに「忍

辱雑記四冊」と朱の書込みあり。

1-26ニ 5 ま八百六拾三全弐 30銭
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書仏

シヤウカクホフイン
聖覧 ジジフハチグワンシヤタ

32859 法印 四十八願縛ー～五

大5冊

聖覚法印著 元禄3刊

京河南四郎右衛門

※第 l冊表紙に「浄」の小札あり。

1-26シ3 ま七百五拾三全五 40銭

ジヤウドシシシユウ
浄土 ハイピウヨクシユウヘン

32860 員宗 排謬翼宗篇上・下

大2冊

流海忘巳著 寛政元刊

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋〉， 大坂大野木

市兵衛〈心斎橋〉，名護屋藤屋吉兵衛，和州

郡山永原屋忠兵衛，京河南四郎兵衛〈堀川｜〉

※上冊表紙に「本」の小札あり。

1-26ノ、 2 ま千百五拾番全弐 15銭

ボンマウリツシユウソウカイセツ

32861 焚網律宗僧戒説 大1冊

恋西子敬光著，寅綱序，品持政側）

寛政3成，同4序，同 5政・刊

京 赤井長兵衛〈寺町通仏光寺上ノレ町〉

※『国書総目録』によれば「諺談円頓戒義」また

「焚網宗海僧戒説」なる別称あり。後補題簸

「律宗僧戒説J，序題「僧戒説」。

1-26ホ6 ま四百九拾番 10銭

ネンプツムジヤウタ．イゴヘン

32862 念悌無上醍醐編 大 1冊

諦忍妙龍著，「無名氏」序，都尾展周抜

元文5成，宝暦7刊記，同 8政

京津田吉左衛門〈知恩院門前〉・村上勘兵衛

〈二条通車屋町角〉・中野宗左衛門〈寺町通五

条上ル町〉・銭屋七郎兵衛（堀川通仏光寺下ル

町〉・茨城多左衛門〈誓願寺通蒐屋町東へ入町〉，

名古屋藤屋停兵衛〈本町〉

※表紙に「口仏四百四十七」の小札あり。上・中

－下の3巻より成る。柱書「念悌醍醐編」。

1-26ネ 5 ま四百八拾四 25銭

リツヲンギヤウジモンベン

32863 律苑行事問耕一～十 大10冊

諦忍著・自序，真龍「肢」〈本文前にある〉

宝暦3長・自序，同14~U2，安永 5長
京津田吉左衛門（知思院町古門前〉・小川多

左衛門（六角通御幸町西エ入〉・梶川七郎兵衛

〈堀川仏光寺下ノレ町〉， 名古屋菱屋久兵衛

（本町〉

※第i冊表紙に「律」の小札あり。末尾に諦忍著

・自序「坐具穎正録」を附す。

1-26 y 1 ま四百0三全拾冊 1円

ネンプツワウジヤウケツシンキ

32864 念館往生決心記 大1冊

蓮阿（良遍〉著，蒋清慶序，慧、堅戒山序，華頂義山

政 建；t31長，元議t~長〈いずれも〉・践
古藤彩賢堂

※表紙に「法相宗」「仏百五十一Jの小札あり。

柱書「往生決心記」。

1-26ネ l ま四百九拾弐 10銭

ジユンレイカエウカイ

32865 j頃謹歌要解上巻・下巻 大2冊

感審知寛著・自序 宝暦11序，安永8刊

大坂渋川清右衛門（心斎橋順慶町〉・野村長

兵衛（高麗橋室町目〉

※内題は「西国巡捜歌要解」。刊記右に『西国II民

礼歌諺注」の広告あり。

1-26サ l ま三百八番 25銭

ネンプツフウゾタツウ

32866 念館風俗通乾ー・乾二・坤三・坤四

大4冊

勤智〈皆空）著・自序，藤原俊将序，藤原重豊肢

寛保 2 ）自序・序・政，延享 2~U
京 中西奥兵衛〈寺町押小路下ル町〉

※第1冊表紙に「天」 「巳コ三百五十三」の小札

がある。各冊末に旧蔵者「枚田」の印。

1-26ネ4 ま四百弐拾壱全四 35銭

シンレンセウ

32867 心蓮齢、

恵心（源信〉著

大 1冊

元禄7刊

藤田八兵衛

※上記書名は目録題および墨書題策による。本文

内題は「心蓮雑識妙」。表紙上部中央に「天台」

の小札あり。

1-26シ37 ま四百六拾六全 15銭

ア ミダキヤウギエウ

32868 阿禰陀経義要 上本・上末・下本・

下末 大4冊

光遠院恵空著・自序，西湖沙門某抜

元議1°5住，宝点。長，雨宮知

京奉本屋大角清兵衛〈佐女牛井通第五橋〉

-170ー



古屋

平次

※表紙に「真言J「仏百七十二Jの小札あり。見

返しに朱で諦忍著作の書名を書込んでいる。

「附録古歌四十八首」「古詩廿二首」あり。

1-26ヤ 1 ま四百七拾六G 10銭

同喜岐車藤屋吉兵衛〈本町七丁目〉，

書一一仏

※柱書「小経義要」。第1冊表紙に「経」「仁コ三

百五十四」の小札あり。

1-23ア 1 ま五拾三共四冊 30銭

冊
〉
刊

2
m
3
 

大
。
徳正

〉
成

問

7

末
。
長建

本

ソンガウシンザウメイモン

等競員像銘文9

著

京

以

ω

驚

沼

親

河南四郎右衛門

1ー26ソ2
尾張国 メウェイザンホンレンジユライキ

津鳥邑妙栄山本蓮寺由来記

特大（29.3×21.5cm) 1冊

寛政8与

15銭
32874 

著者未詳

写本〈佐藤徳甫写〉

※巻頭に美等i~gf 丁分の「鶴自妙栄山本蓮寺略
縁記」〈寛政11写〉が綴じ込まれている。表紙

に「仏弐百番」「日」の小札あり。

1-22ミ4 ま千三百九拾九 10銭

ドウジヤウプツソゲンリウェイサン

32875 洞上偽祖源流影讃 大 1軟 1冊

無得良悟著・自序・白抜，無明抜，祖海抜

元長727年，前長〈無明・祖海〉

（巻上・中・下〉

大3冊を合綴1冊

智洞著・自序，春圏芳瑞序，紀南麗芳抜

寛延2自序，同 3序・肱

京八尾清兵衛〈堀川通松原上町〉

※旧第2冊と第3冊の聞に「此巻一部之肝要ニ候

間御求被成候／上ニ而封印御切可被下候以上」

と刷られた遊び紙が挿みこまれている。表紙に

「浄」「本仏四百八十七」の小札がある。上記

書名は内題などによる。芳瑞の序の題及び抜題

は「言ミ海」。

1-26シ23

ま千百七拾三全弐

ジヤウドタワンゲゲンゲンカイ

浄土勧化言ミ海32870 

20銭

書捧不明

※表紙上部に「禅」の小札あり。画入り。

1-21ト1 ま六百弐拾萱

30銭

リンザイケゴ

32871 臨在家語巻上・巻中・巻下

玄棲奥竜「演説」，侍者編，盟香慎序

文政2序・刊

播磨屋九兵衛（高麗橋

大3冊

ま八百三拾壱合壱

エイヘイカイサンダウゲンダイヲシヤウカ ナホフゴ

永平開山道元大和尚俵名法語

大 1秩 1冊

建長2識語，万治2刊

32876 

道元著

飯田忠兵衛

※後補墨書題策は「話道元禅師法語全」。巻末内

題「永平開山道元和尚偲名法語」。

1-25ト1 ま六百0弐全

「嘗陽軒蔵版」，

萱町目〉

※上記書名は見返し内題による。原題策には角書

「｛弗心宗」あり。巻頭内題「玄棲輝師臨在家語」。

第 1冊表紙に「禅」の小札あり。

1-25リ2 ま五百五拾三全三

大坂

10銭

ズイリュウ
平Ji! テツゲンゼンジカナホフゴ

32877 議銭眼禅師俵字法語 大 1冊

鉄眼道光著，弟子優婆塞政 元禄4刊

京八わたや四郎兵衛（寺町通御池上ル町下よ

り経師小細工所〉

1-25テ 1

40銭

冊
）
刊

〉

d
m
v
n
V

6

4

6
噌

i

大
。
文寛

ハシヤタヒヤウノぜン

32872 破釈評判

鉄眼道光著

書皐不明

※『拐厳講談破釈』を批評した書。墨書題策には

角書「拐厳／講釈」あり。上冊表紙に「仏三百

八十六」「禅」の小札あり。

1-25ノ、 1 ま五百九拾弐全弐

上・下

15銭ま六百五拾番

ニヨウンシテキヲウカナセツポフ

32878 如雲紫笛翁俵名説法

如雲紫笛著， E前伽｛曾巴朕序，無事荏抜

安永 6奥書・抜

京 山本長兵衛〈二条通蒐屋町東江入町〉・伊

賀屋善右衛門〈寺町通姉小路上ル町〉・八文字

屋仙次郎（二条通堺町東江入町〉・炭屋勘兵衛

大 l冊10銭
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タイニンリツシホフゴ

諦忍律師法語 大 1冊

金霊山穏問序，門人小主義詳記・肢

天明4序・肢，同5刊

河南四郎兵衛（堀川通｛弗光寺下ル町〉， 名

32873 

諦忍述，

京



一仏

（烏丸通松原下ル町〉・美濃屋治右衛門〈堀川

通三条下ル町〉・銭屋善兵衛（四条上ル町〉

※末尾に「附録いろはうた」があり，後補墨書題

策中に「附録いろは歌」と書込まれている。

1-26シ5 ま六百五十八日銭

サイハン
冒 ミノプサンシヨルイジユ

最身延山書類！s) 大ti器／冊
寛文8初刊，天保8再板

32879 

編者未詳

書捧不明

※巻頭・巻末の内題・目録題「身延山記」。「身延

文庫」の印あり。

1-22ミ3 ま千三百八拾九全萱 15銭

32880 

シカイシヤウダウ
四海 ニチザウポサツトクカウキ

唱導 日像菩薩徳行記

大 1扶 1冊

明和9年．政日；侍著・白抜， 日観序

京村上勘兵衛〈二条通車屋町角〉

※絵入り。柱書「日像徳行記」。序題「韓日像

菩薩徳行記」。著者・序者ともに洛陽妙顕寺の

僧。序肢より本書は著者の前著「龍華停』が漢

文で「文字俗に通じがた」きにより「偲名を以

て抜書し徳行記と名づ」け「児童をして読やす

からしめんと欲」したものであることがわかる。

1-21ニ2 ま千三百七拾七 10銭

ケツエウセウ

32881 決要紗 上・下

日澄著， 日逗抜

書皐不明

※上冊表紙上部に「日」の小札あり。「員光」の

印あり。

大2冊

寛永10肢，延宝8刊

1-26ケ 1 ま千三百四拾五 30銭

ニチレンシュウコジデンキ

32882 日蓮宗古事停記

著者未詳

写本

※講席の記録。見返しに「正月ノ勧信題目抄初メ

ニアリ」「山科義寛（花押〉」と別筆で記す。

大 1冊

成立年不明

1-26ニ4 ま千三百九拾四 15銭

ゴシヨエウモン

32883 御 書 要文上・下 大 2冊

世雄坊日性著 永禄7成

京桐華堂中村五兵衛〈寺町通二条下ル町〉

※上冊表紙に「日」「日仏弐百九十六」の札あり。

書

同見返しに「屋陽醤士ハ岐立玄元長／良寛（花

押〉」などと書込みあり。

1-26コ2 ま千三百六拾三 30銭

コンギヨタサツエウシ7

32884 眠玉撮要集
日重編

京勝村治右衛門

※大惣蔵書印なし。本書は本文末尾に「延山霊師

制スル所ノ ru毘玉集ハ先季世ニ流布スト雄モ贋博

成故懐用仕難シ。之ニ依テ撮要シテ弘通ノ為開

板セ令ノレ者也」 （原漢文〉というもの。上・下

大 1冊

正徳6刊

2巻より成る。日蓮宗。

1-26コ7 ま千三百八拾壱 15銭

ダウゲンヲシヤウ
2詮弓子 イロハウタナラピニチユウ

32885 箱高 伊呂波歌井註

道元和尚著

大 1冊

天和3刊

江戸三河屋久兵衛・吉野家徳兵衛

※表紙に「仁コ九十四」の小札あり。巻頭内題は

「｛弗徳開山道元和尚伊目波歌抄J, 巻末内題は

「興聖寺閉山道元和尚述伊白波道歌井註」。

1-25イ2 ま六百三拾四 10銭

フオウコタシ
普臆サンパウヤワ

32886 園師山房夜話

中峯賓慧、禅師著

京興文閣小川源兵衛

※巻頭・巻末には「ー華五葉集巻上」とあり，巻

末の「興文閣蔵版目録」には「隷一華五葉全

三冊」とある。「ー華五葉」は『山房夜話Jを

含む中峯著作五部の総称。

大 1冊

刊年不明

1-25サ 3 ま六百弐拾弐 10銭

フサウサイギン

32887 扶桑再吟ー～四J

扶桑大敵著

京中野市右衛門

※第 1冊表紙に「禅」の小札。巻頭内題「天女山

孝額十二世扶桑大敵稗組説吟」。 各冊末内題と

冊
）
刊

4
刷

3

大

α応承

柱書は「扶桑之説吟」。

1-25フ2 ま五百四拾壱全四 50銭

ゼンシユウムモンクワン

32888 樟宗無門関乾・坤（巻之上・巻之下）

大 2冊

無門比丘恵開著，繭街宗紹編，注者不明 寛永10刊

京中野市右衛門
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一仏

※題簸は墨書後補。上冊表紙に「禅」 「仁コ弐百

七十三」の小札あり。序末題・目録題は「｛弗祖

機縁無門関」。本書は『無門関』の抄物。本文

の漢文に振仮名の書込みあり。

1-25ム2 ま五百七拾七全弐 30銭

ダンセイシヤウニンエコトパデン

32889 郵誓上人絵詞停乾・坤

大 1軟2冊

信阿宅亮著・自；抜，諦忍序，善阿序

明和4序（諦忍〉・抜・刊

大坂瀧川清右衛門（心斎橋筋順慶町〉， 江戸

西村源六（通本町三丁目〉， 京 西村市郎右

衛門（堀川通錦小路上ル町〉

※乾冊表紙の題簸右に「浄」の小札，同右上スミ

に「口口口百七十三」の小札あり。柱書は「行

状記」。坤冊の裏見返しに仏書広告（『往生要

集』以下12点〉あり。

1-21タ4 ま八百六拾八全弐 20銭

ゲツアンタワシヤウノホフゴ

32890 月庵和尚法語

月庵宗光著

「松曾開板」

※書名の振仮名，「和尚」を「をしゃうの」とも。

また『国書総目録』によれば「げったん……」。

表紙右上に「禅仏百三十五j「｛弗」の小札あり。

大 1冊

刊年不明

1-25ケ 1 ま六百四拾五 10銭

メイゴモンダフシフ

32891 迷悟問答集

著者未詳

京林甚右衛門（三僚通菱屋町〉

※表紙に「禅」「仁ゴ百弐十一」の小札あり。

冊
）
刊

1
制
加

帳
。
、
氷

1

寛

大

1-25メ 1 ま六百弐拾六 10銭

ホンモンジイチネンサンゼンギ

32892 本門事一念三千義上・下大2冊

観如院日透著，日塔序，日幹序，無名氏序， 日韓政

享保弘書，明和4》〈日塔・日幹〉，同 5伝
江戸丹波屋甚四郎

※柱書「事観義」。上冊表紙上部に「日」の小札

あり。

1-26ホ7 ま千三百五拾六 20銭

シユクワウ
株 ワウジヤウシフ

32893 宏役生集
縦長（26.2×15.5cm) 1軟 2冊

書一

抗沙門株宏著・自序，蒋子慧寛政

万長i82年，慶長s52伝，承退完封
京西村又左衛門〈寺町誓願寺前〉

※各冊表紙に「禅」， また第 1冊表紙に「仁コ弐

百八十九」の小札あり。全3巻で，肢は巻之三

の前にある。

1-21オ 1 ま五百七拾六全弐 20銭

ゴシヨオンギ

32894 御書音義上・下

著者末詳

書卑不明

※上冊表紙の題策右に「日」の小札あり。内容は，

〈上冊〉立正安国論，開目齢、上・下，撰時抄上，

（下冊〉撰時抄下以下70余点、中の文字の読み方

冊
）
刊

2
川
崎

5

大
川
保正

の説から成る。

1-26コl ま千三百六拾壱 25銭

ヤ7 シロ
111 シンベンホッケレイヂヤウキ

32895 最新編法華霊場記冠部上・下・

一之上・中・下・二～六 半 1朕10冊

豊臣義俊編・自序〈一之上〉，三折敬甫抜

貞享2序，同3肢

京植村藤右衛門（堀川通高辻上ル町〉

※冠部上・一之上・二～六各冊巻頭に目録あり。

冠部は日蓮宗関係についての一般論。一～六は

京にある日蓮宗諸寺院についての説明。「境内

之図」あり。一之上冊，序の次に凡例あり。各

冊内題「法華霊場記J。

1-22ホ 1 よ七百五拾壱全拾 1円

シフズイシヨ

32896 拾穂書 （巻上・中・下〉

大3冊を合綴1冊

著者未詳 正保3刊

平田半左衛門

※末丁に成立事情を記した逸名肢がある。『国書

総目録』には「拾穂集」として出る。

1-26シ10 ま六百弐拾三全 25銭

シチカウソウサンダンセウ

32897 七高僧讃嘆紗巻一巻二・巻三巻四・

巻五・巻六巻七

著者未詳

大 1軟7冊を合綴4冊

享保12刊

永田調兵衛・芝田忠次・安田利兵衛・永田喜兵

衛

※第 1冊見返し内題は上記の通りだが，その上に
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一仏

右横書きで「員宗痔燈」とある。各冊原題祭は

「議七高僧動化妙」。第1冊表紙に「本」「仏

五百七」「全部四冊」の貼札がある。本書は元

来全7巻を1巻1冊計7冊に配したものだが，

もとの第1冊と第2冊，第3冊と第4冊，第6

冊と第7冊をそれぞれ1冊に合綴し，原題策の

冊次などを適宜書き改めている。

1-21シ3 ま千九拾弐全四 70銭

タフ／~タ iジタワ

32898 答駁止説 大 1冊

綾水沙門大極著・自序，慈蓄天心序 (1719) 

享保4序・自序

書捧不明

※表紙に「法論」「仏弐百七十一」などの貼札が

ある。原題祭には「前」とある。天台宗。

1-26ト3 ま三百三十九 10銭

カイナン
各忍カマシキ

32899 量産釜斯幾 半 l軟 1冊

烏有道人著・自序・自抜，三埜隠士某序

寛政5）自序・序・刊

江戸蔦屋重三郎，名古屋風月孫助・永楽屋

東四郎

※表紙に「禅」の小札あり。

1-25カ6 よ五百拾回全壱 10銭

32900 末
冊
）
刊

二

5
組

9

之
帳
。
宝

巻

1

延

．
大

之巻
的
紗

ギ疑
d
・
同
白
川

カ
回
目

ウw
土
宗

れ
浄
員

向
γヤジ

・巻之三～五

空誓著

書捧不明

※「巻二之本」冊を欠く。刊記の書捧名が切りと

られている。上記著者名は『国書総目録』によ

る。

1-26カ9 ま千七拾五全五 40銭

32901 

レンニヨシヤウニン
蓮如 ジンシユウケウエウセウ

上人 員宗教要齢、本・（末〉

〈上・下〉 大 1朕2冊

寛永幻判蓮如著

京丁子屋〈五篠橋通扇屋町〉

※原題策は剥落し，本書にはさみ込んである。上

冊表紙に「蓮如上人御作」の小札あり。上冊末

の内題「教要抄」。

1-26シ30 ま千百六拾回全弐 15銭

書一

32902 
トウリンカウメイジフ

東林更鳴集 上之本・末・中之本・末

・下之巻 大5冊

享保元序，同2刊著者未詳・自序あり

小林半兵衛・河南四郎右衛門

※第 1冊表紙に「本」の小札あり。浄土真宗。

1-22ト1 口四百八十二 40銭

ヒュセウ

32903 警除齢、乾・坤

慧空師著

京菱屋五兵衛〈東六傍〉

※乾冊表紙に「仏弐百八十」 「本」の小札あり。

冊
）
刊

2
m
2
 

大
Q
保享

浄土宗。

1-26ヒ3 大惣番号札剥落 20銭

ソンカタシヤウニン
芝三信許 ヒデシセウ

32904 半丈 秘停抄上・下〈本・末〉

大 1軟2冊

常梁蓋樟存覚著，逸名序あり 正徳6~u 
京河南四郎右衛門

※上冊の表紙中上部に「本」の小札あり。序題は

「親驚聖人御因縁秘停紗J，「本J冊の内題では

この「室長、」を「集」とする。下冊にのみ目録あ

り。

1-21シ22 ま千百六拾三全弐 20銭

カチヲデラエンギ

32905 勝尾寺縁起上・中・下大1軟3冊

庫山大舟稗寺嗣祖沙門別停経薫手著

天和3奥書〈正篇〉，元禄協書（続〉，同m
京古川三郎兵衛〈寺町五f傑上ル町藤屋〉

※上冊の表紙中上部に「縁起」，右上スミに「仏

三百三十三」の小札あり。内題は「慮頂山勝尾

寺縁起」とある。下冊は，原題策「勝尾寺績縁

起」で，「庭頂山勝尾寺績縁起」〈内題〉上・下

より成る。絵入り本。旧蔵者印あり。

1ー22カ1 ま百五拾壱全三 30銭

ネンプツアンジン
A咋‘ クワンゲグダウシフ

32906 安芯 勧化求道集ー～七

大 1軟7冊

享保8刊沙門盤察著

京銭屋庄兵衛〈堀川通綾小路下ル町〉

※第1冊表紙に「仁ゴ百九十四」の小札あり。各

冊表紙に白字で「碑」の書込みあり。

1-26カ5 ま七百三十壱全七 60銭

-174ー



ジ
事

件
浩
司
担

げ
業

科
行

村
尚
序
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ム
無
醐

7
著

O
也
包

nv
ム
R
口

辺

不

一仏 書ー

内題下に「禁断義返答」とあり，上冊原題策に

は「日蓮宗ヨリ」と書込みあり。

1~26セ 5 よ七百五拾九全部弐冊 20銭

大 1峡 1冊

安永7識語

京津田吉左衛門・菊屋長兵衛

※表紙に「仁コ百九十」の小札あり。刊記の前に

「奥州無能寺門下某甲等Jの識語あり。柱書は

「行業遣事」。

1-21ム 1 ま九百六拾七 10銭

ニツシンシヤウニン
日親 トタギヤウキ

32908 上人 徳行記上・下

特大（28.4×19.8cm) 1秩2冊

二十七嗣法日達著・自序

書皐・刊年不明

※絵入り。上冊表紙に「仁コ四百七十」の小札あ

り。

1-21ニ 1 ま千三百六拾四 20銭

トクホンシヤウニンエイカゲンチユウ

32909 徳本上人詠歌諺註 半 1冊

徳本上人詠，沙門某甲註・自序，大光普照子序，前

弘経寺員審龍道序

文化3色序，文政元岸（普照・龍道〉，同 2知
江戸角丸屋甚助，名古屋永楽屋東四郎（本

町七丁目〉・美濃屋伊六（京町通小牧町〉・美濃

屋市兵衛（京町通中市場町〉・美濃屋清七〈停

馬町通御園町角〉

※本文内題・序題〈某甲〉「徳本和尚詠歌諺註」。

序題（青島道〉「徳本道人和歌集」。

l-26ト1 大惣番号札原欠か 10銭

カウシゼンノジヨウカントクデγ

32910 孝子善之丞感得停 （巻上・巻下〉

半2冊

伏誉厭求「筆記J，奥州伊達郡南半田村直准奥書，林丹

冶画 享保 8民書
京津田屋吉左衛門（洛東知思院古門前石橋町）

※本文のあとに備・和讃など9丁（天明2）成〉，

「華頂山御蔵版目録」 1丁，津田屋の「蔵版擦

目録」 7丁がある。

1-21コl よ五百六拾壷 15銭

セメネンプツ

32911 攻念併上・下 半2冊

著者未詳・自序あり 宝永4年
書捧不明

※序によれば，寛永の頃の舜統院真超著『破邪顕

正禁断義』を論駁した日蓮宗の書。原題策中・

ケウゲノリノフネ

32912 教化法舷 半 1冊

源空・源空母著，摂ナH難波安土町東潰住西村氏序

宝永7序・刊

大坂松寄堂〈本町萱町目〉

※墨書後補題策「校教化法舷」。絵入り。

1-26キ2 よ五百六拾九全 10銭

ニホンリヤウイ キ

32913 日本霊異記上・中・下半 1秩3冊

景戒著 正徳4刊

京 茨木多左衛門（六角通御幸町西江入町）

※各冊の目録題は「日本園現報善悪霊異記」。下

冊末内題「日本園善悪現報霊異記」。 上冊表紙

に「仏三百弐番」「因」の小札あり。

1-21ニ 5 よ四百三十六全三 35銭

サンショウダウェイ

32914 傘松道詠

道元詠，面山編・自序，方杜多肢

半 1冊

延享3序，同4刊

京柳枝軒小川多左衛門

※本文の内題「傘松祖師道詠」。「傘松祖師自賛員

影」あり。裏見返しに「尾ノ祖印謹」の印あり。

序文などに訓点の書込みあり。

1-25サ 1 禅よ五百拾八全 10銭

ホフゴ
、泊三サンニンモノガタリ

32915 語三人物語乾・坤 半 1峡 2冊

東往軒元通居士三千風著・自序・自肢（二個所），

顕誉祐天抜 元禄8白抜，同 9肢・刊

江戸木下甚右衛門（大停馬町武丁目〉

※乾冊表紙上部に「禅」 「仏弐百五十四」の小札

あり。

1-26サ 7 ワよ五百六十六全弐 50銭

モシホシフ

32916 藻塩集
白隠和尚著，臨池堂梅主序

冊
）
序

1
4
m
Q
U
 

半
。
暦宝

京小川源兵衛

※歌集。裏見返しに小川源兵衛の版行書目あり。

その中の本書書名には角書「和歌」がつく。

1-25モ 1 禅よ五百弐拾壱 10銭
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書仏

キングイケンプン
近代 シンセンホツシンデン

32917 見聞 新選議心停乾・坤

大 1軟 2冊

性均著・自序・奥書 元文2序・刊

江戸 出雲寺和泉操（日本橋通室町目〉， 京

同店（三傍通高倉東江入町〉

※乾冊表紙に「浄」の小札あり。内題には角書が

ない。

1-21シ17 ま八百六拾五全弐 10銭

ユカクゴホフヘン

32918 諭客護法篇 大 1冊

稗春貞著 寛政7成・刊

京 「善イポ寺蔵板J, 小林庄兵衛（醒井通魚棚

上／レ水町〉・八尾清兵衛（油小路御前通下ル町〉

・永田勘兵衛（油小路御前通上ル町〉・永田調

兵衛（花屋町油小路東江入町〉

※「附録」 8丁を付す。表紙に「本」 「仁コ百二

十四」の小札。浄土真宗の立場から神仏を論じ

た書。

1-26ユ 1 ま千弐百弐拾弐 10銭

32919 

ジヤウドシンシユワ
浄土 ゼンシンシヤウニンジツトタデン

員宗 善信聖人十徳停

上・下

謙沖著・自序，縛慶遇序

大 1軟2冊

宝暦11序・刊

京永田調兵衛（錦小路新町西江入町〉

※表紙に「親驚上入之御事也」「仁コ弐百十九」

の小札あり。自序中に「真宗開祖善信聖人」に

ついて割注で「御誇は親驚なり。御在世の時，

皇太子告命して善信菩薩と称し給ふ」と説明あ

り。

1-21セ 6 ま千百五拾六全弐 15銭

シンシユウクワンカイシフ

32920 員宗勧誠集上・下

特大（27.9×19.2cm) 2冊

寛保元序・刊稗性均著・自序

京河南四郎右衛門（堀川通悌光寺下ル町〉

小林半兵衛（同町）

※原題策書名下・各内題下に「持妻食肉章」とあ

る。上冊表紙に「本」「亡コ弐百八十二」の小

札あり。

1-26シ29 ま千百八拾番全弐 20銭

一
υ

裏
山
古ホ愛

詳

1

未

句

者
認

著

大 1冊

書穿・刊年不明

※表紙右上に「本仏百七十三」， 向上部に「本」

の小札あり。見返しに「蓮如上人」の貼紙あり。

1-26へ1 ま千弐百弐十九 10銭

ミヅカガミセウ・ニニンビクニノセウ

32922 水鏡抄・二人比丘尼去P鳴戸
山岡元隣著・自序 明暦2序，同 3刊

京西村九郎右衛門（五傍橋通扇屋町丁子屋〉

※後補墨書題策は「｝休水鏡抄二人比丘尼上（下〉」。

上冊表紙に「ーイポ和尚」「仁コ百九十」の小札

あり。仮名草子。

1-25ミ1 ま六百八拾八 20銭

イチ7 イキシヤウモンシヨセツベンダン

32923 一枚起請文諸説鉾断・
ゼンクワウジニヨライイセツケツシヤウ

善光寺如来異説決正 大 1冊

諦忍、著・自序・白抜，空華老人題詩，員隆巌和南肱，

可梁敬政 問 6) (1 77) 

安永 5成〈弁断〉，同 6成（決正〉，同7刊

京 浅井庄右衛門（堀川悌光寺下ル町〉・津田

吉左衛門〈知思院古門前〉・赤井長兵衛（寺町

綾小路下ル町〉，名古屋 津吉兵衛〈本町〉・津

田久兵衛〈同所〉

※題簸横tに「浄」の小札あり。柱書は全了にわた

り「一枚起請諸説耕断」。

1-26イ3 ま九百拾九 10銭

ガイジヤセウ

32924 改邪抄本・末 大2冊

覚如〈宗昭〉著

書捧・刊年不明

※応ぷ器ら書写奥書あり。浄土真宗。

1-26カ4 ま千百六拾八全弐 20銭

シヤウポフゲンザウズイモンキ

32925 正法眼蔵随聞記 大 1冊

侍者懐柴著，面山瑞方（遠孫方面山〉序・政，嗣租

遠孫洲蓄｛曾参肱，永慶知蔵慧白識語

宝部）序，明都！政（いずれも〉，前0tU
豊後 「永慶寺蔵版」， 京小川多左衛門〈六

角通御幸町西江入〉・小川源兵衛（寺町通六角

下ル町〉

※重版本。序題「重刻正法眼蔵随聞記」。凡例に

前版は寛文 9~こ京の小亀三左衛門（五条室町〉
が印版した旨を記す。表紙に「禅」「亡コ三十

三Jの小札がある。末尾に柳枝軒小川多左衛門
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大1冊

書

ジアネンジヤウワゲヒヤウ

32930 十念章和解評
員察著・白抜，観了校・序，大我絶外政

享保15自肢，宝暦12序・践・刊

ー仏

15銭

の「｛弗書目録」を附す。

1-25シ 9 ま六百0七重刻

10銭

冊

肢
2
）
自

峡
間
2

1
u享

大

貞

ま九百拾六1-26シ11

書捧不明

※浄土宗。

ダイオウコヲジホフゴ

32926 大庭園師法語

編者未詳

中野道也

※上記書名は墨書題策による。本文は「横獄大陸

圏師法語」 「紫野大燈園師法語」 「徹翁和尚法

語」「古人法語」から成る。柱書は「大法」。表

紙に「禅」「仏百十一番」などの小札がある。

巻頭と裏見返しに旧蔵者印。

1-25タ2 ま六百四拾八

大 1冊

正保3刊

20銭

10銭

冊

書
2
）
奥

大
間
2

Q
保天

本・末

30銭

32932 

明秀著

京津田吉左衛門（智恩、院前）

※寛正2成立。天文10，天正8，同18，寛文6の

書写を経た本であることを奥書に記す。上冊表

紙に「浄」の小札あり。

1-26ク2 ま八百弐拾九全三

ヨシミヅピヤクジャクン

32933 吉水畔邪訓
大我著，義穏序，宝酒大信政

京吉野屋藤兵衛（京極二候下町〉

※上記書名は扉による。原題策および内題は「吉

水醇邪訓疏」。表紙に「日仏百六番」の小札あ

り。

冊
）
刊

3
m
4
 

大
仏
永宝

上・中・下

ジヤウド
去る グエウセウ

主愚要齢、

20銭ま三百十八番

クワンジユセウ ・トチヤウモクロクシフ

巻数紗上・戸帳目録集下

ニヨニンワウジヤウデン

32931 女人往生侍上・下
悌牙院向西著・自序・白抜

京二口伊珠

※上冊表紙右上に「｛弗」「仏弐百八十六」，問題策

協に「浄」の小札あり。下冊表紙下部・裏見返

しに「正照（花押）」と墨書。

1-21ニ 7 ま八百六拾四全弐

ハホフザイジフセウ

32927 破法罪表彰、
園楽寺圭州（曜恵〉著

書庫不明

※「本」冊表紙に「雑」の小札あり。仏教的教誠

書。

1-26ノ、 1

大 1冊

寛延2刊

32928 

宥快著

京村上勘兵衛

※「巻敷紗」は祈願などの状の式法。「戸帳目録

集」はその文面集。上冊表紙に「式」の小札あ

り。

冊
）
刊

2
飢

9

大
hu
宝延

20銭ま三百壱番1-26カ7

10銭ま九百四拾七1-26ョ1
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付
秩

32929 

エり hn内治イシイチ7 イキシヤウモンカゥヵーィキキガキ

圏光大師一枚起請文梗葉聞書
上巻・中巻・下巻 大3冊

「関通上人述」，宣傍序，藤原重豊序（宝麿4≫・抜

（同7），平山首義政（同11)

京津田吉左衛門（知恩院古門前）

※大尾の内題「園光大師御遺訓一枚起請文梗襲聞

書」。津田屋の「華頂山御蔵版目録」 6丁あり。

上冊見返し・下冊裏見返しにも出版目録あり。

1-26イ 2 ま八百拾三全三 40銭

32934 

一～五・五末

大 1秩6冊

園宗著・自肢，静観校 延享元政

江戸辻村五兵衛〈浅草御門跡前）・上原勘兵

衛〈浅草上野通新寺町〉

※第 1冊表紙に「仏五百二十五」「縁起」の小札

あり。書名は，凡例冒頭「観音圏通停J，各冊

内題「秩父三十四所観音霊験園通停」 （但し第

1・2冊末では「秩父升十四慮観音園通停」〉。第

6冊最終丁に『秩父観音霊験縁起』 『秩父案内

記』『追考観音霊験園通惇大成』の広告を載せ

ている。 冊

刊

ワ
臼
・

大
〉
序

MM2 

H
U
暦宝

乾・坤
カ鑑立軸九・宗一

υ
匡一

け
一
一
也
序

テ

湾

白

5

著

凶

啓

明

ω

先

-177ー

ま百拾壱全六冊 60銭1-22チ 1



一仏

大坂柏原屋清右衛門

※乾冊見返しに「親驚聖人御法語／下妻蓮位大徳

集記」とある。序題・各冊内題「員宗亀皇室輯樟」。

坤冊末に『浄土真宗聖教目録』他5部の広告あ

り。虫損甚し。

1-26シ25 ま千百五拾五全弐 15銭

ネンプツ
4ト ヒヤクマンベンキタウベンセウ

32936 涜百寓遍祈存7野抄 弘F
最誉著・自；抜，震誉序元禄13抜・初刊，宝暦6序

京河勝五郎右衛門（五憐橋通り高倉西江入町〉，

江戸析屋〈日本橋南ー町目〉
ぇ

※序によれば，本書は初刷の「誤字落字など彫り

あらため」た再板本。序者は「洛東本山百寓偏

知恩、寺四十八世」。

1-26ヒ5 ま九百七拾七 10銭

テキギセツ

32937 摘欺説 （巻上・巻下〉

無名子著・自序

江戸前川権兵衛

大 2冊を合綴1冊

享保13序・刊

※表紙改装。表紙にうちつけ書の書名および挟み

込まれた原表紙の墨書題簸の書名は「談義摘欺

説」。原表紙に「禅宗浄土争論」の小札あり。

巻上に書込み多し。

1-26テ 1 ま三百十番 15銭

ケワカイシンガクビ クギヤウゴリツギ

32938 教誠新皐比丘行護律儀大1軟 1冊

道宣著 刊年不明

大坂河内屋平兵衛〈安堂寺町心斎橋筋〉

※墨書題策「教誠律儀カナ付全」。表紙に「律宗」

の小札あり。

1-23キ1 ま四百八拾九律宗 10銭

レイコンインダウフウジユキ

32939 霊魂引導誠請記乾・坤

綿陽沙門停慧著

京中野小左衛門

※頭注あり。

1-26レ1 ま三百弐拾全弐冊 30銭

大2冊

貞享元刊

シンランシヤウニンヰトクホプリンシフ

32940 親驚聖人遺徳法輪集ー～七

大1軟 7冊

宝永7序，同 8刊宗誓著・自序か

京植村藤右衛門

書－

※内題「遺徳法輪集」「法輪遺徳集」「法輪集」。

上記著者名は『国書総目録』による。

1-21シ19 ま千三拾壱全七 40銭

ライキハゴ

32941(1）未来記破誤

特大（27.9×18.7叫（引と合管ムF
著者未詳・自序あり 慶安2刊

書皐不明〈江戸とのみ〉

※表紙に「口千十五番」の小札あり。本文内題は

「偽書未来記破誤」。表紙を開くと（2）「日本国

未来記」を綴じ込んである。（2）の偽書であるこ

とを論ず。

1-26ミ1 ま三百三拾六 (2）共15銭

キ

記

喰

一
刊
し
来
討
ぃ

ミ
未
引

吋

園

汰

村

本

間

四

ニ
門
口

f
l
、、

パ
リ
詳

此

未
悦

者

m
M

著

大（1）と合綴1冊

、慶安元刊

書捧不明

※表紙ごと（1）「未来記破誤」の巻頭に綴じ込む。

巻頭内題「聖徳太子日本国未来記」。

1-26ミ1

32942 

フシンセキサンゼモノガタリ

浮真タ三世物語上・中・下

大 l朕3冊

正保2刊著者未詳

書障不明

※巻下巻頭・巻末内題「ふしんせき」。上冊表紙

に「仏三百十八」「浄土」の小札あり。

4-40フ3 ま八百弐拾三全三 50銭

ヱコトノぜエウリヤク
槍詞 セイグワンジエンギ

32943 要略 誓願寺縁起上・下

大2冊

慧明著・白抜，法橋東洲画，逸名序宅ふ）

寛政4践，同 5刊

京鶴鶏徳四郎〈寺町通御池下ル町〉・藤井孫

兵衛〈御幸町通御池下ノレ町〉・津田吉左衛門

〈知思院古門前〉・能勢儀兵衛（寺町通三傍下

ル町〉，「洛陽誓願寺蔵版」

※上冊表紙に「浄」「仏四百七十八」の小札あり。

1-22セ l ま八百六拾壱全弐 20銭

ジヤウドナガウタチユウ

32944 浄土長歌註 大1峡 1冊

湛澄著・自序．獅谷忍澄序

元禄6自序‘同7序・刊
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一仏

京尾崎七左衛門

※題策の書名の下に「頓阿法師」とある。自序の
じゃうどしうながうた

書名「浄土宗長歌註」。表紙右上スミに「口口

八十八」の小札あり。

4-23シ8 ま九百七拾弐歌 10銭

プツコタゼンジモンジユシナンヅサン

32945 偽園禅師文殊指南園讃
縦長（26.4×14.lcm) 1冊

｛弗園惟白著，張商英序，随流直指曳政，篠輔嗣画，

篠臆道書 明治7伝
「浪華荘鷺蓄蔵版」

※表紙に「禅」の小札あり。肢に「｛弗園惟白禅師，

文殊指南之園ニ賛シ張氏無意序ヲ作テ刊行」し

た宋本を翻刻したものという。画・書者いずれ

も「浪華」の人。原題策剥落。本文末の内題は

「文殊指南園讃」。 見返しに「忽莞煩悩夢直

褒菩提心／天高地潤無安境 虎伏龍帰不二門」

と書込みあり。

1-26モ 1 ま六百0九 15銭

エイヘイセイシユウ
永平 ゼンソウヂタウスイヲシヤウデシサン

32946 正宗 前線持桃水和尚侍賛

大 1軟 1冊

面山瑞方著・自序寛延2成，同3自序，明和s~u 
「肥谷雲龍山清揮輝寺蔵板」， 京小川多左衛

門〈六角通御幸町西へ入町）

※序題「桃水和尚停賛」。 内題「洛北鷹峰桃水和

尚侍費」。絵入り。巻末3丁半に「柳枝軒俳書

目録」を附す。

1-21ト2 ま六百0回全 10銭

テンヂクワウジヤウゲンキ・ テンヂクワウジヤウゲンキ

32947 ＠天竺往生験記・②天竺役生験記
ハシガキ・ ジユンギケイケツシフ

瑞書・③隼疑問決集 大1朕 1冊

①伝天親菩薩著，羅什三蔵訳，②良定〈袋中〉著，

③聖岡了審著 正保625知
書捧不明

※①巻末内題「天竺往生本記」。 奥書「延暦二十

四年量入唐錦朝沙門最澄」。②巻末内題「天竺

往生本記瑞書」。

1-21テ1 ま三百四十六 10銭

ポングセガキモンベン

32948 盆供施餓鬼間鉾 大 1冊

諦忍（空華道人〉著・自序・自政

明和2序，安永7刊

童盲

京津田吉左衛門〈知恩院古門前〉

※表紙に「真言」の小札あり。見返しに諦忍の著

作を記した書込みあり（「以呂波間耕／空華随

筆／厭求上人行状記／諦忍律師語録／念｛弗醍醐

秘要蔵／関窓雑録／念｛弗無上醍醐篇／善導大師

行朕記／空華談叢」）。裏見返しに書捧の出版目

録あり。柱書「施餓鬼間排」。

1-26ホ4 ま四百八拾番 10銭

h 円占、占内ふりイハチシャウニンギヤウジヤウキ

32949 ノ’光朗院’以八上人行状記

大 1秩1冊

素信著，空華序，信阿宅亮政明諸島，安ぷ789伝
名古屋藤屋吉兵衛（本町〉， 大坂溢川清右

衛門（心斎橋順慶町〉， 江戸 西村源六〈通本

町三丁目〉， 京 岡市郎右衛門（堀川通錦上ル

町）

※巻頭内題は「光明院開基以八上人行状記」， 巻

末内題は「華降山光明院以八寺開祖行状記」。

附録あり。末尾に「随喜助刻衆名位」及び書障

の仏書目録（往生要集以下14点〉を附す。

1-21イ 1 ま九百五拾五 10銭

トウフタプツツウゼンジ コポクシ7

32950 東福僻通禅師枯木集
療冗大慧著

大 1峡 1冊

寛永18刊

理兵衛

※全43丁の内，第30丁表まで巻之上，同裏以降巻

之下。柱書は，第38丁まで巻ー，第39丁以降巻

二。巻之下巻頭内題「枯木集」。巻末内題「俳

通禅師枯木集」。表紙に「禅」「禅亡コ三十八」

の小札あり。

1-25フ 3 ま六百拾四番 10銭

コウノゴシヨゲンカイ

32951 興御書諺解 半 1冊

藤井重貞注，鼎足道人序天明6凡例・序，同7刊

京 田中庄兵衛（寺町五条上ル町〉

※表紙原題鎮の右に「、法然上人より親驚上人江御

文」の貼札があり，その上に「本」の貼札があ

る。「興御書諺解凡例」の右に「こうのごしょげ

んかいはんれいJ，左に「おふみのはじまりぞ

くごのあらまし」の振り仮名があり， また内題

「興御書」の右に「こうのごしょ」，左に「は

しめのおふみ」の振り仮名がある。万治3初刊

の再刊本か。

1-26コ6 ま千弐百0八 10銭
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一仏

マンボフザウサンセウ

32952 寓法蔵讃齢、

著者未詳

京輪書堂（二条露屋町南〉

※第 1丁内題下に「池尻村義什」と書込まれてい

る。上記書名は内題による。後補墨書題策には

角書「製」あり。表紙右上に「口百九十一」

の小札あり。

1-26マ 1 ま千弐百三十番 10銭

冊
）
刊

1
u
m
m
 

帳
。
、
氷

1

寛

大

アミダハダカモノガタリ

32953 あみたはたか物語上・下大2冊

著者未詳 明暦2刊

書捧不明

※墨書題策は「一休和尚／あみだはたかものかた

り」。各冊の題策と裏見返しに旧蔵者印。仮名

草子。

1-25ア 1 ま六百八拾七全弐 25銭

ゴ
草
間

約
法

判尚
w
和

村
休

明

4

不

M
W

在

切

所

1冊

1-25イ 1 10銭

カナムグラ

32955 俵名葎 大 1冊

白隠和尚著，参徒是性政 成立年不明

沙羅樹下蔵板

※上記書名は扉題による。墨書題策に「鰭」の

角書あり。巻頭内題は「新板偲名葎／附たり新

談議」。 31093参照。表紙に「禅」の札あり。

1-25カ4 ま六百三拾五 10銭

ケイアンヲシヤウカホフワテン

32956 桂蓬和尚家法倭黙

桂巷玄樹著

書癖・刊年不明

※表紙に「禅」「仏百廿五jの小札あり。（1季子2

了分の「儒緯道三教」の記述では，元和10年を

基準に年代をさかのぼって数えている。

4-64ケ 1 ま六百拾三 10銭

大 1帳 1冊

タワウミヤウザウサンマイ

32957 光明蕨三昧 大 1冊

孤雲懐弊著，方面山序，玄梁抜

弘安元奥書，明和3序・朕

京小川久兵衛（寺町通綾小路下町〉

※見返しに旧蔵者「巌的Jの文政8の書込みあり。

表紙に「禅」の小札あり。第 1丁に永慶開山孤

の賛h
リあ賛像るト

J
h山面方と〉。

像

m
4

肖

ι和
の

明

主

主

1
4
f
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v
 

弊
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一

雲

識

書

1-25コ5 ま六百拾八 15銭

ヂヨスイセウ

32958 除陸銀、一～八 大 11険8冊

洛西前浄園教寺沙門盤察著・自序 享保6年・刊

京銭屋庄兵衛（堀川通綾小路下ル町〉， 江戸

須原茂兵衛〈日本橋南萱町目〉

※説話集。

4-47シ 5 こ百弐拾壱 70銭

ヒミツアンジンワウジヤウシフ

32959 秘密安心往生集 大 1冊

蓮韓著・自序 享保3序，同4刊

江戸前川権兵衛（神田本乗物町〉・須原屋茂

兵衛（日本橋南一丁呂〉， 大坂小島勘右衛門

(1む斎橋筋北久太郎町）

※内題「秘密安心往生要集」。表紙に「口仏百四

十九」の小札あり。

1-26ヒ2 ま四百八拾弐 20銭

シヤウフウシフ

32960 唱調集上・中・下

著者未詳

冊
）
刊

3
m
u
 

大
Q
文寛

京 中村五兵衛〈寺町通二棟下ル町〉

※日蓮宗。上冊表紙に「式」の小札あり。

1-26シ27 ま弐百八十八 50銭

日
誼
聞

記は
九
由
一
小

む
締

詳

1

未

何

者

m
M

編

大 1冊

刊年不明

京芳野屋徳兵衛（寺町通三傍上ル弐町目）＝

裏見返し・徳田十兵衛＝本文末

※「大徳寺開山大灯園師法語」以下10の法語を収

める。表紙に「禅」「口百五十八」の小札あり。

1-25セ 3 ま六百五拾五 10銭

シンノマン
主任 クワコチヤウセウ

32962 議過去帳紗上・中・下 七ふF
編者未詳 万治2刊

京上村次郎衛門（二条通）

※各巻内題「過去帳年月明皇室」。上冊表紙に「仏

三百十弐」などの小札あり。

1-26カ2 ま弐百八十九 30銭

タイジヤウカンオウへンセンチユウヅセツ

32963 太上感庭、篇筆註聞説 上之ー～

上之四・下之ー～下之四

特大（27.7×17.lcm)2軟 8冊

-180-



一仏

沈薄補石著，黄延松・程如且校訂，鼓山道需序，李

抜郷序，燕巌程土建序，程如且抜 元暴685~u
中野小左衛門・中野宗左衛門

※上記書名は本文内題による。「上之ー」冊扉に

は「太上感磨、篇護註引経園説」とある。原題策

は「太上感臆編」とある。「上之ー」・「下之－J

冊の初丁の右下スミに「鎮淵」「宣有之印」の

朱印。「上之ー」冊の巻頭に凡例を附す。絵入

り。 33023参照。

8-86タ 1 ま千五百拾壱 75銭

センシウシノタe ピヤタコテ’ン

32964 泉州信田白狐イ専一～四大 1軟4冊

誓署著，道阿序 宝前7年，寛都o~u
書卑不明

※第 1冊表紙に「O五百三十壱」の小札あり。序

題は「信田白狐停」。目録題は「泉州／信田」

を角書とする。第4冊の末に『安倍仲麿入唐記』

の広告あり。全5巻。第4冊に巻之四と五を収

める。

4-41サ32 ま千五百三十一 30銭

チンゼイゼンシヱコトパデン

32965 鎮西輝師絵詞停ー～十八大21扶18冊

浪花城南大福寺沙門風航了吟著，英信画，二品親王

隼峯序（天~1665, 華頂山大僧正興玄序（同1お，
三善感海翼政（同 6) 天的4長

「洛東華頂山蔵版J, 京津田吉左衛門（知恩

院古門前〉

※各巻内題「鎮西覇軍師行扶絵詞」。 第 1冊表紙に

朱字で「獄」と打ちつけ書。

1-21チ 5 ま七百o三全拾八冊 1円50銭

ザイシユツテイケイ
在出 ダイリュウジリュウスイラウジンカナ

32966 提携 大龍寺龍水老人国字
ホフゴ

法語乾・坤 大 2冊

摂陽退蔵峰休隠、龍水和尚述・自序，「侍者寮筆記」，

瀬古蒸然抜 安ぷ789伝，天品す年

「勢州松坂廓翁禅門開板流通」

※序題「摂州退蔵峰龍水和尚候字法語」。 本文内

題「丹丘蓄好蛤糟」。乾冊表紙に「禅j「口三百

七十九」の小札あり。

1-25リ1 ま五百八拾壱全弐 20銭

ハンニヤシンギヤウケツダンセウ

32967 般若心経決談抄 大 1冊

湛道常然著，前権大納言宜季序，西王嵩山自孝序

書ー

明誌；~》〈いずれも〉，員725~u
Jn 菊屋伊兵衛〈寺町通三傍上ル町〉

※内題「摩詞般若波羅密多心経決談室長、」。

1-23ハ 4 ま八拾六番 15銭

チヤウフクサウカイヲシヤウゴロク

32968 長稿曹海和尚語録一二三四・五六

大2冊

曹海著，小師直停等編，大乗芳充序，東谷政

明和4序・政・刊

書~不明

※第1冊表紙に「禅」の小札あり。第2冊の末に

「助縁名簿」を附す。序題「華巌海輝師語録序」。

1-25ソ 2 ま五百八拾三全弐 25銭

チユウシヤク
主主 プツポフダウカシフ

32969 嬉御法道寄集上・下大2冊

著者未詳，逸名序あり 刊年不明

山岡四郎兵衛

※序題・各巻頭内題「安楽｛弗法要歌」，下巻末内

題「｛弗法要歌」0..館内閲覧。

1-26ア5 ま三百七番 20銭

ケンモングアンキ

32970 見聞愚案記ー～二十四大3軟4冊

目重著 高治元刊

書捧不明

※内題「愚案記」とも。各冊見返しに「堅妙（花

押〉」と書込みあり。第 1冊表紙に「口／仏四

百七十四番／全廿四冊」の小札あり。慶長20か

ら元和年聞にかけて書かれた日蓮宗の僧の随筆。

1-26ケ 2 ま千三百0弐番 2円

32971 f弗鬼軍 大 1冊

伝一休和尚著・画，錆庭節信肢 文政6伝

江戸高笈堂英平吉（本石町十軒店〉

※表紙に「｛弗」（朱〉の小札あり。裏見返しに英

平吉の「蔵板法帖目録」あり。

8-44フ4 ま三百五拾六 10銭

ギワウギヂヨ
祇王 クワンセンフウエフヘン

32972 祇女動間風葉篇 （巻之ー～

巻之五〉 大 1軟 5冊を合綴1冊

大江文披著，赤羅洞摩詞真人序明治5怠占7~u
京河南四郎兵衛（堀川通悌光寺下ル所〉・文

筆屋多兵衛（三条通新町東江入所〉・梅村市兵

衛〈寺町通松原下ノレ町〉・藤屋東七〈同町〉 ・
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銭屋新助（五傍通柳馬場東江入所〉・永田伊助

（醒井通五条上ル所〉

※表紙に「口百九十一番」の小札あり。勧化本。

4-41サ16 ま千五百三十七 25銭

シユゲン
1&; ギヤウジヤデンキ

32973 長行者停記乾・坤〈上・下〉

大 1峡 2冊

元禄4序峯雲外著・自序

書障不明

※目録題「修験道停記」，柱書「修験七部室長、」。原

題策に「大峯記／葛城記」（乾〉， 「本山記／嘗

山記」（坤〉と刷られている。乾冊表紙に「修

験」の小札あり。

1-22シ 1 ま千五百弐十弐全弐 30銭

シヤカオウゲリヤクゲンカイ

卸九稗迦臆化略諺'8附 大 1味l~O~
妙光大冥J帯師著・白抜〈文化元〉，鑑太霊序（同 2), 

令詰序（同元〉 文化2~u 
名古屋永楽屋東四郎〈玉屋町〉

※鑑太霊の序題「庭、化略註鮮」， 令詰の序題「庭、

化橋戸」。『稗迦臆化略』は甲州の天崖禅師が

寛政12に著した書。表紙に「禅」「口弐百二十

弐」の小札あり。

1-21シ 5 ま六百弐拾四 15銭

ジヨウンシテキダウジンフ ニホフモン

32975 如雲紫笛道人不二法門上・下

大 1軟2冊

小子紫髭編，巴津鹿山史明子蘭序 安永9序・刊

京 山本長兵衛（二傑通御幸町西江入町〉・八

文字屋仙次郎（柳，馬場西江入町〉・炭屋勘兵衛

〈烏丸通松原下ル町〉・美濃屋治右衛門〈堀川

三燦下ノレ町〉

※下冊末に「附録孝の道」あり。序題・柱書

「不二法門」。

1-26シ 6 ま五百九拾六 20銭

ソンヲウヲシヤウギヤウジヤウ

32976 損翁和尚行状 大 1朕 1冊

「参事慧月愚中瑞方等撰」，西山瑞方序

宝永2成，宝暦元序

永福蓄蔵板

※本文官頭の内題は「奥州損翁和尚行朕井引J。

原題策には角書「松之口宿」あり。

1-21ソ 6 ま六百拾九 10銭
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書

ミカハノタニホウライジリヤタエンギ ・サウヂンヤ ワ

32977 三河圏鳳来寺客縁起・掃塵夜話

大1軟 1冊

（掃塵夜話〉松高院法印大僧都善慧尋得著

宝暦13奥書

書津不明

※墨書題策には前者の書名のみ記され「等覚院」

と書込まれている。表紙に「縁起」「仏百廿九」

の小札あり。

1-22ミ1 ま百七拾五 10銭

下上
同
友

向
日
出

ン関

ヵ

8

著

的

政
認

慶

大1軟2冊

刊年不明

京めと木屋宗八（寺町通六角上ル町〉

※上冊表紙に「口六百五十」「護心の集慈鎮」の

小札あり。説話集。

1-21カ4 ま三百十七番 20銭

シヤウザイシフ

32979 聖財集上・中・下

縦長（28.1×18.3cm)3冊

五住著 嘉元4集書，寛永20~U
京野田弥兵衛（二傍寺町〉

※上冊表紙に「禅無住園師」の小札あり。

1-25シ 7 ま五百五拾八全三 35銭

ヲラテカ7

32980 遠羅天釜上・中・下（績集〉 大3冊

白隠慧鶴著，慧架序・奥書： 寛延2序，同4奥書

京 田原重兵衛・吉田三郎兵衛

※上冊表紙に「禅壱番」「亡コ百三十九」の小札

あり。著者と「門徒」との「往復ノ簡語」をあ

つめたもの。

1 -'-25オ 2 ま五百五拾回全三 40銭

ゴ
詰
聞

記
広

川
隊吋抜

竹
山

川
塩

詳

1

未

∞
加
者

m
M

著

大 1冊

慶安2刊

書捧不明
シホヤマカナホフゴ

※内題「塩山俵字法語」。 書捧は「於武州江戸開

板」とのみある。

1-25シ 2 ま六百五拾六 10銭

シヨホフジノ、フソク

32982 諸法事法則
著者未詳

田中庄兵衛

※末尾の内題「法事法則」。

大 1峡 1冊

延宝7刊



一仏

1-26シ21 ま三百三拾壱 10銭

品り月「..，＿.，＿.，ョノマンドウタワンオンレイヂヤウキ

32983 ’三十三歳ー板東観音霊場記ー～十

大 1軟10冊

沙門亮盛著・自序 明和3序，同 8刊

江戸前川擢兵衛（本石町三丁目〉

※序題「坂東三十三所観音霊場記大成縁由」。 各

巻内題「坂東三十三所観音霊場記」。 柱書「坂

東霊場記」。第 1冊表紙に「仁コ百二十七」の

小札あり。

1-22ノ、 1 ま百0九番 1円

『日向，＿，＿占門占レイオウキ

32984 ’ネ動明王y 霊臆記ー～四大1秩4冊

莞域密院乞士三等著・自序，極喜堂詮受序

享保7自序，元文2序・刊

大坂藤屋蒲兵衛（高麗橋一丁目〉

※序題・各巻内題は「大聖不動明王霊磨、記」。柱

書「不動霊磨、記」。

1-21フ 1 ま百三拾九全四 50銭

アンジンケツヂヤウセウチユウゲ

32985 安心決定紗註解一二・三四・五六

－七八 大4冊

肥之後州教閑八尾勘兵衛著 承応3成，正徳4刊

京西村九郎右衛門（五憐通高倉西へ入町〉

川勝五郎右衛門

※真宗。全8巻。朱墨書込みあり。第 1冊表紙に

「亡コ五百十」の小札あり。

1-26ア 2 ま千八拾弐全四 60銭

イヅミシキプ
和泉 シフエフセツポフ

32986 式部拾葉説法ー～六 大6冊

湖東片岡邑東光寺南演著 寛保2刊

京藤屋武兵衛（京極通五傍上ル町〉

※第 1冊表紙に「口五百三番」の小札あり。

1-26シ15 ま千五百三十八 50銭

ハチキヤウガイチユウ

32987 八境界註乾・坤（上・下〉大2冊

著者未詳 明暦2~u 
徳田八郎兵衛

※禅宗の金言集の註釈書。

1-25ハ 3 ま三百弐番 20銭

プツチヤウシンダラニヅエ

32988 1弗頂心陀羅尼園舎 大 1冊

肥前図上松浦郡名護屋村観音揮寺津翁・北心・永元「開板

発願」 寛文8刊
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書一

中屋停三郎

※上記書名は後補墨書題簸による。上・中・下3

巻より成り，各巻末の内題は「｛弗頂心経」。各

巻頭の内題は，上「｛弗頂心陀羅尼経」， 中「悌

頂心療病救産方」，下「梯頂心救難神験経J。仏

頂心経を絵によって説いた書。

1-23フ3 ま八拾九番 10銭

シンタイタサウシ

32989 新鰻九相詩 大 1冊

道光著・自序，村治氏慶光画・序，摂陽僧観性序，

伯之散人稗環虚子抜

延宝2年（慶光〉，同お序・序〈観性〉・肢

京林停左衛門〈三燦菱屋町ふ屋〉

※老病死の九相をめぐる詩と和歌に挿絵を添えた

もの。旧蔵者「龍泉寺祐園」の書込みあり。

1-26シ35 ま三百五拾七全壱冊 15銭

ネンプツキヤウ

32990 念｛弗鏡乾・坤〈本・末〉

大 2冊を合綴1冊

「沙門道鏡善道共集J，無為子楊傑序（照寧9＇），如

賢和南序（寓暦41），費生一葉政（清寧9)

書皐不明〈五憐橋通松屋町〉 寛永19

※原題策には角書「口那／口」あり。如賢の序題

「重鎮念悌鏡叙J, 巻末内題「求生西方浄土念

悌鏡」。扉に口絵あり。

1-24ネ 2 ま三百四十三 15銭

シチクシヨカンワウフク

32991 紫竹書翰往復 大 1冊

光念精舎旅客講者・鷹峰蓮宗事達著 宝永6長
書捧不明

※表紙に「日蓮宗／浄土宗／問答」と書かれた小

札あり。題策下部にθと記されている。本書の

成立事情は32992の序文に詳しい。

1-26シ4 ま弐百八十六 10銭

ザイテンサイナンセウ

32992 擢礁再難抄上・下 大 2冊

車阿了海著・自序 宝永7序，正徳2刊

京富山伊兵衛

※内題「擢礎再難傍目抄」。原題策に「かな」と

刷られており，また0・eと書込まれている。

32991参照。上冊表紙に「浄」の小札あり。

1-26サ 2 口百九十一 15銭



書仏

ポンマウポサツカイジヤタモウ

32993 焚網菩薩戒迫蒙上・中・下大3冊

戒山著・自序，門弟子等政，慈空抜 元禄3序

京秋田屋清兵衛・梅村瀬白

※上冊表紙に「口三百八十九」「律宗」の小札あ

り。

1-26ホ 5 ま四百三拾八全三 30銭

センシンネンプツ
貰，h レンゲヘウメイロク

32994 念｛弗蓮享標名録 大 1冊

尾州八事山比丘諦忍著．自序，警去F （悶

寛延元序，同H友・刊

京 銭屋七郎兵衛〈堀川通｛弗光寺下ル町〉， 大

坂大野木市兵衛〈心費橋安堂寺町）， 江戸

西村源六〈通本町三丁目〉， 名古屋藤屋停兵

衛〈本町〉・藤屋吉兵衛〈同所〉

※表紙に朱のうちつけ書「常楽」「全」および

「浄」の小札あり。

1-26レ2 ま九百七拾番 15銭

タワンゲアンジン
勧化 幻ポフメイカベン

32995 安心 説法名歌耕 上本・中本・

下本 （間 協F
信州稗恵燈著・自序 宝暦7序，明和6刊

大坂敦賀屋太助〈鳥之内鏡屋町〉

※『説法雪月花』の改題本。

1-26セ 3 ま弐百八十三 35銭

タサウシゲンカイ

32996 九想詩諺解上・下 大2冊

葉山ノ隠士山雲子（坂内直瀬〉著.~!t) (16 

元禄6序，同7刊

京津田吉左衛門（洛東知思院古門前石橋町〉

※上冊が蘇東披の「九想詩」の注釈で，下冊には

「見葉ノ金句弁ピニ倭漢ノ明言」を収めている。

絵入り。「華頂山御蔵版目録」 6丁を附す。

1-26キ 1 ま三百九番 30銭

ホンケベットウカウソデン

32997 本化別頭高j租停乾・坤大 l朕2冊

智寂日省著・白抜，同慶 ~i!ff
貞享3序，享保5抜，同21刊

京村上勘兵衛（二候通車屋町角〉

※本文内題「本化別頭末法高祖日蓮大菩薩停」。

各冊見返しに「恵立院日賀（花押〉」の書込み

あり。本文中に朱の書込みあり。乾冊表紙に

「日仁コ百六十七」の小札あり。

1-21ホ9 ま千三百四拾壱 30銭

32998 

日朝著

グワンソケダウキ

元祖化導記上・下 大 1峡2冊

寛文6刊

京栗山弥兵衛

※目録の内題「日蓮聖人化導記」。 上冊表紙に

「口弐百八十四」の小札あり。両冊初丁に「通

賢日意」と書込みあり。

1-21カ7 ま千三百五拾五 25銭

ホンケカウソキネンロク 序目録

32999 本化高祖紀年録 御系図・ー～九・

合巻十十一 大1軟11冊

深見徳要言著 自序（寛説明，日種序〈品；~ls）藤
原草序，山本信有序，坐光寺為祥履吉序〈同 5)

「不染濁堂蔵梓」

※大惣番号札は「－Jの冊にある。

1-21ホ 8 千三百0五全拾壱 70銭

ジヤウゴフヅキ

33000 浄業園記

沙門一到霊玄著・自序

京茨木多左衛門

※原題簸書名下に「善導大師道跡」とある。表紙

に「口百九十八」「浄」の小札あり。絵入り。

大 11険1冊

元議652年， ~663¥u

1-21シ14 ま九百七拾三 20銭

ヒガンベンギ

33001 彼岸耕疑上・下 大2冊

著者未詳 正徳6奥書

京津田吉左衛門（洛東知思院古門前石橋町〉

※上冊題策に「浄土宗」と書込みあり。末尾に

「華頂山御蔵版目録」 1丁および津田の目録・

広告6丁半あり。

1-26ヒ1 ま八百六拾番 25銭

タワンツウヲシヤウギヤウゴフキ

33002 開通和尚行業記上・中・下

大1軟3冊

引接室遺弟某甲等著・穣’ 桂弼津序〈唱が

華頂大僧正仰審序（享和元〉 享和2識語

「洛北韓法輪寺蔵版」

※上冊表紙に「浄」の小札あり。冒頭に図像「閥

通和尚之異」あり。

1-21カ5 ま八百三拾番全三 35銭

ニホンサイシヨネンプツホフゴゲンチユウ

33003 日本最初念悌法語そ嘉 七7~3~
空軍老人〈諦忍〉著・自序 明和5序，安永2刊
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京 茨木多左衛門（六角通御幸町〉・村上勘兵

衛（二条通車屋町〉・津田吉左衛門〈知思院古

門前〉，名古屋藤屋吉兵衛（本町〉

※表紙に「真言」（さらに「浄土」と書込み〉。

「仁コ十四」の小札あり。序題「聖徳皇太子念

備法語」。

1-26ニ 1 ま九百弐拾壱 10銭

エングシヤウユンギヤウジヤウキ

33004 厭求上人行扶記 大 1軟 1冊

信阿宅亮著・自肢，空華老人（諦忍〉序，潮音政

明和5序・自政・肢

名古屋藤屋吉兵衛（本町〉， 大坂渋川清右

衛門〈心斎橋願慶町〉， 江戸 西村源六〈通本

町三丁目〉， 京 岡市郎右衛門（堀川通錦上／レ

町〉

※官頭に「厭求和尚之肖像」あり。表紙に「口弐

百二十八」の小札あり。

1-21エ 1 ま九百四拾六 15銭

33005 

ジヤウド
莞~ ネンシネンプツシフ

±念死念イ弗集 上之ー・上之二・

中之ー・中之二・下ce～⑤〉 大5冊

天和4刊知空著

川勝五郎右衛門

※各冊見返しに「主平野園無」の書込みあり。第

1冊表紙に「浄J「口四百二十四」の小札あり。

1-26ネ 6 ま七百五拾六全五 40銭

シヨシユウネンプツホフゴ

33006 諸宗念イ弗汰語 大 1冊

濃州岐車知足蓄是心居土著，龍窟紀慶序

天明 5序・刊

岐阜知足蓄蔵板，京河南四郎兵衛〈堀川通

｛弗光寺下ル町〉，岐阜藤屋喜平次〈加和屋町〉，

名古屋藤屋吉兵衛（本町七丁目〉

※本文内題「諸宗念悌法語抜翠」。巻末に「附録

古歌二十三首」あり。表紙に「口百番」の小札

あり。

1-26シ18 ま九百七拾六 10銭

サイハウホツシンシフ

33007 西方議心集
「法然上人御作」（内題下〉

書~・刊年不明

※『国書総目録』によれば著者は「源空？」，慶

安元版本あり。表紙に「仁コ八十四番Jの小札

大 1冊

あり。

1-26サ 3 ま九百0壱 10銭

クワンゼンサタラヒメデン

33008 勧善棲姫停〈ー～五〉

大 1軟5冊を合綴1冊

大江文披著，白雲洞主人手道者序

明和元序，同 2知
京野田藤八（二候通富小路西江入町〉

※表紙に「仁コ弐百三十一」の小札あれ勧化本合

柱書「棲姫停」。

4-41サ17 ま千五百三十六 35銭

ゾウヱンタワウダイシガウヱコトパ

33009 贈園光大師号絵詞

前侍講義山著，白華園信阿奥書

書捧不明

※初了の「贈号絵詞小引」，および末尾の信阿の

奥書は書写による補訂。本文中にも墨で訂正多

冊
）
刊

1
m
8
 

峡
h
u
永

1

宝

大

数あり。表紙に「浄」の小札あり。

1-21ソ3 ま九百拾八 10銭

33010 

シンノマン
当千 シリヤウゲダツモノガタリ

厳死霊解脱物語上・下

大 1帳2冊

元禄3刊，正徳2再版残寿著

山形屋吉兵衛・川村源左衛門
かさね

※累の怨霊を扱った仮名草子。内題「死霊解脱物

語聞書J，柱書「死霊物語」。上冊表紙に「因」

の小札あり。

4-41サ28 ま三百六番 25銭

ナントダイプツデンゴエンギ

33011 南都大｛弗殿御縁起

龍松院崇憲著・白抜

書捧不明

※絵入り。本文の前に「聖武皇帝金銅勅願文」あ

り。本文内題「東大寺大悌殿縁起」。 表紙に

冊
）
抜

1
m
3
 

大
仏
明天

「縁起」の小札あり。

1-22ナ2 ま百七拾六 10銭

四誌
U

H
義汁明

げ
源

汁正

詳

2

未

旧

者

お

著
冊
）
刊

4
m
5
 

峡
。
禄

1
一克

大

八尾清兵衛

※逸名抜あり。法然上人の伝記。第 1冊表紙に

「口五百六」の小札あり。

1-21シ15 ま弐百七拾六 35銭

-185ー



書

※各冊見返しに「春道日行」と書込みあり。第 1

冊表紙に「日」「O四百七十二」の小札あり。

1-26カ6 ま千三百弐拾五全五 7D銭

ー仏

ケフチユウ
m ボダイシンシフ

註菩提心集

ヤセンカンワ

33018 夜舷関話 半 1冊

白隠慧鶴著，窮乏蓄主餓凍序 宝暦7年・刊

京友松堂小川源兵衛（寺町通六角下ル町〉

※後補墨書題策には角書「白隠／禅師Jあり。

1-25ヤ 1 よ五百拾三全壱θ 10銭

巻上・巻中・巻下

大3冊

珍海己講述，獅谷審洲註・序，庸訓政

享保20序・践，元文元刊

京津田吉左衛門（知恩、院石橋町〉・中野宗左

衛門（京極五条橋詰町〉， 江戸前川権兵衛

〈通石町三町目〉， 大坂浅野弥兵衛〈高麗橋

33013 

タフシヤクキキガキ
8重要 牛肉』品りイ川主シカノミヤウゴンロン

骨量 議華念僻言己四箇名言論
半 1冊

目宣著，伏水師旦老樵可一政 文化12長書・肢

「八木貢聞書印施／伏見本教寺納板」

※表・裏見返しに貸本屋の書込み・印があるが，

その名前は塗抹されている。

1-26シ 1 よ七百六拾五

一町目）

※序題「菩提心集爽註」。第 1冊表紙に「浄」「口

四百六十」の小札あり。

1-26ホ2 ま八百弐拾弐全三
33019 

50銭

15銭

ホフネンシヤウニン
法扶 ゴヱデンリヤタサン

上人 御画停略讃

ウンゴヲシヤウワウジヤウエウカ

33014 雲居和尚往生要歌

雲居希麿著・自序

書捧不明

※第12丁までが序。第13丁は匡郭のみ書かれた紙

が後補されている。以下第26丁までが本文。表

紙に「浄」の小札あり。柱書「往生要喜子」。

1-26ウ1 ま九百0九十三丁目落丁目銭

大 1冊

慶安3年

上・下

半 1秩 2冊

享和2序・千日

33020 

舜昌原著，金谷道人著・自序

「福田舎蔵板」

※表紙に「口弐百五十二」の小札あり。

1-21ホ6 よ五百六十弐全弐

冊
〉
刊

上

7
m
日

之

大

α同 25銭

リツシンガクチヨノイシズヱ

立身事 ジフセイジゲン

千代之礎 習性適言

半 1朕 1冊

書捧・刊年不明
かきと まんき

※絵入り。修身を説いた書。扉題「神垣外の慢気」。

末尾に「徳農無意識」〈穀類栽培の手引書） 11 

了を附す。（」F書総目録』によれば著者は徳水

尚興，文久2序というが，本書に序なし。

1-84シ14 大惣番号札原欠か 5銭

33021 

インエンベンダン
因縁 セツポフシレウセウ

耕断 説法詞料紗

一之下・二～四・五之上・五之下

南演鵬著・自序 享保15序，

京永田調兵衛・植村藤右衛門

※第4冊の末の内題のみ「勘化詞料金歩」。各巻内

容は，一「因縁部」二「故事部」三「経理部」

四「警轍部J五「古語詩歌部」。これらが原題

策下部にも記されている。

1-26セ 2 ま千三拾七全七冊

33015 

55銭
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～
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吃
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W
刻
書

打
新
首

ンシ

33016 

チヤタホフゲン

33022 揮汰眼

旨外編・白抜

京村上平築寺〈銅騎坊〉

※禅宗の法語のアンソロジー。第 1冊表紙に「禅」

の小札，また題策にも「禅」と書込みあり。

1-25チ 2 ま五百八拾回全弐 15銭

大 2冊

同9刊
）
肢

M
N
Q
U
 

同
禄一克

末巻本巻

万安英種著

京堤六左衛門〈寺町通二候上町〉

※内題「園悟碧巌集」「｛弗果園悟稗師碧巌齢、」「碧

巌集」「｛弗果園悟稗師碧巌録」ともある。第 1

冊見返しに「共十法憧山常住」と書込みあり。

1-25へ4 ま五百拾三全拾冊 2円

2帳10冊

慶安3~u 

一～四

大 l秩4冊

ダジヤウカンオウヘンゲンチユウ

太上感庭、編諺註33023 

-186ー

一～五大1秩 5冊

宝永 5序，同 6刊

カンジヤチンゼンキ

33017 閑邪陳善記

老比丘日題著・自序・白抜

京栗山宇兵衛



一仏 書ー

寛道鋒〈知還散人〉著・自序〈本編および「輔翼」〉

享保4半編序，同 5持翼序，同 8~U
中野宗左衛門・中野小左衛門・見玉勘十郎・佐

野伊兵衛

※第4冊は「太上感臆編輔翼」。 32963参照。

8-86タ2 ま千五百拾三全四 60銭

クワンギヤウレウォンセウ

33024 観経了音紗ー～八大1軟 8冊

沙門了音著，西山光明寺舟七世津了校・抜

文永 2成，享保 5~U
京小佐治半右衛門（堀川本国寺前金屋〉・同

半四郎，大坂毛利回庄太郎〈北御堂前）

※各冊の内容は，ー・二「観経玄義分抄出」，三

「観経序分義抄出」， 四・五・六「観経定善義

抄出」，七・八「観経散善義抄出」。各冊内題下

に「文永二年七月五日於六角大宮本願寺始之／

沙門了音述」とある。第1冊表紙に「蔵」の小

札あり。

1-23カ2 ま弐拾壱全八冊 1円

クロダニシヤウニン
黒谷 ネンプツホフゴ

33025 上人念併法語 大 1冊

沙門隆尭編

書捧・刊年不明

※表紙に「浄」の小札あり。もとの墨書題策は

「黒谷上人御法語」で，その上から上記書名の

墨書題簸を貼っている。

33026 

著者未詳

1-26グ3 ま九百拾三 10銭

サイハウジヤウドズイオウサクデン

西方浄土瑞庭、捌停
縦長（27.2×16.3cm) 1軟 1冊

慶安3刊

中尾市郎兵衛

※中国の往生伝（48名）の和刻本。内題「往生西方

浄土瑞臆制停」。表紙に「浄」の小札および白

字で「洪十五Jの打ちつけ書あり。

1-21サ 1 ま九百0三 10銭

チョウゼンヲシヤウギヤウジヤウキ

33027 澄禅和尚行状記上・中・下

特大（27.9×19.Qcm) 1朕3冊

常宇船石著・白抜，雑東獅谷漕月智忍序，遠山常則

画 享保7抜，同 8序

京沢田吉左右衛門〈洛東智恩、院古門前〉

※下冊末に「澄禅和尚行朕記遣事」を附す。

1-21チ 4 大惣番号札原欠か 35銭

サイゴタサンジフサンショリヤクエンギ

33028 西圏三十三所客縁起上・下

老宇内某著・自序

「議慶雲精舎蔵版」

※内題「西国三十三所縁起略集」。

大2冊

天保3序

1-22サ 1 ま百六拾八全弐0 40銭

ゾウシフ
＋僧シヨプシケツ

33029 5長諸部私訣ー～五

京栗山宇兵衛

大5冊

元禄12刊

※内容は，第 l冊が「通悌義」 「四教倶説私記」

「施権問異之事」「三惑同異時之事」「等妙智断

之事」「華巌教主私記」〈以上日耀著〉・「流通捜

源記」（日乗著〉・「帯現記」（日忠著〉・「入重玄

門義」「教謹二道義」「家々義」（以上日演著〉・

「草木成｛弗」（日詔著〉・「浄名天草」（日寛著〉・

「湾探私決」〈日崇著〉，第2冊が「三周義私記」

（恵心著〉・「聾聞乗入道修行次位之嬰要」（著者

未詳〉，第3冊が「排惑袖中策」（最澄著〉，第

4冊が「廻向通不之ー句詰」（日遠著〉・「片筒

録」（日祐著〉，第5冊が「三十六箇憐」〈日生

著）。各冊見返しに「智感日！憲／巌恵琢」など

と書込みあり。

1-26シ20 ま千三百弐拾四 50銭

インダウエウジフベンモウ

33030 引導要集便蒙ー～六 大 1帳6冊

糖、州沙門痔慧著・自序 貞享元序・刊

前川茂右衛門・井上氏忠兵衛

※全12巻。各巻内題は「員言引導要集便蒙」。末

尾に，伊勢屋額田正三郎〈京都寺町通五傍西橋

詰町〉の蔵板目録 1丁あり。第1冊表紙に「雑」

の小札あり。

1-26イ 5 大惣番号札剥落 1円

ジヤウドクワンゲ
浮土 フサウクワイダンベンジユツセウ

33031 動化 扶桑怪談耕述紗ー～七

大 1峡7冊

厚審春鷺著・自序 寛保2刊

京河南四郎右衛門

※柱書「怪談耕述紗」。第 1冊表紙に「因」「仁コ

三百五十四」の小札あり。

4-47フ 1 ま弐百三拾弐全七 60銭
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書仏

ゾウホプンルイ
増補 ムエンザウシ

33032 分類無縁隻紙目録・ー～三

大4冊

著者未詳

書障・刊年不明

※早稲田大の大惣目録によれば回向などにおける

用語集。本来は全8冊のところ後半4冊を欠く

らしし、。

1-26ム 1 ま弐百弐拾五始四 70銭

シンランシヤウニン
親轡 ゴキウセキユジフシハイキ

33033 上人 御奮跡二十四輩記

一～七

是心著，竹内寿蓄編，洪音校・序

大 1秩7冊

享保15序，同16刊

京 中野宗左衛門（寺町通五僚上ル町〉・植村

藤次郎（堀河通高辻上ル町〉

※本文内題「親驚聖人御醤跡井二十四輩記」。 序

題「親驚聖人遺蹟記」。脚注あり。第 l冊表紙

に「口四百九十」の小札あり。

1-22ニ 2 ま千三拾六全七冊 60銭

センネンワウジヤウデン

33034 専念往生侍ー～三・二編ー～三

陽焔庵音空著・自序

冊
）
序

6
m
3
 

秩
hu
久

1

文

大

「尾張祐福寺蔵版」， 京湾田吉左衛門（知恩、

院古門前〉・神先宗八（寺町通三条下ル〉

1-21セ 8

ま八百三拾七全三・ま八百三拾八後三冊 40銭

イツキウヲシヤウイチダイキ

33035 一休和尚一代記上・下大1秩2冊

著者未詳 延長624~u
永田長兵衛

※内題「東海ー休和尚一代記」。上冊表紙に「口

三百七十一」の小札あり。『国書総目録』には

「ー休和尚年譜」〈寛文9)f}J刊〉として載る。

1-21イ2 ま六百八拾六全弐 15銭

シヨエカウセイキシキ

33036 諸問向清規式ー～五 大5冊

天倫楓隠編 明部7~1J
「為亡コ褐堂梓行／施主政清敬白Jの小札あり。

各冊裏見返しに「岱宗的」と書込みあり。上記

編者は『国書総目録』によるo 永禄9ko
1-26シ16 ま弐百五拾弐全五 50銭

ヤタワ
言日カウシヤウロタ

33037 和好生録ー～四 大 1軟 3冊

明覚夢居士王慶宣原著，虚F斡訳.~re，慈宅説由
政 延宝5序，同 6朕，同7刊

江戸本屋七郎兵衛

※第 1冊表紙に「号六百五十六」の小札あり。

1-21コ2 けま弐百七拾壱 50銭

~セイザンカンチコクシヅエゼンデン

33038 芙西山鑑知圏師園舎全停ー～八

大 1峡 8冊

西山三鈷寺賞導上人著，耕才校，白木喜多、空序（第 1

・8冊，後者文化叫耕輪抜（第7冊，同広詳

員抜（第8冊，同13），春泉粛谷本清秀画

「西山吉群戴」

※内題「繍像西山上人縁起」。 第 8冊は耕才著の

同「略解」。末尾に「尾張耕才和尚校合蔵版書

目」 l丁あり。絵入り。

1-21セ I 大惣番号札剥落 75銭

キウミンテントタチフタデFン

33039 救民天徳地福停・上・下大 1朕2冊

英保氏一風軒良哲西好著

元議？；民書〈上〉，宝ぷ736良書（下〉

「江戸銀町通三町目東頬開板之／英保氏一風軒

良哲西好」

※柱書「天徳地福停」。農書。

8-82キ1 こ九百三拾五全弐 20銭

会金ベンザイテンリヤクワダンセウ

33040 天耕財天利益和談紗ー～五

大 1帳 5冊

著者未詳・自序あり

大菱屋嘉右衛門

※内題「弁才天利益讃談抄（紗〉」 「弁才天讃談

抄」 「利益讃談抄」。第 1冊表紙に「仏四百十

七」の小札あり。『国書総目録』によれば，元

禄12刊。

1-21へ1 大惣番号札剥落 50銭

シナセンジユツ
支那 ウラポンギヤウシヨシンキ

33041 撰述孟蘭盆経疏新記上之ー・

上之二・下之ー・下之二 大4冊

銭塘沙門元照原著・自序，註者未詳 天和2刊

書鼎不明

1-23ウ 1 ま五拾弐全四冊 50銭

-188-



一仏

シンランシヤウニンギヤウジヤウキ

33042 親驚聖人行状記ー～八

大 2秩8冊

「信州泰本正行寺了雲本紀／同園塩崎康築寺浄超遺

編」，信州泰本西教寺了可序 元応元序

書捧不明

※『国書総目録』によれば，享保7刊。

1ー21シ20 ま千弐十六全八冊 60銭

ホンメイカイコe シフ

33043 翻迷開悟集ー～六 大 6冊

摂州大坂大善寺燕居松審巌的著・自序

正徳2序・刊

京志水四郎右衛門〈寺町通）， 江戸泉長兵

衛（駿河町〉

※各冊原題策下部に「日蓮宗邪正問答書破文／調

陀高徳之経論稗」とある。第 1冊表紙に「浄J

F日蓮宗邪正問答破文全六」の小札あり。

1-26ホ 8 ま千三百拾六番 40銭

タイ..，，...，，.ンダラジユツシヤウキ

33044 嘗 麻受奈羅述弊記ー～四

大他2冊と合 1r扶4冊

義山著 元禄16刊

京 今井重左衛門（四条通堀川角松葉軒〉・羽

倉大介勝正

※絵入り。 30683『嘗麻受陀羅縁起』 2冊と同軟。

1-22タ 1 大惣番号札剥落 50銭

安nシンシユウホフエウ

33045 語 員宗 法要一～四

本願寺法如編・自序

書津不明

冊
）
序

L
－ゅ

o

d
’・引
H
唱
Ea

－

軟
。
暦

1

宝

大

1-26シ32 大惣番号札原欠か 80銭

サンテウジジツ
ココ吉日 ジヤウドロンチユウクワンゲカウシヤタ

33046 孟萱浄土論註動化講緯

一～廿大3r扶20冊

洛下隠士比丘玄貞著・自序 貞享4刊

京 小佐治半右衛門（堀川通本国寺前）・武田

治右衛門（五条橋通松屋町〉

※虫損あり。第 1冊表紙に「浄」「O五百三十」

「全廿」の小札あり。

1-24シ 7 ま七百0弐全弐十冊 1円50銭

ニチレンダイシヤウニンゴデンキ

33047 日蓮大聖人 御 停 記 萱 ～ 六

大 1軟 6冊

延宝9刊著者未詳，逸名序あり

童画

京 中村五兵衛〈寺町二燦下ル町〉

※後補墨書題策およびいくつかの内題は「日蓮聖

人御停記」。全11巻より成るが，巻十ーの内題

「日像聖人御惇記」で，他の巻と紙質が異なる。

絵入り。

1-21ニ 6 ま千三百拾壱全六冊。 60銭

ジヤウド
事ll シヨエカウホウカン

33048 主諸泡向審鑑巻ー～巻去98ヂ5冊

幻化沙門必夢著・自序 元禄11序・刊

京菱屋治兵衛（寺町通松原上ル町〉

※序題・各巻内題「湾家諸回向貫鑑」。 第 1冊表

紙に「浄」「口四十」の小札あり。

1-26シ17 ま七百五十七全五 50銭

ホフガンヲシヤウギヤウゲフキ

33049 法岸和尚行業記車L・坤大 1軟 2冊

法洲著，隆園「或問」著，駿州江尻前江浄寺沙門志剛序，

定仙肢 文化14序・肱

「長州大日比西園寺蔵」

※第 1冊表紙に「浄」の小札あり。

1-21ホ3 ま八百七拾九全弐 20銭

エンゴシンエウ

33050 園悟心要 上之ー・上之二・下之ー・

下之二（θ～⑮〉 大4冊

子文編 万治元刊

村上勘兵衛

※内題「｛弗果圏倍員覚稗師心要」。 第 1冊表紙に

「禅」の小札あり。

1-25エ 1 ま五百四拾三全四 40銭

ゼンダウタイシギヤウジヤウキ

33051 善導大師行状記乾・坤大 1軟 2冊

諦忍著，潮龍序（宝暦11），空華子薫盟序〈同 2女
性明和南肢 宝暦11刊

京梶川七郎兵衛（堀川｛弗光寺下町〉・村上勘

兵衛〈二候通車屋町〉・茨木多左衛門〈六角通

御幸町〉・津田吉左衛門（知恩院古門前〉・中野

宗左衛門（寺町通五僚上町〉， 名古屋 藤屋停

兵衛・藤屋吉兵衛

※絵入り。柱書「善導行扶記」。乾冊表紙に「ロ

三百六十九」の小札あり。

1-21セ 7 ま八百五拾六全弐 25銭

セツポフヨウカシフゲンチユウ

33052 説法用歌集諺註ー～十 大10冊

山雲子（坂内直頼〉著・白抜，無底箪；j(序
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一仏

元禄4序・抜・刊

京 中村孫兵衛富平（高辻通腐金町）

※第1冊表紙に「口二百三十四」の小札あり。

1-26セ4 ま弐百拾壱全拾冊 1円

チヤウメイホツシンシフ

33053 長明委心集ー～八 大 1軟 8冊

鴨長明著・自序 寛文10刊

京吉田四郎右衛門・藤村停右衛門

※絵入り。内題「護心集」。第 1冊表紙に「口百

七口」の小札あり。

1ー21ホ 1 大惣番号札剥落 80銭

スミダガハカガミガイケデン

33054 隅田川鏡池停ー～五大1秩5冊

西向庵春帳子「遺稿」， 遊川春信画，｛底許桑明若手

社政 寛延2抜，同4刊

大坂渋川清右衛門〈心斎橋筋順慶町〉， 京

西村市郎右衛門（堀川錦上ル町〉， 江戸西村

源六〈本町三丁目〉

※読本。各冊原題策には角書「動化／資補」，同

下部に「木母寺来由」とある。柱書「鏡池停」。

本書の改題本に『梅若丸一生記』がある。末尾

に西村源六の目録3丁半あり。

4-41サ31 ま千五百三十五 30銭

クワチユウメウホフレンゲキヤウセウ

33055 科註妙法蓮華経紗ー～廿三

大3峡23冊

坂東逢善寺定珍著・自序 (1 0) 

天正18序・奥書，慶安元刊

京村上平築寺（二憐玉屋町〉

※上記冊次は朱の書込みによる。原題策によれば

序，序抄上，一之上ー～三，一之下ー～三，二

之上ー～三，二之下，三之上，三之下，四之上，

四之下一・二，五之上，五之下，六之上，六之

下，七之上ー・二，七之下。序冊内題「妙経科

註序私」。本文内題「妙経科註私」。

1-23カ1 ま三番全弐十三 3円

センジフセウ

33056 撰集抄ー～九

伝西行著・自序

津田庄左衛門

※各冊墨書題簸「西行撰集抄J。 第 1冊表紙に

「撰集抄／西行記」「口六百七十三」「全九冊」

冊
）
刊

9
側

3

峡
hu
安

1

慶

大

の小札あり。

1-21セ4 ま弐百弐拾壱 60銭

書ー

クワウミヤウシンゴン
光明 セウアンセウサンリヤウキ

33057(1) 員言 照闇紗纂霊記

上之ー・上之二・中之ー・中之二・

下之ー・下之二〈θ～＠〉

梅園泰音著・自序・自肢

書皐不明

冊

刊円。．
峡
）
序

l
m
7
 

ム
ロ
仏
、
氷

と

宝

大

※内題「光明員言経照闇紗纂霊記」。刊記は「紳

錐書津」とあって書捧名は削られている。「拾

遺」は（2）参照。第 1冊表紙に「真言」の小札あ

り。

1-21シ13 ま四百0八番 (2）共45銭

クワウミヤウシンゴン
光明 サンリヤさキシフヰ

33057(2) 員言 纂霊記拾遺上・中・下

（＠～＠〉 大（1）と合 1軟3冊

東奥俸蓋弘誓音如著・自序 正徳5刊

林正五郎・西村太右衛門

※内題「光明員言照闇室長、纂霊記拾遺」。 上冊表紙

に「真言」の小札あり。

1-21シ13

クワンオンミヤウオウシフ

33058 観音冥臆集ー～六各本・末〈θ～

③） ，大 1帳12冊

蓮瞳著・自序・自肱

宝永2~u c第2冊刊記〉，同3伝
小嶋勘右衛門・毛利回庄太郎

※第2冊末と第12冊末に刊記あり，後者では書嘩

に柏原清右衛門が加わる。第7～12冊を「後集」

ー～六とする。内題「観自在菩薩冥磨、集」とも。

1-21カ6 ま百四番 2円50銭

ジヤウドワサンチユウゲ・ カウソウワサンチユウゲ・

33059• ①浄土和讃注解・②高僧和讃注解・

シヤウザウマツワサンチユウゲ

⑤正像末和讃注解※参照 大20冊

武江妙延寺梓空誓著・自肢 寛文10政，同11刊

京西村九郎右衛門〈五憐橋通扇屋町丁子屋〉

※①8冊〈巻之ー～巻之八〉， ②7冊（巻之ー・

巻之二・巻之三上・同下・巻之四上・同下・巻

之五〉， ③ 5冊（巻之ー・巻之二上・同下・巻

之三・巻之四〉。①の第 1冊表紙に「本」の小

札あり。いわゆる「三帖和讃」（親驚著〉の注

釈書。

1-26サ 5 ま千0壱全弐十冊 3円
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ー仏

ヲハリシウハチクサン
尾張州 タイニンリツシゴロク

33060 八事山 諦忍律師語録大1冊

諦忍〈妙竜〉著 寛退完民書，認知

京感思堂・柳枝軒，尾州竺魯堂

※内題は「雲蓮社諦忍和尚語録」とある。表’紙に

「浄」「仏」「仏百六十九」の小札あり。附録と

して「銭壁法語引接」 8丁あり。

1-26タ5 ま九百五拾三 15銭

33061 

ランシカウケン
鷺師 クンジユセウ

高験 招来室長、上・下

大 1秩2冊

天旭著 元議認知
京中野宗左衛門（寺町五憐〉

※上冊表紙に「本」「口百七十七」の小札あり。

1-22キ1 大惣番号札剥落 20銭

サンゴク
士三 クショウヒヤクマンシヤウキノキ

33062 画口禰百寓整起之記上・下

大2冊

「百万返御念｛弗老隼師御説法J，「ー至聞書」， 銀椀

鏡無徳下冊「百寓撃機信行記」著・自序

安ぷ723民・序，品7.nu
京小川源兵衛（寺町蛸薬師角〉・津田吉左衛

門（知恵、院古門町〉・赤井長兵衛〈寺町悌光寺

上ル町〉

※上冊表紙に「浄」の小札あり。

1-26ク 1 ま八百五拾八全弐 18銭

ゼンヨモンダフ

33063 禅飴問答乾・坤 大2冊

山木道人〈高雲祖稜〉著・自序延長4伝部5~1J
京林停左衛門（三棟菱屋町ふや）

※乾冊表紙に「禅」の小札あり。

1-25セ4 ま五百七拾九 20銭

セイザンシヤウニンデンホウォンセウ

33064 西山上人侍報恩紗ー～六・七本・

七末 大 11険8冊

東山前禅林是湛著・自序（宝暦払 瑞空底亮序

（同〉，員空慧玉序（同払逸空瑞寓序（同10

真翁徹瑞序（同〉， 貫空矩道序（同〉， 真空貫堂抜

（同〉，堅空賞印抜（明和五〉

書捧・刊年不明

※内題「西山上人縁起報恩紗」とも。末尾に「霊

空上人〈是湛〉停」（大我薫泳著， 明治5）を

附す。第1・8冊裏見返しに，名古屋永楽屋

書一

東四郎〈本町通七丁目〉， 江戸同出店〈日本

橋通本銀町二丁目〉の出版広告を貼付。

1-21セ 2 ま七百弐十五全五 60銭

ジツクタワンオンキヤウレイゲンキ

33065 十句観音経霊験記萱～三大3冊

白隠慧鶴著 宝選7；長
書皐不明

※本文巻頭内題「八重葎巻之二／附けたり延命十句

経霊験記」。第 1冊表紙に「白隠和尚作」の小

札あり。

1-25エ11 ま五百五拾壱全三 35銭

エイソギヤウジツ
永租 ？イホケンゼイキヅエ

33066 行賞 訂補建新記園舎乾・坤

大 1軟 2冊

「永福面山訂補輪王大賢等園曾」，岡珍牛序，黙宝

・白龍序 文化3）序〈いずれも〉，同14刊

京風月庄左衛門・小川太左衛門

※道元の一代記。絵入り。柱書「建噺記園舎」。

1-21チ 6 ま五百七拾三全弐 25銭

エンザンワデイガフスイシフ

33067 盟山和泥合水集上・中・下大3冊

抜隊得勝著，逸名政あり 刊年不明

参郎兵衛

※上冊表紙に「禅仏三百廿六」の小札あり。

1 _;25エ 2 ま五百五拾弐全三 45銭

セイシウシ ソワウジヤウゲンキ

33068 勢州絡素往生験記上・中・下

大 1軟3冊

専修沙門大順著・自序，車霊序，恵頓政

明和6）自序，安永9年，天明6知

京津田吉左衛門（知恩院古門前〉

※序題「勢州往生験記」，柱書「絡素往生験記」。

下冊裏見返しには安永7の津田の出版広告あり。

上冊表紙に「浄」の小札あり。

1-21セ 3 ま八百0五全三冊 35銭

ヒラガナ
ひらシンランシヤウニンゴイチダイキ

33069 かな親驚聖人御一代記上・下

大 11険2冊

著者未詳 明和8刊

京 北村四郎兵衛（五憐橋通高倉東江入ル町〉

1-21シ21 ま千百五拾弐全弐 20銭
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一仏書，狂詩ー

シジユヒヤク4ンエンシフ

33070 私衆百因縁集萱～五

愚勘往信著・自序

上村次郎右衛門

※上記書名は各巻内題による。第 1冊原題策・第

2冊墨書題策の書名は「季百因縁集」。 以下の

冊の墨書題策の角書は「唐土」 （第3冊〉，「和

朝」（第4・5冊〉。全9巻，原体裁9冊を合綴

冊
）
刊

5
側

2

軟
。
応

1

承

大

5冊か。

1-21ヒ1 ま弐百五拾壱合五 1円

キヨ亨タデンキコタタカイ

33071 虚鐸停記国字解上・中・下

半 1朕 3冊

山本守秀著，柿原遵序，ぷ戸堂政（附 （附

安永8肱，天明元序，寛政7刊

京 升屋庄兵衛（越屋町松原下ノレ町〉

※下冊に「普化和尚小停」を収める。

1-21キ2 そ九百拾八全三 25銭

キンセイケンプン
近世 ナンキワウジヤウデン

33072 見開 南紀往生侍ー～三

大 l軟 3冊

隆園若・自序，仰審聖道序 享和2）自序・序・刊

「南紀城西岸浄寺蔵版」， 京津田吉左衛門

〈洛東知恩院古門前〉・菊屋長兵衛（寺町綾小

路下ル町〉・蕃屋宗八（寺町通三憐下ル町〉

※第 l冊冒頭に「園光大師遺訓一枚起請文」「園

光大師之真」および天龍倫桂洲の題言あり。同

冊表紙に「浄」「仏六百五十四」の小札あり。

1-21ナ 1 ま八百0四全三冊 40銭

シンキヤウシティセン

33073 心経止時銭 大 l冊

螺蛤大師述，侍者某等記，不肖徒宅:f1~，五十川正

敬抜 寛延4抜（五十川〕

摂州「退蔵峰蔵板」

※内題「退蔵螺蛤老人般若心経止暗銭」。表紙に

「経」の小札あり。本文全体に振仮名を書込ん

でし、る。

1-23ハ 1 ま八拾五番 10銭

ダンギ 7 イリ

33074 談義まいり 右6伊 1冊

西音著・自肢 元禄3肢・刊

京 中村孫兵衛（高辻「金町〉・唐本屋又兵衛

（堀川I)

※表紙に「四百四十三」の小札あり。

1-26タ6 ま三百三拾五 10銭

サンジフサンジン
＝コート シチクワンオンレイケ“ンコスイ

33075 三身 七観音霊験鼓吹ー～八

大 1秩8冊

浄土比丘必夢著・自序 元禄8序・刊

京川勝五郎右衛門・永田調兵衛

※内題「七観音三十三身霊験紗」または「霊験紗」。

柱書「観音霊験紗」。第 1冊表紙に「西圏三十

三ケ所霊験妙」と書かれた小札あり。

1-21シ 2 大惣番号札剥落 1円40銭

狂 詩

33076 太平築府 中l軟 i冊

銅脈先生著，臆昭子序，北山業智静序，来津賀栗

政 明和 6 序（業寂〉・~

京竹茜棲佐々木惣四郎

※刊記「多和井茂内著／書林只見屋調助／大井

屋左平次」。

4-25タ 1 ち六百壱全 5銭

シンペン
主任 タイヘイガフ

33077 編太平楽府 小 1軟 I冊

素寒貧序

書捧・刊年不明
町ゲ＂レ

※『片低先生詩集』の改題本。本文冒頭に「胡逸

滅方海著／恵莱安階羅校」， 刊記「今見屋甚次

／時雨屋庄五／陽屋大六／同刊／矢毛野勘八

著」とある。『片低先生詩集』は出方第滅多著，

明和8刊。

4-25シ 9 ち六百弐壱全 5銭

ゾクタイヘイガフ

33078 績太平梁府 小 l軟 l冊

愚悌著，美前武朱眉序，逸まま徹方序，部間牟氏審

入道政 文政3序（いずれも〉・刊

京銭屋惣四郎・堺屋伊兵衛

※刊記戯書「猪飼五九郎著／書林下回屋善内／尾

計屋万八」。裏見返じに大野屋の「御薬あらい

こ，かみそめ油」の広告を貼付。

4-25ソ2 ち六百0弐 5銭
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－狂詩，狂歌ー

タイヘイシンキヨク

33079 太平新曲 中他 1冊と合 li険l冊

安穴先生著，娯患斎主人序，勝斎晃采序，何羅傑

必三股 文政2序（いずれも）・政

京堺屋伊兵衛

※33080『太乎二曲』と同帳。裏表紙に「雪山慮

持／五両蓄弥蔵」と書込みあり。

4-25タ 3 ち六百弐拾回全 5銭

タイヘイニキヨタ

33080 太平二曲 中他 i冊と合 li険l冊

安穴先生著・自序，武朝保政 文政3序

京堺屋伊兵衛

※33079『太平新曲』と同軟。

4-25タ 3 ち六百弐拾五 5銭

タイヘイサンキヨク

33081・ 太平三曲 中 iI扶l冊

安穴先生著・自序，武朝保序，我慢院豪常阿闇梨駿

文政4自序・故

京堺屋伊兵衛

※裏見返しに文政8の落書あり。

4-25タ 2 ち六百弐十六 5銭

ギヨランセンセイシュンイウキ

33082 魚箆先生春遊記上・中・下

中 ll扶3冊を合綴 l冊

陳奮翰著・白鳥39~盟道人序，板警暴戸駿
天保10自序・序・肢，同11後序・附巻序

書埠不明

※「新築府五十首」を附す。絵入り。柱書など

「春遊記」。刊記戯書「陳皮勘蔵著／舞酔道入

国」。

4-25キ 3 ち六百四十番 15銭

シノぜヰシヤウネダ7

33083 観場性根玉 中 l秩 l冊

太平道人著・画，陳湖摩慈耐序，顛篭道人序，多湖

荘吸附道人践

書津・刊年不明

※絵入り。芝居についての狂詩集。

4-25シ 5 ち六百拾番 5銭

シンセイゴシチゴンキヤウシグワフ

33084 新製五七言狂詩董諮 中1軟 l冊

銅脈先生著，銭屋惣四郎序 天明6住
京銭屋惣四郎

※上記書名は見返し内題による。原題策は「銅脈

先生狂詩重譜」，序題「狂詩画譜」，目録の題

「狂詩五七言画譜」。

4-25キ13 ち六百拾壱全 5銭

ネポケセンセイプンシフシヨヘシ

33085 療惚先生文集初編 小 II扶I冊

寝惚〈陳奮翰〉著，風来山人序，木子服序，物茂ら

い政 明和4序（いずれも）・刊

書捧不明

※上記書名は見返し内題による。風来の序の題は

「寝惚先生初稿」，木子服の序の題は「寝惣初

稿」。後補墨書題策「寝惚文集」。附録として

「奥北海天民著」の「病目銭神論」あり。

4-25ネ 1 ほ五百五拾九 5銭

ゴソタサイシプンシフ

33086 娯息斎詩文集 小 1軟 1冊

娯息斎著・自駿，津田井佐衛内序・編，向水能噌戯

序 明和7序〈向水）・刊

書障不明

※刊記戯書「徳若屋才蔵／田分彦左衛門／四々野

十六兵衛」。表紙に「王②」の小札あり。

4-25コ3 大惣番号札剥落 5銭

タイヘイプンシ7

33087 太平文集

愚｛弗著，王須閑赤遍序，匹津棲主人駿

京林藤助・堺屋伊兵衛

※内題「愚悌先生太平文集」。

4-25タ4 ち六百四十七 5銭

冊
）
序

I
U
6
 

軟
仏
政

I

文

中

狂 歌

キャウカ
生E シフヰイヘッ ト

33088 薮拾遺家土産天・地半 I軟 2冊

由縁粛貞柳著，西峨大僧都杉蓄主龍尊序，荒木忠良

序，一本亭芙蓉序，林君憲政

宝暦8序〈荒木・芙蓉）・政・刊

京額田正三郎（寺町通五僚上ノレ）， 江戸西

村源六（通本町二丁目）， 大坂西沢庄八（南

本町一丁目）・荒木佐兵衛（心斎橋北久宝寺町）

※絵入り O

4-25シ6 れ三百o三番 30銭
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狂

ジヨクニンヅクシキヤウカアハセ

33089 職人登狂歌合上・下

半 l軟2冊

六樹園飯盛判，あみのはり号訴F，文亭マ車評

文化4序・成，同5践・刊

江戸蔦屋重三郎〈通油町〉

※絵入り。書障・刊年は『狂歌書目集成』に拠る。

4-25シ7 れ四百拾三 75銭

ガエンスイキヤウシフ

33090 雅鐙酔狂集 春之巻上・下・夏之巻・

秋之巻・冬之巻・雑之巻・懸之巻・附録之巻

半 I峡8冊

正親町公通〈風水軒白玉翁〉著，松昭事詳序（1731)

享保14序，同16刊

大坂河内屋宇兵衛・池田屋三郎右衛門

※各冊題費支下に「壱」～「八Jの小札あり。

4-25カ l れ十三全八冊 60銭

ミヤコノテプリ

33091 都の手ふり 大1峡 1冊

六樹園飯盛著，加藤千蔭序，山本長犠v (18附

文化5践，同6刊

江戸角丸屋甚助〈麹町平川丁二丁目〉

※擬古文体の随筆。表紙に「和文〈朱）」「六樹園

先生（墨）／和文〈朱）Jの小札あり O

4-25ミ1 ふ四百四拾壱 20銭

企命キヤウカハナシ

33092 丈狂寄はなしー～五大 1I険5冊

瓢水子恋雲著・自序 刊年不明

京河内屋藤四郎〈寺町通悌光寺）， 江戸須

原屋茂兵衛〈日本橋通牽丁目〉・山城屋佐兵衛

（岡武丁目〉・須原屋新兵衛（岡武丁目〉・山

城屋政吉（同四日市〉・英大助〈同本石町十軒

店〉・英文蔵〈同下谷御成道〉・丁子屋平兵衛

（同大停馬町武丁目〉・岡田屋嘉七（同芝神明

前〉，大阪河内屋藤兵衛〈心斎橋通〉・河内

屋茂兵衛（心斎橋筋博勢町角〉

※「巻第二」以降，内題「曾呂里狂意思」o すなわ

ち『狂歌書目集成』によれば寛文12刊大本3冊

の本だが，本書は幕末期の後刷り本と思われる。

4-25キ 9 あ六百拾九全五 40銭

キャウプンボウカセン

33093(1）狂文棒寄撰 半 1帳（2）と合綴l冊

泥田房〈鳴清諸人〉撰・自序・自号i1s~方赤良・朱
楽漢江序 天明 5自序・序・刊

歌一

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋通萱町目〉

※原3冊本（『狂歌書目集成』）。（2）の『槍本見立

候警童』と合綴1冊。墨書題簸「絵本／狂文棒

寄撰／見立偲警童／全」。

4-25キ17 れ四百七拾七 (2）共35銭

エホンミタテカヒヅタシ

33093(2）絵本見立俵警重量上
半 lI扶（1）と合綴l冊

竹杖為軽〈万象亭〉撰・自序，勝尾春政用73) 

天明3序・刊

江戸須原屋市兵衛

※本書は3冊本の上冊のみ。 (1）『狂文棒耳撰』

と合綴。書捧・刊年は『狂歌書目集成』による。

4-25キ17

キヤウカ
究平 グワザウサクシヤブルイ

33094 薮董像作者部類上・下

大l軟 2冊

六樹園撰・自序 文化8刊

江戸角丸屋甚助，名古屋永楽屋東四郎

4-25キ4 大惣番号札剥落 45銭

スイチクシ7

33095 醇竹集かみ・しも（上・下〉

半 l峡2冊

唐衣橘洲著，石川雅望序，四方真顔序，培議F鶴丸

政 享和2政・刊

書埠不明

※附録「諺百首和歌」「誹譜幹擬歌」「画讃和歌」

あり。刊記を欠く。千日年は『狂歌書目集成』に

よる。朱・青筆の書込み甚し。

4-25ス 1 れ四百番全弐 20銭

タダカケプンコ

33096 燭夜文庫上・下 半 l朕2冊

奇々羅金鶏著，朱楽漢江題辞，平秩東作題辞，橘洲

散人序，狂歌堂真顔鼠）山実事管讃，緑水主七議；

四方山人政 寛政2践，同8序〈橘洲），同12刊

京須原屋平左衛門〈三僚通富小路）， 大坂

河内屋喜兵衛〈心粛橋北久太郎町）， 名古屋

風月孫助〈本町）， 江戸須原屋安兵衛（大惇

馬町二町目〉

※俳文集の分類に倣った狂文集。漢江題辞に「克

学牛門幹復働尾陽風」という。上冊表紙「亡コ

百二十」、の小紙，小口に「くだかけ」の札あり。

4-'-25ク2 れ四百七十弐共弐 25銭
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一狂歌，武器万剣一

ポクャウキヤウカシ7

33097 ト養狂寄集天・地 半 l軟2冊

半井ト養著，半井瑞成序 安永5）「求板」，同6年
大坂永昌堂柏原屋佐兵衛〈心斎橋通伝馬町〉

※所謂安永求板本。 4-25ホ lに大本2冊の異板

あり。

4-25ホ2 れ三百三十九 40銭

- - u 品，オキミャゲ

33098 面縁斉置みやけ 半 ll険1冊

永田貞柳著，紀海音堂貞嶺序，永田貞竹駿

享保19故・刊

大坂田原屋平兵衛〈道具屋町筋順慶町〉・田

川卯右衛門〈南久宝寺町二丁目〉・大和屋清六

・近江屋甚兵衛（南久太郎町六丁目〉

4-25オ 2 れ三百o四番全壱冊 15銭

33099(1）家津登 半。）と合 1J扶l冊

油畑斎貞柳著，淵田不戚序，寓笈斎桑魚宅；29境屋四

良兵衛撰 享保14践・刊

大坂春田屋久兵衛（博労町心斎橋筋〉

※『狂歌書目集成』は，本書書障として上記の外

に大坂桑名屋甚兵衛を挙げている。

4-25イ3 れ三百0壱全壱冊（2）共30銭

キヤウカ
苦工 ゾタイヘッ ト

33099(2）薮績家津と 半（此合 ll唱ムF
由縁斎貞柳著・自序，可親軒主人駿 享保14刊

大坂艦口太兵衛〈心斎橋すしあはち町〉

※『狂歌書目集成』は享保19刊，大坂田原抱玉

軒・坂口太兵衛梓とするが，それは再板本であ

り，正篇と同年の峰口単独板の本書が初板か。

末尾に「狂歌式」を附し，原題簸に「井相停書」

と刷られている。

4-25イ3 れ三百0弐全壱②

ムカジノホグ
フウゾタプYシフ 昔之

33100 風俗文集反古巻之ー・巻之二

半 1軟2冊

自堕落先生〈山崎北華〉著，後北華篇・序，朝隠貞

宇序 延享元序（いずれも〉・刊

京西村市郎右衛門〈堀川錦上ル町）， 江戸

西村源六〈本町三丁目〉

※追福遺稿集。表紙に「中百二十一」の札あり。

4-25フ 2 大惣番号札剥落 50銭

フウキヤウプンザウ

33101 風狂文州付～五

半 li扶5冊を合綴l冊

田中友水子著 宝暦21ヰj

江戸須原茂兵衛〈日本橋南萱丁目〉，大坂

大野木市兵衛〈心斎橋安堂寺町〉

※初板は延享2。絵入り。

4-25フ l れ四百六十弐 70銭

ホリカハヒヤクシユダイキヤウカシ7

33102 堀河百首題狂歌集上・中・下

大 l軟3冊を合綴l冊

中院也足軒判，池田正式撰 寛文11刊

京荒川宗長

※本書は堀河百首の題ごとに，建仁寺雄長老・よ

み人しらす・明心居士貞徳・安井了忠・如竹・

猶影・布留田造・平郡実柿〈池田正式〉の狂歌

を配列，集成したもの。『狂歌書目集成』寛文

11年に池田正式撰，大坂柏原屋佐兵衛刊とし

て載る。合綴に際し中・上・下の順に綴じ違え

ている。裏見返しに享保元年云々の書込みあり。

4-25ホ3 ふ七百七拾六全 30銭

キヤウカナニハスガカサ

知 03 狂歌浪華菅笠上・下 半 l略ふF
芦原蟹丸著，難波の言輔序 文化4刊

「雌雄軒蔵板」， 大坂谷嘉兵衛〈心斎橋南萱

丁目〉・松村九兵衛・田中太右衛門（同塩町〉

※「讃芸詣日記」「芳埜花見記行」（上之巻），「但

州温泉記行」「附録職人歌合序井撰者尾田初丸」（下

之巻〉より成る。絵入り。内題「浪花菅かさ」。

4-25キ8 大惣番号札剥落 20銭

武器万剣

ベンキヤウプシ7

33104 便器養武集査～五

著者未詳

写本

※武具・装具の解説書。

半 l軟 5冊

成立年不明

8-22へ2 た七百五十壱全五 50銭

タウケチャタヨウシヤウゾタセウ

33105 嘗家着用装束抄上・下大1軟2冊

一条兼良著
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一武器万剣，経典及詩文一

写本 8-22シ2 大惣番号不明

グンヨウキ

33109 軍用記 θ～＠ 半 l軟7冊
※上冊の表紙右上に「口百五十Jと書かれた小札

あり O 朱の書込みあり。書名は巻頭には「富家

着用装束以吏」とある。別名「桃華薬葉」。奥

書には貞享5「従四位上左近衛権中将藤原朝臣」

の識語がみられる。

平貞丈著・自政

5-17ト2 や千五十七 40銭

ココンメイヅクシタイゼン

33106 古今銘室大全※参照 半 l略1t2fffi
著者未詳・自序あり ・ 元禄15刊

江戸利倉屋喜兵衛（日本橋通三町目〉

※題費支に「一系園秘談抄／二秘痔抄」，「三

目利／四目利」，「五忠鋸刃／六心形像銘

形」，「七心形像銘形／八附録」。惣目録に

記すところは少々異なる。万剣目利の書。識語

には本書の内容を家伝であるという。

8-22コ l そ八百七十四 60銭

サウケンキジヤウ

33107 装剣奇賞萱～楽 半 lI険7冊

稲葉通龍著・自序，源頼行序，北海片猷序，龍公美

序，稲葉通邦駿 (1781) 

天明元序（源・北海・龍）・駿・刊

江戸須原茂兵衛〈日本橋南査丁目）， 京山

本平左衛門（寺町通蛸薬師前）， 大坂櫨川清

右衛門〈心斎橋筋順慶町）・上田知兵衛（同北

袷町〉 ・柳原喜兵衛（阿南久太郎町〉・石原茂

兵衛（同南へ或丁目〉・大野木市兵衛（同安堂

寺町），「浪華芝翠館蔵板」

8-46ソI そ八百三十三全七 65銭

アラミメイツクシ

33108(1）新刃銘意巻之一・二～六

大（2）と合1軟 6冊

神田白龍子勝久著・自序

書障・刊年不明

※後集は（2）参照。原題策中に「諸園新万／自利之

書」とある（後集も同様〉。

8-22シ 2 大惣番号札剥落 (2）共 I円

アラミメイツクシコウシ7

33108（劫新刃銘重量後集巻二・三～六

大（1）と合1秩5冊

中島惣兵衛寿福著

書埠・刊年不明

※各巻頭内題は「績新刃銘輩」。第 l冊を欠く。

脇題策に国名を列挙している。
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写本

※『国書総目録』によると天保14版の本が存する。

図入り。

8-22ク3 ゆ九百弐拾壱全七 1円

ウンカシ7 ・カツチウメイクツシ7

33110 雲霞集・甲胃名賓集 半 1秩l冊

上回重秀「相停」（雲康集） 成立年不明

写本

※「雲霞集」巻末に大坪慶秀等4名の識語あり。

「富求古堂記」の印あり。馬術指南書。「甲胃

名賓集」は甲胃の歴史・部位の解説書。著者未

詳。

8-71ウ3 た八百四拾回全 15銭

プヨウベンリャク

33111 武用耕客一～八 半 lI険8冊

弐樹戸木下義俊著・自序，襲衣粛負喧子校 (1684) 

貞享元序

渡遁普右衛門

8ー71フ3 た七百O壱番全八 40銭

ヅカイ
I国タンキエウリャク

33112 巌車騎要略巻之ー～五半 I 時7~9ffr
村井昌弘著・「序例」，服部南郭序 享保14刊

京野田蒲兵衛，江戸野田太兵衛

※刊記前に麗橘堂版行目録を附す。原題策中に小

さく「被甲耕」とありo各巻内題は「皐騎要略

被甲耕」。

8-71タ l た七百拾弐全五 20銭

経典及詩文

シフクケイジヤウヒヤクエイ

33113 集匂閏情百詠

縦長（22.5×13.5cm) I軟 l冊

著者未詳，龍草虚序，荷田信郷格問 (17附

安永8序，同 9政・刊

京額田正三郎

※明の洪照初元の原序〈逸名〉あり O 附録「嘗編



－経典及詩文一

集句閏情百詠」あり。

4-07シ10 つ四百三拾七全 10銭

サンジキヤウコクジカイ

33114 三字経園字解 半 l冊

多賀主一郎著，陸可彦序，陸祐吉政

享和元序・践，文政2刊

京額田正二郎・河南四良兵衛，大阪葛城長

兵衛・吉田善蔵

1-84サ 3 よ百三拾七番全 5銭

シヨガクプンダン

33115 初摩文談
縦長（22.3×13.6cm) 1軟 I冊

大典糟師竺常著・自序 天明 3序，同4刊

京近江屋圧右衛門（堀川通高辻上ル町〉

※表紙に「文材」（朱），「中三十九番」（墨〉の小

札あり。

4-04シ13 よ百四拾七全 10銭

シンテイシゴサイキン

33116 新定詩語砕金 半 1軟 l冊

東傑琴霊著・自序，門人佐藤養君正：1禁罪克宅事ヂ
編 弘化4序，同 5刊

「掃葉山房蔵J, 江戸山崎屋清七（浅草福井

町壱丁目〉

4-06シ26 よ百六十五番 5銭

シシヨリヤクヅカイ

33117 四書客図解上・中下

大原武清著・自序

書捧不明

大2冊

承応2序

※原題策にはそれぞれ「大学／論語」 「孟子／中

庸」の角書あり。序・目録の題は「四書引蒙略

国解」。

1-66シ21 や八拾三番全弐 20銭

ケイテンヨシカウキヤウ

33118 経典徐師孝経

渓百年著

江戸山盛堂

半 1軟 l冊

文化12刊

※巻末「出来目録」に拠れば， 『経典余師』には

図書・小学・詩経・書経・武経七書・孫子ありo

他にも諸書の『余師』あり。

1-66コ2 よ百三十一 10銭

ヤタプンセンテイむヨ A ,, 

33119 誇文答蹄：初語巻ー～巻六

半 l軟 6冊

荻生但傑「口授」，｛曽聖黙・吉有鄭「筆受」

正徳5刊

京沢田吉左衛門（洛東知恩院門前〉

※類義の文字の異聞を説いたものO

4-04ヤ l 大惣番号札剥落 50銭

コプンカウキヤウコタジカイ

33120 古文孝経圏字解

太宰春蔓著

江戸小林新兵衛

冊
〉
刊

i
m
7
 

半
Q
和明

※表紙に「経」（朱〉と記された小札あり。

1-66コ5 大惣番号札剥落 10銭

ガツポン
~ ガ「ゴオンジヤウカウ・ キガ「

33121 云雅語音聾考・希雅半 l軟 l冊

鈴木朗著 刊年不明

名古屋永楽屋東四郎

※『雅語音戸考』は大和言葉，『希雅』は漢字音

につき音義説を展開したものO

4-85カ 2 よ百三拾八 20銭

33122 庶鶏 半 l冊

山典元常〈白田中徳兵衛〉著 安永9刊

京銭屋七郎兵衛〈堀川仏光寺下ル町〉， 大坂

河内屋平兵衛〈河波橋町〉

※「皐生鮮J「孝経癖」「皐庸癖」「人品緯」「生業

鶏」「財用鰐」「風俗縛」「時人鼎」「讃書縛」

「文辞静」より成る。内「事生弁」のみは漢文。

著者名の「白田中」は「畠中」か。原表紙の上

から表紙改装。原表紙に「中四十一番」の小札

あり。

1-69シ32 大惣番号札剥落 10銭

ガクジョセフケイ

33123 学書捷径

鳩谷孔平著，宮田勝馬序

江戸松本善兵衛〈日本橋三丁目〉

※原題簸は上部欠損。「仁コ書捷径完」とのみ

で，角書あったか。内題下「手習はやみちとも

世ニハ云リ」。巻末に「鳩谷孔平先生撰著巴刻

持梓書統類」および松本善兵衛の出版目録。書

道入門書。

半 ll扶l冊

安永7序

8-43カ l よ百五十五全壱 10銭

コウモンヒツドタ

33124 孔門必讃 半 lI扶1冊

橋本嘉著・自序，平住専蓄序 享保4自序・序

書捧不明
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一経典及詩文一

※孔子とその弟子の事跡o巻之一・巻二および
ケイツ

「世紀」より成る。丁附よりみて原体裁は 5冊

台、－。

5-67コ2 よ六十六 15銭

フシヤウシフ

33125 覆醤集 半他3冊と合 ll扶l冊

石川丈山著，者君詳人（松永〉昌三序（慶安な11)

野間三竹序（同 4) 寛文11刊

京林庄五郎

※3冊本の同書（4-07フ 2）と同じ軟に入る。

表紙の題策の右側に「石川丈山朝鮮え来使と筆

談贈答之詩集」と記された札ありo 制戸題

「凹凸案先生詩集序」。 朝鮮来使は寛永14の通

信使のこと。

4-07フ3 よ百弐拾六全 15銭

コウシケゴゲンカイ

33126 孔子家語諺解ー～十 半 lI扶10冊

高田彪（鏡湖・周郷）著・自序寛政5序，同6刊

江戸小林新兵衛〈日本橋〉

※内題は「孔子家語合注諺解」。内題下に「貌玉

粛子薙注／太宰純増注千葉玄之標築／家田叔

貌注」とある。巻頭に「反切字例」を附す。

1-69コ10 よ拾五全十 40銭

;(1ヲガクソタコタタカイ

33127 保事則閤字鮮

熊井清庸「撰」・自序

江戸小林新兵衛

※内題「祖保先生事則園字鮮」。

1-69ソ4 大惣番号札剥落 5銭

冊
）
刊

l
m
9
 

半
α同

）
序

W
8
 

0
、氷安

ダイガクセウカウ

33128 大肇齢、稿 半 l冊

林文畝著，南畝子序 寛政元序・刊

江戸須原屋市兵衛（室町三丁目〉・和泉屋幸

右衛門〈小停馬町三丁目・遠州屋清右衛門

（同町〉

※表紙に「中四十五」の小札あり。

1-66タ21 よ百三十三 5銭

トウジセンゲンカイ

33129 唐詩選諺解上・中・下半 li険3冊

宇成之（宇野東山〉著，物茂卿践 天明 3刊

「宇野耕費塾版」

※内題は「唐詩選解」。

4-02ト6 大惣番号札剥落 20銭

ヤクプンエウケツ

33130 誇文要訣（本編〉・附録半 lI扶2冊

高安其驚著・自序（174) 

天明4刊（本編），向5刊〈附録〉

大坂高橋平助（本編のみ〉・稲葉新右衛門

※表紙に「文材」〈朱〉の小札あり。附録末に

「白石先生手簡」を附す。

4-04ヤ3 よ百拾四共弐冊 20銭

ゼツタカイコクジカイ

33131 絶句解圏字解従序ー至二・従三至四

．従五至六．従七至八 半 ll扶4冊

田中江南訳，市川匡為序，事海で芽F （η 

安永5序．践，同6刊

江戸松本善兵衛〈日本橋南三丁目・小川彦

九郎〈日本橋南二丁目〉・奥村喜兵衛〈芝神明

前三鳥丁）， 京梅村宗五郎（寺町通五条上ル

丁）・銭屋圧兵衛〈堀川通悌光寺上ル丁）・丁子

屋庄兵衛（醒井通五条下ル三丁目〉・梅村市兵

衛〈寺町通松原下ル丁〉

※内題は「唐後詩絶句解園字解」， 柱書「祖来先

生絶句解園字解」。第 l冊が五言絶句， 第2～

4冊が七言絶句。

4-02セ 5 よ五拾七全四 20銭

タヨジコク

33132 助辞鵠ー～五 半 l軟5冊

河北景槙著・自政（安永5），北海江村序〈天明 5), 

石川安貞序（安永8），藤堂高文序（明和4), （嘉子

源鱗序〈天明 5) 天明6刊

「一身団事寮臓版」

※漢文における助字の用法の解説。

4-04シ 9 よ四拾四 50銭

ヰンキヤウベンモウセウ

33133 韻鏡便蒙抄

不孤粛有必著・自序

京永田長兵衛（錦小路〉

※表紙に「中三十四番」の小札あり。序題は「韻

鏡削補便蒙室長、」。見返しに「朗嬉清」の署名あ

半 ll扶l冊

貞享2序，同 3刊

り。

4-64イ6 大惣番号札剥落か 20銭

シヨセツベンダン
諸説 ヰンキヤウシウチユウヒデンセウ

33134 耕断 韻鏡袖中秘停紗巻之萱

～巻之十一 半2幣伊
毛利貞斎著 正徳5刊

京銭屋庄兵衛・河南四郎右衛門
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一経典及詩文一

※著者は『国書総目録』による。構成は巻之萱

「韻鏡名乗字大全」，巻之二・三「韻鏡字予集J,

巻之四～巻之十一「韻鏡袖中秘停妙巻之ー～巻

之八J。
4-64イ3 大惣番号札剥落 50銭

冊
）
刊

2
m
7
 

秩
。
宝

l

延

坤

半
乾

や
全

州
大ジ事

れ
秘

村
出
現

打
韻

戸
新
板

小亀勤斎（英益〉著

京八尾清兵衛

※著者名は『国書総目録』による。奥書には「津

高益奥／細古記之」と記す。内題，乾は「韻鏡

秘事抄J，坤は「韻鏡秘事大全」となっている。

朱墨の書込み多し。乾冊原題策の「大全」の 2

宇は埋木により抹消されている。

4-64イ5 大惣番号札剥落 20銭

シウエキシツチユウセウ

33136 周易集註齢、ー～拾壱

著者未詳

書捧不明

※朱・墨の書込み多し。 24巻より成り，原体裁は

l巻ごとによ密だったらしい。各巻末に「道立」

なる人が寛文2年の読了記録を記している。

『国書総目録』が記すところの「首巻」を欠い

冊
）
刊

日
制
一
克

朕
Q
文

2

寛

大

ている。

1-62シ7 や拾弐合拾壱 75銭

ゲイヱンダン

33137 嚢苑談 大 l軟 l冊

清田絢〈傍受〉著，江部綬君錫甫序 明和5序・刊

京 日野屋源七・林伊兵衛

※詩文を論ずる書。表紙に「文材」（朱〉「柳」

「千九十弐」〈墨）の札あり O 文錦堂（林伊兵

衛〉の蔵板目録を附す。

4-04ケ 2 や百拾八 20銭

イリンセウ

33138 韓倫抄 大 l帳 l冊

松永昌三著・自駿 寛永17践

「直康開板」

※儒学書。表紙に「経」〈朱）・「蔵〈朱〉千六番

（墨）」・「柳」〈墨〉の札あり。

1-69イ7 や三百0三 15銭

校渚商稽合
同

キ

記

明

ィ
日
t

、
，

ツ
E
ゴ

／

吉

宮

内
述
昨任

9

安

日

楽

部

梁

大 1峡 l冊

寛延2刊

京植村藤右衛門（堀川通高辻上ノレ町）， 江戸

植村藤三郎（通本石町三町目〉， 大坂植村

藤三郎（高麗橋萱町目〉

※表紙に「雑」〈朱〉の小札あり。中国の小説類．

古代中国経思Pる俗説を集めたもの。 4-47シ

2Bに享保元刊の同書2冊本あり。

4-47シ2 や五百八十七 15銭

パイゲツダウキンガウシンワ

33140 梅月堂金策新話

金時習著

京飯田忠兵衛

※表紙に「小説」（朱），「千八番」・「柳」〈墨〉の

小札あり。内容は中国の「奥燈新話」を朝鮮風

冊
）
刊

I
蜘

3

秩
α治

幻

万

に脚色した朝鮮の漢文小説。

4-47ハ 4 や五百八十八 10銭

ヲンチセイエウホヨク

33141 温知精要輔翼

中村平五〈三近子〉著・自序

冊
）
序

l
幻
時

秩
Q
保

1

享

大

写本

※徳川宗春著，享保16序・刊の『温知精要』を

「輔翼」した書。表紙に「経」（朱〉の小札あ

り。

1-84オ2 や三百0弐番 10銭

チハウエウシ

33昭治邦要旨ー～四 大 l略7t6plf
布施維安著・自序・自駿 元文元序

写本

※第4冊は「附録事君提綱」。第 l冊末に「寛延

（竺年庚午五月十日校考」， 第 4冊末に「寛送量

辛未正月九日校考」とあり，これは書写年を示

すか。第 1冊表紙に「弐百三十五」の札あり。

2-42チ l や三百五拾九 10銭

立一一日ノ之討
益

ゴ

五

編方

3

直

U
藤

お

佐

冊
）
編

l
M一克

大
μ
保寛

写本

※本書は「勧学」 〈佐藤直方著，元禄2成），「武

家須知」（著者未詳，元文元成〉， 「詩学指要」

〈東浜著，元話勧， 「烏丸般教訓御書」（烏

丸光広著，成立年不明〉より成る。前三者に編

者の序があり，いずれも寛保元。

1-69コ I や三百五拾五 10銭

作
停シ子打天

w
穆d

H
Z
 

d
せ

円。円。 冊
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一経典及詩文一

所在不明

※本館カード目録に「R」と記す。 5-42ホ lに

同板と思われる本（大本 l冊，書穿・刊年不明）

あり。

10銭

クワウミンヒヤクカウデン

33145 皇明百孝停 大 ll険1冊

黄柴性壁（濁湛〉著・自序，門人東明山興福寺章悦

峰践 天和2佐，元禄15

京今井重左衛門

5-67ミl や五百九拾九 15銭

ダイガクドウモウカイ

33146 大学童蒙鮮 大 1冊

植村正助（説粛〉著，上河正揚序，津山北山誠践

寛政5序・践・刊

「津山荘敬舎蔵版」， 京循古堂淡海荘兵衛

〈京都弘所〉

※表紙に「経」（朱），「千四百一番」〈墨〉の小札

あり。

1-66タ25 や百0壱 20銭

セイガクヅカウギ

33147 聖事国講義

浅見安正網粛述，門人等録

書癖不明

※表紙に「経」（朱〉の小札あり。大惣番号，「や

三百0壱」を「や三百弐拾九」に改めたと思わ

れるo本文に朱の書込みあり。

1-69セ 4 や三百弐拾九 10銭

冊
）
成

l
m
6
 

大

ω、氷宝

サウサイセウキ

33148 喪祭小記

浅見安正著・自駿

写本

※神道の喪祭作法書。題策の書名， 「喪祭小説」

と書かれ「説」を「記」に改めている。表紙に

「類（朱〉三百十三〈墨）」の小札あり。

1-69ソ 9 や三百五拾八 10銭

冊
）
践

l
m
4
 

大

α禄一克

エイリ
お命 ニジフシカウセウ

33149 文二十四孝抄
著者未詳

京婦屋仁兵衛尉〈三条通菱屋町〉

※表紙に「史J（朱）・「柳」「千弐十二」（墨〉の

小札あり。内題「二十四章孝行録抄」。

1-84ニ l や五百九拾七 15銭

大 l冊

寛文5刊

レイカイシフ

33150 義海集

宋銭唐玉達著，明曾稽商議校

京書舎仁左衛門（二篠通鶴屋町〉

※表紙に「雑」（朱〉の小札ありO

8-82レ1 や五百八十三 15銭

冊
）
刊

I
M
2
 

秩
α保

I

正

大

シキヤウジモウタカイ

33151 詩経示蒙句解 萱～六・七八・十一

十二・十三～十八 大14冊

悔驚仲先生〈中村悔斎〉著，増田謙宅展） （剛

享保3序，同5刊

京山形屋（衣棚二候下町〉

※巻九・十を収めた第8冊を欠く。内容を表紙に

打ちつけ書している。第7冊以下は原題簸の巻

数の下に冊数の通し番号を書込んでいる。

1-63シ31 や拾三全拾五 55銭

カナヂヤウグザンセイエウ

33152 般名貞観政要一～五

「史臣呉競撰」

京沢田庄左衛門（二条通〉

※内題は「貞観政要」。

2-42カl や弐百弐拾五 25銭

大11険5冊

正保4刊

33153 

レイサイヤワ

冷粛夜話 大 1I扶I冊

宋僧恵洪編 寛文6刊

京上村次良右衛門（二条通玉屋町〉

※詩話集。表紙に「柳」「千弐十」の小札あり。

4-04レl や五百八十六 25銭

アカホシジフシチシデン

33154 赤穂四十七士停上・下大 ll快2冊

青山延光著・自忠29~田彪序：18語藤楳駿＇（1 同
文政12自序，天保5序，嘉永4駿・刊

水戸現弦清蔵版，江戸須原屋伊八（浅草茅

町二丁目〉

※上記書名は原題策によるが，見返し内題は「城

弦膏雑著」で， 目録として本書のほかに「万剣

録」「名花有聾童」「南狩野史」「三藩事略」の

名が記されている。

5-61ア 2 て五百六拾四全二 20銭

セウレンザ、ンカウシフ

33155 小蓮残香集詩・文 大 l軟2冊

鈴木恭遠駈著，岡橋光矩子良・藤江計文侃甫編，皆

川思序，葛質序，曽繋序（1s震亭北条譲政，蓬華仁尾

永胤践 享和3序・駿（いずれも）・刊
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江戸須原屋伊八

－経典及詩文一

※表紙に「経」〈朱），「千八十九」「柳」〈墨〉の

※皆川序題「昨非遺稿序J。表紙に「文」〈朱〉の

小札あり。

4-03シ14 や八拾七番全弐 15銭

サンカウゴジヤウワシヨ

33156 三綱五常和書

著者未詳

大 l冊

元禄10刊

京井上質氏

※表紙に「経」（朱）・「千三十七」「柳」（墨〉の

小札あり。

1-69サ 4 や三百0九 10銭

テンチノインプツザウクワロン

33157 天地寓物造化論 大 li扶l冊

魯斎王屈撰，後華麗陵周期註・序，江東呉文度政

寛永19刊

京田原仁左衛門〈二条通鶴屋町〉

※表紙に「経」（朱）， 「千四十九」「柳」（墨〉の

小札ありo上記書名は内題によるが，上部破損

した原題策は「寓物造化論針。

6-01テl や三百拾弐 10銭

シンガタショウデン
、＼塁塁 セイケンショウゴコクジカイ

33158 承議 聖賢詮語圏字解大l冊

上河慰臓正揚著・自序，有山統政

寛前2長，両す段・刊

「浜水棲塾醸」，京鵜鶏惣四郎

※柱書「聖賢謹語解」。表紙に「経」（朱）の小札

あり。

1-82セ l や三百三拾三 15銭

ホウシヒツ，，.ン

33159 豊子筆談 大 l冊

武蔵豊幹〈豊島終吉）著，厚ヂ子明ffJrt，上野宅定手

達駿 安永7成，同 9駿，天明元刊

江戸須原屋茂兵衛・松彦八

※本文内題「筆談J。「附録／輿菅強甫書」あり。

表紙に「経」（朱〉の小札あり。

1-69ホ I や三百弐拾番 10銭

ナンイウジモウ

33160 南遊示象 大 l冊

西依成斎（周行〉述，鈴木尋思斎記：1築；高宅建宇

寛政5序，同6刊

京若井屋善五郎〈元誓願寺堀川東入町〉・石

田治兵衛（一条大宮西入一丁目）， 大坂尼屋

貞次郎（心斎橋筋塩町〉

小札あり。

1-69ナ l や三百十六 10銭

キンガF夕、ノクタン

33161 勤撃俗訓 (lsoo"t= ~，冊
石川安貞著・自序 寛政12序・刊

京菱屋孫兵衛〈御幸町通姉小路上ル町〉・林

伊兵衛〈二僚通柳．馬場東江入町〉

※表紙に「経」〈朱），「千九十一」「柳」〈曇の

小札あり。大惣番号は「や三百0五」から下記

のように訂正。

1-69キロや三百拾三 10銭

シゲンセウ

33162 庖言抄巻之上・巻之下

大 lI扶2冊を合綴I冊

元和6践林道春著・自駿

書捧不明

※表紙に「経」（朱），「柳」「千三十」〈墨〉の小

札あり。刊記なし。整版本。

1-69シ5 や三百弐拾八 15銭

サウゲフスイトウ・コウシセイガタギリヤクセウ

33163 創業垂統・孔子正皐義零抄

大2冊を合綴l冊

〈創業垂統〉長尾龍著，間資承序，屈憲常現存

寛政8序・践

「尊親棲護行」

※創業篇と垂統篇より成る。

（孔子正学一一〉南扉源矯群著

書皐・刊年不明

※柱書「孔子正事義抄」。合綴改装の表紙に「経」

〈朱〉の小札あり。

1-69ソ7 や三百0七 10銭

ベンダウ

33164 鉾道

物茂卿〈荻生祖棟〉著

書卑不明

※表紙に「経」（朱〉の小札あり。

1-69へI や弐百八十三 10銭

冊
）
成

l
η
2
 

大
。
保享

ベンダウシヨ

33165 鶏道書
太宰純（春台〉著，水野元朗駿

江戸嵩山房須原屋新兵衛

※表紙に「蔵（墨）」 「経（朱〉」と記した小札あり。

大 I冊

享保20伝．事j

1-69へ5 や弐百八十四 10銭
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「雄風館蔵」

※序にいわく「此入官の篇は孔子家語及大戴躍に

記せる所にして仕官する者の其官職に居て人民

を治る用心を諭されし聖人の金言」。柱書「第

一義」。「雄風館著書目録」を附す。表紙に「経」

〈朱）， 「柳」 「千四百二十四」〈墨〉の小札あ

り。

一経典及詩文一

の小札あり。吉文字屋の出版広告を附す。序践

の年は「寅」とのみ。

1-69シ49

大 1秩 1冊

刊年不明

ニフクワ yダイイチギ

33166 入官第一義

塚田多門虎述 10銭

冊
徐
〉
刊

l

安
問
4

大

淳
U
保正

序禾b
H
R
 

A
百
円夷武

や三百拾五

カウキヤウタイギ

33171 孝経大義

「朱文公刊誤，郡陽董鼎註J,

貫践

書捧不明

※柱書「孝経新註」。

1-66コ22

ダイガタセウ

33172 大撃抄

朱薫「章句」・自序，注者未詳

書捧不明

※序題と巻末内題「大事章句」。表紙に「千三十

九」の小札あり。

1-66タ15

10銭

大l冊
寛永7刊

大惣番号札剥落
10銭

ハクロタドウシヨヰンカツシケイサイセンセイカウギ

白鹿洞書院掲示綱粛先生講義

大 l冊

や三百0六2-42ニ l

33167 

浅見綱粛講義，山崎闇粛集註・序 1650 (1 7) 

慶安3序，天明7刊

山崎金兵衛，大阪
10銭

冊
）
刊

l
時

2

大
ぃ
治万

や百0三

ドウタワンセウ

33173 童観紗

林道春編・自i政

武村市兵衛

※表紙に「経」〈朱〉の小札あり。

1-69ト5 や三百0四

京風月荘左衛門，江戸

泉本八兵衛

※上記書名は見返し内題によるが，原題策は「白

鹿洞書院掲示講口（義〉」，序題「白鹿洞事規集

註」，本文内題「白鹿洞書院掲示J，柱書「白鹿

洞講義」。 河内屋八兵衛（大阪心粛橋筋南久宝

寺町〉の「嵩高堂蔵板目録」を附す。表紙に

「経」（朱〉の小札あり。

1-69ハ 3
コプンカウキヤウワタタン

33174 古文孝経和字訓

塚田多門〈大峯先生〉訓

江戸嵩山房小林新兵衛〈日本橋〉

※柱書・巻末内題「孝経和字司ru。表紙に「千四

百弐」「柳」の小札あり。

1-66コ11

15銭

5銭や三百弐拾五
大 1冊

天明 8刊

10銭や百六番

大 li快1冊

丘積山原著

写本

※表紙に「経」（朱〉の小札あり。五言絶10首と

五言律5首の注釈。

1-84へ4

勉撃詩園字解33168 

問
恥
判
明

ι
（
南
仰
が

闘

元

喬一克口氏
ロH
M

ジシヨセウジヨ

33175 詩書小序
荻生祖徳著，宇佐美潜水編・政，

政

10銭や百弐拾七

江戸谷村豊左衛門

※内題・柱書「詩序」， 服元喬肢の題は「題詩書

奮序首」。表紙に「千五十九」「柳〈墨〉経（朱）」

の小札あり。

大 1帳 l冊

田寛•（！！！.田堅校
享和3序・践・刊

「小田穀山蔵板」，江戸嵩山房小林新兵衛

※表紙に「字」〈朱〉，「千四百三十三」（墨〉の小

札あり。

践堅固序

州
解
頃

ワゴ一口

E

タ
遜
込山

9

穀

日

田

q
u

’h
’
 

q
u
J川噌

10銭

大 l冊

や百o九番

セイケンヰゲンカウギ

33176 靖厳遺言講義

浅見安正著・白抜，後学某駿

元禄2自践，延享5駿，寛延元刊

風月堂荘左衛門
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1-63シ12

京

10銭

シヨガタセイケンモンペン

33170 初皐聖賢問鉾 大 l冊

赤松弘著・自序・自政 ？刊年不明

大坂吉文字屋市左衛門（心斎橋南へ四丁目〉

※政論。表紙に「経」〈朱），「千四百十六」（墨〉

や五百八十五4-25シ3



一経典及詩文一

※表紙に「経」〈朱），「三番」（墨〉の小札あり。

全8巻より成り，原体裁は巻之四までが上，巻

之五以下が下の 2冊だったか。

1-69セ 6 や三百弐拾四 10銭

コウハンワゲ

33177 洪範和解 大 1冊

白霊泉著・自序 文化 6序，同 7~U
江戸須原屋平助，大坂河内屋太助，京吉

田屋作兵衛・岩崎卯之三郎

※表紙「千四百五十二」の小札あり。上記書名は

原題策による。扉題は「洪範全書和解」。

1-63コ2 や百拾壱 15銭

ダイガタセイイ

33178 大事誠意

轄妙畳一統道輿著・自序・自政

書捧不明

※表紙に「口千三十弐Jc墨），「経」〈朱〉の小札

冊

抜

大
）
序mu 

o保享

あり。

1-66タ22 や百0弐 5銭

メイシンホウカン

33179 明心賓鑑
「太倉繰山王衡校，書林弼廷陳氏梓」

冊
）
刊

I
ω
8
 

秩

α、氷
l

寛

大

京道伴

※柱書および目録題は「明心賓鑑正文J。上下2

巻よりなるo編者は高麗末「秋適」と言われる。

1-84メ 2 や三百弐拾六 10銭

ケイキヤウ

33180 刑経

山崎閤斎編，水野重明補

書皐・刊年不明

※表紙に「経」〈朱〉の小札あり。「儀費」朱印あ

り。編者は『国書総目録』に拠る。内容は刑罰

大 l冊

について。

1-63ケ l や三百三十壱番全 10銭

セイチコクタカイ

33181 井地図字解 大 l冊

荻生祖徳著，大曾効校

写本

※租税における土地の測量単位を古代中国の土地

制度と比較しながら説いたものO

2-04セ 4 や三百五拾六 10銭

吋録
川
種

村
喪

詳

2

未

問

者

お

著

大 l冊

写本

※本文は「喪麓小録」と「祭瞳小録」の 2部に分

かれている。神道の作法。図入り。

1-69ソ11 や三百五拾七 10銭

キヤウサイセンセイヰカウ

33183 張禁先生遺稿

強鷲〈若林進居正義〉著

写本

※文範3編と詩歌とより事R）’最後の文章「瀧津

亭記」の奥書に「享保辛亥正月十五日 守中謹

大 l朕 1冊

享保1みか

記Jとある。

4-03キ2 や百弐拾六 5銭

ゲイホケイロク

33184 義国難肋 大 ll扶1冊

良範〈椿公〉著，長済美序，岡子蘭駿 宝暦5鉄
大坂田原屋平兵衛（JI贋慶町萱丁目〉・敦賀屋

九兵衛〈心斎橋南壷丁目

※表紙に「文材」〈朱），「千四十弐」〈墨〉の小札

ありo 末尾に「良範和尚詩文鳴海録藁抜翠」を

附す。内容は漢詩文の作法について。虫損’甚し。

4ー04ケ 3 や百弐拾四 10銭

マウシゼンヅ

33185 孟子全園

著者未詳，逸名序あり

安正堂劉襲松氏

※表紙に「経」（朱〉の小札あり。柱書「孟子故

事」。本文は中国版。序は和版。図入り。

冊
｝
刊

l
泌

氏
u

j
引

2

映
は
暦

1

寓

大

1-66モ11 や百0四 15銭

セイガクシシヤウ

33186 三翠指掌 大 1冊

尾藤孝肇著，尾藤孝章序 天明 7~J
京風月荘左衛門，江戸山崎金兵衛，大坂

増田源兵衛・泉本八兵衛

※表紙に「経」〈朱），「千七十」「柳」〈墨〉の小

札あり。「正学指掌附録」を附す。末尾に「嵩

高堂〈河内屋八兵衛〉藤板目録」あり。内容は

漢学の語句解説。

1-69セ 3 や三百拾九 10銭

ナンタワタセンセイトウカノシヨ

33187 南郭先生燈下書 (1733大 1ねF
服部南郭著，瀧長憧調八序 享保18序，問19刊

京丸屋市兵衛（二篠通柳a馬場西江入町〉

※表紙に「文材」（朱〉の小札あり。内容は漢詩

文の風体について。
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4-04ナ l や百拾七 5銭

－経典及詩文一

カイクワンイツセウ

33188 開巻一笑乾・坤 大 l軟2冊

明李卓吾編，張鹿鳴野人誇，集尽ヂ居〉主人関・

序，三台山人序 宝暦5序（集庵〉・刊

大坂渋川清右衛門・大賀惣兵衛

※乾冊表紙に「小説」（朱）， 「ヒコ千百廿七J

（墨）の小札あり。

4-45カ l や五百七拾三 20銭

キンランシシフ

33189 金蘭詩集初編自ー至四・初編自五至七

大 l軟2冊

龍公美（胸中庫〉編・自序，龍世華秀松校・駿

宝磨4序・政・刊

京武村嘉兵衛

※目録題「幽蘭居金蘭詩集初編」。 見返し内題の

頭部には「幽蘭居」とある。

4-02キ10 大惣番号札剥落か 40銭

ギテイシヨゲン

矧 90 蟻亭掠言甲篇・乙篇 右7~5ft
雪粛大井守静篤甫述 延享2刊

京西村市郎右衛門（堀川錦上ル町）， 江戸

西村源六（本町三町目〉

※儒学。甲冊表紙に「雑」（朱）， 「亡コ百廿九」

〈墨〉小札あり。

1-69キ3 や弐百七拾六 15銭

打
断

門
独

吋
出
邑

な
祭

明

1

不

問

在

部

所

2冊

20銭

ニヨゼンダウジンチキシナウシヨヘン

33192 如禅道人知己詩嚢初篇天・地

半 l秩2冊を合綴1冊

如禅道人賢雄著・自序，従四位少将源勝長序， 久留

米樺島公麓序，東海漁人菅属意駿，朝散宍寄~Jll利
羅駿，敬費駿 享和元自序，文化3序（源

勝長），同協言，文政均（敬費），同4録（瀧J[I)

江戸 「智仙堂藤梓」（日本橋通三町目）・和泉

屋新八（芝神明町〉

※2冊を表紙ごと合綴。各冊表紙に「詩」（朱〉

の小札あり。

4-02チ 1 よ百弐拾三全二冊 15銭

タウォンワゲ

33193 唐音和解 乾・坤 半 l秩 2冊

岡島冠山著，迫遥軒序，逸名政あ九7附

正徳6序，寛延3刊

大坂河内屋太助（心斎橋通唐物町南へ入〉

※絵入り O 中国語入門書。坤冊は「唐音和解音曲

笛譜」。河内屋の蔵板目録あり。

4-83ト2 よ百拾五全弐 20銭

ジユゲフヘン

33194 授業編一二・三四・五六・七八・九十

半5冊

江村北海著．自序（天明元）， 木曽山村良由局i783

鳳序，北山彰元章序（三者とも天明 3) 天明 3干u 
京唐本屋吉左衛門（堀川通｛弗光寺下ル町〉

林伊兵衛（二僚通柳，馬場東江入町） ・菱屋孫兵

衛（御幸通小池下ル町〉

※第5冊裏見返しに F此主今井友吉」と書込みが

あるが塗抹。漢学。

10-05シ 3 よ四十弐番全五冊。 30銭

ケイヵ・クエウジセン

33195 経学要字築上・中・下 半3冊

穂積以貴著，北谷周徳琳竹，序 享保16序・刊

大坂渋川清右衛門〈心斎橋筋順慶町〉・小嶋

勘右衛門〈北久太郎町〉

※上記書名は原題策ほかによる。見返し内題のみ

「要字築」。

1-69ケ l 大惣番号札剥落か 30銭

サウジコクジベン

33196 荘子園字耕一～四 半4冊

南霞主人著・自序 寛政4刊
江戸山崎道紀，大坂柏原屋嘉兵衛

※各巻内題「荘子槍抄」。絵入り。

1-67ソ2 う弐百五拾六 35銭

カウキヤウシヤタギベンモウ

33197 孝経棒義便蒙 上・下・下末（θ～

② 〉半3冊

春蓮竹固定直著・自序，貝原益軒「訂正」

享保2序

京茨木多左衛門（六角通御幸西入町〉

※上冊表紙に「中百四十五」の小札あり。

1-66コ16 よ六拾壱番全三冊 25銭

ケイシヨカウギ
経書 ホツタンノベン

33198 講義護端弊乾・坤半 l需品加
三雲氏義正著 享保10刊

江戸川勝五郎右衛門（日本橋南一丁目
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※大学・中庸以下18書の成り立ちを概説する。大

惣番号札と別に「仁コ百弐十八」の小札あり。

4-49ホ 2 よ九十七 10銭

ジヨゴジゲンカイタイセイ

33199 助語辞諺解大成ー～五半 Il扶5冊

毛利貞驚著，男瑚殉校閲 宝永5刊

京小佐治半右衛門〈堀川通本国寺前〉・大和

屋伊兵衛，江戸出雲寺和泉操（日本橋南萱町

目〉

※内題「訓蒙助語辞諺解大成」。

4-04シ 6 よ三拾九全五 25銭

四

序

〉

～

信

通

一

篤

篠
原

二

付
録
貝
じ
れ

な
お
h
h

尉

何

懲

あ

伊

ン

ヲ

序

屋

市
朝
鮮
自
矧

詳

0

未

京

加

者
お

著

大 li険4冊

元禄8序・干日

※秀吉の朝鮮出兵の記録。第 l冊見返しに「⑧／

四百九号／四冊」〈朱〉の書込みあり。

5-13チ 4 大惣番号札剥落 30銭

コプンシンポウタイセイリゲンセウ

33201 古文民賓大成僅諺齢、 巻之ー～

巻之二十 半4帳20冊

毛利貞驚著，男瑚殉校 元禄17初刊，宝永4再刊

村上勘兵衛・瀬尾源兵衛・弓場勘右衛門・伊藤

勘七・村上又三郎

※上記書名は巻之ーの扉題による。各冊原題策は

「古文後集僅諺紗」でその上部に角書「示園／

O類」 coのところに辞・賦・説…と各冊の内

容がはいる〉が記されている。内題は「古文民

宝後集僅諺室長、」あるいは「古文具宝僅諺室長、」。

絵入り。

4-02コ14 よ壱番 80銭

ワ ゴヱンキクワツノマフ

33202 倭語圏機活法ー・二・三上・三下・

四～十（ー～十一〉 半2軟11冊

宮川一翠子著・自政，宅表幹人松下見林序，泰清序

元禄9序（1,、ずれも〉・抜・刊

京 小佐治半右衛門宗貞（堀川通本園寺前町〉

・植村藤右衛門（堀川通悌光寺下ル町〉・河南

四郎右衛門（同町〉・梅村弥右衛門（寺町通五

僚上fレ町）・小佐治半七郎（醒井通五僚上ル町）

4-06ワ l よ五番全十一 40銭

カクリンギヨクロ

33203 鶴林玉露 天集・地集・人集各上・中・

下 特大（28.3×20.5佃） I i険9冊

庫陵羅大経景給著・自序，黄貞外序 慶安完刊

林甚右衛門

※各冊内題「新刊鶴林玉露」。第 l冊表紙に「大

のや」の札で「全部九冊」とある。詩話。

4-47カ11 や五百拾五 l円30銭

ホチユウ
主甫 モウギウコタジカイ

33204(1）謹象求園字解（萱）

半 ll扶I冊※参照

東湖浪園先生（田興甫〉著，平安松正槙「冊j訂J，松

正槙周之父序 安永7序

京信行堂

※第 l冊のみ。同じ秩の第2～6冊は『新刻蒙求

圏字耕』で著者等が異なる。（2）参照。

5-67ホ l 大惣番号札剥落 (2）共40銭

シンコクモウギウコタジベン

33204(2）新刻象求園字耕二～六

半 11険5冊（1）参照

東都宇野成之著・自駿 安永4駿，同 6刊

京植村藤右衛門・田原勘兵衛・栂井藤兵衛・

山本平左衛門，江戸植村善六

※（1）参照。第 l冊を欠く。

5-67ホ l 大惣番号不明

シプンセイシキ

33205 詩文製式上・下 半 I軟 2冊

江州堀正純修安著・自序， 5ε資衡序（17

明和2自序，同7序，同8刊

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋南一町目）， 大坂

大野木市兵衛〈心斎橋筋）， 京河南四郎右

衛門（堀川通悌光寺下ル町）

4-04シ 3 よ百拾番全弐冊 20銭

テイノ、ンコクタカイ

33206 帝範園字解天・地（ー・二〉
半 ll扶2冊

鶴鳴市川匡著・自序 天明 8序，同 9刊

江戸出雲寺和泉嫁，大坂泉本八兵衛，京

出雲寺文次郎

※上記書名は原題策によるo見返し内題は「唐太

宗御製帝範」。

1-84テ12 よ五拾三臣軌共〆四冊 15銭

テイガ「ウツウラン

33207 帝競通覧

藤盆根著・自序

書捧不明

※旧蔵者朱印あり。

半 II扶l冊

寛政6序
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一経典及詩文一

5-03テ l 大惣番号札剥落 10銭

シンノマン
宰汗 ケイジヨエウベy

33208 1読経書要鉾乾・坤 半 l軟 2冊

著者未詳 宝永2刊

「古川氏梓行」

※乾冊表紙に「目」〈朱），「中百三十一」〈墨〉の

小札あり。本文に朱引の書込みあり。

1-61ケ 2 よ九拾八全弐 25銭

ジメイゼン

33209 四鳴蝉 半 1I扶1冊

「亭亭亭逸人課」，「堂堂堂主人訓」・序（1771)

明和8序・刊

江戸山崎金兵衛（通店町十軒店）， 大坂渋

川清右衛門〈心驚橋筋順慶町〉

※惜花記〈湯屋〉・扇芝記（頼政）・移松記〈山崎

奥二言専門松〉 ・蟻鎧記〈大塔宮蟻鎧〉の 4編よ

りなる。漢文に和訓を傍記した狂文。絵入り。

4-45シ l そ千六拾壱全 10銭

シガクルイゴ

33210 詩皐類語壱～三 官s件3冊

橘氏桂洲著・自駿，惹粛熊谷散人序貞享5序・政

京小島禰三右衛門

※全6巻。原体裁6冊か。

4-06シ8 よ八拾五全三 20銭

シガクネコマナコ

33211 始学猫まなこ上・下 大 2冊

須賀安貞〈誼安〉著・自宅ょ戸政 (1剛 ） 

寛延2政，明和6序，同7刊

江戸近江屋嘉兵衛（麹町十二町目〉， 名古屋

藤屋吉兵衛（本町七町目〉

※教訓勧学の書。上冊表紙に「経」（朱），「O千

百五十八Jc墨〉の小札あり。

1-69シ2 や弐百七拾壱 15銭

キンシウダンシヤウカイ

33212 錦繍段詳解ー～六 大 li扶6冊

前建仁天隠受龍津「錦繍段」編・自序・自政，毛利

瑚拍貞驚注 貞享2刊

「洛下書林」

※内題は「新刊錦繍段詳解」。序は文明15, 肢は

康正2o

4-02キ11 や四拾七全六 20銭

コプンシンポウカウジユツ

33213 古文異賓講述宣～十二大2峡12冊

著者未詳，梅康序 元禄4序，同5判

京玉樹堂〈烏丸〉

※序題「古文講述序」。序文中に「惜哉失作者之

名姓」と述べている。脇題策〈第7冊は剥落〉

に内容を記す。本文の頭部に書込みあり。各冊

見返しに「弦歌（花押）」とある。本書は『古

文真宝後集』の抄物。

4-02コ18 や拾八全拾弐 50銭

ケイテンヨシ
経典 エキキヤウノブ

33214 蝕師易経之部一～七半I軟7冊

讃岐渓百年世隼著．自序，橋をE芦駿 (18 

文化14序，文政2政・刊

京勝村治右衛門，江戸須原屋茂兵衛・企伊

八，大坂渋川輿左衛門・浅野菊兵衛 4柳原木

兵衛・岡田儀助・森本太助

※上記書名は見返し内題による。原題策は「経典

餓師易経」。内題「周易餓師」。

1-62ケ l よ弐拾六全七冊 60銭

ポクミンチユウコタリゲンセウ

33215 牧民忠告但諺室長、一～五 半 5冊

諜陽隠人指月堂著・自序 刊年不明

京風月荘左衛門〈二篠通衣棚）， 名古屋風

月孫助（本町一丁目〉

※第 l冊表紙に「懇！」の小札ありO 『国書総目

録』によれば享保5刊。

2-42ホ 3 よ四拾全五冊 20銭

タウシセンコクジカイ

33216 唐詩選園字解 宣・自三至四・

自五至六・七 半 l秩4冊

服部南郭著，嵩山房小林高英序，祖来先生駿

安永9「御免」，天明 2開板，寛政3序，文化11再版

江戸小林新兵衛〈日本橋南武町田西側角〉

※内題下「済南李撃龍編選／皇和南郭先生鼎／

門人林元圭録」とある。

4-02ト44 よ五十八全四 30銭

Hη チユウシヤカウゾタカイ

33217 峯註者孜俗解上・下 半 2冊

那波活所編，竹谷山人政 元禄9駿・刊

田方屋伊右衛門・井上三左衛門・若狭屋権兵衛

※内題「通俗四書註者考」。原題策中に「附字WllJ

とあり，「四書虚字考附録」を本文末に附す。

上冊表紙に「中百二十九」の小札あり。

1-66シ22 よ九十四番全弐冊 10銭
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メイシンゲンカウロク

33218 名臣言行録前集ー～三・後集ー～三

大 1秩 6冊

朱烹著・自序，李衡校，張采閲・序，焦拡序，（1譲ド
任序 寛文7刊

京風月荘左衛門（二僚街〉

※内題「宋名臣言行録」 「宋朱晦庵先生名直言行

録」。

5-67ソ2 大惣番号札原欠か 40銭

ミンシチサイシシフコタジカイ

33219 明七才詩集園字解 ー・二（李肇龍

部・王世貞部〉 大 ll扶2冊

蔚門木播子虫し著，中原子女徳世一校，よ戸東宅寝〉

明和4序，同 5刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋通萱町目〉・須原

屋市兵衛（室町三町田， 京梅原三郎兵衛

（寺町通松原下ノレ町〉 ・井上忠兵衛（寺町通五

僚上ル町）・木村庄兵衛（烏丸通綾小路下ル町）

※第 I冊表紙に「詩」（朱），「千百六十七」（墨〉

の小札あり。

4-02ミ6 や八拾八番全弐 20銭

セイケイザツキ

33220 西京雑記天・地 大 Ir扶2冊

膏丹陽葛洪集，明新安程柴校，明呉郡黄省曾

序，伊藤長胤故 元禄2政，同 3刊

唐本屋又兵衛

※表紙改装。天冊の原表紙に「雑」（朱），「口十

口」〈墨〉の小札あり。

4-47セ l や五百七拾弐 20銭

イタンベンセイ

33221 異端鶏正上・中・下 大 l峡 3冊

楽平倉陵艮卿著・自序，魯峰徐岱世謄序刊年不明

ふ屋仁兵衛

※儒学。脇題策に中冊は「耕正策文」下冊は「鼎

正雑話」（上冊は剥落〉とあり，内容を記して

し、る。上冊は「緯正要語J。

1-69イ5 や弐百五十壱 30銭

ゼツタカイヒヤウシヤク

33222 絶句解評緯 半他3冊と合 Ir扶l冊

望駒山人稿菜慮（福島松江〉著，山子敏・瀧子明

「輯録J，市南子序 明和3序，同 5刊

大坂 田原屋平兵衛 (JI買慶町萱丁目筋〉

※原題策中に「五言」とある。 33249(4-42セ 7)

『絶句解耕書』 3冊と合帳。

4-02セ6 よ百四十八 15銭

シセイコクジツウ

33223 四整園字通 平・上・去上・去下・

入（ー～五〉半I軟 5冊

牧田方穀著・自序，伊藤忠襲：1薬事右校，源句集F
明和3自序・序，同 5刊

江戸須原茂兵衛（日本橋南一丁目〉・和泉屋

仁兵衛（下谷中町〉・高屋新助（芝口新橋金六

町）， 京山本平左衛門（寺町通蛸薬師前），

郡山永原屋善兵衛（柳町二丁目）・田原新助

（同）， 大坂大野木市兵衛（心驚橋筋安堂寺

町〉

4-64シ3 大惣番号札剥落 20銭

ムエンロクジユツ

33224 無究録述上・下 大 II扶2冊

元ノ王氏著，朝鮮圏ノ務土「音弘）泉州協手

兵衛源尚久編・序元文元序，明和5刻，寛政11刊

江戸前川六左衛門（日本橋通三丁目〉

※「獄事検験／法ヲ説ク」書。上冊表紙に「口六

十八」の小札あり。

7-42ム l や九百八十二 15銭

ラウシキヤウゲンカイタイセイ

33225 老子経諺解大成 上之一二・上之三

・下之一二・下之三（東・西・南・北〉

大 1軟4冊

梅室子山本洞雲著・自序 延宝3序，同 9刊

文蓋屋治郎兵衛・大和屋善兵衛・敦賀屋調兵衛

・和泉屋八左衛門

※内題「老子魔驚口義」。

1-67ロ2 や六拾六番全四 65銭

キンシロタジモウタカイ

33226 近思録示象句解 宣・或上・武下・

参・捧・伍・陸実・捌玖・十十一十二・

拾参拾詳 大10冊

南郊仲欽敬甫（中村燭斎〉著・自序 元禄14序

書卑不明

※「近思録」は宋の朱烹・呂祖謙著の初学者入門

書。

1-69キ11 や三拾弐全拾 50銭

トリツシツカイシチゴゴンセウ

33227 社律集解七五言紗序目録・（七言紗）

一～七・（五言室長、〉ー～十二大3軟20冊

陳学楽以成甫序（2文〉

（七言室長、〉 万治2刊
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京西国加兵衛（二篠寺町〉 (1660) 

（五言齢、〉 同3刊

京山村停右衛門（上立賓通御三間町〉

※上記書名は第 1冊扉題による。原題策は「杜律

七言室長、」また「杜律五言紗」。序の書名は「杜

工部七言（または五言〉律詩集解」。「尾崎氏蔵

書」印あり。

4-08ト5 や拾九全弐拾 l円

33228 

モウギウリゲンホケツセウ

象求僅諺補閥紗 ～

冊

刊

一
日

之
軟
）
践

巻

2
酬

3

．
半

H
U

禄

巻

元

首

巻之十四

毛利虚白著・自践

「京師堀川通書堂企版」

※絵入りo 内題「故事僅諺槍紗J, 践文中には

「故事僅諺補閥齢、」と称する。

5-67モ 3 よ三番全拾五 50銭

ケイテンヨシ
経典キンシロタイプ

33229 餓師近思録乙部ー～十半10冊

讃岐百年渓著・自序，必山島圭駿 (18位）

天保13序，同14刊

京 出雲寺文治郎（三保通堺町西へ入）， 江戸

須原屋茂兵衛（日本橋通萱丁目）， 大阪河

内屋仁助（心斎橋通唐物町南へ入〉・河内屋直

助（全通南久宝寺町北へ入〉・河内屋太助（全

通唐物町南へ入〉

※原題策「経典餓師近思録」。内題「近思録鈴

師」。

1-69ケ 6 よ拾六番全拾 50銭

ソシヨコクジカイ

33230 案書園字解上・下 電7~9r 2冊

物茂卿（荻生祖棟〉著，宇悪校・序 明和6序・刊

京出雲寺文次郎，江戸松本善兵衛

※内題下に「漢黄石公停」とある。「此書ハ黄石

公が張良ニツタヘタル書」という。

8-21ソ l 大惣番号札剥落 20銭

ケイテンヨシ けり υJイ

33231 経典絵師孫子之蔀上・下

半 H決2冊

渓百年（世尊〉著，菅原胤長序 (17附 (1 96) 

天明 6序，寛政8刊

大坂松村九兵衛・渋川輿左衛門・渋川清右衛

門・泉本八兵衛・浅野菊兵衛・梶原嘉兵衛

※早大の大惣本目録では「孫子経典鯨師」。

8-21ケ l よ九拾壱全弐 20銭

33232 

ケイテンヨシ
経血 モウギウノプ

徐師蒙求之部上・中・下

半 1I快3冊

桃華園（渓百年〉著 文政9刊

江戸須原屋茂兵衛・大坂屋茂吉，京天王寺

屋市郎兵衛，大坂河内屋太助・同儀助・同直

助・同曽七

※凡例の書名は「蒙求標題経典鯨師」。 河内屋太

助〈森本文金堂〉の蔵板目録を附す。

5-67ケ l よ八十全三 20銭

四一

序

シ

師

交

ヨ
鎌
皐

w
集

壊

れ
前
陀

力文
l
h

コ

古

諜「ー

3

容

お

伯
お

森

半 1q決4冊

天保7序・刊

江戸須原屋茂兵衛，大坂河内屋喜兵衛，京

風月荘左衛門・勝村治右衛門・山本長兵衛・

藤井孫兵衛・神先宗八・須磨勘兵衛・大谷仁兵

衛

※大尾の内題「古文民賓蝕師」。

4-02コ23 大惣番号札剥落 30銭

コプンヨ シコウシフノプ

33234 古文鈴師後集之部ー～mosfl 時8~1~
増田春耕著・自序 文化5序，同8刊

江戸須原屋茂兵衛，京中川藤四郎・植村藤

右衛門・菱屋孫兵衛・著屋宗八・菊屋長兵衛・

梅村伊兵衛

※大尾の内題「古文員賓儀師」。虫損甚L0 

4-02コ25 よ五拾壱／後集／共四冊 25銭

ケイテンヨシ

経典 シキヤウイ f
33235 蝕師詩経乙iSi~ 萱～八 半8冊

渓百年（世隼〉著，菅原胤長序 (1786) (1793〕

天明 6序，寛政5刊

大坂柏原屋輿左衛門・柏原屋嘉兵衛

※後補墨書題策「経典飴師詩経之部」。早大の大惣

本目録では「詩経経典余師」。

1-63ケ 2 大惣番号札剥落か 50銭

シガクヒツヨウ

33236 詩翠必用上・下 半 1q決2冊

穂尚明纂肱田文亮校訂，岡田鳴るF，藤益根序

寛政11序（いずれも〉

書捧不明

※四季の詩題ごとに熟語をあつめ，韻字によって

排列した書。
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4-06シ 6 大惣番号札剥落 10銭

－経典及詩文，経書・詩文一

1-69イI や弐百七拾弐 15銭

ガタモンセフケイ

33237 肇問捷径上・中・下 半3冊

平賀中南著，赤井通子達序・校 安永8刊

京津田吉左衛門（智恵、院古門前）・赤井長兵

衛（寺町通僻光寺上ル町〉

※別名「日新堂学範」（『国書総目録』による）。

内容は，学範・学儀・作詩法・作文法・稽呼よ

り成るO 上冊表紙に「中百四十」の小札あり。

1-69カ 7 よ六十八番全三冊 10銭

シリンリヤウザイ

33238 詩林良材ー～六 半 lI扶6冊

村田通信著・自序，平井誠之政貞享4序・駿・刊

京植村藤右衛門（堀河〉

※6冊の内容は乾集・坤集各上・中・下に分かれ，

乾は作法解説，坤は熟語集。第3・4冊表紙に

は目録を記した脇題策が残る。

4-06シ20 よ三拾四全六 30銭

経書・詩文

四萱
吋録

ン
間
口
H
V

モ
円
仔
ド

シ
田
氏
］

ン
ロ
H
J

モ
R
F
’

山
儒

撰

9

春

お

道
部

林
冊
）
刊

4
m
2
 

大
U
文寛

荒川宗長

※第 l冊表紙に「経」 （朱）， 「千三百三十八」

（墨〉の小札あり。

1-69シ24 や弐百三拾壱 50銭

33240 耕名上・下 大2冊

物茂卿〈荻生祖棟〉著 寛政元刊

江戸野田七兵衛（日本橋南二丁目〉

※上冊表紙に「経」（朱〉の札あり。

1-69へ8 や弐百八拾七 25銭

ヰガタシヨモン

33241 矯翠初問上・下 大 ll扶2冊

周南先生（長門山鯨少助）著，「南郭先生考訂」

刊年不明

江戸仙鶴堂

※原題策下部に「校正」とある。上冊表紙に「経」

（朱），「O千百八十八」（墨〉の小札あり。

シウフウロタ

33242 秋風録上・中・下 大3冊

藤野氏春東甫木樺先生著，山内辰保・日形尚政「筆

受」，鈴木濁清序，源朝照政

宝暦10序，同12践，明和4刊

京野田藤八（二僚通富小路西エ入町〉

※上冊表紙に「経」（朱），「O千弐百十四」（墨）

の札あり O 上冊原題策に「答問書Jと墨で書込

み。背には「春風録」と書込まれてし、る。

1-69シ29 や弐百五拾弐 10銭

33243 耕耕道書上・下 大2冊

佐々木高成（掌静翁〉著，留守友信政

元文2践・刊

大坂北田清左衛門（心斎橋筋唐物町〉

※但徳の『弁道』に抗議する書。上冊表紙に「経j

（朱），「O千百十八」（墨〉の小札あり。

1-69へ7 や弐百八十五 20銭

ランテイセンセイシシフ

33244 蘭亭先生詩集序回・一二～九十

大 I峡 6冊

高野惟聾（蘭亭〉著，松崎惟時序，容麓陳人牒忠乃

序，熊耳山人蝕承祐政，白有裏件禅輯践 ） 

宝暦7践（禅戟），同 8刊

「明月棲蔵板」，江戸嵩山房小林新兵衛

※第6冊に附録として松崎惟時の「東里先生蕎臓

記」，山惟熊の「東里先生墓誌銘」あり。

4-07ラ3 や四拾八番全六冊 30銭

カウコウキクワンヤク

33245 考工記管籍上・中・下

上野義問。著，井口文煩訂補・序

大3冊

寛延2序，宝暦2刊
京伏見屋藤右衛門・唐本屋吉左衛門

※下巻は図o

1-64コ2 こ八百弐拾四全三 30銭

タイキヨクヅセツセウ

33246 太極圏説紗巻之乙・巻之二～巻之四

大4冊

延宝8刊麓粛釣雪父著

京文霊屋治郎兵衛

※第 l冊表紙に「経」（朱），「仁コ千四百四十五」

（墨〉の小札あり。

1--'69タ 4 や弐百三拾三 50銭
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一経書・詩文一

シユツザウチユウシヤク
出像 クワウミンセンケジ

33247 註梓 皇明千家詩ー～四

大 ll扶4冊

在高頃選註，瀧川昌楽加点・序 貞享2序・刊

京青堂浅野久兵衛重惟

※呉道南引を持つ周文卿校梓，卒慶堂刊本の覆刻

本である。各巻内題「新鏡註緯出像皇明千家詩J,

柱書「皇明註樟千家詩J。絵入り O

4-02ミ7 や七拾番全四冊 25銭

ダ1:fi?ワヲモソ

33248 大撃或問乾・坤（上・下） (1788)* 2冊

熊津了介著，随心王府芝龍序 天明 8序・刊

「凌需閣蔵板」， 江戸 山崎金兵衛（本石町十

軒店），京林伊兵衛（二保通柳馬場），大阪

小川新兵衛（佐野屋橋通博労町）・山口又一（心

斎橋通北久太郎町）・泉本八兵衛（同通南久宝

寺町〉

※乾冊表紙に「O千百四十仁コ」の小札ありo

1-69タ l や九百八十九 25銭

ゼツタカイベンシヨ

33249 絶句解鉾書上・中・下

半他 l冊と合 li険3冊

中川景福著，白隆照校，（滋戸碕哲序（明和 5)(1763 

道湾序，服元喬序（享保1の 宝暦13干u 

京梅村三郎兵衛（寺町通松原下ル町）， 大坂

大野木市兵衛，江戸松本善兵衛〈日本橋通

三町目〉

※上冊は五言絶句，中・下冊は七言絶句。 33222

『絶句解評緯』と同帳。

4-02セ 7 大惣番号札剥落 20銭

カウセイキウシジユン

33250 高青郎詩醇ー～四 半 11扶4冊

粛藤謙（拙堂）録・忠F緯公園認持保定宅黒字

天保7および嘉永 2序，嘉永3刊

京勝村治右衛門・、風月荘左衛門，江戸岡田

屋嘉七・須原屋伊八，大坂秋田屋太右衛門・

河内屋茂兵衛・河内屋喜兵衛，津 山形屋停右

衛門・雲出屋伊十郎・本屋佐兵衛，江戸和泉

屋金右衛門

※明史本伝より高青郎の伝を引く。扉に「＠五百

五十三号／四冊」と朱の書込みあり。

4-08コ17 よ八十九番全部四冊 40銭

ロンゴシツカイコクジベン

33251 論語集解園字勲一～五 大5冊

小林東山著・自i設，池之辰序 明和7序・刊

江戸須原畳茂兵衛

※序題および大尾の内題は「論語圏字鶏（緋）J。

1-66ロ9 や五拾三全五 40銭

ショウホシシフ

33252 松浦詩集上・下

肥緯元賠大潮著，霊苗序

京知新粛・尚古堂

※「稲葉口蔵」朱印あり O 上冊，見返内題のウラ

に「＠／二二五／二冊」と朱の書込みあり。

冊
）
序

2
m
m
 

秩
hu
保

l

享

大

4-07シ28 大惣番号札剥落 30銭

ダイガクキンエイセウ

33253 大学金集抄ー～七 大7冊

横田俊益著・自序，子息俊将校・政（1690)

元禄3序，同 4刊

京上村次郎右衛門（二傑通）， 大坂腐金屋

圧兵衛〈高麗橋筋上人町）， 江戸吹田屋平兵

衛（芝三嶋町〉

※全7巻。巻之ーは大事章句序，巻之二は経文，

巻之三～七は侍。第 1冊表紙に「経」〈朱〉の

小札あり。

1-66タ32 や三拾八全七冊 30銭

センリヨサク

33254 千慮策上・中・下 (1857ヂ 1 常8~8~
楊寓里著，天章禅師校・序・践安政4序，同 5刊

江戸須原屋芝兵衛（日本橋通一町目）・山城

屋佐兵衛（日本橋通二町目）・岡田屋利七（芝

神明前），大坂河内屋和助（心粛橋筋南本町）

・敦賀屋彦七（心粛橋筋北久賓寺町）・河内屋

茂兵衛〈心鷲橋筋博勢町角）， 京勝村治右衛

門（寺町通松原下ル）・勝村伊兵衛（寺町通悌

光寺下ル〉

※下巻末に「淳照薦土録」を附す。

2-42セ 3 こ弐百三拾回全三 25銭

セイリジギセウ

33255 性理字義抄一巻～八巻

林羅山著・自序

冊
）
刊

8
m
2
 

大
。
治高

京 山口市郎兵衛〈東洞院通六角下ル町〉

※陳淳著『性理字義』の注釈書。原題策「性理字

義抄」，柱書「性理諺解」，各巻内題「性理字義

諺解」。系図・陳淳略伝付。「融山」印あり。

1-69セ13 や弐百拾番 40銭

キウケイダン

33256 九経談元・亨・利・貞 大 l朕4冊
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－経書・詩文一

大田元貞著，門人ら校 文化2刊

京伏見屋藤右衛門（堀川悌光寺下ル町）， 大

坂秋田屋太右衛門〈心粛橋安堂寺町）， 江戸

丹後屋伊兵衛（神田新シ橋）・和泉屋庄次郎

（浅草新寺町〉

1-61キ l や六拾九全四 60銭

ナントノフ

33257 南都賦乾・坤

小笠原基長著・自序

京瀬尾源兵衛

大 li険2冊

享保8序，同11判

5-83ナ 8 や八拾六番全弐 20銭

プンカヒツヨウ

33258 文家必用上・下 半 lI扶2冊

人見直養著．自序，玉井方教号1♂村蘭渓校（171

正徳5序．自序，同6刊

大坂村上清三郎，江戸升屋五郎右衛門

※原題策に角書「初皐／須知」あり。内題「重鎮

文家必用」。上冊表紙に「中百番」の小札あり。’

上巻「和耕類」 （助字を註する）， 下巻「分耕

類」（同訓の字意を論ずる〉より成る。

4-04フ2 よ百0五番全弐 15銭

ミンシチサイシシフヤタセツ

33259 明七才詩集誇説

大 11扶2冊

北海江部著，巌垣彦明序 安永3序，同 4~u 
京井上忠兵衛（寺町通五条下ル町）・木村庄

兵衛（烏丸通高辻上ル町）・梅村三郎兵衛〈寺

町通松原上ル町〉

※内題「明嘉靖七子詩七言律誇説」。表紙に「詩」

（朱〉の札あり O 各冊原題祭下部には「李撃龍

之部」とある。

4-02ミ5 や八拾九番全弐 20銭

33260 
カナシヤウリ

イ段名性理 大 1I扶l冊

藤原健寵著，野間三竹政 寛文9政，享保7刊

水戸本屋五郎兵衛（本五町目〉

※表紙に「経」（朱），「柳」「千三十一」（墨〉の

小札あり。

1-84カ7 や三百三十番 10銭

コプンゼンシフゲンカイタイセイ

33261 古文前集諺解大成巻ー～巻十七

大3軟17冊

室升！榊原玄輔校注・自駿，震津柳剛序

天和3序・政・刊

書捧不明

※各巻内題は「古文員賓前集諺解大成J, 柱刻

「古文前集諺解」。各冊見返しに「古文十七本

／萄欄園蔵」などと書込みあり。

4-02コ20 や拾六 50銭

コプンシンポウゲンカイタイセイ

33262 古文員賓諺解大成 巻之ー～

巻之二十 大3軟20冊

羅山林道春「諺解」，石驚鵜信之「六要~-J）•駿，霞谷
山人妙子序 寛文3序・政・刊

京村上平楽寺（二僚通玉屋町〉

※古文員宝後集の註釈書。巻ーの内題のみ「古文

員賓後集諺解大成J，第 l冊表紙には「古文後

集諺解全二十冊」の小札あり。柱「古文諺解」。

4-02コ17 や拾七 I円

ハクシモンジフ

33263 白氏文集 序目録上・目録下・査試～

七十七十一附録 大5軟35冊

白楽宅急・自序， 馬元調校， 婁堅序， 那波警富F
（元和4），元積序 明暦3刊

京林和泉禄

※本文は 2～3巻を I冊として33冊。附録は「新

唐書本停」（宗郡），「碑銘」（李商隠），「龍門重

修白楽天影堂記J（陶穀）。内題「白氏長慶集」

ともo

4-03ハ 4 や弐拾萱番全部三拾五冊 4円50銭

サンタイシシヤウカイ

33264 三鰻詩詳解 絶句巻ー～巻八・七律

巻一～巻六・五律巻一之上・巻一之下・

巻二・巻三之上・巻三之下・巻四・巻五

之上・巻五之下・巻六 大 31暗記F
i墜落宇的著・自践 元禄13刊

京吉田四郎右衛門・野田庄右衛門

※内題「増註唐賢絶句三種詩法」 「増註唐賢絶句

三瞳詩詳解室長、」 「増註唐賢七言律詩三韓家法詳

解」「増註唐賢五言律句三韓家法詳解」。第 1～

8冊原題策「三鐙詩絶句詳解J, 第9～14冊原

題策「三睦詩七言律詳解」， 第15～23冊原題策

「三瞳詩五言律詳解」。 柱刻「増註唐賢絶句三

韓詩詳解」「増註七言律詩三龍詩詳解」「増註五

言律詩三韓詩詳解」。

4-02サ 8 や拾四 2円
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一経書・詩文一

シシヨジツチユウセウ

33265 四書集註抄 大学上・下・中「一・二

・論語ー～廿・孟子ー～十四 七諮F
著者未詳 寛文9刊

京武村市兵衛昌常・村上勘兵衛元信・山本平

左衛門常知・八尾甚四郎友春

※各部巻頭の内題「大事章句抄」「中庸章句抄」

「論語集註抄」「孟子集註抄」。柱刻はそれぞれ

「大学抄」「中庸抄」「論語抄」「孟子抄」。各冊

末に「濃茄作々鼻見陽堂正倫」の印あり。

1-66シ12 や拾萱 2円

リガクノレイヘン

33266 理皐類編一天地二天文・三天文四地理

・五鬼神六人物・七性命八異端〈朱書〉

大4冊

張九f'tli美和著・自序，序多数※参照 万治2刊

京吉野屋擢兵衛〈柳馬場通二篠下ル町〉

※第4冊表紙に大惣番号札並びに「経」（朱〉の

小札貼付。原体裁8冊か。勿粛序，呉嘗序，在

賓序，著者による「編輯大意、」，張棋の序あり。

刊記は，注賓「後序」の末にあるO

1-69リl や弐百三拾弐全四 50銭

33267 群書拾唾 大6冊を合綴 l冊

張九留美和著・自序，李登序，銭法謹序万治元刊

京村上勘兵衛

※全12巻。原題策に「九，十，十一，十二」（墨）

「摺計三本」（朱〉と書込みあり。原体裁は6
冊だったが， 3冊の合践を経て l冊にまとめた

と思われる。

10-04グ I や五百六拾弐 50銭

げ
解

村
総
m

w徳
山山道シ子2

4
 著

8

清

お

徳
お

稗

大 1I扶1冊

刊年不明

長谷川六兵衛

※上・下巻より成る。原体裁は4冊だったか。上

記書名は本文内題による。扉には「道徳義解」

墨書題策には「老子経義解」とある。表紙に

「老」（朱）， 「仁コ百九十八」「柳」（墨〉の小

札あり。館内閲覧。

1-67ロ7 や百拾弐 30銭

クワイヨザツロタ

33269 捨飴雑録ー～五（I剛 弁6~31*
善清道慶著・自序 慶安5自序，承応2刊

書埠不明

※第 l冊表紙に「雑」（朱〉の小札あり。「萱生家

蔵」印あり。

10-05カ37 や五百三十三 60銭

ハクブツシ

33270 博物志一～四

張華著，周日用等注，鏡湖居士序

京伏見屋藤右衛門（堀Jll)

※第2冊第3冊は内容からみて順序逆。第2冊第

4冊は内題「績博物志」（李石著，握世序，都

穆駿）。第 l冊表紙に「口千三百三十七」「真」

冊
）
刊

4
剖

3

軟
hu
和

l

天

大

の小札あり。

4-47ハ l や五百五十壱 25銭

イウヤウザツソ

33271 酉陽雑狙前集一之二・三之五・六之十

・十一之十四・十五之十七・十八之二十・

後集一之二・三之四・五之六・七之十

大2峡10冊

段成式著・自序，毛晋校・政（前・後集〉

元禄10刊

京 山下氏半六・中村孫兵衛・井上忠兵衛〈宜

風坊書林〉

※「幽霊園図書印」（朱〉あり。柱刻下部に「汲

古関」とある。巻頭の内題「酉陽雑組」。

4-47ユ l や五百0七 70銭

チンセイロタ

33272 沈静録一二～九十 大 1軟 5冊

埜静軒著，朝鮮闘進士螺山居士朴真卿父序 宝永4¥u
大坂村上清三郎

※表紙に「雑」（朱〉の小札あり。

1-69チ 7 や五百三拾四 40銭

リウカウシンジョ

33273 劉向新序ー～五 大5冊

劉向著，程柴校，曽輩序，金華平玄仲言IL点

享保20刊

江戸錦山堂植村藤三郎

※全10巻。各巻内題は「新序」。朱・墨・青の書

入れあり。「平安書障植村玉枝軒儒書蔵板目録」

を附す。

1-69シ46 や五百三拾八 20銭

ワウチユウラウシコタジベン

33274 王注老子園字耕一～四 ，＜11nt4冊

目子龍著，井孝雅序 安永2序・刊

江戸松本善兵衛・須原屋茂兵衛・須原屋平助
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一経書・詩文，絵本一

1-67オ 1 や六拾七番全四 35銭

エンシウセキトクコタジカイ

33275 禽州尺憤園字解上・中・下

大 ll扶3冊

高葛披先生（高道昂伯起）著，蒲原道人赫照序，越

後山義恭元泰政 明和6序，同 7政・刊

京 田中市兵衛・河南四良右衛門・植郡藤右衛

門・梶川七郎兵衛・長村半兵衛

※表紙に「文」（朱），「O千弐百十弐Jc墨）の小

札あり。柱刻「穿州園字解」。

4-05ェ l 弐百五拾九 20銭

ダウシュン
ミ首 ラウシキヤウセウ

33276 審老子経抄上・中・下

林道春著，才質序

京田原仁左衛門（二篠通鶴屋町〉

※各巻内題は「老子虞驚口義褒題」。

大 1峡3冊

寛文9刊

1-67ロ3 や七拾三番全三 50銭

タウサイシデン

33277 唐才子停巻ー～巻五 大 1I険5冊

正保4刊辛文房著

上村二郎衛門

※第 l冊表紙に「停」（朱〉の小札あり。全10巻。

2巻ずつ 1冊とし，上記冊次と阻酷する。柱書

「才子」。朱の書込み，旧蔵者印多数あり。

4-01ト2 や五百三十壱 70銭

スウロタイシ

33278 郷魯大旨巻上・巻下 大2冊

伊藤長胤〈東涯〉著・月島）藤宅悪事故，奥田士亨

践 享保10序，同15駿〈いずれも〉

京蚕文館

※第 I冊表紙に「経」 〈朱）， 「O千百六十五」

（墨〉の小札あり。

1-69ス 1 や弐百七拾五 20銭

ダイガタシヤウクゾタカイ

33279 大皐章句俗解（巻之ー～巻之五）

山田昌殿著，永巷主人序

書捧不明

大5冊を合綴 l冊

寛文11序，延宝4刊

※表紙に「経」（朱），「仁コ三百九十七」（墨〉の

小札あり。

1-66タ20 や五拾萱 30銭

絵 本

ヲンナヨウキンモウヅヰ

33280 女用訓蒙園葉巻ー～巻三・四・巻五

半 l，，決5冊

奥田松伯軒著・自序，吉田半兵衛画 貞享4刊

京片山三右衛門（二篠通）， 大坂山本清三

郎（高麗橋一丁目）， 江戸本屋清兵衛（日本

橋万町〉

※第4・5冊のみ原題策上部を残す。第2～5冊

内題「嘗流女用鑑J。

貴 1-85シ l う拾五全五 7円50銭

シヨサイリユライイリ
所作入 ジンリンキンモウヅヰ

33281 由来入 人倫訓蒙圏実壱～七

半 lI扶7冊

蒔絵師源三郎画，逸名序あり 元禄3刊

京平楽寺「開板」， 大坂村上清三郎（高麗

橋一丁目）， 江戸村上五郎兵衛（日本橋南平

松町〉

※第7冊末に，写本「人倫訓蒙圃嚢補遺」を合綴

している。

貴 3-47シ l 大惣番号札剥落 10円

ヘンガタキハン

33282(1）肩額軌範（初編） 大（2）と合 ll険l冊

合川現和・北川春成画，機亭琴魚序，菅需嘉手抜

文政2序・刊

京袋屋佐七（二保通獄屋町東エ入町〉

※巻末に「文集堂藤板書目」あり。（2）参照。

8-44へ3 さ弐百弐拾六全 (2）共2円20銭

へンガクキハン

33282(2）扇額軌範（二編）萱～五

大（1）と合 l軟 5冊

速水春暁斎編，北川春成画，湯浅経邦序 ） 

文政4序・刊

京袋屋佐七（御幸町二条上ル）・吉田屋新兵

衛（三条柳馬場東）・植村藤右衛門（堀川高辻

上ル），大阪河内屋太助（心斎橋唐物町），江

戸角丸屋甚助（麹町平河町二町目〉

※第5冊は「附録」。巻末に「文集堂蔵板書目」

あり。

8-44へ3 さ弐百弐拾七弐肩全五
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グワ 1ヅスイフヨウ

33283 童園醇芙蓉上巻・中巻・下巻

大 l1険3冊

老蓮真逸（鈴存5〕蓉〉著・自政，亀田犀序（文化：），

皆川思序〈享和3) 文化6刊

江戸青豪閣須原屋伊八

8-44カ5 さ七百弐全三 l円

ソウシセキグワフ

33284 宋紫石画譜天・地・人 大3冊

副孟義編・自i故，（天〉維南牧父序，（地〉源之照序

明和元序（いずれも），同 2刊

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋通萱丁目）・須原

屋四郎右衛門（日本橋通四丁目〉

※天冊に副孟義による凡例あり。序題，天冊は

「花鳥画譜序」，地冊は「宋君赫画譜序」とあ

る。地冊，部分的に多色刷。人冊末に「宋紫石

先生章譜目録」を附す。

8-44ソ3 さ七百三全三 i円50銭

へンシグワフ

33285 遺氏輩譜

渡遺j秦水画，渡遺瑛編序

書騨不明

冊
）
序

軟
hu
政

l

寛

本折大

※表紙に「漢」の小札あり。巻末に清輝主人によ

る「題繋璃主人童巻後」なる詩を附す。

8-44へ4 大惣番号札剥落 l円

ケンシグワエン

33286 建氏喬苑付～三（口・西・南）

大 lI険3冊

寒葉驚孟喬先宅第，門人輯校，高道昂序（明部0),
龍道人雄序（同 8), 木孔襲序（同）， 芥煉彦章序

（同〉 安永4.fU

京風月堂

※第3冊，一部丹青刷り O

8-44ケ I 大惣番号札剥落 l円50銭

ホウコウヰホウヅリヤク

33287 豊公遺賓園略上・下 大2冊

法印大僧都真静序，呉景文・岡本豊彦画，前日吉社

司従四位下祝部希撃践 天保3序・践・刊

書捧不明

8-49ホ l こ弐百八拾六全弐 50銭

シヨシヨクヱカガミ

33288 諸職書鑑 大 l冊

申槻堂主人編，北尾政美画 寛政旬，前5i-L例

江戸須原屋市兵衛（日本橋室町二丁目）

本一

※巻末に『改正月令博物笠』などの広告あり。部

分的に筆彩あり。手刷れ跡甚しD

s~44シ 6 大惣番号札剥落か 50銭

ヱイリ
~ ニホヒプクロ

33289 天にほひ袋上・下 半2軟 2冊

著者未詳，香具軒序 刊年不明

京永原屋源義（高辻通柳橋東へ入町〉

※上冊表紙に「しつけ方」の小札あり。

1-85ニ I そ弐百九番全二冊 I円50銭

ルるヅつナ
なヒひ0

照

却

参
お

※

半 lI険6冊

享保11刊

江戸富士屋（通銀町三町目〉

※絵入り（一部落書的に着色されている）。第2・

3冊墨書題策に「わかむらさき」，第4～6冊

墨書題策に「末つむはな」とある。浮世草子。

『国書総目録』によると宝永5比梅翁著，奥

村政信画。第 l冊巻頭に「わかむらさき」，第

4冊巻頭に「末つむはな」の登場人物の系図あ

り。

4-30ヒ l 大惣番号札剥落θ l円50銭

エイリナンチョウホウキ

33291 絵入男重賓記ー～五 (1693子5冊

州因子三径著・自序 元禄6序・刊

京大和屋勘七良（四条通東洞院東ェ入町〉

※第 l冊表紙に「亡コ十一番」の小札あり。絵は

一部筆彩。

1-84ナ l よ四十三番全五冊 l円50銭

ヱイリ
業全エホウノハルコ7

33292 丈恵ほうのはる駒宣～五

半 lI険5冊を合綴 1冊

著者未詳，逸名序あり 元禄6~u 
江戸万屋清四郎（日本橋万町〉

※第 I冊表紙に「口」の札あり。第2～5冊の原

題策に「たうけはなし」「どうけはなし」と小

さく記されている。

4-25エ l 大惣番号札剥落 2円50銭

お金ホンテウピジンカガミ

33293 天本朝美人鑑ー～五半 11扶5冊

著者未詳

書捧・刊年不明

※仮名草子。第5冊に乱丁あり。 『国書総目録』

によれば貞享4序というが本書は序を欠く。柱
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書および第 1・2・3冊巻末内題は「美人鑑」。

第 l冊表紙に「六拾六番全五冊」の小札あり。

貴8-44ホ 1 つ五百四十弐 5円

サンゴクラウェイキヤウプタイ

33294 三園朗詠狂舞牽乾・坤半 II扶2冊

節志堂文貫著・自序，也来「頚」，東厳堂屋業政，

川枝豊信画 享保16序・駿・刊

京井上忠兵衛

※役者評判記。

貴8-66サ 1 む弐百八拾弐全弐冊 5円

下上
作
嫌

キ機
川一企

打
二
一

w
夜行

雨

カサホけ
都
戸
坂

比
京
江
大

ヤキ

半 ll険2冊を合綴 l冊

木笛庵痩牛著・自序板本夕顔宿漫政 元禄6序

書躍不明

※役者評判記。

貴 8-66ア 1 む弐百八拾三全壱冊 5円

るカゴミミ

33296 天箆耳ー～五

州田清著・自序

田中庄兵衛，高屋庄兵衛

※仮名草子。柱書「くわい中」。題策に「よめば

半 II扶5冊

貞享4刊

おかしひ此世話はなし」などとある。

4-47カ12 そ五百四十六全五冊 2円50銭

l;j;. カクンヱセウ

33297 子家訓檎抄上・中・下半 lI険3冊

陳元費著，逸名序・逸名駿あり 元禄s~u 
山口屋権兵衛（川瀬石町〉

※内題「朱子家訓私抄」。

貴 1-84シ l 大惣番号札剥落 l円

ムスメチリ ケグサ

33298 娘ちりけ草上・中・下半 li肢3冊

如水軒辞角著 元選諸民目立初
児玉氏・並河氏

※柱書「ちりけ草」。末尾に「元禄かのえ辰五月

雨のそら 筆を白河のほとりに執」とある。上

冊題策に「女教」と書込みあり。

貴 1-85ム 1 れ弐百十番 5円

シンノマン
宰Fr ボクサイハナシ

33299 巌木斎はなし（ー～五）

半 1秩5冊を合綴 l冊

著者未詳 元禄8判

本一

書卑不明

※仮名草子。内題「木斎拙審者評判」。見返しに

医者物の草子の書名の書込みあり。上記受入番

号から2250116に変更されている。

貴 4ー25モ 1 つ六百四拾壱 6円

イシヤカガミピヤウニンカガミ
聾者鏡 チタサイレウヂノヒヤウパン

33300 病人鑑 竹斎療治之評判

半 l峡2冊を合綴 l冊

園瓢子著・自駿 貞岩笠駿，向1625もj
大坂庄太郎〈北御堂前安土町〉

※仮名草子。原題策下部に「ゑ入」とある。肢の

後「追加」がある。内題には角書なL0 

4-25チ 2 つ六百八拾七全弐 l円50銭

上・下

プダウツギホノウメ

33301 武道継穂、梅ー～五

石川流宣著・画・自序・自政

江戸相模屋太兵衛

※浮世草子。初刊は元禄年間とされる。

貴 4-42つ4 た七百八十弐 10円

半 1需品伊
宝麿2刊

マ ,illヲンナチヤウホウキ

33302 ゑ入女童賓記
著者未詳・自序あり O

書卑不明

※全5巻。表紙に「女」「柳」「合本一冊」の小札

あり。各巻内題「新板増補女重（調〉賓記」。

冊
）
刊

I
M出回

秩
hu
禄

幻

元

1-85オ 2 け六百三十一 70銭

リツクワキンモウ‘プヰ

33303 立事訓蒙園嚢ー～六 半 1秩6冊

藤立著・自序 元禄8序，同 9刊

大坂高屋彦太郎（本町壱町目〉

※巻二～四の巻頭内題は「立花訓蒙園施入百瓶之

花形」，巻五・六の巻頭内題は「立花訓蒙園」。

8-63リl 百o五番全六冊 3円

チクサイモノガタリ

33304 竹斎物語 大 1軟 l冊

磯田道冶著

書捧・刊年不明

※絵入り。仮名草子。整版本。表紙に「柳」の小

札あり。上・下二冊を合綴したか。

4-25チ 1 千百九十五 2円50銭

シンノマンヱイリ
新板 イングワモノガヲリ

33305 ゑ入因果物語 一二・三四・

五六 大 1秩3冊
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正三道人箸

書捧・刊年不明

※表紙改装。原体裁は各巻 l冊で全6冊か。巻ー

の冒頭に「正三道人間書」とある。仮名草子。

4-40イ3 大惣番号不明 50銭

新板 ジフワウサンダンセウ

33306 檎入十王讃嘆抄萱～五

半 l秩5冊

著者未詳，逸名序あり

書埠・刊年不明

※第5冊の巻頭には「賓満長者巻」とある。

4-40シ 5 よ四百拾八全五 l円50銭

議会 ワカンヰセ、ンロタ

33307 文和漢為善録一～四半 1I険4冊

よもぎが柚人著・自序 元禄元序，同2刊

西村孫右衛門

※内題及び柱書は「大和為善録」。

1-84ワ 1 た弐百七十八全四冊 75銭

マタラノヒピキ

33308 枕のひ Yき上・中・下

半3冊を合綴 l冊

方山真次〈了夢堂〉、著・自序 貞享5刊

京八尾市兵衛・松本九右衛門

※上冊墨書題策には「教訓l」と角書あり。中・下

冊の原題策下部に「守柱之巻」とある。中冊に

逸名の「守柱序」あり。

1-84マ 1 た三百拾八全三冊 2円50銭

33309 春の色 大（折本） 1 l挟l冊

来楊蓬編・自序，巴人亭題言，寄麿ら画 寛政6序

江戸蔦屋重三郎（通油町南側〉

※狂歌集。多色刷・打出技法を施した絵4面あり。

貴4ー25ハ l さ千四拾壱 5円

モモサヘヅリ

33310 百さヘづり 大（折本） 1 1険l冊

後巴人亭光編・自序，華渓老人「書」（1796)

寛政8序・奥書

江戸蔦屋重三郎〈通油町南側〉

※狂歌集。多色刷の絵入り。

4-25モ 2 さ千四拾全 2円

_ .. u ・h イケイセンニンヱホン

33311 論説異形仙人絵本

菱川師宣画，逸名序あり

冊
）
刊

1
ω
2
 

帳

α禄
l

元

大

本一

江戸鱗形屋〈大停馬町三町目〉

※序題「異形仙人つくしJ。表紙に「和」の札あ

り。見返しに「有」印あり。

貴 8-44イ l 大惣番号札原欠か 4円

クワテウヱヅタシ

33312 花鳥絵づくし

菱川吉兵衛画・奥書，逸名序あり

江戸鱗形屋〈大停馬三町目〉

※後補墨書題策に「菱川真跡Jと書込みあり。墨

による汚損および絵が切りぬかれて損われてい

る部分あり。

貴 8-44カ l さ五百七拾六 7円50銭

大 I軟 l冊

天和3刊

コウモウシヤシンカガミ

33313 紅毛写信鏡

昇亭北寿画

書捧・刊年不明

※二見ケ浦・江之島・品川・佃島・深川・両国・

浅草川・隅田川・御茶之水・銚子浦・九十九里

の風景を描いた多色刷りの画集。

貴 8-44コl さ千三拾八 5円

大（折本） 1軟 I冊

エイギヨクグワカン

33314 栄玉繭鑑上・下

月斎画，清原宣光序

書庫不明

冊
）
序

1
m
m
m
 

軟
は
政

l

寛

大

※上冊表紙に「和」の小札あり。

8-44エ41 さ八百拾七全弐 l円

キウラウグワフ

33315 九老画諮乾・坤

九老著，関吏序

京蕃屋儀兵衛・著屋甚助

※乾冊表紙に「和」の小本しあり。『国書総目録』

には寛返す訟とあるが本書には践を欠く。

8-44キ 1 さ八百拾五全弐 l円50銭

冊
）
刊

2
m
u
 

帳
。
政

l

寛

大

カツラカサネ

33316 かつらかさね 大 1軟 1冊

耳鳥斎画，風来山人序 享和3序・刊

大坂河内屋喜兵衛・河内屋宗兵衛・今津屋辰

三郎・塩屋忠兵衛

※表紙に「東」の小札あり。多色刷。関更・四方

山人らの句文をおさめる。

8-44カ10 さ七百五拾壱 I円50銭

－~占 ..l.l.. ~ L ~ • ＇－，ぽ門『キヨウチユウザン

33317 中踊請先生善譜J 胸中山 大 l軟 1冊

鵬斎老人画・自序，輿再政，菊璃老人政
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一絵 本一

文化13序・駿〈いずれも）・刊

「暦委書房蔵J, 京植村藤右衛門（堀川｛弗光

寺上ノレ）， 大坂秋田屋太右衛門（心斎橋安堂

寺町），江戸和泉屋庄次郎（浅草新寺町）・和

泉屋金右衛門〈深Jll)

※表紙に「漢」の小札あり。刊記に「抱一上人畜

譜／文晃先生音譜／近日刻成」とある。彩色刷。

8-44キ2 さ八百四拾 1円

サイシキグワセン

33318 彩色喬選 大 I冊

※参照 明和4刊

大坂渋川大蔵（心斎橋順慶町角）， 京河南

四郎右衛門（堀川通｛弗光寺下ノレ）， 江戸須原

平祐（日本橋南三丁目〉

※多色刷。巻末には「彩色畜誌全三冊」の出版予

告あり。『国書総目録』によれば北尾雪坑斎著。

表紙改装。

8-44サ 2 大惣番号不明 I円50銭

ホクサイグワシキ

33319 北斎画式 大 lI扶1冊

葛飾北斎画，景山慮士序 文政元序，同 2刊

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋一丁目）・和泉屋

庄治郎〈浅草新寺町）， 名古屋永楽屋東四郎

〈本町七丁目）， 大坂秋田屋太右衛門（心斎

橋安堂寺町）， 京伏見屋藤右衛門〈堀川悌光

寺）・和泉屋利兵衛〈三条通御幸町〉

※朱・薄墨の彩色刷。

8-44ホ l 大惣番号札剥落 l円50銭

グワヅタフヰ

33320 畜園拾遺前編上・中・下大 ll扶3冊

高木貞武画・自序 享保5序・刊

大坂瀬戸物屋停兵衛（北久太郎町心斎橋筋）

・臆金屋清助〈天満曾根崎〉

※上冊表紙に「和」の小札あり。巻末に「全部三

巻音園拾遺後編農業武者州木追付出来」と

の広告あり。見返し内題脇に「和朝古筆絵本」

とある。原題策には角書「古筆／絵本」あり。

8-44カ4 さ七百拾三 60銭

シヨグワフ

33321 詩儀喬譜

湯賓予序

写本（竹内敬写〉

※ F清音舘蔵板」と見返しにある。文政7年を乙

酉とするが甲申が正しい。

大 ll扶l冊
(1824) 

文政7写

8-44シ2 さ八百八拾五全壱冊 25銭

メイグワテカガミ

33322 名画手鑑 l冊

廃棄（昭和32.1.7) 

50銭

..l.l.., • ..1.1.. ,, .~ .. －ー叫『 h ジフハチラカンヅサン

33323 三才園曾三十え十八羅漢園讃
大 lI扶l冊

唐山蘇輯・郡部王世貞著 貞享4刊

京経師宗真（三候縄手新五間町〉

※表紙に「雑」の小札，白字で「戻五十二」と打

ちつけ書あり。

8-44シ4 ま三百四十七 50銭

ホンテウグワサン

33324 本朝音纂

谷文晃編

写本〈豪奈写〉

※題策破損。上記書名は早大の大惣本目録によっ

た。編者名は『国書総目録』によるO 奥書には

「文政十二年己丑初夏／於尾張柳原三密道場／

冊
）
写

l
m
n
 

軟
hu
政

1

文

大

豪来写之固圃」とある。

8-44ホ5 大惣番号札剥落 15銭

サウクワセイシヤ

33325 草花生湾

画者未詳

写本

※一部筆彩。

大 ll扶l冊

8-44ク l さ八百四拾八番 25銭

33326 松の葉

画者未詳

写本

※花鳥の写生画集。一部筆彩。見返し，第l丁オ

大 I冊

モテに雑多な書込みあり。

8-44マ l さ八百拾六 20銭

シンコタキンシグ’ワフ

33327 新刻金氏童譜

特大（30.0×19.7cm) I I扶1冊

九峰寄田延著・自政，秦鼎序，塩官常会界題辞

文化10序・駿・刊

京佐々木惣四郎〈寺町）， 大坂松林九兵衛

（心斎橋筋）・森本太助（唐物町），江戸前川

六左衛門〈日本橋中通）， 名古屋片野東四郎

〈本町通七丁目〉
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一絵 本一

8-44キ3 さ八百四拾六 50銭

リンロクゴクワン

33328 林麓娯観 大 ll扶l冊

内田穀「輯選」，芝塙邦山序，桃優勝宜卿政

文化完序・践・刊

「風室舘蔵」

※中華の古筆・印譜集。絵入り。

8-44リ2 さ八百四拾五 30銭

カングワセフケイ

33329 漢書捷径 大 li扶I冊

大倉笠山著 嘉永4刊

江戸須原墨茂兵衛〈日本橋通萱丁目）・岡田

屋嘉七（芝神明前）・和泉屋吉兵衛（企所），

大坂河内屋喜兵衛〈心斎橋北久太郎丁）・秋

田屋太右衛門心む斎橋安堂寺丁）・河内屋茂兵

衛（心斎橋博労丁角）・河内屋和助〈心斎橋本

町北江入）， 京林由兵衛（二傑高倉東江入）

・勝村伊兵衛（寺町高辻上ノレ）・近江屋佐太郎

〈寺町仏光寺上ル）・田中屋治助（東洞院二傑

上ル〉

※表紙見返し内題左に「甥之部」とあるo

8-44カ11 さ八百七拾三全壱冊 30銭

トウパヰイ

33330 東披遺意 大 ll扶1冊

葛殴野人高峻編・自序，安徒子需器字 (1附

宝暦9序，同10駿・刊

京佐佐木惣四郎・清水宗七

※墨書題策「東披竹譜」， 序題「東披画竹譜」と

あるO 表紙に「賞奇軒墨竹譜」の小札あり。

8-44ト3 さ八百四拾弐 30銭

リヨウウンチタフ

33331 李用雲竹譜 大 1冊

寒葉清孟喬著，金竜警禁戸序（問 (1 02) 

明和5序，同8初刊，享和2再刊

京菱屋孫兵衛（御幸町通姉小路上ル町〉

※原題策下部に「寒葉驚先生／臨寓」とある。表

紙に「寒葉斎／李用雲竹普」「漢」の小札あり。

巻末に「皇都書障五車棲識板墨書目」 5丁あり。

8-44リl さ八百三拾五 30銭

チタフシヤウロク

33332 竹譜詳録上・下 大 l軟 2冊

息粛道入蔚丘李街画・自序，隆山守壊罪序，宅嘉戸

謙自牧甫序，村上秀範駿 寛延元政，宝暦6刊

京林伊兵衛

※上冊表紙に「漢」の小札あり。

8-44チ 2 さ八百弐拾全弐 50銭

『『 U J J 占』 h . L 4ぇジヨグワドウチン

33333 百今名義｛墨蹟；書画同珍前・後

大2冊

梧岡都聖肱画・自序 天明3刊

江戸小川彦九郎・丹波屋理兵衛，京林伊兵

衛

※巻末に「宝暦十二年歳次壬午夏六月翻刻」とあ

る。前冊表紙に「漢」の小札あり。原題策は

「書雷同珍」。

8-44シ5 さ八百拾三全弐 50銭

メイジン
~ ランチクク・ワフ

33334 X蘭竹重譜乾・坤 大 I秩2冊

景山中津先生著・自序，山本信有序，よ野正輿践

文化元序・践・刊

江戸須原屋茂兵衛

※乾冊表紙に「漢」の小札あり。原題簸には乾冊

・坤冊にそれぞれ「蘭譜」「竹譜」とある。坤

冊末に「渉趣園蔵板／蘭竹重譜二冊／同後編

績刻」とある。

8-44ラ2 大惣番号札剥落 40銭

イウイウイツキ

33335 優灘ー苛 大 l峡 I冊

根本常南（蟻斎〉画，南山道人序，谷隆盛「小引J,

国元穆~~｛~？）IJ, 志士轍「題言」， 勾欄主人「後

序」 寛政9序・「小引」（谷）・「後序J，同10題言・刊

「i零裏蟻費社中」

※詩画集。一部色刷。

8-44ユ 1 さ八百八拾壱番 1円

チクドウサンスイグワカウ

33336 竹洞山水音稿乾・坤 大2冊

中林成昌著・自威梅侠悪課亮序 (18附 (1812) 

享和元政，文化6序，同 9刊

京植村藤右衛門・藤井孫兵衛・林宗兵衛・泉

太兵衛，尾張片野東四郎

※原題策及び序題は「竹洞畜稿」。原題策下部，

乾冊に「書式」，坤冊には「事古」とある。一

部色刷。

8-44チ l 大惣番号札剥落 50銭

スイフテイギグワフ

33337 翠釜亭戯画譜 大 li扶1冊

翠釜亭画，戯域貼仙序，酔郷老頑践，徳員朱玄黙践，
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瞬嘩子抜

書嘩・刊年不明

※見返しには「競珍堂較正／正較堂珍蔵」とある。

役者の姿絵集。見返しと初丁に「弐番」「仁」

と書込みあり。

貴8-66ス l さ千六拾八 I円50銭

サンジサンスイグワテフ

33338 三時山水書帖上・下大（折本） 2冊

秦鼎序，秦世毒政 文部1伝
書皐不明

※多色刷。折本を背に紙をあてて綴じている。表

紙に打ちつけ書の書名は「山水書帖」。

8-44サ 3 大惣番号札原欠か 2円

手1ス勺ゲワ 7

33339 名数喬譜萱～四 大I峡 4冊

大原民聾著・自序，清原宣明需附 (18 0) 

文化6序，同7自序・刊

「紀藩南嶺舘醸」

※一部色刷。第4冊は萱～参冊までの書画及びそ

れらの作者についての説明を記す。各冊見返し

などに絵の書込みあり。

8-44メ 2 さ六百四十七全部四冊 l円

クワヰ

33340 花実草木各四巻 大8冊

所在不明（早稲田大学蔵大惣図書目録によれば「廃

棄」）

※9-25カ lに，岡本（明和2刊〉あり。

6-21カ I 2円50銭

サウモクセイフ

33341 草木性譜天・地・人 大 1帳3冊

清原重臣撰，沼田月斎・強罪文明s2Y吋野
清原重光校，秦鼎政文政6自序，同 8序，同10政

書捧不明

※もと附属図書館にあった時の配架番号は「6ー

21ソ lJ。
薬学S34 さ六百三拾四 l円50銭

イウドクサウモクヅセツ

33342 有毒草木図説前・後 2冊

廃棄〈昭32)

I円

タウドメイサンヅヱ

33343 唐土名山園舎天・地・人 大3冊

芙蓉木薙画・自序，皆川悪序，木恭駿 (1 1) 

享和元序・政

本一

江戸須原屋茂兵衛（日本橋通壱町目〉

※見返し内題の右に「芙蓉先生事寓」とある。序

題・目録題は「名山勝菜園」。人冊末に「日本

名山園舎谷文晃先生蕃全三冊」の近日出版

予告，及び須原屋の「略書目録」を附す。

8-44ト2 さ五百四十六全部参冊 75銭

フクゼンサイグワフ

33344 福善粛書譜ー～五

縦長（27・5×品？cm)（折本） 5冊

藤彰甫画・自駿（第4冊， 天明元），来山道人巣握

固序〈第l冊，文化11），石川安貞序（第2冊，天

明元），天放老人序（第3冊，天明元），園南居士蹴

（第5冊，天明元），鈴木腺駿（第5冊） 天保11刊

酔雪軒蔵

※画はすべて多色刷。刊記は第4冊末にあり「天

保庚子十年」とあるが，庚子は天保llo

8-44フ3 さ六百三拾八 2円

ヅエソウイ

33345 園給宗葬ー～七 大 l秩7冊

楊爾曽字聖魯編・自序，沖賓萎汝佐園

高暦35序，享保20刊

江戸須原屋新兵衛

※見返し内題右に「合併諸名公盈譜筆法口訣倶全J,
左に「武林楊衛夷白堂精刻不許沓刊」とある。

第 l冊表紙に「漢」の小札あり。

8-44ス2 大惣番号札剥落 l円50銭

ヒカンゲンサンスイグワシキ

33346 費漢源山水画式上巻・中巻・下巻

大 lI扶3冊

費漢常葉；費晴湖序〈乾隆叫鬼道山樵津元糧序

（天明 7），木薙文照序〈同），社高雄飛駿（同）

寛政元刊

江戸須原屋茂兵衛

※上記書名は原題策による。柱書「費氏画式」，

各冊扉の書名「山水書式」。下巻末に「鈴木新

兵衛先生画」とある。第 I冊表紙に「漢」の小

札あり。

8-44ヒ1 大惣番号札剥落 50銭

ランサイグワフ

33347 蘭粛音譜蘭部ー～四・竹部一～四

大8冊

森蘭清文群子禎著・画・自序，伊藤善詔序，片猷序，

金谷興般践安永7序（いずれも〉・政，天明 2刊
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江戸須原屋茂兵衛，京山本平左衛門・吉野

屋為八・大和屋勘兵衛・林伊兵衛，大坂梁瀬

惇兵衛・大野木市兵衛

※蘭部には目録につづき「繍江熊先生小停」，竹

部には自序がある。竹部第2・4冊の一部色刷。

柱書には「南頭先生童停」とある。竹部第4冊

末に「蘭粛童譜花鳥部嗣出」とある。

8-44ラ l さ六百廿九部四冊 3円

カイシエングワデン

33348 芥子園畜停ー～五

大 11扶3冊および軟なし2冊

王安節（玉繋〉著，笠翁李漁序，陳扶揺践

康照18序

「日本河南氏翻刻」

※第4冊の途中から第 5冊にかけて諸画家の「事

倣」があり多色刷。 8-44カ21に同書あり。そ

れによると本書は三集あるうちの初集にあたる

ことがわかる。序によると，序者の婿の因伯に

命じて上梓せしめたとし、う。

8-44カ8 さ六百弐拾壱全五 1円50銭

カイシヱングワデン

33349 芥子園輩停ー～六 大6冊

王宮草・王安節・王司直編，玉津弘序

康j照40序・成

「芥子園甥舘錆蔵」

京河南四郎右衛門（堀川通悌光寺下ル町）・

植村藤右衛門（同）， 江戸西村源六（通本町

三町目）， 大坂大野木市兵衛〈心斎橋筋安堂

寺町〉

※原題簸書名の下にー～四は「花鳥譜」，五・六

は「人物棲閣式」とある。第 1冊19丁に「畜停

三集巻末日」あり。序より，第三集は蘭竹梅菊

の描写法を示した第二集に続き鳥獣草木の描写

法を示すために著されたものであることがわか

る。ただし同書8-44カ41にみられる「草虫

花弁譜」は本書では省かれ，新たに第5・6冊

に「人物棲閣式」が付加されている。第2冊4

丁オに「舘毛花井譜」とみえる。第2～4冊各

本文内題は「青在堂花井矧毛譜上冊目」 「青在

堂鏑毛花菓譜上冊目」「（同〉下冊目」。第3・

4冊多色刷。

8-44カ8 さ六百弐拾全六 I円50銭

本一

サンスイキクワン

33350 山水音観 前編ー～四・績編ー～四

前編中 H味4冊および績編半 l軟4冊

旭江淵上禎白亀著

（前編〉自序〈寛政11) 寛政也知

大坂鳥飼市左衛門・松村九兵衛・渋川清右衛

門・渋川輿左衛門・柳原喜兵衛， 「鳴亭蔵板」

（続編〉梅崖居士序（享和元〉 享和2知

前編の書障に森本太助が加わる

※大惣番号は続編にある。前編第 1冊には剥落の

跡あり。続編第 l冊表紙に「漢」の小札あり。

続編第 l冊見返しに「大日本勝地真景／旭江先

生縮園」とある。内容は〈前）ー「山陰奇勝」，

二「山陽奇勝」， 三「南海奇勝」， 四「西海奇

勝」，（続〉ー「五畿奇勝j，二「東海奇勝」，三

「東山奇勝J，四「北陸奇勝」。

8-44サ 4 さ六百五拾三 l円

キンシンシウコウ

33351 
錦心 チングワフ

鰐口 王.11¥画譜上・中・下

半 11険3冊

一龍子著・自序，花耕山人画 宝前6色面771~1
京小佐治半七・梶川七郎兵衛・河南四郎右衛

門・同四郎兵衛

※部分的に筆彩。刊記部分に『罪百女停』の近日

刊行予告ありo

4-25チ 4 う六百五拾四 60銭

エパナシジテウサイ

33352 画話耳烏粛春・夏・秋・冬

半 I軟4冊

松屋平太左衛門（耳鳥斎〉著，花療道人序

天明 2刊

京八文字屋八左衛門（東洞院二条上ル町〉

※春冊末に『画書水や空』，秋冊末に『慶子画譜』

『華夷通商考拾遺』の近刊予告あり。

8-67エ l う六百六拾七 l円50銭

jj'ゲワソ
司在 スイグワシナン

33353 ~水画指南 半 li扶l冊

松本一雄著・自序，日内爾主人蹴

文化14序・践，文政元刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋通）， 京植村藤

右衛門（堀川通）， 大坂橋本徳兵衛（心斎橋

通）・前川嘉七（同〉

※一部多色刷。文化14の凡例あり。
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8-44ミl う百八拾回全 50銭

ゾウホ
f蛍ヱホンワスレグサ

33354 漏絵本忘草 半 i軟 1冊

著者未詳 安永 2 「再校」

大坂渋川清右衛門（心斎橋順慶町柏原屋〉

※見返しに「槍本目録」があり，裏見返しには

「女大学賓箱」の広告がある。絵は一部筆彩。

原題策書名の下に「草木鳥／獣魚虫」とある。

『国書総目録』によると本書は享保3刊本の増

補本である。

8-44エ39 う四拾七番 50銭

エドシヨクニンウタアハセ

33355 江戸職人歌合上・下 大 ll扶2冊

石原正明著・自践，藤原春季画，藤原泰周序（則8)

文化5序

名古屋永楽屋東四郎（玉屋町〉

※践によれば，本書は文化2年 7月10日磯部千貝

の聞書という。下冊末に書障の目録あり。

4-23エ l ふ七百四拾八全弐 50銭

ネザメノトモ

33356 ねさめの友 大 1軟 l冊

元禄9刊寺田友英編，長谷川等蹟画，雲竹書

書捧不明

※末尾 l丁破損。上記の編画者・刊年は『国書総

目録』による。半丁に絵 1面と和歌 I首を収め

る。

8-44ネ 1 大惣番号札原欠か 30銭

7 ウケウザツグワ

33357 孟喬雑書ー～五 大 l軟 5冊

寒葉清建孟喬（建部綾足〉画・自序，伊勢高道「引」

明和7序・「引」・奥書，同 9刊

大坂渋川与左衛門（心斎橋順慶町）， 京上

坂勘兵衛（四保通御幸町西江入丁）・梅村宗五

郎〈御幸町通仏光寺上ル丁）・神先宗八（寺町

通四僚上ル丁〉

※原題策「孟喬師漢雑音」。第 I冊表紙に「漢」

の小札あり。

8-44モ l さ六百三十壱全部五冊 2円

クンヤクゼンザウ
訓誇 ニジフシカウ

初頴日記故事 全像 二十四孝33358 

上・中・下

石川雅望〈五老山人〉訳，

忠信堂主人序

半 l軟 3冊

茂木寛（菖渓主人〉画，

寛政9刊

本一

江戸蔦屋重三郎（常盤橋御門本町筋北ェ八町

目通油町〉

※原題策は「繕本二十四孝」。下冊末に『初頴日

記故事弟忠信之部』他の刊行予告あり。また

「耕書堂蔵板檎本目録」を附す。

8---:44ェ11 う弐百拾八 20銭

フタネズミシリヲノフトザ‘ヲ

33359 福鼠尻尾太梓上・下半 l秩2冊

棲川慈悲成著・自序，歌川豊康画 享和4序・刊

江戸近江屋輿兵衛〈日本橋通四丁目）・山田

屋三四郎

※多色刷。

4-..:43ア26 亡二コ0 I円

33360 

ヱホンタソガレグサ

絵本黄昏JJ$ ー～五

半他 l冊と合 I軟 5冊を合綴 l冊

岡田玉山著・画，浪華人の瓢太郎序寛政5序・刊

京大和屋吉兵衛（数屋町三条上ル町〉

※「万利」印あり。 30335『檎本玉池水』と同峡。

8-44エ 6 う六百三拾六 50銭

エホン
おil'i フクジユエガホノミナト

33361 去福毒笑顔湊上・下半 1軟 2冊

水守木々子著・自序，花言秀山人校，後素軒清月画

寛政10刊

京 蕃屋勘兵衛〈烏丸五条下ノレ二町目）・伊勢

屋庄助（烏丸通六角下ル〉

※序の後に「口上」あり。下冊末に『福蕎身ふり

の湊』『福寿かのへさる』の続刊予告あり。

4-43ア25 う五百拾五 20銭

ニホンメイプツヅヱ

33362 日本名物園舎萱～伍 半5冊

平瀬徹鷲著，長谷川光信画，半時庵序，赤松閣平瀬

忠望践 宝暦4序・刊

「赤松閣版」，江戸西村源六（通本町三丁目），

京蕃屋勘兵衛（四僚通寺町西）・兼屋喜兵衛

（寺町通松原）， 大坂丹波屋停兵衛〈北久太

郎町心斎橋東）・千種屋新右衛門（松町）

※巻頭内題「日本山海名物園檎J, 柱書「山海名

物園槍」。第5冊末に「浪花書林赤松閣」（千種

屋新右衛門〉の蔵板目録 l丁半を附す。

9-01ニ 3 う六百六 40銭

エホンチチプヤ7

絵本千ミ武山上・中・下33363 

半他5冊と合 lI扶3冊を合綴 l冊
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北尾重政画，玄ミ斎序 寛政5判
江戸 山崎金兵衛（本石町三丁目十軒店）， 大

阪河内屋八兵衛〈心粛橋筋南久賓寺町〉

※33364と同帳。下冊末に河内屋八兵衛の「崇高

堂蔵板目録」がある。

8-44ェ9

エホンヒヲドシヨロヒ

絵本緋威鎧（上・下〉

半他3冊と合 l軟 2冊を合綴 I冊

享和2刊

本一ー絵

33368 

下河辺拾水子著・画

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル町〉

※下冊末に絵本類の目録あり。書込み・筆彩甚しO

30360『槍本女貞木』 3冊と同帳。

8-44ェ24 う三百五拾三

30銭一一
一拾一一

一百一一
一〉つ

20銭ヱホンチカラコプ

絵本智迦良児布ー～五

半他 1冊と合 l秩 5冊

享和2序・刊

ヱホンヨシツネヤシ7カツセン

絵本義経八島合戦上・下

半他3冊と合 1映2冊

下河辺拾水子・堀田里席子画，逸名序あ？1 6) 

文化3序・刊

名古屋菱屋久兵衛（本町九丁目）， 京菱屋

治兵衛（寺町通松原上ル町〉

※30443『槍本勇武鑑』 3冊と同帳。

33369 

25銭

33364 

勝川春亭画，曲亭野史序

江戸鶴屋喜右衛門（通油町〉

※33363と同秩。

一一
一拾百一一

一〉勺ノ8-44ェ8

春遺草

上・中・下

半 ll快3冊

下河漣拾水子園，似童散人序 享都2住・刊

京菱屋治兵衛（寺町松原上ル町〉

※序題は角書を欠く。目録題は「古今勇者車」。

下冊末に菱屋治兵衛の「福寿軒槍本目録」があ

る。

一部筆彩を

20銭う三百五拾壱8-44ェ37

ムシヤ
王子エホングンノマフノマキ

著絵本軍法巻

施す。

33370 

半 l冊

園者・刊年未詳

大坂勝尾屋六兵衛（北久太郎浪花橋筋西江入）

※上記書名は後補墨書題策による。致点の絵本を

集めたもので，柱書は「為」 「よしつね」 「カ

イ」「花」「武」「勇士」などとある。

8-44ハ 3 う三百六拾六

33365 

30銭

半 1軟 5冊

エホンヨリトモイツシヤウキ

絵本頼朝一生記（上・下〉

半 lI険2冊を合綴l冊

紀吉信画，逸名序あり 寛長Wm
京菱屋治兵衛〈寺町通松原上ル町〉

※下冊裏見返しに菱屋治兵衛の広告あり。

8-44エ38 う三百五拾弐

30銭う三百六拾全三8-44ェ2

寛政11序・刊

大坂 JI[口惣兵衛・大西甚七・松本平四郎

※序題「異国一覧」。第5冊末に「大日本図書誠

之圃」あり。

五

政
～
人

一
幸子

ン
覧
附

チ

一

勢

”
園
尻

イ

異

自

村
山
争

ェ
経
丸花

3
園

初

光
お

春

33371 
70銭

（※参照〉

半 1秩4冊を合綴 l冊

〈四天王土妹退治〉堀尾新九郎守保著・画，園乙州

序 元文3住

う六百八番8-44ェI

ヱホンパケモノゴテン

絵本化物御殿33367 

10銭

ブトクパンゼイカガミ

武徳寓歳襲 （上・下〉

半 l軟 2冊を合綴l冊

画者未詳

書捧・刊年不明

※源平合戦や曽我物語などの名場面を集めた絵本。

8-44フ l う三百五拾八 10銭

33372 
書皐不明

※上記書名は合綴の墨書題簸による。「四天王土

妹退治」 （乱丁あり〉の他，化物の百人一首

〈柱書「百」），猿がさまざまな人物に扮する絵

本，柱書「もうしう」とある絵本を合綴。表紙

に「口物四天王土妹退治／百人一首」と打ちつ

け書き。一部筆彩を施す。

8-44ェ22 う四百三拾壱
上・中・下半 li険3冊寓世不朽春

画者未詳
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書捧・刊年不明

※歴史・文芸史上の名場面を集めた絵本。

8-44ハ 4 う三百四拾壱 20銭

オトギサンセウコウナヅキ

33374 お加三笑子黙頭松・竹・梅

半 l軟3冊

画者未詳

書捧不明

※『国書総目録』によれば寛保 2~Jかo 各冊 l 話
の計3話より成る。梅冊のみ内題「繕本猿島六

本杉」がある。

8-44オ l う六百三拾七 1円50銭

サイカイプユウ ？ Jレ

33375 西海武勇丸 半 l軟 l冊

逸名序あり

書捧・刊年不明

※多色刷。

8-44サ I う七百五拾四 5銭

サイミヤウヲFノケウクンヒヤ71/ユ
最明寺殿 ヱホンジミヅノイケ

33376 教訓百首 絵本清水乃池

半他3冊と合 l軟 l冊〈※参照〉

西川祐信著・画，中村三近子序享保16序，同19刊

京菊屋喜兵衛（寺町通松原下ル町〉

※末尾に菊屋の絵本類書目を附す。裏見返しに

「絵本しみづのいけ全部三冊」との刷り物を附

す。丁附から見ても，原体裁上・中・下3冊を

合綴したものらしい。

8-44エ4 う五百廿九全萱冊 50銭

ワカン
宗門 ヱホンユウシサウ

33377 語絵本勇士州（上・下〉

半他6冊と合l軟 2冊を合議l冊

西川祐予〈文華堂祐信嫡男〉著・画・自序 (1 3) 

宝暦3刊

江戸鱗形屋孫兵衛〈大停馬町三町目）， 京

菱屋治兵衛（寺町通松原上ル町〉

※末尾に菱屋の絵本目録を附す。 30365『鎗本武

者大悌棲』（3冊を合緩l冊）・ 30366『絵本武

者評判』（5冊〉と同帳。

8-44エ34 う三百五拾四 20銭

事千 エホンプユウザクラ

33378 最槍本武勇楼上・下半 1軟 2冊

長谷川光信画 宝暦6刊

書埠不明

本一

※上記画者・刊年は『国書総目録』による。

8-44エ29 う三百六拾壱 20銭

ゾウホカシラガキ
増補 キンモウヅヰ

33379 頭書訓栄圏美一～八半8冊

中村崎著・自序 寛文6序，元禄8~J
書嘩不明

※上記冊次は後補の通し番号による。原題策は剥

落などで不揃いだが，本来は第 I冊が目録，以

下がー～七〈全21巻）。 各巻内題「頭書増補訓

蒙圏葉J，序題と凡例の題は「増補訓蒙園嚢」。

10-03ソI う拾査全八 60銭

エホンコジダン

3お80 絵本故事談 萱～四・五上・五下・六

～ 八半l朕9冊

山本序周著・自駿， 椎本嘗徳貞夫才麿序， 橘有税

〈守国〉画 正徳4序・駿・刊

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋南査町目）， 大坂

大野木市兵衛〈心斎橋安堂寺町）

※「八」冊末に「全本繁多故分之為両編而令所顕

者前編也猶後編也候来日可令刊行者也」とある。

8-44エ3 う十 85銭

モロコシキンモウヅヰ

33381 唐土司＂栄圏実序回・ー～十四

半15冊

平住専荏著・自序，楢村静I画：1弘玉井直道序，

穂積以貫政 享保3序，同4自序・政・刊

大坂大野木市兵衛（安堂寺町心驚橋）， 江戸

須原茂兵衛（日本橋南一丁）

10-03トl う拾三全拾五 75銭

プンルイヱホンリヤウザイ

33382 分類書本良材ー～十 半 I帳10冊

淡水居士画，馬場信意編・序 正徳5序・刊

江戸須原茂兵衛〈日本橋南萱町目）， 京柏

屋四郎兵衛（二条通御幸町西江入町〉

※内題「画材良材」。内容，ーは画法・明君之部。

以下，原題策下部の記事によれば，二忠臣・三

聖賢・四美人・五仙人・六智臣・七勇臣・八お

よび九詩人・十雑説の各「故事来暦」。

8-44フ 5 う弐拾四全拾 l円50銭

エホンヒジフクロ

33383 絵本秘事袋一～四・六・五七

半 1軟 6冊

文華堂西JI!自得受祐信画，津井随山序
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安永4序・刊

京近江屋市兵衛（堀川通四条下ル町〉

※第6冊は巻七・巻五を合綴し原題策「七八」

を「五七」に訂正している。歌題ごとに和歌一

首・挿絵半了を集めた絵本O

8-44エ23 う三拾七全七 2円

グワテンツウカウ

33384 章典通考ー～十 半 li扶10冊

普帝大岡子雑著・自序，橘耕次守園尾J住専安践

享保12序・践・刊

大坂賓文堂大野木市兵衛（心粛橋筋安堂寺町

五丁目南江入西側書林秋田屋）， 江戸須原屋

茂兵衛〈日本橋南査丁目

※見返し内題の上部に「故事談後編」とある。大

岡普粛は「大坂安堂寺町五丁目」， 橘耕次は

「同II原慶町四丁目」住。巻末に「賓文堂蔵板橡

顛目録」 3丁を附し，そこの本書の紹介に「故

事談にもれたる和漢の故事を集め山水等くはし

く出す」とある。

8-44カ 3 大惣番号札剥落 l円

ハツセンザイフカノイツスイ

33385 八千歳鱗一睡

編者・画者未詳

書捧・刊年不明

※歴史上の武者を集めた絵本O 部分的に筆彩あり。

8-44ハ 2 大惣番号札剥落 40銭

半 l冊

コウシジセキヅカイ

33386 孔子事蹟園解萱～三 半 1I快3冊

小林高英編・自威瑞陽口授，張府警嘉戸序，天民

・鷺洲画 文化2序・駿・刊

江戸小林新兵衛（日本橋南二丁目〉

※第3冊の裏見返しに小林新兵衛の画本の目録あ

り。

8-44コ2 う弐百拾五 20銭

コンジヤク
4ト ヒヤクキヤギヤウ

33387 昔百鬼夜行初篇萱～三

半 l軟 3冊

鳥山石燕画・自肱，雪中庵萎太序，書票序

安永4序（老輩）・

自駿， 品15初刊， 品767住（萎太），文イt82）「求板」

伊勢長野屋勘吉〈洞津書林〉

8-44ヒ3 う六百三拾 1円

雨霧雲

ヰ
ー
一
足

η
拾

件
鬼け百

川
今
昔oo 

nδ 
円

δ円。
Q
U
 

半 1軟 3冊

鳥山石燕画・自序，勝武幹序

安永9自序，同10序・刊

江戸 出雲寺和泉操（日本橋通査丁目）・遠州

屋弥七（元飯田町中坂〉

※一部筆彩を施す。目録題「百鬼夜行拾遺」。

8-44ヒ2 う六百三拾三O I円

ツウゾクグワヅセイユウダン

33389 通俗画園勢勇談天・地・人半3冊

志水燕十著，華川山人序，鳥山石燕画

天明 4序・刊

江戸蔦屋重三郎（通油町〉

4-45ツ10 大惣番号札剥落 3円

オサナゲン

33390 おさなけんしー～十

立闘著・自序

八屋勘兵衛

4-30オ l ふ五百拾回全拾冊 2円

大 1軟10冊

寛文10刊

カイフ
同ウラノニシキ

33391 議浦之錦上・下 大2冊

大枝流芳著・自序・自践 寛延2ト政，同4お
江戸西村源六（通本町三丁目）， 大坂渋川

清右衛門（心斉橋順慶町）・伊和惣兵衛〈南新

町壱丁目〉

※原題簸「貝重量浦の錦」。序題「介譜浦之錦」。上

冊表紙に「品」の小札あり。

8-64カ 2 こ八百三拾壱全弐冊 80銭

アヅマノット

33392 吾妻のっと上・下 大 I軟 2冊

西浦祐賢（鶴亭〉著，西隈山人序，繁雅令語字

文化9序・刊

江戸須原屋伊八（東叡山池之端）， 京吉田

新兵衛（三条通富小路）， 大坂扇屋利助（瓦

町中橋筋〉

※上冊が乾之巻，下冊が坤之巻。上冊の表紙に

「居」の小札あり。

5-85ア 2 ふ四百弐十九全弐 I円

サイイウリヨダン

33393 西遊旅謹巻之萱～巻之伍大 1帳5冊

司馬江漢著・画， 門人蘭江平民誌，福山太田方序，

赤穂神仁コ序 寛政2成，同6序くいずれも〉
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本一

と共に入るO 中本の基準よりわずかに大きい。

「禁多棲Jと「都鹿斎」は同一人か。末尾に

「此類書都鹿斎撰述戯作物目録Jあり， 4部の

書名をしるしている。

4-43サ12

一絵

書卑不明

※江戸長崎往復の紀行画文。第5冊末に「春波棲

蔵版目録」半丁を附す。

5-85セ 7

ヱホンタケノハJレ

33394 絵本竹濃春
猿喉巷著・画

写本

※筆彩画あり。稿本。官頭に「ことし文政十三年」

とある。豹の見せ物の記録。原表紙の上から表

紙を改装。

30銭う九百六拾五

I円

半 l軟 l冊

文政13成

じ二コ壱全五

仙聖船山喜一輔之著・自序

尾州 風月堂・玉山房・永楽堂

※各巻「ー」丁表の書名は「繕本葬間入／工夫之

錦前編」。算術の入門書。前編四十一間，答は

「後編に委し」というが，その後編を欠く。扉

には「全三冊」とある。船山輔之は「山路君樹

先生門人」。題策に「そろばんの事」と書込み

あり。

冊

刊

μ民
耳

目

’

E

－－

之
綴
。
序

下
合
間
7

．
を

ω政

巻

冊

寛

L／
－

円

L

上

半

編

エホンタフウノニシキ

絵本工夫の錦33398 

エホンウノハナガサ

33395 絵本卯濃花賀沙

猿猿蓬著・画・自政

写本

※筆彩画あり。稿本。おかげ参りの記録。表紙の

下書きが挿み込まれており，そこには「画誌卯

花笠J，「人なみにあたまかけたるほと Lぎす」

の発句，「かうりきのほん」と記されている。

1-04エ l 大惣番号札原欠か 60銭

30銭

冊
）
践

Iω
目

映
は
政

l

文

大

大惣番号不明6-24ェ l

ヨナホシゾウシ

33399 世直しぞうし

猿猿蓄著・画・自序

写本

※稿本。序文中に「今恋文政二年己夕日六月十二日

の大地震」云々とある。

5-19ヨ 1 う九百三拾九θ

20銭

半 1軟 1冊

文政2成

う五百弐拾四6-41エ l

10銭

ホウリヤクカノトミダイゴホフヱ
賓暦辛巴 テイギノヅ

大御法曾 庭儀園

ボンアソピカウロホウ・

＠盆遊香燈峯・
ナ ゴヤチヤウヂユウポンテンツクリモノノヅ・

②名古屋町中焚天造物之国・
パウデンカウ・ テツパウデンカウ

③防実考・＠綴防実考

33396 

半 lI扶l冊

宝暦11成

33400 

編者・画者未詳

京霊著軒

※内題「本願寺聖人五百年忌大御法曾庭儀之園」，

後補墨書題簸「空整会御法曾J。

1-21シ25 う六百四拾三

半 li扶l冊

10銭

半 li扶I冊

ムシメツケジ

33401 議日付字
著者未詳

書捧・刊年不明

※虫尽し絵本。

8-44ム 1

写本

※①～④合冊の表紙題策に「顎禁香櫨峯」とあ

る。

①吹党子序〈宝暦13）。上巻のみ。中途より内

容を省略している。

②著者未詳。図のみ。表題横に「宝暦十三英未

年Jと記す。

③著者未詳o「天明乙己七月吉日」（天品75）奥

書。防莫（ボウデン）をボンデンと唱えること

の考証。

④奥書「天明乙巴秋九月／城南芯努慧頼慢書」。

1-04コ3 う九百三拾壱 30銭 30銭

・

冊

序

刊

四

3

人
・

三

秩

散

序

之

l

陰

・

巻

半

襟

劃

二

画

内

閣

一
春
問
、
j

之

重

刷

れ

巻

山

部
燥

ョ

大惣番号札原欠か

ヱホンノミイサウグンダン

絵本徽磨軍談

巻之五六

錦海船越敬祐著・「述意J,

33402 
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写
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※

東
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ー絵

大坂「藤六亭蔵版J

※本文は巻之五迄。巻之六は，「徽癌雑話」。本書

は売本でなく，病に苦しむ人々のため望みの人

に無料で頒布する由，巻末に記す。延寿丸など

家製の薬の広告多しo

4-41サ66 そ九百弐拾七全三 30銭

タワンクセン

33403 冠匂選 半 1軟2冊

柳江蓄撰

書庫・刊年不明

※冠付の秀句選。墨・薄墨・朱の 3色刷りの挿絵

を添えている。

4-25カ3 う百九拾壱 25銭

タチ，＇｛ナヒン Jレイカウ

33404 茅藤果品類考（正編）・後編

半 lI険2冊

灘河山人著， 桂蓄木村宅第序（正篇）， 月号属F
〈後篇〉 （正篇〉寛政9序・刊，（後篇〉同10刊

大坂尼屋輿兵衛〈心斎橋塩町）， 京吉田新

兵衛〈寺町二条下ル町〉

※正篇の後補墨書題策・続篇の原題策・目録題な

どは「橘品類考」。もと附属図書館にあった時

の配架番号は「6-21タ I(180と書込みあり）」。

薬学.T2 大惣番号札原欠か 55銭

テウセンジンダイギヤウレツキ

33405 朝鮮人大行列記

半他 l冊と合 l朕l冊

逸名序あり 宝暦13刊

京菊花堂菊屋七郎兵衛〈寺町松原上ル町〉

※原題策「（旗印の中に）清道／朝鮮人大行列記

大全／宝暦十三未年新板ゑ入」， 目録題「朝鮮人大行

列記大全」，序題「司読許来朝物語」。 30183『朝

鮮人大行列記』（延享5版） I冊と同秩。

5-13チ 2 大惣番号札剥落 10銭

ワカン
安nゾウホヱホンホウカン

33406 長増補書本賓鑑ー～九
半 l軟9冊

「無名子」序 元禄11序

書捧不明

※序題・柱書「増補檎本賓鑑」。 第 l～6冊の内

題「繕本賓鑑」，柱書「槍本」。第7～9冊の内

題「増補槍本賓鑑」，柱書「増給本」。 『国書総

目録』に載る「絵を表舞」 （六巻，橘宗重作，

長谷川等雲画，貞享5刊〉の増補本か。和漢の

本一

人物，故事などについて記す。

8-:-44エ31 う三拾回全九 60銭

フウリウ
図 ユキノエジカウ

33407 涜遊貴之衣司香ー～五

大 l軟 5冊を合綴1冊

種柏著・自序，逸名序あり，奥村政信画宝永5序

京横山松之丞〈智恩院前）， 江戸辻村五兵

衛〈浅草田町〉

※書名の表記は多様で，「雪の衛士香J「タ幾の衛

治孝」などo浮世草子。

貴4-42ユ 1 あ百五拾九 45円

シンシュン
主i:;: フウリウカガミガイケ

33408 i 風流鏡か池査～六

大 l軟6冊

濁遊軒好文の梅吟著・自序，奥村政信画宝永6刊

江戸燕雀堂平野屋吉兵衛（牛込肴町〉

※見返しに「此書は薄雪物語様の書也」と書込み

あり。表紙に「仁コ物語也」の小札あり。浮世

草子。

貴4-42フ5 あ百四拾四 40円

シンノマン
宰存 カウシヨクゾクムラサキ

33409 巌好色俗むらさきー～五

半 1軟 5冊

輩俳軒流宣著・自販 元禄7刊

近江屋九兵衛〈長谷川町〉

※浮世草子。「名古屋書林松屋善兵衛」印あり。

貴 4-42コ3 大惣番号札剥落 25円

シンパγ
主i:; カウジヨタエドムラサキ

33410 ~好色江戸むらさきー～五
半 I秩 5冊

石川氏〈流宣〉著・自践 i 刊年不明

「作者石川氏版本」

※浮世草子。挿絵に朱・黄の筆総？、し汚損あり。

『国書総目録』によれば，貞享3干U，古山師重

画。

貴4-42コ4 大惣番号札剥落 15円

主i:; ホンテウプケオホケイヅ

33411 桜木朝武家大系圏一～四

大 l軟4冊

著者・刊年未詳

江戸 「本問屋開板」（通油町〉

※第 1・2冊は墨書題策で角書なし。第 l冊の本
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文に朱の書込みあり。第3・4冊原題策下部に ※第2冊を欠き，第5冊が2部存する〈計5冊）。

「ゑ入」とある。 板行者額田正三郎は風之と同一人。巻末に『福

5-64ホ5 や九百五十三 2円70銭 おこし』『春ふくろ』『耳過賓』の広告をのせる。

30369と同帳。

8-67カ4 大惣番号札剥落 l円

山
山

円

H
H

シンパンエイリ
新板 モロコシ7 コトパナシ

絵入唐土真話一～五

半 l朕5冊

来義庵南峯著・自序 安永3判
大坂吉文字屋市兵衛〈心斎橋南四丁目，江

戸同次郎兵衛〈日本橋南四丁目〉

※末尾に「定楽堂新版嘗世讃本目録」ならびに

「定栄堂駿板目録」を附す。

4-45モ l つ五百弐十三全五冊 50銭

33412 

セキフデン

33413 妬婦停上・中・下 半l朕3冊

泥郎子著，風鈴文人序，杯句思F，葛飾守株窓践

寛延2序〈いずれも）・抜

書皐不明

※本文内題・杯物郎序題「拓婦人惇」。

4-43カ25 C二コ番全部三冊 70銭

コンタンソウカンヂヤウ

33414 魂胆惣勘定上・中・下半 lI扶3冊

石嶋政植著・自序，玉泉女践 宝暦4序

江戸中村治兵衛（本町四丁目〉

※絵入り。「松月堂記J「風月堂記」印ありo 遊里

の心得などを述べる。

4-43カ12 つ千0拾壱 1円

ソタタウヱアハセ

33415 即嘗笑合春・夏・秋・冬（査～四〉

半 ll扶4冊

舎楽鷲赤襲著・自序 寛政8序

書捧不明

※滑稽本。絵入り O 各巻末の内題「笑合」。

8-67ソ l つ千百四十八全四冊 60銭

33416 
新板 カJレタチハルプタロ

槍入 軽口はる袋（※参照）

半他 l冊と合 ll険5冊を合綴l冊

洛風之著・自序 元文6序・刊

京 額田正三郎〈寺町通五条上ノレ町〉

カイヵ・ンシンワ

33417 解顔新話天・地・人 半 I秩3冊

「清湯戯主人編／日本未足粛月風訳J, 粥原徳、

尚序 、 寛政6序

書嘩不明

※滑稽本。絵入り。

8-67カ l つ千百七十壱全三冊 75銭

ナンイウキ

33418 南遊記萱～五 半 l軟5冊

最ー兼六著・自序，和気雅内践・餅やの隣駿

寛政12序・政（いずれも）・刊

大坂川端徳兵衛（心斎橋北久太郎町〉・田村

九兵衛（同安堂寺町〉

※第 l冊表紙に「大坂新町しゃれ本」の小札あり。

絵入り。

4-43カ33 つ千0三十五 70銭

イカイオセワ

33419 十界和尚話一～五

半 1軟 5冊を合綴l冊

酒屋橘子著・自序，夜市序 寛前7怠再認知
「釣鐘屋捨兵衛・輪違屋八兵衛」

※第2冊のみ表・裏表紙共になLo他の冊は表紙

ごと綴じ込んでいる。大坂物酒落本。絵入り。

4-43カ2 大惣番号札剥落 75銭

スイゲツ
k＂モノハナシ

33420 月lものはなし上・中・下

半 l軟 3冊

溝岳散人蛸侯著・画・自獣，飛鳥山下蟻姑序

宝暦6駿，同 8序・刊

西村康山房

※序題・柱書「無物論」。酒落本。

4-43カ22 大惣番号札剥落 l円

ホウネンシヤウニン
豊年 ヒヤク Fウゴショウアンシン

33421 上人 百銅五升安心ー～五

半 l峡5冊

安楽庵豊年著・自序，物部某駿 天明5序

京山田屋卯兵衛・武村吉兵衛・八文字屋庄兵

衛
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※絵入り O 内題「五升安心」， 「豊年上人五升安

心」と io

4-25コ2 つ六百三拾六 70銭

スイガクモン

33422 粋学問一～四半 ll扶4冊を合綴l冊

若井時成著・自序，水田苅駿

寛政10践，同協・刊

京菊屋安兵衛，江戸野田七兵衛，大坂藤

尾九兵衛・八文字屋八左衛門

※酒落本。絵入り。表紙ごと合綴。

4-43カ21 つ千三十壱全四冊 50銭

ハキヨセグサ

33423 掃苛草上・中・下 半 1~決 3 冊

成立年不明温令舎漁径著・画・自序

写本

※筆彩絵入り O 稿本か。序末署名下，巻一内題下

に朱印「おんれいしやきよけい」あり。目録に

続く人物画の末の署名の下に朱印「も。しゃく。

しゃ」あり。上冊表紙に「ヶ」の小札あり。

4-41タ 6 め五百二十七全三 50銭

ゲツタワツガン

33424 月花通鑑ー～五 半 1I快5冊

其鳳著・自序 安ぷ8fU

京銭屋善兵衛（堀川通四条上ル町）， 大坂

古文字屋市兵衛（心斎橋南四丁目）， 江戸 同

次郎兵衛（日本橋南四丁目〉

※末尾に「定柴堂新版嘗世讃本目録Jを附すO 中

国の，婦人の貞節の逸話を集めた読本。書名の

よみは「ツキハナツガン」ともO

4-42ケ 2 つ五百弐十五 60銭

奇談怪談故事

ヒヤクモノガタリヒヤウパン

お425 百物語評判乾・坤半l略ふ伊
山岡元隣著，梶川常政駿 貞享3刊

京梶川常政（堀川通西吉水町〉

※践に「而憧斎の長子何がし」の増補と言う。絵

入りo

4-47ヒ2 つ三百四十七 50銭

キンセイ
ミFr クワイダンジツロタ

33426 華怪談賓録萱～五半l軟5冊

紀常因著・自序 明和2序，同3初
江戸須原屋茂兵衛（日本橋通ー町目〉・同伊

八・天野屋甚八〈日本橋数寄屋町〉

※絵入り。各冊柱書は「怪談寅記」。第 l冊表紙
くわい

に「怪Jの小札あり。

4-47カ6 つ三百弐十四 30銭

クワイダンオトギザル

33427 怪談御伽猿ー～四 半 ll扶4冊

著者未詳，臥作序 明治7色両15s判
京秋田屋伊兵衛・秋田屋忠兵衛

ばけもの

※絵入り。第 1冊表紙に「怪」の小札あり。

4-47カ 5 つ三百弐十三 60銭

ココンヒヤタフタダン

33428 古今百福談古・今・百・福・談

半 l峡5冊

青路館主人著・自序 明和路・刊

江戸腐金屋儀助（小石川停通院前〉

※絵入り。柱書「百福談」。「古」冊表紙に「九拾

八番五冊」「奇霊の福ひを得し実談也」と書か

れた札あり。

4-47コ4 つ五百0八 50銭

ケウクンゾクヘタダンギ

33429 教訓績下手談義一～五半 1I扶5冊

沙弥静観房好阿著・自序，西向庵好阿践

宝暦2序，同 3駿

江戸大和田安兵衛（室町二丁目〉

※序題・柱書・駿題は「績下手談義」。大和田の

「瑞玉堂蘇書目録」あり。絵入り。

4-43キ3 大惣番号札剥落 25銭

コジダン l- ,,, - "'  

33430(1）古事談孟編ー～六 半 1軟6冊

源顕兼編，浪花雲水子序 寛延4刊

大坂田原平兵衛（JI買慶町一丁目筋〉

※絵入り。同配架番号の別軟に『績古事談』があ

る。（2）参照。正・続とも，第 l冊の表紙に「古

事談績古事談弐部と御伽座頭と同板」と記した

札あり。 33431参照。

4-47コ6 つ四百0壱全六冊 50銭

ゾクコジダン

33430（の績古事談ー～六 半 1I扶6冊

著者未詳，浪華員逸雲水子序寛ぷl年，明記131知
京武村嘉兵衛・大和屋善七
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※絵入り。（1）参照。第6冊裏見返し「ろ百八十六J

と書込みあり。

4-47コ6 つ四百弐全六 40銭

新板 ココンオトギザトウ

ゑ入 古今御伽座頭一～三各本

・末・四～七 半 ll扶10冊

著者未詳 正副4怠元お7お
大坂村上伊兵衛・嶋田理兵衛

※絵入り。第 l冊表紙に「古事談績古事談二部ト

同版」の札あり。各巻内題「宿直座頭」。

33431 

4-47オ 2 つ三百拾弐 I円60銭

ショコタジダン
諸国 ホウネンチ了ワ

33432 事談豊年拶話一～四

半 l軟 4冊

静観房好阿著，自序 宝暦10序

書皐不明

※第5冊欠。

4-41ホ l つ弐百三拾弐 30銭

シンサイヤゴ

33433 新翼手夜語青・黄・赤・白・黒（ー～五）

半 l映5冊

梅鵬館主人著・自駿，君山朱正斎序

安永3践，同4引j

京 銭屋荘兵衛（堀川綾小路下ノレ町〉，江戸

須原屋茂兵衛（日本橋南査丁目）， 大坂糸屋

源助〈心斎橋筋博労町〉・田原屋平兵衛（同塩

町〉

※絵入り。田原屋の「男女教訓書籍目録」あり。

「青」冊表紙に「奇」と記した札あり。 33453

に続篇あり。

4-47シ10 つ弐百三十五全五冊 25銭

三芸 シウイウキダン

33434 歯周遊奇談ー～五 半 l軟 5冊

昌東合員風著，浦玉美序 文化3もj
京植村藤右衛門〈堀川通高辻上ル町）， 大坂

大野木市兵衛（心斎橋筋安堂寺町）， 江戸

角丸屋甚助（麹町平川町二丁目〉・花屋久次部

（東叡山麓下谷町）・柏屋忠七（下谷御成小路）

※絵入り。柱書「周遊談」。第 l冊見返し内題左

に記された書躍は江戸の「星雲堂／柏悦堂」。

4-47シ4 つ弐百弐拾五全五 25銭

w
集

打一談
わ
雑

イ
異

キ
奇

叫
漢
入

い
ん
和
檎 査～六33435 

半 lI扶6冊

中村某著 貞式7~u
江戸富野治右衛門，京茨木多左衛門

※絵入り O 上記著者名・刊年は『国書総目録』に

よる。

4-47キ l つ三百四十五全六冊 60銭

キ~·ン
乏♀ホツコクジユンヂヤウ牛

33436 議北園巡杖記ー～五半 ll扶5冊

鳥翠蓋北主著・自序，伴嵩接関・序，大酉洞竹軒駿

文化3政，同 4刊

京唐本屋新右衛門・野田儀兵衛・白粉屋与兵

衛・林太兵衛・近江屋仙助，江戸野田七兵衛，

大坂河内屋太助，洞津山形屋停右衛門

※絵入り。内題・柱書「北園奇談巡杖記」。第 l

冊表紙に「地」の札あり。

4-47ホ l つ弐百拾八全五冊。 40銭

トホヤマキダン

33437 遠山奇談 （前篇〉ー～四・後編ー～四

半 1帳8冊

華誘居士 C1E誘山人〉著・自序（後篇）， 浄林坊排

恵序（前篇〉 (1798) 

（前）寛政10序・刊，（後〉享和元序・刊

京銭屋利兵衛（寺町四条上ル町〉・著屋甚助

（寺町六角南角〉・著屋宗八（＝後篇のみ，寺

町三条下ル町〉

※絵入り。後篇第 l冊表紙に「三」「地」の札あ

り。

4-47ト3

つ弐百弐拾六前回・つ弐百弐拾七後編四冊 70銭

シヨコク
き芸 キイウダン

33438 菌奇遊談 巻之一・巻之ニ・三之上

・三之下 (1798子 I 唱7~~
川口好和著，信美序 寛政10序，同11刊

京銭屋庄兵衛（堀川綾小路下ル町〉

※絵入り。第 I冊表紙に「奇」の札あり。

4-47キ4 つ弐百弐十番 30銭

伍萱
ル
談

キ
奇
序

付
遊

E

m
臥
著人

9
散

必

タ

お
一

半 Ii扶5冊

天明2序・刊

京菊屋安兵衛（寺町三条上ル町〉

※絵入り。菊屋の板行目録を附す。第 1冊表紙に
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キ

「奇天」の札あり。

4-47カ1 つ三百六十壱全五冊 30銭

タウセイタルワダンギ

33440 嘗世花街談義一～五 半 ll扶5冊

止臓著，洛陽孤舟序，棲松主人践 宝暦4刊

江戸長谷川新兵衛・日野屋輿兵衛・伏見屋吉

兵衛

※内題「問答花街談義」。絵入り。『白増譜言経』

の改作本。

4-43カ29 つ六百八番 50銭

タハレヲトコイセモノガタリ

33441 戯男伊勢物語一～五半 l軟 5冊

頭少々禿麿著・自序 寛政11序・刊

大坂藤屋徳兵衛〈心驚橋）， 江戸蔦屋重三

郎（通油町〉，名古屋永楽屋東四郎〈本町通），

京伊勢屋嘉兵衛（智恩院町）・吉田屋新兵衛

（京極通〉

※滑稽本。絵入り。第 I冊見返しに本書紹介の刷

り物貼付。

4ー25タ5 つ千0三十三全五冊 50銭

ウキニンギヤウスイチユウダン

33442 うき人形水中談ー～四半 1I険4冊

於田福平著・自序 天明 4刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋南一町目）， 大坂

河内屋八兵衛（心驚橋筋南久宝寺町南）， 京

梅村伊兵衛〈寺町姉小路角〉 ・園屋清兵衛

（寺町押小路下ル町〉・秋田屋藤兵衛（寺町二

条下ル町〉

※滑稽本。絵入り。

4-43ア 5 つ六百五十六 30銭

シュンヤダン

33443 春夜談ー～五 半 5冊

著者未詳・自序あり 文化2刊

京 津田吉左衛門〈知恩院町〉・三木安兵衛

〈寺町二候下ル町〉

※絵入り。巻ー内題「俗悟春夜談」。随筆。

10-05シ11 そ六百0五全五 40銭

イマヤウヘタダンギ

33444 嘗世下手談義一～五

半 1軟 5冊を合綴1冊

静観房好阿著・自序

江戸大和田安兵衛・大坂屋平三郎

※絵入り O

宝暦2刊

4-43イ2 大惣番号札剥落 25銭

ロクダウシクワイロク

33445 六道士舎録ー～五

侠斎樗山著・白抜

書穿不明

半 1I険5冊

享保14駿

※絵入り。刊記なしoただし第4冊の末に江戸

奥村喜兵衛（芝神明前〉の書籍目録あり O 柱書

・各巻末内題，および駿題は「士曾録」。

4-47ロ 1 そ八百五拾七番 35銭

ホンシンカイゴ
味~.1', ヤプレゴザ

33446 扇揺破莞建一～四・四下

半 5冊を合綴I冊

甘誕蒲著・自序，是道子序 安永10序・刊

京西村平八〈新町二篠上ル町〉・藤屋新兵衛

（下長者町千本東入町〉

※絵入り。書込み・旧蔵者印多数。

1-84ヤ l つ六百三十番全五冊 40銭

シヤウチュウハチユウデン

33447 湘中八雄停ー～五 半 l軟5冊

緊水華北壷糠・自序 明和5年
江戸前川六左衛門〈日本橋通弐町目〉

※朝比奈義秀の一代記。絵入り。前川の「崇文堂

蔵版書目」を附すO

4-41ア57 つ弐百六十九 40銭

ミヅJ ユヲへ宇2・イイ；＇イ

33448 水の役方近代隠逸惇 ー～五

半 I峡 5冊

平原屋東作著・自序，風来山会誌，南俊層高幹

明和元自序，同 2序・刊

江戸須原屋市兵衛〈室町通三丁目〉

※近世隠逸僧に擬して教訓するもの。第 1冊表紙

に「戯談教訓」「仁コ三番」の小札あり。

4-43ア27 つ六百拾三 35銭

カミヂノコトプレ

33449 神路乃事婦裡上・中・下

半 l軟 3冊

堀越鷲宮（坪内真佐得〔慎梨よ）著・自思2~ 2文），
増穂寂仲序 享保15自序，同17自序・刊

江戸小川彦九郎〈日本橋通或町目〉

※絵入りo下冊表紙に「神」の小札あり。朱・墨

書込み多し。

1-05カ4 大惣番号札剥落 30銭

セケンヒユ
世間センシンロン

33450 誓轍銭神論東・西・南・北

半4冊を合綴1冊
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一奇談怪談故事ー

田中友水子著，浪華興文堂主人序 安永8刊

京銭屋荘兵衛（掘川通綾小路下ル町）， 大坂

塩屋平助（心斎橋筋南久太郎町〉

※内題「世間銭神論」。絵入り。 「東」冊表紙に

「口廿四番」の小札あり。

I -84セ 6 つ六百五十五 30銭

ツペコベグサ

33451 つへ乙へ草ー～五 半 ll扶5冊

麗橘庵著・自序，後月房下物序，玉東宅；86伊屈者政

天明6自序・刊

京銭屋荘兵衛（堀川通綾小路下ル町）， 江戸

前川六左衛門（日本橋通三丁目）， 大坂塩

屋平助〈心斉橋南久宝寺町〉・加賀屋善蔵（天

神橋本町一丁目・平野屋半右衛門〈天神橋又

次郎町〉

※絵入り。書名の表記は多彩。

4-43カ27 つ仁コ 40銭

セツサウヤワ

制 52 雪窓夜話雪・窓・夜・話半 l 時7t9~
金蛇観主翁著・自序 安永8序

書捧不明

※絵入り。第4冊裏見返しに「安永八年刊本なり」

と書込みあり。

4-47セ 5 つ弐百六十六全四冊 30銭

ゾタシンサイヤゴ

33453 績新資夜語宮・商・角・徴・羽

半 I峡5冊

梅瀧舘主人著・自民17窓正致序，松石道人序

安永7序（いずれも）・駿，同8刊

江戸須原茂兵衛（日本橋南壱丁目）， 京銭

屋庄兵衛（堀川通綾小路下ル町〉， 大坂田原

平兵衛（心斎橋筋塩町〉

※絵入り O 33433に正篇あり。「宮」冊表紙に

「奇」「口十八番」の札あり。

4-47ソI つ弐百三十六 40銭

ヲトコデカケ
芸怠 ハダカヒヤタクワジ

33454 藻裸百貫萱～五

半 li険5冊を合綴I冊

砕川子著，浮世萱分五鱗斎忠J任庵序 (1附

寛政7序〈一任庵），同8刊

大坂河内屋多助〈心斉橋筋）， 京著屋甚助

（寺町六角角〉・著屋善助（寺町四条上ノレ〉

※絵入り。

4-43ア22 つ七百拾八 30銭

ヂゴタタノシミニツキ

33455 地獄柴田記ー～五 半 l峡5冊

白楽著・自序 宝暦5序・刊

江戸駿河屋五兵衛〈銀座鑓屋町〉・太田庄右

衛門（本石町通弐丁目〉

※絵入り。「永楽屋」の印あり。

4-43ア16 つ七百七十七全五冊 55銭

アカホンチエカガミ

33456 赤本智悪監査～五

半 I朕5冊を合綴I冊

騎斉主人飯袋子著・自序

書卑・刊年不明

※絵入り。滑稽本。刊記「東都書林」とのみ。

「文貫堂」印あり 0

4-43ア l つ七百壱番 40銭

タイヘイベンワク
太平 キンシフダン

33457 耕惑 金集談元・亨・利・貞

半 II扶4冊

荷来庵主田保里翁（河田孤松妄〉著・自序 (1759) 

宝暦9刊

江戸須原屋茂兵衛〈日本橋南一丁目）， 大坂

大野木市兵衛（心鷲橋安堂寺町〉
ばけもの

※絵入り。序題「耕惑金集談」。元冊表紙に「怪」

の札あり。

4-47キ5 つ三百五十九 35銭

ヤヲヂザウ
八尾 ツヤモノガタリ

制 58 地蔵通夜物語ー～五半 I需品F
ー楽子著 明和8刊

大坂柏原屋庄兵衛（心斎橋筋安堂寺町〉・敦

賀屋六兵衛〈同）， 江戸増田屋源兵衛（日本

橋北江二丁目〉

※絵入り。上記著者名は『国書総目録』による。

滑稽本。

4-47ヤ l そ八百五拾九全五 30銭

フウリウシダウケンデン

33459 風流志道軒停ー～五 半 ll扶5冊

平賀源内著・自序，独鈷山人序， L＼；嘉ず瓢子政

宝暦13序・駿・刊

江戸 岡本理兵衛〈神田白壁町〉・木屋又七

〈室町三丁目〉

※絵入り。第 l冊表紙に「ヶ」 「口十番」の小札。

4-25フ4 つ七百0五 40銭
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オトギヤワ

33460 御伽夜話一～四

安勝子著・自序

江戸小林重兵衛〈室町三丁目

半 l軟 4冊

延享3序・干リ

※絵入り。第 1冊表紙に簡単な内容紹介および

「蜘蛍夜話ト同板」と記した小札あり。

4-43ア 6 つ七百九十五 40銭

ホンテウコクゴ

33461 木朝国語ー～五 半 I軟 5冊

矢嶋曾甫著・自序，原文生政 (1762) 〔1763)

宝暦12序・政，同13刊

大坂吉文字屋市兵衛（心斎橋南四丁目〉・同

次郎兵衛

※絵入り。畿内の名所誌。第 I冊表紙に「地」

「口五十六番」の小札あり。第5冊裏見返しに

「定栄堂蔵板品目」あり。

4-47ホ 5 つ拾五番全五冊θ30銭

ウゲツモノガタリ

33462 雨月物語ー～五 半 1軟 5冊

上田秋成著・自序 明和5序，安永5刊

京梅村判兵衛（寺町通五条上ル町）， 大坂

野村長兵衛（高麗橋筋査町目〉

※絵入り。第 l冊表紙に「奇」の札あり。

4-41ウ3 つ弐百三十七全五冊 40銭

リワキウノマナジ

33463 琉球談 半 li扶l冊

森嶋中良著，蘭渓前野達序，書林申板堂宅余罪

寛政2序・政

江戸須原屋市兵衛（日本橋北室町二町目〉

※絵入り。書名よみかたは巻末「森属中良先生著

述書目」中の振仮名によった。表紙に「異J

「口十弐番」の札あり。

5-83リl つ百弐十番全壱冊 20銭

ココ γキダン
古今 パンコクセンガイキヤウ

33464 奇談寓園山海経（ー～五〉

半 l帳5冊を合綴l冊

菊丘臥山人江匡弼文披著・自序 天明 3序

京銭屋善兵衛〈寺町通悌光寺）， 大坂柏原

屋勘兵衛〈心費橋筋南久太郎町〉

※絵入り。全5巻。巻之五の一部焼損。

4-47ハ3 つ弐百七三 40銭

ツウゾ夕、l コキンキクワン

33465 溶古今奇観萱～五（1志1軟 5冊

淡驚主人著・自序，様園主人序 文化11自序・刊

名古屋風月堂孫助

※自序に日く「古今奇観四十巻ハ抱護老人者醒世

恒言轍世明言等ノ中ヨリ儒永ナルモノヲ輯メテ

刊行ス」。

4-45ツ 3 つ四百弐十三全五冊 30銭

キシツヒヤウノぜン
気質 ノリアヒパナシ

お466 評判乗合噺ー～五 号ふ戸
車道軒著・自序 天明 3序

京吉田九郎右衛門（東洞院三条下ル町〉

※絵入り。上記書名のよみは第5冊原題策の仮名

書きによる。

1-84ノ 1 つ六百廿番 50銭

ナンベウキ

33467 南瓢記ー～五 半 l峡 5冊

枝芳軒静之著・自序，中野飽序寛政9序，同10刊

京銭屋長兵衛〈六角通烏丸東江入町〉

※絵入り。第 l冊表紙に「異」の札あり。南海の

異邦の記。

5-88ナ 2 つ百四十壱全五冊 35銭

ココンヒヤタモノガタリ

33468 古今百物語査～五 半 l軟5冊

談山著・自序 寛延4刊
大坂吉文字屋市兵衛〈心驚橋南四丁目〉・同

源十郎〈同筋安土町北へ入）， 江戸 同治郎三

衛（日本橋通三丁目〉

※絵入り。

4-47コ5 つ三百五拾全五 50銭

ケンタやワイシロウJレリ

33469 見外白得利一～五 半 l軟 5冊

舎楽斎鈍草子著・自序 宝暦8刊

江戸須原屋平左衛門（日本橋南三丁目），大坂

柏原屋清右衛門（心斎橋筋順慶町）， 京銭

屋七郎兵衛（堀川通｛弗光寺下ル町）， 銭屋忠兵

衛（堀川通四条上ル町〉

※絵入り O 書名は「見外白宇瑠璃jなど表記多様。

4-43ア14 つ七百十六五冊 35銭

33470 寓園新話 巻首・其ー～其三・巻末

（一～五〉半1映5冊

森嶋中良著，桂川甫周囲瑞吃7s9宇田川玄随序，前野

良庵序 寛政元序（いずれも）・刊

江戸須原屋市兵衛（日本橋北室町三町目〉

※絵入り。第 l冊表紙に「異」 「口十四番」の札
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一奇談怪談故事，芝居物一

あり。「巻首」冊には序と「綿目」をおさめる。

5-88ハ l つ百拾六 20銭

芝 居 物

ヰナカジパヰ

33471 田舎芝居序開・二ツ百三ツ目・四ツ目

・五ツ目 半 1峡 4冊

万象亭著，竹杖万倍序，狐面堂の主人民ぷ差高別

・天竺老人校 享和元序・引j

大坂凌雲堂，江戸千鶴堂

※酒落本。

8-66イ3 む百五十弐全四冊 40銭

ヒヨタモンイキヂタラベ

33472 比翼紋意気地競上・下半 l峡 2冊

五柳亭徳升著・自序，香蝶棲園貞画 刊年不明

江戸甘泉堂和泉屋市兵衛〈芝神明前三島町〉

※内題は「比翼紋意気地競初編J。下冊末に「二

編」の予告及び「甘泉堂蔵梓目録」がある。挿

絵は三色刷。

4-31ヒ1 う八百弐拾壱② 20銭

ヱホン
お金シノマヰネンヂユウカガミ

33473 末戯場年中翠上・中・下

半 1軟3冊

筆竹里著，歌川豊閤画，耕書堂主人序 (1803) 

享和3序・刊

江戸松茂堂浜松屋幸助（通油町〉・耕書堂蔦

屋重三郎（通油町〉

※上記書名は上冊見返し内題によるo 各冊原題策

及び内題は「槍本戯場年中鑑」。下冊末に「後

篇」の予告その他の出版物の広告あり。

8-66エ l む二百五十三＠ 1円

33474 

サントシパキ
コゴ掬t ヤクシヤヒトタチアキナヒ

扇場役者一日商上・中・下

半 ll扶3冊

文化2序・刊八文舎自笑著・自序

八文字屋八左衛門

※書名，上冊内題は「役者一口商」，中冊原題策

「議ゃくしゃ一口商」。下冊は「古今俳優家

譜」。また上冊内題の下に「塞品定」とある。

自序に「正札附の続篇」という。下冊末に書捧

の広告。各冊第 l丁に旧蔵者印。

8-66ヤ5 む二百五十九全三冊＠ 50銭

ホタセンシジミノカラ

33475 北川親売上・下 半 ll険2冊

二斗庵幸雄「述」・自序，藤二庵五六「閲」・自序，

とん栗おとこの四端序，一揚宅露間

文政9自序（いずれも〉

大坂曽根松魚舘〈北花粋通〉

※酒落本。絵入り。下冊原題策「北]JI親のから」。

上冊表紙に「幸／五」，下冊表紙に「雄／六」

とある。下冊末に「後編」の予告その他の出版

物広告ありo

4-43カ37 む百弐十回全弐冊い印 25銭

ヱホンアヒオヒノタケ

33476 舎本相生竹付～三 半 1峡 3冊

刊年不明

※絵尽くしを集め，表紙題策をつけたもの。第 I

冊に「大自在雷子賓貨」，「競伊勢物語」，「北条

五代記曾説」，「愛護稚名歌勝関」，「大嘗百足山」，

「祇園祭裡信仰記」， 第 2冊に「木下蔭狭間合

戦」（大坂間月堂），「嬢景清八嶋田記」（大坂

間月堂），「義経千本棋J，「北僚時頼記」，「ー

谷撤軍記J, 「翻伊勢物語」， 「殿下茶屋衆」，第

3冊に「中陸扶龍宮嶋蓋J，「けいせい巷褒店長」

（大坂心さいばし塩町角本屋卯之介），「金花咲

蔵入」〈心さいばし塩町角正本屋清兵衛）， 「安

徳天皇兵器貢」 （心斎橋塩町正本屋清兵衛），

「忠孝大犠通」， 「韓和聞書帖」（大坂しんさい

ばし筋志保町本屋卯之助〉を収める。第2冊裏

表紙に「檎本龍虎勢四」の原題策あり，表紙の

み借用したと思われる。

8-66シ7 大惣番号札剥落 1円80銭

ヒイキゾウエキ
最良 シクワンセツヨウヒヤクケツウ

33477 増益芝翫節用百戯通

大 ll険I冊

鰻戯堂暁鐘成編， 狂画堂蓋洲画， 載文堂主人附言

（見返〉，市角蓄丸人序 文化12序・刊

大坂森本太助・山本長兵衛・都賀和助・木村

繍四郎

※原題策書名両脇に「嘗塞評林園解／戯文類字両

黙」。上記書名は原題策によるo 扉の題は角書

を欠く。冊末に書捧の広告。
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8-66シ l さ千八拾弐全萱冊 25銭

ジパヰガタヤヅエ

33478(1）戯場楽屋園舎乾・坤

大（劫と令s~or 2冊

松好斎半兵衛画，玄黙山人序 寛政12序・刊

京八文字屋八左衛門，大坂塩屋長兵衛〈心

斎橋通北久太郎町〉

※乾冊見返し及び第 l丁に「四番」の書込みがあ

る。坤冊末に践及び書阜の広告があるが，破損

のため詳細は不明。

8-66キ2 さ千六拾壱 (2）共60銭

ガタヤヅヱジフヰ

33478(2）楽屋園舎拾遺乾・坤

大（1）と合 ll扶2冊

松好粛半兵衛画，大伴大江麿序

大坂璽屋長兵衛（心斎橋通北久太郎町〉

※多色月~~ol浪速叢書第15巻』所収の解題によれ

ば享和2刊。

8-66キ2 さ千六拾弐

イチカハジコウイツセイチダイキ
市川市紅 イチカハノナガレ

33479 一世一代記 ー河の流れ

上・下 半2冊

八文舎自笑著・附言，ほりえ甘泉序 ） 

文化6序・附言・刊

京朝倉儀助，江戸小林喜右衛門，大阪高

橋喜助・八文字屋八左衛門

※下冊内題下に「嚢品定」とある。上冊末に「塾

品定板行目録」，下冊末に書障の広告がある。

「市紅」は 3代目市川団蔵。

8-66イ 1 む二百六十三全二冊。 30銭

サントヤクシヤスイコデン

33480 三都俳優水爵停乾・坤半 ll扶2冊

五柳亭徳升著・自序，五渡亭園貞画文政12序・刊

江戸鶴屋喜右衛門〈通油町〉

※上記書名は坤冊巻頭内題によるo各冊後補墨書

題策「議俳優水論停」。また上記冊次は墨書題

策による。内容は乾冊が自序と挿絵，坤冊が

「序巻」で，坤冊末に「初編絵入讃本三冊」の

予告がある。各冊表紙に板元の口上がある。挿

絵に薄墨・薄朱を施す。

8-66サ 5 う八百三拾四 20銭

ゾウホシノ守キイチラン

33481 増補戯場一覧春・夏・秋・冬

半 I軟4冊

八文舎自笑著，久島重序，甘泉蓄の主人宅800)

寛政12序・刊

京’菊屋安兵衛，江戸鶴屋喜右衛門，大坂

塩屋喜助・八文字屋八左衛門

※扉の題は「護戯場一覧」。冬冊末に書捧の広告

がある。

8-66ソ1 む二百六十全四冊。 60銭

ピヤウケヂヤウジシ

33482 尾陽戯場事始上・中・下

大 1秩3冊

西邑海遺著・自序，東海瀬受序，熟柿苦斎黄寄坊践

天明2自序・践

写本

※上宅震予は内題。各冊題策は「議戯場事始」。

元文3までの記事を収める。

8-66ヒ1 む百六拾壱全三冊 1円

ジノマキセツヨウシフ

33483 戯場節用集 大 l冊

好文舎青氏著，竹原雪峰画，千里亭薮席序，宅需罪

人題言 享和元刊

江戸鶴屋喜右衛門，京鉛屋安兵衛，大坂

扇屋利助

※多色刷の扉絵がある。

8-66キ3 さ千八拾壱全壱冊 40銭

ケイセイハコデンジユ

33484 契情笛停授 口明・弐ツ目～五ツ目・

大切 (1加子6冊

松好斎半兵衛画，並木意既泰序 文化4序・刊

大坂塵屋長兵衛〈心斎橋通久宝寺町〉

※書名，弐ツ目・四ツ目・大切各冊の表紙では

「けいせい宮停授」。序は「繕本戯場語口序」。

絵入根本。 31556参照。

8-66ケ l 画本笛停授む三百0六全六 60銭

キリノシマダイ

33485 桐の島憂上・下

八文舎自笑著，椿斎序

八文字屋八左衛門

半2冊

寛政9序・刊

※嵐三五郎一世一代記o絵入りo下冊末に「重量品

定板行目録」。

8-66キ5 む二百七十全二冊。 20銭

ヤクシヤキジンデン

33486 俳優崎人停初編上・下・二編上・下

半 l秩4冊

立川荒馬著・自序，歌川園貞画 天保4年・刊
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－芝居物ー

江戸 錦耕堂山口屋藤兵衛〈馬喰町二丁目〉・

永蕎堂西村屋輿八〈同）・錦森堂森屋治兵衛

（同）

※大惣番号，初編上冊表紙では札剥落，原題策に

「~J，二編上冊表紙に「う八百拾九番O」。絵

は薄墨・濃墨を刷り込んでいる。上記刊年は二

編の干日記によるo

8-66ハ 1 ※参照 40銭

シンセン
主Fr ヤタシヤメイシヨヅヱ

33487 議戯子名所園舎天・地・人

（戯廟之弓・生静之弓・且標之弓〉

半1映3冊

曲亭瀧馬琴著・自序，一陽菊歌宅思F，宅出事

寛政11践，同12序・刊

大坂八文字屋八左衛門〈心斎橋筋安堂寺町），

江戸鶴屋喜右衛門（通油町〉

※上記書名は原題策によるO 内題は角書を欠く。

肢末「江戸京山載」の左に「同京停載」と

墨書。人冊末に「戯子名所園曾拾遺」の予告が

ある。

8-66ヤ8 む二百五十二全三 1円

テン7 ングウナタネノゴクウ

33488 天満宮菜種御供ー～五半 1秩5冊

安永6刊

京八文字屋八左衛門（数屋町誓願寺下ル仁コ）

※第 l冊見返し上部に「大坂道頓堀小川吉太良芝

居三の替新狂言塞品定狂言本J，同じく見返し

の内題両脇に「八百七十五年忌筑紫飛梅の奇瑞」

などとある。歌舞伎『天満宮菜種御供』は，並

木五瓶・中邑阿契・辰岡万作ほか作，安永6初

演。

4-31テ2 つ千弐仁コ0 60銭

り目
的
綱

汁
者

村
役

け
刻

w
新必

棄

お

廃

小6冊

l円

ヤクシヤノマナシ

33490 役者論語上・下 中 ll扶2冊

八文舎自笑編・序 安永5序・刊

京八文字屋八左衛門（ふや丁誓願寺下ル丁〉

※上記冊次は各冊原題策に貼られた小札のものo

上冊に「舞裏百ケ篠J（枚九兵衛著）・「塞鑑」

〈富永平兵衛著）・「あやめくさ」（福岡弥五四

郎著）・「耳塵集」上・下（必能院敬信著），下

冊に「績耳塵集」（民屋四良五郎著）・「賢外集」

（東三八著）・「佐渡嶋日記」（蓮智坊著）・「三

ケ津盆狂言塞品定」（附録〉を収める。

8-66ヤ2 大惣番号札剥落 70銭

ジンセイ
主存メイワギカン

33491 長明和伎鑑 小 l峡 l冊

淡海の三麿著・自序，駒嶺楊松序（1 9) 

明和6序・自序・刊

江戸書楽堂伏見屋清兵衛〈本町四丁目〉

※原題策下部に「江戸三芝居／全」と刷られてい

る。「自序」「序」いずれも末尾に本文と別の丁

附で附されている。末尾に書捧の広告がある。

末丁に旧蔵者印。

8-66メ l 大惣番号札剥落 50銭

ミンシセン

33492 眠獅選上・下 中2冊

八文舎自笑著・自威安曇散人序 (1 0) 

寛政2序・駿・刊

八文字屋八左衛門

※初世嵐雛助の引退を記念した出版で，芸評によ

る一代記。「眠獅」は雛助の俳名。

8-66ミ3 ち千0弐十弐う 50銭

キヤウゲンキギヨ

33493 狂言締語上巻・下巻 中 I峡 2冊

〈上〉談洲棲烏亭兎馬著，風来山人序， （下）瀞戯堂

式亭三馬著・自序，四方歌垣主も底）

文化元序〈風来山人〉

江戸西宮新六・高屋太次右衛門

※荒馬・三馬の著した「報傑」等を集めたもの。

上冊末に「附録／賀談洲棲耳！｜買／東都諸名家狂

文」があるo下冊内題「鞍狂言締語」。上冊本

文前に三馬の著作の広告がある。上冊見返しに

「査番＠」とある。

4-25キ12 大惣番号札剥落 20銭

シンセン
宰Fr ココンヤタシヤタイゼン

33494 議古今役者大全一～六中6冊

八文字其笑・八文字瑞笑著・白肱南圭梅花警者ヂ

駿，逸名序あり 寛延3践

江戸鱗形屋孫兵衛〈大停馬町三丁目， 大坂

正本屋九右衛門（高麗橋筋二丁目）， 京八

文字屋八左衛門（数屋町通誓願寺下ル〉

※原題策に「紀原巻」〈ー），「圏批点」〈二～四），

「故実巻」（五），「系図」（六〉と刷られている。
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－芝居物一

第5冊，末丁を欠く。

8-66コ2 大惣番号札剥落 1円75銭

ココンイ ロノ、ヒヤウリン

33495 古今いろは評林（巻之上・下）

中 ll扶2冊を合綴I冊

八文舎自笑著・自序，品生子序 天明 5自序

書韓不明

※忠臣蔵の役柄について記す。巻頭内題の下に

「塞品定」とある。両見返しに「ミミチカ」の

朱印。

8-66コ1 大惣番号札剥落 50銭

カプキゾシ

33496 歌舞妓事始ー～五 中l帳 5冊

鋳永一蝶著・自践，凌雲堂白笑序 （問2)

宝暦12序・駿・刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大惇馬町三町目）， 京

八文字屋八左衛門（数屋町誓願寺下ル町）

※各冊内題下に「役者塾品定本元」とあるo

8-66カl ち千拾弐全五 l円

ゲキヂヤウグワシ

33497 劇場画史巻之天・巻之川大 ll扶2冊

流光爾如圭画，江南白舟序，（議奈里序 (18附

享和2序（白舟），同 3刊

大坂盈香舎

※上記冊次は目録によるO 後補墨書題策では「乾」

・「坤」。また各丁隅で、は「上J・「下」。見返し

に「一番」と書込まれているO 本書は「山水之

部」で，第2冊末に「人物之部」 「禽獣之部」

「胸中花之部」の予告がある。

8-66ヶ2 さ千六拾三 50銭

サンガノツシノマ牛
＝コ指て クサノタネ

33498 巌場草の種 大 l軟 l冊

流光粛如圭画，八文舎白笑帯iso子舟道人序，洛の粋

川土序 文化元序（いずれも）・刊

京菊屋安兵衛，江戸鶴屋喜右衛門，大坂

塩屋喜助・塩屋長兵衛・八文字屋八左衛門

※見返し内題の右に「役者百人一衆第二偏目」と

ある。丹青刷の挿絵がある。末尾に書癖の広告

及び「板元八文舎」の口上がある。

8-66サ 3 さ千七拾九全壱冊 30銭

サントヤタシヤ
＝＝羽て ヨヨノツギキ

33499 夜箸世代の接木査集～五集

中1軟 5冊

俳優堂夢遊著，狂言堂の主序

好遊堂

※役者の家系図。上記書名は見返しによる。原題

策は， 萱・或集「俳優世々の接木」， 三・四集

「俳優よ与のつぎき」，五集「俳優世々之接木」。

上記書躍も見返しによるO 各冊随所に「益誠堂」

「縛豊堂」とある。粘葉装。国立劇場編『俳優

世々の接木』 （歌警護p文献8）の「解題」に

よると，本書は安政6刊。

8-66サ 4 か千五百八拾六 30銭

ゾウホヤタシヤヨウプンシヤウ

33500 増補役者用文章 中l軟l冊

曲亭馬琴（著作堂主人〉著・自序，竹川隠逸愚人序，

秀麿画，逸名駿あり 文化10）駿・刊

江戸中村屋幸蔵

※末尾に書捧の広告がある。

8-66ヤ7 か千口百四拾六 10銭

シパキイチラン

戯場ヱザ．レイシ
33501 一覧ニ座例遺誌 中li扶l冊

曲虚蓄主人著 享和3刊

江戸上総屋忠助（日本橋通四丁目・伊勢屋

忠右衛門（麹町平川町壱丁目〉・尾張屋忠輔

〈本銀町四丁目〉

※上記書名は見返しによる。原題策は角書を欠く。

見返し内題の下に「全一冊」とあり，また原題

策にも「全」とあるが，巻末内題は「三座例遺

誌前編」で，その前に「後編」の予告がある。

原表紙の上に新しい表紙を施す。

8-66キ I か千五百四拾θ 10銭

ヤクシヤヒツドタメウメウチダン

33502 役者必讃妙ミ痴談前編上・下

中 l軟 2冊

三芝居士「口授」，玉虹老人「編次J，間嘗酔子序，

神田村主東人序 天保4序〈問書酔子〉

書障不明

※下冊末に「後編」及び「績篇」の予告がある。

8-66ヤ3 か千五百弐拾六 20銭

ヤクシヤメウメウゴヤノユメ

33503 役者妙ミ後夜の夢上・下

中l軟 2冊

三芝居士「編次」，丙圏這人序 天保4序

書捧不明

※上記書名は各冊原題策による。内題は上下冊と
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一芝居物ー

も「役者妙々後の正夢」。

8-66ヤ11 か千五百弐拾八θ20銭

い一見サ細
ヰ

居

富

山
芝
一
郎園

4

楼

日

蝶

お

香

冊
）
刊

l
m
4
 

帳
。
保

l

天

中

江戸森屋治兵衛・山口屋藤兵衛

※題簸の役者絵は多色の彩色刷，挿絵は朱と薄墨。

末尾に書障の広告がある。柱書が「さいけん中」

で，もと 3冊本の第2冊O 旧蔵者「婆心」の朱

印がある。

8-66シ5 大惣番号不明日銭

トウトサンヂヤウ
東都 ヤクシャケイ

33505 三場 俳優瞬

中他 l冊と合 lI扶I冊

享和3序・刊東子樵客著・自序

江戸堀野屋仁兵衛（本石町四丁目〉・播磨屋

新七（本銀町三丁目〉

※上記書名は振仮名とも見返し内題によるO 原題

策「俳優鱗初編」。また自序中で「俳優鱗」に

「はいゅうけい」と振仮名を附す。末尾に書障

の広告がある。挿絵は多色刷。 33508と同帳。

8-66ハ 2 か千五百三拾九θ 15銭

ウキヨザフダン
ヨ三芳首 シパヰジヤウルリジツロク

33506 嘉談璃曲歌舞妓貫録
中（折本） 1軟 1冊

狂言堂主人著・自序 安政2住
書捧不明

※上記書名は見返しにある序の題によるO 原題策

は「富歌舞妓寅録」，末尾に書躍の広告がある

がそこでは「霊歌舞妓賓録（γ；かぶきじつろ

く）」。一部多色刷。

8-66シ 3 か千五百八番目銭

ナニノ、シンワ
浪花 ナリヒサゴ

33507 新話成瓢軍 中ll扶I冊

四阿家可辻著・自序，一勇粛園芳画

江戸仙鶴堂鶴屋喜右衛門（通油町〉

※上記書名は扉内題による。巻頭内題「議成瓢

車J，後補墨書題策「なりひさご」。また巻末内

題は「なにはばなし」で，扉内題の右にも「ー

名なにはばなし」とあるo自序に「丑のとし」

とあるが不明o

8-66ナ I か千五百五拾三 10銭

サンジパヰ
二ゴ ヤクシヤサンジフニサウ

33508 巌俳優ft十二相
場

中他 l冊と合 l峡 l冊

歌川豊園画，東子樵客著・自序，曲亭子序

享和2年・刊
江戸翫月堂（本石町）・瞬書堂（通油町〉

※上記書名は見返し内題によるO 原題策は角書を

欠く。序題「戯子舟二相貼顔鏡J, 巻末内題

「俳優人相貼顔鏡」。末尾に書皐の広告がある。

挿絵は多色刷。 33505と同帳。

8-66ハ 3 か千五百五拾七G 50銭

ヤクシャコンガウデン

33509 役者金剛停

歌川園麿画，舎柴斎喜笑著

書津・刊年不明

※多色刷。

中 1秩 l冊

8-66ヤ6 か千五百六拾口 15銭

ナカムラシクワントウドノセンベツ
中村芝翫 メウメウキダン

33510 東都賎別 妙ミ戯談

上・下 中 11扶2冊

南地亭金楽著・自序 天保5序・刊

大坂河内屋太助・河内屋直助・秋田屋源兵衛，

江戸丁子屋平兵衛

※上記書名は見返し内題による。各冊巻頭内題は

角書を欠く。原題策は上下冊とも剥落。下冊末

に大野屋の「養牌丸」の広告がある。

8-66ミ2 か千五百弐拾九 15銭

ケヂヤウスイゲンマタノソト

33511 戯場粋言幕之外乾・坤中 lI扶2冊

式亭三馬（四季山人・瀞厳堂主人〉著・自序・自駿

文化3序

書嘩不明

※滑稽本。

4-43ア13 か三百五拾弐 20銭

サンシパヰ
＝コ キヤクシヤヒヤウノマンキ

33512 言客者評判記初編上・中・下

横 (13.0×18. 5cm) l l扶3冊

式亭三馬著・自序・自駿，八文舎自笑序，古今亭三

鳥駿，楽亭馬笑駿，徳亭三孝政，歌川園貞画

文化7自駿，同8序・刊

大阪撞屋長兵衛（心斉橋筋停馬町〉， 江戸

鶴屋喜右衛門〈通油町〉・鶴屋金助〈田所町〉
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三文舎自休著・自序，八文舎自笑序 ） 

文化12自序・序・刊

大坂河内屋太助〈心斎橋唐物町）， 江戸鶴

屋喜右衛門（通油町）・鶴屋金助〈田所町〉

※原題策は角書を欠く。末尾に鶴屋金助の「隻鶴

堂戴版書目」 2丁，裏見返しに同じく鶴屋金助

の「文化十三丙子新稗史目録」がある。 「四天

王」は市川市蔵・中村松江・中村大吉・中村歌

右衛門。

物－居芝

※上記書名は振仮名とも見返し内題によるo 中・

下冊内題「~~＝ 客者評判記（かくしやひやう
ばんき）J。各践に前後して三馬店の薬の広告な

どがある。また下冊末に「残編」の予告がある。

見返しは多色刷の絵入り O

4-43ア8 か弐百五拾弐 40銭

15銭

中li険l冊

金誰野客序，梅外序（171) 

寛政3駿

か千五百四拾八8-66シ2

ヤラウノマウシ

33518 埜老妄誌
金子浜水陳人著・白抜，

中l帳 l冊

桜田氏忠6)

文化3序・政・刊

大坂相模屋仁右エ門（京橋弓町〉

※原題簸「露見通部戯場」。表紙に脇題策の剥落

跡がある。末尾に書捧の広告がある。滑稽本O

4-43ア 3 大惣番号札剥落 10銭

川
場
蛾

シ・
h
H
1

吋
・

円
減
序

吋

凶

剛

自

7

通

：

打

見

即

時薗

3

舎

t
q
u
w比
U

お

榔

「遊戯房蔵板」

※上記書名は見返し内題による。原題策「野璃忘

誌」，巻頭内題「野璃妄誌」，巻尾に中下編の予

告その他の出版物広告があるがそこでは「野老

妄誌」。表紙右上に札があるが，読めない。

8-66ヤ10 か五百口五 15銭

サハムラカガ

33514 、津村家賀見 中1秩 l冊

叡下堂波静著・自序，談洲棲鷲馬校・忠11~柳亭政，

五渡亭園貞画 文化8自序・刊

江戸永書堂西村輿八〈馬喰町二丁目角〉

※原題策「津村かどみ家譜」。裏見返しに「永需

堂蔵書目録」がある。沢村宗十郎代々の伝。

8-66サ 2 仁コ五百四拾四 15銭

マスカガミアヅマノオモカゲ

33519 寓毒加賀見東悌上・下中 11快2冊

南笠亭房丸著・自序 文化12序

京鉛屋安兵衛〈寺町通御池上ル）， 江戸鶴

屋金助（田所町）， 名古屋松屋善兵衛（本町

十丁目，大阪河内屋太助〈心斎橋筋唐物町）

※上記書名は各冊原題策によるO 各冊巻頭内題は

「喜り喜真書加賀見東悌」。序題「吾妻悌」。下

冊末に書韓の広告がある。

8-66マ 1 か千五百弐拾四θ

ナカムラシクワンアヅマミヤゲ
中村芝翫 カヘリザキナニハノウラウメ

吾妻土産 返咲浪花の裡梅

中li険I冊

立川喬馬著・自序，歌川園貞画 天保4刊

江戸永寄堂西村屋輿八（馬喰町二丁目〉

※末尾に書捧の広告がある。

8-66カ4 か亡コ五拾弐

20銭

ヰナカシパキ
回＆ ガクヤザブタン

33515 芝居幾屋雑談乾・坤小 l峡 2冊

七文舎鬼笑著・自序，鳥居清峯画，四若葉戸主人序，

山東京山題言 文化6序・自序

江戸西村屋輿八（馬喰町二丁目南角〉

※巻頭内題は角書を欠く。上記冊次は後補墨書題

策によるO 内題では「上之巻」・「下之巻」。ま

た坤冊末に「二編」の予告がある。乾冊表紙に

「口全二冊壱番」の札が貼られている。

4-43ア7 か三百六拾壱 33520 20銭

冊
）
序

l
m
3
 

軟
は
和

l

享

中

ヲグラキヤウカ
小倉 シパヰヒヤクニンイツシユ

33521 狂歌戯場百人一首 中 I冊

諌鼓堂尾佐丸著・自殴，勝川春辛画，d子三橋；

鈍ミ亭和樽政 文政2序，同 3刊

「鈍と亭蔵版」，江戸春松軒西宮新六

※原題策は角書を欠く。

10銭

チユウシングラヲカメヒヤウパジ

33516 忠臣蔵岡目評判

十返舎一九著，近松東南志序

江戸丸屋文右衛門〈神田弁慶橋通〉

※絵入り。 『国書総目録』に本書の改題本として

「忠臣蔵楽屋問答」「忠臣蔵心実論J「忠臣蔵皮

肉論」が挙がっている。

4-43ア17 か五百廿六θ 10銭

シユツセコトプキ
!-1-1_ ジテンワウオホサカイリ

量 四天王大坂入中 li扶I冊
蕎
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8-66キ4 か千五百拾八0 10銭

－芝居物，吉原物ー

クライセウ

33522 久羅意抄 中1峡 1冊

葛葉散人（高寿亭正二〉著・自序，式亭三馬序・補

綴，歌川園貞画

文化8ト「補綴成」，同協序・「発販」

江戸文刻堂西村源六（本石町四丁目〉

※上記書名は原題策による。三馬の序の題は「蔵

意抄」，末尾の書障の広告中では「野誠意抄」。

4-43ア12 か五百四拾壱 20銭

カプキザフタン

33523 歌舞妓雑談 中 l軟 l冊

百戯園芝翫著・自序，濁酔舎圏直画，（1護手文京政

文化15序・股・刊

大坂河内屋太助〈心斎橋筋唐物町）， 江戸

鶴屋喜右衛門〈通油町）・鶴屋金助（人形町通）

※上記書名は見返し内題及び原題策による。巻頭

・巻末内題「謡歌舞妓雑談」。末丁に鶴屋金

助の「隻鶴堂蔵版略目録」がある。

8-66カ 2 か千五百五十番 10銭

チユウシングラジンプツヒヤウロン

33524 忠臣蔵人物評論 中 1軟l冊

扇屈道人著・自序 天明元刊

京銭屋惣四郎〈寺町通姉小路上ル〉

※末尾に旧蔵者印。

4-43ア18 か五百拾三 10銭

物原

駿

ジ

子

自

利
帽
序

一
ヰ
ロ
円
白
回

目割

tr子

5

浪

臼

花

お

煙

中11扶I冊

書皐・刊年不明

※従来，文化年間刊として扱われている。表紙に

「酒」の小札あり。

4-43カ42 わ百拾三0 20銭

ヒトメセンゲン

33526 一目千軒 横 (14.0×20. 4cm) I冊

斜天・呑獅著，文車序，李泰男，しつはた践

宝暦7序〈文車・李秀）・刊

「責所」江戸鱗形屋孫兵衛（大停馬町三丁目），

「板元J京八文字屋八左衛門〈数屋町通誓願

寺下ル町〉

※京嶋原の細見。

3-47ヒ5 大惣番号札剥落 20銭

コ トシヤミセン

33527 許都酒美撰 中 I秩 l冊

志水燕十著・自序，四方山人序，朱楽菅江序，朋誠

堂喜三二（物からのふあんど〉民法書堂主人政

天明 3序（四方）・政

江戸蔦屋重三郎（新吉原大門口〉

4-43カ11 仁コ拾五全 50銭

クワクチユウイチラン

33528 廓中一覧

墨江閣著，芦隠白舟序

中 I冊

享和元刊

大坂富田屋利三郎（新町西口〉・和泉屋卯兵

衛〈心斎橋北詰〉

※宝最7；刊『浪花青楼志』の改題本。即ち，同書

の漢序，漢後序，和序，目次を削り，芦隠白舟

題の「廓中一覧序」を附す。

3-47カ 9 ち千0五十弐 20銭

オホサカシン7 チサイケンノヅ
大坂新町 ミヲヅクシ

33529 細見之図 湾標
横 (14.9×20. 9cm) I冊

浪華散人著，二斗庵序，流石尾忠3)

天明 3序（二斗庵）・刊

江戸須原屋茂兵衛（日本橋南一丁目）， 京

野田藤八（二条通冨小路西へ入）， 大坂和泉

屋卯兵衛〈心斎橋北詰〉

※後補墨書題簸「みをつくし」。表紙に「大坂新

町」の札あり。大坂新町の細見で，初版本は宝

暦70－『浪華叢書』所収の初版本と比較すると，

原ノ，李秀，浪華散人の序および摂府無名翁の

践を削り，二斗庵，流石庵の序を新たに加え，

板元も異なる。本文においても，末尾「同（惣

名寄〉定紋」「曲輪名物」を削り，「芸者部類」

を附す。寛政板の増補はこれをもたない。著者

は『国書総目録』による。

3-47ミ11 大惣番号札原欠か 20銭

セイロウクワイダンタマノゴゲン

33530 青楼快談玉野語言

花山亭笑馬著・自序

冊
｝
成

l
回

5

軟
Q
政

l

文

中

書草不明
せいろうたま白どげん

※内題は「青棲玉語言」。酒落本。見返しに「鶴
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一吉原物ー

賀新内」と書込みありO

4-43カ23 わ百弐十七0 10銭

ケイセイカヒハナス"77 

33531 傾城買花角力

調黄舎雲裡著・自序

書捧不明

冊
）
序

l
制
元

軟
。
化

l

文

中・

※表紙に「酒」の小札あり。

4-43カ 6 わ百弐十六θ 15銭

セイロウコソデ
青棲 クジャクゾメキ

33532 小袖孔雀染勤記

山旭亭主人著・自序

書捧・刊年不明

※従来，寛政年間刊として扱われる。後補墨書題

策「孔雀楚目喜〈青棲小袖一一〉全」。

中 ll険 l冊

4-43カ 4 わ百拾六番十二 15銭

ドウノぜウゴヱン

33533 洞房語圏

庄司勝富著・自序

写本〈八分舎自量写〉

※板本に対して，吉原の沿革を叙述した，いわゆ

る「異本洞房語閤」であるo 燕石十種所収本と

比較すると，条の配列，本文共にかなりの異同

冊

写
l
m
8
 

半
川
保天

）
序

m
5
 

H
U

保享

あり。

3-47ト11 大惣番号札原欠か 20銭

ホタシウレツヂヨデン

33534 北州列女停ー～五 半5冊

色道軒荘司受著，河南遊子井蛙序 宝暦6序・刊

江戸松屋庄吉・庄次郎（日本橋音羽町〉

※口絵署名に「混山」とある。

3-47ホ 3 つ五百三十八 l円50銭

タウセイ
’登 クワタチユウサウヂ

33535 笹廓中掃除ー～五

半 I秩 5冊を合綴 l冊

決議玉水舘著・自序，皇京虚橘庵校，荒陵蕪房序，

土卵序，長思、麻呂駿

文化3自序・序（いずれも）・駿，文化4刊

大坂河内屋太助（心斎橋通）， 京著屋儀兵

衛〈三憾通）・近江屋伊兵衛（油小路通〉

※校者，盛橘蓄〈田宮仲宣〕とあるが，玉水舘は

虚橘蓄の仮名か。

4-43カ28 つ千三十七全五冊 50銭

セイロウワダン
青棲 シンザウヅ牛

33536 和談新造園嚢 中I軟 l冊

天明9序山東京停著・自序・白抜

江戸蔦屋重三郎〈日本橋通油町）

4-43カ20 か五百弐拾 50銭

クワガイ
jf; ナニハイマパツケ

33537 福浪華今八卦

備四軒著・自序

大坂合中堂

※「七情星の占」を附す。

4-43カ30 か四百五拾壱0 10銭

冊
）
刊

l
m
2
 

軟
Q
永

l

安

中

ヨシハラタイゼン

33538 吉原大全一～五 中1略ふ伊
沢田東江著，酔郷散人序，鈴木春信画 明和5刊

江戸鱗形屋孫兵衛（大停馬町三町目〉・舟木

嘉助

3-47ヨ3 大惣番号札剥落 2円50銭

フタスヂ？ミチコウヘン
二筋道 サトノクセ

33539 後篇 廓の癖

梅暮里谷議著・自序，園政画

書捧不明

冊
）
序

軟
仏
政

l

寛

中

※初板本（寛政11刊）， 部分的改刻本， 改板本，

改板本の覆刻本とある内，本書は改板本。

4-43カ15 大惣番号札剥落 10銭

ケイセイカヒシジフハツテ

33540 傾城買四十八手

山東京停著・自序

書捧不明

※『酒落本大成』第十五巻解題にいう復刻本④に

あたるが，中本形 l冊に佐立ててある。猶，最

終了裏（京伝の発句〉は裏表紙に貼り付けぬ

ている。改装によるものらしし、。本書は寛政2

初刊（蔦屋重三郎〉であるが，再版本の刊年は

寛政末以後とされるのみで，未詳。見返しに

「⑧／百五十二号／一冊」（朱〕の書込みあり。

4-43カ5 大惣番号札原欠か 15銭

冊
）
序

l
m
2
 

軟
H
U
政

l

寛

中

サトノイキヂ

溺 41 廓意気地 中L払1冊

十返舎一九著，鯛糸依序 享和2凡例

書！$.不明
しゃうかくしんわ でんじゅのまき

※本文内題には角書「借客真話／停受之巻」あり。

4-43カ14 わ百五十回全 15銭

山

髭

問

M
足

円
婦
序

詰
貝
白

川
氏
城
ト

村
傾
た主

2

棲

日

三

岱

成

冊
）
刊

l
m
2
 

軟
u
和

l

享

中
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一吉原物．俳書ー

書捧不明

※自序に， 「戊の初春」とのみある。刊年は『日

本小説年表』に拠る。内題は「婦足首（禿）」。

4-43カ 9 わ百弐拾番 10銭

ケイセイカヒトラノ 7キ

33543 契情買虎之巻

田にし金魚著・自序

書皐不明

中 II険1冊

安永7序

※『酒落本大成』の解題には， 1冊本として甲乙

丙丁戊の 5板を区別するが，本書はその内の丁

板にあたる。初板は安永7刊。内題「嘗世とら

の巻」。見返しに「⑧／百五十三号／一冊」〈朱）

の書込みあり。

4-43カ10 わ百 15銭

ツウゲントウシセン

33544 通言東至舷 中ll険i冊

喜楽山人著，南東住東来山人序，富楽卿ー盃践

文化3刊

書捧不明

※著者は践文に拠る。猪牙亭主人（三馬か〉の題

辞ありo刊年は『日本小説年表』に拠る。

4-43カ26 わ百拾九＠ 15銭

フタスヂミチサンペンヨヒノホド

33545 二筋道三篇脊之程前半・後半

梅暮里谷議著・自序

書捧不明

中他3冊と合ll険2冊

寛政12刊

※『酒落本大成』の解題によれば本書は初板正板

本o 但し本文25丁までを前半， 26丁以下を後半

に2分冊製本。表紙改装。後補題策は「需之程

傾城寅二筋道三篇」とあるが， 本来は「肩二筋道寄

之程」とあるはず。なお，上記書名は内題によ

る。 30434c 4-43カ44）『楊弓一面大嘗利』 3

冊と合軟。

4-43カ43 大惣番号不明 15銭

セイロウココロエグサ

33546 青棲心得!)JtlJ

〈二世〉蓬莱山人著・自序

書捧不明

中il扶1冊

安政4刊

※本書は山東京伝の『息子部屋』 〈天明s）の改

鼠本。表紙多色刷，挿絵は黒・青・浅葱の 3色

刷。

4-43カ24 わ百八拾番全 10銭

ケイセイカヒフタスヂミチ

33547 傾城買二筋道初篇

中他 I冊と合 ll扶l冊

梅暮里谷峨著・自序・自i故，式亭三馬序寛政10序

書嘩不明

※『酒落本大成』の解題にいう，乙板のA本乃至

B本かと思われる。同峡の33652の『二筋道後

篇廓の癖』と全く同体裁であり，同時に発売さ

れたものと思われるo猶，初板の刊年は寛政160

33652参照。

4-43カ8 わ百六拾五 30銭

シヤウキヤクアナガクモン

33548 侶客寂肇間

十偏舎一九著・自序

書捧不明

冊
）
刊

l
脱

2

軟

ω和
I

享

中

※見返しに落書きあり。裏見返しに「御けせう下

／御あらひこ／美艶香」の広告刷り物を貼付。

4-43カ18 大惣番号札剥落 15銭

カシクロクサプラウ
かしく ミトホシ士三ゼサウ

33549 六三郎 見通二世相中 Ir扶I冊

振鷺亭著・自序 寛都6¥u
江戸上総屋利兵衛（江戸橋四日市広小路南側

万町）

※書捧・刊年は『酒落本大成』第16巻解題に推定

する所に拠る。内題は「露見通三世相」。絵入

り脇題簸あり。末尾に書籍目録2了あり。

4-43カ39 わ百拾七θ 15銭

イウセンタツケムリノハナ

33550 遊仙窟畑の花上・下 中， ，扶2冊

青楼薄倖の隠士著・自序．門人それがし〈白露糖）

駿

書埠・刊年不明

※『酒落本大成』第19巻の解題にいう中本2冊の

後印本。初版の刊年は『大成』解題に享和2と

考証ありO 旧蔵の本屋印多数0

4'-43カ41 わ百四拾三0 10銭

俳 書

ハナヒグサタイゼン

33551 はなひ草大全

横（12.9×19. 3cm) I軟 l冊
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－俳

智軒著・自序 寛文5刊

京堺屋勝兵衛（寺町通〉

※見返しに「百七十二」（朱〉の書込みあり O 刊記

「寛永五年乙巳鴨4戸」とあるが，乙巳は寛

文5。異本に寛文4の河野角之丞板があり，そ

ちらによって著者が知られる。

4-24ハ53 大惣番号札剥落 60銭

ゾウヤ7ノヰ ・ソ．クヤマノヰ

33552 増山井一・二・績山井三～七

横（13・ ~~3~9. 6叫 l時ふF
北村季吟・北村湖春著 寛文3成〈増），同7刊

京 田中理兵衛〈小川通一条上ル町〉

※前者が季吟著， ー「春夏詞J, 二「秋冬詞」。

後者が湖春著， 三「付句」， 四「春護句」， 五

「夏蛮句J，六「秋褒句」，七「冬護句」〈附「作

者弁句数J）。句引の末尾に「友静考」とある。

4-24ソ3 ち五百六十九共七 l円

キヨライセウ

33553 去来抄上・中・下 半 l牧 3冊

向井去来著，暁蓋序，井上朗欧安永3序，同4刊

京井筒屋庄兵衛・橘屋治兵衛

※見返しに「百二十九」（朱）と書込みあり。大尾

に「於暮雨巷 I堕居士一音書」とある。上「先

師評J，中「同門評」，下「修行数Jより成り，

『稿本去来抄』に存する「故実Jを欠く。

4-24キ4 れ七百七十壱全三冊。 60銭

オヒニツキ

33554 笈日記上・中・下 半 1秩 3冊

支考編・自序 元禄8序・刊

京井筒屋庄兵衛〈寺町二条上ル町〉

※芭蕉追善の句文集。上冊原題鐙下部に「蔵」（朱）

の書込みあり。

4-24オ 5 れ七百七十全三冊＠ 1円

ハイカイミライキ

33555 俳譜未来記 半 l秩I冊

萎太編，門人寸松斎周竹序，盤古・吐月 ~1宗夫政
明和2序・政

戸倉屋喜兵衛

※見返しに「二百二十四」（朱），旧蔵者「尾龍舎」

（墨）書込みおよび朱印がある。「雪門俳書目録J

3丁ありo 芭蕉・嵐雪・其角三吟「両の手に」

歌仙を掲げる他に，雪門の連句・発句を収める。

4-24ハ45 大惣番号札剥落 15銭

書

レキダイコツケイデン

33556 歴代滑稽停 半 1軟 1冊

五老井許六著，門人冶天・越蘭・孟遠・雲鈴民115) 

正徳5政

京野田弥兵衛〈寺町一条下ル町〉
（破損）

※原題策「仁二コ惇彦根」。本文は「歴代滑稽

停」「一枚起請」「俳譜指南」「辞世」より成る。

許六没後の，門人達による刊行。裏見返しに

「一月庵主人Jと書込みあり。

4-24レl 大惣番号札剥落。 30銭

カレヲ j~ナ

33557 枯尾華上・下 半 l略ふF
其角編 元禄7成

京 「諮仙堂臓板」・井筒屋庄兵衛・橘屋治兵

衛・浦井徳右衛門

※其角の「芭蕉翁終駕記」および芭蕉追善の句文

－連句集。

4-24カ3 れ八百三十八全弐冊 40銭

ノ守セヲクセン

お558 芭蕉匂選上・下 (1738子l略ふF
榔筆庵華雀編・自序 元文3序，同4刊

京井筒屋庄兵衛（寺町二条上ル町）・同宇兵

衛

4-24ハ 6 れ八百弐十全弐冊 60銭

ハイカイ
俳イモガシラ

33559 諮芋かしら 半 l軟 l冊

新潟／僧一宇編，此柱序，百阿も議詳 (174 

享保12序．践，寛延2写

写本（百雑およびその兄柳阿井千箱写〉

※「むし焼や落葉衣のいもかしら（七里）」を立

句とする一人一唱の百韻のほか，四季発句，い

もがしらについての句文等を収める。書写者千

箱の奥書あり。板本は享保12刊か。

4-24ハ16 れ千三拾七全 20銭

モモノカドデ

お560 桃の首途上・中・下

半 ll険3冊を合綴I冊

庫元坊里紅編，蓮二坊支考序 享保12序，同13刊

京橘屋治兵衛（寺町二条〉

※里紅が北陸路を行脚して各地で巻いた長歌行

(48句連句），短歌行（24句連句），および各地

俳人の発句を収める。

4-24モ3 れ七百六拾七番三冊合 75銭
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33561 
キヨライモンダフ

去来問答 半 1峡 1冊

森川許六著 元選官民宝選定与

写本〈三州矢作村椛栄軒百龍写〉

※「自得褒明排」「同門評判」「再呈落柿舎先生梧

右下」「誹詰自讃論」より成る。のちの天明5

刊の『鰐青根が峯』の許六述の部分に相当す

る。旧蔵者「玉照堂」の印あり。

4-24キ5 れ千三十四 20銭

ノ、ィカイ
俳アツメグサ

33562 譜集草 半 1軟 l冊

写本

※俳諸に関する雑多な書留めo 「負山子越人翁遺

書」からの抜書き，植物など令集戸語棄につい

ての書留め，「住吉御法楽寛文四年林鐘朔日奉

納」（和歌），湖春著「誹番匠」から践など抜書

き，貞享5も蕉発句「粟稗に」歌仙，「又或俳

書の中に」書留め，也有暁梧両吟「琴よりはJ

12句より成る。

4-24ハ 13 大惣番号札原欠か 20銭

ハイカイアウギシフ

33563 俳譜奥儀集 半ll快1冊

写本

※奥書に「此書者元祖貞翁ヨリ貞室停室季吟法師，

法印惇濃之貞静軒，静停其子六々庵，六々庵停

帥々庵，帥々庵ョリ愚受之」とある。さらに

「亥葉月吉辰／六々庵在判」の奥書あり。

4-24ハ 18 れ千参拾番全 15銭

ノマセヲヲウプンシフ

33564 芭蕉翁文集

芭蕉著，蝶夢編・序，蝶酔駿

半 1I扶l冊

安永5序

写本

※上記書名は内題による。墨書題策は「翁文章

寺全」。版本からの写本。

4-24オ 2 れ千拾九 15銭

ハイカイフミノオキジ

33565 俳譜文乃置字

著者未詳

写本

※内題「文之置字」。裏見返しに「加藤運為Jの

署名と朱印がある。本文中に朱の書込みあり。

簸・伝・記などの文体の説明や，起伏・照応な

どの「文法之停」，色紙・短冊・書簡などの書

き方を説く。

半 ll扶I冊

4-24ハ44 大惣番号札剥落 15銭

ヅ図セ仙
ヵ歌

山山堂り蕉パ芭

明

6

不

日

在
3

所

4-24ハ11 10銭

キヤウプンコ

33567 京文庫 七7~7件 l 冊
天明 7ごろ写

写本（花才写〉

※罫線入りの用紙を使用o俳譜〈とくに発句多〉

を主とした雑多な書留め。本文中に「天明未冬

霜月於洛芭蕉堂花才片時写之」とみえる。見

返しに「香雪」なる人の書込みあり。

4-24キ7 れ千三拾弐全 25銭

ノマセヲヲウギヤウジヤウキ

33568 芭蕉翁行状記

路通著・編，硯田舎紀逸序
半 I惚2ffil
宝暦2写

写本

※いわゆる紀逸本〈寛延4再板本＝江戸桜田和泉町

鶴本平蔵梓〉からの写本。（初刊は元禄8）。〉路

通による芭蕉追善句文集。

4-24ハ 3 れ千弐拾番全 5銭

33569 芸品芸誌童話語
向井去来著・自序

写本

※朱の訂正が入っている。巻末に「伯父弄峨より

拙子にJゆずられた旨，朱で記す。「前史居士」

ともある。「素」の朱印あり。ー名「旅寝諭」。

4-24タ3 大惣番号札剥落 10銭

半 I軟 1冊

元禄12序

ハイカイバセヲダン

33570 俳譜芭蕉談乾・坤

稗文暁編・自駿，湖東美松山人亜渓序

京菊舎太兵衛〈三条通寺町西〉

※上巻前半は『去来抄』故実篇と一致する。卯七

の稿本を公刊したものと政文にいうが，疑わし

い。玉屑序でなく亜渓序であり，後脚本と見ら

れる。朱の書込みあり。柱書「芭蕉談」。菊舎

の「蕉門俳譜書目録J3丁あり。

4-24ハ40 れ八百拾八全弐冊 35銭

半 li険2冊

享和2駿

オキナタカイ

33571 翁匂解

著者未詳

写本

半 1秩 l冊
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※青筆による校合あり。末尾に「寛政二年庚戊冬

十一月十三日土来ヨリ借校合之」という。『国

書総目録』には「オキナグゲ」として出る。

4-24オ1 れ千廿六番全 10銭

ノ、イカイシヤリウキタン
俳かい ユメノカケハシ

しや流 滋女酒加布波誌
ーぼたん

33572 

乾・坤 半 li扶2冊

行過大人著，語免名粛校・践，南庭茂生序

天保4序，同5刊

「穴栗園蔵版／竹里館書梓」

※原題策は「鍔奇談夢之桟」。口絵あり。「蘭吏

阿蒼虫LJなど 9話から成る。

4-24ハ26 れ八百四十八全弐冊 30銭

ケウタイクシフ

33573 暁豪句集上・下 半 11険2冊

士朗序， E卜央政・編 文化6駿

名古屋風月堂孫助（本町一丁目）・吉田屋惣

吉（杉之町）・松屋善兵衛（本町十丁目）

※内題「暁蓋先生護句集」。

4-24キ6 仁コ十弐全弐冊 50銭

（上）・下

オクノホソミチスガゴモセウ

奥細道菅菰抄33574 

半 l軟2冊

越前丸岡築笠惹梨ー著・自序，青島山樵序，臆宅表作

序，蝶夢践 安永7刊

江戸山崎金兵衛，大坂河内屋茂兵衛，京

井筒屋庄兵衛・橘屋治兵衛

※刊記に同書の「附録」を予告するが刊行に至ら

なかった。「附録」稿本は『未刊連歌俳譜資料』

におさめられている。

4-24オ3 れ八百四十六全弐冊 50銭

そモヌスピト

33575 桃盗人上・下 半 I朕2冊

砥波山柳土編，賀城趨北枝序 宝永5刊

京かしわや勘右衛門（寺町二条下ル〉

※下冊第25～28丁を筆写により補う。見返しに

「七十二J（朱）の書込みあり。上冊は，歌仙2,

五十韻l，半歌仙 l，名月・桃発句。下冊は四

季発句集。柏屋の「蕉門俳書目録」 I了あり。

4-24モ2 れ八百四十三全弐冊 50銭

オニツラクセン

33576 鬼貫句選上・下 半 1軟 2冊

不夜巷太祇編・序，三菓軒蕪村政

-244ー

書一

明和5序，同6伝
京橘治〈寺町二条下〉

※上冊は四季発句集下冊は元禄3ら自践をもっ

「禁足旅記」。蕪村践に「例の気みしかなる板

もとは八文字屋自笑也」とあり，初版は八文字
きとえななくるま

屋か。句文は「仏兄七久留万」 （鬼貫自撰集〉

からの抄出。

4-24オ 4 れ八百三十六全弐冊 50銭

ヒトリゴトジフ

濁言集上・下33577 

鬼貫著， 以敬斎長伯序，紫野巨妙子政

半1軟 2冊

享保3政

写本

※俳論。版本からの写本。巻末に「誹諮書籍目録

／京二条通富小路西へ入町／橘枝堂野田藤八板

行」として目録あり。

4-24ヒ2 れ千弐 20銭

タワジツトシナミタサ

事責年浪草 春之部・夏之部・秋之部33578 

各巻之ー～巻之四・冬之部巻之ー～巻之三

半21険15冊

油幕落木雁子麗文著・自序（天明元）， 金峨井能卿

序〈安永払萎太序，蝶夢践 天明3fU

「三儀粛蔵板」， 京 山本平左衛門・吉田四郎

右衛門・勝村治右衛門・野田藤八・伊勢屋庄助，

大坂野田治兵衛・河内屋太助・日野屋彦左衛

門

※上記書名は原題策による。各巻内題「華浪室三

徐抄」。巻末に食文の「回向文」を附す。「三儀

粛」は麗文の号。季寄せ。

4-24カ l そ五百三全十五 l円80銭

パクリンシフ

335叩（1）麦林集上・（中）・下

縦長（24.8×14.7cm)(2）とも ll険3冊

麦浪校・蹴，藤羽林序

上冊は版本からの写本，中・下冊は版本で，京

橘屋治兵衛〈寺町二条）， 江戸辻村五兵衛

〈浅草御堂前〉

※上・中が四季発句，下が神祇・名所・画讃・悼

および「自遁庵之記」。後篇については（2）参照。

中・下冊に「松氏口角j朱印あり。宅選！ま麦林

（乙由〉の子で，本書は麦林没（元文4）後の

干Uo

4-24ハ 50 れ七百六十四番前三 (2）共l円25銭
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33579（劫麦林集後篇乾・坤

半（1）とも I軟 2冊

五々斎素道編・序，麦浪政 宝暦9長
勢州山田藤原長兵衛，京橘屋治兵衛（寺町

二条），江戸辻村五兵衛（浅草御堂前〉

※正篇については（1）参照。麦林の付合集o歌仙2

巻を収める。

4-24ハ50 れ七百六拾五番後弐

円集
イ
叶
H
リ

セ
止
巾

ツ
士
口

問
制
日
時
間

イ
L
Lド

e
s
t

ハ
日
制
・編

0

房

白
血
エ

お

帰
冊

刊

軟
〉
序

i
m
9
 

半
。
政寛

京津田惇蔵（油小路松原上ル町〉

※内容は，短歌行3巻・諸国高点句・秀逸吟・歌

仙 l巻，名録〈発句集）。題策に「瀧蓮再和房

十三回忌」と書込みあり， これは本書所収の歌

仙についての記事。

4-24ハ 19 れ九百五拾弐 15銭

政寂

打
一
琴
午

ピ尾

F

M

焦

印
1

編

口
6

L

国
d

m
山
野

冊
〉
写

l
m
9
 

帳
。
暦

l

宝

中
〉
序

川
山

d
守

山
勘一万

写本

※版本は風・雅・頭の半3冊で，本書は雅巻を欠

き，題簸に「風・頚」と書込みあり。奥書「右

焦尾琴二冊板行本也 依北暮水野有子借需而写

之為合一帖者，也／宝暦九己卯皐月下涜」とある。

4-24シ6 れ千拾壱 10銭

サンザウシ

33582 三草紙 白さうし・赤冊子・黒さうし

半 ll険3冊

刊年不明服部土芳著

江戸西村源六，伊丹！ 内神屋三四郎，京井

筒屋庄兵衛・野田治兵衛・西村市郎右衛門・吉

田九郎右衛門

※「黒さうし」は原題「忘水」。安永5初刊本に

ある蘭更序を欠く。

4-24ミl れ七百七十二全三冊 75銭

ノ、クセンシフ

33583 泊舷集上・下

風園編・自序

冊

刊

ワ
臼
・

軟
）
序

半
畑
一
間一五

京井筒屋庄兵衛〈寺町二条上ル町〉

※中冊〈巻三・四〉を欠く。大惣印なし。

4-24ハ49 大惣番号札原欠か 30銭

書ー

下中上

敏徳

ジ

子

治

ウ
山
口
’

M

付

編

ル
揃
対
戸
り

4

泊

n
R
u

－－‘
 

5
，↓応

部

貴

大 1軟 3冊

享ぷ1:t知
江戸万屋清兵衛〈日本橋南一丁目〉

※其角追悼集。宝永4加。本書は十三回忌再刻

本O 内題「類柑文集」。上・中冊は其角遺稿，

下冊は追悼句文集。

4-24ノレ l ふ七百三拾弐共三 2円

タンタンプンシ7

33585 淡々文集前篇ー～三 大 ll扶3冊

淡々著，玉舟序，亀毛馬点林綾，富天ら編仰）

寛保元序（いずれも），同2刊

大坂梁瀬停兵衛〈心斎橋筋北久太郎町南江入）

※文章30篇を収める。第 l冊表紙に「O仁コ百十

一」の小札あり。

4-24タ 5 ふ七百三拾四 2円

フウゾクモンゼン

33586 風俗文選ー～五 大 11険5冊

五老井可否戸・自序・自践，李由tto5）去来序，（1事ヲ
序 宝永元序（去来・支考），同2自序，同3敏

京野田治兵衛尉（二条下寺町〉

※扉のみ書名「本朝文選」。初版は井筒屋による

9冊本で，それに比すと，序題・各巻内題の

「本朝文選」の文字が「風俗文選」に改刻され，

路通の「返店文」が削られている。

4-24フ8 大惣番号札剥落 75銭

ワカンプンサウ

33587 和漢文操ー～七 m 大 l略ふ戸

支考編・自序，渡吾仲序 享保8序，同12刊

京橘屋治兵衛〈寺町通二条下ル町〉

※扉の裏に「獅子蓄遺稿」とある。俳文集。本書

の附録として33631『和漢百苓賦』がある。橘

屋の目録あり。

4-24ワ I ふ七百拾壱全七 75銭

リセンモンゼン

33588 李撰文撰上・下 大 1I扶2冊

甘六味・柳錦亭交棲・有李堂桃渓著・ 3者に個別の

序あり，交棲・桃渓編，開平砂践 (1的

宝暦11序〈桃渓）・践，同12刊

京井筒屋庄兵衛（寺町通二篠上ル町〉， 大坂

辻本九兵衛〈心斎橋筋安堂寺町）， 江戸辻

村五兵衛〈浅草御門跡前）・近江屋藤兵衛〈通

本銀町武丁目〉・岩井屋理兵衛〈柳原新シ橋富

松町）
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※六味・交楼・桃渓の俳文集。全4巻39篇。上冊

表紙に「亡コ百七十二」の小札あり。

4-24リl ふ七百五拾七全弐 70銭

ホンテウプンカン

33589 本朝文鑑 首之一・二之三・四之五・

六之七・八之九 大 l帳5冊

支考編・自序・自政 享点7怠品す長
江戸小川彦九郎（日本橋南二丁目）， 京野

田治兵衛（寺町押小路橘屋〉

4-24ホ 4 大惣番号札剥落 75銭

ノ、イカイジフロン

33590 俳譜十論乾・坤

支考著・自序

：書mt不明

冊
）
成

2
m
4
 

帳
。
保

1

享

大

4-24ハ27 大惣番号札剥落 30銭

シウフウアンプンシフ

33591 秋風奔文集乾・坤 大 l軟2冊

禁再抱月化著，長春篭桃秋編，提携亀井豆序（文政

川陽持需序，蒼rrtし序（天保3(is21f-建政，尚楽

人政（天保4），宜春亭玉来政（文政6)

天保11刊

「豊後日田秋風蓄蔵板」， 大坂塩屋忠兵衛（心

斎橋北久太郎町南）

※見返しに「郎浄居士遺文」とある。

4-24シ 4 ふ七百五拾弐全弐 50銭

ハイカイダイイチギジフ

33592 俳譜第一義集乾・坤 大 ll扶2冊

半瓢子鼻中庵三力著・自序，宅季刊樵子駿 (1 O) 

天明 3序・践，寛政2刊

「社中藤」， 京 井筒屋庄兵衛・野田治兵衛

（寺町通二条下ル町）， 江戸 山崎金兵衛（本

石町十軒店）， 大坂渋川清右衛門（心斎橋筋

順慶町）

※序題「第一義集」。俳論書。

4-24ハ38 ふ七百五拾八 50銭

33593 

ヒヤタヤモンダフ

百夜間答乾・坤 大li険2冊

涼袋（建部綾足〉著，桃林編・序 明和2序・刊

参河屋半兵衛・吉文字屋次郎兵衛

※内題・序題・柱書「片歌百夜間答」。 乾冊表紙

に「仁コ百七十五」の小札あり。

4-24カ2 ふ七百四拾番 60銭

33594 

ハイカイ
俳ゾクゴゲンシフ

譜績五元集上・中・下

大 1朕3冊

旨原編・序

大坂文貨堂

※穏）の年代！附合集。『俳譜大辞典』には宝暦

2刊，江戸前川六左衛門板とある。

4-24ハ36 ふ七百弐拾八共三 l円

パセヲヲウシンセキジフ

33595 芭蕉翁真跡集
特大（28.5×19. 8cm) I I怯l冊

桃鏡編，萎太序 明記完年

写本

※板本からの写本。

4-24ハ 4 ふ七百九拾五全 30銭

シチプオホカガミ

33596 七部大鋭序・ー～七 中 1軟8冊

A字社何丸著，勝老人序〈文ィg：~：｝g）士朗序（同
7 ），月厨序（同叫梅室序（~嘉戸 2）ほか宅斡
序あり，中敬斎践，弁地裁（同 3) 文政6刊

京浦井徳右衛門（中立売堀川東江入）・野田

治兵衛（寺町通二傑下ル町）， 江戸野田七兵

衛（日本橋通二町目〉

※第 l冊は序・凡例などを収める。第2冊以下原

題策は，七部集の書名「冬の日」「初懐紙」「春

の日」「噴野井員外」「ひさこ」「猿蓑」「炭俵」。

4-24ハ25 ち五百三拾弐全八 l円

パセヲソデザウシ

33597 芭蕉袖草紙 （上）・下・護句部

横（12.2×18. 3cm) 11険3冊

花屋鞘淵編 文化8九例・刊

江戸西村源六・角丸屋甚助・須原茂兵衛，京

浦井徳右衛門・菊舎太兵衛・野田治兵衛，大

坂平野屋宗七・秋田屋太右衛門・布屋忠三郎

．塩屋平助・塩屋忠兵衛・藤屋徳兵衛・敦賀屋

久四郎・今津屋辰三郎・藤屋善七

※上・下冊は芭蕉の連句集。巻末に塩屋平助（心

斎橋南久宝寺町〉の板行目録を附す。

4-24ハ54 ち五百七十六 65銭

ノマセヲヲウツケアヒシフ

33598 芭蕉翁附合集上・下 小 l秩2冊

琴太編・自序，宜麦・阿人校 安永5序

大坂塩屋忠兵衛（心斎橋筋北久太郎町南へ入）

※『俳諮大辞典』には西村源六板・中本とある。
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巻末に塩屋の板行目録を附す。

4-24ハ10 ほ三百五拾五 20銭

パセヲヲウジチショ

33599 芭蕉翁七書上• ~l;OJ 小 l略兵加
佐野石今編・自序，月居序享和元自序，文化12刊

大坂河内屋嘉七（心斎橋通久宝寺町）

※書皐，見返しでは河内屋と京 橘屋治兵衛とが

並記されているo 目録題「蕉門七書」。七書と

は，行脚提・二十五条・十六篇・句合・嵯峨日

記・奥細道・護句集。

4-24ハ 8 ほ三百四拾五全三 40銭

ハイカイシチプシフ

33600 俳譜七部集上・下 小 ll険2冊

子周編，智者水母散人序，（1奈事館主人政 (1808) 

安永3駿・初刊，文化5再刊

京野田治兵衛・浦井徳兵衛・筒井庄兵衛

※春の日・冬の日・ひさご・炭俵・猿蓑・績猿蓑

・阿羅野の順に収める。巻末に「俳譜書籍目録

諸仙堂寂板」あり。

4-24ハ 22 ほ三百三拾八8 20銭

ハイカイゾクシチプジフ

33601 俳譜績七部集上・下 小 1峡2冊

芭蕉堂蘭更編・自序 寛成すみ享活833~u
大坂奈良屋長兵衛，京井筒屋圧兵衛・橘屋

治兵衛

※上「深川集」「卯辰山J「句塞」「万奈美山」，下

「有磯海」「芭蕉庵小文庫J「千鳥掛集」を収め

る。序題「績七部集J。

4-24ハ37 ほ三百四十弐 25銭

ノ、イカイシチフ．シフヰ

33602 俳譜七部拾遺（上）・下小L拡P冊
其成編 享和2初刊

京菊舎太兵衛（三僚通寺町西へ入〉

※上「初懐紙」「野ざらし紀行」「（熱田〉三歌仙」

「ーはし」「桃の実」「初便」，下「其袋」を収

める。後刷改題本。 『俳諸大辞典』の「七部拾

遺」項によれば，初刊本は自序・蒼虫L序・獲車

践をもっという。

4-24ハ24 ほ三百四十壱 25銭

ハイカイ
俳 プソンシチプシフ

33603 譜蕪村七部集上・下小 1軟 2冊

月渓序 文化5序，同6刊

京 浦井徳右衛門（中立賓堀河東へ入町）・平

書一

野屋善兵衛〈室町一条下ル町）・橘屋治兵衛

〈寺町二条下ル町）・河南儀兵衛〈三条寺町西

江入町〉

※『俳譜大辞典』には「菊屋太兵衛ら編J, 文化

5刊とする。上「其雪影」「あけがらすJ「績あ

けがらす」，下「桃李」「五車反古」「一夜四栓」

「花鳥篇」を収める。

4-24フ1 ほ三百四十三 30銭

ハイカイ
誹 キカタシチプシフ

33604 諮其角七部集上・下小 1峡 2冊

西村源六ら書卑の編，夜半亭凡董序，蘭更政

天明7序・刊，同8政

江戸西村源六，京中川藤四郎・菊舎太兵衛

．鍵屋仁右衛門・野田治兵衛

※上「虚栗集」「新山家」「たれが家」「績虚栗集」，

下「俳譜錦繍段」「萩の露」「花つみ」を収める。

4-24キ l ほ三百三十五全弐 50銭

テイシウソウリン
鼎州 モシホプタロ

お605 叢林 藻盤嚢ー～五半 l需品伊

菊岡米山翁泊涼著・自序，雪中庵吏登践宝暦4刊

大坂吉文字屋市兵衛〈心斎橋南四丁目）， 江

戸同次暗号伊〈日本橋通三町目〉

※初版は寛保3刊。諸家発句を挙げて「句中の因

みある所のからのやまとのこと種を」（序）記し

たもの。原題策・各巻内題「藻塵袋」。各冊柱

書は「藻塩借」。

4-24モ l 大惣番号札破損 35銭

ユキノシラカハ

33606 雪白河乾・坤（上・下）半 II扶2冊

魯九編，六々庵巴静序 享保12序

京橘屋治兵衛〈寺町押小路〉

※享保11に魯九が北陸から奥州をめぐったときの

各地俳人の発句〈乾冊），連句（坤冊〉を収め

る。

4-24ユ l れ八百弐十八全弐冊 60銭

ハイカイサピシヲリ

33607 誹譜寂菜天・地・人 半 lI扶3冊

白雄坊著，拙堂増補，拘語罪主人序，定雅序，大窪

詩悌序 文化9序（如泥粛・定雅）・刊

江戸蔦屋重三郎〈通泊町）・西村源六〈本石

町〉・鶴屋金助（田所町）

※俳論書。柱書「さひしをり」。見返しに墨書で

内容を紹介，更に「百七十六」（朱〉の書込みあ
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り。

4-24ハ21 れ七百七十六全三冊 60銭

ハイカイ
俳 キンセイホック Jレイダイジフ

33608 譜近世禁句類題集春・夏・秋・

冬 モムド冊
江戸雀堂来曽編，石津亮澄序 文政3序・刊

大坂吉文字屋市右衛門・秋田屋太右衛門・塩

屋忠兵衛・河内屋儀助・河内屋源七郎

4-24キ8 れ七百四十七全四冊 75銭

パセヲヲウヅダモノガタリ

33609 芭蕉翁頭陀物がたり 宅1~1~ I冊

涼袋著，武城吸露蓮序，浪花洛橋践 寛延4序・政

京井筒屋庄兵衛〈寺町二僚上ル〉

※本文巻頭内題は「蕉門頭陀物かたり」。蕉門諸

俳人の逸話26編を収める。

4-24シ8 れ九百四拾番全 35銭

ハエンズイヒツ

33610 枇杷園随筆 半 ll扶l冊

士朗編，曙奔秋翠序，大蒲序，五道駿，五道：1訟手
・大燕校 文化7刊

書捧不明

※芭蕉の書簡など28項目より成る。

4-24ヒl れ九百弐十萱全／七部集之内 30銭

ハイカイウモレギ

33611 誹譜埋木 半 l冊

北村季吟著 明暦2成，延宝元刊

京※参照（寺町二条上ル町〉

※書津名のみ削除されているが，井筒屋庄兵衛の

はず。見返しに「百十七」（朱〉の書込みあり。

題策剥落。

4-24ハ17 大惣番号札剥落θ40銭

キリヒトハ

33612 梧一葉 半 ll扶1冊

芭蕉苔桃青著，紫野居士敬雨恥P時庵紀宅寝；千

之政 事保16初刊，寛政8再刊

秋田屋徳右衛門

※後補墨書題策「俳諮梧一葉」。見返しに「百四

十」（朱〉と書込みあり。俳論。芭蕉著は存疑。

4-24ハ20 れ九百拾壱全＠ 35銭

ハイカイモンダフ

33613 俳諮問答ー～五 半 l秩5冊

去来ー許六著，竹巣月居序 (1側） (1 O) 

元禄11成，寛政12序・刊

書一

京野田治兵衛〈寺町通二条〉， 江戸前川六

左衛門（日本橋通三丁目）， 大坂高橋平助

（心斎橋筋南九宝寺町）・ Jll端徳兵衛（心斎橋

筋北久太郎町藤屋）・恋本半右衛門（天満十丁

目筋又次郎町平野屋）・村田久左衛門（天神橋

室丁北袴屋〉 (1 5) 

※内題「誹諮問答」。初刊は天明5の『青根が峰』。

4-24ハ46 れ七百弐拾五全五冊 l円

33614 誹E皆世説ー～五 半ll扶5冊

蘭更著・自序 天明5序・刊

京菱屋孫兵衛（御幸町通姉小路上ル町）・林

権兵衛〈寺町通二条下ル町）・大和屋吉兵衛

（数屋町通三僚上ル町－）・菊舎太兵衛（三篠通

御幸西へ入町），大坂塩屋忠兵衛（心斎橋筋）

※蕉門の逸話集。

4-24ハ35 れ七百弐拾六全五冊 50銭

セウヲウデンキ

33615 蕉翁停記 半 l軟 l冊

写本

※蕉翁停記・熱田三歌俸・一井亭歌仙・竹葉軒歌

1111・別座敷歌1111・杉風亭歌仙・楚舟亭歌遷・餓

別之句・穣歌仙・初氷歌仙・初時雨可清舞・月

見歌仙（以上「目録」による〉より成る。終了

に「俳譜系闘上」をしるす。

4-24シ5 れ千弐拾番 10銭

ノ、ィカイスミダノ、ラシフ

33616 誹諮炭俵集上巻（建）・下巻

半 l秩2冊を合綴l冊

野披・孤屋・利牛編，素龍序 元禄7住・奥書

写本

※扉に「すみたはら建」， 序題「炭俵序」，上巻内

題「誹諸炭俵集上巻」， 下巻内題「誹詰炭俵下

巻」。

4-24ハ34 れ千三拾八全 15銭

ゾタカレヲノ《ナシフ

33617 績枯尾花集

嶺雲編，蘭哉序，坐朝政

京橘屋治兵衛〈寺町通二条〉

※九州北部俳壇の連句・発句集。芭蕉百回忌追善。

4-24ソ l れ八百三十九全壱冊 25銭

半 l軟 l冊

寛政5序

ハイカイシンケウノベン

33618 誹諮心教之耕

勇月堂二南斎智角序・駿

冊
）
政

l
m
3
 

軟
は
暦

l

宝

半
）
序

市

3
hu
享延
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写本

ー※巻末に「加藤運為」の署名と朱印あり。書写者

か。智角による誹諾之法のおぼえがきを門人に

写させたもの。

4-24ハ32 れ千廿一番全 20銭

シヤウフウロン L=OJームタ・・－＇ム『ん『＿ .. ＇~ I_ ' • 

33619 正風論J 逗…星月夜集詳建J

半 1軟 l冊

（正風論〉狸々庵原松著，松阿校，（星月夜集耕難）

松戸・松佐著・自序 元文 5~J
京平楽寺村上勘兵衛（二条通車屋町東南角〉

※前年に出された原松編『星月夜』への論難書

『十五夜』に対する答駁書。原題祭上記の通り。

裏見返しに寛政元の「梅琳斎里鷲」の署名あり。

4-24シ7 れ九百拾三全 25銭

フデノプタイ

33620 筆の舞墓上・下

半 ll険2冊を合綴I冊

千載堂丈石編，四時堂其諺序，芦花翁知石序（1735)

享保20序

書障不明

※後補墨書題策には，もと誤って「野馬蔓集全」

とあったo

4-24ヤ l れ九百拾全 50銭

ノ、ィカイシンシキモク

33621 誹譜新式日 半 lI扶1冊

御務水頭白梅国主鷺水著・自序・自政，洛陽書林常黒種

充政 元禄11駿

京 山岡四良兵衛〈二傑通清明町）・中西卯兵

衛（建仁寺町四条下ル町〉

※序題・目録題「誹譜新式」。 墨書題策「俳詰新

式J。大惣印なし。柏屋の践は「新式或問」と

題す。一名「俳譜大成しんしき」。

4-24ハ33 大惣番号札原欠 30銭

ノマンカジンメイロク

33622 寓家人名録初篇・二篇～五篇

大ll険5冊

柿耶丸長斎編，白雀園米彦校，警底許井大次宅毘：

序践は※参照 文化9序・駿，同10刊

「柳査蔵版」， 大阪猷可堂鹿嶋忠兵衛，京

橘栄堂勝田善助・懐玉堂野田治兵衛

※俳人名鑑。 600余名の図像・像賛・小伝。如泥

序および運令舎序，成美序，巣兆序，志宇序，

瑞馬序および樗堂践が各冊に配され，いずれも

書

文化9o

4-24ハ 51 さ九百弐拾壱 2円

げ
図
版

わ
れ
喜
一
五

か
文
事

一
一
パ
翁
対

ヲ

を

萎

セ
浩
侃

パ

M
M

鏡桃

本

お
は
一
写

お

水
冊
）
序

lω

ロ

映
は
暦

1

宝

大

※版本からの写本。板本の書障は，京井筒屋庄

兵衛（寺町二条上ル町）， 大坂柏原屋清右衛

門（心斎橋筋順慶町）， 江戸 戸倉屋喜兵衛

（日本橋通二丁目）・辻村五兵衛（浅帥御堂前）。

文台図，賀建百韻，賀延発句より成るo

4-24ハ 5 ふ七百九拾四全壱 10銭

ハイカイジフロンシユウギ

33624 俳譜十論衆議

信杖坊著・自序s

京野田治兵衛〈寺町押小路橘屋〉

※著者は，越新城の人，画ニミ蓄。支考の『俳譜十

論』を論ず。柱書「十論衆議」。

冊
）
刊

l
郁

3

帳
。
和

I

明

大

4-24ハ31 ふ七百九拾弐 35銭

ナンポタジンワ

33625 南北新話乾・坤

大 l秩2冊を合綴l冊

吸露蓄涼袋著，法橋百川序，麦湖棲宅会幹

延享4序，同5駿

「桐原俸梓J, 江戸梅村宗五郎（日本橋南三

町目）・江北源兵衛〈浅草並木町）・吉田善兵衛

（通油町南新道）， 京井筒屋庄兵衛〈寺町二

条上）

※原題簸「俳譜南北新話」。俳論。

4-24ハ39 ふ七百五拾五 50銭

ハイカイユメノアト

33626 俳譜夢之縦上・下・附録

大 ll扶3冊

文樵編・白抜，津金胤臣序，六林政

天明4序・駿，同5刊

名古屋風月堂

※横井也有追悼集。上冊は也有の像と「七景記」

と画賛。下冊・附録冊は諸家の句文など。附録

冊扉には「夢之醗附録」とある。

4-24ハ47 大惣番号札剥落 I円25銭

ノ、イカイヒヤタイチシフ

33627 俳譜百一集 大 I軟 l冊

越中康工（八椿舎〉編・自序，水竹散人践

宝暦14序，明和2刊
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一俳書，連歌，追加ー

京橘屋治兵衛〈寺町通二篠下町〉

※俳人100人の肖像と各 l句および寸評を挙げて

いる。表紙に「柳」と記した小札，見返しに大

惣印と「弐番／俳譜百歌仙壱冊」の書込みあり。

4-24ハ41 大惣番号札剥落 60銭

何倍プ陀
ヅ
頭ヲをセせ

J
Y

ふ
み

詳

8

未

2
w富

山
山
朝

大 1秩 1冊

写本

※巻頭内題「頭陀倍」。表紙に「是ハ板行のが弐

部迄有たが見へぬ由申候」云々と記した小札あ

り。俳譜作法書。

4-24ハ9 ふ七百九拾六全壱冊 15銭

ジフロンヰベンセウ

33629 十論為鶏抄始・中・終 大 l略嘉戸
支考編・自序 享保10刊

京野田治兵衛〈寺町押小路橘屋〉

※『俳詰十論』についての解説書o 序題「為耕抄」。

4-24ハ29 ふ七百三拾六全三 60銭

ム山 h タマボコ

33630 漫句玉鉾
写本

大 lI扶l冊

※版心に「博愛館蔵」と刷込まれた罫線入り用紙

を使用。発句集。作者は秋麿・朱月・曽山・い

はほら多数。見返しに「三百四十三」（朱）の

書込みあり。墨書題策中「護句Jはあとからの

書込みか。

4-24ホ l ふ七百九拾三全壱 20銭

ワカンヒヤクタワノフ

33631 和漢百之さ賦

支考著

京橘屋治兵衛〈寺町二条〉

※上記書名は原題簸によるo扉では「師漢」を角

書とする。巻頭内題は「新製大和真名／百花ノ

賦」，柱書「文操別録」。 33587の『和漢文操』

（享保12刊〉の附録。百花賦本文とその注より

成る。

4-24ワ IB ふ七百九拾全壱冊。 3.0銭

大 l秩 1冊

享保12刊か

イツサヲウハイカイプンシフ

33632 一茶翁俳譜文集 半 1I扶I冊

一茶著，一之編，俳護F，逸淵序，宅票戸馬政

嘉永、5序〈逸淵），同7序（俳禅）

江戸須原屋、源助（神田通新石町〉

※『おらが春』（嘉永5刊〉の抄録再刊本。大惣

印なし。

4-24イ2 大惣番号札剥落か 60銭

連 歌

レシガハナヒグサ

33633 連寄はなひ草 小1秩1冊

親重（立画〉著，破蓋〈烏丸光広）践寛ぷ私書

京村上平楽寺（二篠通玉屋町）

※本書は村上平楽寺板『はなひ草』で，後補墨書

題策に「連寄」と冠しているが，俳諮作法書。

背に「連膏春日草」とあるのは誤り。上記の受

入番号を消して，新たに1829048を与えている。

4-24レ4 大惣番号札剥落 15銭

キyライフウテイ

33634 近来風鉢

二条良基著

書捧・刊年不明

※歌論書。原題策に「連寄」と書込みあり。奥書は

「此一巻道之数寄異他之問書遺松田丹州者也

老輩事等不可為指南殿不可有他見／嘉慶元年

十一月十二日／後普光園摂政殿／准三后御判」。

4-22キ5 ふ七百七拾壱 15銭

大 l帳 l冊

嘉慶元民書

33635 新撰菟玖波集一二～十九二十

半 1軟10冊

一条冬良・宗祇・兼載ら編，冬良忠95) (1附

明応4成，寛保3刊

長谷川庄右衛門

※題策に，各冊の収録の巻次とその内容を墨書し

ている。

4-24シ9 れ七番 l円50銭

『大惣本四月二十一日

連歌ノ末ニ追加之分J

ヤマトノタニキデノシタヒモ

33636 大和園井手下紐萱～三半l軟3冊

初世並木正三作 寛延2初演，天明6写
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写本

※台帳。第 1冊冒頭に絵尽くし『けいせい井手玉

川』 4丁を附す。第2・3冊末・第3冊見返し

などに「目丁」の印と「八賓堂巴朝」などの書

込みがある。各冊内題に角書「唐金茂右衛門／

筑波茂右衛門」あり。

4-31ヤ I ろ百四十六 30銭

ヲリヲリクサ

33637 をりをりくさー～八 半 lI扶8冊

建部綾足著

写本

※随筆。内題は「折々くさ春の部」 （第 I冊），

「折々くさ夏の部」（第3冊）， 「をりをりくさ

秋の部」（第5冊），「折々草冬の部」（第7冊）。

題策下部に内容を略記している。

4-47オ 4 め六拾弐全八冊 20銭

ヒヤクJぜケモノ

33638 百化物ー～五

半 li扶5冊を合綴I冊

馬場文耕著

写本

※題策に「色ミ称ら敷実記也」と記す。表紙に白

紙の小札あり。『当代江都百化物』の I本。

4-47ヒl め四百八拾弐番 10銭

下

僻

中

綿
上

前

向
山
瓦
宮

判
砕
晴

吋
中

E

W

市

著庵

9

頼

お

花

半 I峡3冊

天明元序・自序

写本

※下冊末に「指峰堂蔵書新寓本略目録」がある。

4-41シ10 仁コ弐拾五 15銭

サタプツシ・ウキヨアナミロン

33640 作物志・浮世穴見論 半 ll扶l冊

葉費時恭著

〈作物志〉満書井山人序，葉苅多揃序，催美山人讃，

鈍斎平突払渋谷柿麿画

文化4「稿成」・序〈いずれも），同5「護免」

写本

※博物志に擬する滑稽本O 稿本であろう。奥書に

「難憲居蔵」とある。口絵あり。

〈浮世穴見論〉自政 文化9成

写本

※穴の評伴記。末尾に「熟々堂藤」とあり，「嚢

粛主人戯編書目」を附す。

加ー

4-25サ I め五百八拾四全 5銭

＂－~占 J日、ムーイウリユメノアト

33641 J 張藩蔀ー遊里夢竪跡

無疑斎著，吉田二祐画

写本

※筆彩画あり。名古屋の遊女町の案内。

3-47ユ 3 大惣番号札剥落 5銭

冊
川
町
誠

半
。
政寛

ミワモノガタリ

33642 三輪物語壱～四

熊沢伯継著

写本

※神道o第 I冊表紙に「仁コ八」の小札あり。上

記著者名は『国書総目録』による。

1-05ミ2 大惣番号札剥落 20銭

半 ll扶4冊

セキキヨクヒタ’ンセウ

33643 石曲秘談抄 壱弐三・四五・六七・

半 I朕4冊八九十

逸名序あり

写本

※巷説をあつめた随筆。上記書名は各冊表紙打ち

つけ書などによる。序題「明和飛日記績後」，

巻之一巻頭内題「富飛日記績後」， 巻之二以下

の巻頭内題「飛日記績後」。第 l冊初丁に「書

津／尾州／本嘉／富塚」の印あり。

4-41シ12 大惣番号不明 20銭

カンタンユメモノガタリ

33644 郡部夢物語萱～参 半 1朕3冊

梯源翁著・自序

写本

※彩色を施した挿絵がある。実録。

4-41シ4 み仁コ拾五 15銭

ヤマノヰプカンノウチイツシンノ リハウ

33645 山井武鑑之内一身之利方乾・坤

半Il扶2冊

著者未詳

写本

※兵法書。大惣蔵書印なL0 

8-21ヤ2 大惣番号札原欠か 10銭

セイガクヲザイ

33646 聖学自在一～三（上・中・下〉

大3冊

新井白蛾（祐登〉著・自序 安永5序，同6刊

京武村嘉兵衛（二僚通新町東入〉

※学問に関する随筆。第3冊の末に「新井白蛾先
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一追 加ー

生著述目録」 l丁を附す。その目録における書

見武村と，大坂浅埜蒲兵衛（高麗橋一丁目）

とを並記。

1-69セ 2 や弐百六拾弐 10銭

プシダウニチョウシフ

33647 武士道日用集

横 (15.2×21. 5cm) I i険1冊

著者未詳

写本

※末尾に他見無用の旨の書込みあり。裏表紙に

「中村」と書込みあり。

8-21フ9 ち千七百四拾弐 5銭

プモンエウカンセウ

33648 武門要鑑抄 自ー至七・自八至十四・

自十五至廿・自廿ー至廿二 半 li険4冊

著者未詳

書主主・刊年不明

※『国書総目録』には「上杉輝虎・加治景英等受，

沢崎景実編？」とある。第 l冊の初丁裏に紛失

注意の札あり。全巻を通じて書込み多数あり。

「北丙甲」「校正」の朱印あり。

8-21フ17 た七百拾四 20銭

ケイセイハルノトリ

33649 傾城青陽集恵一～四 半 ~l蕊4冊
近松徳史・奈河七五三助・辰岡万作作 寛政6初演

写本

※台帳。第 I冊扉題のみ角書「其頃の歌開は／は

てな男と二人／連懸て思ひは昔の／あふみ其名

にめで L」を有する。 31547参照。

4-31ヶ27 c二コ五番 20銭

セウセツナラズノウメ

33650 小説不賞楳上・下

嚢帝時恭著・画・自序

写本

冊

書
2
）
奥

秩
側
4

l
u
化

半

文

※読本。稿本。末尾に「鶏憲居戴」とある。目次

では本書を前編と称す。 33656『小説不賞梅前

編』とは別内容。

4-41ア55 大惣番号札剥落 10銭

マクワウ牛ンキヤウコウヘン

33651 磨光韻鏡後篇 大 1帳 l冊

文雄著，円山小松寺文龍序 明部長，安諮らu
京山本長兵衛

※「韻鏡指要録」と「翻切伐拘篇」より成る。原

題策下部に「伐相篇」とある。書込み多L0 

4-64マ2 や四百拾壱 10銭

フタスヂミチコウヘンサトノクセ

33652 二筋道後篇廓の癖

中他 i冊と合 Il険l冊

梅暮里谷議著・自序，歌川園政画 寛政11序

書捧不明

※酒落本。墨書題策「傾城買二筋道後篇」。初篇 I

冊（33547参照〉と同軟。裏見返しに大野屋の

「御薬あらいこ／かみそめ油」の広告刷り物あ

り。

4-43カ 8 わ百六拾六 10銭

セウ 7

33653 笑府

墨惑粛編・自序，懐憧鷲訳，賀喧粛序

和泉屋庄次郎

※噺本。 3巻より成る。末尾に「慶元堂蔵板略目

録」を附す。

中 1軟 I冊

明和5序

8-67シ I ち六百六十壱 10銭

オトシパナシカツラノハナ

33654 落噺桂之花上・中・下

半 H決3冊

桂文治・門人文公著，月光亭あるじ酔中序

写本

※噺本。

8-67オ l 口二百拾回全三 10銭

カンジヤウグウキ

33655 開情寓寄（上）・下 中2冊

湖上李漁著，靖余三垣紫臣・男将芳激六訂，東都河大

順校，南華主人序 享和元刊

南華書室蔵板，江戸堀野屋仁兵衛（本石町四

丁目大横町〉

※下冊の原題策は「口情偶寄」， 目次の題と巻頭

内題「笠翁偶集」。

8-63カ l 大惣番号札剥落か 10銭

セウセツナラズノウメ

33656 小説不賞梅査～四・五之上・五之下

大 lI扶6冊

文化8序，同 9奥書葉粛時恭著・画・自序

写本

※読本。稿本。見返し内題左に「ー名雪狼奇言」

とあるO 各巻内題「小説不賓梅雪猿奇言J。各

冊題集中に「前編」とあるo 33650とは別内容。

末尾に「鶏憲居藤」とある。第 l冊表紙に「尾

府葉粛亡コ作／全部六冊」の札あり。
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4-41ア56 さ三百七拾六全六 20銭

タウドカウテイキ

33657 唐土行程記ー～四 大 1軟4冊

朝鮮握薄著，清田絢（傍受〉訳・附言，柚木太玄序，

江都序，堀莱吉「害惑J，伊藤聖訓政

明和6序（いずれも）・醤政・践・刊

京河南四郎右衛門・林伊兵衛・日野屋源七・

端六右衛門

※外国地誌。原本は『漂海録』。第4冊裏見返し

に「清君錦先生撰」の 2部の書の広告ありo 第

l冊表紙に「［＝コぬ五／四冊」の小札あり。

5-87ト2 大惣番号札剥落 20銭

カウシンシンワシフ

33658 高枕新話集乾・坤

花北隠！｜関才子著・自序

写本

※随筆。大惣の半紙を使用。

4-47コ10 め四百五拾壱全弐 10銭

半 II険2冊

安永9序

セ ケ ン メ ヲ ト カタギ

33659 世間夫婦容気萱（上）・中・下

半 1q決3冊を合綴1冊

著者未詳

写本

4-42セ 7 め五百廿八全三θ 10銭

ツウゾタカウシユクデン

33660 通俗孝霜停ー～五 半 11険5冊

龍淵先生著，紀進序，朴庵高碩序

明和5序（朴庵），同7刊

京 梅村三郎兵衛（寺町松原下ノレ町）， 大坂

大野木市兵衛（心驚橋安堂寺町）， 江戸須原

屋茂兵衛（日本橋南壱町目）・三田屋喜八（麹

町十二丁目）

※朴庵序題・柱書「孝粛停」，紀進序題「孝粛公

之停」。読本。絵入り。第 l冊表紙に「毒」の

札あり。

4-45ツ 4 つ四百弐十四 20銭

五春一

河
童
日

む全作
談

”
は
出

著

1

春

以
山
道

部

林

大 Il険5冊

元禄11刊

江戸 中野孫三郎（上野仁王門筋中町）， 京

福森兵左衛門〈五燦橋通）

※仮名草子o絵入り。後補墨書題策には角書「有

繕」あり。

4-47カ 9 大惣番号札剥落 20銭

加ー

33662 杜編新書 半 I峡 l冊

斯江襲衷張臆命著，南宮岳烏序，五瀬泰一段

明記？た・駿，文銭完刊

「五車棲梓」， 京菱屋孫兵衛（御幸町御池下

ル町〉

※原題策「江湖歴賢杜騎新書J，見返し上部にも

「江湖歴賢」とある。見返しに本書紹介文ありo

商人・旅行者の心得，漢土の俗語を知る便りに

なるという。

4-47ト2 つ四百三拾六 10銭

セウリンクワウキセウ

33663 笑林庚記齢、 半 1軟 l冊

清遊戯主人著， 日本歌笑慮士課，巴椿園序

安永7刊

京鹿野氏菊屋安兵衛（寺町通三条上ル町〉

※末尾に菊屋の「蔵板目録抜書」あり。表紙に

「小説」（朱）， 「柳」「千九十六」（墨〉の小札

あり。笑話集。

8-67シ 3 や五百九拾六 10銭

コクサンカウ

33664 園産考噌萱．二 半 2冊

大蔵永常著，松川半山画 天保臼

江戸丁子屋平兵衛，大坂河内屋茂兵衛．河

内屋長兵衛， 京 大文字屋専蔵・丸屋善兵衛

（三篠通寺町西へ入町〉

※農書。各冊裏見返しに丸屋の目録あり。

9-24コ l そ九百六拾五全弐 10銭

ゴマヱホンユウシヤグルマ

33665 苓絵本勇者車萱～十半 ll扶10冊

下河漫拾水子画，与童人序

宝永完「嘗板J，天明3）「御免J，寛政6序，同7知
京菱屋治兵衛（寺町松原上ル町〉

※菱屋の絵本目録・蔵板目録あり。

8-44エ35 大惣番号札剥落 50銭

下上
付録

り
漫
本

6

写
円。
n
h
u
 円。円。 半 1秩 2冊

※故実などの雑録。伊勢貞丈著『貞丈漫録』から

の抄出か。

10-05マ 3 E二コ拾五全弐 10銭

-253ー



一補遺，未整理一

ほ八百六拾九，虫損甚し。

補 遺

※以下の 2点は，明治32年の受入ではないが，大野

屋旧蔵書と確認できるものである。

シュンカシウトウ

春夏 シキモノガ3リナツへy

穐冬 四季物語夏篇ー～五

半 1I険5冊

栗杖亭鬼卵著，山東京山校・序，鮭遊亭藁雄画

文化14序，同15刊

江戸若林清兵衛〈馬喰町三丁目）， 京本屋

宗七〈二条通車屋町）， 大坂塩屋卯兵衛〈心

斎橋通南久太郎町）・塩屋長兵衛（同〉

※読本。木下康次博士旧蔵書。 1919年に附属図書

館に寄贈。大惣印あり。受入番号1~50080

4-41シ31 ら弐百拾六弐編五冊θ

、‘，，，
唱

a
A

，，E
‘、

シゲシゲチワ

(2）繁千話 小l冊

山東京停著・画・自序・自践，逸名序あり

寛政2訟
江戸多田屋利兵衛〈堀江町四丁目〉

※酒落本。頴原退蔵博士旧蔵書。 1950年に国語学

国文学研究室に寄贈。＠印あり。自序題「洞房

妓談繁千話」。多田屋の目録あり。 「伊勢町／

二丁目／松野屋孫右衛門」印あり。受入番号は

8792830 

文閲頴原文庫Pj 9 大惣番号札剥落

未 整 理

※以下の17点は，明治32年に搬入されながら，虫損

・有欠などの理由で受入番号および配架番号を与

えられず，未整理のまま現在に至ったと思われる

大野屋旧蔵書である。いまは便宜的にアイウエオ

JI贋に11）～仰の番号を附し書名・体裁・著者の知

られるものは著者名・写本版本の別・大惣番号・

特記すべき事項に限って簡単に記しておく。これ

らは現在のところ本館学術資料掛において保管さ

れている。

アキパサンダウチユウキ

11）秋葉山道中記横 (lo.g×16. 7cm) I冊，写本，

アキンド卓ンヂユウギヤウ＂＇

(2）商人年中行支横（8.8×19. 2cm) I冊，英華堂

著・自序，下河遺拾水画，版本，大惣番号不明。

(3）雨夜燈大1冊，湯浅元禎（常山〉著，版本，

て六百四拾六附録全壱冊，虫損，（8）『常山紀談』

の附録。
イ セザングウダウチユウキ

(4）いせ参宮道中記横（10.8×14.2cm) I冊，写本，

ほ八百六拾八。
イセダウチユウキ

(5）伊勢道中記横 (13.5×20. 0) I冊，写本，大惣

番号札剥落，虫損。
キヤウオホサカダウチユウキ

(6）京大坂道中記横（9.0×17.5cm) I冊，写本，

ほ八百七拾三，虫損甚し。
サイゴ安

(7）西コク〈背の書込みによる） 横 (10.3×20.’Ocm) 

l冊，写本，大惣番号不明，虫損甚し，表紙破損

につき本来の書名不明。

ヲヤウザンキダン

(8）常山紀談六～十・十三～十七・二十一～二十五

・拾遺ー～四〈拾遺一・二は2冊づっ）・附録五

半22冊，湯浅元禎〈常山〉著，版本，て六百四

拾弐後五（他に 3つ大惣番号あるが省略），虫損

甚し。

(9）書史曾要特大（29.6×21.Ocm) I冊，写本，や

四百四拾八，虫損。

(10）~来也遊説半 1 冊，感和亭鬼武著，蹄驚北馬画，
版本，大惣番号札剥落，虫損，原題策に角書「復

儲／奇談」あり。

間退私録ー～四半4冊，新井白石著，写本，め

八百弐全五，虫損甚し，第5冊欠。
チリヅカモノガタリ

U2）塵塚物語一・二・三之巻半3冊，版本，つ

弐百三十壱端五冊，虫損甚し，第4・5冊欠。
ヒヤクカキカウデン

間百家埼行停二～五大4冊，八島五岳著，版本，

大惣番号不明，第 l冊欠。

ポヲテンシデン

U4l穆天子停大 I冊，膏郭瑛註，版本，や五百九十

四，虫損， 白文。
ホコラサガシカヒコトパ

間小社探買詞前集ー～三半3冊， 古川氏嘉著， 版

本，大惣番号札剥落，→名「残口猿轡」。

日日本朝古今書画便覧横（8.5×18.4cm) I冊，河津

山白著，版本，ち千五百拾六。
サワグウズイヒ、y

m仁コ津禽随筆半 I冊，写本，大惣番号札剥落，

題策上部破損，虫損。
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